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はじめに 

ながい 歳月に わたって、 国の 内外から きびしい 苦難を うけてき た わが 人民は、 悲運につつ まれた 祖国と 人民 
を «c いだす、 たぐいまれな すぐれた 指導者を 心の底から 待ち のぞんで おりました。 わけても、 祖国が 日本 帝国主義 
の 植民地に 転落し、 人民の 運命が きわめて 重大な 危機に さらされた とき、 それは もっとも 切迫した 民族的な 渴 望と 
なつて いました。 

ま ば ゆい 太陽 も、 明るい 月 も 光を 失った 民族 受難の 暗い 冬の 季節に、 このような 全 民族の 切実な ねがいを 一身に 

になって たちあがった 人 こそ、 絶世の 愛国者で あり、 民族の 英雄で あり、 百戦百勝の、 鋼鉄の 霊将 であり、 国際 共 

産主義運動と労働運動のすぐれた指導者のひとりである四千万朝鮮人民の偉大な首領纪^^将軍その人だ 〇 たので 
す 0 

く， 卜 ， 

.霊峰 白 頭の 山な みに 祖国 解放の のろしを 高く かかげ、 1 一】 刊 Mt a:s § に 解放の あかつきを もたらした 金 日 成 将軍、 ま 
さしく この 将軍の 誕生 こそ、 朝鮮 民族に あたえられ たもつと も 大きな 幸福だった といえ ます。 

貧しい 農家に 生まれた 将軍は、 早く も 十四 歳のと きから 祖国と 人民の ために 一身を ささげる 決心を し、 たたかい 
の 道に 旅立った のちは 二十歳の 身で、 すでに 英雄的な 抗日 武装 闘争の 旗 じる しを 高く かかげ、 広 はんな 人民を 救国 
闘争へ とたち あがらせました。 このと きから 朝鮮人 民は、 かぎりない 感激と 尊敬を こめて 金 日 成 将軍の 名を よび、 
将軍を 救国の 英雄、 民族の 首領と して 仰ぎみ るよう になり ました。 

こうして 文字 どおり、 老人から 幼な 子に いたる われわれの すべての 世代は、 金 日 成 将軍の 名を よんで 尤暗 、日々 
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にも 勇気と 力を よみがえらせ、 希望を 燃やし、 侵略者との たたかいに 決起して きました 。そして 朝鮮人 民は、 一九 
三〇 年代から 金 日 成 将軍を 偉大な 首領と していた だくよう になり、 ついに 指導者にたい する 歴史的な 願望を かなえ 
たのであります。 

わが 人民は 将軍を かぎりなく 慕い、 うやまい、 将軍を 霊峰 白 頭の 精気から 生まれ、 天地を 意の ままに する ことの 
できる 伝説 的な 英雄と して、 また 千里の 険 山を も 一気にた ぐり よせ、 うしおの ように おしよせる 敵の 大軍を も一擊 
の もとにう ちく だくた ぐい まれな 将軍と して、 さらに 全人 民を 救国の たたかい へと 導く 卓越した 民族の 指導者と し 
てた たえ、 敬愛して おります。 それゆえ、 白 頭の けわしい 山な みを 十五 星霜に も わたって 踏み わけ、 日本 帝国主義 
侵略者を うちくだき、 恐怖に おののかせ、 ついに 祖国を 救った 金 日 成 将軍の 偉大な 業績は、 わが 民族の 歴史と とも 
に 燦然た る 光を 放ちつ づけて いるので す。 

たたかいの 道に 最初の 歩みを しるした その 日から、 四十 余 年の ながい 歳月を へて こんにちに いたる 金 日 成 将軍の 
革命 活動の 道程 —— 、それは 朝鮮人 民にたい する 熱烈な 愛と 献身的な 服務の 歴史で あり、 民族の 敵との 血に まみれ 
たたた かいの 歴史でした。 し かも それは、 はげしく きびしい 革命と 創造の 歴史で あり、 輝かしい 勝利の 歴史だった 
のです。 

わが 民族の 歴史は すでに 五千^- を 数えて いますが、 金 日 成 将軍の ように 科学的な 革命 理論と すぐれた 指導力、 そ 
して 気高い 徳性と を かねそなえた 指導者を いまだ かつて 推戴した ことはありませんでした。 また 将軍の ように、 生 
死 存亡の 危機に 直面しても 民族を 救出し、 炎の ような 革命的 展開 力で 前人未踏の 道を つきすすみながら、 祖国と 人 
民を 繁栄と 勝利の 道 ひとすじに 確信を もって 導いた 指導者を 記録に とどめて はおりません。 

だから こそす ベての 朝鮮人 民は かぎりない 誇りを もち、 金 日 成 将軍を 民族の 太陽と して、 人民の 偉大な 指導者と 
して あおいで おり、 世界の 人民 もまた 国際 共産主義 運動と 労働運動に 寄与した 巨大な 貢献に より、 世界 革命運動の 
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傑出した 指導者の ひとりと して 将軍を たたえ、 深く 尊敬して いる 0 ■ です ひ 

こうした 偉大な 指導者を 推戴して いるから こそ、 こんにち アメリヵ 帝国主義 者の 植民地統治の もとで あらゆる 苦 
痛を うけてい る 南 朝鮮の 同胞たち も、 ひたすら 統一され た 祖国で 幸福に 暮らす 日を 夢みながら 力強く 生きぬ き、 勇 
敢に たたかって いるので す。 

わたしは、 すべてを なげうって 将軍の 教えに したがい、 祖国の 自主的 統一を めざして たたかって いる 全 朝鮮人 民 
のために、 四千 万 朝鮮人 民の 敬愛す る 指導者で ある 金 日 成 将軍の 伝記を つづる ことにしました。 

この 本は その 第一 部に あたります。 ここには 金 日 成 首相の 幼年時代と 初期の 革命 活動、 そして、 熾烈で 多面的 
な、 深刻な 政治 闘争を ふくむ 将軍の 偉大な 抗日 武装 闘争な ど、 重要な 内容が とりあげられて います。 

しかし、 このように 複雑で ぼう 大な 内容を 一冊の 本に まとめる という ことは、 きわめて 力の いる むずかしい 仕事 
でした。 可能な かぎり 数多くの 文献 や 資料を 収集し 全力を つくして はみ たもの の、 もともと 将軍の 業績が あまりに 
も 幅 ひろく 巨大な ため、 研究 不足な わたしに とっては、 それらを ことごとく 語りつ くす ことは 到底で きません でし 
た。 わたし 自身が ぼう 大な 内容に 圧倒され、 まよった こと も 一度 や 二度ではありません し、 劇的な 場面では 自分 自 
身の 力不足を なげいた こと も 幾度 か ありました。 

しかし、 広 はんな 人び とが 将軍の 伝記を 切実に もとめて いる ことを 考え、 あえて 上梓す る ことにしました。 今後 
さらに 研究を かさね、 より 完成した ものに 近づけて ゆきたい と 考えて おります。 

金 日 成 首相の 伝記の 第二 部は、 八 •一  五 解放から 現在までを 包括して 書こうと 考えて います。 

わたしは この 本を 出版す る 機会を かり、 祖国の 統一と 繁栄、 人民の 未来と 幸福の ために、 四千 万 朝鮮人 民の 敬愛 
する 指導者 金 日 成 首相の ご 健康と 長寿を 心からい のる ものであります。 

一九 六 八 年 一月  X  n 
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第一章 家系と 少年 時代 

1  ふるさと - 万景台 

けわしい 狼 林 山脈の 谷間から はじまる 大同 江は、 悠 々とうね りう ねつて 西 (黄海)、 へと 流れ こんで ゆく 1 0 

この 流れに そつて ピョンヤン (平 壤) から 十 ニキ P ばかりく だつてい くと、 河の 北岸に そそりた つ 万 景^ 一が 目に 
映る。 古くから 名勝の 地と して 知られる 万景 台の ひろびろとした 展望は、 人び との 心を とらえて はなさない 美しい 
風光に めぐまれ ている。 

静かな 流れに 青い 影を おとす 年 ふりた 松、 鶴が かろやかに つばさを ひろげた ような かたちの 勢 Ml が ある 頂上に の 
ぼれば、 眼下には みずみずしい 緑に かこまれた 農村が はてしなく ひろがる。 

この 峰から 遠く のぞまれる 川面には、 西 海から さかのぼつて くる 小型 汽船 や 緑 こい 豆老 島、 f 島の 姿が くつき 
りとう かぶ。 南の 方へ 目を 移す と 中和 平野が ひらけ、 北方には 霞につつ まれた 青い 山な みが 高く 低く、 まるで 絵の 
ように つらなつ ている。 

わたしたちの 先祖は、 こうした 美しい 山河を | 目で 見 わたす ことができる というので ここを 万景 峰と 名 づけ、 そ 
の 頂上には 万 景閣を 建てて 風光を めで、 村の 名を 万景 台と よんだ ので ある。 

古来、 ピョンヤン 八景と ともに 景勝地の 一つに かぞえられ、 旅人が たえなかつた といわれる この 村は、 いまの ピ 
ョンヤ ン市万 景ムロ 区域 万景台 里 (かつての 取！^ 道 大同 郡！^ 面 * t 里) にあた る。 
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t- さに この 地 於、 四千 万 朝鮮人 民の 敬 *. する 指導者 金 日 成 将軍の 生まれ故郷 であり、 将軍が 幼年時代を すごした 
由緒 深い 村な ので ある。 

一九 一二 年 四月 十五 日、 金 日 成 将軍は ここ 万景 台の 貧しい 農家で、 熱烈な 反日 (反日 本 帝国主義の 略) 闘士で あっ 
た 金亨稷 先生と 康 盤石 女史の 長男と して 生まれた。 

ちょうど そのころ は、 民族 受難の 暗い 時代であった。 

かねてから 朝鮮に たいし 侵略の 魔手を のばして いた 日本 帝国主義は、 一九 一 〇 年 八月 二十 九日、 ついに わが国 権 
の すべてを 奪いと り、 苛酷な 植民地 支配を 開始した。 悠久な 歴史を もつ 大地は 侵略者の 軍靴に 踏みに じられ、 亡国 
の 悲運を のろう 朝鮮 民族の 慟哭は 文字 どおり 全土を ゆさぶった。 

いわゆる 「統監 部」 は 「総督府」 にかわり、 侵略者の 銃剣に よる 「武断 統治」 が 朝鮮人 民を がんじがらめにし 
た。 「朝鮮 総督」 寺 内正毅 は、 「朝鮮人は 日本の 法律に 服従す るか、 さもな くば 死を えらばねば ならない」 とさえ 
公言した。 そして 日本の 侵略者たち は、 愛国 的な 朝鮮人 民を 手 あたりし だいに 検挙し、 投獄し、 虐殺した。 それは 
かれらが 縮小して 発表した 統計に よっても、 日本の 憲兵と 警察に よる 朝鮮人 検挙 件数は、 一九二 一年 だけで じつに 
五 万 二 千 余 件に 達し、 数多くの 愛国者が 日本の 軍隊に よって 銃殺され たり、 憲兵 や 警察の 手に かかって 虐殺され 
た。 こうして 全国 各地で、 愛国 的な 朝鮮人 民の おびただしい 血が 流された ので ある。 

また 日本の 侵略者たち は、 朝鮮を たちおくれた 農業国と してし ばりつ けて おきなが ら 、帝国主義的 略奪を いっそ 

う 強化す る 目的の もとに、 悪名高い 「土地 調査 事業」 を 強行した。  _  _ 

"3^ し 朝鮮^^は、 祖国の 受難を 決して 一5 命と^^ えな^^た し、 侵略者の まえに ひざを 折る 無抵抗主義 的な 人 

朝_ の K 日 義兵 部隊は、 いたるところで 日本の 侵略軍と 激烈な 戦闘を くりひろげた。 また 広 はんな 人民 も、 あら 
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ゆる かたちで 侵略者に 反抗し 勇敢に たたかった。 

このょぅに、 亡国の 民と なった 二 千万 朝鮮人 民 (当時の 人口は 二 
千万と いわれた) の 痛哭と 憤怒の 叫びが 全土を おおって いたと き、 
万景 台の 貧しい 農家で 生まれた 金 日 成 将軍の 前途には、 日本の 侵 
略 者を 追いだ し、 悲運に とざされた 祖国と 人民を 救ぅ 歴史的な 使 
命が ょこたわって いたので ある。 

将軍は、 全 羅北 道 全 州 地方から 北へ 移った 金継祥 先生の 十二 代 
目の 孫に あたり、 名は 成 柱と いった。 

壬 辰の 乱 (豊臣 秀吉の 朝鮮 侵略) の 戦火の なかで 全 州を あとに し 
た 先生の 一家は、 一応 ピョンヤンに 近い 大同 郡 南 串 面 月内 里に お 
ちついた。 先生の 家では 代々、 子弟を 愛国の 精神で もって 教育す 
る ことを 家憲と していた。 そのため 将軍の 家は 古くから、 「清貧 
にして 義理と 節操を 重んずる 家柄」 として 知られた。 

将軍の 曽 祖父に あたる 金膺禹 先生の 代に なって、 一家は 生活難 
のた め 現在の 万景 台へ と 移った。 そして 先生は、 地主 李 平 沢の 墓 
守りと して 小屋に 住み、 小作を しながら 苦しい 生計を たてた。 愛 
国 心に 燃えて いた 先生は、 アメリカの 海賊船 シャー マン 号が 大同 
江へ 侵入して きたと き (一八 六 六 年 八月)、 それを くいとめる ため 
群衆の 先頭に たって 勇敢に たたかった。 
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しかし 一家は あまりに も 貧しく、 暮らしを たてる のが やっとの 状態だった。 

将軍の 叔父に あたる 金亨禄 先生は、 当時の 生活に ついて こう 語って いる。 

「うちの 暮らしむ きとい ったら、 農家で ありながら、 かゆ 一つ 満足に すすれない ありさまでした。 まだ 物心つ か 
ない ときでした が、 お 客が くるた びに、 かゆの 心配を していた 祖母の ことが 忘れられません。 ある 日、 やはり 客が 
きたと きでした。 わたしは 台所に いた 祖母に、 『また お 客です ね。 おかゆが たりな いんじゃない？』 ときい たんで 
す。 すると 祖母が、 『そう、 お客さん だよ。 でも、 お釜に 水を たして おかゆを のばす しか、 どうしよう もないで し 
よう』 とこた えたの が、 まるでき のうの ことのよ うです。 こんな わけです から、 わたしは 九つのと きに 『千 字 文』 を 
少しなら った だけで 学校へ も ゆけず、 ただ 万景 台で 野良仕事を つづけて きました」 

生活は 苦しかった が、 子孫には めぐまれた。 金膺禹 先生は、 万景 台へ 移って から 長男 金 輔敍を もうけ、 亨稷 、亨 
禄 、其 海 OJ 三人の 孫を みた。 そして 一番う えの 孫に あたる 金亨稷 先生の もうけた 曽孫が 将軍 (成 柱) であり、 その 
弟が！^ ど 努齡 でぁった。 

金 日 成 将軍の 祖父に あたる 金輔鉉 先生は、 息子 や 孫たち の 独立運動と 革命 活動を たすける ことに 一生を ささげた 
人であった。 先生は 夫人の 李 宝 益 女史と ともに、 息子 や 孫たち が 祖国の ためにた たかって いると いう 理由 だけで、 
日本の 官憲から きびしい 圧迫を うけねば ならなかった。 しかし 侵略者た ちが 迫害を くわえる たびに、 先生 夫妻は 祖 
国の ためにつ くす ことをこのう えない 誇りと した。 そして、 ながい 歳月に わたる 生活苦と 迫害の なかで も 勇敢な 息 
子 や 孫たち に 生きが いを みいだし、 最後まで 侵略者に 反対して 気高い 生涯を とじた ので ある。 

将軍の 父 金亨稷 先生は、 祖国 光復 (祖国 解放と いう 意味) のために 一生を ささげた 熱烈な 愛国者で あり、 強力な 地 
下 組織を つくって 献身的に たたかった 前衛 的な 闘士で あり、 すぐれた 革命家であった。 そして また 先生は、 数多く 
の 青少年を 愛国 思想で 教育し、 かれらを 勇敢な 闘士に 育て あげた 進歩的な 教育者で も あった。 


将軍の 母で ある 康 盤石 女史 もまた、 反日 闘争に 生涯を 
ささげた 意志の 強い 女性であった。 女史は 革命家の 忠実 
な 妻と して、 婦人たち のなかで 反日 啓蒙 活動を ねばり 強 
く おしすすめた だけでなく、 三人の 息子たち、 なかで も 
長男の 金 日 成 将軍を 革命家に 育て あげ、 祖国 光復の 偉業 
にむ かわせた すぐれた 母親で あり、 数多くの 鬪士を わが 
子の ょ. ぅに 愛した 朝鮮の まことの 母であった。 

また、 将軍の 叔父に あたる 金亨権 先生 も 熱烈な 革命家 
であった。 先生は 日本 帝国主義に 反対し 武器を 手に して 
たたかった が、 日本の 官憲に 逮捕されて 十五 年 六 か 月の 
重刑を ぅけ、 ソゥルの 西 大門 刑務所に 服役 中、 日本人 刑 
吏の 残酷な 拷問に あって 獄死した。 

そして また、 将軍の すぐした の 弟で ある 金 哲柱も 熱烈 
な 反日 闘士であった が、 一九 三 五 年に 満州で とらえら 
れ 、二十歳の 若さで この 世を 去った。 

このように、 金 日 成 将軍の 一家は 熱烈な 反日 愛国の 家 
柄で あり、 一族が 代を ついで 祖国の 独立の ために 身を さ 
さげた 世界で もまれな 革命家の 家筋であった。 

こうした 家庭で、 熱烈な 愛国の 血を うけついで 生まれ 
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た 金 日 成 将軍は、 ふるさと 万景 台で 夢 多い 幼年時代を おくり、 金亨稷 先生の 愛国主義 教育を うけながら すくす くと 
成長した。 岩 一つ、 樹一 tti にいた るまで 学びの 対象で ない ものは なく、 元気な 遊び場で ない ものはなかった。 万景 
台は また、 将軍に とっては そのまま 祖国の 象徵 でも あった。 だから こそ 将軍は、 のちの 抗日 武装 闘争の 日々 にも 遊 
撃 隊員たち にし ばし ば 万景 台の 話を してき かせ、 やがて 解放され るであろう 祖国の 輝かしい 未来に ついて 情熱 的に 
語った ので ある。 

将軍が 祖国にたい する かぎりない 愛から 故郷 万景 台を 思い、 日本 帝国主義を 打倒す るた めの 武装 闘争を 展開して 
いたと き、 万景 台の 家では、 叔父 金亨禄 先生 だけが のこって 祖父母の 世話を していた。 

暗く も きびしい 歳月 —— "ときをえ らばず おそいかかる 日本 官憲の 弾圧の なかで も、 将軍の 祖父母が 暗い ともし 
びの もとで 夜ごとに 夢見た のは、 若く して 祖国の ために 身を ささげた 息子たち と 嫁の 血ぬ られた ねがいで あり、 そ 
して 白 頭の 山な みを つたい、 侵略者を うちつづけて いる 孫の 炎の ような ねがいが 必ずやと げられ、 祖国の 山河に よ 
みがえ る、 あの あざやかな 朝の ことであった。 

こうして、 万景 台の 屋根の 低い 小さな わらぶきの 家は、 ながく きびしい 風雪に かたむきながら も、 つきる ことの 
ない 希望に ささえられ、 いつまでも 建ちつ づけて きたので ある。 

いまでも 金 日 成 将軍の ふるさとの 家は、 万景 峰の ふもとに、 むかしの まま 保存され ている。 軒の 低い 小さな わら 
ぶきの 家、 庭には 古ぼけた 納屋が 一つ。 家具 類は どれ もが、 受難の 時期の むく われる ことのない 苦しい 労働と、 し 
いた げられ た 生活の 遺物で ある。 わずかな 食器 類と 古風な 箪 司、 火 ばち、 5« 、 働、 チゲ (背負い こ)、 縑 、飼い葉 切 
り、 «!| 、 ^ ぎ車、鍬'そして将軍の曾祖母が買づてきたいびつな水がめと、荒けずりの座机と、そのうえにおかれ 
ている 現 I 。これが 三代を へて きた この 家の 全 財産な ので ある。 

これらの 貧しい家 具 類は、 金 日 成 将軍の 愛国 的な 志を はぐくんだ 苦難の 歳月を、 なによりも 雄弁に 物語って くれ 
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る。 まさに 将軍は、 貧し さの どん底で もだえる 人民の 苦しみを 骨身に 徹して 感じた からこ そ、 偉大な 革命 闘争を <, 
りひ ろげ にょ っ！ で，、 ^ ? 占 も. 強ぐ 朝鮮人 民を 愛する ことができた ので ある。 

だから こそ、 こんにち 朝鮮人 民 ばかりでなく、 世界の 広 はんな 人び とが 万景 台を おとずれ、 将軍の 生家を つぶさ 
に 見て まわりながら、 かぎりない 感動に 胸を 熱く する ので ある。 

万景 台の 小さな わらぶきの 家 —— 。この 家は わたしたち 朝鮮人 民に とって、 どんな 豪壮な 宮殿よりも 貴重で あ 
り、 気高く 美しい。 そして 万景 台は つねに、 四千 万 朝鮮人 民の 心の ふるさとと なって いるので ある。 

2  将軍の 父母 


将軍の 父 金亨稷 先生は、 甲 午 農民 戦争の 年に あたる 
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八 九 四 年 七月 十日、 万景 台で 生まれた。 

祖国が 植民地の 深い 泥沼に おちこんだ ため、 あらゆる 
悲劇的な 事件を 体験した 先生は、 人民を 愛国 思想で 啓蒙 
教育し、 日本の 侵略者た ちに 反対す るた たかいへ と 決起 
させた 前衛 的な 闘士の 一人であった。 

幼い ころから 聡明だった 先生は、 漢文を ならう あい 
だ曽 祖父の 蔵書の なかから 東 医学に かんする 書物を さが 
しだし、 熱心に 読み ふけった。 

また 先生は 弁が たつう えに 濶 達で、 竹を わった ょうな 
性格の 持ち主であった ため、 人び とから こょな く 愛され 
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親しまれた。 

「祖国を 奪い かえす ためには、 まず 学ばなくて はならない」 という 強い 信念を いだいて いた 先生は、 貧し さに め 
げず 向学心に 燃えて いた。 そして 故郷で 順 和 学校を 終える と、 十八 歳のと きから ピョンヤンの 崇実 中学校の 門を く 
ぐって 苦学を つづ 付た。 

愛国心に 燃えて いた 先生は、 乙 支文徳 将軍 (七 世紀の 朝鮮の すぐれた 軍事戦略 家で あり 熱烈な 愛国者であった。 六 一二 年 
に 隋が 三百 万の 大軍を ひきいて 髙句麗 を 攻めた とき、 たくみな 戦術を 駆使して これを 擊 退した) や 李舜臣 将軍 (十六 世紀 朝鮮 
の 熱烈な 愛国者で あり 水 軍の 名将。 豊臣 秀吉の 侵略を 撃破した すぐれた 戦略家で、 かれが つくった 亀甲 船は 驚異的な 力を 発揮 
して 戦争の 勝利に 大きく 寄与した) など、 祖国の ために 勇敢に たたかった 名将たち の 伝記 や 歴史 書、 それに 愛国 的な 
内容を もった 書物を 熟読した。 とくに 新聞 や 雑誌な どは かかさず 目を とおし、 世界の 動きに こまかい 注意を はらっ 
た。 反日 救国の 思想を もる 書物な どは 官憲の 目を さけ、 みんなが 寝静まった 夜な かに おきて 読み ふけった。 

幼く して 父親から 愛国主義 教育を ほどこされた 先生は、 こうした 社会の 出来事に ついての 深い 洞察と 読書、 その 
他の 自己 形成の 過程を つうじて、 日本の 侵略者たち にたいする 憎悪と 闘志を いっそう 強く 燃やして いった。 

当時は ちょうど、 日本 帝国主義に よって 国が 植民地に 転落した 直後であった ため、 全国 津々 浦々 で 祖国の 運命を 
憂う 痛憤の 叫びが みち あふれ、 内外いた ると ころで、 さまざまな かたちの 反日 闘争が くりひろげられて いた。 江 原 
道、 咸鏡 道、 平安 道を 中心とした 山間 地帯では、 愛国 的な 農民 大衆を 先頭と する 反日 義兵 闘争が はげしく つづけら 
れ 、満州に 移動した 一部の 義兵 部隊は、 朝鮮と 満州の 国境 付近で 活発な 動きを 見せて いた。 

また、 かつての 愛国 文化 啓蒙運動を うけついだ ィンテリは、 数多くの 私立学校 や 団体の なかで ひそかに 反日 運動 
をつ づけ、 国の 内外で 愛国主義 精神を 鼓吹す る 文筆 活動を 力強く おしすすめて いた。 

これらと 前後して 海外で も 祖国の 独立を めざす 団体が 組織され、 活発な 動きを 見せて いた。 しかし、 この 海外に 
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おける 反日 諸 団体の 活動には 本質的な 弱点、 か あった。 

なぜなら、 海外に いた 独立運動 家たち は、 国内の 人民 大衆から 遠く かけはなれて いただけで なく、 海外 同胞の な 
かです 1 0 ..^ その 根を 深く おろして いなかった からで ある。 かれらの ほとんどは 旧 韓国 時代の 高官 や藏 奶( 封 @ 時代の 
貴族)、 あるいは 小 ブルジ ョァ 出身の ィンテリに いたる 雑多な 階層の ものたち で、 ブルジ a ァ 共和国の 樹立を 叫ぶ か 
と 思えば 旧 王朝の 復古を となえたり するな ど、 その 政治的な 見解は まった くで たらめ であった。 しかも、 か 匕ら の 
なかでは 偏狭な 地方 割拠 主義と 派閥 あらそいが ひどく、. たがいに 協力 するど ころ か、 みにくい 対立と 反目が うずま 
くだけであった。 

しかし、 こうした 動きとは 関係な く、 朝鮮人 民の 反日 勢力は 日 ましに 大きくな って いった。 

祖国の 悲惨な 境遇と 日々 に 高まる 人民の 反日 気勢は、 早くから 独立運動に 身を投じる ことを 決心して いた 金亨稷 
先生に、 はかり 知れない 大きな 影響を あたえた。 若い 先生の 胸は、 愛国 闘士たち へのつ きない 共感と、 悪らつな 侵 
略 者たち にたいする 憤りで にえくりかえった。 そして、 たたかいの 突破口を もとめて いた 先生は、 すでに 武器を と 
って 国の 内外で 活動して いた 反日 闘士で ある 義兄の 康晋錫 先生を はじめ、 数多くの 愛国 志士たち とのつな がりを も 
ち、 中学生の 身を 独立運動の 嵐の なかに 投じた。 

そのうち 崇実 中学校を 中退し、 順 和 学校で 教鞭を とりながら 独立運動に くわわって いた 先生は、 一九ニ ハ 年の 春、 
すなわち 二十 三 歳のと き 平安 南 道 江 東 郡 高 邑面東 三 里！^ 洞 部落 (いまの 江 東 郡^^ 里) へ 移り、 その 地の MI «fB ¥? ^ で 
教壇に たちながら、 ょり 積極的な 革命 活動を 展開した。 

この ころから 先生は、 個別 的 または 地域的な せまい 活動 範囲から ぬけだし、 ょり 広 はんな 地域に おける 朝鮮 独立 
運動の 組織 指導者と して 登場した。 

先生が 東 三 里に 移っ た の if 当時 ここが 反日 運動の 強力な 江 東 郡、 航組、 1115 紐、 大同 郡との 連係を たもち e 
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すく、 しかも ビョン ヤンまで 近い わりに 山奥で あり、 官憲の 目を くぐって 活動す るのに は 非常に 有利だった からで 
ある。 

先生は、 昼間は 教壇で 学生たち に 愛国 思想と 民族的な 誇りを もたせながら 反日 思想を 鼓吹し、 夜は 農村の 青 壮年 
を 相手に 夜学を ひらき、 朝鮮の 文字と 歴史、 地理な どを 教え、 政治 教育と 文化 啓蒙に 力を そそいだ。 また 学生たち 
に 愛国 的な 名将の 話を したり、 革命歌を 教えたり、 運動会 や 演芸会を ひらくな どの 精力 的な 活動を くりひろげた。 
そのため、 この 地方の 若 ものたち は 急速に めざめ、 反日 愛国 思想を 身に つけて いった。 

先生は 多忙な 身に も かかわらず、 官憲の 目を さけて は、 国の 内外の 独立運動 家たち とひん ばんに 会って いた。 と 
きには 山奥で、 ときには 自宅で ひそかに かれらと 会い、 当面の 活動 方針を 論じたり、 新しい 闘争 任務を あたえたり 
した。 

これらは、 反日 地下組織を つくる ための 準備 活動であった。 

やがて 金亨稷 先生は、 同志たち とともに 国の 内外に いた 独立運動 家 や崇実 中学 出身の 青年たち を 中心に 一九 一七 
年 三月 二十 三日、 反日 地下組織 であ 組織した 0 

この 組織の 目的は、 やがて 欧米 勢力が 東洋に 進出し、 日本が かれらと 霸権を あらそうよう になった とき、 その 機 
会を のがさず 朝鮮人み ずからの 力で 独立を かちとる た 办に 、同志たち の 結集と その 準備を すすめる ことに あった。 
こうして 朝鮮 国民 会は、 その 勢力を 中国の 間 島 地方と 朝鮮 南部にまで 拡大し、 武器を 手に いれ、 闘争 資金を つく 
り、 軍事 幹部を 養成す るな ど 積極的に 活動した。 

また この 会は 遠く 中国の 安東に 連絡 員を おくり、 北京に 通信員を おいていた。 

朝鮮 国民 会は、 そのころ 海外で 漠然とした 理想を もち、 派閥 あらそいに 汲々 としていた どの 民族 運動 団体よりも 
すぐれていた だけでなく、 外国の 勢力に たよって いた 多くの 団体とは 本質的に ちがって いた。 
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朝鮮 国民 会は、 まず その 目的と、 それを 実現す るた めの 闘争 方法が 正確であった。 この 組織は、 わが国に 科学的 
マルクス •レー ニ ン 主義 思想が 普及す る 以前に、 すでに 反帝 民族 解放の 闘争 課題を 正しくう ち だしてい たし、 祖国 
朝鮮の 独立を かちとる ための 方法と しては、 外国勢 力に たよらず 自主的な 力に よって、 しかも 請願 や 改良の 方法で 
はなく、 政治的な 活動と 軍事的な 活動を 適切に くみあわせる ことによって 目的を 達成す る ことな どを 明らかにして 
いた。 

このように、 輕鮮艮 民^ 一^と 国外を むすべ 範囲の 反日 秘 『結^^ 

織でぁった 。 

その 組織 方法は たくみで、 しかも 緻密であった。 侵略者の 野蛮な 武断 統治の もとで も 活動の 自由を たもつ ことが 
できる よう、 同志の あいだと 組織の あいだでは つねに 暗号を つかって 秘密を 守り、 会への 加入に 際しても 愛国 的な 
人民の なかから、 同志的な 団結を 守り、 祖国 光復 のために 命を かけて たたかう 決意を もった 人び とを 厳選した。 

その かたわら 金亨稷 先生は、 合法的な 組織で ある 碑石 契 (祖先の 墓石を たてる ための たのもし 講) や势 槪數 (子どもを 
学校に 入学させる ための たのもし 講) をつ くり、 これに 広 はんな 大衆を 結集した。 これは、 おもてむきには 経済的な 相 
互 扶助と 親睦を はかる 集まりの ようにつ くろって いたが、 実際には 先生の 指導の もとに 朝鮮 国民 会の 組織を ひろ 
げ 、農民に 反日 愛国 思想を うえつけながら 独立運動を たすける 目的を もっていた。 

このように 先生は、 文字 どおり 昼夜の 別な く、 寝食を 忘れて 組織を つくり 運動を 指導して、 ほとんど 疲れる こと 
を 知らなかった。 

先生は いつも、 祖国 光復の 遠大な 意味を こめた 「志 ^ 」 という 二字を 書いて 学校 や 家に かかげ、 自分自身と 
子弟たち の 心身を きたえる ための 座右銘に した。 

しかし 一九 一七 年の 秋、 朝鮮 国民 会は 日本 帝国主義の 手先の 密告に よって 明るみに だされ、 金亨稷 先生を はじめ 
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とする 多くの 会の メンバ I や これに 関係した 百 余 名の 人たち が 全国 各地で 検挙され た。 これは、 三 ♦  I 運動 前夜に 
おける もっとも 大きな 事件の i つであった。 

先生は ピョンヤンの 監獄の なかで、 日本 官憲の 苛酷な 拷問と あらゆる 懐柔 や 欺瞞に も 屈せず 頑強に たたかいぬい 
た。 

かれらは 毎日の ょうに、 むごい 拷問と 仕う ちを くわえた が、 革命にたい する 先生の 強固な 決意を くつがえす こと 
がで きなかった ばかり か、 たった 一言の 秘密 さえ ひきだせなかった。 

こうして 先生は、 三度 も 裁判に かけられた。 しかし そのたび ごとに 先生は、 「わたしは 絶対に 刑に 服す る わけに 
はいかない。 朝鮮人が 自分の 国を 愛し、 祖国の ためにた たかう ことが どうして 罪になる というの か。 わたしは この 
ょうな 不当な 判決を 絶対に 認めない」 と 主張し、 断固と してた たかった。 そして 先生は、 最初の 判決で ある 二 年の 
重刑を 断固 拒否し、 二回 目の 判決で ある 一年 六 か 月の 刑 も 一蹴して しまった。 しかし 血に 飢えた 侵略者た ちは 三回 
目に いたって 九か月の 刑を 強引にい いわた した。 

獄中に おける 先生は、 出獄 後の 新しいた たかいの 構想を ねりながら 医学の 勉強には げん だ。 医学を 身に つけて 病 
院を 建てれば、 同志たち や 革命 組織との 連絡 もとり やすく、 官憲の きびしい 警戒の なかで も 合法的に 活動で きる と 
考えた からで ある。 

一九 一八 年の 秋、 先生は はじめての 試練に たえ、 傷 だらけの 身で 出獄した。 そしてし ばらく 自宅で 休養を つづけ 
た。 先生は からだが いくらか 回復す ると、 敵の 監視が きびしい 郷里では 革命 活動を つづける ことが むずかしい と考 
え、 その 年の暮れ、 祖国 光復の 志を つらぬく ため 鴨 緑 江 沿岸の 国境 地帯へ と 活動の 舞台を 移した。 

先生は、 なつかしい 故郷を はなれる にあたり、 不屈の 闘志と 必勝の® 念を こめた 詩 一首， をの こした。 
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先生は、 家族が からだの ことを 気づかい、 いま 少し 回復して からと すすめる のを ふり 切り、 つぎのようにい いの 
こして 旅に でた。 

「祖国の 独立が かちとれない のなら、 生きて なんに なり ましよう。 たとえ この 身が さけ、 骨が くだけよう とも、 
日本の 侵略者と たたかって 勝たねば ならない のです。 もし、 わたしが たたかって たおれたら 子どもが あとを つぎ、 
子どもたちが はたせなければ 孫たち が あとを ついでた たかって でも、 わたしたちは 必ず 勝たなければ ならない ので 
す。 そして 国を 独立させる のです」 

はじめ、 先生は 中 江鎮で 活動した。 そして その後、 故郷に 帰って 夫人と 幼い 長男の 将軍と 次男の 哲柱を つれ、 中 
江鎮 をへ て 鴨 緑 江 対岸の 南満 州 通 化 省の 臨 江、 長 白 県 八道 溝、 撫松 へと 移住した。 こうして 先生は、 日本 官憲の き 
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びし い 監視と 暴圧から 多少な りと も 身を 遠ざける ことができた。 

この 付近は 同胞が たくさん 住んで いたう え、 国境が 近く、 国内と 連絡を とる にも 有利であった。 また 独立 軍 や 多 
くの 愛国 的な 闘士たち も 活動して いた。 先生は たたかいに 有利な すべての 点を 考慮し、 この 鴨綠江 沿岸 一帯を 革命 
活動の 中心地と してえ らんだ。 

こうして 先生は、 表面では 医師と して 患者を みながら 独立運動の 諸 団体と つながりを つけ、 多くの 同志たち を 国 
内に 派遣したり した。 貧しい 患者からは びた 一文う け とらず 治療して やりながら、 国内と 国外の たたかいを つなぐ 
中枢 的な 役割を はたした ので ある。 

国内の 同志たち との 連絡は、 おもに 医薬品の 郵送と いうかた ちで おこなわれた 。ピョンヤン、 ソゥル、 釜 山を は 
じめ 国内 各地から おくられて くる 小包の なかには、 医薬品の ほかに、 国内の 各 組織から 先生に あてた 重要な 資料な 
どが はいって いた。 

ときどき 先生は 往診を ょそおって たたかいの 指導を おこない、 十日 間 も 二十日 間 も撫松 県の 各地 や 国内で 活動を 
つづける ことがあっ た。 

一九二 四 年の暮れ、 国内に 足を のばした 先生は、 葡 坪で ふたたび 日本の 警察官に 逮捕されて しまった。 かれらは 独 
立 軍が 先生を 奪い かえす ことを おそれ、 すぐに 秋 島と いう 巡査に 命じて 厚昌 警察署へ 護送した。 だが 先生は、 少し 
も あわてたり 失望したり しなかった。 このと き、 先生の 護送の ことを 察知した 黄と いう 同志は、 度の 強い 酒を 一本 
たずさえて あとを 追い、 延葡 里で 秋 島 巡査を つかまえて 酒場に さそうと、 かれを 正体な く 酔いつ ぶして しまった。 
巡査が 寝 こんで しまったす きに のがれた 先生は、 金と いう 老人の たすけを かり、 数日の あいだを 山小屋で すごし 
た。 そして 凍傷に 病む からだをおして ふたたび、 きびしい 寒さの なかを 八道 溝から 撫松 人と むかった 先生は、 高 じ 
る 病に ひどく 苦しんだ。 
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しかし 当時、 もっとも 熱烈な 反日 独立運動の 指導者の 一人であった 先生は、 その後 も 多くの 独立運動 家たち と 連 
係を 深め、 ねばり 強い 活動を おしすすめた。 

先生は 撫松に おいても、 若 ものたち にたいする 教育を おろそかに しなかった。 白山 学校を 建てて 貧しい 農民の 子 
弟たち に 学問を ほどこして いた 先生は、 教具 や 教材まで あてがった りして 教育に 心血を かたむけた。 

このょぅに 金亨稷 先生は、 ピョンヤン 付近の 江 東から 鴨 緑 江の 沿岸と 中国 東北 地方へ 住居を 移しながら、 じつに 
十 年余の ながいあいだ、 ひたすら 日本 帝国主義に 反対して たたかった。 

しかし、 からだを 休める いとま もな く、 先生の 病状は さらに 悪化した。 そしてつ いに、 民族 受難の 苦渋に みちた 
歳月に 一身を 祖国 光復 のた たかいに •$ さげた 不屈の 愛国者で あり、 進歩的な 教育家であった 金亨稷 先生は、 一九二 
六 年 六月 五日、 夫人と 三人の 息子たち に _ 分 がは たせなかった 夢を たくし、 満三 十二 歳の 若さで この 世を 去った の 
である。 

将軍の 母康 盤石 女史は、 夫の 遺志を ついで 息子たち をり 
っばな 革命家に 育て あげる ために、 あらゆる 情熱を かたむ 
けた。 じつに、 女史の 生涯は たとえょぅ もない 苦難と たた 
女  かいの 連続であった。 

石  一八 九 二 年 四月 二十 一日、 康 盤石 女史は 平安 南 道 大同 郡 
^  龍 山 面 下 里 七 谷で、 康敦煜 先生の 次女と して 生まれた。 

康敦煜 先生 も 熱烈な 愛国者で あり、 三十 余 年間を 次代の 
教育に つくした 経験 ゆたかな 教育家であった。 数多くの 弟 
子たち は 先生の 功績を 後世に ながく つたえる ため、 現在の 
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ピョンヤン 市 万景合 区域 七 谷 洞に 碑を 建立した" 

「黙契 先生 康敦煜 記念碑」 がそれ である。 

また 康 盤石 女史の 一番 うえの 兄に あたる 康晋錫 先生 も、 早くから 国の 内外の 独立運動 家たち と 武器を とり、 祖国 
の 独立の ためにた たかった 熱烈な 反日 闘士であった。 

先生は 反日 愛国 勢力を 結集して 朝鮮 独立 青年団を 組織し、 その 責任者と して 勇敢に たたかった。 とくに 三 •一 運 
動 (一九 一九 年) のとき は 万景峰 一帯の 組織 者の 一人と して、 父親と ともに デモの 先頭に たって 指揮を とった。 

そのの ち 先生は 中国 東北 地方へ 移り、 独立運動に 参加して なんどか 国内を ゆききしながら 活動を つづけた が、 一 
九 二 四 年 五月 十九 日、 ピョンヤンの 大同 旅館で 日本の 警察に 逮捕された。 そして 先生は 十五 年の 重刑を いいわたさ 
れ 、十三 年 八 か 月 もの あいだ 牢獄で 苦しんだ すえ、 ょうやく 仮出所の 身と なった が 獄中での 病が 悪化し、 一九 四 一 
年 十一月 三十日に この 世を 去った。 

こうした 革命的な 家庭で 育った 康 盤石 女史は、 幼い ときから 日本の 侵略者にたい する 憎しみが 人一倍 強く、 人柄 
もな みは ずれて りっぱであった ◊貧し さの ため 学校へ ゆけなかった 女史は、 せわしい 野良仕事 や 家事に 追われな が 
らも 父親から 朝鮮の 文字を ならい、 夜 おそくまで 勉学に いそしんだ。 

女史は 早くから 摔取 階級にたい する 強い 憎しみを いだき、 地主が 農民の 膏血を しぼりと るの だとい うこと を 村の 
爾 人たち に 教えたり していた。 

女史が 十五 歳のと きだった。 初夏の ある 日の こと、 畑 仕事から 帰って きた 女史は、 汗だくで 機を 織って いた 隣家 
の 婦人が 泣き じゃくる 背な かの子 どもを あやし 疲れ、 いまにも 泣き だしそう な 顔を している のを 見た。 女史は すぐ 
にかけ ょって その 婦人の 背な かから 子どもを おろす と、 自分が おぶって 懸命に あやしは じめ た。 しかし、 子どもは 
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泣き やむ どころ か、 かえって 火が ついた ように 足を ばた つかせて 泣き わめいた。 金持ちの 子どもが そばで たべて い 
る おいしそう な 餅、 それが ほしかった の だ。 歯を くいし ばる ようにして 機を 織って いた 婦人は、 いよいよが まんが 
しきれな くな ったの か、 やにわに とびだして くると、 ぶるぶる ふるえる こぶしで わが 子を ぶとうと した。 見 かねた 
女史は 母親の 手を おさえ、 つぎのように いった。 

「おばさん、 一日 ぢゅ うおな かを すかして いる この 子に、 いったいなん の 罪が あると いうので しょう。 ぶたれて 
いいのは ほかにい るは ずです。 かわいい 子どもに 餅 一つた ベさせる ことができない ほど、 なにもかも しぼりとって 
ゆく ものたち とたた かう ことこ そ、 ほんとうではありません か。 わたしたちが 毎日、 汗水たら してつ くった お 米を 
地主が そっくりと りあげて いくのを おばさん も 知って るで しょう。 わたしたちの 暮らしが 苦しくなる ばっかりで 着 
る もの さえ 満足に なく、 毎日 ひもじい思いを している の も、 みんな 悪魔の ような 地主 どもの せいです わ。 おばさん 
のつ らい 気持ちは、 わたしには よく わかります」 

その 婦人は、 じ ゅん じ ゅん と 説く 女史の 話を きくと、 わが 子を ひしと だきしめ、 矛盾 だらけの 世の なかを のろう 
かの ように、 憤怒の 涙を いっぱい 目に うかべて いた。 

りっぱな 教養と 気高い 品性を かねそなえて いた 女史は 一九 〇八 年、 十七 歳のと きに 金亨稜 先生と 結婚した。 家族 
が ± 一人 もい る 貧しい家 庭の 長男の 嫁と なった 女史は、 舅と 姑に よくつ かえ、 義妹と もなかよ く、 家事の きりもり 
■もじょう ずで たちまち 村の 評判と なった。 

の  女史が 江 東 郡 古 邑面東 三 里で、 夫の 活動を 手つ だっていた I 九 一七 年の お盆のと きのこと だった。 となりの 家 か 
軍 ら餅が 一皿と どいた。 毎日 おかゆを すする 生活を しながら も 女史は その 餅に 手を つけず、 万景 台の 姑が きたと きの 
用意に と、 餅を そっくり 水がめの なかに しまって おいた。 ところが 姑は 約束の 日から 一週間が すぎても やってこな 
かった。 女史は 朝夕、 水がめの 水を とりかえながら 姑の くる 日を 待った。 
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そして 十日 もす ぎてから 姑、 かたず ねて きたと き、 はじめて 女史は その 餅を さしだした。 すべてを さとった 姑は、 
「ほんとうに ありがとう。 おまえの 心づ くしは 一生 忘れません。 真冬の 雪の なかから ィチゴを さがしだした という 
昔話が あります が、 おまえの 真心は それ 以上です よ」 と 感嘆し、 目を しばたたい た。 

このように 女史の 心根は やさしく 美しかった が、 日本の 侵略者にたい する 憎しみと 怒りは 炎の ようには げしく 強 
かった。 

女史は 革命家の りっぱな 妻と して、 せわしい 家事の きりもりを てきぱ きと やっての けなが らも、 夫の 活動を 懸命 
に 手つ だった。 そして 朝早くから 夜 おそくまで 働きつ づけながら、 革命 活動に たずさわる 夫を たすける ことに かぎ 
りない 生きが いを 感じて いた。 

また 女史は、 夫の 同志たち の 活動を も 骨身を 惜しまず たすけた。 暮らしは 貧しかった が 夫の 友人たち は朝晚 よく 
家に 出入りした。 女史は 自分の ひも じさを こらえ、 つねに ほほえみを うかべて 心から かれらを もてなし、 夜 ど おし 
で 汗 まみれに なった 衣服を 洗ったり、 ほころびを 縫って やったり した。 

夫の 友人たち にたいする 女史の 心づ かいは、 万景 台から 江 東、 中江鎮 、臨 江、 八道 溝、 撫 松、 安 図に いたる 生活 
のなかで も、 つねに かわる ことなくつ づけら れた。 

こうして 康 盤石 女史は、 侵略者た ちの 迫害が 影の ようにつ きま とっていた きびしい 情勢の なかで も、 ひたすら 祖 
国の 独立を 信じて 生きぬ いた。 

女史と いっしよ に 生活した ことの ある兪 さんは、 当時の ことを 回想して つぎのようにの ベて いる。 

「庚 盤石 女史と わたしは、 おおぜいの 革命家たち にご はんを 炊いて あげたり、 着物を 洗って やったり しました。 
わたしは そのころ、 こうした 努力が なに か 無意味な ように 思われて ならなかった ものです から、 ある 日、 康 盤石 女 
史 に、 『姉さん、 いくら こんな ことを したって、 なんの 得に もなら な いんじ ゃない かしら。 朝鮮が いますぐ にで も 
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独立す るみたい に 独立、 独立って いうけ ど、 何年 たっても 同じ じ ゃない の。 そんな ことばは、 そう 信じられない ん 
じ ゃない かしら …… 』 といっ たと ころ、 女史は、 『なんて ことを いうの。 美しく ゆたかな 実と いう ものは、 いつも お 
そくな ってから みのる ものな のよ。 わたしたちは いま 苦しい 思いを している けど 朝鮮は きっと 独立し ます。 もう じ 
きに ね。 そしたら いっしょに 祖国へ 帰って しあわせに 暮らしましょう よ』 といわれた のです」 

女史は、 金亨稷 先生が 亡くなって から もこの 信念を まげなかった だけでなく、 みずから 夫の 遺志を うけついで た 
たかった。 白山 学校を つづけて ゆく ために、 あちこち かけずりまわって は 基金を 集めたり した。 そして 女史は、 三 
人の 息子を 革命の 道へ とむ かわせた 意志の 強い 革命家の 母で も あった。 

女史は、 とくに 金 日 成 将軍の 勉学と 革命 活動に 深い 関心を はらって いた。 

将軍が 武装 闘争の 準備の ため 安 図 県 興隆 村で 教鞭を とり、 敵の 目を さけながら 地下 活動を していた ときの こと 
を 当時、 その 村に 住んで いた 李 老人は こう 語って いる。 

「ある 晚の ことでした。 わたしは 夜警で 村ぢ ゅうを まわって いました が、 いつものよう に 学校の まえまで いって、 
なんの 気な しにな かを のぞいて 見たん です。 すると、 こんな 夜 ふけに 康 盤石 女史が かまどの まえに かがみこんで 火 
を 燃して おられたん です。 しかも ふしぎな ことに、 たき 木を チマ (ス ヵ！ 卜) にく るんで 一生懸命に 折って いなさ 
るんで すよ。 わたしは まえに、 康 盤石 女史が からだの 具合を 悪く しな さった という 話を きいて いた もんです から、 
きっと 手で も 痛くて そうな さって いるんだろう と 思い、 ご苦労を なぐさめ てあげる つもりで そばまで いったんで 
す。 すると、 あの方は わたしを 見て いそいでたち あがりながら、 大きな 声を ださない ようにと、 ご 自分の 口 もとに 
指を あてて 合図を しました。 そして 外へ でる と、 『成 柱の 帰りが あんまり おそいの できて 見ましたら、 あんな 冷た 
い オンド ル 部屋 (床下で 火を たき 数条 のみ ぞに 煙を とおして 保温す る 朝鮮の 暖 一!^ 置) で 夢中に なって 本を 読んで いる じ 
ゃありません か。 勉強の じゃまに なって はと 思って 音を たてない ようにた き 木を 然 やして いるんで すよ』 と小审 で 
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おっしゃる のです。 なんと りっぱな 母親でしょう。 わたしは つくづく 感心した ものです」 

女史は また、 将軍の 革命 活動を はげました だけでは なく、 直接 それに 協力す る こと もたび たび あった。 

将軍が 撫 松で 青年 運動を 指導して いたと きのこと である。 ふとした ことから 将軍は 四、 五名の 同志と 敵に 包囲 さ 
れて しまい、 それを 突破す るた めには どうしても 武器が 必要だった。 ところが、 その 武器は 万里 河まで ゆかな けれ 
ば 手には いらなかった。 このと き 女史は、 身の 危険を も かえりみず 敵の きびしい 警戒 網を くぐりぬ け、 万里 河へ と 
走っ ^ 

女史は 万里 河の 同 41 心から 二 梃の 拳銃を うけとる と、 「弾丸を こめて ちょうだい。 引き金 さえ ひけば いいように」 と 
たのんだ。 むろん 女史は 拳銃の あつかい 方を 知らなかった。 

敵の 目を あざむく ため、 あらかじめ 準備して いった 牛肉の なかに 拳銃を かくした 女史は、 それを かごに いれる と 
頭に のせ、 いそいで 帰って きた。 

拳銃を うけとった 将軍は、 弾丸が こめて あるのに 気がつき、 おどろいて その わけを たずねた。 すると 女史は、 さ 
りげ なくこう こたえた。 

「もし 敵が あらわれたら、 だまって いる わけには いかないで しょう。 わたしに できる ことは する つもりで したよ。 
あらわれた としても、 せいぜい 二、 三人の 敵でしょう から 万一のと きは と 思って ね」 

女史は 病弱の 身であった。 そのうえ 生活は ますます 苦しくなる ばかりだった。 家には 夫の 友人 だけでは なく、 将 
軍の 同志たち も 足しげ く 出入りした。 

しかし 女史は、 病と 貧困に さいなまれながら も 将軍の 仲間たち を わが 子の ように 大切に し、 食物 や 衣服は むろ 
ん 、わずか ばかりの 貯金を はたいて まで かれらの 活動を たすけた。 

その 当時、 女史と いっしょに 暮らした ことの ある 蔡周 善さん の 回想に よると、 将軍の 同志たち はだれ もがこう い 
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つていた という。 

「どんな ぜいたくな ごちそう でも、 将軍の お母さんが 心を こめて つくって くれた あの 山菜 料理 やヌヵ 餅には 遠く 
およぶまい。 成 柱 同志の お母さんは、 ぼくらみ んなの お母さん だ。 あの 尊く あたたかい 心づ くしを 思うた びに、 も 
っと もっと 革命の ためにがん ばらなくて は、 という 気持ちになる ん だ」 

このように、 女史は 若い 革命家 たちのよ き 母親で あると 同時に、 みずから 革命 活動に くわわった 婦人 闘士で も あ 
った。 

金亨稷 先生の 亡き あと、 女史は 婦女 会で 活動した。 一九二 八 年からは 白山 地区 婦女 会の 会長と して、 撫松鎮 を 中 
心に、 その 周辺の 部落 や 遠く 万里 河、 大 営、 知响 屯、 万 良 屯、 三 道 7E? H? など 広 はんな 地域で 活躍した。 女史は 夜学 
や 講演、 解説な どの 方法を つうじて、 朝鮮の 婦人たち を 祖国 独立と 女性 解放の たたかいに ふるいたたせ、 彼女たち 
を 革命 組織に かたく 結集 させた。 また 女史は、 将軍が 指導した 秘密 組織に 参加して セナ ル 少年 同盟 (セナ ルは 新しい 
時代の 意味) や 反帝 青年 同盟の 仕事を 直接 手つ だったり した。 

文字 どおり、 遠くけ わしい 茨の 道で あらゆる 苦しみに たえ、 革命家の 妻と して、 母と して、 また 自身を 革命の 闘 
土と してた たかいぬ いてきた 康 盤石 女史は、 世に 勇名を とどろかせは じめ た 将軍の 凱旋の 日を 待たずに、 一九 三 二 
年 七月 三十 一日、 ながい 病苦の すえ 満 四十 歳で その 生涯を とじた。 

女史は 臨終を まえに、 つきそいの 隣家の 婦人に こう 語った という。 

「 …… わたしが 死んだ あと、 息子の 成 柱が たずねて きましたら、 どうか わたしに かわって 成 柱を はげま してや 
ってく ださい。 でも、 まだ 日本の 侵略者たち がいばり ちらし、 朝鮮の 独立が まだ 成就し ない うちに 帰って きました 
ら 、わたしの 墓を 動かして はならない とつた えてく ださい。 …… しかし 成 柱に かぎって、 たたかいの 途中で 帰って 
くるよう な ことは しないで しょう。 祖国が 解放され たら あなた も 一度、 万景 台へ いって ごらんなさい。 いいと ころ 
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です よ、 ほんとうに。 …… 日本の 侵略者 さえい なければ、 だれが こんな 遠い、 こんなに さびしい、 こんなにつ らい 
異国の 空の したで 暮らす ものです か . 」 

この ことばの なかには、 祖国 光復と 故郷にたい する 康 盤石 女史の 気高い ねがいと、 息子への つきない 愛と 信頼 
と、 侵略者への 炎の ような 闘志が ひめられて いた。 

偉大な 人物の かげには、 かれを 育て 導いたり っばな 父母が いるもの だとい う。 これは まさに、 将軍の 場合を さし 
ていう 世の たとえで も あるかの よう だ。 このような たぐいまれな 両親が いたから こそ、 金 日 成 将軍は 青年期を むか 
える と 早く も 祖国と 人民の 運命を 一身に になう 偉大な 指導者と して、 ひろい 歴史の 舞台に 登場した ので ある。 

3  少年の 日々 

金 日 成 将軍は 幼い とき、 家ぢ ゅうから たいへん 愛された。 祖父母は、 あとつぎの 孫で ある 将軍を とくに かわいが 
った。 万景 台へ 移った 金膺禹 先生から かぞえる と 将軍は 曽孫に あたる。 

当時 二十代の 青年であった 金亨稷 先生は、 独立運動に たずさわる ようになって から 家庭を かえりみる ことができ 
なかった。 しかし、 どんなにい そがし いなかで も 子どもの 教育には とくに 深い 関心を はらった。 

先生は、 将軍に 大きな 夢と 期待を こめて つぎの ような 子守歌を つくった。 

朝鮮の 子よ いとし 子よ 
すくす くの びよ 早よ のびよ 
そして 明日に も 小学校 
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家では 孝行と なりに ゃな かよし 
国の ためには 英雄に 
祖国の 英雄に 早よ 育て 

幼い 将軍は、 母の ふところで この 歌を ききながら 育った。 

性格は 大胆で 快活だった。 両親は、 幼い 将軍の このような 気質を のばす ことに 心を くばった。 将軍が ひどい いた 
ずらを したと きで も、 そこに 後日、 豪胆な 性格を 形成す るき ざしが 少しで も 見えた ときには 頭からし かったり せ 
ず、 そのたの もしい 気質を のばす ように 導いた。 

将軍が 四、 五 歳のと きであった。 

近所の 人たち が 金を 集め、 ピョンヤンの 蓄音器 商から 蓄音器を かりてき て 正月を たのしく すごそうと した ことが 
あった。 

蓄音器からは 犬の 鳴き声に あわせて、 いくぶん ふざけた ような 「犬づ くし」 の 節が 流れ だした。 蓄音器を はじめ 
て 見る 幼い 将軍には、 それが とてもめ ずらしかった。 

このと き だれかが 冗談に、 このな かには 子犬が はいって いると いった。 

幼い 将軍は 目を まるくした。 そんなは ずが あるだろう か。 蓄音器の なかで 子犬が 芸を するとは I ,« 

将軍は おさえがたい 好奇心にから れた 。そして、 おとなが いない あいだに 金づ ちで レ コー ドを わって みた。 子犬 
はいなかった。 こんどは 刃物で 蓄音器の ボックスを こじ あけようと した。 

これを 見つけた おとなたち は、 びっくり 仰天した。 かれらは 幼い 将軍が、 その 当時の 価格から すると わらぶき 家 
一軒の 値段に も 相当す るよう な 蓄音器を こわして しまったの だから、 えらい ことにな ったと 心配した。 
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しかし 金亨稷 先生は 声を たてて 笑いながら、 こわれた 蓄音器の 修理 費は 自分が はらう から 心配す る ことは ない と 

いつた。 

その 夜、 父に よばれた 将軍は、 いよいよ 大目玉を くう ものと 覚悟した。 ところが 先生は 静かな 口調で、 蓄音器の 
なかに、 犬 かなに かが ほんとうにいた のかと たずねた。 

なにもい なかった という わが 子の こたえに、 先生は 笑いながら 蓄音器と いう ものが 音を だす 器械で ある ことを わ 
かりやす く 説明し、 人間が 蓄音器 だけでなく 飛行機の ような 複雑な 機械 も 発明した こと、 つきる ことのない 人間の 
才能は、 これから 先 もさら にお どろくべき 機械を つくりだす だろう ことな どを 話して きかせた。 

幼い 将軍の 心は 漠 たる ものでは あった が、 人間の 才能と 創造力に たいする 大きな 夢で みたされた。 

幼い 将軍は 木の 枝で 乗馬 ごっこを やったり、 そりに のって たのしんだり、 わら や 布 ぎれ で まりをつ くって は 一日 
ぢゅ うそれ をけ って 遊んだり した。 

だが ある 日、 将軍は 着物が やぶれ、 わらじが 早くいた むのを 気にした のか、 そり 遊び やまり けりを ぷっ つり やめ 
てし まつた。 

これに 気づいた 康 盤石 女史は、 わが 子を よんで こういった。 

「おまえが 強く 丈夫に 育つ のなら、 着物が やぶける くらいなんでも な いんです よ。 わたしが よけいに 木綿を 織れ 
ばす むこと だからね。 さあ、 そんな ことを 心配し ないで 思いっ 切り まりをけ り、 そりに のって おいで」 

ここには、 人間が 物に 左右され ては ならない という 女史の 考えが しめされて いた。 

また 金亨稷 先生は、 よく 幼い 将軍を つれて 万景 峰に のぽ り、 美しい 景色 や 史跡な どを 見て 歩きながら、 それに ま 
つ わる 物語を 話して きかせた。 大同 江を 攻めの ぼって きたアメリヵの 海賊船 シャ！ マン 号を 一挙に 焼き はらった 話 
とか、 外敵を 勇敢に 撃退した 乙 支 文徳、 姜邯賛 (高麗 時代の 愛国 的な 名将で、 すぐれた 政治家。 十 世紀から 十一 世 « にか 4t 
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父親から 祖国に ついて の 話を きく 幼年時代の 金 日 成 将軍 


て 侵入して きた 契 丹 族の 大 軍を 全滅 させ、 国の 栄誉と 独 
立を 守りと おした)、 李 舜臣な どと いつた 愛国 的な 名 
将の 話、 そして 朝鮮 侵略の 頭目 伊藤博文を たおした 
安重 根の 話な ど、 どれ も 幼い 将軍の 胸に 勇気と 愛国 
心を つちかう もの ばかりであった。 

しかし、 将軍の 家庭が 貧しい という ことには かわ 
りなかった。 将軍は 一家の 宝では あった が、 盆 正月 
でさえ 米の ご飯を 口にする ことは できなかった。 日 
本の 官憲と 地主の 収奪は まったく ひどかった。 いつ 
も 食卓に だされる のは 稗が ゆであった。 とう もろ こ 
しか 粟の おかゆなら、 まだいい 方であった。 

将軍は 六 歳のと き、 反日 運動に 参加して いた 父に 
ついて 平安 南 道 江 東 郡 古 邑面東 三 里 内 洞 部落へ 移っ 
た。 しかし 朝鮮 国民 会 事件に ょって 父が 検挙され ピ 
ョン ヤンの 監獄へ 移送され たため、 将軍は ふたたび 
母と ともに 万景 台に 帰った。 

ある 日、 将軍は 母と ともに ピョンヤンへ でかけた。 
監獄に とじこめられた 父と 面会す るた めだった。 

暗く じめじめした 面会室には、 ひどい 拷問に ょっ 
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て かわりはてた 無残な 父の 姿が あった。 七 歳の 将軍は 幼な 心に も 凶悪な 日本の 侵略者にたい する 憎悪を はげしく 燃 
やし、 怒りの 涙を 流した。 

後日、 母は わが 子の 手を とりつぎの ようにい いきかせ た。 

「あの 大同 江の 氷が とけ、 青葉の 季節に なっても お父さんは 帰って こないで しょう。 おまえの お父さんは、 奪わ 
れた 祖国を とりもどす ためにた たかった ことが 罪 だとい うので、 いま、 とらわれの 身と なって いるので す。 おまえ 
も 早く 大きく なって お父さんの 気高い 志を ついで おくれ」 

このと き 将軍は、 父の 仇は きっと 自分が うってみ せる と 母に いったと いう。 将軍が 戦争 ごっこに 熱中し はじめた 
のは、 ちょうど そのころ からであった。 

木の 枝で つくった 刀を 腰に さげ、 岩に のぼって は 胸を はり、 村の 子どもたちに 号令を かける ときの 将軍の 姿は、 
子どもながら もみ ごとな ものであった という。 そして どんな 遊びで も、 はじめたら 勝つ まで やめなかった。 

将軍は また、 友 だち の あいだの いさかいを まとめる ことが じょうずで 、「陸軍 判事」 という あだ 名が ついた ほど 
であった。 

しかし 家に 帰る と、 将軍を 待ちう けて いる 家族たち の 顔には、 いつも 暗い かげが やどって いた。 

ちょうど そのころ、 金亨稷 先生は 出獄しても 家に もどらず、 そのまま 中 江鎮で 活動を つづけて いたし、 舅と とも 
に 留守宅を 守って いた 康 盤石 女史は 日本 官憲の 脅迫と 監視の もとで 暗い 日々 を おくらねば ならなかった。 

父の 逮捕と 獄中 生活、 それに つづく 一家の 離散 —— こういった 悲劇から 幼い 将軍の 心は、 日本 官憲にたい する 憎 
しみと 国を 奪われた 悲しみと にう ち ふるえた。 

やがて 全 朝鮮を ゆるがす 三 •一人 民 蜂起が おこった。 全国的な 蜂起に 呼応し 万景台 一帯で わきおこった 激烈な 反 
B 抗争 ^ 当诗八 歳であった 将軍の 心を 強く とらえた。 家から 路上に とびだす 怒りの 群衆、 鋤 や 鍬を ふりかざす 手 
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と 手、 熱風を まきおこす 絶叫、 万歳の 声 —— 。そして、 熱弁を ふるい 檄を とばし、 群衆を 指導す る 母方の 祖父 (康敦 
煜 先生) と 叔父 (康晋 錫 先生) の 姿 —— 。これらす ベての 光景は、 幼い 将軍の 目には さながらた たかいの 絵巻物の よ 
うに 映った。 

憤激した 群衆は 一気に ピョンヤン 城に おしよせた。 すすんで デモに くわわった 将軍は、 はだしの ままは きものを 
手に もち、 舞い あがる ほこりに まみれながら 普通 門までの 数キ *1 一の 道のりを 走って いった。 そして 将軍は、 勇敢な 
群衆が 武装した 敵を 恐怖に おとしいれる のを 目撃し、 その 威力に 強い 感動を おぼえた。 

あわてふためいた 日本の 侵略者たち は、 憲兵隊と 警察を 総動員して デモの 隊列に 発砲した。 幼い 将軍は、 白い 着 
物を 真っ赤に そめて たおれる 同胞たち の 姿に 目を うるませた。 

ビョン ヤン 城内にまで 進出して 果敢に たたかった 群衆は、 その後 も万景 峰に 集結し、 数日の あいだ ラッパを 吹 
きなら し、 太鼓を たたきながら 「独立 万歳！」 を 叫んで 侵略者たち とたたかった。 

また 江 東 郡では、 朝鮮 国民 会、 碑石 契、 学校 契な どに もうらされ、 金亨稷 先生の 指導を うけていた 二百 余 名の 青 
年たち が、 東 三 里、 道徳 里、 麦田 里、 香木 里な ど 各地の 群衆 一千 余 名を ひきいて 江 東邑に 肉迫し、 敵に 大きな 打擊 
を あたえた。 

朝鮮人 民は、 全国いた ると ころで 武装した 敵と 正面から ぶつかり、 犠牲を おそれず たたかった。 最前列に たって 
いた 人び とがた おれる と、 うしろの 隊列が これに かわって たたかい、 その 隊列が たおれる と、 またつ ぎの 隊列が 先 
頭に たって 敵に 肉迫した。 

ソゥルでは、 弾圧に 血 まなこと なった 悪らつな 日本の 侵略軍が、 国旗を ふ. りか ざして 独立 万歳を 叫ぶ 一女 学生の 
右腕を 軍刀で 切って おとした。 だが それに も 屈せず 彼女が 国旗を 左手に もちかえて 万歳を 叫びつ づける や、 悪鬼の 
ように 狂い たった 日本軍は その 左腕まで も 切り おとし、 なお も ひるまず 万歳を 叫ぶ と、 今度は 彼女の 胸を 軍刀で つ 
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きさして 虐殺した。 

しかし この 勇敢な 女学生は、 息を ひきとる そ 0 瞬間まで 「朝鮮 独立 万蒇 1」 を 叫びつ づけた ので ある* 

朝鮮 全国 百 十九の 市と 郡のう ち、 じつに 百 十七の 市と 郡が 参加した 全 民族的な この 蜂起は、 朝鮮人 民の 燃えた ぎ 
る 愛国心と 日本の 侵略者たち にたいする 民族的な 怒りの 爆発に ほかなら なかった。 

しかし 厚かまし くも、 この 闘争の 指導者と 自称す る 三十 三人の 「民族 代表」 たちは、 人民の 闘争が かれらの 予期 
していた のとは いちじるしく ことなって、 はげしく 燃え あがる のに おそれを なした ◊かれらが 期待を かけた のは、 
ひたすら アメリカ 帝国 主 # であり、 ゥィルソンが となえた いわゆる 「民族自決 論」 であった。 

ところで、 この 「民族自決 論」 の 本質は なんであった だろう か。 

それは アメリカ 帝国主義 者が、 P シアの 十月革命の およぼす 世界的な 影響を くいとめ、 資本主義 世界に おいて 自 
己の 覇権を 確立し ようとす る 目的 以外の なにもので もなかった。 「民族自決」 という 欺瞞的な スロー ガンの もとに 
多 民族 国家で ある 新生 ソビ H 卜 連邦を 内部から 切りく ずし、 さらには 弱小 民族の 独立 闘争を 失敗させる ため、 これ 
らの 民族を たがいに 離間 させながら 一方では 敗戦国を 儀牲 にし、 その 領土を せしめようと いう 狡猾な 目的を もった 
ものであった。 

このような 侵略者 —— 、まして シャー マン 号 事件 以来、 朝鮮に 侵略の 魔手を のばして きたアメリカ 帝国主義 者に 
救いを もとめよ うとした 「民族 代表」 の 試みは、 論ずる 余地 もない ものであった。 

朝鮮にたい する アメリカ 帝国主義の 露骨な 侵略は、 すでに 十九 世紀の 中葉から はじまって いた。 アメリカの 政治 
家夕— ネットは、 その 著書 『ル！ X ベルトと 露 日 戦争』 において、 「アメリカが、 一八 六 五 年から 七〇 年代、 東ア 
ジアに おける 海軍基地 獲得 問題を 審議した とき、 朝鮮は 未来の 根拠地の 一つと して 予見され ていた」 とはっ きりの 
ベて いる • 
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こうした 計画に もとづき、 アメゾ カは たえず 朝鮮にたい して 経済、 文化、 軍事的侵略を つづけて きた。 

アメリカ 帝国主義 侵略者は 一八 六 六 年 八月、 シャー マン 号の 侵入を 皮切りに して 朝鮮に たいする 流血 的な 侵 略史 
の 幕を あけた。 かれらは 一八 六 八 年、 大院 君の 父南延 君の 墓を 盗掘し、 一八 七 一年 (この 年が 封 栽 街であった ため、 こ 
の 事件を 辛 未洋擾 という) には、 いわゆる 「朝鮮 遠征 艦隊」 なる ものを 江 蓥 島に 侵入 させ、 一八 八 二 年には、 不平等 
きわまりない 「朝 •米 修好 通商 条約」 を 強制的に 締結 させた ◊そして 朝鮮人 民の 心と 経済的な 命脈を おさえる ため 
に 宗教、 文化なら びに 経済的 侵略を たくらむな ど 一連の 直接 侵略を 強行 するとと もに、 朝鮮 侵略に 血 まなこに なっ 
ていた 日本 帝国主義にたい しても 支援す るな ど、 強盗を 地でいく 暴力 沙汰から 狡猾き わ まりない ぺ テンに いたる ま 
で、 ありと あらゆる 手段を ろうした ので ある。 

一九二 四 年に いたっては じめ て 明らかにされた ことで あるが、 一九 〇五年 七月、 米陸軍 長官 タフトと 日本の 総理 
大臣 桂との 秘密 会談が おこなわれた とき、 アメリカは なんの ためらい もな く、 日本が 朝鮮を 支配す る ことを 承認し 
た。 そして そのかわり 日本 帝国主義は、 アメリカ 帝国主義が 朝鮮で もっている あらゆる 経済 利権を 侵さない こと、 
また アメリカの 植民地 フィ リッ ビンには 手を ださない ことな どを 約束 させられた。 こうして アメリカ 帝国主義は、 
その後 も 日本 帝国主義の 朝鮮 占領と 植民地 支配を 積極的に 支持した ので ある。 

三 •一人 民 蜂起が おこる と、 アメリカ 国務長官 代理は、 「日本が 朝鮮を 帝国の 一部と した ことが すでに 明白で あ 
るた め、 現在の 朝鮮を むかしの 状態に かえそうと いう 提案は まったく 不可能で ある」 と 断言した。 

こうした 凶悪な アメリカ 帝国主義に 依存し ょうとい う ものたち とは 関係な く、 勇敢に 蜂起した 愛国 的な 朝鮮人 民 
は、 決死 的な 救国 闘争を くりひろげる ことにょって 日本の 侵略 勢力に 甚大な 打撃を くわえ、 全世界に 大きな 衝撃を 
あたえた。 

反日 蜂起の 嵐が すぎ 去る と、 ふたたび 暗たんと した 月日が 流れた。 
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そうした ある 日、 将軍の 父が 思いがけなく 帰郷した。 

革命 闘争の ため 異国の 地へ むかおうと 決意した 金亨稷 先生は、 妻子を いっしょに つれていく ために 帰って きたの 
である。 

こうして 八 歳の 将軍は、 なつかしい 故郷の 山河に 幼年時代の 思い出を のこし 家族と ともに 見知らぬ 遠い 国へ と 旅 
立った。 

将軍の 一家は 中江鎮 でし ばらく 暮らした のち、 鴨 緑 江を こえて 中国の 通 化 省 臨 江に 移り、 さらに その後、 長 白 県 
の 八道 溝へ と 移った。 

将軍は この 八道 溝で 小学校に 入学した。 

部屋 一間と 台所し かない、 やっと 風雨を しのげる ような わらぶき 小屋が 一家の 新しい 住居であった。 金亨稷 先生 
は 一間き りの 家を 三つに しきりな おし、 一 部屋を 薬局に して 広 済 医院と いう 看板を かかげた。 

やがて この 医院は、 遠方の 人び との あいだで もたい へんな 評判と なった。 貧しい 患者にたい しては 無料で 治療を 
した この 医院は、 毎日の ように たずねて くる 患者と 訪問客で ごったがえした。 

将軍は 患者の 治療に うちこむ 父の 姿を 見て、 幼な 心に も 人間にたい する 愛情の 尊 さとい う ものを 学んだ。 しかし 
それよりも 大きな 感銘を うけた のは、 父が 奥の 部屋で 反日 闘士たち とお こなう 秘密 会合で あり、 そこで 父が 語る 祖 
国と 故郷の 山河を 奪い かえす ための 熱の こもった 話を きくと きであった。 

金亨稷 先生は ときどき、 幼い 将軍に 手紙 や 通信の 連絡な どのような 重要な 任務を あたえ、 遠くまで いかせた りし 
た。 そのたび に 将軍は、 いつも よろこんで その 任務を はたして きた。 尊敬す る 父親を 手つ だって 重要な 仕事を する 
という ことが 誇らしかった ので ある。 またとき には、 通信 連絡の ために 日本の 警察の きびしい 監視を くぐりぬ け、 
国 rt までい くような こと も あった。 
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将軍が かよって いた 学校は、 四 年 制の 小学校であった。 将軍は 全科 目に わたって 熱心に 勉強し、 あらゆる 点で 抜 
群の 成績を おさめた。 たくましい からだには すでに 気骨が あふれ、 また 敏捷で 指折りの 運動選手 でも あった。 そし 
て、 どんな 困難に ぶつかっても 笑いを 失わない 将軍の 楽天的な 気質は 数多くの 学生たち に 親しまれ、 厚い 信頼を う 
けた。 

幼い ときから 戦争 ごっこの 大将であった 将軍は、 見知らぬ 異国の 地に きても 「日本の 侵略者 狩り」 という 遊びを 
考え だし、 その 先頭に たって 号令を かけたり しながら 元気に 遊んだ。 

友 だち も 多かった。 しかし 民族的な さげすみを あらわす ものは 決して 容赦し なかった。 そのころ 学校では、 満州 
の 官吏 や 地主の 子どもたちが、 なにかにつけて 朝鮮人 学生に 「亡国 奴」 とか、 「朝鮮 乞食」 とかいって さげすんで 
いた。 こうした 子どもたちの 大将 格だった のは 学校で も 一番 年長の 生徒で、 しかも 馬鹿力が あると いうので 全校 生 
に 知られた 中国 反動 警察の 息子の 「の っぽ」 であった。 

これを 見て がまんが できな くな った 将軍は、 ある 日、 この 「のっ ぼ」 を 一撃の もとにな げた おし、 かれらが 二度 
と 朝鮮人 学生を ばかにで きないよう にした。 

だが 将軍は、 日本 帝国主義 侵略者を 追いだ し、 国を とりもどさない かぎり、 民族的な 蔑視から まぬがれる ことは 
できない という ことを 骨身に しみて 感じない わけには いかなかった。 

将軍は 学校から 帰る と 父から 朝鮮語、 朝鮮 歴史、 朝鮮 地理を 教わり、 愛国 名将の 伝記を はじめ、 世界 偉人 伝な ど 
多くの 書物を 熱心に 読み ふけった。 こうした 日々 をす ごすに つれ、 将軍の 脳裏には、 どんな ことがあっても 祖国を 
とりもどさねば ならない という 考えが、 ますます 強く 刻みつ けられて いった。 

この ころ、 かねてから わが 子の 将来に ついていろ いろと 思いを めぐらせて いた 金亨稷 先生は、 夫人と 相談した う 
えで 幼い 将軍を 祖国 朝鮮で 勉強 させようと 決心した。 
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先生 0 この 措置には、 深い 意図が ひめられて いた。 —— 息子は 祖国を 知らなければ ならない。 日本 帝国主義 0» 軍 
靴に 踏みに じられ ている 祖国の 惨状を 自分の 目で 見き わめ、 同胞たち の 悲惨な 生活を 目擊 する ことによって 思想を 
きたえ、 闘志を つちかう 必要が あった。 金亨稷 先生は、 祖国を 救うべき わが 子に とって これ 以上の 学校は ない と考 
えたので ある。 

これは また、 将軍に とっても のぞむ ところであった。 将軍は よろこんで 父の ことばに したがった。 行 先は 万景台 
の 近くに ある 七 谷の 母の 実家であった。 

幼い わが 子を けわしい 千里の 道 (当時 まだ 満浦 線は 敷設され ていなかった) へ 一人で 旅立たせる ことに なった 康 盤石 
女史は、 やっとの 思いで その 悲しみに たえた。 

旅立つ わが 子を まえにして 先生は こういった。 

「まず 自分の 国の 実情を よく 知って おく ことが 大切 だ。 . 他国の ものを 学ぶ の も、 自分の 国の ものを よりり っ 

ばに し、 いっそう 美しく する ためな の だ」 

一九二 三年 一月 三十日の 朝早く、 十二 歳の 将軍は 旅 じたく も かいがいしく、 両親と 幼い 弟たち に 見 おくられて 八 
道 溝の 渡し場を はなれた。 ふところには わずか ばかりの 旅費と 父が 書いて くれた 七 谷までの 地図が はいって いた。 
その 地図には 道す じば かりで なく、 宿泊す ると ころまで くわしく 書き こまれ、 江界 には いってから と、 ビョン ヤン 
について からは 電報を うつ ことまで したためて あった。 

朝鮮に ついた 将軍は、 葡 坪、 厚昌、 江界 をす ぎ、 雪 深い 山と けわしい 峠を こえ、 遠い 道のりを ひたすら 歩き つづ 
けた。 おとなで さえ 一人旅は 無理 だとい われる けものの 住む 北部 山岳地帯 や、 交通 手段 さえない 冬の 山道 —— 。と 
きには 人家 一つ 見えない 山道を たった 一人で 十数 キロ も 歩かねば ならなかった。 まさに それは 勇気と 忍耐な くして 
は 不可能な 遠征の ような ものであった。 
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途中で すれちがう 旅人は、 だれもが おどろきの 目を 見 はった。 しかし、 こうした 旅人の なかには、 故郷の 山河と 
祖国を あとに して 浮 雲の ように 流浪の 旅に でた 人 も 少なくなかった。 満州が 住みよ いという うわさを 信じて わずか 
な 荷物を 背に して ゆく 人び と、 小 走りに 親の あとから ついていく 幼い 子どもたち、 のこりわず かな 余生 さえ 奪わ 
れ 、つえに すがって 重い 足を はこぶ 白髪の 老人 —— 〇 

こうした 光景は、 将軍の 胸を かきむしらずに はおかなかった。 そして 全 朝鮮が 救いの 手を 待ちわび、 身 もだえし 
ている かの ように 思われ、 侵略者を うたなければ ならない という 炎の ような 怒りが、 いっそうは げしく 燃え あがる 
のだった。 

将軍は、 ときには 道す じの 木賃宿で、 そうした 流浪の 旅人と ともに 一夜を すごし、 かれらの 恨み 多い 身の上 話に 
耳を かたむけた。 

そうした とき、 いつも 思い おこす のは、 かつて 父が いった 「国を 奪われた 人民は、 とむらいの ある 家の 犬に も 劣 
る」 という ことばで あつた。 

きびしい 冬の さなか、 多くのに がい 思い出を 胸に 千里の 道のりを 踏み こえて きた 将軍は、 満州を 出発して 十三 日 
目に、 無事に 万景 台の 祖父の 家に たどりついた。 

思いがけなく 帰って きた 孫を むかえて、 祖父母と 叔父 夫婦は、 よろこぶ よりも 先に おどろいて しまった。 

祖母は、 将軍を ひしと だきしめて こういった。 

「おまえ、 ほんとうに 一人でき たという のかい。 おまえの お父さんは 虎よりも むごい ことを する 人 だよ」 

「おばあさん 、そうじゃありません。 ぽく はもう 子ども じ ゃな いんだ もの、 国境を こえる くらい 平気です よ」. 

ほおに 大きな えく. ほを つくって 笑いながら こうこた えた 将軍。 —— いつのまにか りっぱな 苦 も -〇 に 成長した 孫の 
りりしい 姿を た -〇 もし 気 1C 見やって、 祖母は こうつぶ やくの だった。 
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「そうかい、 や 〇 ばり おまえは 亨稷の 肩 子 だね！」 

将軍は すぐ 七 谷の 彰徳 学校に 編入し、 母の 実家から 通学す る ことにな った。 

七 谷は 万景 台から ピョンヤンに むかって 四 キロく らいは なれたと ころに ある 農村であった。 ひろびろとした 村め 
入口、 小川の 堤には はんの 木が 茂り、 裏山は くぬぎと 松の木で おおわれて いた。 

彰徳 学校の 校舎は、 裏山の 傾斜に そった ヵギ 型の、 さして 大きくない かわら 屋根の 建物であった。 

将軍の 母の 実家は、 学校に ほど 近い 小 じん まりした 農家であった。 

康敦煜 先生の 一家は 孫が きてから という もの、 なんとなく 活気を おびて きた。 それまで 校 監の家 だからと 遠慮し 
ていた 生徒たち も 足しげ く 出入りす るよう になった。 

将軍は、 ならった ことのない 科目に 追いつく ために、 他の 生徒よりも 数倍の 努力を しなければ ならなかった。 ま 
えの 年に つかった 教科書を かりて 自習を したり、 担任の 先生が 複式 授業を する 場合には、 すすんで となりの 組の 授 
業を うけたり した。’ また 母方の 祖父 一家の 野良仕事を 手つ だったり、 万景 台の 祖父の 家を たずねる こ ともお こたら 
なかった。 

将軍は 書物を 手に すると、 いつも 時間の たつのを 忘れた。 

ある 日、 万景 台の 家から 牛を つれて 草を たべさせに でかけた とき、 日の 暮れる の も 知らず 読書に 夢中に なり、 牛 
だけが 先に 家に 帰っ てし まった ことがあった。 将軍は、 うす 暗くな った 川岸まで むかえに きた 祖母の よび 声では じ 
めて 気がつき、 あわてて 牛を さがしは じめ た。 

将軍が 七 谷に きて 二 か 月 ばかりた つと、 おくれた 学科に も 追いつく ことができる ようになり、 学期末には すぐれ 
た 成績を あげて 家ぢ ゅうの ものを よろこばせた。 朝鮮語、 算数、 習字な どは、 将軍が とくに 得意と する 科目で あっ 
た。 L かし、 日本語 だけは 力を いれなかった。 
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あるとき 将軍は、 日本語の 教科書 or 国語 読本』 と 書かれて いた) を もって 康敦煜 先生の 部屋に ゆき、 こうたず ねた。 

「おじいさん、 この 本で 勉強し なければ ならない のです か？ なぜ 日本語の 本を 『国語』 といわなければ ならな 
いのです ? •」 

祖父は 興奮して いる 孫を そばに すわらせ、 しずんだ 口調で 話しは じめ た。 

「わが国には ね、 虎に おそわれても 気 さえた しかに もてば 死なない、 という 諺が あるんだ よ」 

こうきり だした 祖父は、 まともに 教育 さえう けられない 朝鮮人が、 ならいた くもない 日本語を 勉強し なければ な 
らな くな ったいき さつに ついて 話して きかせた。 

当時、 日本の 侵略者たち は 朝鮮人 民を 愚民 化する ため、 わけても 青少年を 「皇国 臣民」 化する ために 普通 学校 
(小学校) から 教育 用語と して 日本語を 強要し、 朝鮮の 歴史 や 民族 文化に ついては、 これを 教える ことを 全面的に 
禁止した。 

そこで 反日 運動家たち は、 愛国 思想を ひろめる ため、 あらゆる 障害を のりこえて 私立学校 や 塾. を 建てた。 彰徳 学 
校 もこう した 学校の 一つで あった。 しかし 「総督府」 は、 自分たち が 指定した 教科書を 使用す る ことと、 日本語を 
必ず 教える という 条件を いれなければ 絶対に 学校の 運営を 許可し なかった。 

こうした 事実を 話してから、 祖父は つぎのようにつ けく わえ た。 

「国を 奪われた ために こんな 目に会う の だ。 だが、 かれらの つくった 制度を うまく 利用し、 どんな ことがあって 
も 朝鮮に ついて、 もっともっ と 学ばなければ ならない。 日本語の ような 科目を ならっても、 正しい 目的の ために 利 
用 すれば、 それは それで また 役に たつと いう もの だ」 

自分の 部屋に 帰った 将軍は、 ナィフで 『国語 読本』 の 国と いう 字を けずりとり、 そこへ 日の 字を 書き こんで 「日 
語 読本」 とな おした。 そして、 その 日から 『日 語 読本』 は 本箱の なかに しまわず 机の したに おく ことにした。 
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また そのころ、 将軍は 祖父から もらった 父の 詩集を 読み ふけった。 その 詩集には、 朝鮮の 史上に 名を はせ た 数多 
くの 愛国 詩人 や 英雄、 名将の 詩が おさめられて いた。 

将軍は その 多くの 詩の なかで も、 とくに 南怡 将軍 (十五 世紀の 朝鮮の 愛国 的 名将。 幼く して 武勇に すぐれ、 女 真 族の 侵 
入を 擊 退した 功に ょり 若 冠 二十 六 歲で兵 曹判書 — 陸軍大臣— の 重 貴. についた が、 ざん 訴に ょって 二十代の 終りに 刑死した) の 豪 
胆で 気迫に みちた 詩を 愛誦した。 

白 頭 山ノ石 ハ刀ヲ 磨ィ テ尽キ 
豆 満江ノ 水 ハ 軍馬 二 飲 マ セテ 無シ 
男児 二十 ニ シテ未 ダ 国 ヲ平メ  H ズンバ 
後世 誰 力 大丈夫 卜称 ワン 

この 詩を 声高く そらん ずると 将軍の 心は いつも 高な つた。 そしてと きには、 祖国の 敵を うつ 壮烈な たたかい のさ 
なかで 猛虎の ように 雄飛す る 自分自身の 姿を 描きながら、 深い 思いに ふける こと も あった。 

詩集の なかで 将軍の 心を かきたて たもう 一つの 詩は、 父が つくった 『挺身 歌』 であった。 


あわれ 汝 朝鮮 民族ょ 
四千 年の 青史を ほこる はらからょ 
代々 幸 多 かれと 願いし に 
ああい まは 国 もな き 
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この 悲しみを 如何に せん 

がんじがらめに いましめられし この 身を ば 
たちきれよ 同志よ その 手 もて 
独立 万歳を 叫ぶ 声 いかづちの ごと 
わたつみを 裂き 山 ゆるがせよ 

南山の 草木 も 心 あら ば 
この 悲しみを わか つらむ 
東海の 魚介 も 涙 あら ば 
この 怒りを ばと もに せよ 

'がんじがらめにい ましめ られ しこの 身を ば 

たちきれよ 同志よ その 手 もて 

々  独立 万歳を 叫ぶ 声 いかづちの ごと 

の  わたつみを 裂き 山 ゆるがせよ 
年 

少  これは 将軍が 遠く 中江鎮 への 旅の 途中、 父から ならった 悲壮な メ P ディ— のぅた の 歌詞であった。 

3  なつかしい 両親の おもかげと ともに、 流浪の民の みじめな 姿 や 怒りに ふるえる 祖国の 山河を 思い おこさせる この 
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歌詞は、 幼い 将軍の 心を 大きく ゆすぶった。 

そのころ、 母方の 祖父が 話して くれた 朝鮮の 悲惨な 状態は、 社会の 動きに 深い 関心を よせていた 将軍に 大きな 影 
響を あたえた。 

将軍は ビョン ヤンに でて、 いたるところを 見て 歩き、 あらゆる 出来事に 注意を はらった。 むろん、 新しい ものに 
ひかれる という 少年に ありがちな 好奇心 もな くはなかった。 しかし 目に 映る ものと いえば 怒りな しには 見る ことが 
できない 光景 ばかりで あり、 胸を えぐられる ような 悲惨な 現実 だけであった。 目につく もの すべてが 慟哭し、 大地 
をた たいて 救いを もとめて いるかの ようだった。 

くずれ かかった わらぶき 小屋の 土 かべには、 税金 告知 書が ベタ ベタとは りつけ てあって、 それが おりからの 風に 
はためいて いた。 重病の 子どもに 薬 も 買って やれず ただ 神 だのみ にす がる 母親。 高官の 車の まえを よこぎった とい 
うだけ の 理由で 日本刀で 背な かを 切られた 百姓。 留置場からは、 ム チの 音と 血を 吐く ような うめき 声が もれ、 それ 
を 警察署の 摒 にしが みついて きいて は 泣きく ずれる 女の人 —— ^ 目に 映る もの、 見る もの すべてが 怒りを よびおこ 
す もの ばかりであった。 

緑につつ まれた ピョンヤン 市内の 宏大な 邸宅では、 日本の 侵略者たち が 酒宴を もよおし 酔いつ ぶれて いると き 
に、 同じ ビョン ヤンの 土城廊 (日本の 植民地 支配 当哼 ピョンヤン 市内に あった もっとも 馨な スラム街の 名) の 貧民窟で 
は、 雨が ほんの 少し ばかり ふった だけで も 付近 一帯が 泥水に つかり、 大 さわぎを しなければ ならない ような 状態 だ 
った。 ひも じさを うったえて 泣きじゃくって いた 子どもたち も、 いまは もう 泣き 疲れて 声を たてる こと もで きな か 

った。 

こうして 幼い 将軍は、 日本の 侵略者を 追いだ さない かぎり、 決して 国を 救う ことができない という ことを 身を も 
ってた しかめた ので ある。 
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4  祖国よ、 また 会う 日まで 一 

将軍が 両親の もとを はなれてから、 すでにな がい 月日が すぎ 去った。 それは、 じつに めまぐるしい 日々 の 連続で 
あった。 将軍は おりにふれて、 父母 やか わい い 弟たち に 思いを はせ ては いっそう 勉学に はげみ、 からだを 懸命に き 
たえた。 

そうした ある 日の こと、 万景 台の 祖父のと ころから つかいの 人が たずねて きた。 その 人が 帰る と 母方の 祖父は、 
なぜか 顔を くもらせて 将軍を よんだ。 そして 悲しい 知らせを つげた。 

それは、 将軍の 父が また 日本の 警察に 逮捕， された から、 いそいで 帰って くるよう にと いう 八道 溝の 母からの 知ら 
せであった。 

興奮の あまり、 将軍は こぶしを かたくに ぎりし めた まま 口を きくこと もで きなかった。 

一刻 も 猶予で きなかった 将軍は、 その 夜、 学友たち と 母方の 親戚 一同の 心の こもった 見 おくりを うけながら 万景 
台へ むかった。 

朝鮮で 中学校まで 終えようと いう 計画は、 これでく ずれて しまった。 

故郷の わが 家で 一夜を 明かした 将軍は、 翌朝 早くから 旅 じたくを ととのえた。 

そして、 いくぶん 興奮した 口調で 祖父 や 祖母に こうつげ た。 

「わたくしは 父の 念願を はたす までは、 日本の 侵略者 どもを 追いだ し 祖国を とりもどす までは、 二度と 祖国に も 
どらない つもりです」 

「よくいって くれた。 それでこそ 父親の 志を つぐと いう もの だ …… 」 
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祖母は のどを つまらせた。 そばに いた 人たち もみな 涙ぐんだ。 

将軍の 旅 じたくは 質素な ものであった。 祖母は、 はった い 粉 (米 や 麦を いって 粉に ひいた もの) と、 むした さつまい 
もを いくつかと、 祖父が 夜なべを して 編んだ わらじ 二足を つつんでくれ た。 将軍は そのつつ みのな かに 何 冊 かの 本 
を いれた。  . 

祖父は、 小さく たたんだ 紙づ つみを さしだしながら いった。 

「これは 旅費 だ。 途中で つかう こと も あるだろう」 

「そんなに たくさんい りません」 

「これは、 おまえが つかいのこした お金 だ。 それに わたしが いくらかつ けたした だけ だ。 さあ、 もって おゆき」 

朝 もやが 村に たちこめる ころ、 将軍は 目を うるませる 祖父母 や 叔父 夫婦に 別れの あいさつを のこし、 遠い 旅路に 
っぃた。 

ピョンヤンに むかう 大通り まででた 将軍は、 いつまでもな ごり 惜しげ に 見 おくる 祖父、 祖母、 叔父 夫婦ら を ふり 
かえりながら 帽子を なんども ふった。 そして、 すぎ 去った 日々 の 思い出が こめられて いる 故郷の 村 や 山 や 川を その 
まま 脳裏に やきつける かの ょうに、 しばらくは 感無量の おももちで 見つ づけた。 

将軍は 北へ 北へ と 足を いそがせた。 疲れても 休まなかった。 夜が すっかり ふけて 歩きに くくなる とは じめ て 寝ぐ 
らを もとめ、 夜明けを 待つ の もも どかしく けわしい 道を ふたたび 歩きつ づけた。 

こうして、 万景 台を たって から 十二 日 目に、 以前に もとおって 見 おぼえの ある 厚昌 郡葡 坪の 渡し場に ついた。 

渡し場には、 生きる すべを もとめて 涙ながら に 故郷を あとに し、 満州へ 流れて ゆく 多くの 貧しい 同胞の 姿が あっ 
た。 

目の まえには、 国境を なして いる 鴨 緑 江が 流れて いた。 
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しかし 将軍に とっては、 この 鴨 緑 江は ただたん なる 国境、 たんなる 江 以上の なにものかが あった。 

それは ひきつづく 異郷への 移住と 数千 里の 旅路の なかです ごした 幼年時代と 少年 時代への 訣別の 境界線で あり、 
また 悲壮な ひびき も あるが、 はかり 知れない 深い 意味が こめられて いる 新しい 領域、 新しい 世界との めぐり 会いの 
接線で も あった。 

このような 感慨に ひたって いる 将軍の かたわらには、 祖国との 別離を まえにした 多くの 人び とがた がいに 肩よ せ 
あって 涙ぐんで いた。 

朝鮮に 生まれ、 朝鮮で 育った もので あれば、 なんの 感慨 もな くこの 鴨 緑 江を こえる ことので きる 人は 一人 もい な 
いであろう 。この 江の 流れ こそは 豆満 江と ともに、 恨みと 怒りに みちた 流浪の民と 闘士たち の 涙が たまって できた 
もの かも 知れない。 

思えば 同胞たち は、 すでに 遠く 十九 世紀の なかば ごろから 群れを なして 悲しみの 歌を うたいながら この 国境の 江 
を こえは じめ た。 乙 巳 条約 (一九 〇 五 年、 日本 帝国主義が 朝鮮の 主権を 強奪した 五 か条 からなる 条約。 この 年が 乙 巳年で あ 
ったので こうよぶ) が 締結され、 日本の 侵略者た ちの 横暴 さが 露骨になる につれ、 江を わたる 人び との 数は 急速に ふ 
えてい った。 

亡国の 年 一 九 一〇年 (朝鮮が いわゆる 「併合」 された 年) からは、 その 数が さらに ふえ、 何年 もたたない うちに 数十 
万の 同胞が 満州 各地に 散らばった。 

かれらは、 亡国の 悲運と 追いつめ られた 生活に たえ きれず 鴨 緑 江を わたって いった 人び とで あり、 集団 的に 江を 
わたった 義兵 部隊で あり、 また 三 •一 運動に 参加した 亡命者たち であり、 あるいは 国内で 反日 秘密結社を 組織して 
たたかい、 江を わたった 闘士たち であった。 

いま 十四 歳の 将軍 も 父の 志を つぎ、 遠くけ わしいた たかいの 道に つくた め 鴨 緑 江の 渡し場に きたので あ 各。 
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見知らぬ 異国へ 流れて いく 同胞たち といっ しょに 鴨 緑 江を わたりながら、 将軍は 胸に せまる 悲しみを かみ L め、 
朝鮮の 山河を ふりかえって こう 叫んだ。 

「祖国よ、 また 会う 日まで 待って いて おくれ！ 必ず おまえを とりもどしに くる その 日まで！」 

祖国が 解放され たのち 金 日 成 将軍は、 このと きの 心境を つぎのように 回想して いる。 

「わたしは 十四 歳のと き、 朝鮮が 独立し なければ ふたたび 帰る ことは ないで あろうと かたく 決心し、 鴨 緑 江を わ 
たりました。 そのと きわたし は、 だれが つくった かは わからない が、 『鴨 緑 江のう た』 というのを うたいながら、 
いつまた この 地を 踏む ことができる だろう か、 わたしが 生まれ 育ち、 先祖の 墓の ある この 地に また 帰って くる 日 
は、 はたして いつの ことであろう かと 思い、 幼な 心に も 悲しみを 禁ずる ことができませんでした」 (『金 日 成 選集』 第 
I 巻、 朝鮮 労働党 出版社、 一九 六 三年 版 十 I ベ- ジ)。 

将軍は 無事に 鴨 緑 江を わたって 長 白地 方には いった。 河 から そそりた つ 山の頂 上に 築かれた 域 壁と 四方に 銃口 
が あいている 砲台が ばかにい かめし く 見えた。 

八道 溝は このせ まい 谷間に 位置した 小さな 村だった が、 鴨 緑 江の 対岸には 厚昌 郡葡坪 (現在の 菊 三 里) が 遠くの 
ぞまれ た。 

八道 溝の 家に ついた 将軍は、 夢にも 忘れる ことのなかった 母 や 弟たち と 再会した。 

母と 弟たち は、 千里の 道を 一人で 歩いて きた 将軍を むかえ、 うれし さの あまり 身の おきどころを 知らない ほどで 
あった。 康 盤石 女史は 無事に 帰って きた わが 子を いたわりながら、 秀い でて たくましい 十四 歳の 息子を このうえな 
く たのもしく 思った。 

そして 将軍の 母は、 敵に 逮捕された 父が 護送の 途中 さいわい にも 脱出に 成功し、 いま 撫松に 難を さけて いると 話 
した。 
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将軍は、 心に 重く のしかかって いた あせりと 心配が 一時に 晴れる のを 感じた。 そして、 そのと きになって はじめ 
て 将軍は 旅の 疲れを 感じ、 なつかしい 弟たち とひ ざを まじえて すわった。 

しかし 疲れを いやす まもなく、 ふたたび 旅に でなければ ならなかった。 

母親は、 将軍が 夕食を 終える のを 待ち かねていた かの ように、 いますぐ ここを 出発す るよう にと いった。 父の い 
る撫 松に ゆく ため、 まず 幼い 弟たち を つれて 臨 江に 住む 父の 親友の 家へ 移る 手は ずに なって おり、 母は 身の まわり 
を 整理して あとから いくとい うので あった。 

将軍に とっては まったく 予期し ない ことであった。 千里の 苦しい 道のりを 歩きつ づけ、 久しぶりで 家に 帰って き 
た 自分に、 母が 二、 三日で もい っし ょに いてから とはいわず、 この 真夜中に、 すぐ ここを 出発す るよう にと いった 
からで ある。 

むろん、 母親 もさび しくない わけではなかった。 だが、 母親の 考えには もっと 深い ものが あった。 

当時、 八道 溝の 家は きわめて 不安な 状況に おかれて いた。 敵は いったん 逮捕して おきなが ら逃が した 金亨稷 先生 
を とらえようと 血 まなこに なり、 いたるところに 捜索の 手を のばして いた。 

かれらが いつ、 この 家に 踏み こんで くる かわからなかった。 だから 康 盤石 女史は、 わが 子を このような 危険に さ 
ら すより、 むしろ 再会の 日に、 また 別れる 方を えらんだ ので ある。 

将軍は、 どんな 場合で も 大事と 私情と を 混同し ない 母の 強い 性格を 知っていた ので、 その 夜のう ちに 幼い 弟たち 
を つれ ふたたび 出発した。 

将軍の 母は、 遠ざかって いく 息子たち を 見 おくりなが ら暗い 村の 入口に いつまでもたち つくして いた。 

将軍は 二人の 弟を つれて 無事、 臨 江に ついた。 

それから 数日後、 待ち こがれた 母 も 到着した。 そして 家の 主人に 丁重な あいさつを すませた 母親は、 三人の 息子 
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を つれて 近くの 食堂には いった。 

女史は 食事を すませた のち、 三人の 兄弟が その 間 どのように すごして きた かを きき、 あやしい 男が たずねて くる 
ような ことはなかった か、 家の あるじは 親切だった か、 おまえたち 三人が ここにき ている のを 知っている のは だれ 
だれか、 などに ついて くわしくたず ねた。 

つねに 敵にたい して 注意を おこたらない 康 盤石 女史は、 その あいだの 動静を くわしくた しかめてから やっと 安心 
したよう すであった。 明るい 表情に かえった 女史は、 三人の 息子たち に 今後の 生活で 注意すべき こと や 対処すべき 
ことにつ いてさと したの ち、 夫の 友人の 家へ もどっ ていっ た。 

将軍は このと き、 万事に 慎重で 螯 戒心を ゆるめない 母の すぐれた 気質を はっきりと 知る ことができた。 

奪われた 祖国を とりもどす ため、 崇高な たたかい ひとすじに 生きる 母を もった からこ そ 将軍は 人な み すぐれてり 
っぱに 成長し、 燃える ような 闘争の 情熱を はぐくむ ことができた ので ある。 

臨 江に 滞在した のは 一か月く らいであった。 その 間、 新 把に いっていた 叔父 (金亨 権) も 臨 江に やってきた。 

そうした ある 日、 父の 親友が さしむけた つかいの 人が やってきた。 将軍は 母と 叔父、 それに 二人の 弟と いっしょ 
に、 その 道案内 人に したがって 父の いる 撫 松の 小 南門 通りの 家に 移った。 

金亨稷 先生は、 獄中での 拷問と 脱出の 途中で うけた 凍傷に 苦しみ、 一時は 危篤 状態に おちいった こと も あった。 

しかし 将軍が たずねて いったと きは、 からだ もよう やく 回復し、 簡素な ものでは あった が 医院 (撫林 医院と いった) 
を ひらき、 そこで 革命 活動を つづけて いた。 

久しぶりに わが 子と 会った 父の よろこびは、 たとえよう もな く 大きかった。 将軍の りりしい 姿を ながめ、 朝鮮で 
の 暮らしの ようすを たずねる 金亨稷 先生の 顔には、 すでに 社会のから くりを 見ぬ いている 青年にたい する ような 深 
い 信頼の 情が あふれて いた。 
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また、 将軍は 父の 姿から、 自分の ことは かえりみず、 ひたすら 革命の ために 生きぬ く 人間の 不屈 さを 感じと っ 
た。 そして、 このような すぐれた 父を もつ 誇りと、 その 父にたい する 尊敬の 念を いっそう 強く したので ある。 

金亨稷 先生が 撫 松の 小 南門 通りに かまえた 家は、 臨 江、 八道 溝の それと 同じように、 おもてむきは 医院であった 
が、 実際には 中国に わたって きた 独立 志士たち の 集合場所 であり、 国内 国外の 地下組織と 連係を 結ぶ 重要な 拠点で 
ぁった。 

この 医院には 毎日の ように 数多くの 人び とが 治療を うけに きたが、 その 多くは 独立運動 家たち であった。 かれら 
は 先生と 活動 方針を ねったり、 工作 任務を おびて は 国内に 潜入して いった。 

先生は 休む ことなく 革命 活動を つづけた。 

奥の 部屋で 見知らぬ 客と 徹夜で 討論を した かと 思う と、 夜明けには わらじの ひもを むすんで 活動に でかける こと 
がし ばし ばであった。 また、 診療に ゆく といって 家を でて は 十日 も 二十日 も 帰って こない ことがあった。 

この 往診は、 地方の 貧しい 農民たち を 無料で 治療しながら 反日 愛国 思想を 鼓吹す る 一方、 独立運動 家たち と 活動 
を 展開す るた めの ものであった。 

先生は 吉 林、 樺甸な どで 多くの 独立運動 家たち と 会い、 かれらと 闘争 方針を 協議したり、 ときには 撫 松を 中心に 
樺甸 、濛 江、 安 図な ど、 周辺の 各県に 散在して 活動して いた 独立運動 家の 会議を 召集す るな ど、 不眠不休の 活動を 
つづけた。 

将軍は こうした 父の 精力 的な 活動と、 父を たずねて くる 不幸な 患者たち を 見て は、 国を 奪われる こと 以上の 不幸 
はない という こと、 そして 祖国を とりかえす こと 以上の 大事は ない という ことを 深く 肝に 銘じ たので ある。 

将軍が 故郷を はなれる とき、 そして また 鴨 緑 江を わたると き 心に 誓った 悲壮な 決意は 炎の ような 情熱と なって 燃 
え あがって いた ❶ 
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そして 将軍の 胸中に 燃えさ かる この 情熱の 炎は、 すべてを 託しうる すぐれた 思想と 闘争 方法を もとめて、 いっそ 
う 力強く、 いっそう 大きく 燃え ひろがって いったので ある。 
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第二 章 母なる 祖国の 解放め ざして 

1 社会主義への 道 

将軍は 一九二 五 年の 春、 撫松 第一 優 級 小学校に 編入した。 

ある 日の こと 金亨稷 先生は、 将軍が 自分の 志を うけつごう とする 決意を かためて いる ことを 知り、 いくつかの 重 
要な ことがらに ついて 話した。 

先生は まず、 同志を 糾合す るた めの 原則と 人物を 見き わめる 方法な どを 一つ一つ 教えながら 、「一番 大切な こと 
は、 同志との まじわり や 人を 見る目を やしなう こと だ」 とかさね て 強調した。 それ以来、 将軍は 学校での 友人たち 
との 交際を いっそう 慎重に する ようになり、 家に 帰って は 各地から たずねて くる 独立運動 家たち や、 かれらにたい 
する 父の 態度な どを 注意 深く 見守った りした。 

そのころ 撫 松では、 金亨稷 先生の 努力に よって 朝鮮人の 四 年 制 小学校で ある 白山 学校が 設立され た。 

将軍は、 この 学校の 設立を 非常に よろこんだ。 そして これを、 民族 教育を 抑圧す る 敵との たたかいに よって かち 
とった 一つの 勝利 だとみ なした。 将軍は すぐ 開校を 祝う 演芸会を ひらき、 みずから これに 出演した。 

演芸会には 父兄 や 学生たち の ほか、 教育 関係者 も 多数 招かれた。 

開幕に 先だって 将軍が 演壇に あがった。 将軍は 怒りを こめ、 日本の 侵略者に よって 祖国を 奪われた 同胞たち の悲 
惨な 運命に ついて 語った。 そして 最後に、 安重 根が 伊藤博文を たおす 内容の 劇を これから 上演す ると つげ、 つぎの 
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ように ことばを つづけた。 

「これは 祖国を 奪われた ものが、 その 犯罪者にたい して おこなう 復簪 です。 しかし 安重 根は 敵に とらわれ、 犠牲 
となりました。 いま 日本 帝国主義 者たち は、 こうした 強盗の 法律を ふりかざして 数多くの 朝鮮の 愛国者を 逮捕し、 
拷問を くわえ、 虐殺して います。 これを どうして 許す ことができ ましよう。 祖国の ために 命を ささげた 安重 根に 同 
情し ない 人が、 はたしてい るで しよう か。 国を 愛する 人は みんな かたく 団結し ましよう。 安重 根は たった 一人で あ 
ったた め それで 終りに なりました が、 みんなが 団結 すれば、 われわれの 力は もっと 強くな ります。 伊藤博文が 死ん 
でも 侵略者た ちは そのままの こって いるので す。 われわれは、 この 強盗の 群れを 祖国から 追いだ さなければ なり ま 
せん。 そのために なによりも 大切な ことは 団結す る ことな のです」 

聴衆は、 われん ばかりの 拍手を おくった。 

劇 『安重 根、 伊藤博文を 射つ』 で、 将軍は 主人公で ある 安重 根の 役に ふんし、 日本の 侵略者た ちの 罪悪を あば 
き、 民族の 憤りを 吐露しながら 観客たち に 反日 愛国 思想と 民族的 団結の 精神を 鼓吹した。 

将軍は この 日、 みんなの 人気を 一身に 集めた。 もともと 将軍は、 金亨稜 先生の 子息と してよ く 知られて いたう え 
に、 学校で 「人 あたりが よく、 いつも 貧しい 子どもたちの 味方で 正義感の 強い 学生」 として 有名であった。 

ところが この 日からは 、「雄弁家で 反日 思想の 強い 少年」 としてい っそう 評判が 高く なった。 そして、 将軍の も 
とに 集まる 学生たち もし だいに 数を ましてい った。 

将軍は 友人たち にたい し、 いっそう 情熱 的に 反日 思想を 鼓吹した。 かれらの 大部分は 貧しい 朝鮮の 少年であった 
が、 なかには 中国の 少年 もま じっていた。 将軍は、 こうした 多くの 友人たち を 親切に 導きながら、 そのな かから 堅 
実な 同志を えらんで いった。 将軍は 授業が 終った あと も、 おそくまで 友人たち とす ごしながら、 熱心に 反日 思想を 
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ところが 一九二 六 年には いると 将軍の 帰宅が いつもより 早くな り、 家の 空気 もし だいに 沈う つに なって いった。 
ひところは 快方に むかって いた 父の 病気が ふたたび 悪化し はじめ、 ついに 重態に おちいった からで ある。 

もともとな がび く 病気であった ところへ、 {元 治しない ままは げしい 革命 活動を つづけた ため、 病状は 手の ほどこ 
しよう もない ほど 急速に 悪化して いた。 

叔父 や 同志たち の盡 力に よってい ろい ろな 治療が ほどこされた が、 ときは すでに おそかった。 

他人の 病気には、 なには さておいても かけつける 先生であった が、 自分の ことと なると、 どうしてこう も かえり 
みなかった のだろう と 同志たち は 口を そろえて 侮んだ。 

金亨稜 先生は、 すでに 予期す ると ころが あった のか、 家族を 枕 もとに よびよせて 最後の ことばを のこした。 

先生は 悲しみ 嘆く 康 盤石 女史に、 成 柱は なんとかして 大学まで 進学 させたかった が、 いまと なって はどうし よう 
もない、 しかし どのようなことが あっても せめて 中学までは ゆかせて ほしいと、 くりかえした のんだ。 また 三人の 
兄弟にたい しては、 たとえ 身が くだける ような ことがあ っても、 必ず 祖国を とりもどさなければ ならない、 といっ 
てきかせ た。 

時の 流れ もとまった かの ような 重苦しい 沈黙が つづいた。 

やがて 先生が 口を ひらき、 自分の 亡き がらは、 いつの 日 か 朝鮮が 独立したら 大同 江の ほとりに うめる ようにと た 
のんだ。 

そして、 いままで 愛用して いた 二 挺の 拳銃を 康 盤石 女史に わたしながら、 ときが くれば 成 柱に あたえる ようにと 
いいのこした。 

先生の 臨終は 静寂 そのものであった。 熱の こもった まなざしで 人び とを 見 まわして いた 先生は、 生涯を かけた 大 
きな 希望を 胸に ひめた まま 安らかに 息を ひきとった。 
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こうして 金亨稷 先生は、 はたしえなかった 大きな 志を のこした まま 一九二 六 年 六月 五日、 はるか A 異国の 地で 永 
遠の 眠りに ついた。 

人び とは 泣き 悲しんだ。 同志たち も 涙を 流した。 

また、 悲報を つたえきいた 独立運動 家たち や、 撫松 市内の 朝鮮人 や 中国人が 数多く 集まって きた。 

おおぜいの 人び との まえで とりおこなわれた 告別式は、 朝鮮が 生んだ すぐれた 息子、 熱烈な 革命家を 失った 悲し 
みに みちて いた。 

喪服を 身に つけた 将軍は、 父の 霊前で おごそかに 誓った。 

「おとうさん、 ぼくは 必ず 侵略者たち をう ちた おし、 おとうさんの 遺志を りっぱに なしとげて みせます」 

将軍は 父を 失った 悲しみにつつ まれながら も、 祖国 光復の 偉業を 必ずな しとげる の だとい う 崇高な 使命 惑を ひし 
ひしと 感じた。 

康 盤石 女史は、 こうした 決意を かためる 将軍を はげました。 

この 日、 女史は 喪服を つけた 三人の 息子たち を 弔問客の まえにた たせながら も、 なぜか 自分は 葬儀の 列に くわわ 
らな かった。 

それから 幾日 か あとの ことだった。 旧暦 五月の 端午の 節句が やってきた。 

将軍は、 この 日 だけは 母 も 父の 墓参りに いく ものと 考えて いたが、 母は やはりい こうと しなかった。 

「わたしに かまわないで、 さあ、 おまえたち だけで いって おいで」 

母は こういう だけで、 ちっとも いく 気配を 見せなかった。 

弟たち と 墓参りに いった 将軍は、 道す がら 考えに ふけった。 

「おかあさんは どうしてい かないの だろう」 
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しかし、 あとで この 疑問は 解けた。 

母は いつも 一人で 墓参りを していた のだった。 そして、 だれもい ない 墓の まえで、 母は 思う存分 泣いて いたの だ 
った。 

康 盤石 女史は、 こうした 自分の 姿を 成 柱に 見せて はならない と 思った。 夫の 志を ついで 大事を はたさなければ な 
らない 息子が、 母親の 淚を 見て 弱気で も おこしは しないだろう かと、 ただ そのこと が 心配で 愛する 息子たち といっ 
しよ に 墓参りしたい 気持を じつと こらえて いたので ある。 

家庭での 女史の 責任は、 なおい っそう 重くな った。 知らせを きいて はるばる やってきた 姑が いるう えに、 いま ま 
で いっしょにいた 義弟 (金亨 権) もよ くで かける ようになった ため、 病弱な 女史は 一人で 家庭を きりもりし なけれ 
ばなら なかった。 

しかし、 子どもたちの 教育には とくに 気を くばり、 社会 活動 もつ づけた。 夫のは たしえなかった 志を 息子たち が 
なしとげ るよう、 子どもたちを りっ ばに 教育す る ことを 自身の かけがえのない 義務で あると 考えた。 

一九二 六 年、 将軍は 撫松 第一 優 級 学校を 卒業し、 父の 親友たち の 援助と 推せん によって 樺甸 にある 華 成 義塾に 入 
学した。 

さして 大きくない 平家 づ くりの 義塾は、 「正義 府 J 系の 民族主義 運動家たち が 独立 軍の 幹部を 養成す るた めに 建 
てた 政治学 校 兼 軍 官学 校であった。 したがって 民族主義に ついての 教育が 基本と なって いた。 

将軍は 熱心に 学ぼうと したが、 なぜか 民族主義 教育が 気に いらなかった。 どこか 偏狭で 強引な ところが あるよう 
に 思われた。 

そして、 民族主義 者たち の 運動と 闘争 方法を 知る につれ、 ますます 大きな 疑問が おこり、 欠点 ばかりが 目につく 
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ようになった。 

将軍は、 新しい なにものかを 手 さぐりで もとめた。 そうした なかで、 世界 最初の 社会主義 国家で ある ソ連に つい 
て 数多くの ことを 知る 機会を えた。 

そのころ、 将軍は 樺甸 にいた 父の 親友の 家では じめ て 社会主義に かんする 書物を 見つけ、 それを 借りて きて は 熱 
心に 読み ふけった。 この 過程で 将軍は、 民族主義 者たち の 闘争 方法にたい して 大きな 幻滅を 感ずる ようになった。 

複雑な 社会現象を むだの ない 科学的な 思想で 分析 批判し、 明確な 進路を しめした 革命的な 書物が 将軍に あたえた 
影響は 非常に 大きかった。 それは、 どれが 真理で あり、 どれが 正義で あるかを 洞察し うる 偉大な 灯台であった。' 

はじめて 読む 本で あるのに、 少しもう とい 感じが しなかった。 それは この 本が、 いままで さがしもとめて やまな 
かった もので あり、 しかも その 内容が 将軍を 完全に 魅了した からであった。 読めば 読む ほど、. いままでの 疑問が つ 
ぎつ ぎに 解け、 明るい 未来が はっき りと 見と おせた。 

将軍は 労働者と 農民の 国 ソ連に あこがれながら、 社会主義 思想を よりいっ そう 探求した。 

こうして 将軍は、 民族主義 者たち の 主張と 闘争 方法の 限界を 痛感し、 共産主義 運動に 共鳴す る 進歩的な 青年 学生 
とともに、 新しい 大道を 切り ひらきは じめ た。 

将軍は、 まずは じめ に、 E; •匚 (打倒 帝国主義 という 朝鮮語の 頭文字を ならべた もので、 打倒亲 国主 赛 同 M の 略称) とい 
う 非合法 組織を つくった。 まさに これは、 将軍が 本格的な 革命 活動に 踏み だした 歴史的な 第一歩であった。 

将軍は、 e  •匚の 目的を、 社会主義、 共産主義の 建設の ためにた たかう ことで あると した。 そして 当面は 日本 帝 
国 主義を 打倒し、 朝鮮の 解放と 独立を なしとげる こと だと 主張した。 

これは、 ブル ジョア 民族主義 運動に 幻滅を 感じて いた 進歩的な 青年 学生から 熱烈に 歓迎され た。 

将軍は、 自分の 志を 達成す るた めには、 なにより もまず マルクス •レー ニン 主義の 先進 思想を 研究し、 組織を 拡 
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大しな ければ ならない と 考えた。 

しかし 樺甸 県の ような 辺び で、 しかも 先進 的な 社会 風潮から たちおくれて いると ころでは、 こうした 要求を 満足 
させる ことができなかった。 いろいろと 考えた あげく、 将軍は ひろびろ として 活気に みちて いる 吉林 市に 活動の 舞 
台を 移す ことにき めた。 

そして、 十五 歳の 金 日 成 将軍は 後日、 吉 林で 活動す る ことを E*  U の メンバ— と 約束し、 一九二 六 年 秋、 華成義 
塾を 中退して 母の いる 撫 松へ 帰った。 

このように、 古い ものを きっぱり とすて 去り、 新しい ものを 大胆に もとめる 気迫、 新しい ものを もとめる ために 
は、 気に いらない 華 成 義塾を いさぎよく 中退して しまう という 決断力、 —— こうした ことは、 だれに でもかん たん 
にで きる ことではなかった。 

将軍は 吉林 へむ かう まえに、 撫 松での 小学校 時代の 同窓生 やその ほかの 青年たち を 集めて セナ ル 少年 同盟 か 組镞 
した。 将軍は この 組織を とおして、 親たち の もつ 古い 民族主義 思想の 影響から 青少年を 切りは なし、 進歩的た 革命 
思想を 身に つける よう、 啓蒙 活動を くりひろげた。 

そして 翌 一九二 七 年のは じめ に吉 林へ むかった。 

吉林 市は 松 花 江の ほとりに ある 中国の 古い 都市で あり、 吉林 省の 省庁 所在地と して、 政治、 経済、 文化の 中心地 
であった。 

また 当時の 吉林 省には、 中国の 他の 地方よりも 朝鮮人が たくさん 住んで いた。 したがって その 省庁 所在地で ある 
吉林 市は、 満州での 朝鮮人 共産主義者と ブル ジョァ 民族主義 運動家の 活動の 中心地で も あった。 

一九二 〇 年代の 後半、 とくに この 都市は 満州に おける 朝鮮人 ブルジ ョァ 民族 運動の おもな 勢力であった 「正義 
府」 、「参議 府」 、「新 民府」 系の 民族主義の 「巨頭」 たちの 集結 地と なって いた。 かと 思う と ♦朝鮮人の 共産主義 隊 
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列 rt- の rM.L 派」、 「火曜 派」、 「ソゥル •上海 派」 などの 分派 分子たち が、 それぞれ 自分の 勢力を ひろげる ために 
やっきと なって 動き まわっ ていたの もやは りこ こであった。 

こうした 環境の なかで 将軍は、 朝鮮人、 中国人、 民族主義 者、 共産主義者、 分派 分子な どい ろい ろな 人たち と 会 
い、 ありと あらゆる 思想 潮流を 身を もって 知る ことができた。 

将軍は 新旧 思潮を 比較す るな かで マルクス ♦レー ニン 主義の 正し さを さらに はっきりと 認識し、 それを より 深く 
研究して みようと いう 熱意にから れた。 

将軍は 一 九二七^^の春、 父の友人たちの紹介で吉林の毓文中学校に入学した。 

康 盤石 女史は、 将軍を 中学まで すすませる ようにと いいのこした 夫の 遺言を かたく 守り、 苦しい 生計の なかから 
針仕事を してやっ とこ しらえ た 学費を おくりつ づけた。 

病弱の 母からの 学費を うけとる たびに、 将軍の 胸は はりさけん ばかりであった。 貧しい 生活の なかから 学費まで 
負担させる のが、 この. うえな くつら かった からで ある。 

将軍は 幼い ときから 非常に 親孝行であった。 寒い 冬な ど 母が 外から 帰って くると、 冷たい 母の 手を 小さな 自分の 
手で つつみ、 息を ふきかけながら あたたかい 部屋へ 案内した りした。 また 母が 市に でかけて 帰りが おそくな るよう 
なと きな ど、 ご飯を さまさない ようにと 食器を 釜の なかに いれて おいたり、 ひも じさを こらえて 村の 入口で 母を 待 
っていた りした。 

八道 溝に 住んで いたと きのこと、 つかいの ために 菊 坪までで かけた 将軍は、 靴を 買って はくよう にと 母が くれた 
金で、 自分の 靴を 買う かわりに 母親のは きものを 買って 家に 帰り、 村の 人たち をたい へん 感動 させた こと も あっ 
た。 

また 将軍は、 幼い ときから 母に 金を ねだる ことな ど 絶対にせ ず、 母の 労苦を 思い、 一文の 金 もむ だづ かいしない 
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で ひたすら 勉強に うちこんだ。 

毓文 中学校は、 市内の 数多い 中学校の なかで 
も、 もっとも 進歩的な 学校であった。 革新的な 
考えを もつ 教員が 多く、 それが 学生に あたえる 
影響は 大きかった。 そのため、 保守的な 教員 や 
学生たち は 小さくな っていた。 

将軍を とくに ょろこばせ たのは、 この 学校に 
進歩的な 書籍が 多かった ことと、 学生たち の 課 
外 読書が わりあい 自由で あると いう こと だつ 
た。 

こうして 将軍は、 マルクス •レー ニ ン 主義 思 
想を 学ぶ のに 全力を そそいだ。 学校の なかに 組 
織した 秘密の 読書会を 指導しながら、 授業 科目 
以外に、 朝鮮の 歴史 や マルクス •レー ニン 主義 
の 基礎的な 文献を 熱心に 読んだ。 

しかも、 さらに 好都合だった のは、 将軍が 学 
校 図書館の 責任者に 二度 もえら ばれた こと だ 
った。 将軍は この 機を のがさず、 必要な 文献を 
どしどし 買っ ては それを 読破した。 
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そして 将軍は、 『資本論』 をは じめ とする マルクス ♦レ— 11 ン 主義の 古典を むさぼる ように 読み ふけった。 とく 
に 植民地 民族 問題に 深い 関心を よせ、 独自の 研究を すすめた。 

また ゴ ー リキ ー の 作品な ど、 革命的な 文学作品 も 数多く 読んだ。 なかで もゴ— リキ 彳の 小説 『母』 は、 将軍が 非 
常に 愛読し 深い 感動を おぼえた 作品であった。 

将軍は この 作品を とおして 階級社会の 矛盾を 深く 理解し、 古い 社会を くつがえして 新しい 社会を つくる 革命の 道 
へ、 ひたすら つきすすむ 覚悟を いっそう 強く した。 

そして、 革命とは 困難では あるが 栄光に みちた もので あり、 真の 革命家 だけが 真に 自国を 愛する ことができ るの 
だとい うこと を 深く 把握した。 

学校では 将軍を 中心に して 学生たち がよく 政治 論争を おこなった。 そうした とき、 将軍は いつも 独創的な 問題を 
だして たちを 論争 させ、 簡明で、 しかも 科学的な 結論を くだした りした。 とくに、 帝国主義の 本質と 矛盾に た 
いする 論争が しばしば おこなわれた が、 そのつど 将軍は 日本 帝国主義を 例に とり、 それを 具体的に 立証して みせた 
のち、 日本 帝国主義を 打倒して 祖国の 解放を かちとる 実践的な 結論を だしたり した。 

将軍の 存在は ひときわ 目 だって いった。 進歩的な 学生たち は どんどん 将軍の まわりに 集まり、 教師たち の 関心 も 

古 问ま つた。 

こうして 将軍は、 マルクス •レ— 一ーン 主義を 独自の 方法で 学び、 熱烈な 青年 共産主義者に 成長した。 そして、 
ブル ジ •"ァ 民族主義 者の 独立運動が もつ 限界と 弱点を まったく 科学的な 理論に よって 分析し 批判す るよう にもな っ 
た。 

将軍は、 民族主義 者たち の 主張 や 闘争 方法では 決して 朝鮮の 解放と 独立を 達成す る ことができない と 考えた。 
なぜなら、 朝鮮の 民族主義 運動が 歩んで きた これまでの 道程 そのものが、 みずから それを 証明して いたから であ 
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る 0 

民族主義 者たち の 独立運動は、 日本の 朝鮮 支配を 前後して 北部 国境 地帯 や 満州、 あるいは 沿海州を 中心に 展開 さ 
れた 独立 軍 運動な どのように、 侵略者に 反対す る 死に もの 狂いの たたかい も あった が、 しかし それは 最初から 歴史 
的な 限界 性と 弱点を もっていた。 

独立 軍の 運動は、 外国の 侵略 勢力に 反対し 政治、 軍事的 独立を 目標と しては いたが、 その 運動の 指導 権は 旧 韓国 
時代の 官吏 や両班 出身と、 資本主義を めざす ブルジ ョア 民族主義 思想を もった 小 ブルジ ョア 出身者たち がに ぎって 
いた。 したがって この 運動は、 人 -K 大衆にたい する 棒 取を 土台と した 資本主義 制度の 樹立を めざす もので あり、 そ 
の 内部には 古く さい 封建思想が 根強く はびこって いた。 

そのため この 運動は、 住民の 絶対多数を 占める 労働者階級と 農民は もちろん、 広 はんな 人民 大衆の 希望に も そぐ 
わなかった。 

このように、 朝鮮の ブルジ ョア 民族主義 運動は 最初から 失敗す る 運命に あった。 そのうえ 運動 内部で 支配的 だっ 
た 事大主義 や 無抵抗主義まで いりみだれ ていて、 その 没落は さけられない ものと なって いた。 

これは 三 •一人 民 蜂起のと き、 ブルジ ョア 民族 運動の 指導者たち がおかした あやまちの なかに 集中 的に あらわれ 
ていた。 

かれらは、 人民が 力強い 実力 闘争を くりひろげ ると 逆に おじ 気づき、 帝国主義の 国 アメリヵに 依存して 独立を は 
かろうと する 一方、 « 民 地 宗主国で あ. る 日本にまで 幻想を いだく ようになり、 ついには さじを なげだす 始末で あっ 
た。 

こうして、 ソ連の 十月革命の 影響を うけて おこった 三 •一人 民 蜂起を 境と して、 朝鮮の ブルジ m ア 民族主義 運動 
は 終りを 告げた ので ある。 
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その後、 民族主義 者の 大部分は 急速に 民族 改良主義 者に 転落し、 はては 堕落して 日本 帝国主義に 投降したり、 そ 
の 手先に なりさがっ た。 

満州で 独立運動を つづけて いると いう 民族主義 者たち も、 ただ 軍資金を 集めたり、 いくばく もない 朝鮮人 居住地 
域の 「統治」 をめ ぐっ て 派閥 あらそいに 明け暮れして いる ありさまで あった。 

これらの 事情を 総合し 分析した 将軍は、 民族主義 者は 絶対に 朝鮮 民族 解放 運動の 指導者と なりえない し、 ブル ジ 
•"ア 民族主義 そのものが、 すでに 古びた 歴史的 遺物で しかない という 確信を 深めた。 

将軍は、 民族 解放 闘争の 進路を 正しく 明示し うるのは、 マルクス •レー ニン 主義を おいて ほかには ない と 考え 
た。 それは マルクス •レ—- ー ン 主義が、 圧迫され、 搾取され ている 全 大衆の 完全な 階級 的 解放と、 すべての 植民地 
人民の 民族的 独立の 道を 明らかにして いる ばかりでなく、 全社 会から 搾取と 抑圧が 一掃され て 自由と 平等が 支配 
し、 主権 も、 また あらゆる 物質的 富 も 勤労 人民の ものと なり、 真の 民族 文化が 花 ひらく 人類の 理想 社会を 建設す る 
もっとも 革命的で 科学的な 理論 だからであった。 

このょうな マルクス ♦レ ーニン 主義 思想 It 、 すでに 一九 一七 年、 ロシアの 社会主義 十月革命 以後、 わが国に ひろ 
く 普及し はじめ、 日本 帝国主義に 反対す る 民族 解放 闘争の 力強い 武器と なり、 その 旗 じる しとな った。 

もっとも 圧迫され、 もっとも 革命的で ある 労働者階級は、 この 革命 思想の なかから 輝かしい 勝利が 約束され た 進 
路を 見いだ し、 ためらう ことなく その 道へ つきすすんで いった。 

一九二 〇羡 にはい り、 •労働者階級は 急速に 成長した。 

時代の 主力 軍と なった 労働者階級は、 たのもしい 同盟 者で ある 農民 や 広 はんな 大衆を 導く ^ 々 たる 政治的 力量と 
して 民族 解放 闘争の 先頭に たった。 

将軍は、 歴史の 発展に したがって 方向 づけら れ 、三 •一 運動を 契機と していっ そう 明確と なった この 道を しっか 
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りと 踏まえて こそ、 日本の 侵略者たち をう ちた おし 国の 独立を たたかいと る ことができ るので あり、 すべての 勤労 
大衆を 捧 取と庄 迫から 解放す る こと もで きる と 確信した。 まさに マルクス •レー ニン 主義 こそ 革命 思想の 宝庫で あ 
り、 革命 武力の 兵器庫であった。 

こうして 将軍は、 祖国 光復の 真の 道を 社会主義、 すなわち マルクス •レ 11 ン 主義 思想に もとめた ので ある。 

この 真理を 将軍は、 マルクス •レ ー ニン 主義の 古典に、 そして 生活の なかに もとめ、 それを 自身の 思想に、 熱情 
にかえた。 そして 将軍は、 これが とりもなおさず 亡くなった 父の 念願を うけつぎ、 それを りっぱに 実現す る 道で あ 
ると 考えた。 

このように 将軍は、 金亨稷 先生から 愛国主義 教育を うけ、 複雑 多難な 社会 環境の なかで 独自に マルクス •レ ーニ 
ン 主義を 探求し、 すぐれた 革命家、 共産主義者に 成長して いったの である。 

2 青年 学生運動の 旗手 

将軍は、 みず がら 探求した マルクス •レ ーニン 主義を たんなる 思潮 や 理論と してでは なく、 それを 闘争の 武器、 
実践の 手段と みなした。 

将軍は 確固と した 信念を もち、 マルクス •レ ーニン 主義が さししめす 道に したがって 青年 学生運動に 倩 熱を かた 
むけた。. それは 自分が 学生の 身であった からだけ ではない。 将軍の 考えに よれば、 青少年の なかに 先進 思想を ひろ 
める ことは 革命の 未来に そなえる ための 重要な 活動であった。 しかも 青年 学生運動は、 労働者、 農民を はじめす る 
基本 大衆を 革命へ とよび おこし ME する、 たのもしい 橋梁の 役割を はたす ものであった。 

吉 林で 将軍が 最初に つくった 組織は、 合法的な 朝鮮人 吉林 少年会であった.。 
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将軍は これに 吉林 市内の すべての 朝鮮人 少年を 結集した。 そして、 少年たち を 反日 思想で 教育しながら しだいに 
階級意識で 武装させる ことを 目的と した。 

将軍は 少年たち の 好みに あわせて、 かれらが 興味を もつ 読書会 や 討論会を たびたび ひらき、 ときには 演芸会 や 体 
育 会 も ひらいた りして、 異国に あっても 胸を はり 堂々 と 生きて いくこと がで きる ょう、 かれらの 民族的 自負心と 闘 
争 意識を 高めた。 

一九二 七 年の 夏、 将軍は 朝鮮人 留吉 f 会を 指導す る ことにな った。 

吉林 市内には 以前から、 民族主義 者たち が 後援す る 朝鮮人 旅吉 学友会と いう 朝鮮人 留学生の 合法的な 団体が あっ 
たが、 将軍は この 組織の 責任者になる と 同時に、 その 名称を 朝鮮人 留吉 学友会と かえた。 

この 団体には、 吉林 市内の 各 学校に 在学す る 朝鮮人 学生の 大部分が くわわって いたが、 メンバ ーの 構成は きわめ 
て 複雑で あり、 その 思想 的 傾向 もさ まざまで あった。 だが 全般的に 見て 民族主義を 信奉す る 層 も あった が、 時代の 
風潮に したがって 共産主義を めざす 層の 方が 多かった。 

そのため、 この 団体を ひきつづき 自分たち の 勢力下に とどめて おこうと 頭を痛めて いた 民族主義の 「巨頭」 たち 
は、 学生の あいだで 強い 影響力を もつ 将軍に 大きな 期待を かけた。 しかし 将軍は、 かれらの 期待とは まったく 逆の 
方向に すすんだ。 

将軍は、 学友会に 集まった 学生たち を 反日 革命 精神と 反帝 思想、 そしてと くに 先進 的な マルクス •レ 1-1 ン 主義 
思想で 教育す るた め、 『レ ー ニンの 生涯と 活動』、 『帝国主義 論』、 『植民地と 民族 問題』 などの 書物を 重要な 教育 資料 
にえらん だ。 

つぎつぎに ひらかれた 読書 発表会 や 雄弁 大会、 討論会な どでは 「朝鮮 革命の 現段階」、 「日本 帝国主義の 侵略 政 
策」、 「朝鮮 革命を どうす すめるべき か」 などの テー マが 熱心に 討論され た ◊将軍は これらの 集会で 学生たち が 提起 
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する 問題を そのつど わかりやすく 解明した。 

こうして 将軍は、 学友会を 徐 々に 共産主義を めざす 大衆 団体に つくりかえて いった。 その 結果、 民族主義を 信奉 
していた 青年 学生たち もし だいに 共産主義を めざす ようになった。 

この 時期の 将軍の 活動は、 きわめて 多方面に わたって いた。 読書の つどいを ひらいた りする かと 思えば、 ほかで 
はすぐ 討論会の チュ ー タ ー となって 重要な 役割を はたし、 図書室で 読書に 熱中して いるかと 思えば、 1 たちを 集 
めて 新しい 活動を 分担させる というよう に、 寝食を 忘れた かの ような 活躍ぶ りであった。 

成 柱と いえば、 だれもが 一目 おいた。 民族主義 者 や 共産主義 活動家と 称する 連中の あいだで も 将軍の 名は ひろく 
知れ わたって いた。 

こうして、 各地 方から 吉 林に 集まって くる 学生たち が 足しげ く 将軍を たずねた。 そのな かには、 ソ連 帰りの 青年 
や、 朝鮮 や 間 島から わざわざ やってくる もの もいた。 また 独立 軍に 幻滅を 感じた 青年 や、 日本 留学 中に 社会主義 関 
係の 書物を 読み、 大きな 抱負を いだいて たずねて くる 青年 もいた。 

将軍は こういった 青年たち の 中心で あり、 旗手であった。 

この ころの 将軍は、 どう すれば マルクス •レ ーニン 主義の 旗の もとに 青年 学生と 民族的 力量を 結集 させ、 たたか 
いに 動員す る ことができ るだろう か、 そのための 原則と 当面する ス 111 ガンを どう 決めるべき か、 朝鮮 民族 解放 運 
動の 勝利を うながす ための 当面の 闘争 目標と 活動 方針を どこに おくべき か、 などと いった 複雑な 実践 上の 問題に 真 
正面から とりくんで いった。 

当時、 こうした 問題に 解答を あたえうる 人は いなかった。 

まだ 年少であった 将軍は、 真の 革命家の 出現を 心から 待ち のぞんで いた。 そして ひところ、 学籍を 吉林 にの こし 
たま ま、 信頼で きる 革命家を もとめて 各地を 歩き まわったり もした。 
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しかし、 ひろい 地域を たずねて 歩き、 多くの 人び とに も 会って みたが、 将軍が 期待す るよう な 革命家に めぐり 会 
うことは できなかった。 事実 この ころは、 満州に も 朝鮮に も そのような すぐれた 革命家は 一人 も 存在し なかった。 

まさに 時代と 人民は 金 日 成 将軍を 待ち こがれて いた。 将軍が 一日 も 早く 成長し、 将軍の 目が 千里を 見と おし、 将 
軍の 手で 不滅の のろしが かかげられる 日を 待ち のぞんで いたので ある。 

将軍は 独自に 前途を 切り ひらき、 まわりの 青年たち を 闘争へ と 導かねば ならなかった。 

将軍は 吉 林で 再会した 樺甸 時代の E; •  U の メンバ ー を 中核に、 目 ざめ た 青年たち と 各地から たずねて きた 進歩的 
な 青年を 結集して E; ♦ じ の 組織を 拡大し、 やがて それを 反帝 青年 同盟と 改称した。 

この 時期の 将軍の 活動に ついて、 二十 年後の 一九 四 五 年 十二月、 ソゥルで 出版され た 『海外 朝鮮 革命運動 小史』 
はつぎの ようにの ベて いる。 

r …… 金 日 成 (本名 金 成 柱、 ピョンヤンの 生まれ) は、 吉 林で 少年 運動 指導者の 一人と して 一年 有余の あいだ 心血を 
そそいだ。 社会的 意識が 芽 ばえ はじめた ばかりの 金 日 成の 純粋な 胸中には 苦悶が 波 うっていた。 …… 金 日 成の 頭脳 
は、 いや 学生 金 成 柱の 意識は …… 、その 独自の 発展に よって 将来の 目的 達成を 期しうる ことを 悟った。 革命的 情熱 
に 燃える 金 日 成に とっては 宇宙の 森羅万象が すべて 同志で あり、 指導者の ように 思えた。 しかし この …… 志を 理解 
しない 当時の 社会が 恨まれて ならなかった。 事実、 新 思潮の 転換期に あった 金 日 成を とりまく 社会的 現象は、 かれ 
の 志を 理解す るまでに は 距離が あった。 金 日 成は 試練を おそれず、 みずからの 理想 実現に 必要な 活動 舞台と 同志を 

さがしもとめた。 伊 •懐 間 (伊通 県と 懐徳 県) を もっ とも 適した ところと さだめ、 伊 •懐の 社会的 中堅で ある . と 

会った。 かれらは すべて 二士 一、 三 歳の 青年で 急進的 運動を 展開し、 新 社会 建設に 相応した 学術、 思想、 文化を 研 
究 していた。 全幅の 歓迎を うけて 金 日 成は この 同志たち と 握手した。 左右 両翼の 小児病 的 傾向を 排除し、 『 £; •  U』 
すなわち 打倒 帝国主義 同盟を 組織した。 …… 金 日 成にたい する 期待は 大きかった。 この 団体の 運動の 意義 も 大き か 
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った。 熱の 人、 正義の 人で ある 金 日 成にたい する 民衆の 支持 も 大きかった」 (崔衡 宇 著 『海外 朝鮮 革命運動 小史』 第一輯 
ソウル 東方 文化 社 版、 一. 九 四 五 年、 二八〜 三 〇べ ージ) 。 

反帝 青年 同盟は、 青年の 組織ら しく 活気に あふれ 闘志に みちて いた。 だれもが 同志と 組織を 愛し、 それが また か 
れらの よろこび でも あった。 同盟の 第一 段階に おける 活動 目標は、 吉林 市内の 学校 や 周辺の 農村に 組織を 拡大す る 
ことで あつた。 


将軍は、 各地から 集まって きた 進歩 
的な 青年を まず 一定期間、 同盟で 訓練 
したの ち、 市内の 各 学校 や 農村へ おく 
りこんで 活動 させた。 その 結果、 各地 
にす ぐ 同盟の 下部組織が できあがり、. 
めざましく 活動し はじめた •. ° 

たとえば 市内の 文 光 中学校では、 数 
十 名の 学生が 集まって 支部を 結成して 
いた。 

農村 地区で も 組織は 急速に ひろがっ 
た。 吉林 周辺の 農村で ある 新 安 屯な ど 
ではと くに 大きな 成果を あげた。 

将軍は いそがしい 身を も かえりみ 
ず、 土曜と 日曜には 直接 卡 倫、 新 安 屯 
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などの 農村 地帯に でかけて 講演を し、 同盟の 下部組織を 指導して まわった。 

こうして、 将軍が 組織 指導した 秘密結社 反帝 青年 同盟は、 広 はんな 青年 学生と 農民の あいだに 反日 愛国 思想を ひ 
ろめ、 かれらを 組織に 結集して いった。 

将軍の 活動は ますます 活発に なった。 それは、 将軍が 中核 的な 組織と して 掌握して いた 共 青 (共産主義 青年 同盟) 
の 地下組織が 成長す るに つれて、 いちだんとは げし さを ました。 

，将軍が 吉 林で 青年 運動を はじめた 当時は、 マルクス •レ 11 ン 主義 思想が ひろまって はいたが、 まだ 共産主義 的 
な 組織は 存在して いなかった。 一九二 七 年の 夏、 将軍が 吉 林では じめ て 共 青を 組織した のはこう した 時期の ことで 
ある。 

将軍は 進歩的な 学生たち をえ らんで 共 青 組織を つくり、 朝鮮人 吉林 少年会、 朝鮮人 留吉 学友会、 反帝 青年 同盟な 
どのょうな 大衆 団体を 共 青の 影響 下に おきなが ら 統一的な 指導を 強めて いった。 

共 青は 勢力を 拡大して いった。 吉林 市内の 各 学校に 支部が でき、 遠く 敦化 中学校にまで 下部組織を もつ にいた っ 
た。 

しかし 満州 軍閥の 弾圧が ひどかった ため、 共 青 自体が 秘密 組織であった のはい うまで もな く、 そのす ベての 活動 
も 極秘 裏に おこなわなければ ならなかった。 

将軍は 多くの場合、 松 花 江の 対岸に ある 静かな 松林と 市内の 北山 公園、 南 江 公園な どを 会議の 場と して 利用し 
た。 このょうな 林の なかで ひらかれる 秘密 共 青 会議には、 吉林 師範学校を はじめと する 市内の 多くの 中学校の 代表 
が 参加し、 将軍に 活動の 報告を おこない、 それに もとづく 新たな 指示を うけたり した。 

極秘を 要する 会議には 北山 公園に ある 薬 王廟の 地下室が 利用され た。 

共青が活発に動き、 大衆のなかでその影響^^が大きくなると、 将軍は青年学生を日本の侵略者と中国の国民党軍 
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共産主義 青年 同盟の 秘密会議を 指導す る 金 日 成 将軍 


閥に 反対す る 積極的な 闘争へ とたち あがら 
せた。 

将軍が はじめて 指導した 青年 学生の 公然 
としたた たかいは、 毓文 中学校の 反動的な 
教員を 追放す る 同盟休校であった。 

右翼 系の 反動的な 教員たち は、 校内で 共 
青の 役割が 大きくな り、 学生の あいだで 左 
翼 的 傾向が 強まる と 悪 どい 策動を 露骨に お 
こなうよう になった。 

かれらは 反動 軍閥 当局の 権力を かさに き 
て、 校長を はじめと する 進歩的な 教員たち 
に 圧力を くわえ、 学生たち の 学科 目 選択の 
自由と、 学校 運営に おける わずか ばかりの 
民主主義 的 自由まで も 奪おうと した。 これ 
に 憤激した 学生たち はすぐ たちあがった。 
将軍は 共 青を 動員し、 反動的な 教員の 悪ら 
つな 策動を 粉碎 する ために 同盟休校を 断行 
した。 

将軍の 周到で 緻密な 準備と 指導の もと 
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に 全校 生は い 〇- せいに 決起した。 かれらは 授業に でる ことを 拒否しながら、 教務 主任を はじめ 悪質 教員の 罪状を ば 
くろす る 強力な 抗議 運動を くりひろげた。 と 同時に、 学生の 待遇を 改善す る こと、 学生が 要求す る 学科 目の 授業を 
保障す る こと、 校長に 圧力を くわえない ことな どの 要求を つきつけた。 

必要と あれば 実力行使 も 辞さない ような 学生たち の 気勢に、 反動 教員 一派は おじ 気づいた。 そして 結局、 学校 当 
局は 学生の 要求を のみ 同盟休校は 勝利に 終った。 

その後 学校では、 学生たち の 学科 目 選択に いくらかの 自由が 認められ、 待遇 も 従来よりは よく なった。 

たたかいの 成果は きわめて 貴重であった。 とくに 将軍は、 闘争の 勝利を つうじて 学生たち が 団結の 威力を 実感と 
して うけとる ことができた ことを 非常に 重視した。 これは さらに 大きな 勝利を うるた めの 重要な 基礎と なった。 

初の 勝利で 力を えた 将軍は、 たたかいの 規模を 大胆に 拡大して いった。 そして 学生たち のた たかいは、 吉林市 全 
体を わきたたせ、 全 満州に 影響を あたえた 吉会線 (吉林 i 皆 間の 鉄道) の 敷設 反対 闘争へ と 発展した。 

満州 侵略の 準備を 着々 とすす めて きた 日本 帝国主義は、 吉敦線 (吉 林— 敦化 間の 鉄道) の 敷設を 終える と、 その 延 
長と して 一 九 二八 年、 *? ガ線 (長 春 i 連 間の 鉄道： >  とともに 満州 侵略の 主要 幹線と して 計画され ていた 吉会 線の 敷 
設に とりかかった。 

一九二 八 年 十月、 将軍の 指導の もとに 共 青 員たち は、 満州 侵略を めざす 日本 帝国主義の 吉会線 鉄道 敷設に 反対す 
るた たかいを 組織した。 

このた たかいは 広 はんな 青年 学生に よるは げしい 示威 闘争へ と 拡大して いった。 

この 闘争には、 共 青の 指導の もとに 反帝 青年 同盟 や 朝鮮人 留吉 学友会な どの 大衆 団体が 先頭に たち、 吉林 市内の 
あらゆる 学校の 学生たち が 示威に くわわった。 

街頭に でた 学生たち は 三、 四 名、 または 十 名前 後の グル ー ブを くんで 行動した。 かれらは 旗を ふって 気勢を あ 
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げ 、群衆の まえで、 日本 帝国主義に よる 吉会線 鉄道 敷 
設の 侵略的な 目的を あばき、 この 闘争に 積極的に 呼応 
して 決起せ よと アジ 演説を おこなった。 

これに つづいて、 市内の ほとんどの 学生が 学校 別に 
隊列を くみ、 怒濤の ように 街路を うめつ くして 行進し 
た。 かれらが 叫ぶ スロー ガンは、 吉 林の 街を ゆるがし 
た。 

「日本 侵略者を 打倒せ よ！」 
r 吉会線 鉄道 敷設 反対！」 

屋上から ビラが まかれた。 日本 帝国主義の 侵略と 国 
民 党 反動 軍閥の 売国 的 行為を 断罪す る 檄文であった。 

都市は 闘争の るつぼと 化した。 

学生たち の大 示威は 十一月まで、 ほとんど 毎日の よ 
うに つづけられた。 示威は ますます 高まり、 大衆 もこ 
れに 合流し はじめた。 日本の 侵略者たち と 結託した 国 
民 党 反動 軍閥は、 事態の 急変に おどろいて 警察力を 行 
使した。 

しかし、 示威に 参加した 大衆は ひるまなかった。 警 
察が 銃剣を ふりかざして おそいかかり、 二十 余 名の 死 
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傷者が でた。 武力 弾圧の まえに 大衆は 一時 後退した が、 たたかいは さらに 積極性を おびて いった。 共 青、 反帝 青年 
同盟を はじめと する 大衆 団体は、 将軍の 精力 的な 指導の もとに 群衆の 一部で 行動 隊を いくつか 編成し、 市内 各所に 
派遣した。 

勇敢な 行動 隊 は、 示威 群衆の 自由な 活動を 保障す るた め 棍棒を もって 市内の 各所で 蒈察を 包囲し、 警官を しばり 
あげ、 敵の 武力行使を 未然に ふせいだ。 そして 一方では、 示威に 参加した 学生たち が 日本人の 商店から 商品を ひっ 
ばり だして 松 花 江に なげすてるな ど、 日貨 排斥 闘争を くりひろげた。 

吉 林の 青年 学生に よるは げしい 反日 闘争は、 4 口爾濱 、天津な ど、 各 都市の 青年 学生との 積極的な 連帯 闘争へ と 発 
展した 。 

なかで も、 もっとも 積極的に 呼応してたち あがった のは 哈爾濱 の 学生たち であった。 かれらは 十一月 九日、 警官 
隊 とはげ しい 衝突を くりかえし、 百 数十 名の 負傷者を だした。 

このように、 各地で 大規模な 連帯 闘争を つぎつぎと よびおこした 吉会線 鉄道 敷設 反対 闘争は、 中国は もちろん 朝 
鮮 国内にまで ひろく 報道され、 内外 各地の 人民から 注目を あびた。 

当時 ソゥルで 発行され ていた 朝鮮語 日刊新聞 『東亜 日報』 は、 一九二 八 年 十一月 二日 付けで、 r 吉敦線 延長 その 
他の 問題で、 吉林 排日 険悪 化。 学生ら 連日 示威 行進 継続、 天津 排日 も 逐日 深刻化す」 という 見 だしの もとに、 吉林 
の 学生の 示威 闘争の 真相と、 その 拡大の 状況を つたえ、 罔 十一月 十三 日付けでは、 「反日 学生 団体の 吉会線 反対 高 
潮。 九日、 警官隊と 衝突、 百 四十 八 名 負傷」 の 見 だしを つけ、 哈爾濱 の 学生 闘争の もようを 報道した。 

将軍を はじめ 共 青 員の 指導の もとに 展開され た吉 林の 学生の 反日 示威 闘争は、 日本 帝国主義 者と 売国 的 反動 軍閥 
に 大きな 打撃を あたえ、 広 はんな 青年 学生と 人民 大衆の 反日 闘争の 気勢を 高めた。 

将軍は、 こうした 実際の 闘争を つうじて 共 青 や 反帝 青年 同盟な ど 大衆 団体の 役割を 高め、 たたかいの なかで 同盟 
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員を きたえ、 点検す る ことによって 組織を いっそう 強化した。 そして 正確な 政治的 スロ ー ガンと すべての 反日 勢力 
の 団結に くわえて、 統一的な 指導に よる 組織 性が たもたれるならば、 たたかいは 必ず 勝利 するとい う 貴重な 教訓を 
えた。 

将軍は また、 反動 軍閥の 策動に 反対す るた たかい も 組織し 指導した。 

これは 当時の いわゆる 「三 矢 協約」 とかん れんす る 焦眉の 闘争 課題の 一つであった。 

日本 帝国主義は、 满州に 住む 朝鮮人の 反日 運動が 日本の 満州 侵略 政策に とって 障害で ある ばかりでなく、 朝鮮 統 
治にたい する 直接的 脅威で あると みなした。 かれらは 一九二 五 年 六月 十一 日、 朝鮮 総督府 警務 局長 三矢宮 松を 代表 
にたて、 中国 東 三省 軍閥の 頭目 張作霖 との あいだに、 在満 朝鮮人 取締りに かんする 条約を 締結した。 これが いわ ゆ 
る 「三 矢 協約」 である。 

この 協約には 朝鮮人 反日 運動家を 逮捕した 場合、 必ず 日本の 領事館に ひきわたす ことと、 その 代価と して 日本側 
は 賞金を はらい、 その 一部は 逮捕に 協力した 官吏に 分配 するとい うこと などが 規定され ていた。 

これによ つて、 満州 軍閥 当局は 親日 的な 傾向を おびは じめ、 軍 I1 は 朝鮮人 反日 運動家を とらえようと やっきに な 

った。 

こうした 状況の もとで 将軍は 共 青を 動員し、 中国の 青年 学生まで ひきいれ、 中国 軍閥 当局に 反対す る 青年 学生の 
たたかいを 組織した。 

一九二 九 年に おこなわれた 中国 軍閥の 反革命 的な 「北 伐」 計画に 反対す る吉林 市内 中学生の 同盟休校は、 こうし 
た 反軍 閥 闘争の 一つであった。 このた たかいは、 ちょうどと きを 同じく して 朝鮮で おこった 光州に おける 学生の 大 
衆 的 反日 示威 闘争と ともに 各地の 学生たち に 大きな 革命的 影響を あたえた。 

将軍は、 吉林 市内で 青年 学生の たたかいを 組織 指導す るかた わら、 おりを みて は 学校に 欠席 届を ♦たし、 遠く 撫 
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松、 安 図、 教化な どに でかけて 共 青と 大衆 団体の 活動を 指導を した。 

各地を まわって 歩く うちに 将軍は、 ときたます ぐれた 人物に めぐり 会うょう な ことがあっ た。 

¥? デ 里 老人 も、 そうした 人物の 一人であった。 車と いう 姓の この 老人は 一夜に 千里を ゆきき するとい うので その 
名が あった。 

将軍は、 友人たち とともに 劇 やうた を いくつか 用意して、 撫 松と 濛 江の あいだの 杜枝 洞と いうと ころに 住んで い 
ると いう 車 千里 老人を たずねた ことがあった。 

将軍の 一行は、 吉林 から 樺甸を へて 教化、 間 島 一帯を 巡回 公演しながら 目的地の 杜枝 洞に ついた。 

おりょく 車 千里 老人は 家に いた。 

かれは 高齢ながら も 健康に すぐれ、 ゆたかな 白 ひげを たくわえた 風釆 のり っぱな 老人であった。 

一行の なかの 一人が、 ほんとうに 一夜に 千里 (約 四百 キロ) を ゆききした のかと たずねた。 

すると 老人は、 「千里は 無理 だが、 五百里は 歩いた もの じ ゃ」 とこた えた。 

ひところは 江界 地方の 山野を かけめぐって 義兵 闘争に くわわった という この 老人は、 見識が 高く 政治的 見解 もし 
っかりした ものを もっていた。 

かれは 情熱に 燃える 青年たち に 過去の 朝鮮の 統治者た ちの 腐敗ぶ りを 話しながら、 朝鮮人は 日本人と りっぱに た 
たかえ たはず であり、 国を 発展させる こと もで きたのに、 腐り きった 無能な 官僚 どもの ため、 ろくにた たかい もせ 
ず 国を 奪われた といって 慨嘆した。 

そして かれは、 年を とりす ぎて 独立運動 もで きな くな ったい ま、 すべての 希望を 青年に かけて いると 語った。 

「独立を のぞむなら 口先 だけでは だめ じ ゃ。 一人で も 多くの 日本の 侵略者を やっつけな くち ゃならん。 そして、 
朝鮮人の なかに もぐりこんだ 日本 帝国主義の 手先を つねに 蒈戒 しなく ちゃな らん。 要は 多くの 人び とが 団結して 敵 
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とたた かう ことじ や」 

ながい 生涯を つうじてえ た 教訓を 語る 車 千里 老人の 姿は 悲壮で 厳粛で さえ あ 〇- たか 

将軍に とっては むろん、 こうした 老人の 政治的 見解 や 闘争 方法は こと 新しい ものではなかった。 しかし 老人の 切 
々たる 憂国の 情から うけた 感動は きわめて 大きな ものが あった。 この 老人の おもかげには、 悲運に 身 もだえす る祖 
国の 姿が あった。 そして その 声には、 祖国の すべての 人び との 血を 吐く ような 訴えが こめられて いた。 

後日、 あのは げしい 抗日 武装 闘争の 日々 にも、 車 千里 老人の ことは しばしば 将軍の 胸中に よみがえった という。 

将軍は ふたたび 吉 林へ もどった。 

将軍の 活動 地域は すでに 延吉 、通 化、 長 春、 哈爾濱 、伊通な どにまで およんで いた。 

これらの 地域で 将軍は 民族の 将来を 憂う 青年たち とま じわり、 かれらを 共 青に ひきいれて 組織 隊列を ひきつづき 
拡大 強化し、 また 撫松 にもで かけ セナ ル 少年 同盟の 活動を 指導した りした。 

このように、 将軍は 燃える ような 情熱を もって 広 はんな 青年 学生 大衆を 社会主義 思想の 旗 じる しの もとに 結束 
させ、 その 組織され た 力で 日本の 侵略者と その 手先に 反対す るた たかいを 果敢に 展開して いった。 

青年 学生運動の 最先端に たって すすむ 将軍の 一歩一歩は、 すでに 革命的 信念と 正確な 闘争 戦術に もとづいた 着実 
な 歩みと なって いた。 

3 団結を 妨げる ものへの 打撃 

将軍は 共 青 活動と 青少年 大衆 団体 活動を 指導しながら、 ブルジ ョァ 民族主義 者たち の 誤った 主張と 行動にたい し 
て も 原則的に たたかった。 
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そのころ 吉 林には、 共産主義者を _ 称する もの も 少なく はなかった が、 民族主義 者の 方が はるかに 多かった。 そ 
のなかには を k 振、 李 雄、 張 喆鎬な どを はじめ、 他の 地方から 吉林 へやって きた 民族主義の 「巨頭」 たち .% 多 かっ 
た。 

かれらは、 青年 学生運動を 自分たち の 手中に おさめようと 試み、 とくに 将軍 や 進歩的な 青年たち を 民族主義 運動 
の 同伴者に したてあげようと やっきに なって いた。 

しかし 将軍は、 自身の 独自の 探究に よってえ らんだ 社会主義の 道から 決して しりぞこうと しなかった ばかりで な 
く、 民族主義 者たち の 誤った 主張と 行動を 容赦な く 批判した。 

一九二 七 年の 春の ことであった。 

民族 運動家の なかで 「民族 運動の 大 先輩」 とうた われた 安昌 浩が吉 林に きて、 「朝鮮 民族 運動の 将来」 について 
講演を するとい うう わさが ひろまっ た。 

吉林 にきて いた 民族 運動家たち は、 この 日 まるで 「大統領」 でも やってきた かの ように かれを むかえ、 講演会 場 
へと 案内した。 

講演会 場には、 ちよう ど 「三府 統合 会議」 に 参加して いた 満州 各地の 民族 運動 団体の 幹部と 独立 軍、 そして 「有 
志」 など 数百 名の 聴衆が 集まって いた。 

将軍 も 一種の 好奇心に ひかれ、 多数の 青年 学生と いっしょに 会場へ いった。 

安昌 浩は 気炎を あげた。 かれの 演説に 興奮した 民族主義 運動家たち は、 演説の 区切り ごとに さかんな 拍手を おく 

った。 

しかし 大多数の 青年 学生は 冷淡 そのものだった。 これと いう 感銘を うけなかった からで ある。 

わけても 将軍は、 冷笑を 禁じえなかった。 それと いうの も 講演 そのものが 最初から 誤った 民族主義に ついての 宣 


72 


団結を 妨げる ものへの 打擊 


伝であった ため、 とくに 興昧が もてなかった からで あるひ 
安昌 浩の 一貫した 主張は、 「各個 人の 自己 修養」 と、 「教育と 産業 振興に よって 国力を つくる 運動」 を 展開し よう 
という もので、 「この 力の 準備 こそ、 独立 目的 達成の ための 唯一無二の 近道」 であると いうの だった。 

まったく ばかばかしい 主張だった 。「各個 人の 自己 修養」 不足 うんぬんは、 反動的な 政治 制度を そのままに して 
も、 「自己 修養」 をつ うじて 幸福に なれる という 牧歌的な 無抵抗主義を、 みずから ばくろした ものに ほかなら なか 

った。 

どだい、 全 民族が 侵略者の 軍靴に 踏みに じられ ている 状況の もとで、 どうして 思い どおりに 教育と 産業の 振興が 
でき、 r 国力を つくる j ことができる というの か。 かりに 百 歩 ゆずって それが 可能 だとしても、 敵との 闘争な くし 
て、 どうして 「独立 目的」 が 達成で きる というの だろう か。 

それは まったく 不可能な ことであった。 人民を 革命へ と 組織し 教育し なければ ならない 時代の 要求を 無視す る こ 
とはで きず、. 敵と 生死を あらそうた たかいの 場で、 闘争 そのものを おろそかに する ことは 絶対にで きない ことで あ 
った。 

将軍は 安昌 浩の 理論が その 本質に おいて、 「文明開化され た」 奴隸 になる ための 「民族 改良」 と 「民族 産業 復 
興」、 そして 「農村 振興」 をと なえる ことに あり、 民族主義 運動の 陣営の なかで、 支配的な 力を もちは じめ た 民族 
改良主義 者たち の 投降 主義 的な 主張に すぎない という ことを 見ぬ いていた。 

将軍は 即座に、 安昌 浩の 講演 内容に 反駁す る 質問 状を したため、 それを 他の 学生の 手を つうじて 弁士に つきつけ 
た。 

熱弁を ふるっていた 安昌浩 はさす がに あわてた ものと みえ、 質問に こたえる こと もで きず 演 a で 立往生して しま 
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それからと いう もの、 民族主義 者の 「巨頭」 たちは 「異彩を 放つ すぐれた 少年 だ」 といって 将軍を 注目し はじめ 
た。 しかしそう なれば なるほど 将軍は かれらに 批判的に 対処した。 

そのころ (一九二 七 年)、 吉 林の 福興泰 という 精米所では 何 か 月 もの あいだ 民族主義 者たち の 「三府 統合 会議」 が ひ 
らかれ ていた。 これは、 「参議 府 J  (一 九 二 四 年 八月、 南満 州 通 化 県で 結成)、 「正義 府 J  (一 九 二 五 年、 南满 州で 十 余の 軍事 
団体を 統合して 結成)、 「新 民府 J  (一九二 五 年 三月、 北満 州で 数個の 軍事 団体を 統合して 結成) を 一つに 統合す るた めの 会 
議 であった。 

会場に あてられた 福興泰 精米所は、 将軍が 毓文 中学校へ かよう 道の そばに あった。 そのため 将軍は、 よく そこに 
たちよって は 会議の 内容を つぶさにみ てと る ことができた。 かれらは 「三府 統合」 を うんぬんしながら も 実際には 
地位 あらそいに 明け暮れ、 会議は まるで 市場の ような 騒々 しさに 終始した。 みにくい 強弁との のしり あいがいり み 
だれて いる そこでは、 初歩 的な 礼儀 も 良心の かけら も 見いだ す ことは できなかった。 まして や、 そこから 愛国心を 
期待す るな どと いう ことは、 それ こそ 空の 星を 数える に ひとしい ことだった。 

かれらに 強い 幻滅を 感じた 将軍は、 それを 風刺 劇 (三人が 集まって 地位 あらそいを する 内容を 劇に した もの) にして、 
しんらつに 批判した ことがあった。 もちろん、 この 劇を みた 民族主義 者たち は あわてふためき 幕が おりない うちか 
ら早 々に 退散して しまった。 

その 翌日、 将軍は かれらと 会って、 「昨夜は どうして 公演の 途中で 帰った のです か。 最後まで ごらんに なれば も 
っと よかった のに」 とさり 気な くいって みた。 すると かれらは、 「昨晩は よくも あんなに、 われわれの 悪口を なら 
ベた てて くれたな」 と 怒りを ぶちまけた。 

将軍は、 そ 知らぬ ふりを して こたえた。 

「先生が た、 な 1 を そんな K 怒って いるので すか。 あらそって ばかりいて は、 なん 忆も ならない じゃ ないです か。 
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昨晩の 劇は 青年たち の 気持を 率直に あらわした ものなん •です。 少しは 青年の 声に も 耳を かたむけたら どうです」 
これには さすがの 民族主義 者たち も、 「青年たち に 笑われない よう、 なに かしなければ ならない の だが …… 」 と 
いう だけで、 なすべき すべを 知らなかった。 

こうして、 かたち ばかりでは あった が 民族 運動の 「統合」 団体と いう 名目で 「国民 府 J が 出現した のは、 それ か 
ら 数日後の ことであった。 

かれらが まだ 地位 あらそいに 明け暮れながら 会議を つづけて いたと き、 いわゆる 「上海 臨時政府」 から、 さかん 
に 自分を 大物 だと 宣伝す る 「財政 部長」 なる 男が、 「上海 臨時政府」 の 代表 数名を つれて やってきた ことがあった 0 
その 大物と いうのは、 性質が 粗暴な うえ 頑固な 保守主義 者であった が、 どうした わけ か 青年たち に 会う と、 さも 
進歩的で あるかの ように よそおい、 ときにはく だらない 冗談までと ばしたり した。 

ある 日曜日の こと、 将軍は 進歩的な 青年 学生たち を つれ、 泰豊閤 という 精米所で かれに 会い 論争を いどんだ。 

「あなたがた 年寄りは 地位に 目が くらんで 祖国の ことな ど 念頭に ないで はない か。 朝鮮人 農家 もわず かしかない 
のに、 それを 一人占めに しようと あらそって ばかりいて、 いったい どうす るつ もりな のか」 

質問は つづいた 。「実権 もな く 大衆 もい ない のに 『政府』 なんかを つくりあげ、 そこに あぐらをかいて いて 独立 
運動に なんの たしになる というの か。 同胞から 集めた 独立運動 資金を 乱費しながら 大国に 頭を さげて えた ものは い 
ったいな にか。 ただ 手を こまねいて、 『政府』 の 看板を 後生大事に 守る ことが 独立の 道な のか」 

青年 学生たち の するどい 質問と 論駁の まえに、 「上海 臨時政府」 の 「要人」 はかえ す ことば もな く  口を つぐんで 
しまった。 

なんの 指導 理論 もな く、 民族主義 運動 陣営の 「要人」 という 看板 だけを かついで あらわれた かれが、 マルクス • 
レー ニン 主義 理論の 学習に 熱中して いた 青年 学生の するどい 論理に 対抗で きなかった のはき わめて 当然な ことで あ 
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すると その 「要人」 は、 やにわに 上衣を ぬぎすて ると、 「ではなに か。 おまえたち だけが えらくて、 われわれは 
とる にたらない というの か。 それなら おまえたち も、 この わしと いっしょ に 世間の 笑い ものに してやる わい」 とわ 
めきながら いまにも 外へ とびだそう とした。 

思いがけなく この 無頼漢の ような おどろくべき 行為を 目撃 L た 将軍は、 「上海 臨時政府」 の 自称 「愛国者」 たち 
が どのような 人間の 集まりで あるかを いま 一度は っきり と 知る ことで きたので ある。 

民族主義 者たち の 誤った 行動に 反対す る 将軍の たたかいは、 その後 一九二 九 年に ひらかれた 「南満 青 総 大会」 を 
S に いっそう 本格的に すすめられた。 

一九二 九 年 春、 輿 京 県汪清 門に おいて 民族主義 連合 団体で ある 「国民 府」 の 主催に よって 「南満 青 総 大会」 なる 
ものが 召集され た。 将軍は もともと 「南満 青 総」 や 「東満 青 総」 とはなん の 関係 もなかった が、 青年 運動の 統 | と 
反日 青年団 体内に おける 共産主義 的 影響を 強化す るた めに、 白山 青年 同盟の 代表と いう 資格で 「南満 青 総 大会」 に 
出席した。 白山 青年 同盟は 撫 松、 安 図、 臨 江 および 長 白と 敦化の 一部な ど、 白 頭 山 周辺の 青年 組織で あり、 「南満 
青 総」 の 支部と いうかたち になって いた。 

会議に 先 だち、 大会の 一部の 代表たち によって 「南満 青 総 大会」 の 準備委員会が 組織され たが、 そこには 将軍を 
はじめ 進歩的な 青年たち も 多数く わ わって いた。 

これを みてとった 「国民 府」 の 「巨頭」 らは 、大会が 自分たち の 思い どおりに すすめられない ものと 考え、 大会 
前夜に なって 準備 委員にたい する テロを 強行し はじめた。 その 首謀者は、 民族主義 者の なかで も 理論家を もって 自 
任して いる 高 而虚ら であった。 

このと き 将軍は、 UJ  ♦匚の メンバ— であった 同志たち から、 崔奉な どの 準備 委員が 民族主義 者に つかまった とい 
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う 知らせと 身辺が 危険 だからす ぐに 身を さける ようにと いう 勸告を うけた。 

しかし、 民族主義 者の テロに 憤激した 将軍は 「南満 青 総 大会」 の 主催者の 一人であった 高而虚 をたず ね、 正面 か 
ら 非難を くわえた。 

「あなたがたは 南満 青 総 大会を 召集して おきながら、 準備 委員の 意見を 全部き きもせ ず、 準備委員会が 提出した 
要綱 だけを 検討し、 頭から それを 悪い ものと きめつけて 委員を つかまえたり している が、 これは いったい どうした 
ことか。 これは 他国にまで きて 同じ 民族 同士が おこした 白色 テロでなくて なんであろう。 人間の 思想を 抑圧す る こ 
とはで きない もの だ。 あなたは 肉体を 抑圧す る ことは できる だろう が、 思想は 決して 抑圧で きないと いう ことを 知 
るべき だ。 いま 若い 人たち の 思想は めざましく 発展して いるが、 その 人たち の 気勢を そぐ ような ことを する のは、 
革命に 害を あたえる ことにし かならない の だ。 あなたが ぼくを 殺したい のなら 殺す がよ い。 —— わたしは いつでも 
死ぬ 覚悟が できて いるの だ」 

将軍は こう 応酬して 高而虚 をはげ しくせ めたてた。 

将軍は、 その 夜のう ちに 同志たち のい る 能 家へ むかった。 そして 同志と ともに 県 三源槪 で、 崔 奉ら 「南満 青 
総 大会」 の 準備 委員を 虐殺した 民族主義 者の 罪状を ばくろす る 声明を 発表した。 

このように、 将軍が マルクス •レ— ニン 主義の 教える 革命の 道を 切り ひらいて ゆく 過程は、 民族主義 者との 深刻 
な 思想 闘争を ともなって いたので ある。 

そのころ 将軍は また、 共産主義 運動の 隊列に 巣くう 分派 分子ら ともは げしく たたかった。 

共産主義 運動に およ ♦ほした 分派主義 者の 害毒は じつに 甚大な ものが あった。 わが国に マルクス ♦レ！ ニン 主義が 
普及し、 労働運動が 成長す るに つれ、 一九二 五 年に 組織され た 朝鮮 共産党は、 日本 帝国主義の 苛酷な 弾圧と 分派 主 
義者 たちの 分裂 策動に よって、 早く も 一九二 八 年には 解散して しまう 状態であった。 
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党は 解散した が、 労働者 や 農民は 共産主義者の 指導の もとに 闘争を つづけて いた。 しかし、 分派 分子は 党が 解散 
したの ち も 自分たち の 犯した 罪悪から 教訓を 見いだ す どころ か、 かえって 自分たち の 派を 中心とする 党 再建 グルー 
プを つくり、 依然として 分裂 策動に 血 道を あげていた。 

こうした 事情は、 満州に きていた 分派 分子の 場合で も 同じであった。 かれらは それぞれ、 自分たち の 派を 中心と 
した 党 再建 グル ー ブ 満州 総 局なる ものを つくり、 派閥と 派閥との あいだ、 または 同じ 派閥 内で みにくいあらそいを 
つづけた。 

吉 林に 集まって いたかれ ら 各派の 「巨頭」 たちは、 朝鮮人 青年 学生の 政治問題に かんする 討論会 や 雄弁 大会に ま 
であら われて 自 派の 主張を 宣伝し、 歓心を買おうと してやっ きとな っていた。 

分派 分子の このような 醜態に 憤激した 将軍は、 そのつど かれらの 誤った 主張を 容赦な く 批判し、 かれらの 罪悪を 
青年 学生たち のまえ であます ところな くばく ろした。 

将軍は、 団結を そこなう 分派 分子の 行動を 犯罪で あると 烙印を おした。 将軍は、 「M.L 派」、 「火曜 派」、 「ソゥ 
ル •上海 派」 などの 各派で、 「共産主義の 大 先輩」 を 自称す る 分派の 「巨頭」 らに たいしても 断固と した 批判を く 
わえ、 とくに かれらが 革命の 当面の 課題を 忘れ去り、 むなしい 論争で 虚勢を はるのを 許さなかった。 

このように 将軍は、 一方では 分派 分子と、 そしてもう 一方では 民族主義 者との 思想 闘争を 展開しながら 青年 学生 
を その 影響から 切りは なし、 マルクス •レー ニン 主義の 旗の もとに 団結させる ため 全力を かたむけた。 

将軍は、 このような 思想 闘争を 土台に して、 わずかの あいだに 吉林 市を 中心とした 青年 学生運動を 力強く 前進 さ 
せる ことができた ので ある。 
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4 鉄窓の なかで 

将軍が 「南満 青 総 大会」 のために 吉林 をはな れて いる あいだ、 吉林 市の 形勢は 非常に 険悪な ものと なって いた 0 

すでに 中国 国民 党の 反動 軍閥 当局と つうじていた 日本 帝国主義は 一九二 九 年の 後半から、 共産主義者を 先頭と す 
る在満 朝鮮人 反日 運動家たち を かつてない はげし さで もって 弾圧し はじめた。 

悪質な 高 而虚の 行動な ど、 内部からの 危険を すでに 感じて いた 将軍の 身辺には 外からの より 大きな、 新たな 危険 
がせ まりは じめ ていた。 

こうした とき、 吉林 第五 中学校の 共 青 組織が 敵に 内偵され、 そこから 端を 発して 市内の 共 青にたい する 検挙 旋風 
がまき おこった。 将軍 もこのと き、 中国 反動 軍閥 当局に よって 逮捕されて しまった 0 

しかし 軍閥 当局は、 数多くの 共 青 員を 逮捕した とはいう ものの、 かれらの 活動にたい する 具体的な 資料を つかむ 
までには いたらなかった。 軍閥 当局は 将軍を 主要人物 だと 考えて いたが、 これと いった 物的証拠を にぎって はいな 
かった。 背後関係を しらべても、 法に ふれる ような 特別な ものを さがしだす ことは できなかった。 友人たち の 関係 
を しらべても、 中国人を ふくめて 将軍を 悪く いう ものは 一人 もい なかった。 

したがって 当局者たち は、 ただ 自分たち なりに、 青年 学生の なかで 将軍の 政治、 思想 的 影響力が 大きいだ ろうと 
いう ことを 推測す るし か 手がなかった。 

かれらは 拷問と 脅迫を くりかえした が、 将軍からは なにも ききだす ことができなかった。 しかし かれらは 将軍を 
無罪 釈放に しようとは しなかった。 

将軍は 結局、 青年 学生を 扇動し 現 秩序を 破壊す るた めの 共産主義 革命 闘争を 指導した という 「罪名」 の 調書と と 
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もに 吉林 監獄へ おくられた。 これは 将軍が 地下 活動を はじめてから 二度目に うけた 監禁であった。 

最初の 監禁は 撫松 地方で うけた。 将軍は このと き、 友人と ともに 封建思想を 批判す る 演劇を 創作して 公演した 
が、 敵の 手先が 将軍を 密告した ため 警察に 逮捕された ので ある。 三度 目に 安 図 警察署に 監禁され たと きには、 康盤 
石 女史が 多くの 同胞たち を ひきつれ、 釈放を もとめて はげしく たたかった こと も あった。 

将軍が 二度目に 監禁され た吉林 監獄は 十字 監で あった。 東西南北に 十字形の 廊下が のび、 その 廊下の 両側に 監房 
が あった。 そして、 その 北側の 最初から 二番目が 将軍の いた 監房であった。 

非道き わ まりない 権力の まえにつな がれた 将軍は、 あらためて 革命の けわし さを 痛感し、 敵との たたかいに おい 
て 暴力が はたす 作用を 深く 考えないで はいられなかった。 

鉄窓は 将軍を 苦しめた。 それは 自身が うけた 肉体的な 苦痛よりも、 囚人たち のみ じめ な 境遇を 見つめながら、 正 
義と 良心が 犯罪と なる 醜悪な 社会を 痛感す る 精神的苦痛の 方が より 大きかった。 とくに 祖国を 失った 朝鮮人 収監 者 
がう ける 民族的 蔑視と 屈辱は、 たえる ことができない ものであった。 そうした ときな ど、 将軍は 亡き 父の 詩句を 思 
いかえして 重い 心を なぐさめる のだった。 

国を なくせし わが 民よ 
海に うかべる 塵の ごと 
流れさす らう 汝な るか 
国な くせし を 泣くな かれ 
祖国を 奪い かえす 日の 
遠から ざるを しせよ 
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鉄窓の なかで も、 将軍の 心は 世界を かけめぐった。 

あるときは、 父が 歩んだ 道と その 遺言を 思い かえす こと も あった。 また あるときは、 祖国の 山河と 異国の いたる 
ところで 鉄鎖に つながれた 数千 数万の 朝鮮の 愛国者た ちの 群像を 描きながら、 かれらの 怒りと 叫びを 胸 深く 感じと 
.つたり した。 

そうした ときな ど、 将軍には 朝鮮 全体が まるで 一つの 監獄の ように 思われて ならなかった。 いや 朝鮮は、 日本 帝 


国 主義と いう 監獄に つながれた 血に I 
そまった 囚人であった。  I 

このょうな 朝鮮に たいする 愛は、 一 
民族の 手足を しばりつけ ている 日本 | 
帝国主義の 死刑執行 吏 どもを うちの 一 
めす 闘争に ょっての み、 実現で きる 
の だとい うこと を 将軍は 痛感した。 

まさに、 武装した 敵を 掃討す る こ 
となし には、 祖国を 救う こと も、 そ 
こに 希望の 楽園を 築く こと もで きな 
かった。 監獄は 結局、 敵が 意図した 
ものとは 逆に、 将軍に 祖国の 解放と 1 
繁栄の ため 死を 賭して たたかう 決意 
を かためさせた だけであった。 
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将軍は しだいに 獄中 生活に なれ、 監獄の 内部の 動きを 把握で きる ようにな ると、 あらゆる 機会と 条件を 利用して 
獄中の 同志たち と 連絡を とり、 かれらの たたかいを 指導し はじめた。 その かたわら 看守たち にも 近づいて、 かれら 
をねば り 強く 教育した。 

やがて 看守たち は、 将軍にたい してし だいに 尊敬と 好感を もちは じめ た。 将軍は かれらと 会うた びに 共産主義に 
ついて わかりやすく 説明した。 

この 過程で 看守たち は 共産主義者にたい する 態度を あらためる ようになり、 やがては 将軍の 外部との 連絡まで ひ 
きうけ、 獄 外の 同志たち から おくられて くる 書物 や 差し いれ 品な ども、 そのまま 将軍に 手 わたして くれる ようにな 
った。 そのため 将軍は、 読書 も 比較的 思いのままに つづける ことができた。 

将軍は 精力 的に 読書を つづけた。 そして 『帝国主義 論』、 『植民地 民族 問題』、 『レ ーニン の 生涯と 活動』 などの 書 
物は、 それが すり 切れる までく りかえ して 読んだ。 

将軍は 政治に かんする 書物を 読破す る 一方、 革命の 前途に ついて 深い 思索を めぐらした。 とくに 朝鮮にたい する 
日本 帝国主義の 植民地政策の 本質と、 民族 解放 運動の 経験 や 教訓を さがしもとめる ことに 没頭した。 

朝鮮 革命は 今後 どのように 発展す るの だろう か。 朝鮮の 解放を 早める 方途は なんで あり、 一貫した 原則は. どう 
あらねば ならない のか。 ！ こうした 問題に ついて 将軍は 深い 思いを めぐらせた。 

とくに 将軍は、 「暴力には 暴力で—」 という 原則を どのように 具現すべき かにつ いて 思索を 集中 させながら、 朝 
鮮 民族 解放 運動の 作戦 図を 構想す る ことに 心血を そそいだ。 

このように して 将軍は、 一九 三〇 年の 春、 八 か 月ぶ りに 出獄す る ことができた ので ある。 
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5 農村を 活動 舞台に 

監獄の 門を でた 将軍の まえには、 いくつかの 難関が よこたわって いた。 

獄中に いる あいだ、 将軍は すでに 毓文 中学校の 学籍簿から のぞかれて いたし、 共 青の 組織は ほとんど 破壊され て 
いた。 

そのため 学校では 二度と 活動す る こと もで きず、 散り ぢり になった 同志たち と 連係を むすぶ の も むずかしい 状況 
だった。 

生活が 苦しい うえに、 すべてが 混乱して いて 前途は 漠然として いた。 しかも 五 •三 〇 暴動に よる 険悪な 情勢は、 
将軍の 活動に いっそう 大きな 支障を もたらして いた。 

当時、 派閥 あらそいに 明け暮れして いた 分派 分子たち は、 一九 三〇 年代には いって コミンテルンから 一国 一党 問 
題が 提起され る や、 それぞれ 党 再建 グル ー プ 満州 総 局を 解体し、 中国共産党い りを もくろんで 汲々 とする あまり、 
自分たち の 「革命 性」 を 立証し ようと 中国共産党の 李 立 三の 左翼 冒険 主義 路線に 盲従して、 なんらの 打算 もな く 東 
満州で 一九 三〇年 五月 三十日、 大衆を 無謀な 暴動へ AJ 追い こんだ。 

日本の 侵略者たち は、 これを 機会に 多数の 朝鮮人 共産主義者と 革命的な 大衆を 逮捕して 虐殺す る 一方、 朝 •中両 
国人 民を 敵対させる ための 離間策 動を いっそう 強化した。 

また 国民 党 軍閥 政府と 一部の 中国人は 五 •三 〇 暴動を 契機に、 それでなくても 差別され ている 朝鮮人を 「日本人 
の 手先 だ」 とのの しって 排斥し、 手 あたりし だいに 虐殺し はじめた。 

こうして、 祖国を 奪われた 朝鮮人は 前後から おそいかかる 日本 帝国主義 侵略者と 国民 党 軍閥と によって、 さらに 
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筆舌に つくしが たい 迫害と 弾圧を うける ようになった ので ある。 

殺伐と した 空気は、 出獄 直後の 将軍の 身のう えに も 大きな 危険を もたらした。 

しかし 新しい 闘志を 胸に ひめて 出獄した 将軍は、 じっと 手を こまねいて はいなかった。 危険な 事態は かえって 将 
軍の 勇気を ふるいたたせた。 将軍は 悲壮な 決意を かため、 意義深い 探求と みのり 多い 闘争の 思い出 深い 吉 林に 別れ 
を つげ、 長 春 県卡倫 地方へ 移って 新しい 活動を はじめた。 

かつては 吉林 市を 中心に 青年 学生を おもな 対象と して 活動して きた 将軍は、 このと きから 舞台を 農村へ と 移し、 
広 はんな 農民 大衆の なかには いって 工作を はじめる ようになった。 

これは 将軍が 獄中で 構想した 遠大な 作戦 図の 一端を ひらいた もので あり、 革命、 とくに 農民が 人口の 多数を しめ 
る 植民地 民族 解放 闘争に おいては、 労働者と ともに 農民を 革命的に 教育す る ことが 重要で あると いう マルクス •レ 
! ニ ン 主義の 原理から 出発した ものであった。 

帝国主義 者たち は 例外な く 植民地 隸 属国の なかに 封建的、 半 封建的な 関係を のこして おき、 買 弁 資本家と ともに 
地主を 自己の 植民地統治の 支柱と して 利用した。 そのため 植民地の 人民は、 外来 帝国主義 勢力と それに むすびつい 
た 国内の 反動 勢力と による 二重 三重の 搾取と 圧迫を うけた が、 なかで も 住民の 絶対多数を しめる 農民が その おもな 
対象であった。 したがって、 植民地 民族 解放 革命の 性格は 反帝 反 封建 民主主義 革命で あり、 農民 問題と 土地 問題の 
解決が その 主要な 課題と なって いた。 

そのため 共産主義者たち は、 植民地 民族 解放 革命を 遂行す るう えで、 広 はんな 農民 大衆を 労働者階級の たのもし 
い 同盟 者と して 教育し、 団結 させ、 闘争へ と 決起させる ことに 大きな 力を そそがねば ならなかった。 

将軍は、 こうした 課題が 解決で きる という 見と おしの もとに 卡 倫へ 移って いった。 

吉 林と 長 春の あいだに 位置す る卡 倫は、 長 春から 四十 数キ a はなれた 小さな 駅の ある 農村で、 将軍が 一九二 八 年 
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の 秋 ごろから 革命 組織を つくって 指導した ことの ある 土地だった。 

将軍が この 一帯を えらんだ のは、 卡 倫から 長 春が 近く、 哈爾濱 と 連絡を とる のに も 便利だった からで ある。 

卡 倫に 到着した 将軍は、 そこから 約 四 キロ ばかりは なれた 賈家屯 (戴 似 どもい う) に 住む ことにした。 賈家 屯は さ 
して 大きくない 朝鮮人 部落であった が、 共産主義者たち の 活動の 拠点と なって いると ころであった。 

住民の 大多数は、 朝鮮で 三 •一  運動に 参加して 亡命して きた 人び とと 生活難から 流浪して 住みつ いた 人たち であ 
り、 血と 汗に ょって 開墾した わずか ばかりの 水田で かろうじて 命を つないで 生きて ゆく 貧農たち であった。 

将軍は ここで、 同志たち とともに 卡 倫と 伊通 県 孤楡樹 とを ゆききしながら、 その 一帯の 革命 組織を 指導し、 農民 
大衆にたい する 啓蒙 活動を はじめた。 

最初は 卡倫に 四 年 制の 進 明 学校を 設け、 文化 啓蒙 活動を すすめた。 孤楡樹 では til 光学 校が 中心であった。 

将軍は 貧し さの ため 学ぶ ことので きない 農民の 子どもたちに 無料 教育を おこない、 夜 字を ひらいて 青 壮年と 婦人 
たちを 教育した。 

こうした 啓蒙 活動を もとにして、 つぎは 住民を 階層 別に 組織し、 政治的に きたえて いった。 学生たち は 少年団、 
あるいは 少年 探険 隊へ いれ、 婦人は 婦女 会へ、 農民は 農民 協会へ といった ょうに 組織して いった。 

進 明 学校では 少年団を、 三 光学 校では 少年 探険 隊を 組織して 学生たち を 結集し、 かれらに 秘密 通信 連絡と 警備、 
歩哨 勤務、 偵察、 武器 運搬、 軍事 学習と 宣伝 物の 配布な どの 任務を あたえた。 

一方、 青年会には 地方の 進歩的な 青年を うけいれ、 マルクス •レー ニン 主義の 思想を 教えながら 部落を 警備 させ、 
日本 帝国主義の 手先 どもを 処断し、 革命家たち の 身辺を 保護す る 任務な どを あたえた。 婦女 会と 農民 協会は 村民を 
対象に 文化 啓蒙 活動を おこなう かたわら、 会員たち に 反日 愛国 教育を おこなった。 

将軍は 啓蒙と 組織 活動を 指導しながら、 同志たち とともに 夜を 徹して 『ボル シュビ ーク j| という 政治 雑誌を 発行 
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したり、 また 講習会 や 講演会に も 出席して 大衆を 革命 思想で 教育す る ことに 全力を そそいだ。 

将軍は 疲れを 知らなかった。 革命 意識に ようやく 目 ざめ、 組織 生活が 新しい 力を あたえて くれる とよろ こぶ 農民 
たち —— 、どんな ことで も 熱心に やっての ける 青年たち の 姿を 見る たびに 努力の かいが あった と 思い、 革命の 明る 
い 未来像を 描いて みるの だった。 

日が たつに つれて 農民の 革命 意識は 高まり、 すべての 組織が 力強く 機動 的に 働く ようになった。 

将軍は とくに、 孤楡樹 で 革命の 幹部を 計画的に 育成す る ことに 大きな 力を そそいだ ◊将軍は 四 年 制の 三 光学 校に 
二 年 制の 高等科を 併設し、 そこへ 孤楡樹 はむ ろん、 卡 倫と 南満 州 一帯から えらばれた 少年団 員を うけいれた。 かれ 
らの 年齢は 十四 歳から 二十歳までで あった。 

.高等科の 教員は 反帝 青年 同盟 員で、 すでに この 地に 派遣され ていた 共産主義者たち が 直接 教壇に たった。 かれら 
は 学生たち に 朝鮮の 歴史、‘ マルクスの 『資本論』、 『弁証法的唯物論』、 『人類 社会 発展 史』 、『ソ連 社会主義 革命 史』 な 
どの 社会科学 課目を 中心に 教えた。 こうした 教材は 将軍の 指導の もとに 共産主義者たち が 直接 作成し、 ブリントし 
たものを もちいた。 

また この 学校では とくに、 青少年たち に 銃の あつかい 方を ならわせ 、軍事 知識を 教えたり した。 

将軍が 一九 三〇 年の 夏に おこなった このような 活動は、 革命の 前途の ために、 今後の 本格的な 武装 闘争の 土台を 
築く 重要な 活動であった。 つまり 将軍の すべての 活動は、 武装 闘争へ と 移行す るた めの 準備であった。  . 

■事実、 将軍は 卡倫 地方で 活動を 開始した ときから、 すでに 国内へ 試験的に 武装 グル ー プを 派遣す る 決意を かた 
め、 反帝 青年 同盟 員の なかから 一部の 同志を えらび、 当時 安 図で 共 青 活動を していた 叔父の 金亨権 先生の もとへ お 
くり、 武装 グル ー プを 編成 させて いた。 

金亨権 先生を 先頭と する 武装 グル— ブ は、 一九 三〇年 八月に 国内へ 進出して 咸鏡南 道 豊山郡 把 a 里の 駐在所を 襲 
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撃した。 また 九月のは じめ には 洪原郡 一帯で 日本の 警察に 打撃を あたえた。 

しかし その 途中、 スパィの 密告に よって 武装 グル ープの メンバ ー 全員が 敵に 逮捕されて しまう という 事件が おこ 

った。 

そのため 金亨権 先生は 十五 年間の 刑を うけ、 他の 同志たち とともにな がい あいだ ソゥル 西 大門 刑務所に 監禁 さ 
れ 、一九 三 五 年、 痛ましく も 獄死した。 

将軍の 活動は いっそう 複雑に なった。 

一九 三〇 年の 夏、 将軍は 農村 工作を つづける かたわら 共 青 指導者と して 吉東 地区の 数多くの 部落を たずね 歩き、 
分散して いた 同志たち と 連係を むすび、 破壊され た 共 青の 組織を 復活させる ために あらゆる 情熱を そそいだ。 
しかし、 この 時期の 将軍の 活動は 困難を きわめた。 

敵は 将軍を 逮捕し ようと 血 まなこに なって いた。 将軍は どこへ いっても 敵の きびしい 警戒 網に つきあたり、 なん 
ども 危険な 状態に さらされた。 

将軍が 同志たち との 連係を とりもどそうと 吉林 へいっ たと きのこと だった。 将軍は 敵の きびしい 監視を くぐりぬ 
け 無事に 吉 林へは いる ことは できた が、 組織に 関係の ある 友人たち と 会う 方法がなかった。 

五 •三 〇 暴動の 悪影響に よって、 朝鮮人にたい する 日本の 侵略者と 国民 党 軍閥の 暴圧は、 いっそうは げしくな っ 
ていた。 一部の 中国人は、 朝鮮人を 見つけさえ すれば 「小 東洋 鬼 (小 日本人め！)」 といいながら 手 あたりし だい 
に 殺害 するとい う ありさまで あった。 

こうした 状況の もとで、 組織に 関係して いた 同志たち は ほどん ど 一時 身を ひそめて いた。 

将軍は やむなく 海 竜、 清 原 地区に 住んで いる 一共 青 員と 会い、 かれを つうじて 連係を たもとうと 考えた。 
しかし 軍閥 当局の 取締りが きびしい うえ、 日本 官憲の 手先まで あとを つけまわす ために 吉林 市内を ぬけだす こと 
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自体が まず 問題であった。 

将軍は 考えぬ いたす え 中国人の 紳士に 変装し、 吉 林の 本 駅を さけて 郊外の 駅から 列車に のる ことにした。 

こうして 将軍は、 二等 車 (いまの 一等に あたる) で 海 竜 駅まで 無事に ゆきつく ことができた。 

将軍は いくらか 安心した。 

しかし 敵は、 今度 こそ まちがいな く 将軍を 逮捕で きる ものと 信じて いた。 なぜなら、 吉林 から 将軍を 尾行した ス 
パィが、 郊外の 駅で 将軍が 海 竜 ゆきの 乗車券を 買い もとめた ことまで つきとめ、 海 竜に あった 日本 領事館に 急報し 
ていたから である。 

日本 領事館は ただちに 軍警を 駅に 出動 させた。 将軍が 列車から おりる と 同時に 逮捕す る 計画だった。 

将軍は 敵の 策動には 気づいて いなかった が、 (将軍は、 あとで 同志を つうじて くわしく この間の 事情を 知った) 列車が 
海 竜 駅の ホ！ ムに すべりこんだ とき、 殺気だった 目つ きで 列車の 到着を 見 はって いる 日本軍 警の 姿を 発見して、 こ 
れは ただごとでは ない と 直感的に 感じと った。 

将軍は すばやく 駅の 構内を 脱出す ると 馬車で 市内の ある 高級 旅館に のりつけ、 この 危険からの がれる ことができ 
た。 

危機を 脱した 将軍は 旅館に しばらく 滞在しながら、 予定して いた 同志たち と 連絡を とって 具体的な 任務を あたえ 
たのち、 他の 同志と 連係を とる ために 蛟河 へむ けて 出発した。 

その後、 海 竜 地区では 青年 運動が いちだんと 活気を おびる ょうになった。 

将軍が たずねて いった 蛟河 も、 やはり 敵の 暴圧の ために 血な まぐ さい 空気が ただょって いた。 しかも、 それまで 
活動して いた 青年たち が 身を かくした あとだった ので、 将軍は だれに も 会う ことができなかった。 

敵の 弾圧が あまりに も きびしいた め、 将軍 自身 も 当分の あいだ 身を かくさた ければ tr らな かった。 
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将冪は やむなく 父の 旧友を たずねる ことにした。 この 地方には 父の 古い 親友で ある 張喆鎬 と、 かつて 父と 親し か 
った 李在淳 という 人が 住んで いた。 

しかし、 かれらを たずねた 将軍は 失望した。 最初は 張喆鎬 をたず ねたが、 かれはとう に 金に 目が くらみ、 独立 運 
動に ついては 少しも 関心を しめさず 完全に 堕落して いた。 将軍と 会った かれは、 親友の 息子が 自分を たずねて くれ 
たのを よろこぶ かわりに、 わざわいが 自分に およぶ のを おそれて ふるえあがる ありさまだった。 

将軍は かれに 見切りを つけ 李 在淳の 家を たずねた。 かれは 旧友の 息子が きたと いってな つかしが りは したが、 
やはり 将軍を かくまおう とせず、 食事で もしてから 別れようと いった 調子だった。 

将軍は かれらと 別れてから 深い もの 思いに とらわれた。 

活動が 順調に すすみ、 目の まえが 明るかった ときは 独立の 志士を 自称し、 自分 こそは もっとも 熱烈な 愛国者で あ 
るかの ように ふるまって いた ものたち が、 敵の 弾圧が はげしくな り 情勢が 困難になる と 戦列からは なれ、 自分 だけ 
の 安逸を はかる 道に 逃避し、 むかしの 親しい 関係は おろか、 義理 もな にも すっかり すて 去って しまったの である。 
思想 的に 堕落した ものは、 人間的に も 卑劣であった。 

きびしい 革命 闘争は、 思想 的に も 人間的に もしっ かりと むすばれて いなければ 成功し ない ものである。 よろこび 
も 苦しみ も、 ともに わかちあう ことができる 同士 心 愛、 死の まえで も かわらぬ 同志 愛、 これを 同志たち の あいだで 育 
てて いこう —— 、将軍は こう 決心した。 

将軍は 気を とりなおし、 吉 林で 青年 組織に 関係して いた 友人を たずねる ことにした。 しかし、 だれが 密告した も 
のか、 また 国民 党 軍閥の 手下が 追跡して きた。 

危険な 状態に おちいった 将軍は 敵の 追跡を かわしながら、 と ある 家の まえまで きた。 このと き、 その 家から 一人 
の 朝鮮の 婦人が あらわれ 、「どなた か 存じません が 追われて いるんで すね。 さあ 早く わたしの 子どもを お ぶって い 
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なさい」 といっ てす ば やく 自分の 子どもを 将軍に 背負わせ ると、 かまどの まえで 火を くべ るようと にいっ た。 そし 
て、 軍警が くれば 自分が とりなす から、 だまって いるよう にと つけくわえた。 危険な ときだった ので 将軍は 婦人の 
いうと おりに した。 

やがて 国民 党の 兵隊が かけつけ てきて、 「たったいま、 ここへ 若い 男が やってきた だろう。 どこへ いった / 」 と 
わめきたてた" 

婦人は 平然として、 だれも こなかった とこた えた。 

しかし そのと き、 将軍の 背に おぶさって いた 子どもが 人見知りを して か 急に 泣き だした。 まったく あやうい 一瞬 
であった。 

とっさに、 その 婦人は 敵に さとられまい と 中国語で 食事を すすめたり、 心に もない あいそを ふりまい たりして 急 
場を しのいだ。 

すると 敵は、 すぐにで もつ かまえられ ると 思った 男が 影 も かたち もなくなる とは 奇怪 千万 だ、 とつぶ やきながら 
たち 去った。 

だが、 まだ 安心は できなかった。 勇敢で 機知に とんだ その 婦人は こういった。 

「安心して もう 少し、 うちの 主人の ように ふるまって いてく ださい。 主人は 畑へ いっています が、 まもなく もど 
ってく る ころです から、 もう しばらくし てから 帰っ てく るよう にと、 これからい って 話して きます。 あいつら が 帰 
ってし まってから 先の ことを 考えたら いいで しよう」 

そして その 婦人は、 おなかを すかして いるだろう からと 食事の 用意までと とのえ て くれた ◊じつに 用意周到で 心 
の やさしい 婦人であった。 

i ころが、 そこへ また 国民 党の 兵士たち が やってきて、 用が あるから と 今度は 将軍を よびつけた。 
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すると 婦人は 顔色 一つ かえず、 「主人は からだを こわして いますので、 わたしが かわりに いってき ましょう」 と 
いって、 かれらの 用事を たしてから もどって きた。 

将軍は、 しばらくして 畑から 帰って きた 家の 主人と 会い、 あいさつを かわした。 つね 日ごろから 革命家を たすけ 
ようと 考えて いた この 家の 主人は、 将軍が 身を かくすと ころまで 紹介して くれた。 

将軍は、 危険を おかして まで 献身的に つくして くれた 良心的で 気丈な 婦人と その 主人に 深く 謝意を 表し、 別れを 
つげた。 

ひところの 「独立の 志士」 たちは 尻 ごみを し 堕落しても、 つねに かわりなく 誠実で 不屈な のは 人民であった。 将 
軍は このと き、 どんな 逆境の なかに あっても かわらない 力と 美し さを もちつづける 民衆 こそ、 革命家が 依拠し なけ 
ればな らな いもっ とも 貴重な ふところ だと 感じた。 

将軍は その後、 さがしもとめ ていた 同志と 会って その 地方の 情勢を くわしく 把握し、 今後の 活動に ついて うちあ 
わせた のち 哈爾濱 へむ かって 出発した。 

目的地に 無事つ いて 組織と つながりを つける ことに 成功した 将軍は、 今後の 活動に ついて その 地方の 同志たち と 
いろいろ 話し あった。 

しかし ここで も、 将軍は 敵の 目を さける ために さまざまな 困難に 允えねば ならなかった。 まず 普通の 旅館では 臨 
検が きびしいた め、 白 系 ロシア 人が 経営す る 安全な 高級 旅館に 身を よせる ことにした。 

ところが まもなく 白 系 ロ シア 人の 女中が、 りっぱな 背広に 身を かためた 将軍に 食事の 注文を とりに きた。 将軍は 
困った。 ふところには 高級 旅館で 食事を とる だけの もちあわせがなかった。 

そこで 将軍は、 女中が 注文を とりにくる たびに 友人の 家で 食事を すませて きたと いっては その 場を とりつくろっ 
た。 そして 夕食 どきには 外にで て、 一 雲い とうもろこしの ピロ シキを 買っ てきて は 腹の たしに した。 
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哈爾濱 で 用を すませた 将軍は、 同志たち に 別れを つげて 敦化 へむ かった。 

しかし、 ここ も 敵の 弾圧が きびしかった ため、 一九 三〇 年の 秋には 伊通 県 孤楡樹 へたち より、 しばらく その 地方 
の 革命 組織を 指導した のち、 同志たち といっ しよ に 懷徳県 五家 子 一帯の 農民 大衆の なかへは いっていった。 

このように、 いかなる 難関 も 将軍の 前途を はばむ ことは できなかった。 敵は 「水 ももら さぬ 警戒 網」 をはり めぐ 
らした が 将軍を 逮捕す る ことは できなかった。 

将軍が つきやぶり、 のりこえて きた 死線は どれほど 多かった ことだろう。 

遠大な 構想を いだき、 ひたすら 同志と 人民 大衆を 信じ、 かれらの ために 生きて ゆく 将軍の 胸には 失望の 生ずる 余 
地な どまった くなかった。 

ひとたびす すめば、 たとえ 敵の ためお くれたり 迀 回しなければ ならない ような ことがあっても、 最後には 必ず 目 
的 地に 到達す る 将軍であった。 

ゆく 先 ざき で 将軍は 活動を くりひろげ、 革命を 準備した。 ひとところで 任務が 終れば 休む ことなく 他の 地方へ と 
移って いった。 

こうして 将軍は いたるところで 同志を つくり、 人民の あたたかい 愛に むかえられた。 

将軍は、 かたむき かけた わらぶきの 家で 見知らぬ 老婆が しつらえて くれた 質素な 床に つくと きも、 それに 深く 感 
謝しながら 夜 ふけまで 新しい 活動の 構想を ねり、 •ほろ を まとっ た あわれな 同胞の 姿を 見て は、 おのれを きびしく ム 
チ うった。 

闘争と 革命は 将軍の 唯一の 義務で あり、 またし あわせで も あった。 

将軍と その 同志たち がたず ねた 五家 子は、 この 地域を 開拓した 三百 余 戸の 朝鮮人が 部落を かたちづくって いる 純 
然たる 農村 地帯であった。 
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この 地方には、 すでに 青年会、 婦女 会、 農 友 会な どの 大衆 団体が 組織され て 活動して おり、 教育機関と しては 三 
星 小学校が 設立され ていて、 つぎの 世代にたい する 教育が おこなわれて いた。 また 農民にたい する 文化 啓蒙 活動 も 
すすめられ ていた。 

しかし マルクス •レー ニン 主義の 思想が 普及して いなかった ため、 この 地域は まだ 民族主義の 古い ちからぬけで 
る ことができない でいた。 将 
軍は 同志たち とともに、 この 
地方の 先覚者 や 進歩的な 青年 
をたず ねて つながりを つけ、 

かれらを つぅじて 各団体を し 

だいに マルクス •レ 1 ーン主 

義的な 革命 組織に かえて ゆく 
活動を はじめた。 

将軍は まず、 三 星 小学校に 
目を むけ、 教員を 進歩的な 青 
年たち にと って かわらせ、 高 
学年の 学生たち には マルク 
ス •レ ーニン 主義 理論に もと 
づく 『宗教 批判 論』、 『共産党 
宣言』、 『レ ーニン 主義の 諸 問 
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題』 などの 政治 課目 も 教える ようにした。 そして 全校 生 (約 二 百 名であった) で 少年 先鋒 隊と 少年 探険 隊を 組織し、 
直接 これを 指導しながら 軍事訓練を おこなった。 

また 大衆の なかに マルクス •レー ニン 主義 思想を 普及し やすくす るた めに、 青年会、 婦女 会、 農 友 会な どを 改編 
し、 すぐれた 青年会 員たち で 反帝 青年 同盟を 組織した。 

農 友 会は、 その 名称を 農民 同盟に かえて 『農 友』 という 雑誌を 発行した。 また 改編され た 婦女 会は 婦人たち を 朝 
鮮 独立と 女性 解放の 思想で 教育しながら、 彼女たち の 文化 水準を 高める 活動を おこなった。 

将軍は 農民 大衆と 寝食を と. もに しながら、 かれらの なかで ねばり 強く 講演と 解説 活動を つづけた。 

このように して 将軍は 卡倫 、孤楡 樹 地方から 五家 子 一帯に いたる 農村 地域での 精力 的な 活動に よって、 広 はんな 
農民 大衆を 短時日の あいだに 革命 意識に めざめさ せこの 一帯に 確固と した 革命的な 大衆の 基盤を 築いた ので ある。 

数多くの 自称 「愛国者」 や 「共産主義の 闘士」 たちが、 とる にたらない 目先き の 地位 や 名誉の ための 勢力 あらそ 
いに 明け暮れして いたと き、 まだは たちに もなら ない 若さで 早く も 革命の 大局と 民族 0. 運命を 見と おし、 大衆の な 
かに 深く はいって、 ひたすら 祖国と 人民の ために 力を そそいで いる 将軍の 姿は、 この 地方の 人民 大衆と 先覚者たち 
を 深く 感動 させずに はおかなかった。 

かれらは、 愛国 的 節操と 叩 的な 情熱で 人び との 心を 燃えた たせて いる 将軍の ことばに 感激し、 つねに 大衆に 依 
拠し、 大衆と ともに いる 将軍の 活動ぶ りと その 人間性に 深い 感動を おぼえた。 

こうして、 将軍にたい する 同志たち と 人民 大衆の 期待と 支持は 日 ましに 高まって いった。 

五家 子 一帯で 革命 勢力を はぐくんだ 将軍は、 一九 三 一年のは じめ 敦化 へむ かった。 

将軍は ここを 拠点として 共 青 組織を 復活 させ、 中核 的な 青年たち を 結集す るた めに 間 島 地方へ 同志を 派遣したり 
した。 
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こうした 過程を つうじて、 敦 化には 車 光洙を はじめと する 反帝 青年 同盟 員と、 吉林 でつな がりを もっていた 共 青 
員、 そして 約 二十 名に およぶ 敦化 中学校の 卒業生な ど 数多くの 若 ものたち が 将軍の まわりに 結集した。 

将軍は かれらを 動員して 吉東 地区の 共 青 組織を 復活 させ、 農民 大衆の なかで 革命 教育を ねばり 強く おしすすめな 
がら、 新しい 情勢に 対処して いっそう 積極的な 闘争に そなえた。 

しかし、 この ころの 将軍の 生活は きわめて 苦しかった。 

とくに 敦化 から 甕石碯 子へ 移って からは、 ふとん も 枕 もな く、 ひろって きた 薪 ざっぽうを 燃やしながら 夜を すご 
す ありさま だつ た。 

そして、 とうもろこしが 
ゆに 朝鮮 漬だ けで 食事を す 
ますこと が 多かった。 

このような 生活を おくり 
ながら も、 将軍は 昼夜を と 
わず 農民の なかで 精力 的な 
地下 活動を 展開した。 

こうして 将軍は、 その 犠 
性的な 努力に よって、 広は 
んな 人民 大衆を しだいに 日 
本 帝国主義に 反対す る 武装 

闘争の 道へ と 導いて いった ■It :ん  -  ^ 
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ので あるひ 

だれもが 将軍の めざましい 活動に 感嘆し、 やがては すぐれた 指導者になる 人物 だと 信じて うたがわなかった。 ま 
ただれ もが 将軍を 自分たち の 戦友と して、 旗手と していた だく ことをこのう えない 誇りと した。 

将軍の 名は しだいに、 同志 や 人民 大衆の なかで 成 柱では なく 日 成と よばれる ようになった。 

金 日 成と いう 名は、 将軍が 五家 子 一帯で 活動して いたと きに 同志たち が 名 づけた ものである。 

朝鮮の 輝かしい 導きの 星に なって ほしいと いう 意味から、 同志たち は 最初、 将軍を 一星、 または 一つ星と よんで 
ぃた。 

しかし、 かれらは その 名前に も 満足で きなかった。 朝鮮を 植民地の 暗黒から 救いだ さなければ ならない 将軍は、 
一つの 星よりも、 むしろ 太陽で なければ ならなかった。 

そのため 将軍の 名は、 日 成と あらためてよ ばれる ようになった ので ある。 

まさに この 名は、 革命の 戦友たち と 人民 大衆が 心の底から 将軍に かけた かぎりない 期待の 輝かしい 形象化で あっ 
た。 

「同志たち は、 かれの 将来に 期待す る 心から 一星と いう 雅号を おくった。 朝鮮の 暁の 明星に なって ほしいと いう 
のだった。 このと きから かれは、 一星、 または 日 成と よばれた」 (崔衡 宇 著 『海外 朝鮮 革命運動 小史』 第一輯、 ソゥル 東 
方 文化 社 版、 一九 四 五 年、 三 一べ— ジ) 

こうして 朝鮮人 民は、 将軍が 抗日 武装 闘争を 展開し はじめた ときから、 将軍を 祖国の 救世主と して、 民族の 太陽 
として あおぎみ、 金 日 成 将軍と よんで 慕うよう になった ので ある。 


9 を 


1 偉大な よ びかけ 「武器を とれ！』 
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1 偉大な よびかけ 「武器を とれ！」 

金 日 成 将軍は 各地の 革命 勢力を さらに 拡大しながら、 抗日 武装 闘争の 準備を 精力 的に おしすすめた* 

日 ましに 激化す る 内外の 情勢を 科学的に 分析した 将軍は、 武装 闘争へ 移行す る ことが これ 以上 おくらす ことので 
きない 切迫した 問題 だと 判断した。 

一九二 九 年からは じ まった 経済 恐慌は、 かつてない 破壊力を もって 資本主義 世界を ゆさぶって いた。 いくつかの 
資本主義 国家の 支配 層は もっとも 反動的な ファッショ 統治 制度を 樹立し、 自国 内の人 民を いっそう 苛酷に 搾取す る 
一方、 侵略戦争を 挑発す る ことによって 深刻な 経済 恐慌の 破局からの がれようと あがいて いた。 

こうして 歴史の 舞台には、 ドィツ、 ィタリア、 日本な どに よる 凶悪な ファシズム 国家が 台頭し、 植民地と 勢力 範 
囲 再 分割の ための 新しい 侵略戦争の 暗雲が ふたたび 低く たれこめは じめ たので ある。 

すでに 一九二 七 年 ごろから 経済 恐慌のう ずの なかで もがいて いた 日本 帝国主義は、 いち 早く ファ ッシ 3 軍閥 統治 
を 樹立し、 勤労大衆にたい する 搾取と 革命運動にたい する 弾圧を 強化しながら、 大陸 侵略の 野望を とげよう といっ 
そう露骨に策動した。このことは朝鮮に大きな影響をあたえ ±: 。 
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日本の 独占資本と 軍閥は、 深刻な 経済 恐慌で うけた 損失を とりもどし、 新たな 侵略戦争の 費用を つくりだす ため 
に 朝鮮での 収奪を さらに 強化した。 そのため 朝鮮人 労働者と 農民の 生活は いっそう 悲惨な ものと なった。 

一方、 日本 帝国主義は 自己の 略奪を 保障し、 朝鮮を 大陸 侵略の 安全な 「銃後」 につく りかえ るた めに、 愛国 的な 
朝鮮の 革命 勢力を 野獣の ょうに 弾圧した。 一九二 九 年には、 悪名高い 「治安維持法」 がさら に 改悪され、 人民 大衆 
は 手 あたりし だいに 牢獄へ とおくり こまれた。 

こうして 合法的な 活動の わずかな 可能性まで 抹殺され、 朝鮮は 手 かせ 足 かせの 状態と なった。 

朝鮮人 民は 坐して 死ぬ か、 さもな くばたち あがって たたかう かの 岐路に 直面した。 この 岐路で ひざを 屈して しま 
え ば、 朝鮮人 民は 永遠に 亡国の 民の 宿命からの がれる ことができなかった だろう。 

生と 自由と 解放を たたかい とる 道は ただ 一つ、 闘争 だけ、 —— 決死 的な 闘争の 道 だけであった。 

朝鮮人 民は 決然と 闘争に たちあがらねば ならなかった し、 たたかって 勝利を おさめなければ ならなかった。 

こうして 革命的な 労働者、 農民を 先頭と する 朝鮮人 民は、 一九二 〇年 代の 末期から 共産主義者の 指導の もとに 強 
力な 闘争を くりひろげた ❶ 

一九二 九 年に、 元 山の 労働者た ちが ゼネストを 断行した のに ひきつづき、 釜 山 ^ 績 工場、 新興 炭鉱、 ピョンヤン 
ゴム エ場の 労働者たち にょる 大規模な ストラィキ や 暴動が あいついで おこった。 

労働者たち の 革命的 進出に はげまされ、 農民 大衆 も 各地で 力強い 闘争を くりひろげた。 

慶尚 my 道 金 海の 迫 間 農場に おける 千 三百 名の 小作人た ちの 争議と 暴動、 平安 北 道 竜 川の 不二 農場に おける 農民 闘 
争、 咸鏡南 道端 川の 農民 暴動を はじめ、 いたるところで 農民の 大衆 的な 闘争と 暴動が おこった。 

東 満州 一帯で も 大規模な 農民の 小作 争議 や 暴動の 火の手が あがった。 

一九 三 一年の 秋、 間 島 一帯の 朝鮮 農民は、 共産主義者の 指導の もとに 秋の とりいれ 暴動 (秋収 暴動と いわれて いる) 
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を おこした。 秋の 収穫期に 減租 闘争と して はじま 〇 たこの たたかいは、 しだいに 日本 帝国主義と 反動 軍閥と 地主に 
反対す る 大衆 的な 暴動へ と 発展した。 

この 暴動には 東 満州 全域から、 じつに 十万 余 名の 農民が 参加した。 そして この 闘争は 翌年の 端境期の 暴動 (春 慌 
暴動と いわれて いる) へと 発展した。 

学生たち の 反日 運動 も、 一九二 九 年の 光州 学生 闘争を 契機に いっそう 積極的に くりひろげられた。 

この 時期の 革命的な 闘争に おける 重要な 特徴は、 広 はんな 人民 大衆に よる 果敢な 暴動 的 進出であった。 

暴動 的 進出は 闘争の 過程で 鍛錬され、 めざめた 労働者 や 農民の 革命 性と 戦闘 性の 表現で あり、 大衆 的な 闘争の 発 
展にお ける 必然的な 産物であった。 したがって 事態は、 大衆の こうした 暴動 的 進出を 一般化し 組織化して、 より 高 
度の 武装 闘争へ と 発展させる ことを 切実に 要求して いた。 すなわち 武装 P 争 だけが 武装した 敵を 擊滅 し、 民族 解放 
闘争の 終局 的な 勝利を たたかい とる 唯一の 道であった。 これは また、 長期に わたる 朝鮮人 民の 民族 解放 闘争の 歴史 
的な 経験が なによりも 雄弁に 物語って いる。 

周知の ように、 朝鮮人 民は ながい 歳月に わたり、 侵略者に 反対す る さまざまな 形態の 闘争を くりひろげて きた。 
義兵 闘争 も おこなわれ たし、 独立 軍の 闘争 も あった。 

しかし 敵の 武力が 大きくな り 弾圧が はげしくな ると、 団結す る ことを 知らない かれらは 結局 ばらばらに 散っ てし 
まつた。 

また、 進歩的な ィンテリに よる 愛国 的な 啓蒙運動 も おこなわれ たし、 暴力 的 進出にまで 到達した 労働者 や 農民の 
大衆 的な 闘争 も あった。 

こうした 闘争は もちろん、 民族 解放 闘争に おいて 肯定的な 意義を もつ ものであった 0 

しかし、 それだけでは 決して 日本 帝国主義を 打倒す る こと もで きないし、 朝鮮人 民の 不幸と 受難の 歴史に 終止符 
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をう つ こと もで きなかった 

過去に おける 運動の 経験は、 広 はんな 大衆の 暴力 闞争 も、 それが 確固と した 統一的 指導と マルクス* レ ー ニ ン主 
義に もとづく 正しい 戦略 戦術 的 指導に よっ て 保障され なければ、 失敗を さける ことができない という ことを 明白に 
物語って いた。 

また 請願の 方法 や 外部の 力に 依存して 独立を 達成し ようとい う 試みな ども、 きわめて おろかな 妄想に すぎない と 
いう ことを はっき りと 教えて いた。 

もっとも 正確で 唯一の 道 —— それは 武装した 侵略者を 武力に よって 擊退 する 道、 すなわち マルクス •レー ニン 主 
義を 指針と する さまざまな かたちの 大衆 闘争と 密接に むすびつき、 確固と した 大衆 的な 基盤のう えに たつ 組織的な 
武装 闘争を 展開す る 道であった。 こうした 武装 闘争に よっての み、 日本 帝国主義 侵略者を 完全に 撃退す る ことが で 
き、 民族の 前途を 切り ひらく ことができる のだった。 

しかも この 時期、 将軍が 活動して いた 東 満州の 事態は、 武装 闘争への 決起を いっそう 切迫した 問題と して 提起し 
ていた。 

農民 大衆の 革命的 進出に あわてふためいた 日本の 侵略者たち は、 血な まぐ さい 殺戮 行為に しがみついた。 かれら 
は、 「朝鮮人を 百 人 殺せば、 そのな かに 共産主義者が 一人は いるは ず だ。 だから 容赦な く 手 あたりし だいに 殺せ」 
と 公言して はばからなかった。 そして かれらは 砲 兵隊まで 動員して 村に 砲弾を うちこみ、 騎 兵隊は 逃げ まどう 婦女 
子を 踏み 殺したり した。 

こうして じつに 四 万 余 名の わが 同胞が 虫ヶ ラの ように 殺され、 数千 戸の 農家が 焼き はらわれた。 まさに 日本の 侵 
略 者たち の 野獣の ような 蛮行は、 悪魔 も 顔を そむける ほどの ものであった。 

侵略者にたい する 朝鮮人 民の 憤怒は 極度に 達し、 復簪の 炎は 強く 燃えさかった。 
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将軍は 日 ましに 険悪になる 困難な 情勢を 注視しながら、 すでに 吉林 監獄から 出獄した 一九 三〇 年の 夏、 朝鮮 革命 
にかんする 主体的な マルクス •レー ニン 主義 路線 —— すなわち 反帝 反 封建 民主主義 革命 路線と 武装 闘争 路線、 統一 
戦線 路線 および 朝鮮 共産党 創建の 方針を うちだし、 まず 抗日 武装 闘争の ために 共産主義者 たちの 武装 組織で ある 朝 
鮮革命 軍を 組織して、 その メンバ ー を 国内と 中部 満州 各地に 派遣して いた。 

ちょう どこの ころ、 情勢の 急変を つげる 事態が 発生した。 「満州事変」 が おこった ので ある。 

一九 三 一年 九月 十八 日の 夜、 奉 天 (ぃまの 瀋 陽) の 北方に ある 柳条 溝 付近で 満 鉄の 線路が 連続 的に 爆破され た。 戦 
争の 口火と なった この 事件は、 いうまでもなく 日本軍 閥 統治 集団の 謀略 屋 どもが ひきおこした ものだった。 

満州 全土は 動乱で 騒然と なった。 図に のった 日本 侵略軍は 全 満州に 野火の ように ひろがって いった。 

この 事変の 直後. •安 図では 各地の 革命 組織の 責任者 会議が ひらかれた。 

この 集まりで 将軍は、 抗日 武装 闘争 だけが 朝鮮の 革命を 発展させる 道で あり、 共産主義者は あらゆる 障害を のり 
こえて この 闘争に 広 はんな 大衆を 結集し なければ ならない とよび かけた。 

「われわれが 武器を とる 問題は なまやさしい ことでは ない。 しかし こんにちの 情勢は、 われわれが 武器を とらな 
ければ ならない 段階にまで 到達した。 …… 武器の ある ものは 武器、 金の ある ものは 金と いう ふうに、 われわれが も 
ってい るすべ ての 力を あわせ、 総動員して たたかわなければ ならない。 坐して 嘆いたり、 敵の 鬼畜の ような 蛮行を 
見て 絶叫す る だけでは 決して 問題は 解決され ない。 われわれは たちあがって 手に 武器を とり、 敵と たたかわな けれ 
ばなら ない」 

つづけて 将軍は、 武器を 入手す る 方法に ついての ベた。 

「武器を どこで 手に いれる のか。 金が あれば 買う こと もで き、 またつ くる こと もで きる。 しかし、 もっとも 早い 
方法は 敵の 武器を 奪いと る ことで ある。 知恵を だしあい、 場所を えらび、 死を おそれず たちあがれば、 _ 分の もつ 
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武器は 解決す る ことが てきる」 

この 決定的な 訴えは、 会讓に 参加した 人び との 心を はげしく ゆすぶっ た。 そして 全員が この 提案を 心から 支持し 
た。 

金 日 成 将軍が しめした 武装 闘争への 移行 路線は、 民族 解放 闘争を 勝利へ と 導く 唯一の、 可能で、 正当な 道を 照ら 
す 偉大な 発起で あり、 天才 的な 革命 路線であった。 また これは、 将軍が マルクス •レ ーニン 主義の 真理を 朝鮮 革命 
の 具体的な 実情に あうよう 創造的に 適用し、 発展 させた もっとも 科学的な 闘争 路線であった。 

当時、 こうした 合法 則 性と 革命の 前途を だれ 一人と して 予見す る ものは いなかった し、 また 明らかにする こと も 
できなかった。 

これは ただ、 マルクス •レ ーニン 主義 理論にたい する 高い 識見と、 天才 的な 洞察力を もつ 金 日 成 将軍に しては じ 
めて 可能な ことであった。 

将軍は、 わが国の 民族 解放 闘争の 具体的な 条件を 科学的に 分析し、 それに もとづいて 抗日 武装 闘争を 民族 解放 闘 
争の おもな 闘争 形態と して 規定し、 他の 形態の 闘争を これと 密接に むすびつけて 発展 させなければ ならない と 判断 
したので ある。 

とくに 将軍は、 革命の 参謀 部で ある 朝鮮の 真の マルクス •レ 1 ーン 主義 党を 創建す る 準備 も、 広 はんな 反日 民族 
統一戦線を つくる 活動 も、 武装 闘争と 結合され る ことによ っての み 実現が 可能で あると 考えた。 

日本 帝国主義の 弾庄と 分派 分子たち の 分裂 策動に より、 一九二 五 年に 創建され た 朝鮮 共産党が 解散され、 反日の 
唯一の 旗 じる しの もとに 民族的 団結が まだ 実現され ていない 条件の もとで、 将軍は マルクス •レ ーニン 主義 党 創建 
の 準備と、 反日 民族 統一戦線の 形成を 朝鮮人 共産主義者 たちの 重要な 課題と して 提起した。 しかし この 課題は、 朝 
鮮 民族 解放 闘争の おもな 形態で ある 抗日 武装 闘争に 依拠し ないで は 実現で きなかった。 
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これは 将軍が 以前から 考えて いた ことで あり、 実践 闘争の 過程では ぐく まれた 独創的な 構想であった • 
このように 将軍は、 武装 闘争と 党 創建の 準備と 統一戦線 —— この 三つは たがいに 切りは なして は 考える こと もで 
きず、 そのうちの 一つを とりのぞいても 他の 二つは 実現で きないと いう 弁証法的な 相互関係に ある 全 一体と みなし 
た。 こうした 意味で も、 おもな 闘争 形態を 武装 闘争と みなした 将軍の 路線は 独創的な ものであった。 

金 日 成 将軍が 明らかにした このような 路線の 底には、 歴史 発展の 推進力で ある 人民 大衆の 力、 とくに 気 « く 勇敢 
な 朝鮮人 民の 威力にたい する 確固と した 信念が よこたわっ ていた ◊人民を 教育し、 組織し、 闘争へ と 導けば、 日本 
の 侵略者たち は 必ず 滅亡し、 祖国の 独立を 達成で きる というの が 将軍の ゆるぎない 信念であった。 そして これ こそ 
朝鮮 革命の 主人公は 朝鮮人 民で あり、 朝鮮人 民 だけが 朝鮮の 革命を 遂行す る ことができる という、 将軍の 徹底した 
主体 思想と 自主的な 立場から 出発した ものであった。 

将軍は 抗日 武装 闘争 路線と ともに、 それを 実現す るた めの 具体的な 方針 も 明らかにした。 

.J  将軍は、 武装 闘争を 展開す るた めには まず 常設 的な 革命 武力で ある 抗日 遊撃隊を 組織し、 それを 強固な ものにし 
^  なければ ならない として、 遊撃隊を 創建す る 方針を さししめした。 

^  将軍は 遊撃隊を 創建す るう えで 守らなければ ならない 重要な 原則として、 マルクス •レ— ニ ン 主義を 戦略 戦術の 
^ 基礎に し、 人民 大衆との 連係を 強め、 その 隊伍を 労働者、 農民、 進歩的な 青年たち を 中核と して 組織し、 かれらを 
g 共産主義 思想で 武装させる ための 政治 教育 活動を 強化す る ことで あると した。 

^  将軍は 一九 三 三年 九月、 当時、 遊 擊隊の 中隊長であった 崔賢 同志に 抗日 武装 闘争 路線に ついて 説明した のち、 遊 
^ 擊 隊伍を 真の 革命 武力に する 問題に ついて つぎのように のべた。 

0  「抗日 遊撃隊は、 わが 祖国の 独立と 解放の ために、 日本 帝国主義 侵略者と その 手先に 反対して たたかう 真の 人民 
の 武力と ならなければ ならない。 …… われわれは 武装 闘争を すすめる 過程で 新しい 隊員を もっとう けいれ、 われ わ 
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れの 隊伍を つねに 拡大して ゆかなければ ならない。 …… 敵との たたかいで きたえられ、 点検され た 青年は 少なくな 
い。 かれらを 遊撃隊に うけいれ、 りっぱな 革命 戦士に 育てなければ ならない。 われわれの 遊撃 活動 地域 内には 多く 
の 鉱山 労働者 や 林業 労働者が いる。 かれらは 遊撃隊 伍を 拡大し 発展させる ための 重要な 源泉で ある。 …… 遊撃隊員 
を 共産主義 思想で しっかりと 武装 させなければ、 長期的で、 しかも 困難な 抗日 武装 闘争に おいて 勝利を おさめる こ 
とはで きない。 したがって 隊員たち にたいする 軍事訓練を 強化す る 一方、 かれらの なかで 思想 教育 活動を 強める こ 
とが 大切で ある」 

抗日 遊撃隊を 創建す るう えに おいて、 将軍が 重要な 問題の 一つと して 提起した のは、 労働者、 農民を はじめと す 
る 人民 大衆との 連係を 強化し、 ゆるぎな. い 大衆 的 基盤を 築き あげる ことであった。 将軍は とくに 人民 大衆の 積極的 
な 支持を える ことが、 遊撃隊を 結成し、 それを 強化して、 さらに 抗日 武装 闘争を 持続させる 決定的な 保障になる と 
強調した。 

将軍は また、 遊撃 活動の 拠点と なり、 朝鮮 革命の 策源地と なるべき 遊撃 根拠地の 創設に かんする 方針を さししめ 
した。 

金 日 成 将軍が 明らかにした 抗日 武装 闘争に ついての これらす ベての 方針は、 遊撃戦に かんする マルクス •レー ニ 
ン 主義の 理論を 創造的に 発展 させた 輝かしい 模範であった。 

将軍の 抗日 武装 闘争 方針は、 たたかいに 決起した 朝鮮人 共産主義者と 朝鮮人 民に 新しい 力を あたえ、 闘争の 前途 
を 模索して いた 民衆に 明確な 進路を さししめした。 

こうして 将軍は、 抗日 遊撃隊を 組織す るた めの 歴史的な たたかいを 精力 的に おしすすめた ので ある。 
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2 抗日 遊撃隊の 誕生 

一九 三 一年 十一月、 将軍の 参加の もとに 明月 溝 会議が ひらかれた。 

十日 間 もつ づけら れた この 会議では、 日本 帝国主義の 満州 占領と かんれんして 反日 勢 勺を 積極的に 動員し、 遊擊 
隊を 創建す る 問題が 真剣に 討議され た。 

この 会議の のち 将軍は 共 青 指導の 責任を 他の 同志に まかせ、 久しぶりに 母が いる 安 図 県 興隆 村へ もどった。 そし 
て あくる 年の 一九 三 二 年のは じめ に 家族を 小沙 河へ 移してから、 武装 隊伍を 組織す るた めの 地下 工作に 全力を そそ 
いだ。 

将軍は 延吉 県、 和 龍 県、 安 図 県に あった いくつかの 地下組織に 工作員を 派遣す る 一方、 自分自身は 直接、 安 図に 
おいて 小沙 河、 大沙 河、 興隆 村 一帯の 地下 工作を ひきうけ、 夜を 日に ついで 精力 的な 活動を くりひろげた。 

将軍の 指導の もとに 共産主義者たち は、 間 島 地方の 秋収 暴動と 春慌 暴動で きたえられた 労働者、 農民、 青年たち 
でもって 遊撃隊の 骨幹を つくりあげた。 

革命的な 大衆は、 敵の 残忍な 白色 テロの まえで 武器を とらなければ ならない という ことを 骨身に しみて 感じと っ 
ていた ◊将軍と 同志たち はこの ょうな 人び との 気持ちを くみ、 大衆の なかで 武装 隊伍を 組織す るた めの 活動を 猛烈 
におし すすめた。 また 一方で 将軍は、 武装 闘争の 大衆 的 基盤を かためる 活動に も 精力を かたむけた。 

将軍は 同志たち の 地下 工作を 指導す る 一方、 みずから もっとも 困難な 地方へ おもむいて 工作を する ことにょり 実 
践的な 模範を しめした。 

なかで も、 安 図 県から 敦化 県へ むかう 途中の 蒲留河 近辺の 農村で おこなわれた 将軍の 地下 工作は、 きわめて 異彩 
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を 放って いた。 

その 村は 敵の 監視が きびしい うえ、 スパィ 網が すみずみにまで はりめぐらされて いて 非常に 危険な ところで あっ 
た。 しかし、 数多くの 朝鮮人が 住んで いたた めに どうしても 組織を つくり、 革命 化しなければ ならない 村で あっ 
た。 村には すでに 一人の 工作員が いたが、 まだ 経験に とぼしく、 これと いった 成果は あげてい なかった。 

将軍は かれが たずねて きたと き、 まえもってこう 指示して おいた。 

「家の 仕事が たいへんな ので、 作男を 一人 つれてくる というう わさを 村ぢ ゅうに 流す の だ。 そうすれば わたしが 
きみの 家へ いって、 一か月 半ぐ らい 作男と して 暮らしながら 組織を つくろう」 

数日後、 将軍は わざと 床屋に も ゆかず、 ぽろを 身に まとい、 だれが 見ても 同情せ ざるを えない ような 作男の いで 
たちで 工作員と いっしょに 馬車に のり、 問題の 村へは いっていった。 

しかし、 すぐに 危険が せまっ てきた。 

夕刻 ごろ、 友人と 部屋に いた 将軍は 遠くからき こえて くる 騒々 しい 馬の ひずめの 音を 耳に した。 外で遊んで いた 
子どもたちは、 騎馬 隊が やってくる といっ て大騷 ぎを した。 敵が なに かを かぎつけて 将軍を 追跡して きたのに まち 
がいなかった。 

だが、 それを さける すべは もうなかった。 将軍は すぐに 土間に おりて 薪を 割った。 

そこへ 騎馬 隊がや ってき た。 敵は みすぼらしい 格好で 薪を 割って いる 将軍に なに かたず ねようと した。 このと き 
工作員は、 「これは うちの 作男です よ」 とこた えた。 

敵は、 自分たち が 追ってい る 男が 少なくとも 洋服は 着て いるものと 考えて いたらし く、 将軍の 方を 見て、 とんだ 
見当ち がいを した もの だとぶ つぶつ いいながら ひきあげて いった。 

つぎの 日から 将軍は、 たき 木で もとりに いくかの ように よそおいながら、 工作員と そりを ひい C 山への i っ. こ。 
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将軍は 山で 書類を 読んだり、 部落の 実情を 具体的に きくかた わら 工作員に こまかく 任務を あたえた。 

こうした 内幕を 知る よし もない 村人たち は、 だれもが 将軍の ことを よく 働く 作男 だと ばかり 思って いた。 そのた 
め 村の 婦人たち から、 井戸に 凍りつ いた 氷を わって くれと たのまれた ときで も、 将軍は だまって 氷を わって やっ 
た。 

傑作な こと も 一度 や 二度ではなかった。 

ある 日、 となりの 家で 祝い ごとが あった。 そのため 村の 青年たち がなん ども やってき ては 用を いいつけた。 将軍 
はしかた なく、 いわれた とおりに した。 すると 今度は 餅を ついて くれと いって きた。 将軍は 困っ てし まった。 工作 
員が それを 祭し、 この 男は きのう 山で たき 木を とる とき 腕に けがを したので、 きねを もてないだろう から 自分が か 
わって やろうと いい、 将軍の かわりに 餅を ついた。 

そのため 村の 婦人たち まで 作男 だと いって 見さげ る 始末で、 他の 人たち には 餅を 皿に もって だしながら、 将軍に 
だけは 手づ かみで わたしたり した。 しかし 将軍は、 これ も 地下 工作には かえって 好都合 だと 考え、 心の なかで 笑っ 
た。 

このように、 一か月 半に わたって 努力を かさねた 将軍は、 工作員を 導きながら しっかりした 革命 組織を つくり あ 
げたの ち 村を はなれた。 

同志たち の もとに 帰った 将軍が 村での 出来事を 話す と、 みんなは 腹を かかえて 笑い ころげた。 将軍は 自分の 体験 
からみん なにこう 語った。 

「革命家と いう ものは、 どこへ いっても 住みつ くこと がで きる もの だ。 もし それが できなかった とすれば、 それ 
は 紳士的に 革命 活動を おこなった からで ある」 

同志たち は、 万難を排して ひたすら 革命の ために 身を さげる 将軍の 闘争 精神に 深く 感動し、 その 模範に 見なら お 
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うと 誓い あった。 

この エ ピソー ドには つぎの ような 後日 譚が ある。 

のちに 将軍は、 パルチザンの 隊長と なり、 かつて、 作男を よそおって 工作した 蒲留河 付近の 村へ 馬に のって ゆ 
き、 多数の 村人たち のまえ で 演説を した ことがあった。 そのと き、 村の 婦人たち はすっ かり あわててし まった。 

「こんな ことって あるか しら。 あの人は ここで 作男を していた のに、 どうして パルチザンの 隊長に なった ん でし 
よう」 

真相を 知る よし もない 彼女たち にと っては、 まった く 無理から ぬ ことで あった。 

将軍は このように、 同志たち に 実践的な 模範を しめしながら 広大な 地域で 共産主義 組織と 反帝 同盟、 農民 協会と 
革命 互 済 会な ど、 革命的な 大衆 組織に 多数の 人民を 結集し、 かれらに 決定的な 瞬間には いっせいにたち あがる よう 
思想 的な 準備を ととのえさせた。 

また 一方では、 赤 衛隊や 少年 先鋒 隊 のよう な 半 軍事 組織を さらに 拡大し、 敵の 攻撃から 革命 組織と 大衆を 守る こ 
とがで きる よう 準備 させた。 

こうした 精力 的な たたかいに よって 革命 勢力は 日 ましに 成長し、 遊撃隊 創建の たのもしい 骨幹が かたちづくられ 
た。 

また、 将軍は 革命の 大業の ために 献身しながら も、 病床に ついていた 母親の ことを 気づかい、 家に たびたびたち 
よる こと も あつた。 

将軍の 母は そのころ、 病弱な 身 にもかかわらず わが 子の 革命 活動を たすけようと 幼い 弟たち を つれて 興隆 村を は 
なれ、 はじめての 土地で ある 茂 朱 屯の 土器 店と いう 村に 移って いた。 

康 盤石 女史は 重い 病に 苦しみながら も 将軍に 会う と、 祖国の ためにた たかって いる わが 子に 心配を かけまい とし 
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て、 自分の 病状を ひた かくしに かくした。 

将軍は せわしい なかで も、 わずかな ひまを ぬって は 家に たちより、 母親に 薬を とどけた。 

しかし そのたび に 女史は、 将軍を まえにす わらせて きびしく いってき かせた。 

「祖国を とりもどそうと 決心した 男子が、 こんな わたくしごとに 気を とられて どうします か」 

母の はげましに いっそう 勇気を えた 将軍は、 武装を ととのえる ための 本格的な 闘争を くりひろげた。 

人間と 武器は 武装 力を かたちづくる 二 大要 素であった。 それゆえ 武器を 獲得す るた たかいは きわめて 重要で あ 
り、 第一 次 的な 課題であった。 

しかし、 武装を ととのえる という ことは なまやさしい 問題では なかっ た。 

まず 第一に 武器 工場が ある わけで もな く、 武器を 購入す る 資金が ある わけで もなかった。 また、 だからといって 
武器を 提供して くれる 人が いる わけで もなかった。 したがって 武器を そろえる という ことは、 徹頭徹尾、 至難の わ 
ざであった。 

だが これく らいの 困難で ひるむ ような 将軍ではなかった。 将軍は こう 語った。 

「武力を 強化す るた めには 敵を 奇襲し、 武器を 奪う 闘争を より 強力に おしすすめなければ ならない。 …… この こ 
とを 武器 獲得の 第一義 的な 方法と 考えなければ ならない。 日本 帝国主義は、 遊撃隊の ための 武器 生産者で あり、 そ 
の 侵略 軍隊と 警察は 武器 輸送 隊 である。 だから 武器の 供給源が たえる 心配は ない。 …… われわれは 敵から 武器を 奪 
取 するとと もに、 自分自身の 力で 武器を つくるべき である。 …… 共産主義者は なにもない 困難な 環境の なかで も、 
革命が 要求 するとき には 必要な もの すべてを つくりださなければ ならない の だ」 

こうした 将軍の 方針に したがって、 共産主義者た ちは 各地で 武器 獲得の ための たたかいを くりひろげた。 

将軍には すでに 二 挺の 拳銃が あった。 それは 父の ものだった。 康 盤石 女史は この 拳銃を 何年 もの あいだ 夫の 墓地 
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にう めて おいて、 将軍が 遊撃隊を 組織す ると、 それを 掘り だして 将軍に あたえた のであった。 

将軍は 愛国の 魂が ひめられた この 二 挺の 拳銃を 手に、 武器 獲得 闘争の 先頭に たった。 安 図に かくして あった 小銃 
と 拳銃 も 掘り だした。 

共産主義者たち は、 武器 獲得 闘争を 全 大衆 的な たたかい としてく りひろ げた。 革命的な 大衆は、 「武器は われ わ 
れの 生命 だ。 団結せ よ！ 準備せ よ！ 武装 路線に 総 決起せ よ！」 という 共産主義者の よびかけに こたえ、 一丸と 
なって 武器 獲得 闘争に 決起した。 

この 闘争には 共産主義者たち とともに 共 青 員、 赤衛 隊員、 少年 先鋒 隊員、 婦女 会員を はじめ、 老人 や 子どもたち 
ま. で 参加した。 だれもが 死を おそれなかった。 祖国を とりもどす 武器、 異国に さまよう 亡国の 民の 恨みを はらす 武 
器の ためなら、 おそれる ものは なに 一つなかった。 

こうした 炎の ような 愛国心は、 おどろくべき 知恵と 勇敢 さを 発揮した。 各地で 決死 的な たたかいが くりひろげら 
れた 。共産主義者 や 共 青 員、 それに 赤衛 隊員たち は、 大胆に 敵を おそって は 武器を 手に いれた。 かれらは 素手. で、 
または 木で つくった 模擬 銃を もって 敵を あざむき、 公安 局、 税関、 地主の 家 や 軍用 トラックを 襲撃して 武器を 獲得 
した。 

江の ほとりで 草を 刈って いると きな ど、 「背負って 江を わたれ」 と 命令す る 警官 や 地主が いると、 そいつを 急な 
流れの なかに ほうりんで かれらの もっていた 銃を 奪ったり した。 

年より や 婦人 や 子どもたち も 武器 獲得の たたかいに たちあがった。 かれらの なかには お膳の 脚で つくった 木 銃 
(むかしの 朝鮮の お膳の 脚は 拳銃の かたちに 似て いた) で 警察を おそい、 ほんものの 銃を 奪って きた 老人 も いれば、 機知 
にたけ た 子どもたち もいた。 

山では 岩を もくだく 勢いで 槍を ■つくり、 刀を うち、 はては 唐辛子 爆弾 (ダィナマィトと 唐辛子の 粉末で つくった 爆弾。 
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爆発 音が ものすごく、 目 やの どが 確実に やられる という) や、 爆音 爆弾を はじめ 日本の 軍警が その 名前を きいた だけで も 
ふるえあがる 延吉 爆弾 (延吉 県 王 隅 溝の 遊® 根拠地で つくった ことから こういう 名が ついた) をつ くりだした。 勇敢な 若 も 
のたち は これらを 利用して 不意に 敵を おそい、 数多くの 武器を 奪いと った。 

こうして、 きわめてみ じかい 期間に 大量の 武器を 獲得した 将軍は、 革命 組織から えらばれた 青年たち にたいして 
はげしい 軍事訓練を おこなった。 

いったん 基礎的な 準備を ととのえた 将軍は、 共 青 活動のと きから きたえて きた 車 光洙を はじめと する 十八 名の 優 
秀な 青年を 中核に、 安 図、 延吉 、和 龍 一帯の 革命的な 労働者 や 農民、 愛国 青年ら を 結集し、 ついに 安 図 県で 抗日 遊 
§ の 歴史的な 創建を 宣布した ので ある。 

それは 一九 三 二 年 四月 二十 五日の ことであった。 

これに ひきつづき、 東 満州の 汪 清、 琿 春、 延吉 、和 龍な どの 各地 方で も、 将軍が 派遣した 同志たち にょって ぞく 
ぞくと 遊撃隊が 組織され た。 また 同じ ころ、 北満 州と 南満 州で も 朝鮮の 共産主義者たち が 遊撃隊を 組織した。 

金 日 成 将軍が 創建した 抗日 遊撃隊は、 まさに 朝鮮人 民が その 歴史上は じ めても つに いたった 進歩的な 労働者 や 農 
民、 愛国 青年たち からなる マルクス ♦レ 丨- 1 ン 主義 的 革命 軍隊であった。 

それは まさしく、 人類の 敵で ある 帝国主義と 封建 勢力に 反対し、 労働者階級を はじめと する 勤労 人民の 利益を 擁 
護し、 人民 政権の 樹立め ざして たたかう 真の 人民の 武装 力であった。 

抗日 遊撃隊は 武器を とってた たかう だけの 単純な 武装 隊伍では なく、 マルクス •レー ニ ン 主義 思想を 指針と し 
て、 人民 大衆を 反日 民族 解放 闘争へ 決起させる 宣伝 者で あり 組織 者であった。 

抗日 遊撃隊は、 将軍が さししめした 武装 闘争 路線に したがって 軍事 活動を おこなう とともに、 党 創建の 準備と 反 
日 民族 統一戦線 運動を 展開す る 政治的 部隊であった。 


111 


第三 章 抗日 武装 闘争の 旗を 高く かかげて 


このように、 金 日 成 将軍の 指導の もとに 遊撃隊が 組織され、 熾烈な 抗日 遊撃戦の 幕が 切って おとされる や、 敵の 
鎖に つながれた 母なる 祖国の 胸には ふたたび 希望と 情熱の 火が 燃えさ かり、 わが 人民の 反日 民族 解放 闘争は より 新 
たな 高い 段階へ と 発展して いったの である。 

3 最初の 試練 

抗日 遊撃隊は、 自分たち を ささえて くれる 領土 も、 主権 も、 正規軍の 支援 もな く、 足の 爪先まで 武装した 日本の 
侵略軍と たたかわなければ ならなかった。 それは たしかに 苦難に みちた ものでは あった が、 すでに 予測され ていた 
道のりであった。 

誕生して まもない 遊撃隊の 前途には、 まった く 新しい 数かず の 難関が よこたわって いた。 

まず 中国人 救国 軍 (反日 部隊) の 問題が あった。 かれらは 朝鮮の 共産主義者 や 朝鮮人 遊撃隊員を 見つけさえ すれ 
ば、 まるで 敵に でも 出会っ たかの ように 虐殺 行為を 働き、 さらに 「朝鮮 独立 軍」 までが 朝鮮人 共産主義者た ちを 敵 
対視 した。 

もともと 救国 軍は、 日本が 満州を 侵略した とき、 張 学 良 軍閥の 麾下に あった 旧 東北 軍のう ち、 一部の 良心的な 部 
隊が 反日の 旗 じる しを かかげて たちあがった ものであった。 かれらは 東 満州、 南満 州と 北満 州 各地の 県庁所在地を 
はじ め、 多くの 中小 都市と 農村 地域に 勢力を のばして いた。 

しかし かれらは、 地主と 資本家の 権益を 代表す る 民族主義 的な 軍隊で、 かたち ばかり 大きく 反日 ス n! ガン もた 
いへん 勇ましかった が、 実際には わずかな 困難に もす ぐ ひるみ、 はては 弾 一発もう たずに 敵に 投降す る ありさまで 

あつた。 
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日本の 侵略者た ちは 「反日 部隊」 のこう した 弱点を 利用し、 かれらを 内部から 切りく ずす 一方、 共産主義者と 救 
国軍を 対立させる ために ありと あらゆる 策動を おこなっ た。 

ぬれ 手に 粟を 夢み て 血 まなこに なった かれらは 五 •三 〇 暴動 以後、 朝鮮人 民にたい する 中国人 民の 険悪な 対立 感 
情を いっそう かきたてた。 そして 満州 侵略の 口実を つくる 目的 も あって、 万宝 山 事件 (一九 三 一年 七月、 長 春 付近の 
万宝 山で 朝鮮人と 中国人が 日本 帝国主義の 挑発に よって 流血 さわぎを おこした。 日本の 侵略者たち は、 この 事件を いわゆる 「満州 
事 の きっかけの 一つに つかった) まで でっちあげた。 

救国 軍は かれらの こうした 策動に 完全に 乗ぜられて いた。 そのため かれらは、 「共産党は 救国 軍の 武装解除 をし 
ようとして いる」 とか、 「朝鮮人は 中国人の 当面の 敵 だ」 とか、 「朝鮮人は 日本の 手先 だ」 などと さわぎたてる 始 
末だった。 

思想 的に めざめて いない 救国 軍は、 日本の 侵略者と たたかおうと はせ ず、 逆に 祖国を 追われて さまよう 朝鮮人に 
たいして 危害を くわえる 方向へ 目を むけは じめ た。 そしてと くに、 朝鮮人 共産主義者にたい しては 無理して さがし 
だしてまで 虐殺 するとい う 蛮行を あえてした。 これには 例外が なかっ た。 

かれらは、 抗日 武装 闘争に 参加し ようと 各地から 金 日 成 将軍を たずねて 集まって くる 青年たち にたい しても、 
「共産党」 だとい うだけ の 理由で もって 集団 的に 虐殺して はばからなかった。 

安 図に 駐屯して いた 魏 司令 部隊を はじめ 延吉 、汪 清な ど 東 満州 各県の 救国 軍 全部が、 こうした 蛮行を 日常茶飯事 
のように おこなって いた。 しかし、 この 理不尽な 蛮行を どこに も 訴えで ると ころがなかった。 じつに 息が つまる よ 
うな 殺伐と した 状態であった。 

そのため、 まだ 誕生して まもない 抗日 遊撃隊の 公然とした 活動な どは 思い も よらない ことだった。 やむなく 抗日 
遊撃隊は 夜を えらんで 活動す るし かなかった が、 これは じつにた えがたい ことであった。 
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もしこう した 事態が つづくならば、 遊撃隊を 強化す る こと も、 人民に 革命的な 影響を あたえる こと もで きない 
し、 まして や 日本の 侵略者たち をう ちた おす ことな どは 思い も よらなかった。 つまり 万事が 水の 泡と なり かねな か 
ったので ある。 

したがって、 この 難関を 切りぬ ける ことができる かどう かは、 抗日 遊撃隊を 強化し、 武装 闘争を 発展させる こと 
がで きる かいな かにつな がる 深刻な 問題であった。 

組織され たばかりの 抗日 遊撃隊の まえには、 なにより もまず 公然と 活動で きる 条件を つくる ことが もっとも 緊急 
な 課題であった。 

しかし 事態を 憂慮す る だけで、 だれ 一人 問題解決の ためにたち あがろうと はしなかった。 状況が あまりに も 複雑 
で 危険 このうえなかった からで ある。 

こうした とき、 ためらう ことなくたち あがった のは、 朝鮮 革命の 運命を 一身に になった 金 日 成 将軍であった。 

将軍は 問題解決の ためなら、 どのような 危険 も あえてい とわない 悲壮な 決意を かためた。 

将軍は まず、 安 図 一帯に 根を はり、 朝鮮人 共産主義者たち の 活動を 妨げて いた 魏 司令の 部隊を 説得し、 かれらの 
敵対 行為を 中止させる ために 直接 その 部隊への りこむ 決心を した。 当時、 王徳 林の 麾下に あった 魏 司令の 部隊は 救 
国軍の なかで も 大きな 勢力を もっていた ばかりでなく、 その 暴虐ぶ り も 一段とぬ きんで ていた ◊抗日 遊撃隊が 組織 
された 直後、 延吉 、琿 春を はじめと する 各地から 金 日 成 将軍を たずねて やってくる 愛国 的な 朝鮮 青年を 虐殺した の 
も、 ほかならぬ この 魏 司令 部隊の しわざであった。 

しかし 当年 二十 一歳の 将軍は、 わずか 三、 四 名の 部下を つれた だけで 安 図に いる 魏 司令の 部隊を たずねた。 

魏 司令との 最初の 対面は 冷淡 そのものであった が、 強い 決意を かためて きた 将軍の 態度は 堂々 としていた。 将軍 
は、 陰険な 頭目の 巣窟の なかに いて 危険を 感じて いる 境遇と いうよりも、 かえって 大 部隊を ひきいる 主人が 客に た 
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いして いるかの ように 悠 々せまらぬ ものが あった。 

こうなる と、 魏 司令の 態度からは しだいにごう 慢さが 消えて ゆき、 若い 将軍を おどろきの 目で 見つめる ようにな 

った。 

将軍は 話が はずむ につれ、 敵は 朝鮮人で なく 日本 帝国主義 者で あると いう ことを 理路整然と 説いて いった。 魏司 
令の 気勢は ますますし ぽんで いった。 

つづけて 将軍は、 朝鮮人 民と 中国人 民が 抗日の 旗の もとに かたく 団結し、 共同の 敵で ある 日本 帝国主義 者と たた 
かわねば ならない という こと、 また 救国 軍が 朝鮮人に くわえて いる 蛮行は、 日本 帝国主義の 民族 離間策 動を 積極的 
にたす ける もので あり、 反日 闘争を すすめる うえに おいては、 百害 あって 一利 もない という ことな どを じ ゅん じ ゅ 
んと 説いた。 

会談は 何日 間 も つづいた。 そして 将軍の 理路整然と した 論理と 正当な 主張は、 ついに あれほどまでに 頑迷で、 し 
かも 凶暴であった 魏 司令の 心を 大きく ゆり 動かした。 

こうして、 朝鮮人、 とくに 朝鮮の 共産主義者と 見れば うむを いわさず 殺して いた 魏 司令 も、 若い 金 日 成 将軍の 堂 
々とした 風貌と 複雑な 帝国主義 者の 策動を 手に とる ように 解明した するどい 判断力、 また 抗日にたい する 燃える よ 
うな 闘志と 決断力にたい して 敬服せ ざるを えなかった。 

このように して 将軍は、 一時的に せよ 革命の 前途に たちふさがった 難関を みごとに 克服し、 抗日 遊撃隊の 公然と 
した 活動を 保障した。 このと きから 遊撃隊は 白昼 堂々 と 赤旗を かかげ、 整然とした 隊列を くんで 悠 々と 行軍で きる 
ようになった ので ある。 

将軍は また 汪清 をは じめ とする 東 満州 各県に おいても 、遊撃隊が 公然と 活動で きる ような 緊急対策を 講じた。 こ 
のとき 将軍は、 李 光を はじめと する 一部の 大胆な 隊員を 汪 清へ 派遣して 公然と 活動 させた。 これは 当時、 抗日 遊撃 
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隊の 活動 範囲を ひろげ、 隊伍を 強化す るう えで 重要な 意義を もつ 措置であった。 

救国 軍の 敵対 行為を 中止 させ、 遊撃隊の 公然とした 活動を 実現 させた 将軍は、 つぎに 南満 州で 活動して いた 「朝 
鮮 独立 軍」 の 梁 世 奉 部隊と 手を にぎろうと 考えた ◊そのため 将軍は 一九 三 二 年 六月 初旬、 みずから 約 四十 名の 隊員 
を ひきいて 遠く 南満 州の 通 化へ とむ かった。 

梁 世 奉に 会った 将軍は、 話を はじめてみ ると、 かれの 政治 思想 的な 見解 や 闘争 方法が 自分とは 正反対で ある こと 
にす ぐ 気づいた。 しかし 将軍は ねばり 強く、 共産主義 だの 民族主義 だのと いって あらそわず、 すべての 反日 勢力が 
団結し なければ ならない と 説得した。 そして、 日が たつに つれ 民族主義 者の 内部で 混乱と 分裂が 深まって いるた 
め、 このままでは 敵と たたかえないで はない かと 指摘し、 民族的な 団結を よびかけた。 

将軍は もちろん、 「独立 軍」 の ほかの 頭目たち と同じように、 梁 世 奉が 共産主義者を 敵視して いる ことを はじめ 
から 知っていた。 また かれらの 思想と 闘争 方法な どが、 いかに 時代錯誤 もは なは だしい 古びた ものである かとい う 
こと も 十分 承知して いた。 しかし 将軍は、 ただ 全 民族が 力を あわせて 日本 帝国主義に 反対し、 祖国 解放の 歴史的 偉 
業を なしとげようと いう 炎の ような 愛国 的 熱情から、 主義、 思想には 関係な く、 ひたすら 団結して たたかう ことを 
のぞんだ のであった。 

しかし かれらは 元来、 進歩的な 思想を かたくなに しりぞける 頑迷な 民族主義 者で あり、 世界観 や 政治 思想 的 見解 
、が あまりに も 将軍と ちがって いたた め、 きわめて 正当な 提議す らうけ いれようと はしなかった。 それば かり か 梁 世 
奉は、 こと も あろうに 遊撃隊の 武装を 解除し ようとい う 陰謀まで たくらんだ。 

こうして 「独立 軍」 との 提携 工作は、 相手の おろかな 行動に よって 決裂して しまった。 

将軍は 遊撃隊を ひきいて 通 化を 出発し、 柳 河を へて 濛江 にむ かった。 濛江 県で 将軍は 朝鮮の 青年たち を 遊撃隊に 
うけいれる 一方、 数多くの 武器を 入手し 武装 隊伍を さらに 強化した。 
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その後、 将軍は 東 満州 各県に いる 遊撃隊を いっそう 拡大 強化し、 武装 闘争を より 発展させる ために 隊伍を ひきつ 
れ南 満州から 東 満州へ と 移動した。 

東 満州の 両江 口に 到着した 将軍は 安 図 県へ 同志を おくり、 すでに できあがって いた 革命 組織と 連係を たもつ 一 
方、 汪 清、 延吉 県な ど 東 満州 各県に 隊員を 派遣して、 その 地方の 遊撃隊の 活動を たすけた。 

一九 三 二 年 九月、 将軍は 両江 口で、 安 図、 和 龍、 延吉な どの 各地で 活動して いた 遊 擊隊の 責任 幹部を 集め、 会議 
を ひらいた。 この 両江口 会議では、 救国 軍と 共同 闘争を おこなうべき か、 遊撃隊が 単独で 活動すべき かとい う 問題 
が 討議され た。 

当時の 情勢は 騒然と していた。 日本の 侵略軍が 安 図に 攻め こむ と、 それまで わがもの 顔に ふるまって いた 救国 軍 
はお それを なし 右往左往し はじめた。 逃亡 兵 も 続出した。 

こうした 状態であった ため 会議では、 救国 軍とは 別個に 活動し ようとい う 意見が 多かった。 

しかし 将軍は、 遊撃隊が 救国 軍と ともに 行動し、 かれらと 共同 闘争を 展開した 方が よいと 主張した。 そうすれば 
遊撃隊の 積極的な 活動に も 有利で あり、 また 朝鮮人が 中国人と ともに 日本 帝国主義に 反対して いると いう こと、 と 
くに 共産主義者は 熱烈な 反日 闘士で あると いう ことな どを かれらに 知らせる ことができ るの だとの ベた。 

そして 将軍は、 遊撃隊の 力を より 強化して 救国 軍に 影響を あたえ、 かれらが 敵に 投降したり、 逃亡した りする こ 
とのない よう、 積極的に 導いて ゆかなければ ならない と 主張した。 

遠い 先 ざき まで 見と おした 将軍の 意見は、 会議の 決定と して 採択され た。 

複雑な 情勢の もとで、 遊撃隊の まえに 提起され た 緊急な 問題を 解決した 将軍は、 ある 日、 わずかな 時間の あいま 
をぬ って 病床の 母を たずねる ため、 小沙 河の 茂 朱 屯 土器 店 部落へ むかった。 消息が とぎれ、 いつも 心に 案じながら 
困難な 闘争に 明け暮れて いた 将軍は、 このと きになって やっと 母を たずねる ことができた ので ある。 
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しかし、 土器 店 部落の 貧しい わらぶきの 家に かけつけた 将軍の まえには、 あまりに も 悲しい 出来事が 待ちう けて 

ぃた。 

康 盤石 女史が すでに、 ながく 苦渋に みちた その 生涯を とじていた ので ある。 

将軍の 心は 深い 悲しみの 底に 沈んだ。 家の 暮らしむ きも 貧し さを はるかにと おりこして いた。 母を 失った 幼い 二 
人の 弟は 地下 工作を している 人の 家に あずけられ、 貧しく 悲しい 生活を おくって いた。 しかし、 そうした 苦しみの 
なかで も、 うえの 弟の 哲 柱は 革命 組織で 活動して いたし、 すえの 弟の 英柱も 児童 団に くわわって いた。 

将軍は 二人の 弟を つれ、 村は ずれに ある 母の 墓を たずねた。 墓の そばには、 一本の 高い 楡の 木が 冷たい 風に 枝を 
ふるわせて いた。 

なんという ことだろう。 …… たのしみ もし あわせも すべてを 未来に 託し、 ひるむ ことなく 世の 苦しみと たたかっ 
てきた 心臓が、 その 気高い 鼓動を とめて しまって よい ものだろう か。 

あれほどまでに 祖国と 故郷の 地を 愛し、 つねに 日本の 侵略者を にくみながら 重い 病に もめげ ず 生きぬ いてきた 母 
が、 いま 抗日 武装 闘争の 陣頭に たって 革命を 導く 息子の 姿を 見る こと もな く 生涯を 終えよう とは I 。 

悲しい 追憶に 将軍の 胸は 痛んだ。 武装 隊伍を 組織した ばかりの ころ、 母を たずねた ときの ことがあり ありと よみ 
が えって きた。 

そのと き 将軍は 家に たき 木がない のに 気づき、 山へ いってた き 木を とってき た。 それを 見た 康 盤石 女史は 将軍を 
そばへ よんです わらせ、 きびしく さとした。 

「この 薪 だらけの 山の なかで、 くべ る ものがない と 思って わざわざた き 木を とりに いったの かい？ おまえは 自 
分の やる ことで も 心配 すれば いいのです。 おまえが 革命を やりとおす つもりなら、 そのこと だけに 専念 すれば よい 
し、 家の ことが したいの なら、 家の こと だけを するとい うように、 どちら か 一つの 道を えらびなさい J 
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将軍は、 これから 先は 自分が 大部 隊 活動を おこなうた め、 ながいあいだ 家には たちよれなくなる かも 知れない の 
で、 家の こと や 母の 病気の ことが 気が かりになる の だと こたえた。 すると 女史は きびしい 語調で たしなめた。 

「わたしの ことを 心配す る 必要はありません。 おまえが 家に たちよれなくても、 革命の ために りっぱに たたかっ 
て くれれば、 それで この 母の 病 もい える という ものです。 だから おまえは 心配し ないで いって らっしゃい」 

冬の 風に ざわめく 楡 のこず えを 見 あげながら、 将軍は 目を つむった 。「独立 軍」 部隊と つながりを もつ ため 南満 
州へ でかけねば ならなかった とき、 同志たち から もらった 金で 栗を 一斗 買い、 病床の 母を 見舞った ことが 思いだ さ 
れた。 

「そのよう に 家の ことば かり 気にして いたのでは 革命は できません。 生きて いる 人間の 口に クモの 巣が はるって 
法は ない ものです。 祖国を とりもどそう という 人が、 家の ことに 気を とられて 大事が なしとげられます か。 おまえ 
は もっと 大きな 部隊を つくって たたかわなくて はならない のです よ。 お母さんの 考えでは、 おまえが わたしの ため 
にやって くれてい る ことは まちがっ ている と 思います」 

なんと 気 い 心であろう。 なんと 強い 意志であろう。 

いまから 思えば、 あのと きが 最後の 別れであった。 母の 気高い 志を うけついで 必ず 敵を うち、 革命を 勝利に 導か 
なければ ならない という 炎の ような 決意が 将軍の 胸を 熱く たぎら せた。 しかし、 休息と 安楽を 知らず 一生を 革命の 
ために ささげ、 窮乏と 苦しみの 茨の 道を 切り ひらきながら 病で たおれた 母親に、 あたたかい かゆ 一杯 さしあげられ 
なかった ことが 将軍の 心を 痛く 悲しませた。 

だが 重要な 仕事を のこして きた 将軍は、 家に ながく とどまる ことができなかった。 やむをえず 将軍は、 幼い 二人 
の 弟たち のこと を あずける 家の 主人に くれぐれもた のみ、 深い 悲しみを いだいた まま 両江 口へ もどった。 

ところが ある 日、 突然、 弟の 哲柱が はるばるたず ねて きて 遊撃隊に いれて ほしいと せがみは じめ た。 
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「兄さん、 ぼく 一人 じ ゃい や だ。 兄さんの 部隊に いれて ください」 

哲柱 はなん どもこう たのんだ。 思いつめ たまな ざしが いじらしかった。 ふびんでも あった。 ましてい まは 母 も 亡 
く、 他人の 家で さびしい 日々 を おくる 不幸な 弟の たのみで も あった。 

将軍は つらかった。 幼い 弟には むりであった。 将軍は やむをえず、 もう 少し 大きく なったら いれて やる からと 弟 
にいい きかせた。 哲栓は 非常にが っかりした ようすだった。 

涙ぐんで いる 弟を そのまま 帰す にしの びなかった 将軍は、 考え あぐねた すえ、 凍豆腐を さかなに 酒を 一杯ず つつ 
いで 弟と むかいあった。 

冷い 風が 吹き こむ 宿の 一室。 異国の 地に うず もれた 父母と 同じように、 いつ 会える や も 知れない 弟 —— ^ それ 
も、 氷の ように 冷い 凍豆腐と 飲め もしない 酒を まえにして、 つくねん とす わって いる 幼い 哲柱 1 。そのい じらし 
い 弟の 姿を 見つめる 将軍の 胸は、 ひきさかれる ように 痛んだ。 

こうした 苦しみ も、 家庭の 悲劇 も、 暗い 歳月と 敵に よっても たらされた ことを 痛感した 将軍は、 必ず 敵に 復簪 
し、 社会的な 悲劇の ない 新しい 社会を つくりだそうと かたく 心に 誓った。 

だが 哲 柱とは、 やはり これが 最後の 別れと なって しまった。 

その後、 将軍は 遊撃隊を ひきいて 両江 口を 出発し、 敦 化、 額穆 、南 湖 頭な どのな がい 道のりを へて 汪清県 羅子溝 
についた。 

当時、 日本の 侵略者たち は、 大兵 力を 満州、 とくに 将軍の ひきいる 遊撃隊が 活動して いた 東 満州 一帯に 集結 さ 
せ、 これを 掃滅す ると やっきに なって いた。 

日本 帝国主義は すでに 一九 三 二 年の 春、 第 十九 歩兵 師団 七十 五 連隊長の 指揮の もとに、 歩兵、 騎兵、 砲兵、 工兵 
などで 間 島 派遣隊なる ものを 編成し、 これを 東 満州に 投入して いた。 また 当時の 「朝鮮 軍」 司令部は、 一九 三 三年 
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末に、 いわゆる 「間 島 地方 共 匪 掃滅 要領」 なる ものを つくって、 抗日 遊撃隊にたい する 気ち がいじみ た 攻勢を くわ 
えは じめ ていた。 

日本 帝国主義は 自分たち の 間 島 総領事館で、 関東 軍、 関東 軍 憲兵隊、 朝鮮 駐屯 軍 間 島 派遣隊、 咸鏡北 道 警察 部と 
朝鮮 国境 警察 隊 、満州 警察 機関の 高官ら による 連 席 会議を ひらき、 一九 三 二 年の 後半期に おける 東 満州の 抗日 遊撃 
隊に たいする 「討伐」 状況を 総括し、 一九 三 三年の 初頭から 攻勢を より 強化す るた めの 措置を とった。 

こうして 東 満州 一帯は 日 満軍警 で ひしめき あった。 

また かれらは、 抗日 遊撃隊を 大衆から 孤立 させ、 遊撃隊と 人民. に 反共 思想を 吹き こみ、 抗日 遊撃隊を 内と 外から 
切りく ずそうと いう 悪らつな 策動 も 試みた。 

敵の 攻勢が 強まり、 その 魔手が しだいに 羅子溝 全域に およぶ につれ、 いままで 遊撃隊と 手を にぎって いた 救国 軍 
はクモ の 子を 散らす ように 逃げ だしてし まった。 

抗日 遊撃隊には すべてが 不利であった し、 苦しい 活動を つづけなければ ならなかった。 

隊員の 数 も、 武器 も、 敵とは 比較に ならない ほど 少なかった し、 闘争 経験 も 浅く、 組織され てま だ 半年に しかな 
らない 抗日 遊撃隊に とって、 それは 到底い いつく す ことので きない 試練の 連続であった。 

一九 三 二 年 十二月、 将軍は やむなく 隊員を ひきつれ、 羅子 溝から 東 寧県老 黒山に むかって 出発した。 

隊伍は ゆく 先々 で 出没す る 敵の 「討伐 隊」 を かわしながら、 苦心の すえ、 よ 5 やく 雪に うず もれた けわしい 老黑 
山に たどりつく ことができた。 

山の なかの 深い 渓谷には 世捨 人が 住む ような 小屋が 一つ あづ て、 そこには 馬と いう 姓を 名のる 一 人の 老人が 住ん 
でいた。 その 老人の 語る ところに よれば 近くに 救国 軍 部隊が いて、 遊撃隊の 武装を 解除す るた めの 陰謀を めぐらし 
ている とのこと だった。 山の ふもとでは 「討伐 隊」 が うろついて いると いうのに、 救国 軍まで が 行 手に たちふさが 
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っていた ので ある。 

しかも 遊撃隊は、 まだ 戦闘と 困苦の なかで 十分に きたえられて いなかった。 そのため 遊撃隊員の なかには 複雑で 
きびしい 状況に 気 おくれし、 革命の 前途に 確信を もつ ことができない もの もでは じめ た。 しかも その 間、 数名の 隊 
員を 他の 部隊に 派遣して いたし、 きびしい 試練の なかで 犠牲と なった 隊員 も 少なからずいた。 それに 重病の ためや 
むな く 隊列からは なれた もの も あったり して、 隊伍が この 地に 到着した ときには、 遊 擊隊を 組織した 当初、 その 中 
核と なった 十八 名し かのこっ ていない ありさまで あった。 

外は 暗く 凍りつ くような 寒さで、 吹雪が 荒れ狂って いた。 それは ちょうど、 一九 三 二 年 十二月 三十 一日の 夜 だっ 
た。 たき 火の まえに 腰をおろした 将軍の 心は 重かった。 どうすべき か。 なにを すべき か。 遊撃 活動を 果敢に 展開す 
るには あまりに も 人員が 少なく、 鍛練が 不足して いた。 

さかまく 怒漭 のなかへ、 木の葉の ような 小舟を こいで ゆく 感じが なくはなかった。 前途を どう 切り ひらく か、 き 
わめて 漠然として いた。 

隊員の 半数 以上が、 きのうまでの 中学生 や 大学生たち であった。 共 青 活動の ころの かれらは、 みな 天下を も 呑む 
ようない っばし の 英雄 や 豪傑であった が、 いざ 難関に ぶち あたって みると どうす る こと もで きなかった。 

たき 火の まえで 闘争の 前途を 模索して いた 将軍に、 老人は こうたず ねた。 

「あなたが 責任者 かのう。 わしが いいと ころへ 案内して あげよう。 山の なか じ ゃが、 六 里 ほど ゆく と 安全な とこ 
ろが あるの じ ゃ。 そこは どうじ ゃろう か . 」 

将軍は うなずいた。 みんなは 老人の あとに ついて その 安全な 場所へ と 移って いった。 そして、 しばらく そこです 
ごしながら、 これからの 問題に ついて 論議を かさねた。 

遊撃 闘争を やめて 地下 活動に もどるべきな のか、 でなければ 注 清 県で 活動して いる 遊 擊隊を 集め、 部隊を 拡大 L 
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て 本格的な 戦闘を くりひろげるべきな のか。 —— 隊員たち が だした 問題は 深刻であった。 

武装 闘争を つづける か、 それとも 屈する かとい う 岐路の まえで、 将軍は 革命的な 情熱を もって 隊員たち をた たか 
いへ とふる いたた せた。 

「新しい ものを つくりだす 革命と いう ものは、 もともとは てし ない 難関を 突破す る 過程では ないか。 われわれは 
この 難関を のりこえ、 祖国を 解放し、. 新しい 社会を うちたてなければ ならない。 われわれの 希望 も、 青春 も、 知恵 
も、 ただ 革命の ためにの みある の だ。 亡国の 民と なった 人民の ことを 考えて みよう。 われわれの 同胞を 踏みに じっ 
ている 敵を 思いだ してみ よう。 はたして われわれが、 それを たえしのぶ ことができ るだろう か。 さあ 決然と してた 
たかおう 。人民は われわれを 待って いるの だ！」 

将軍の 熱の こもった ことばは 隊員たち の 士気を ふるいたたせた。 討論は 幾日もつ づけら れ 、マルクス •レー ニ ン 
主義 革命の 情熱は ふたたび 勢いよ く 燃えさかった。 全員が 将軍に したがい、 侵略者を うつ 武装 闘争の 道で 生死 苦楽 
をと もに する ことを 誓い あった。 

将軍は 隊員たち と 狩りを したりして、 .ir 快な 休息の ひとときを すごした。 そして 隊員たち の 士気は ますます 高ま 
り、 だれもが 戦闘を 待ち のぞむ ようになった。 

こうして 抗日 遊擊 隊員は、 将軍の 指導の もとに きびしい 試練に たえ、 不屈の 共産主義 闘士と して 成長して いっ 
た。 老黑 山中で 誓った かれらの かたい 決意は 無限の 力を 生み だし、 新しい 勝利を もたらす 重要な 契機と なった。 

一九 三 三年 一月、 将軍の 統率の もとに 老 黒山を 出発した 隊員たち は、 「反日 遊撃隊」 と 書かれた 旗を 先頭に ひる 
がえ し、 ラッパの 音 も 高らかに 堂々 と 汪清県 腰 営 溝に 到着した。 

群衆は 将軍と 遊撃隊員を 熱烈に 歓迎した。 

腰 営 溝に ついた 将軍. は、 その 地方で 活動して いた 遊撃隊員を うけいれ、 隊伍を ととのえて 日本軍 守備隊を 攻撃 
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し、 これを せん 減して 拳銃、 歩兵 銃を はじめ 数多くの 軍需 物資を ろ 獲した。 また、 その 年の 三月に 決行した 汪清県 
夾皮 溝の 戦闘では、 軍事施設の 拡張に 狂奔して いた 敵に 甚大な 打撃を あたえ、 つもりつ もった 人民の 恨みを はらし 
た。 

こうした 大小の 戦闘を つうじて、 抗日 遊撃隊は 量的に も 質的に も 強大に なって いった。 とくに 独特な 遊擊 戦術を 
あみだす ことによって 、遊撃隊は まるで 翼で もは えた かの ような 進退 自在で 強力な 部隊と なった。 そして、 たたか 
うすべ もな く 暗中模索して いた 初期の 大きな 難関を りっぱに 克服 ： L たので ある。 

初期の ことにつ いていえば、 隊員たち の 闘志は 高かった が、 豊富な 戦闘 経験 や 軍事 知識には 欠けて いた。 しか 
も、 だれかが 書いて くれた 遊撃 活動に ついての 軍事 教範 や 兵書が ある わけで もなかった。 

過去の 義兵 運動 や 独立 軍 運動は、 革命的な 理論と 科学的な 戦略 戦術に よって 指導され なかった ため、 これと いっ 
た 戦術を のこす ことができなかった。 また 他の 国の 経験は、 あった としても 実情に そぐ わない ものであった。 なぜ 
なら、 それは すべて 国家的 後方の 支援の もとに 展開され た 遊撃戦であった からで ある。 しかもそう した 遊撃隊は、 
おもに 正規軍の 作戦 任務 遂行を 補助す る 役割を になって いる だけだった。 

しかし 金 日 成 将軍が 指導した 抗日 遊撃隊は、 後 雁と なる 国家的 後方 も、 正規軍の 支援 もなかった ために、 強大な 
日本の 侵略軍を 相手に、 独自の 血のに じむよう な 長期戦を おこなわなければ ならなかった。 

こうした 実情の なかで、 誕生して まもない 抗日 遊撃隊を どのように して 鋼鉄の 隊伍に つくりあげ、 また どのよう 
な 方法で、 どのような 戦術を もって 敵と たたかい 勝利を 獲得す るかと いう ことは、 じつに 複雑で 重大な 課題で あっ 
た。 

しかし 将軍は 文字 どおり、 超人的な 奇跡と もい える 自力 更生の 高い 革命 精神と 天才 的な 知略に よって この 難関を 
りっぱに 克服した。 将軍は それまで、 革命に 必要な すべての ものを つ v り だした と同じように 、遊撃隊の 戦略 戦術 
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も、 敵との 決死 的な たたかいの なかで 一つ一つ あみだして い， った。 遊撃隊 〇- 力は 日 ましに 強大に な ' 〇 た。 将軍の 
指導の もとに、 注 清、 延吉 、琿 春、 和 龍な どの 各県に 組織され た 遊撃隊は、 一九 三 三年から それぞれ 連隊 級の 大部 

隊に 成長し、 半 軍事 組織で ある 反日 自衛隊の 力 も いっそぅ 強大に なった。 

- 

4 大胆な 談判 

抗日 遊撃隊 -〇 急速な 発展に あわてふためいた 日本の 侵略者たち は、 遽擊隊 にたいする 「討伐」 準備に 奔走した。 
かれらは 満州に 各種の 警備隊と 「討伐 隊」 を 組織し、 満州 派遣軍を ひぎつ づき 増強した。 とくに 東 満州 地方へは 朝 
鮮 駐屯の 日本 侵略軍まで 大 々的に おくりこみ、 国境 一帯には 警備 道路と 警備 通信網 施設を 緊急に 拡張した。 また 
「朝鮮 総督」 は 間 島 領事館と 協力し、 一九 三 三年に. は延吉 、琿 春、 和 龍の 各県に 最初の 「集団 部落」 (日本 帝国主義 
が 遊擊隊 の 影響から 人民を 切りは なして 監視す るた め、 住民を 一定の 場所に _的 に 移住 させて つくった 部落) を 強制的に つ 
くり、 「武装 自衛 団」 の 数を 大々 的に 増加 させた。 

そして 日本の 侵略者たち は、 救国 軍 部隊にたい して 全面的な 攻勢を とった。 かれらは 北満 州に いた M: £! 山 部隊、 

東 満州の 吳義成 部隊を はじめ、 すべての 救国 軍 部隊に 攻撃を しかげ る 一方、 ふた ^- び 抗日 遊撃隊と 救国 軍、 朝鮮人 
民と 中国人 民を 対立 させ 反目 させよぅと あらゆる 悪宣伝と 謀略を おこなっ た。 

そこへ、 革命 隊列の なかに もぐりこんだ 左翼 日和見主義 者たち 0- 悪 どい •策動が 一枚く われった。’ 

左翼 日和見主義 者たち は、 救国 軍 「反日 部隊」 を 日本 帝国主義 侵略軍と かわらない 敵と みなし、 その 兵士たち 
に、 「地主、 資産 階級で ある 将校ら を 打倒せ よ」 とか、 「反乱を おこして 遊擊隊 に 参加せ よ」 などと よびかけた • 
そして さらに、 「反日 部隊」 の 武装を 解除す る 行動まで あえてした。 
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そのため 「反日 部隊」 はまた もや 朝鮮人を 敵視し はじめ、 一九 三 三年 四月 末には、 李 光 同志の 指揮す る 三十 余 名 
の 遊撃隊員が、 羅子 溝、 老 黒山 方面で 「反日 部隊」 に 虐殺され ると いう 惨事まで おこった。 

事態は ふたたび 険悪と なった。 

日本の 侵略者たち が 救国 軍を 投降 させて 反日 勢力を 壊滅させる か、 さもなければ、 抗日 遊撃隊が 救国 軍を 味方に 
ひきいれて 反日 勢力を より 拡大す るかと いう 決定的な 時期と なった。 

革命の ためには、 この 困難で、 しかも 重大な 問題を 早急に 解決し なければ ならなかった。 

事態は、 この 危険な 問題の 解決に 命を かけて たちあがる 人物を 待ち のぞんで いた。 

この 困難な 問題を 打開す るす ぐれた 手腕と 智略と 政治、 思想 的_備 をと とのえ た 人物は、 金 日 成 将軍を おいて ほ 
かには いなかった。 

そのころ 羅子 溝に いた 救国 軍の 吳義成 部隊の なかでは、 かつて 金 日 成 将軍と ともに 共 青 活動を していた 同志たち 
が 統一戦線 工作を つづけて いたが、 事態は 悪化して ゆく だけで、 これと いった 成果を おさめる ことができない でい 
た。 やがて 同志たち は、 金 日 成 将軍が きて くれさえ すれば 問題を 解決す る ことができ ると 考え、 将軍 あてに 手紙を 
おくった。 

実際、 生死を かける この 困難で 重大な 問題は、 金 日 成 将軍 以外に 解決し うる 人が いなかった ので ある。 

将軍は 抗日 遊撃隊を 組織し、 敵に 打撃を あたえた ことによって その 名を 世に とどろかせ、 「反日 部隊」 にも ひろ 
く 知れ わたって いた。 将軍は 武装 闘争の 初期、 安 図に 駐屯して いた 「反日 部隊」 のか しらで ある 魏 司令と 談判して 
遊撃隊の 自由な 活動を 保障した ことがあり、 一九 三 二 年 秋、 遊撃隊が 両江 口から 額穆 、南 湖 頭を へて 注 清 県 羅子溝 
に 進出した とき も、 兵士 委員会を ひらいて 「反日 部隊」 との あいだに 生じた 一連の 事態を 収拾した。 

当時、 武装 遊撃隊を 組織して まもない 注 清遊 擊 部隊は、 武器を ふやす ために 「反日 部隊」 の 銃を 何 挺 か 藜 取した 


126 


4 大胆な 談判 


ことがあった が、 そのため 救国 軍の 逆襲を うけ、 隊員の なかから 犠牲者を だす 惨事まで ひきおこして しまった。 そ 
のうえ 日本の 侵略軍が 羅子 溝を 占領して 「討伐」 を 強化し、 「反日 部隊 J が 抗日の 旗 じる しを なげすてて 逃げ だし 
たため、 多数の 遊撃隊員は、 かれらとの 団結と 連合を 中止し ようと 主張し だした。 

将軍は 兵士 委員会で、 汪清 遊撃隊が おかした 極左 的な あやまりと 不当な 主張を きびしく 批判し、 「反日 部隊」 と 
の 共同 行動を より 強め、 共産主義者は かれらを ねばり 強く 説得し、 かれらが 日本 侵略軍に 反対して ひきつづきた た 
かうよう 導かなければ ならない とのべた。 この 会議が あってから 「反日 部隊」 にたいする 工作が いっそう 活発に な 
って いった。 

これらの 事実は、 金 日 成 将軍 だけが 「反日 部隊」 との 談判を 成功 させうる という ことを しめして いた。 

将軍は 大胆に も 救国 軍の 頭目を たずねる ことにした。 同志たち は 将軍の 身辺を 気づかい、 極力 それを ひきとめよ 
うとした。 しかし 将軍は、 革命の 利益の ためには 一身を も かえりみない とかたく 決心して いた。 

将軍は 同志たち にこう いった。 

「現在、 抗日 救国 軍は 政治的な たちおくれの ため、 われわれの 正当な 反日 闘争を 理解で きない ばかり か、 朝鮮人 
共産主義者を 殺害して いる。 しかし、 われわれは かれらと 接触し、 日本 帝国主義の 狡猾な 民族 離間 政策を ばくろし 
なければ ならない。 そして 日本 帝国 こそ、 朝 ♦中 両国 人民の 凶悪な 共同の 敵で あると いう ことを よく 理解 させ 
なければ ならない。 それと 同時に、 われわれ 自身の 行動と 実際の 闘争を つうじ、 かれらに 生きた 模範を しめすなら 
ば、 かれらは われわれに ついて くるだろう し、 われわれの 闘争に 見なら って 日本 帝国主義と 勇敢に たたかうよう に 
なる であろう。 そして 人民にたい するとき も、 かれらが 正しい 態度で 行動す るよう、 われわれがねば り 強く 説得し 
て 教育す るなら ば、 かれらの 横 暑で 略奪 的な 傾向 も あらたまって くるに ちがいない。 抗日 救国 軍との 統一戦線は 十 
分に 可能で あるし、 またそう しなければ ならない 革命 課題で ある。 困難 だからといって 手を ひいて しまえ ぼ、 それ 


127 


第三 章 抗日 武装 闘争の 旗を 高く かかげて 


は 真の 革命家の 態度では ない」 

革命の ためには 万難を排して、 ためらう ことなく 一身を なげだす 将軍の 気高い 革命 精神と 品性に、 同志たち は 深 
く 感動した。 

一九 三 三年 六月、 金 日 成 将軍は 羅子溝 地方に 駐屯して いた 救国 軍の 吳義成 部隊を たずねる ために 出発した。 

このと き 将軍は、 抗日 遊撃隊が 羅子 溝へ 進出す ると いう 声明を 発表し、 新しい 軍服に どっしりした 弾 帯を つけ、 
新しい 歩兵 銃を かついだ 百 名の 隊員を ひきいて 白 # 堂々 と 行進して いった。 ラッパ 手は 行進曲を 吹きなら し、 先頭 
には 赤旗が ひるがえって いた。 すべてが 力強く 生き生きとして いた。 

金 日 成 将軍は、 万一の 場合に そなえて 一部め 隊員を 太平 溝 付近に 待機 させ、 五十 名の 隊員 だけを つれて さっそう 
と 白馬に またがり、 大陸の 嵐で きたえられた からだに 威厳を ただよわせて、 吳義成 部隊の 本拠地へ とめり こんでい 
と 白馬に またがり、 大陸の 嵐で きたえられ 亡から だに 威厳を ただよわせて、 猛々 しい 吳義成 部隊の 本拠地へ とのり 
こんでいった ので ある。 

る 頑固な 頭目ら の 目を 見 はらせた。 

将軍は 吳義 成の 部屋には いった。 

事前に 金 日 成 将軍の すぐれた 人となりに ついて 知っていた ため か、 吳義 成は それほど 不快な 態度は しめさな かっ 
たが、 前年に 会った 魏 司令と 同じく ごう 慢で あった。 濃い 0 ひげを 八の字には やし、 からだつきが でっ ぶりして い 
ると ころな どは、 まるで どこかの 国の 王様を 思わせた。 

しかし その吳 義成 も、 二十 二 歳の ぬきんでた. 金 日 成 将軍の まえでは 驚嘆の 色を かくす ことができなかった。 

会談は なごやかな ふんいきの なかです すめら れ た。 

「わたしは、 金 隊長が 日本軍と 勇敢に たたかって いる ことを、 うわさを きいて よく 知っている。 あなたがたは 数 
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もそう 多くない のに 日本軍と よくた たかって いるが、 われわれの 方は 兵隊の 数が 多くても どうもう まく ゆかない。 
…… ところで あなたがたは、 みんな 新しい 銃を かついで きている が、 何 挺で もい いから 古い ものと とりかえて くれ 
まい か ? •」 

吳義 成は まずこう 切り だした。 将軍は 笑いながら こたえた。 

「ただで 進呈しても よい。 日本軍を 一度 攻撃し さえ すれば 武器の 問題は いつでも 解決で きる の だから、 とりかえ 
る こと もない と 思う . J 

すると 吳義 成は 話題を かえて、 こうつめ よってき た。 

「ところで、 あなたがたは 地蔵 堂を こわして いるそう ではない か？.」 

将軍は きっぱりと こたえた。 

「とんでもない こと だ。 われわれが それを こわす はずがないで はない か。 それは 悪い 連中が 共産 者を 中傷す 
るた めに そういい ふらして いるの だ」 

「では、 金 隊長は 地蔵 様に おじぎを する のか？」 

「こわし もしない が、 おじぎ もしない。 ところで あなたは どうか？  I 

「しない。 あなたと 同じ だ。 まあ、 それは そうとして、 共産党は 他人の 財産を 奪う というが、 それは ほんとうな 
のか？」 

「それ ごらんなさい。 あなた も 悪い 連中の 宣伝に まどわされて いる。 それは まったくので たらめ だ。 しかし、 卜 
作 人は たべる ものがなくて 飢えて いると いうのに、 あなたがた お金 持ちは あまりに も 欲が 深す ぎる。 少し、 貧しい 
人たち に 食糧を わけて やったら どうか ? L1 

「それ もそう だ」 
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「地主が 飢えた 農民に 食糧を わけて やれば、 なんで かれらが たちあがる だろう か？ われわれは つねに 民衆の こ 
とを 考えて いる。 共産主義者 ほど 清廉潔白な 人間は この 世には いないの だ」 

「わたしを 共産党に しようと いうの かね」 

「それは 余計な 心配 だ。 ただ、 力を あわせて 日本の 侵略軍と たたかおうと いうの だ」 

「それは むずかしい な」 

「別々 にたた かい もす るし、 また 力が たりない ときは 協力しても やろうと いうの だ。 ときと 場合によって は、 あ 
なた がた がわれ われの たすけを かりる こと も あるか も 知れない」 

「あるいは、 そういう ことがある かも 知れない。 人間の ことは わからない からね 0  . ところで、 あなたは 酒を 

やらない のか ? •」 

吳義 成は また 話題を かえた。 将軍は 微笑して こたえた。 

「飲めない ことは ない が、 反日 闘争に さしさわりが あって はならない ので 飲まない」 

「あなたがた 共産党は とてもい い 人たち だ。 しかし 日本軍は、 あなたがたの ことを たいへん おそろしい 人間 だと 
いっている そうでは ないか？‘ 協力は しても、 あなたがた 共産党の 影響を うけない ようにしたい もの だ」 

「それは とりこし 苦労と いう もの だ。 日本軍と たたかう ことにつ いて だけ 話そう ではない か」 

「あなたがたの 共産党は、 いうな れば両 1 共産党 だな」 

こうした 内容の 対話が、 いつ 終る ともなく つづいた。 将軍は いろいろな 側面から 吳義 成を 説得し、 かれの 誤った 
考えを ただした。 

吳義 成は、 雅量の ある 将軍の 態度と 理路整然 とした 主張、 そして 革命の 大局を 手中にし、 それを 伸縮自在に 展開 
していく 非凡な 知略に 感嘆の 声を 放った。 そして、 かれは 将軍を、 かれらの 仲間では 最高の 尊称で ある 「司令」 づ 
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けで 「金 司令」 とよび、 心から 敬意を 表した 。こうして、 さしもの 興 義成も 遊撃隊と 共同戦線を はる ことに 同意し 
たので ある。 

このように、 将軍は 救国 軍の 頭目たち との 談判を 成功裏に おしすすめ、 共産主義者と 救国 軍との 連係を たもつう 
えで 大きな 転換を もたらす 契機を ひらいた。 

この 談判の のち、 各地に 散在して いた 「反日 部隊」 は 共同の 敵で ある 日本 帝国主義に 反対し、 そのたた かいに 力 
を 集中す るよう になった。 

抗日 遊撃隊は 将軍の 総指揮の もとに 救国 軍を ひきいれ、 東 寧 県 城の 攻略 戦闘 (一九 三 三年 九月)、 羅子溝 戦闘 (一九 
三 四 年 六月)、 撫松県 城の 攻略 戦闘 (一九 三 六 年 八月) など 数多くの 連合作戦を 展開し、 日本 帝国主義に 強力な 打擊 
をく わえ た。 

とりわけ、 東 寧 県 域の 攻略 戦闘の もつ 章 義は 大きかった。 この 戦闘は 吳義 成との 談判に 成功した のちには じめ て 
おこなわれた 共同 作戦で あった ばかりでなく 、遊撃隊 創建 以来、 晉 統一戦線の 旗の もとに 蠢 された 救国 軍 部隊 
との 最初の 連合作戦 であり、 しかも 最初の 大規模な 城市 攻略 戦闘で あった。 

当時 ソ •中国 境に 位置して いた 東 寧 県 城は、 ソ連 侵略を ねらう 日本の 軍事戦略 的な 要衝と して、 城内には 日本 
軍 一個 大隊 (石 田 部墜五 百 名と、 偽満軍 (日本 帝国主義の かいらい 「満州国」 軍) 一 個 連隊 約 二 千 名の ほか、 数多くの 
日満 警察と 自衛 団が 駐屯して いた。 

将軍は、 このような 城市を 攻撃す る ことによ って、 日本の 侵略者たち y 甚大な 政治的、 軍事的 打擊を あたえよう 
と 決意した 。そして 同時に、 反日 共同戦線の 威力を 誇示し、 救国 軍に 抗日 遊撃隊の 勇敢 さと 大胆 さを 直接し めす こ 
とに よって、 かれらに 勝利への 確信を もたせようと 考えた 0 

将軍は 吳義 成との 談判の のち、 ただちに この 城市にたい する 攻略 作戦を 計画した。 
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金 日 成 将軍が 総指揮を とった 東 寧 県 城の 攻略 戦闘には、 遊撃隊と 救国 軍 一千 六 百 余 名が 参加した。 そして 遊撃隊 
からえ らばれ た 各 部隊が 主力と なり、 救国 軍からは 史忠恒 旅団 長、 李 三 ^ ^ ず 令、 それに 吳義成 部隊が これにく 
わ わった。 

将軍は 東 寧 県 城の 西南 三 キロの 地点に 全軍を ひそかに 集結 させ、 正確な 偵察 資料に もとづいて 各 部隊の 指揮官に 
それぞれ 戦闘 任務を あたえた。 

それに ょれば、 主力で ある 遊撃隊は 将軍の 直接的な 指揮の もとに、 敵の 抵抗が もっともは げしい と考えられる 11 
山 砲台 (県 城 西 門外の 高台に 位置して 数多くの 重機と 軽機を 配置し、 砲台と 城内の 日本軍 本部との あいだには 深い ざん壤 がつ う 
じ、 予備兵 力を つぎつぎと 動員で きる 要塞だった) を 占領した のち、 西 門から 市内に 突入す る ことにな つていた。 そし 
て 突入 後は、 日本軍の 兵舎を 占領 または 封鎖して 敵の 主力を 掃滅し、 東門と 南門から 進入す るは ずの 救国 軍 部隊 
が、 城内には いってた たかう のに 有利な 条件を つくりださねば ならなかった。 

1 九 三 三年 九月 六日 夜 九 時、 西 山 砲台にたい する 遊撃隊の 強力な 集中 射擊 にょって 戦闘の 火ぶ たが 切られた。 

予想 どおり、 西 山 砲台の 日本軍 守 * 隊は 城内からの ざん 壕を つうじて くりだされる 援軍と 力を あわせ、 頑強な 抵 
杭ぶ りを 見せた ◊熾烈な 射撃 戦が つづいた。 

将軍は 遊撃隊の 一部を すばやく 砲台の 北側に 迀 回させて 敵の 火力を 分散 させた のち、 遊撃隊の 主力を 迅速 果敢に 
突擊 させ、 またたくまに 砲台を 占領して しまった。 

そして 遊撃隊の 一部は 西北 方面の 砲台に 猛攻を くわえ、 主力部隊は 将軍の 指揮の もとに 西 門 内に 突入して 日本軍 
兵舎を 完全に 封鎖した。 

抗日 遊撃隊の 猛攻ぶ りに 勇気を えた 救国 軍 部隊は、 それに 呼応して 東と 南の 両門 から 突入を 開始した。 そして 夜 
明け 近くまで 市街戦が つづけられた が、 県 城は ほぼ 完全に 遊撃隊と 救国 軍 部隊の 制圧 下に おかれた。 勢いに のった 


132 


4- 大胆な 談判 


遊撃隊と 救国 軍 部隊は、 ひきつづき 敵の 兵器工場と 軍需品 倉庫を 襲撃し、 大量の 軍需 物質を ろ 獲す ると 同時に 五 百 
余 名の 日本軍と 三百 余 名の 偽満 軍を 掃討した。 

しかし 敵は 応援 部隊を くりだし 必死の 抵抗を 試みた。 最後の あがきだった。 すると 一部の 救国 軍 兵士は その 抵抗 
ぶりに おそれを なし、 われ 先にと 逃亡し はじめた。 状況は 急変し 攻略 部隊は 一時的に 不利と なった。 

だが 遊撃隊は 将軍の はげましの もとに 先頭に たって 勇敢に たたかいつ づけた。 この 犠牲的な たたかいぶ りは、 動 
揺して いた 救国 軍 兵士に 新しい 勇気と 必勝の 信念を あたえた。 

将軍は 戦闘を 勝利のう ちに 終え、 夜が まだ 完全に 明け きらぬ うちに 攻略 部隊を 城内から ひきあげさせた。 

しかし この 戦闘で 救国 軍の 史旅 長が 重傷を 負った。 ところが およそ 二十 名 もいた かれの 副官と 連絡 兵は、 死地を 
さまよう 史旅 長を なげだした まま 先を あらそって 退却して しまった。 一般の 兵士 も 同様だった。 そのため 史旅 長は 
敵の 捕虜に なり かねない 危険な 状態に おかれて いた。 

これを 知った 将軍は、 ただちに 汪清 遊撃隊の 第一 中隊長と 隊員に 命令を くだし、 危険を おかして 史旅 長を 救出 さ 
せる ことに 成功した。 

そのため 救国 軍の 将兵たち は、 まえに もまして 将軍を 尊敬す るよう になり、 朝鮮の 共産主義者にたい して 正しい 
認識を もつ ようになった。 

かれらは この 戦闘を つうじ、 共産主義者 こそ 真の 反日 闘士で あり、 愛国者で あり、 気高い 人道主義者 であると い 
うこと を 身を もってさと った。 そして、 抗日 遊撃隊との 連合作戦 こそ 勝利の 道で あると かたく 信じる ようになった 
ので ある。 

救出され た史旅 長は、 感謝の念を おさえ きれず こう 語っ た。 

「金 司令は わたしの 命 : 〇 恩人で あり、 抗日 武装 闘争の すぐれた 指導者で ある。 金 司令が 教える とおりに たたかえ 
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ば、 必ず 勝利を おさめる ことができる」 

そして かれは、 遊撃隊に 編入 させて ほしいと 将軍に 嘆願した。 

将軍は それを 許した。 史旅 長は そのの ち 遊撃隊の 師団長と して 将軍の 命令に 最後まで 忠実であった。 

このょぅに、 東 寧 県 城の 攻略 戦闘は 抗日 遊撃隊の 威力と 不屈 さを しめし、 いかに 困難な 状況の もとで も、 つねに 
戦闘の 主導権を にぎって すすむ 将軍の すぐれた 遊撃戦 術を あますところなく ひれきした。 

戦闘は つづいた 。遊撃隊は 戦火の なかで きたえられながら、 急速に 強力な 精鋭 部隊へ と 発展して いった。 
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第 四 章 革命の 揺籃 —— 解放 地区 


1 遊撃 根拠地にたい する 将軍の 構想 

金 日 成 将軍は、 抗日 遊撃隊の まえにたち はだかって いた 最初の 難関を のりこえる 一方、 ひきつづき 遊撃 根拠地を 
創設す るた めの 困難な たたかいを おしすすめた。 

遊撃 根拠地は 、遊撃隊が 日常 的に 依拠す る 軍事的、 政治的 根拠地で あり、 すべての 活動の 拠点で ある。 したがっ 
て 遊撃 根拠地の 創設は、 抗日 武装 闘争の 発展と 朝鮮 革命の 勝利を 達成す るた めの 切実な 要求と なって いた。 これは 
遊擊 闘争に おける 一つの 戦略 的な 問題であった。 

将軍は 抗日 武装 闘争を 基本と する 朝鮮 革命の 具体的 条件に かなうょう、 革命 根拠地の 問題を 創造的に 具現して い 

った。 

将軍は まず、 遊撃 根拠地が 抗日 遊撃隊の 成長と 抗日 武装 闘争の 拡大 発展の ための 基地と して 必要 だと 考えた。 抗 
日 遊撃隊は 強大な 敵と 対峙して いたが、 朝鮮が すでに 日本 帝国主義の 完全な 植民地と なって いたた め、 国家的 後方 
も、 正規軍の 支援もう ける ことは できなかった。 

したがって 抗日 遊撃隊を さらに 拡大し、 軍事訓練 や 休息を 保障し、 食糧、 被服を はじめと する 補給 問題を 解決す 
るた めには、 一刻も早く 遊撃 根拠地を 創設し なければ ならなかった。 
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いいかえれば、 後方を 保障し 軍事行動を 組織す るた めの 根拠地がなければ、 長期に わたる 困難な 抗日 武装 闘争の 
発展を 保障す る ことは で杳な かった ので ある。 

将軍は また、 革命運動を 全国的な 規模で， 急速に 発展させる 策源地と して 遊撃 根拠地が 必要で あると 考えた。 根拠 
地を もつ ことによって 革命の 中核 勢力を 育成し、 保存す る ことができる ばかりでなく、 全国の 広 はんな 人民 大衆に 
革命運動の 影響を あたえ、 革命を 力強く おしすすめ、 マルクス •レ— ニン 主義 的 指導を 強化す る ことができる ので 
ある。 

さらに 共産主義者を 系統的に 育成し、 マルクス •レ ー ニン 主義 党の 創建 準備 活動を より 強力に おしすすめる こと 
が 可能であった。 

将軍は 主、 客観的な 条件に したがって、 根拠地の 形態を 抗日 武装 闘争の 公開 的な 解放 地区 形態と 非公開 的な 秘密 
根拠地 形態と、 比較的 長期 性を おびる 固定 根拠地と 暫定的な 臨時 根拠地な どに 分類した。 

将軍は、 抗日 武装 闘争の 戦略 的な 基地と して、 また 全般的な 朝鮮 革命の 策源地と して、 さらに 共産主義者 のまえ 
に 提起され た 当面の 課題を 解決す る 基地と しての 遊撃 根拠地は、 つぎの よぅな 条件を そなえて いなければ ならない 
と 考えた。 

第一に、 革命 闘争を 支持 声援す る 革命的な 大衆と 一定の 経済的 基盤を もつ 地域で ある こと。 

第二に、 地理 的には 遊撃隊の 防衛と 攻撃に 有利で あり、 敵の 支配力が およびに くく、 その 支配 体系の なかで 比較 
的 弱い 環と なつて いる 地域で ある こと。 

第三に、 全国に 革命的な 影響力を 効果的に およ ぽす ことので きる 地域で ある こと。 

第 四に、 ある 程度の 防衛 能力を もつ 武装 力を そなえた 地域で ある こと。 

しかし 遊撃 根拠地の 位置を 決定す るた めには 以上の 条件 ばかりでなく、 当面の 情勢は もちろんの こと、 武装 闘争 
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の 発展の 展望を も 総合的に 考慮し なければ ならなかった。 

これらす ベての 条件を 科学的に 分析した 将軍の まなざしは、 白 頭 山を 中心とする 大 密林 地帯と 無数の 峡谷を もつ 
間 島の 山岳地帯に そそがれた。 

将軍は 確固たる 信念を もって 朝鮮と 満州の 隣接地 域、 すなわち 白 頭 山を 中心とする 豆 満江や 鴨 緑 江 沿岸 地帯と、 
間 島の 山間 おょび 農村 地帯が 遊撃 根拠地には 最適で あると 判断した。 日本 帝国主義が 朝鮮の 都市と 農村、 山間 僻地 
に : v> たるまで 兵力を くまなく 配置し、 いっさいの 合法的な 政治 活動を 抹殺して いた 条件の もとでは、 この 一帯 こそ 
抗日 武装 闘争を 強力に 発展 させ、 その 影響力を 直接 全国に 強く 波及 させて 朝鮮 革命を 全般的に 指導し うる もっとも 
有利な 地域であった。 

将軍は 多面的で 立体的な 判断と 構想に もとづき、 武装 闘争の 初期、 その 根拠地は 間 島を 中心に して 国内に もっと 
も 近い 豆満江 沿岸の 広大な 地域に 創設す る ことと し、 公開 的な 解放 地区 形態を とる ことにした。 

この 地域は 朝鮮と 地理 的に つながって おり、 大部分が うっそうと した 密林 地帯であった。 そのため 一帯の 起伏を 
なして ひろがる 丘陵と けわしい 山岳 やせ まく 深い 溪谷な どを 利用して 根拠地を もうけるならば、 優勢な 敵の 侵入 も 
少数の 兵力で 十分には ばむ ことができる はずだった。 

また 朝鮮と 間 島の 境界を なす 豆満 江には 各所に 橋 や 渡し場な どが あった。 しかも 上流では 歩いて 浅瀬を わたる こ 
ともで き、 また 冬に なれば どこから でも 自由に 氷のう えを わたる ことができた。 

この 一帯が 有利な のは、 それば かりではなかった。 

住民の 階級 構成 も 適して いた。 東 満州は 以前から 朝鮮人 民の 反日 闘争が つづいて きたと ころで あり、 とくに 一九 
三〇 年代のは じめ からは 朝鮮の 共産主義者た ちの 活動 舞台と なって いた。 東 満州の 住民の 約八〇 パ！ セントが 朝鮮 
人で あり、 そのうち 約 九 〇パー セントが 貧農 あるいは 雇 農で、 大部分が 日本 帝国主義の 支配力の おょばない 深い 山 
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間 地帯で 農業を いとなんで いた。 しかも かれらの ほとんどは 日本 帝国主義の 植民地 略奪 政策に たえかね、 生きる 道 
を もとめて 移住して きた 人び とで あり、 そのな かには 反日 運動に くわわって いた 人たち も 少なくなかった。 そのた 
め この 地方で も 日本 帝国主義の 弾圧が きびしくな ると、 かれらは 積極的に たちあがった。 

さらに この 一帯は、 将軍が 組織した 朝鮮人 民の 最初の 革命的 武装 力で ある 抗日 遊撃隊 発祥の 地で あり、 将軍の 指 
導の もとに 朝鮮 共産主義 運動の 新しい 世代が 育ち、 人民 大衆が 急速に 革命 化して いると ころであった。 その反面、 
日本 帝国主義に とっては、 朝鮮に くらべて この 一帯が 植民地 支配 体系を 形成す るう えに おいては 弱い 環と なって い 
た。 日本 帝国主義は まだ 間 島 地方に おける 植民地 支配の 地盤を 完全に 確立して おらず、 とくに 農村と 山間 地帯には 
その 魔手を のばす ことができずに いた。 

この ころは 全 満州を 占領した 日本 帝国主義が その 侵略 勢力を 広大な 地域に 分散 させ、 いわゆる 「新 秩序」 を 樹立 
する ために 汲々 としていた 時期であった。 

これらす ベての 条件から して、 この 一帯は 遊撃 根拠地 創設に もっとも 有利な 地域であった。 

もともと、 将軍が この 地域に 解放 地区 形態の 根拠地を 創設す る ことにした のは、 革命 闘争に たちあがった 共産 主 
義 者の 革命 組織と 人民 大衆を 日本 帝国主義の 野蛮な 弾圧と 集団 的な 虐殺から 保護す るた めであった。 

この 地域で 共産主義者の 指導の もとに 人民 大衆の 革命 闘争が 高まる と、 敵は 一九 三 二 年の 春から 大砲 や 飛行機 ま 
で 動員して 朝鮮人 居住地を 焼きは らい、 老若男女を とわず 手 あたりし だいに 虐殺す る 方法を とった。 

敵の まえに ひざ まづ いて 死を 待つ か、 生きて 最後までた たかい、 勝利を かちとる かとい う 岐路に たたされた 革命 
的な 大衆は 臆する ことなく 闘争の 道を えらんだ。 

したがって、 ぼう 大な 革命 大衆を うけいれて これを 保護し、 大衆の 渴望 する 人民 政権を うちたて、 新しい 政治 経 
済 的 改革を おこない、 それに ょって かれらを 強力な 革命 勢力に 育てる ためには、 どうしても 解放 地区の 根拠地を も 
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つ ことが 必要であった。 これは 組織され たばかりの 抗日 遊 擊隊を ひきつづき 拡大す るた めの 大衆 的 基盤を つくる う 
えで も 有利であった。 

これらす ベての 問題は、 ただ 公開 的な 解放 地域 形態の 根拠地を 創設して こそ、 はじめて 解決す る ことができた の 
である。 

このょうな 解放 地区の 創設は、 共産主義者の 指導の もとに 人民 大衆が 自分の 力で 十分に 日本 帝国主義の 支配と 封 
建 的な 圧制を 一掃し、 新しい 民主主義 社会を 建設し うる ことを 現実の ものと してし めすう えで も 大きな® が あっ 
た。 将軍は 根拠地を 解放 地区の 形態で 創設す るた めに 強力な 人民 的 防衛 体系を 樹立し、 大衆の 革命 化を 重要な 方針 
の 一つと して 提起した。 

抗日 遊撃隊は その 使命から して、 根拠地 防衛 だけでなく 多くの場合、 根拠地を はなれて ひろい 地域を 遊 動し なが 
ら 戦闘を おこなわなければ ならなかった。 したがって 根拠地を 守る ためには 人民を 武装 させ、 遊撃隊を 骨幹と する 
人民 的な 防衛 体系を 確立す る ことが 急務であった。 そして 敵との きびしい 階級闘争の なかで 根拠地を 公然と 維持し 
ていく ためには、 あらゆる 可能性を 最大限に 利用して 大衆を かちとり、 根拠地を できるだけ 早く 革命 一色の 要塞に 
かえなければ ならなかった。 

金 日 成 将軍の 方針に したがって 創設され た 遊撃 根拠地 一 ^ 放 地区は、 初期の 抗日 武装 闘争を 拡大す るう えで 大 
きな 役割を はたした。 

将軍は その後、 抗日 武装 闘争の 戦略 的 段階に 応じて 根拠地 創設 地域と 形態を そのつど かえて いった。 

一九 三 0$後_に は 白 頭 山を 中心とする 朝 •満 国境 地帯に 半 公然 的な 秘密 根拠地を つくり、 一九 四 〇 年代 前 
半期には 軍事行動の おょぶ 全地 域に 臨時の 根拠地を もうけ、 ひきつづき 抗日 武装 闘争を 発展 させて いった。 

遊搫 根拠地の 創設 方針と その 実践 闘争から えた 経験は、 解放 後、 国土が 分 断され ている 条件の もとで 北半 部に 強 
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力な 革命的 民主 基地を 創設し、 それを 強化す る 闘争の 根源と なった。 将軍の 指導に より 朝鮮の 北半 部’ に 祖国 統一の 
ための， 確固たる 革命 基地が 創設され たため、 朝鮮人 民は 祖国 解放 戦争で アメリヵ 帝国主義を 中心とする 帝国主義 侵 
略 勢力を 撃破し、 偉大な 勝利を かちとる ことができた ので ある。 

このように 抗日 武装 闘争の 時期から こんにちに いたる まで、 長期に わたる 朝鮮 革命の 実践 闘争で 実証され 完成 さ 
れた 将軍の 革命 根拠地 理論は、 革命に おける 根拠地 理論の 創造的 模範で あり、 植民地 従属国 人民の 反米 反帝 闘争に 
おいて、 大きな 理論的、 実践的 专義を もつ ものである。 

2 新しい 社会の 創造 

抗日 遊撃隊と 共産主義者たち は、 金 日 成 将軍 0. 科学的な 方針に したがって 人民を 組織 動員し、 一九 三 二 年の 夏 か 
ら 遊撃 根拠地の 創設に とりかか ' 〇. た。 

これは あらゆる 点から みて 熾烈な たたかいであった。 

敵は： S たると ころで 同胞たち を 虐殺した。 侵略者が 足を 踏み いれた ところでは 必ず 血が 流され、 村が 焼かれた。 
生きの こった 人び とは 老若男女を とわず 遊撃隊を たずねて 山へ やってきた。 

遊撃 根拠地は、 こうして 追われて きた 大衆を 敵の 蛮行から 守る のに 有利な 地域であった。 将軍が 創設した 遊撃 根 
拠 地には、 けわしい 山と うっそうたる 密林 だけの 地域 も あった。 だが そうした 地域 も 決して やすらぎの 場所とは な 
りえなかった。 敵は 執拗に 追撃して きて は 銃火を あびせ かけた。 そのため 遊撃隊は、 昼夜を わかたず いどみ かかっ 
てく る 敵を 撃退す る 血み どろな 戦闘を くりかえさねば ならなかった。 

敵を 撃退す ると、 根拠地の 人び とは ふたたび 木を 切って 家を 建てた。 子どもから 白髪の 老人に いたる まで、 すべ 
てがいっ しょに なって 働いた。 そんなと ころへ 敵が 性 こり もな く 攻めて くると、 またしてもは げしい 戦闘が くり ひ 
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ろ げられ た。 

一九 三 三年の 最初の 数 か 月間 だけで も、 東 満州 一帯では 小規模ながら、 じつに 数百 回に 達する 連続 的な 戦闘が お 
こな われた。 

はげしい 戦闘の くりかえしの なかで も 遊撃 根拠地は 一つ一つ 築かれて いった。 

汪清 県では 大汪 清、 小汪 清の 山岳地帯を 中心とする 地域に、 延吉 県では 三 道 湾 一帯と 依 蘭 溝、 石 人 溝を 中心とす 
る 地域に、 琿春 県では 大荒 溝、 煙筒碏 子を 中心とする 地域に、 和 龍 県では 漁郎 村、 牛復洞 一帯に、 安 図 県では 車廠 
子な どを 中心に した 農村と 山岳地帯に 解放 地区 形態の 根拠地が ぞくぞくと 創設され た。 

その 範囲は 東 満州の 京 図 線 (いまの 長 春と 図們 間の 鉄道) と 図 佳 線 (図們 と 佳木 斯 間の 鉄道) 沿線の 都市と 農村を のぞ 
く、 すべての 地域を 包括す る ものであった。 

各地の 遊撃 根拠地は 山岳地帯を つうじて 連結され ており、 豆満 江に そって 朝鮮の 北部 地帯と ソ連 沿海州に も 接し 
ていた。 

しかし 金 日 成 将軍は、 これ だけで 満足し なかった ◊将軍は 創設され た 根拠地を 難攻不落の 要塞に 築き あげない か 
ぎり、 それが 革命 基地と しての 役割を はたす ことは できない と 考えて いた。 

根拠地 内では. 将軍の 指導の もとに、 まず 人民 的な 防衛 体制を 確立す る 方針を 実施す るた たかいが くりひろげられ 
た。 共産主義者は 遊撃隊を 強化す る 一方、 解放 地区の 人民を 反日 自衛隊、 少年 先鋒 隊な どの 半 軍事 組織 や、 各種の 
革命 団体に 加入 させて 教育、 訓練し、 遊撃隊を 中心とする 強力な 革命 力量を つくりあげた。 

半 軍事 組織は 青年を 中心とした 組織で、 敵と たたかう ことので きる 根拠地 内の 勇敢な 青 壮年 すべてが もうらされ 
た。 かれらは 遊撃隊の 指導の もとに 軍事訓練を 計画的に おこない、 武器 獲得の ための たたかいを 大胆に 展開して 自 
分 自身を 武装した。 
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かれらは また 根拠地 防衛の 活動で ある 通信 連絡、 根拠地 警戒 勤務、 反 間諜 闘争な どの 任務を 担当した。 さらに 根 
拠 地 内の すべての 人び とは、 軍事的に 重要な 地点に 砲台、 ざん 壕 、待避 壕 をもう け、 敵に 石つ ぶてを あびせる ため 
崖 や 高地に 石を つみあげたり した。 

こうして 根拠地には、 軍民 一致に もとづく 強力な 人民 的 防衛 体制が 確立され ていった。 

解放 地区は 活気に みち あふれた。 古い 支配 機構を 一掃して 革命 政権を 樹立し、 民主主義 的な 諸 改革の 実施を めざ 
すたた かいがく りひろ げられ た。 

わけても 革命 政権を 樹立す る ことが 最大の 急務であった。 ふえる 一方だった 根拠地を たよって やってくる 人び と 
の 生活を 安定 させ、 生活 全体を 新しくつ くりな おし、 根拠地を 遊撃隊の しっかりした 後方に かえるた めには、 どう 
しても 革命 政権が 必要であった。 

こうして、 新しい 真の 人民 政権の すぐれた 施策を 人民 大衆に 体験させる ことによって、 解放 後の 朝鮮に うちたて 
るべき 政権を はっきりと 認識させる ことができた ので ある。 

だが 政権の 形態を 正しく 規定す る ことは、 なまやさしい ことではなかった。 なぜなら、 それまでの 朝鮮の 歴史 
には その 手本と なる ような 政権の 形態が 存在し なかった からで ある。 しかしこう した 理由の ほかに も、 労働者 や 農 
民を はじめ 勤労 人民の 利益を 代表す る 真の 人民 政権を うちたてる という ことは なみなみならぬ 問題であった。 

革命の 性格と それに 相応す る 政権の 形態を 知らない ものたち は、 「社会主義 革命の 即時 実現」 を 叫び、 ソ連 や 中 
国本 土の 解放 地区の ように ソビエトを 樹立せ よと 主張した。 かれらは 土地 政策に おいても 私的 所有を 否定し、 反日 
的な 傾向を もつ 地主 や 中農の 土地を 没収して 共同 所有に すべき だと 主張した。 

一部の 地域では 実際にこう した 偏向が あらわれた。 

このような 極左 的 偏向は 解放 地区 内の 活動 ばかりでなく、 敵の 支配 区域 内の 広 はんな 反日 勢力を 団結させる 活動 
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と 「反日 部隊」 との 協力に も 重大な 害を おょ ぽす 結果 
を もたらした。 

将軍は 一九 三 三年の 春に ひらかれた 汪清 会議に 参加 
して、 極左 & な 主張に 決定的な 反撃を くわえ、 それを 
是正す るた めの 正しい 方途を 明らかにした。 

将軍は、 現段階に おける 朝鮮 革命は 反帝 反 封建 民主 
主義 革命で るか あら こそ、 解放 地区 内の 政権は 労働者 
階級の 指導す る 労農 同盟に もとづき、 広 はんな 反日 愛 
国力 量の 統一戦線を 土台に した 人民 革命 政府で なけれ 
ばなら ず、 この 政権は 当然、 反帝 反 封建 民主主義 革命 
の 課題を 遂行し なければ ならない と 強調した。 

金 日 成 将軍は、 これまでの 社会、 経済政策 おょび 統 
一戦 線路 線を 実行す る 過程に おいて あらわれた 一連の 
極左 的 誤りを ただす 方途を も 明らかにし、 それを 具体 
的に 指導した。 

そのころ の 将軍は、 東 満州 一帯の すべての 根拠地の 
指導に 適した 汪清県 遊撃 根拠地に 指導部を おいて 活動 
した。 

将軍は 遊撃隊を 指導す る だけでなく、 根拠地 内に お 
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ける 地方 政権 諸 機関の 極左 的 偏向の 是正、 反 「民生 団 J 闘争の 誤りを ただす たたかい (反 「民生 団 J 闘争に ついては 
つぎの 章での ベる)、 統一戦線 政策の 貫徹、 「反日 部隊」 にたいする 工作、 さらには 教育 文化 活動な どに いたる まで、 
遊撃 根拠地の 活動と 生活 全般を 導いた。 将軍は 人民 革命 政府で 演説し、 「反日 部隊」 をたず ねて 話し あい、 反日 自 
衛隊 本部 や 少年 先鋒 隊ば かりで なく 婦女 会 や 児童 学校に もで むいて 提起され る 問題を 一つ一つ 解決して いった。 

将軍は 寝食を 忘れて 活動した。 夜明けを 待たず 早朝から 山の なかを 歩き まわって、 雨に でもう たれた ようにび し 
ょぬ れにな る こと‘ もし ばし ばで あった。 将軍は 部下たち の 心配を よそに びっしょりぬ れた 服を 手で しぼり、 それを 
また 無造作に 着て は 活動に でかけた。 朝露に ぬれた 将軍に 着が えは おろか、 靴下 一足 さしだす ことので きない 婦人 
隊員たち の 胸は 痛んだ。 しかし 将軍は、 くったくのない 明るい 笑顔を 見せる だけだった。 

将軍が とくに 力を そそい，. だの. は、 ■政権の 性格と 任務を 人民 大衆に 正しく 説明す る ことであった。 

泗水坪 地区に でかけた とき、 将軍は 大衆を まえに 要旨つ ぎの ような 演説を おこなった。 

「われわれが たてる 政府は、 王様が おさめる ので もなければ、 地主 や 資本家、 あるいは 個人の 利益の ための もの 
でもな く、 ほかならぬ 人民の 権种と 幸福の ための、 自由と 独立の ための 政府で ある。 この 政府は 農民には 土地を あ 
たえ、 女性には 男性と まったく 同じ 権利を あたえ、 だれもが 学び、 だれもが 働き、 すべての 人び とがし あわせに 暮 
らせ るよう にす る 政権な の だ。 …… われわれが 奪われた 祖国を とりもどして 幸福に 暮らす ためには、 なにより もま 
ず 日本 帝国主義と 最後までた たかわなければ ならない。 そうして こそ、 はじめて このような 幸福が 永遠に われわれ 
の ものと なる の だ。 …… 遊撃隊は 人民を たすけ、 人民は 遊撃隊を たすけなければ ならない。 お金の ある 人は お金で、 
知識の ある 人は 知識で 支援し なければ ならない。 そして 百 人、 千 人が 心を 一つに して 団結し、 最後までた たかうな 
らば 革命は 必ず 勝利す る」 

将軍の 精力 的な 指導と 遊撃隊員と 共産主義者 たちの 戦闘的な 活動に よって、 極左 分子が 解放 地区 内で 一時的に も 
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たらした 誤りは しだいに 是正され ていった。 

こぅして、 広大な 解放 地区に 人民 革命 政府が 急 
速に 樹立され ていった。 遊撃 根拠地 ごとに 数個の 
区 政府が たち、 そのした に 数個の 村 政府が 組織 さ 
れ た。 区 政府と 村 政府には 土地 部、 軍事 部、 教養 
部、 食糧 部な どが おかれた。 

人民 革命 政府は、 反帝 反 封建 民主主義 革命の 政 
治 綱領を 発表し、 遊撃 根拠地 内で 民主主義 的な 施 
策を 実施した。 

根拠地 内の すべての 公民には、 朝鮮の 歴史上は 
じめ ての 民主主義 的 自由と 平等、 選挙権と 被 選挙 
権が あたえられた。 女性は 封建 制と 植民地 的 抑圧 
から 解放され、 男性と 平等な 権利を もつ にいた つ 


このょぅな 政治的 自由と 民主主義 的 権利は、 人 
民 革命 政府が 実施した 社会、 経済的 改革を つぅ 
じ、 実生活で 輝かしく 具現され ていった。 

日本 帝国主義と 売国 的な 親日 地主の 土地を 無償 
で 没収し、 これを 農民に 無償で わけあたえる 土地 
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改革 ♦か 実施され、 土地は 等級に したがい、 雇 農、 貧農、 遊撃隊の 後方 家族に 優先的に 分配され た。 こうして 土地の 
ない 農民と 土地の 少ない 農民には 根拠地の 広大な 面積の 土地が あたえられる ことにな った。 

日本 帝国主義の 極秘 文献で ある 『満州 共産 匪の 研究』 によれば、 延吉県 三 道 湾 東 区の 農民は、 一戸 あたり 平均 四 
千 八 百 坪の 土地を うけとった と 記録され ている。 

土地改革は、 革命の 要求と 土地にたい する 農民の 世紀 的な ねがいを 解決した 偉大な 変革であった。 

農民は こおどりした。 あたえられた 土地が、 はたして 自分の 土地 かどう かを たしかめても らいに 村 政府を たずね 
る 農民 も 少なくなかった。 すべての 人び とは よろこびにつつ まれ、 生まれて はじめて もつ 自分の 土地を よくこえ 
た、 みのり ゆたかな 土地に する ために 精い っばい 働いた。 ある 老人な どは うれし さの あまり、 夜 そっと 月の あかり 
に 照らされる 自分の 土地を さわって みたと いう。 

また 人民 革命 政府は、 日本 帝国主義 者と 売国奴の 所有であった 重要産業を 没収して 人民の 所有と し、 八 時間 労働 
制を 実施 するとと もに 失業者と 罹災民の 救済を ひろく 宣言した。 これは 全 朝鮮に 大きな 政治的 影響を もたらした。 

人民 革命 政府は、 敵と 対決す る 困難な 条件の もとで も 学校を 建て、 無料 義務教育 制を 実施した。 動乱の 炎の なか 
でも、 子どもたちは 丸木 小屋の 学校で 歌を うたい、 文字を ならった。 この 光景を 見た 大人たち が 目を うるませ たの 
はいう まで もない。 

また、 人民 大衆の 民族的 自覚と 階級意識を 高める ための 教育 活動が くりひろげられ、 敵にたい する 闘争 精神と 自 
力 更生の 精神が つちかわれた。 

さらに 根拠地では、 革命的な 出版物の 刊行 活動が 活発に おこなわれた。 

当時、 東 満州 一帯で 発行され、 配布され ていた 革命的 出版物の 種類は、 抗日 遊撃隊の 機関紙 『戦闘 報』 と 『軍人 
常識』、 『反帝 戦線』、 『解放 戦線』、 『大衆 新聞』、 『少年 先鋒』、 『青年 闘争』、 『唯物史観』、 『秘密 工作 常識』、 『革命歌 


146 


2 新しい 社会の 創造 


遊撃 根拠地 一 解放 地区で おこなわれた 民主主義 的 施策に ついて 報道す る 当時の 新聞 


謡 集』 など、 じつに 五 百 余 種に 達して いた。 間 島 領事館の 諸 機関 
が一 九 三 三年に 押収した 出版物の 数 だけで も 四 万 四千 九 百 十三 部 
にお ょんだ が、 そのうち 九 〇パー セントが 東 満州 地方で 出版され 
たもので あった という (雑誌 『東亜』 一九 三 四 年 版)。 

出版 活動と ともに、 人民を 啓蒙し 教育す るた めの 多彩で 機動 的 
な 芸術 公演 も 随時 おこなわれた。 

そのな かで も、 反日 統一戦線を テー マに した 音楽 舞踊劇 『団結 
も かたく』、 愛国心を テ ー マに した 音楽 舞踊劇 『十三 道 お 国自慢』 
(その 当時の 朝鮮は 十三 道に わかれて いた)、 文盲 退治を テー マに した 
劇 『実家の 母から きた 手紙』、 侵略戦争に 反対す る 日本人 民の 闘 
争を テー マに した 劇 『親を たずね、 夫を たずねて』 などは 芸術的 
にす ぐれ、 思想 性の 高い 内容に ょってと くに 注目を あびた。 

将軍の 具体的な 指 * をう けた これらの 公演 活動は、 他の 多くの 
宣伝 手段と ともに 大衆の 生活を たのしませ、 反日 闘争を 鼓舞す る 
うえで も 大きく 寄与した。 

遊撃 根拠地の 創造的な 情熱は きわめて 高かった。 

被服 工場が つくられ、 病院では 無償 治療が ほどこされた。 また 
兵器工場では 武器の 修理 ばかりでなく、 世上に 名高い r 延吉爆 
弾」 をは じめ 各種の 弾薬 や 武器が 製造され た。 
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人民 政権の 威力は 絶大であった。 

はじめてみ ずからの 政権を もった 人民は、 搾取 も 差別 も、 抑圧 も 蔑視 も 知らず、 真の 民主主義 的 権利と 自由を 心 
ゆく まで 享受す る ことができた。 根拠地 内の人 民は 異国で、 それ も 野蛮な 敵の 面前で 創造の よろこびと 生きる こと 
の 真の よろこびを 味わい、 やがて 祖国の 地に うちたてる はずの 新しい 政権と 新しい 制度が どのような ものである か 
を 十分に 知る ことができた。 事実、 この 時期に つみかさねられた 人民 政権 創設の 経験は、 解放 後、 祖国の 北半 部に 
樹立され た 新しい 制度、 新しい 政権の いしずえと なった ので あり、 朝鮮民主主義人民共和国は、 まさに その 継承と 
発展を しめす ものな ので ある。 

金 日 成 将軍は 遊撃隊と 根拠地を さらに 強化しながら、 朝鮮と 東 満州 一帯の 敵の 支配 区域に 多数の 政治 工作員を 派 
遣した。 この 国内 政治 工作に ついて 『東亜 日報』 (一九 三 三年 ± 一 月 二 土 ハ 日付) は、 r …… 赤色 思想の 侵入にたい す 
る 水 ももら さぬ 威 鏡 北 道 警察の 警戒 網は さらに 強められて いるが、 秘密 裏に おこなわれる 地下 工作が この 一、 二 年 
間 (一九 三 二 年〜 一九 三 三年) に 表面化した もの だけで も、 それは おどろくべき 数字に」 達する と 報道して いる。 

一方、 将軍は 国内に 遊撃隊の 武装 グル ー ブを 進出 させて 日本 帝国主義の 植民地 支配に 打撃を くわえ、 人民 大衆に 
勝利の 信念を いだかせた。 

日本 帝国主義が 縮小して 発表した 資料に よっても、 遊撃隊の 国内 進撃 回数は、 一九 三 二 年から 一九 三 三年までの 
一年間 だけで も 十二 回に およんだ という (『最近に おける 朝鮮の 治安 状況』 一九 四 三年 五月 号)。 

こうして、 東 満州 一帯 や 国内から 金 日 成 将軍を 慕い、 抗日 遊撃隊と 根拠地を たよって くる 人び とは 日 ましに ふえ 
ていった。 かれらは 敵の 弾圧の もとで あらゆる 辛酸を なめてき たえられた 労働者 や 農民、 青年 学生たち であった。 
かれらの うち 血気 さかんな 青 壮年は 遊撃隊に 入隊した。 

このような 将軍の 統一的 指導と 不屈な 闘争、 また これに 絶対の 信頼を おく 遊撃隊員と 共産主義者た ちの 血のに じ 
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3 将軍と 児童 団員たち 


むような 努力と によつて、 解放 地区に おける 極左 的 偏向は 克服され、 抗日 武装 闘争の 大衆 的 基盤が 解放 地区 および 
国内で ますます 拡大され ていつた。 

3  将軍と 児童 団員たち 

遊擊 根拠地 1 解放 地区には 多くの 子どもたちが いた。 かれらは 敵の 無差別 的な 虐殺 行為に よつて 父母 や 身より 
を 殺され、 住む に 家な く 流浪して いた 孤児 や、 たたかいに たおれた 遊撃隊員の 遺児 や 根拠地の 人び との 子どもたち 
であつた。 どの 子 もみな きびしい 試蒎 にたえ、 苦労に 苦労を かさねて、 ようやく 将軍と 遊撃隊員に よつて 救われた 
子どもたち ばかりであつた。 

将軍は いそがしい 活動の さなかで も、 困難な 情勢の もとで も、 この 子どもたちの ことを かたとき も 忘れる ことが 
なかつた" 

それは 不幸な 子どもたちにたい する" たんなる 同情ではなかつた。 将軍は、 革命の 新しい 世代で あり 祖国の 未来 
である この 子どもたちが、 着る もの も 着られず ひもじい思いを t てはいない か、 また 天真らん まんで あるべき 子 ど 
もたち の 心に 暗い かげが さしは しない かとい つも 気をつかい、 かれらが 明るく 育つ よう、 あらゆる 努力を 惜しま だ 
かつた。 

将軍は とくに、 たたかいで 犠牲に なつた 戦友 や、 革命で たおれた 人び との 遺児にたい しては 肉親 も およばぬ 愛情 
を そそぎ、 そのこと を 共産主義者 としての 当然の 義務と みなした。 

将軍が 梨樹 溝の 谷 あいに ある 小さな 丸木 小屋です ご L ていた ある 日の ことであつた。 

この 日 もは げしい 戦闘が おこなわれた。 

戦闘が 終わる の もも どかしく 将軍は 児童 団の瘩 舎べ かけつけた ◊そして 児童 局長に 会つた 将軍は、. 戦闘の 際に 子 
どもたち にけ がはなかつた か、 宿舎は 被害を うけなかつた か、 子どもたちが おびえは しなかつた か、 みんな 夕食を 
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すませた のかと くわしくたず ねた。 

児童 局長は、 ご 心配には およびません、 とこた えた。 しかし 将軍は それでも 安心で きなかった のか、 寝静まった 
宿舎には いり、 父親の ような やさしい まなざしで 室内を 見 わたした。 そして、 うすい 毛布に くるまり、 からだを ち 
ぢ. めて 眠って いる 子どもたちの 姿が 目に 映る と 将軍の 顔は 急に くもって しまった。 

将軍は すぐに 対策を 講じた。 

それから 数 B- 後、 子どもたちは 大きな よろこびにつつ まれた。 将軍が 子どもたち 全部に 綿 いれの 冬服 一着と ふと 
ん 一組、 そして 学習 帳 二 冊ず つを 贈って くれたから である。 

子どもたちは、 この 贈り物が どんない きさつで、 そして どんな 苦労の すえに 自分たち のと ころへ とどけられた の 
かを よく 知っていた。 子どもたちは 綿 いれの 服を 着て 口ぐ ちに いった。 

「わたしたちは こんなに あった かい 服を 着て るけ ど、 将軍 ざま や 遊撃隊の おじさんたち は、 ひとえの 服を 着て た 
たかって おられる の だ。 どんなに 寒い ことだろう」 

児童 団員たち は 感謝の 気持ちを こめて 将軍を 招待し、 村の 人び とや 遊撃隊員の まえで 学芸会を ひらいた。 その 席 
上、 子どもたちは 真心 こめて つくった 新しい 服と 防寒靴を 将軍に 贈った。 

将軍は 子どもたちの 心づ かいを よろこびながら も、 それを うけとろうと しなかった。 子どもたちの 真心 だか e)- お 
うけになる べき だとい う 人び とのす すめに も、. 自分は まだ 若い から 少 々の 苦労は なんともな いし、 よい 服を 着て 
あたたかく すごす わけには いかない といいながら、 その 贈り物を 根拠地 内の 最 年長の 老人に あたえた。 

また、 こんな こと も あつた。 

遊撃隊が ろ 獲した 軍需品の な. かから、 思いが けずい くつ かの 朝鮮 リンゴの 箱が でて きた。 遠くは なれた 祖国の 香 
りを 狂おしい まで 1C 思いだ させる 朝鮮 リンゴ！ 隊員たち は その リンゴを まず 将軍に さしだした。 ところが、 将軍 
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はつぎの ように いった。 

「われわれの 根拠地には、 いまだに 朝鮮の 土を 踏んだ こと もな く、 名高い 朝鮮 リンゴを 見た こと もない 子どもた 
ちが どれほど 多い ことだろう。 子どもたちに この リンゴを おくり、 腹い っばいた ベ させられない まで も、 せめて 祖 
国の 味を あじわわせて やろう …… 」 

こうして その リンゴは、 そっくり 根拠地 内の 子どもたちに くばられた。 

子どもたちにたい する 将軍の 愛は かぎりなかった。 万難を排して 学校を 建て、 学用品を あたえ、 無料で 勉強で き 
る 条件を ととのえ もした。 それば かりで なく、 父母を 亡くした みなし子の ためには 司令部の 近くに 児童 団 宿舎を 建 
てて 肉親の ように 面倒を みた。 

暑き につけ 寒き につけ、 子どもたちの ことを 案じつ づけた 将軍。 自分自身は 満州の きびしい 寒さに も ひとえの 服 
です ごしながら 子どもたちには あたたかい 服を 着せ、 食事 や 学習に いたる まで 肉親に もま さる 愛を そそいで やまな 
かった 将軍 —— 0 

子どもたちにたい する つきる ことのない 将軍の 愛情は 解放 後 も かわる ことがなかった。 祖国の 解放と 同時に、 す 
ぐ さま 革命家 遺児 学院と 学校が 建てられた。 

祖国 解放 戦争後の 廃墟の なかで も、 まず 最初に 建てられた 建物は 学校であった。 東洋では じめ て 九 年 制 技術 義務 
教育 制が 実施され たの も、 新しい 世代にたい する 将軍の かぎりない 愛情の あらわれであった。 

「よい ものは すべて 子どもたちに！」 

.これは、 むかし もい まも かわる ことのない 将軍の 自然な 心で あり 気高い 教えで ある。 事実、 将軍は 子どもたちの 
ためには なにものを も 惜しまな かった。 

将軍が 主力部隊を ひきいて 北満 州に 進出し、 撫松 方面へ 行軍して いたと きのこと である。 
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M" 紀山 にたち よった 将軍は、 そこで 日本 帝国主義に 父母を 奪われた 多くの 孤児たち に 会った。 それは 見る にしの 
びないみ じめ な 光景であった。 さいわい 遊撃隊員に たすけられて 生命は とりとめた が、 苦しい 時期と も かさなっ て 
たべる もの、 着る もの すべてが あまりに も ひどす ぎた。 

故郷が どこで、 父母が だれな のか も わからない 子どもたち —— ^ かれらは 将軍の 心痛を よそに 無邪気に かけまわ 
ってた わ むれて いた。 この 光景を 見つめる おとなたち は 涙を おさえる ことができなかった。 

将軍は 数年間 もつ かわずに しまって いた 非常用の 金を そこの 同志たち にわたしながら、 子どもたちに 着物を つく 
って やる ようにい った。 

その 金は、 将軍の 母が 病弱 にもかかわらず 身を けずる ような 思いを してた くわえた もので、 将軍が 革命 闘争に 身 
を 投じた とき、 「男子の ふところには、 いつも 急場に つかう お金がなければ なりません」 といって、 あたえた 今で 
あった。 

その 間、 窮乏と 困難は 数 知れなかった。 しかし 将軍は 最悪の 場合を 考え、 万難を排して その 金には 手を ふれない 
でいた のだった 。将軍は その 金で 孤児たち に 服を 着せた ので ある。 

将軍が 子どもたちに しめした 配慮は、 たんに 物質的な もの だけではなかった。 将軍は 子どもたちを 手に とる よう 
にして 教育した。 

根拠地では 児童 団を 組織して 子どもたちを 教育し 訓練す る 対策を たて、 敵の 支配 地区に も 優秀な 青年 工作員を 派 
遣して 多くの 児童 団を 組織し、 革命的な 教養を あたえながら かれらを きたえて いった。 

将軍は 一九 三 三年の 春、 汪清県 腰 営 溝の 共 青 拡大 会議に おいて、 青年 工作員たち に 具体的な 活動 方針と 工作 方法 
を 明示し、 優秀な 青年 工作員を 羅子 溝を はじめ 広 はんな 敵の 支配 地区へ 大々 的に 派遣した。 

また 将軍は ときおり 児童 学校に でむき、 子どもたちに いろいろな 話を してき かせた。 十 里 坪に ある 児童 学校を た 
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ずね たと きは、 子どもたちと いっしよ に 輪に なって すわり、 つぎの ような 話を した。 

「祖国を 奪い、 父. 母を 虐殺し、 みんなを みなし 児に した 日本 帝国主義 侵略者と その 手先たち をな くして しまわな 
いかぎ り ' わたしたち. がし あわせに 暮らせる 世の なかは やってこない。 そのためには みんな 決意を 新たに し、 から 
だを 丈夫に きたえ、 遊撃隊で たたかって いる お父さん やお 兄さん、 お姉さんたち のこと を 考えて、 一生懸命に 勉強 
しなければ ならない。 みんなは、 わが 祖国の 花の つぼみで あり、 未来の 柱な の だ。 みんなが 明るく 朗らかで あれば 
わたしたち も 明るく 朗らかに なり、 みんなが 丈夫に 育って くれれば、 わたしたち も 力が わいて くる。 どんな 困難に 
会おう とも 失望したり 悲観したり せず、 勝利の 確信を もってすく すくと 育ち、 祖国の りっ ばな 働き手に なりな さ 

ぃ」 

それから また 将軍は、 「つねに 準備を！」 という 児童 団の 敬礼の 意味に ついても 説明し、 これは 幸福で 希望に み 
ちた 新しい 社会を 建設す る りっぱな 働き手になる ため、 つねに 準備し ようとい う 意味で あると 教えた。 

子どもたちは 金 日 成 将軍の りっぱな 戦士に なろうと いう ひたむきな 気持ちで、 児童 団の 生活を 規則正しく りっぱ 
にお くった。 

児童 団員は 将軍の 配慮を | 身に うけて 学ぶ かたわら、 根拠地の 警戒 や 通信 連絡、 そして 演芸 公演に よる 大衆 啓蒙 
や 遊攀 隊員の 慰安 活動な ど 多くの 任務に もたず さわり、 それを みごとに なしとげた。 こうした 過程を つうじて 幼い 
かれら も 革命 思想を つちかい、 たたかいの 経験を つみかさねて いった。 

なかで も 児童 団員の 才気 あふれる 演芸会は 遊撃隊員の 士気を 高め、 大衆の 闘争 意欲を 燃えた たせる うえで 重要な 
役割を はたした。 大衆 集会には、 ほとんど もれなく 児童 団の 歌と 踊りが 登場した。 

子どもたちは 根拠地の 人び とと 遊撃隊 だけでなく 救国 軍の なかにまで はいって 公演し、 かれらの 反日 気勢を 高め 
もした。 
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汪清 遊撃 根拠地 内の 児童 団員は、 一九 三 四 年に あのけ わしい 老爺 嶺を こえて 遠い 北満 州 地方にまで ゆき、 演芸 活 
動を おこなって その 地方の 遊撃隊員を 慰問し、 大衆に 革命的 影響を あたえた。 

児童 団の 公演に 深く 感動した その 地方の 人び とは 公演 期間を 一週間 も 延長 させ、 幾 箱 もの 菓子 や 学用品、 それに 
数 挺の 武器まで 贈り物と しても たせて くれた。 

いいつくせない ほどの 困難に みまわれ ていた 車廠子 遊撃 根拠地の 児童 団員たち は、 遊撃隊員を ねぎらうた めに ひ 
もじ さを かくして 舞台に たち、 踊りながら たおれた こと も あった。 

小汪清 根拠地の 児童 団員は、 敵弾を くぐりぬ けて 戦闘に も 参加した。 

このように、 将軍に よって 教育され. た 児童 団員は 敵に 出会えば たたかう ことを 知ってい たし、 革命の 秘密を 守る 
ためには、 ためらう ことなく 幼い 生命を ささげ もした ので ある。 

当時、 中国の 新聞 『救国 新報』 や コミンテルンの 雑誌にまで 紹介され、 世界 ぢゆ うに 知れ わたった 児童 団員 琴 順 
少女 も、 こうした けなげな 子どもの 一 人であった。 

一九 三 四 年の 晩秋の こと、 琴 順は 不幸に も 百 草 溝に 駐屯して いた 日本の 憲兵隊に とらえられた。 敵に 両親を 虐殺 
された 琴 順は、 ひとかたならぬ 将軍の 愛と 教育を うけ、 幼いながら も 敵にたい する 憎悪と i 心の 強い 児童 団員で 
あり、 意志の 強いし っかりと した 少女で あった。 

逮捕した 少女が 将軍の 司令部が ある 根拠地に いた ことを 知った 日本の 憲兵たち は、 秘密を ひきだそうと 狂いた っ 
た。 

しかし かれらは、 なに 一つうる ものがなかった。 甘い ことばで なだめす かしても 少女は がんとして 口を きかな か 
った。 いきり たった 憲兵は、 「早くい え。 さもなければ 殺す ぞ 1J とお どかした。 

そのと きは じめ て 琴 1IR は 口を ひらき、 「けがらわしい！ おまえたち のよう な 犬畜生とは 口 もき きたくない！」 
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と 叫び、 将校の 顔に つばを はき かけた。 

憲兵 将校は 真っ赤に なって 怒った。 子ども だと 見くびった が 朝鮮の 唐辛子は 小つ ぶで も 辛かった。 

ムチが 鳴った。 憲兵たち は 幼い 少女を 棒で 容赦な くう ちつ づけた。 しかし 琴 順は 血 まみれに なりながら も 敵を の 
のしった。 

どうに も 手の ほどこしよう がな くな った 憲兵たち は、 群衆を 無理やりに かき 集め、 少女を かれらの まえに ひきず 
り だした。 銃殺し ようとい うのだった 。人び とは 侵略者の 野獣の ような ふるまいに 歯ぎ しりし 身を ふるわせた。 

憲兵は 琴 順に、 悪かった と 一言 あやまれば たすけて やろうと いった。 しかし 琴 順は、 群衆に むかって 声を かぎり 
に 叫んだ。 

「おじさん！ おばさん I 泣く ことはありません。 悲しまないで ください。 遊撃隊の おじさんたち が 必ず こ 
の 仇を うって くれます。 祖国が 解放され る その 日まで 力強く たたかって ください。 …… 日本 帝国主義を 打倒し よ 

Ays 

銃声が とどろき、 少女は たおれた。 琴 順は 十 歳であった。 

数多くの 出版物を つうじて 世界ぢ ゅうに 知れ わたった この 事実は、 各国の 広 はんな 人民の 怒りを よびおこした。 
将軍は、 このような 子どもたちを 育てた ので ある。 

将軍は 児童 団の 優秀な 少年たち をえ らんで 少年 先鋒 隊を 組織した。 この 少年 先鋒 隊は 、半 軍事 団体と して 系統的 
な 軍事 学習と 訓練を つみかさねながら 、遊撃 根拠地 内に おける スパィの 摘発 や 根拠地 警戒 勤務、 重要な 通信 連絡な 
どを はじめ、 敵情の 偵察 や 大衆 扇動 活動な ど 実際の 闘争を つうじて 心身を きたえて いった。 

将軍の 方針に したがって、 すべての 根拠地と 根拠地 付近の 敵の 支配 区域に も 児童 団で 訓練され た 少年 先鋒 隊が組 
織され、 活動を はじめた。 
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将軍は 後日、 遊撃 根拠地 および 敵の 支配 地区 内に おける 児童 団と 少年 先鋒 隊な どで 系統的に 教育され、 きたえら 
れた 優秀な 少年たち からなる 少年 中隊を 組織し、 これを 遊撃隊に 配属した。 

囀 軍は 少年 中隊を 直接 指導し、 かれらを 一 人の こらず りっぱな 遊撃隊員に、 不撓不屈の 革命 闘士に 育て あげてい 

った。 

このように して、 きびしい 歳月 や 苦難の 日々 にも 子どもたちは 将軍の そばで 明るく 元気に 成長し、 革命の 新しい 
世代と して 闘争の なかで きたえられながら、 明るい 未来に むかっての 準備を おこたりなくと とのえ ていった ので あ 
る 0 

4  •• 小汪青 防御 戦闘： 

侵略者た ぢは あわてふためいた。 

かれらに とって 東 満州 遊撃 根拠地 1 解放 地区は、 満州の 支配 体系に うちこまれた おそろしい くさびであった。 
かれらは 抗日 遊撃隊が 「武器を とり 朝鮮 侵攻を 企図す るな ど、 長期に わたり 朝鮮 治安の 一大 癌を 形成」 (『在 満 朝鮮 
人 概況』 第 七 号) している と 悲鳴を あげた。 

日本 帝国主義 侵略軍は 日 ましに 増強され た。 いわゆる 「満州国」 が でっちあげられた (一九 三 二 年 三月 一日) 当時 
は 約 六 万 五 千の 兵力であった ものが、 九か月 後には 九 万 四千 百 余 名に 激増した。 そのうえ 満州に いた 旧 東北 軍 ■(張 
学 良の 軍隊) の 敗残兵のう ち、 十一 万 名が 再編成され て 日本軍の 手先に なった。 

かれらは このほか 偽満 軍と 警察 機構を 拡大し、 いたるところで 泥な わ 式に 警備隊 や 「討伐 隊」 を 編成した。 
こうして 大量の 侵略 軍隊が 東 満州に おしよせ 、「反日 部隊」 の 「討伐」 にむ けられて いた 大兵 力 も 東 満州 根拠地 
に * いする 攻撃の ため 狩り だされる ことにな った。 
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一方、 根拠地 周辺には 監獄と なんらか わりない 「集団 部落」 がつ くられ、 有形、 無形の 鎖で 手足を しばりつける 
「五家 作統」 、「十 家 連座 法」 などの T 保 甲 制度 J い 実施され た。 これは 十 戸を 一つの グル— プ (g) とし、 だいたい 
十の 牌を 一つの 甲に、 いくつが の 甲を I つの 保に 組織し、 瞀察署 の 統制の もとに 住民を たがいに 監視 させ、 もし 遊 
擊隊と 関係の ある ものが でた ときには、 かれの 属する 五戸ない しは 十一 尸に 連帯 責任を 負わせ、 同時に 処罰 するとい 
う 日本 帝国主義が 考えついた もっとも 卑劣な 制度の 一つであった。 

C れ によって 日本 帝国主義は 、遊撃隊と 人民との あいだに 深く ひろい 溝を つくり、 とくに 遊撃隊と 解放 地区の 大 
衆を 孤立 無援の 窒息 状態に おとしいれようと もくろんだ。 

一九 三 三年の 春、 東 満州 遊撃 根拠地にたい して 関東 軍と 偽満 軍、 朝鮮 駐屯 羅ナ南 師団 管下の 部隊な ど 八 千 五 百 余 名 
の 大兵 力が おしよせて きた。 

敵は、 いわゆる 焦土 化 作戦と 包囲 作戦で 根拠地を 一挙に おしつぶそう とした。 

抗日 遊撃隊と 遊撃 根拠地の 人び との まえには、 生死を 決する きびしい 試練のと きが やってきた。 しかし、 遊撃隊 
員と 根拠地の 人び とは 少しも 動揺し なかった。 これ 以上し りぞくと ころもな く、 またし りぞく わけに もい かな かっ 
た。 

かれらは ふたたび 奴隸の 恥辱と 苦痛を うけない ために も、 また 自分たち の 人民 政権と 革命の 獲得 物を 守りぬ くた 
めに も、 最後まで 敵と たたかわなければ ならない ことを 知っていた。 

一九 三 三年 四月、 敵の 大 部隊は 東 満州 地方の 中心 根拠地で ある 注 清 地区 小 注 清 根拠地に 攻撃を くわえて きた。 こ 
こには 金 日 成 将軍の 指揮 部が あった。 

将軍は 小 注 清 根拠地の. 防御 戦闘で、 圧倒的に 優勢な 数千 名の 敵を 相手に 種々 さまざまな 遊撃戦 術を 縦横に 駆使し 
"た。. おもに 円形 防御の 体制を とりながら、 これに®^ 地の 中心部 深く 配置した 火力を 適切に 配合す る 戦術を もちい 
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た。， そして、 ときには 地形を 利用して 敏速に 移動しながら 不意の 打撃を くわえ、 またとき には 誘引 戦術を もちいな 
がら 敵に せん 滅的な 打撃を あたえた。 

敵は 大砲 や 飛行機まで くりだし 三日間に わたって 連続 的な 攻撃を くわえて きたが、 そのつど 勇敢な 遊撃隊と、 そ 
れと. 一体にな ってたち あがった 人民の 英雄的な 反撃を うけ、 甚大な 損害を こうむった。 

敵は 解放 地区の 民家を 焼き はらった だけで、 四百 余 名の 死体を のこして 敗走した。 

結局、 将軍が 指揮した 小汪 清の 防御 戦闘は 敵の 大軍 を擊 破し、 遊撃 根拠地 創設 以来、 最初の 大勝 利を おさめた 輝 
かしい 戦闘と なった。 それは また 遊撃隊と ともに たちあがった 根拠地の 人民の 勝利で も あった。 

根拠地 内の 反日 自衛隊、 少年 先鋒 隊は いうまでもなく、 老人 や 婦人まで が 幸福の ゆりかご である 根拠地を 守ろう 
と 献身的に たたかった。 婦人たち は 弾雨を ついて 遊撃隊員に 食事と 水を はこび、. 老人は U4- 頂から 岩を ころが し、 か 
ん声を あ ^ てた たかった。 少年たち も 遊撃隊を 力 づけょうと、 岩の かげ や 草 むらの なかで 声を かぎりに 革命歌を う 
たった。 こうした 根拠地の 人び との 犠牲的な 闘争は、 遊撃隊員の 士気を いっそう 燃えた たせた。 

遊擊 隊員は 根拠地の 人び とに、 安全な ところへ 身を さける ょうにと いってき かせた が、 だれ 一人たち 去ろうと は 
しなかった。 銃の ない 人は 石を もち、 棒切れを にぎって たたかった。 また 児童 団員は 古鉄で つくった 手製の 拳銃を 
もち、 突撃 ラッパを 吹きながら 敵に たちむかって いった。 婦人たち も 根拠地 防衛の 哨兵と なった。 

後日、 『朝鮮 日報』 はこの 戦闘を とりあげ、 根拠地では 「子ども や 婦女子まで 戦術に たけ、 機関銃で 討伐 隊に応 
戦」 したと 報道した。 根拠地の すべての 人び とが 哨兵で あり 英雄であった。 

敵の 「春 期 攻勢」 を 撃破した 各県の 遊撃隊は 武装 力を 大々 的に 改善し、 隊員 数を いちじるしく 増加 させた。 

夏に なり、 根拠地では 野良仕事が いそがしくな った。 戦闘 経験を つみ、 いちだんと 強力に なった 遊撃隊は 根拠地 
の 防御 だけでなく、 敵の 支配 地域には いって 政治 工作 や 遊撃戦を 力強く 展開す るまでに 成長した。 
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小汪清 防御 戦闘 


将軍が 「反日 部隊」 の 前方 司令 呉義 成と 会談し、 東 寧 県 
城の 攻略 戦闘を 指揮して 最初の 大勝 利を おさめた のは、 ち 
よぅど そのころ のこと であった。 

東 寧 県 城 戦闘から 数日す ぎた ころであった。 延吉 県で 活 
動して いる 遊撃隊 きっての 名 射手と いわれた 崔 ■賢 中隊長が 
将軍に よばれて 隊員と ともに 小汪清 根拠地に 到着した。 

かれは 馬 村に ある 指揮 部で、 金 日 成 将軍との 感激 的な 初 
対面を おこなった。 その 日、 将軍は 夜 おそくまで、 崔賢同 
志と 今後の 闘争に ついて 語り あった。 

翌朝、 歩哨が 敵襲の 急報を つげて きた。 将軍は ただちに 
部隊を 高地に 配置し、 崔賢 同志を ともなって 小高い 丘に の 
ぼり、 敵情を 視察した。 将軍が 直接 指揮を とる 戦闘には じ 
めて 参加す る ことにな った 崔賢 同志は、 文字 どおり 感無量 
であった。 

恐怖に とりつかれた 敵の 「討伐 隊」 は 谷間の 入口で なが 
いあい だ 発砲した あと、 野良に つんであった 穀物の 山に 火 
をつ けは じめ た。 

これを 見た 将軍は 敵を 掃討せ よと 命令を くだし、 崔賢同 
志に 話しかけた。 
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.「そうだ。 かねてから 崔賢 同志は 射撃の 名手 だとき いていた が、 きょうは 一つ お 手な みを 見せて くれまい か」 

射擊 にかけ ては ライバルの いな；：； 崔賢 中隊長 だっ たが、： 将軍から あらたまって こうい われて みると、 すぐに 返事 
がで きなかった。 

このと き 敵は、 約 五 百メー トルは なれたと ころを 移動 : L ていた。 命中させる には かなり むずかしい 距離で あっ 
た。 崔賢 同志は スイス 製 マレ— シャン 涉兵 銃で ねらいを さだめ、 引き金を ひいた。 その 瞬間、 もみの 山に 火を つけ 
ようとして いた 敵 兵が たおれた。 

「いや、 さすがは 名手 だ。 どれ、 わたし も 一つ 射って みよう」 

将軍は 歩兵 銃を とる と 無造作に ねらいを さだめ、 四、 五 発 つづけざまに 射った ◊ところが、 なんと それが 一つの 
こらず 命中した ので ある。 神 わざの ような 将軍の 射撃 術の まえに、 さすがの 崔賢 同志 も 思わず 嘆声を あげた。 

この 光景を 見て いた 遊撃隊員は 歓声を あげ、 敵に いっそう 猛烈な 射撃を くわえた。 そのため 敵の 「討伐 隊 J は そ 
れ 以上 接近して くる ことができず、 敗走せ ざるを えなかった。 

将軍は 崔賢 同志が 滞在して いる あいだ、 革命の 明るい 展望に ついて 語り、 反日 民族 統一戦線を 国内に 拡大す る 問 
題、 党 創建の 方針、 また 武装 闘争を より 拡大す るた め 各地で 活動す る 遊撃隊を 質、 量と もに 急速に 成長させる 問題 
など、 重要な 革命 課題に ついて 話した。 

将軍は 崔賢 中隊長の 出発に 先 だち、 大 口径の ダ テ ガル 銃 四 挺と 琥拍の パイプを 贈った。 崔賢 同志は 後日、 「それ 
を うけとった わたしは、 胸の なかに、 なに か 熱い ものが C みあげて くるのを おぼえた」 と號 班の パイプに ひめられ 
たエ ピソー ドを 回想して いる。 

.かれは そのの ち 抗日 武装 闘争の 全 期間は もちろん、 解放 後 も、 また アメリヵ 帝国主義に よって 挑発され た 祖国 解 
放 戦争の さなかで も、 つねに その 琥珀の パイブを もち 歩き、 困難な 状況に ぶつかる たびに それを 見て は 将軍を 思い 
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だし、 力と 勇気を えたと いう。 

この 號拍の パィブは いまでも、 抗日 武装 闘争の 時期に おける 無数の 遺物 や 文献 資料で みたされた 朝鮮 革命 博物館 
に 保管され ている。 

金 日 成 将軍の 指導の もとに 解放 地区が 日 ましに 強化され、 遊 擊隊の 活躍が いっそう 強力な ものになる と、 日本の 
侵略者た ちは 一九 三 三年の 冬、 ふたたび 東満册 各県の 遊撃 根拠地にたい する r 大 討伐」 作戦を 開始した。 

今度 も 敵は、 主要な 打撃 方向を 金 日 成 将軍が いる 小 注 清遊 撃 根拠地に 集中して きた。 かれら ば 数が 月 もつ いやし 
た 作戦計画に したがって、 「精鋭」 を 誇る 関東 軍、 朝鮮 駐屯 軍羅南 十九 師団の 一部、 偽満 軍な ど 五 千 余 名の 大兵 力 
を ここに 投入した。 歩兵は むろん、 騎兵と 砲兵、 それに 航空隊まで くりだした 敵は、 必ず 小汪清 根拠地にたい する 
「掃討 作戦」 を 成功させる と 広言して はばからな かった。 

かれらは、 夾皮 溝、 汪 清、 馬 盤 山な どの 各方 面から 根拠地を 包囲し、 しだいに その 包囲 網を ちぢめながら 根拠地 
周辺を 火の 海に かえた。 

しかし 将軍の 作戦計画と 機敏な 指揮に よって、 多勢を たのんでの 敵軍の 進擊も 遊撃隊と 根拠地の 人び との 英雄的 
な 防御 戦に あい、 小汪清 入口の のこぎり 山で 阻止され てし まった。 

のこぎり 山 戦線を 突破し ようと 狂いた った 敵は さらに 兵力を 増強し、 二十 余日 間に も わたって 執拗な 攻搫 をく り 
かえした。 

戦況は 楽観を 許さなかった。 遊 聲隊と 根拠地の 人び とには、 敵の 大軍を 最後までく いとめる だけの 武器が なかっ 
た。 血 まよった 敵の 蛮行に よってす ベての ものが 焼きつ くされ、 きびしい 寒さの なかでから だを あたためる 一軒の 
家 すらな く、 ひとにぎりの 米を 手に いれる こと も むずかしかった。 病人が でても、 一 ばいの 湯を のませる こと さえ 
できなかった。 


161 


第 四* 革命の 揺 藍 一 解放 地区 


敵の 動きを くわしく 分析した 将軍は、 ただちに 新しい 軟術に 移る ことを 決意した。 

将軍は 長期戦を ねらう 強力な 敵を 相手に、 せまい 地域で 防御 戦 だけにた よる ことは 冒険で あると 判断し、 敵が 遊 
擊 根拠地の 「討伐」 に その 力を 集中して いる この 機会に、 遊撃隊の 力を 分散 させ、 根拠地での 防御 戦と 敵の 背後で 
の攪 乱戦を くみあわせて、 かれらに 手痛い 打撃を くわえようと 考えた ので ある。 

将軍は 戦闘 任務を あたえながら つぎのようにの ベた。 

「いま 敵は 東 満州 各県の 遊撃 根拠地を 同時に 大挙 侵攻す るた めに、 警察 や 自衛 団 まで 遊撃 根拠地 『討伐』 作戦に 
動員して いる。 したがって 敵の 後方は 事実上 がら あき 同然で ある。 また 敵は 目下のと ころ 遊撃隊が 根拠地を はなれ 
て自分たちの後方にまわりこもうなどとは考えて 4 いない。，こ，のようなとき大胆かつ敏速に敵軍の後方で兵舎、 自 
衛団 、警察署な どを 襲撃して 不意に 打撃を あたえ、 軍需 物資の 倉庫 や 供給 機関を 攻撃し、 軍需 物資 輸送 車を 待ちぶ 
せて おそい、 食糧 や 衣類の 供給を はばむ 一方、 それを ろ 獲して わが 軍の 軍需品を 補充し、 敵が いたるところで 不安 
と 恐怖に おちいる ようにし なければ ならない。 また 一方では 夜間に 乗じて 根拠地 周辺に もうけられた 敵の 宿営 地を 
奇襲 攻撃し、 これを せん 滅し なければ ならない」 

事実、 敵は 東 満州 各県の 根拠地を 同時に 撃破し ようと 警察 や 自衛 団 まで 「討伐」 作戦に 投入した ため、 後方は が 
ら あきと なって いた。 かれらと しては、 こうした 状況の もとで 遊撃隊が 根拠地を はなれ、 自分たち の 後方に 出現す 
るな どとは 夢にも 考えられない ことで あった。 

この 点を いち 早く 看破した 将軍は、 数千 名の 根拠地の 人び とを 安全な 場所へ 移動 させ、 根拠地の 兵力を 二つの 部 
隊に 編成が えした。 

その 一部は 根拠地に のこって 防御の 任務に つき、 他の 一 部隊は 将軍が みずから ひきいて 二十 キロ あまりの 区間に 
およぶ 敵の 包囲 陣を 突破 し、 その後 方に 進出す る ことにした。 
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この 作戦計画に したがい、 根拠地に のこった 遊撃 部隊は 人民を 十 里 坪に 移し、 かれらを 保護しながら 山のう 
えに 陣地を 築いた。 そして 有利な 地形の 高地 や 谷間に 隊員を ふせて おき、 近 ょってく る 敵に 猛烈な 反撃を くわえ 
た。 

夜は 交代で 多くの 襲撃 班が 敵の 陣地に 夜襲を かけ、 輸送 路を 断った。 そのため 夜ごと 襲撃 班に なやまされた 敵 
は、 寝不足の ため 昼間の 戦闘 もまと もに できない 始末であった。 こんな 日が 数日 も つづく と、 敵は まったく 意気 消 
沈して しまった。 

将軍が 直接 ひきいて 敵の 支配 地区に 進出した 遊撃隊は、 凉水泉 子 (豆 満江 対岸の 国境 地帯) と 北 鳳 梧 洞 (図們 の 
北 約 四十 キロの 地点) 一帯で、 警察署、 自衛 団な どを 襲撃して 敵を 戦慄 させ、 その後 方の 中心地で ある 汪清を 襲撃し 
て大 混乱に おとしいれた。 

こうなる と、 根拠地 攻撃に すべてを かけて いた 敵は 自分たち が 逆に 包囲され かけて いる ことに 気づき、 四十 余日 
間 も 執拗に しめつけて いた 包囲 網を 解いて 退却す るょり ほかなかった。 

同じ ころ 延吉 県、 和 龍 県、 琿春 県の 遊撃 地区で も 敵の r 大 討伐」 を 英雄的に うちやぶって いた。 こうして 敵は 冬 
期 作戦で じつに 一千 余 名の 死傷者を だした だけで、 これと いった 戦果 もな く 苦杯を なめた。 

遊撃隊の 勝利は、 金 日 成 将軍の 戦術が いかにす ぐれて いるかを 遺憾な くしめ した。 それは また、 極左 分子の 冒険 
主義 的な 主張にたい する 実践的な 論駁と もな った。 

当時、 極左 分子は 敵 味方の 力関係と 具体的な 状況 も 考えず、 根拠地に おそいかかって くる 数十 倍の 敵と 正面衝突 
する こと だけを 主張した。 

万一 かれらの 主張を うけいれて いたなら ば、 数 的に 優勢な 敵との 戦闘で 受身に おちいり 、遊撃隊と 根拠地の 人び 
とは 大きな 損失と 敗北を まぬがれなかった であろう。 
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..かれらの 冒険 主義 的な 主張を 一 職した 将軍は、. 敵が 集中 的に 攻撃して くると きには 遊撃隊を 分散し、 各所で 後方 
を攪乱 しながら これを 各個 撃破し、 敵が 分散した ときには 逆に 遊撃隊の 集中した 力で これを 撃滅す るな ど、 遊撃 活 
動の 戦術 的 原則を 創造し、 それを 機敏に 活用した のであった。 

将軍の この 戦術は、 その後 も 根拠地 防御 戦と くみあわさって 敵の 政治的、 軍事的 拠点を たたき、 遊撃 区域を 拡大 
する 作戦を つうじ： てょり 大きな 勝利を もたらした。 一九 三 四 年 六月 初旬に おこなわれた 安 図 県 大甸子 戦闘の 勝利 
と、 同年 六月 下旬に 将軍が 指揮した 注 清 県 羅子溝 市街の. 攻略 戦闘に おける 輝かしい 勝利が それを はっきりと 実証し 
ている。 

5 団結の 力 

遊擊 根拠地にたい する 敵の 連続 的. な 攻撃は、. 根拠地の 人び とを 極度に 疲労 させた？ 敵は 根拠地を 廃墟に してし ま 
おうと、 攻撃を してく るた びに すべての ものを 焼きは らい、 破壊し、 踏みに じっていった。 

しかし そのつど、 家を 焼かれた 人び とは ふたたび 新しい 家を 建て、 田畑を 荒らされた 人び とは ふたたび 種を まく 
など、 たくましく 生きぬ いた。 

敵の たびかさなる 蛮行に ょって、 多い ときには 一年間に 三十 一、 二回 も、 焼 土に 家を 建てな おさなければ ならな 

かった。 

敵は ひきつづき おそいかかり、 そのうえき び . L い 冬の 寒さまで かさなって 根拠地の. 人び との 苦難は いいつくせな 
い ものが あった。 石 も 凍る という 厳冬の 吹雪の なかで、 かぶる ものと てない 住民は 枯葉を ふとんがわり にして たえ 
ぬかねば なら ; 办っ たで 

•L かしきび しい 冬に もまして、 凶悪な 敵に もまして 人び とに 大きな 苦しみを -* た克た のは、 一にぎ りの 米 も 塩 も 
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ない おそろしい 飢えであった。 飢餓は 人び との 気力を そぎは じめ た。 そのため 生命を つないで いくこと、 それ 自体 
がは てし ないた たかいであった。 

しかし、 根拠地の 人び との 意志は 不屈だった ◊人び とは 革命の 貴重な 獲得 物を しっかりと 手に にぎりしめ、 遊擊 
隊と 人民 政権を 献身的に たすけた。 

苦難の たたかいの 日々 にも、 人民の 生活は じつに 楽天的であった。 この ことは 汪清 根拠地を はじめ 各地の 根拠地 
で、 遊撃隊と 人民 大衆が 運動会 や サッ ヵ— 試合な どを しばしば おこなって いた 事実から も 充分に 推察す る ことが で 
きよう。 

はげしい 戦闘が つづけられた。 

一九 三 四 年 秋 ごろから、 東 満州の 遊撃 根拠地は ふたたびた たかいの 炎につつ まれた。 遊撃 根拠地の 「討伐」 と 遊 
擊隊の 城市 攻略 戦闘で 連続 的な 打撃を こうむった 敵は、 この 年の 秋から 冬に かけて さらに 多くの 兵力を 動員し、 毎 
日の ように 東 満州 遊撃 根拠地を 攻撃して きた。 

敵の 魔手が のびたと ころでは、 例外な くす ベての ものが 破壊され 焼き はらわれた。 家が こわされ、 秋のと り いれ 
を 待つ ばかりの 田畑が 火の 海に かわった。 根拠地 周辺は 敵の 軍隊と 警察 網で おおいつ くされ、 村と いう 村は すべて 
警戒の きびしい 「集団 部落」 となり、 食糧を もとめる 道も浙 たれた。 

将軍は このような 状況の もとで、 なによりも 重要な ことは 革命 力量を たもつ ことで あり、 敵の 攻撃を すすんで 撃 
破す る ことで あると 考えた。 

将軍は、 まずは じめ に 新しい 根拠地を 開拓し、 根拠地の 人び とと 政府機関 や 革命 組織を 比較的 安全な ところに 移 
す ことにした。 

こうして 一九 三 四 年の 秋から I 九 三 五 年のは じめ にかけ て、 汪清 県と 琿春 県では 羅子 溝を 中心とした 汪 清 ®^ ^^ 
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1 帯に、 そして 延吉 、和 龍両 県では 安 図 県車厫 子な どの 地に 新しい 根拠地が つくられ、 移動が はじまった。 

きびしい 季節に さいなまれながら 数十 里の けわしい 山道 や 密林を かきわけて すすむ 道のりは、 文字 どおり 茨の 道 
であった。 

しかし 人び とは 革命と 生死を ともに する かたい 決意を ひめ、 あらゆる 困難に うちかって すすんだ。 各県の 遊擊隊 
員は 根拠地の 人び とを 保護す るた めに、 おそいかかる 敵と 血み どろの 決軟を 展開しながら 行軍を した。 

このような きびしい 過程を へて、 けわしい 自然の なかに 新しい 根拠地が ぞくぞくと 生まれて いった。 

新しい 根拠地での 生活 も 苦しかった。 わけても 車廠子 根拠地の 人び との 苦難は まさに 形容で きない ほど 苦渋に み 
ちた ものだった。 かれらは 疲れは てた からだで 山を さまよい、 どんぐりを ひろい、 松の木の 皮をはがし、 草の 芽を 
つんでは 飢えを しのいだ。 日が たつに つれ、 飢えは より 深刻に なって いったが、 だれ 一人、 車廠 子を はなれようと 
はしなかった。 人び とは、 敵の 足 もとに ひざ まづ いて 一 さじの 飯の ほどこしを うける よりは、 む L ろ 死んで 石と 化 
しても 解放 地区に とどまる 道を えらんだ ので ある。 

ときおり 遊撃隊は、 幾重に もは りめ ぐらされ た 敵の 包囲 網を つき、 食糧を 手に いれて くる ことがあった。 しかし 
それ も 当座を しのぐ だけで 飢えは つぎつぎと おそっ てきた。 

このような 苦しみの なかで も、. 人び とは 種穀 だけには 手を つけようと しなかった。 かれらは 敵の 目を ぬすんで は 
畑に ゆき、 土地を たがやし、 種を まいた。 

人民 革命 政府の 幹部たち も 作物が 芽を ふくと、 それを 何 本 かひき ぬいて 人び とに 見せて 歩きながら いった。 

「新芽が でた。 さあ、 元気を だしましょう！」 

穂が でる と、 こんどは それを もって 歩きながら 激励した。 

「あとわず かで とりいれ だ。 さあ、 元気を だすので す。 もう 少しの しんぽう だから —— 」 
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美しく も、 たのもしい 人び との 集まりであった。 だれもが たがいに、 革命の 未来にたい する 明るい 希望 〇* ことば 
であい さつを かわし、 たがいに たすけあい、 たがいに はげまし あった。 

こぅした なかで も、 子どもたちは 学校で 文字を ならい、 アコ ー デオンに あわせて 革命歌を ぅたった。 
子どもたちは 遊撃隊員を 慰労す る 公演 も おこなった。 

ある 日の こと、 子どもたちが 遊撃隊員の まえで 公演を していた とき、 一人の 少年が 空腹に たえかねて たおれて し 
まった。 遊撃隊員の 一人が S どろいて 少年を だきおこした。 

少年は 気を とりもどし、 自分を だきおこして くれた 遊撃隊員の 顔を 見つめて いたが、 ふたたびたち あがる と 元気 
な 声で 「いざす すまん、 たたかいに！」 と、 うたいながら 踊りを つづけた。 少年は やせこけ、 顔色 もよ くなかった 
が、 その 表情には 笑いと よろこびが あふれて いた。 

感激した 遊撃隊員たち は、 涙を 流しながら 少年と いっしよ にう たった。 

いざす すまん、 たたかいに！ 


革命を めざし、 未来を 愛する 人び との 力は 無限だった。 搾取と 屈辱から ぬけだし、 幸福と 自由を もたらす 革命の 
の— 獲得 物 —— 、それを 手に した 人民を 屈服させる 力は この 世には なかった。 かれらは、 砲火を あびせる 敵を 擊滅 する 
ことができたばかりでなく、 ¢^重な同^^心と根拠地のためにはためらぅことなく、 かけがえのなぃ自分の命をささげ 
る こと も 知つ ていた。 

遊擊 根拠地 —— 解放 地区、 それは まさに、 遊撃隊と 人民の 血が 大地のぅ えに つづった 英雄 叙事詩であった。 
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遊撃 根拠地 —— 解放 地区は、 敵の きびしい 包囲の なかに あっても 四、 五 年間、 微動 だに しなかった。 

この 時期の 将軍の 活動では、 ここで どうしても ふれない わけには いかない 劇的な 場面が いくつか ある。 

一九 三 四 年の 冬、 将軍は 抗日 遊撃隊の 一 部隊を ひきいて 東 満州と 北満 州の 境に ある 老爺 嶺一帯 に 進出し、 はげし 
い 戦闘を 終えて 帰途に ついた。  3 

部隊が ひきつづく 戦闘と 食糧 難と きびしい 寒さに 苦しみながら、 天 橋嶺の 木材 所の 近くまで きたと きだった。 

将軍が 悪感を 訴え、 病に たおれて しまった。 疲労の 度が すぎ、 からだが 極度に 衰弱した ところへ、 きびしい 寒さ 
のなかで 無理を したの が 原因だった。 しかも 病状は きわめて 重かった。 

ところが、 その 地域は 深い 雪と 寒さで 凍りつ いた、 おそらくい ままで 人間が とおった こと もない と 思われる 密林 
のなかで、 人の 足 あとは いうに およばず、 けものの 足 あと さえ 見つからない ところであった。 いくらいっても 人家 
には 出会いそう もなかった。 そのうえ、 このと きは 主力部隊が 先に 出発し、 将軍の 護衛の ためにの こって いたのは 
中隊長 以下の わずかな 隊員に すぎなかった。 

しかも 敵は 執拗に 四方から おそいかかって きた。 それは 数百 名を こえた。 

弾薬 も 食糧 もな く 将軍の 病は ますます 重くなる 一方で、 隊員たち はどうして いいの かわからなかった。 

きびしい 寒さの なかで 人家に 出会う あてもなく、 そりのう えに よこにな って 高熱に 苦しむ 将軍を 見守る 隊員たち 
の 胸のう ちは、 はりさけん ばかりであった。 

しかし 将軍は、 こうした 危急な ときで も、 超人的な 力を ふりしぼって 詩を 書き、 うたを つくり、 隊員たち の 気持 
ちを ほぐして 勇気を ふるいおこそうと した。 

なすす ベ もな く、 うちしおれて いた 隊員たち は、 将軍の つくった 詩を 読み、 感激の 涙を のんで ふたたび 勇気を と 
勺 もどした。 かれらは、 全員が 命を 失う こと、 が あって も、 将軍 だけは 必ずた すけようと 決心した。 
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5 団結の 力 


かれらは 将軍を K 衛し "追いす、 かる 敵を ばらい のけながら 密林を かき わげ、 昼夜を わかたず 強行軍を 〇- づけた な 

かれらの ただ 一つの ねがいは、 将軍を 安全な 場所に 移す こと だけであった。 

ところが 敵は、 すでに 四方から 二重 三重の 包囲 網を せばめて きた。 そのうえ 夜が 明けて しまった。 じつに 危険な 
瞬間だった。 隊員たち は 深い 雪を かきわけながら 必死になって つきすすんだ。 そしてつ いに、 深い 山の なかで 木材 
伐採 場の かやぶ き 小屋を 発見した。 

かれらは、 その かやぶ き 小屋で 中国服を 着た 金と いう 苗字の 老人に 会った。 そして、 その 朝鮮の 老人の 機知と 献 
身 的な 努力に よって 重大な 危機からの がれる ことができた ので ある。 

病人が 金 日 成 将軍で ある ことを 知った 老人は、 将軍の ためなら 命を なげだす 覚悟 だとい いながら 一つの 計略を あ 
みだした。 

その 老人の 話に よれば、 ここは 中国人 材木商の 伐採 場で あり、 •寧 安鎮に 住む 材木商が ちょうど 朝が た、 この 伐 
採 場の 視察に くる ことにな ってい ると いうの だった。 

「いまに 数 台の 馬車が やって きます から、 あいつと わたしを、 うむを いわさず しばりあげて ください。 そして、 
命が ほしければ いう ことを きけと、 あいつを 降参させる のです。 そうしてから、 わたしたち 二人を 道案内 人に した 
てて 出発して ください。 あの 男は この 付近の 顔役で 軍隊に も顏が きく やつです から、 きっと 敵の 包囲を うまくぬ け 
だす ことができ ますよ」 

老人の 計略は、 なるほど りっぱな ものでは あった が、 危険な 面 もないで はなかった。 しかし、 だからといってす 
ぐに 考えつく 他の 方法が ある わけで もなかった。 中隊長は 老人の いうと おりに 決行す る 手は ずを ととのえた。 

やがて 四 台の 馬車が やってきた。 材木商は 遊撃隊の 捕虜と なった。 その あとは 金 老人の 筋書き どおりに ことが は 
こんだ。 
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先頭の 馬車には 戦術に すぐれた 小隊 長が 材木商と ともに のりこみ、 将軍は 三番 目の 馬車に 身を よこたえた。 馬車 
に ひそんだ 隊員たち は 敵の 包囲を 突破す るた めに 決死の 戦闘 態勢を ととのえた。 

木材 商は、 無条件に 命令に したがう ことを いま 一度 約束し、 おとなしく 遊撃隊員の いうと おりに した。 

四 台の 馬車は 吹雪を ついて、 敵の 厳重な 包囲 陣に むけて 走った。 武装した 敵が 駐屯して いる 警戒 地点では 材木商 
に 城内へ 買物に ゆく の だと 大声で 叫ばせ、 歩哨を ひき 殺さん ばかりの 勢いで 走りぬ けた。 

しかし 問題は、 最後の 通過 地点で ある 橋を 無事と おりす ぎる ことであった。 橋の 両側には 武装した 敵 兵の 姿が 見 
えた。 馬車が 近 よってい くと、 敵は それを とめようと 接近して きた。 それを 見て 材木商は うろたえは じめ た。 

まさに 危機一髪の 瞬間であった。 隊員たち は 一戦を まじえる 覚悟で、 それぞれ 銃を かたくに ぎりし めた。 先頭の 
馬車に のって いた 小隊 長は 拳銃を 材木商の 脇腹に つきつけた。 

材木商は 最後の 勇気を ふりし ぽっ て、 寧 安城 内へ 買物の ためにい そいで いると ころ だ、 なにを 捜索し ようとい う 
のか、 と 大声で どなった。 敵 兵が 捜索を ためらう 一瞬の すきを のがさず、 四 台の 馬車は 矢の ように 橋のう えを とお 
りすぎ た。 

こうして 一行は、 きびしい 敵の 包囲 網を 突破す る ことに 成功した。 材木商の 馬車は 一行と 別れ、 寧安鎮 へむ かっ 
て 走り去った。 

命の 恩人で ある 金 老人は、 高い 熱に 苦しむ 将軍の 姿に 目を うるませながら、 老爺 嶺の ふもとに、 朝鮮の 老人の 家 
が あると 教えて くれた。 隊員たち は 心から 感謝の ことばを のべ、 金 老人に 別れを つげた。 そして 昏睡状態に ある 将 
軍を 護衛しながら 老爺 嶺を めざして いそいだ。 

寧 安 県の 東南、 間 島との 境界に 近い 深い 山 あいに 大歲 子と いう 村が あった。 そこから また 森の なかを かきわけて 
十ニ キロ ほどは いると、 老爺 嶺の ふもとに 着く。 
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5 団 結 •.の 力 


う 〇 そうとした 林の なかに、 泉を はさんで 二 軒の 丸木 小屋が 建って いた。 そこには 趙宅 周と いう 老人が 二人の 息 
子と 孫、 それに 嫁の 崔 日華と ともに 住んで いた。 

かれらは 咸鏡北 道の 茂 山 郡の 人たち だった が、 日本 帝国主義 とその 手先の 抑圧からの がれて 満州に 移住した の 
ち、 浮き草の ように 方々 を さすらった すえ、 この 地で 火 田を おこし、 ほそ ぽ そと 暮らして いたので ある。 

遊撃隊員は 吹雪を ついて、 やっと この 家に たどりつく ことができた。 二人の 隊員が 先に 丸木 小屋の まえにつ い 

た。 

それは 一九 三 四 年 十二月、 暮れ も おしせまった ある 日の 真夜中の ことであった。 

二人の 隊員は 戸口で 主人を よんだ。 おどろいて 眠りから さめた この 家の人たち は、 すぐには 返事 もで きない ほどで 
あった。 しばらくして 趙 老人が 戸を あけ 外を のぞいた。 隊員の 一人が ていねいに 話しかけた。 

「おどろかないで ください。 わたしたちは 抗日 遊撃隊です」 

趙 老人は それを きくと、 ようやく 安堵の 息をついた。 

「司令官 同志が 急病で たおれ、 あちらで 休んで おられます が、 この 家に おつれしても いいで しよう か？」 

隊員たち は、 かいつまんで 事情を 話した。 

「そんな ことなら、 なぜ もっと 早く おつれして こなかった のかね。 一刻を あらそう というのに、 気の きかない 人 
たちだ」 

趙 老人は E. 者が ほかならぬ 金 日 成 将軍 だとき いて、 びっくりしながら こういった。 そして 長男と 孫の 英善を 隊員 
とい っ ，し --J: に 将軍が 休んで いる 場所へ いそがせた。 それから 老人は 嫁に 大い そぎで 湯を わかし、 粟が ゆを つくる よ 
5 いい づけた あと、 将軍は 朝鮮の 革命 軍隊を ひきいて 日本の 侵略者たち をう ち やぶる えらい お 方 だ、 といって きか 
せた' 
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.雪が ひざまで つもった うえに 風が はげしく、 真夜中の 寒さは 骨身に しみた。 外へ でた 一行は 四 キロ あまり 雪を か 
きわけ てす すみ、 以前 「討伐 隊 J が 火を 放った ことの ある、 くずれ かけた 一軒家の 土壁の かげで 風を さけ、 担架に 
ょこたわって いた 将軍を 老人の 家へは こんで きた。 

趙 老人の 息子と 嫁の 崔 日華は 将軍を かまどの そばに 寝かせ、 ふとんを かけた あと、 火を たいて オンド ルを あたた 
めは じめ た。 

将軍は 重態だった。 みんなの 表情は 暗かった。 

祖国に 光明を もたらす ため 寝食を 忘れて たたかう 将軍、 はげしい 吹雪に さらされた 異国の 山奥で 高熱に 苦しむ 将 
軍 —— 、その 姿を 見守る 隊員 や趙 老人の 家族の 胸には 熱い ものが こみあげた。 

崔 日華は 舅の いいつけ どおり、 •粟が ゆに 蜂蜜を とかして 将軍に さしだした。 趙 老人と 隊員は 懸命に 将軍のから だ 
を もみつ づけた。 まもなく 将軍は 汗を 流して 深い 眠りに ついた。 

夜が 明ける ころ、 将軍は 眠りから さめた。 からだが 軽くな ったょう な 感じが した。 

'将軍は、 うれし さの あまり 身の おきどころを 知らぬ 趙 老人の 家族に、 「みなさんの おかげて 生き かえりました」 
とくり かえし 礼を のべた ◊隊員たち は 涙に ぬれた 顔で 将軍を 見つめる だけでの どを つまらせた まま、 なにもい うこ 
とがで きなかった。 

病に うちかった 将軍は、 この 日から 二度と 病床に ふせる ことがなかった。 

将軍の 食膳には 麦と 粟を まぜた ご飯と、 心づ くしの 菜 汁 や 豆腐の 味 pt 煮が おかれて いた。 隊員たち とまった く 同 
じであった。 将軍は 料理を ほめながら 豆腐の 味嗜 煮に 舌 つづみを うった。 

病後の 将軍に 肉料理 一つ もてなしで きない 貧し さに 心を 痛めた 崔 日華は、 台所で いくたび か チョ ゴリ (上衣) の 
ひもを 涙で ぬらした。 
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将軍：^ からだが 回復す るに つれ、 隊員たち の 学習を たすけたり、 ときどき 付近の 山々 を 歩いて は 地形を しらべた 
りした。 

こうして 半月が すぎた。 そして 将軍が 隊員を ひきいて 帰路に つく 日が やってきた。 

一晚ぢ ゅうふり つづいた 雪が 朝に なって やっと やんだ。 将軍は 趙老 A の 手を いつまでもは なそうと しなかった 0 
将軍は、 林の なかに ぼつん と 建って いる 丸木 小屋と 趙 老人の 家族を 見やりながら、 つぎのように 語った。 

「みなさんが 故郷を すてて はるばる やってこられた 異国の 地で も、 こうして 日の目を 見る こと もで きずに かくれ 
て 暮らさなければ ならない とは —— 。これは わたしたち 朝鮮の 若 ものの 責任です。 けれども かたく 信じて 待って い 
てくだ さい。 わたしたち 朝鮮人 民が 明るい 祖国で 楽しく 暮らせる 日は きっとき ますから」 

うち ひし がれた 恨み 多い 民族の 胸に 燃える ような 愛を そそぐ 将軍 —— この ことばを きく 趙 老人と 家族の 目には 
熱い 涙が あふれた。 

しばらく 目を そらして いた 将軍は、 また 春に なれば 敵の 「討伐」 が 強まる だろう から、 羅子溝 方面に 移る 方が い 
いとくり かえし 老人に すすめた。 

隊員たち を 先 だた せて ゆく 将軍は、 いくど も ふりかえって は 手を ふりながら、 老爺 嶺の 雪を 踏み わけて 注 清 根拠 
地へ と 去って いった。 

それから 約 半年の のち、 将軍は ふ， たたび 趙 老人に めぐり 会う ことができた。 

将軍は 北満 州 遠征を まえにした 一九 三 五 年 六月の ある 日、 老 黒山 戦闘で 勝利した 部隊を ひきいて！ j< ¥l* p? にたちよ 
った。 村人たち は 通りに 走りで て 勝利の 歓®^ を あげた。 

このと き 群衆の なかに 趙宅周 老人と その 嫁の 崔 日華が まじって いた。 かれらは 将軍が すすめた とおり、 羅子溝 か 
ら 近い 太平 溝へ 移って いた。 
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遊撃隊の 隊列の なかから 金 日 成 将軍の 姿を 見いだ した羞 日華は、 なつかし さの あまり、 将軍の そばへ かけよろう 
とした。 そのと き趙 老人は 嫁を よびとめ、 「大切な 仕事で いかれる 方を、 わたくしごとな どで よびとめたり しては 
いけない J といっ た。 

将軍は この 日、 部隊の 一部を 太平 溝に とどめ、 他の 部隊を となり 村に 駐屯 させた。 ところが 二日 後、 かつて 老爺 
嶺で 病む 将軍を 護衛した ことの ある 二人の 隊員が 道 ばた で 偶然に 趙 老人を 見つけた。 かれらは ただちに 将軍に 報告 
し. た。 

金 日 成 将軍は 非常に よろこび、 いそいで 肉を 買い もとめて 隊員に もたせ、 趙 老人の 家を たずねて いった。 家には 
趙 老人と 病床に ふせて いるかれ の 次男が いた。 

「あ！ 金 隊長 だ」 

「おじいさん！」 

将軍は、 家の なかから つんのめりそう になりながら かけだして くる 趙老 人を しっかりと だきしめた。  ， 

こ 〇 日、 将軍は 趙 老人と 庭に しいた ござに すわり、 親しく 語り あった。 そして、 かれの 息子の 枕 もとに そっと 金 
を おいて 宿舎に 帰った。 治療費の たしに という 心づ かいであった。 

将軍は 翌日、 老 黒山 戦闘で ろ 獲した 白馬を 一頭、 趙 老人に 贈った ◊馬を ひいて いった 二人の 隊員は 老人に つぎの 
ように 話した。 

「この 馬は 老 黒山 戦闘のと きに ぶんどった ものです が、 司令官 同志から お宅の みなさんへの 贈り物です。 ちょっ 
とやせ ています が、 ふとらせて 引ぎ 日 や 野良仕事に つかって ください という 司令官 同志の おこと ばです」 

将軍が 贈り物と した 白馬は その後、 趙 老人 一家の 生計を つないで いくうえ で 大きな たすけと なった。 

趙 老人 4t しばらく 野良仕事に この 馬を つかって いたが、 敵の 目を おそれて 馬を 牛と とりかえ、 年が かわる とまた 別 
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の 牛と かえて 野良仕事には げん だ。 

「わしら は 金 日 成 将軍 さまの おかげで 暮らして いける の だ！」 

趙 老人は いつも 家族に こう 話す のだった。 

しかし 将軍は、 これで 決して かれらの 恩に むくいた とは 思って いなかった。 

将軍は 解放 後、 満州の 各地に 人を 派遣して 趙 老人 一家の 消息を たずね、 すでに 六十の 坂を こえて いた 崔 日華さん 
を さがしだして ビョン ヤンに まねいた。 あのと きの 若い 嫁は すでに 年老いて いたが、 いま も 将軍の 厚い 配慮を うけ 
ながら、 景色の 美しい 大同 江の ほとりの 住居で、 その 息子 や 嫁たち とともに 幸福な 余生を おくって いる。 

この かぎりなく 大きな 愛、 そのな かに ひめられて いる 無限の 力は、 なにを もってしても はかる ことは できないで 
あろう。 
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1 祖国と 民族の 運命を 一身に にない 

一九 三 五 年のは じめ、 金 日 成 将軍が 寧 安 県 方面から ふたたび 注 清遊 撃 根拠地に 帰って みると、 革命の 隊伍は きわ 
めて 危険な 状態に さらされて いた。 すなわち 東 満州の 革命 組織と その 隊列の なかで、 敵の スパィ 組織 「民生 団」 に 
反対す る 複雑で 深刻な たたかいが つづいて いたから である。 

日本の 侵略者た ちは 満州 占領 後、 炎の ように 燃え ひろがる 朝鮮人 民の 革命 闘争を くいとめる ため、 ソゥルの 『毎 
日 申 報』 副社長 朴錫 胤を はじめと する 特務 分子 や 手先 どもを 糾合し、 一九 三 二 年 二月に いわゆる 「民生 団 J なる も 
のをで っち あげた。 また かれらは これと 前後して、 自分たち の 手先と なった 全盛 鎬ら 朝鮮の 民族 改良主義 者ら を あ 
やつり、 r 延辺 自治 促進 会」 と 称する 反動 団体を つくりあげた。 そして これを 「民生 団」 と 合流 させた。 

「民生 団 」 は、 間 島に おける 「朝鮮人 自治」 を うんぬんしながら 人民 大衆の 反日 気勢を そぐ 一方、 革命 組織を 内 
部から 瓦解させる ことを ねらう 日本 帝国主義の スパィ 団体であった。 日本の 侵略者たち は、 東 満州 各地に 住む 朝鮮 
人民の なかに 「民生 団」 を 浸透 させようと 卑劣 かつ 悪らつな 手法を もちいて はばからなかった。 

しかし 東 満州の 共産主義者たち はいち 早く その 正体を 見ぬ き、 これに 反対す るた たかいに 人び とを ふるいたたせ 
た。 一九 三 二 年の 春慌 暴動に 決起した 革命的な 大衆は、 「日本 帝国 主翥の 手先 I 『民生 団』 を 撲滅せ よ！」 という 


177 


第五 章 革命の 危機を のりこえて 


ス P I ガンを かかげて はげしく たたかった。 

反 「民生 団」 闘争に よって、 その 反動的な 正体と 悪らつな 策動、 が 全面的に ばくろされ る や、 敵は 一九 三 二 年 七月 
にこれ を 解体し、 あらためて 「協 助 会」 なる ものを でっちあげ、 「民生 団」 と 同じような 謀略を つづけた。 

日本の 侵略者たち は 民族 改良主義 者 や 革命の 裏切り ものな どの 手先を かき 集め、 これを 革命 組織に 潜入 させて 破 
壊 活動を おこなった。 かれらは 革命 組織の なかで 弱味の ある ものを おどかし ては 「民生 団」 に ひきいれる 一方、 堅 
実な 共産主義者を さまざまな 方法で 中傷し、 大衆の なかに 悲観的な 空気を かもしだすな ど、 逆宣伝と 謀略 策動を 執 
拗に つづけた。 そして かれらは、 「民生 団員」 が 共産主義 隊列の なかに 数多く ひそんで いるかの ような デマを 流 
し、 革命 組織の なかに 不信 感と 恐怖心を 生み ださせようと 画策した。 

しかし 実際には、 「民生 団」 が でっちあげられる とすぐ 反 「民生 団 J 闘争が くりひろげられ たため、 革命 隊列の 
なかに 「民生 団」 が 深く 根を はる ことは できなかった し、 また そのような 時間 的な 余裕 もなかった。 

ところが 一時的には、 日本 帝国主義の 破壊 策動に よる 影響が 予想外に 大きく、 革命 隊列の 内部では 大きな 混乱が 
まきおこった。 なぜなら、 日本 帝国主義の 手先に 転落した 一部の 分派主義 者たち が 「民生 団」 の 破壊 謀略 策動に 手 
を かし、 反 「民生 団」 闘争を 自分たち の 分派 活動に 利用して 事態を さらに 悪化 させた からで ある。 分派 分子ら は あ 
りと あらゆる でっちあげを おこない、 自分たち の 気に くわない 堅実な 共産主義者に 「民生 団 J の レッテルを はった 
ばかりでなく、 かれらを 手 あたりし だいに 銃殺す る 蛮行まで あえてした。 まさに これは、 日本 帝国主義が のぞんで 
やまない ところだった。 日本の 侵略者たち はこの 機に乗じ、 革命 隊伍の なかに 潜入して いた 手先 どもを 総動員して 
分派 分子を あおる 一方、 あらゆる 手段を ろうして かれらを 買収した。 

分派主義 者たち の 悪らつ さは、 当時、 和 龍 県の 革命 組織の 責任 幹部であった 金日煥 同志 虐殺 事件に あます ところ 
なく あらわれて いる。 
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金日煥 同志は、 「民生 団 J の 嫌疑を うけて 逢 捕され る ことを まえもって 知 〇- ていた。 しかし 堅実な 闘士で あ -> た 
かれは、 自分の 命が 惜しい からといって 決して 卑劣な 行動は とらなかった。 悲壮な 覚悟を きめた かれは、 逮捕され 
てから も 分派 分子の 策動に 反対して たたかった。 

分派 分子ら は 大衆 裁判を ひらいて 、「こいつは 『民生 団』 の 頭目 だから 告白し な いんだ」 ときめつ け、 でたらめ 
な 嫌疑 資料なる ものを 読み あげた。 金日煥 同志は これに 屈する ことなく、 かれらが でっちあげた 「罪状」 に 反論 
し、 逆に 日本 帝国主義の 手先に なりさがった かれら 分派 分子の 罪悪を のこらず ばくろした。 あわてた 分派主義 者た 
ちは、 ただちに 死刑を いいわたした。 しかし これを 見て いた 根拠地の 人び とはむ ろん、 救国 軍の 兵士まで 武器を ふ， 
りか ざしながら rL 議した ◊大衆の 圧力に おそれを なした 分派 分子ら は、 やむをえず 金日煥 同志にたい する 「死刑 宣 
告を とりけす」 と 宣言し、 他へ 移送す るかの ように 見せかけながら 卑劣に も かれを 暗殺して しまった。 

このように、 抗日 遊撃隊が 組織され た 当初から 革命 闘争に 参加し、 勇敢に たたかって きた 共産主義者たち が、 悪 
らつな 分派 分子 どもの 謀略に よって 無残な 最後を とげた 例は 少なくなかった。 しかし 「民生 団」 のぬ れぎ ぬを 着せ 
られた 堅実な 共産主義者た ちは 最後まで 「朝鮮 独立 万歲！ J、 「朝鮮 革命 勝利 万歳！」 と 叫んで 死んで いった。 

こうして、 反 「民生 団」 闘争を 形容で きない ほどの 罪悪と 血な まぐ さい ものに ねじまげた ものは、 他国の 革命 運 
動にたい して 干渉と 排斥を ことと する 大国主義 者たち の 民族 排他的な 極左 冒険 主義の 結果であった。 

偏狭で 民族 排他的な 毒素に こりかたまって いたかれ らは 、分派主義 者の いう ことを そのままう のみに し、 革命を 
重大な 危機に おとしいれた。 思想 的に かたわで ある ばかりでなく 政治的に も おろかであった かれらは、 分派主義 者 
たちが 「民生 団員」 とみな す ものにたい して、 なんらの 調査 も 確認 も おこなわず 即座に 銃殺を 強行した。 さらに かれ 
ら は、 東 満州 各県で r 粛反 工作 委員会」 なる ものを つくり、 「粛反 工作」 の 「成績」 を あ^ るた めに、 それを 競争す るよ 
うにまで しむけた。 そして 反 「民生 団」 闘争を、 いよいよ 危険 きわまりない 袋小路へ と 追い やった ので ある。 
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それと 同時に、 偏狭で 民族 排他的な 大国主義 者たち は 幹部 問題まで もちだし、 朝鮮人 革命家たち を 理由 もな く排 
斥して 幹部の 地位から 追い おとそう とした。 こうした 策動は 反 「民生 団 J 闘争と むすびついて 革命 隊列を いっそう 
混乱と 破壊の 危機に おとしいれた。 じつに、 民族 排他的な 大国主義と 分派主義が 革命に およぼした 害毒は 身の 毛が 
よだつ ほどであった。 

偏狭な 民族 排他主義 者と 分派主義 者の 結託は、 朝鮮の 共産主義 運動を 内部から 破壊し ようとす る 日本 帝国主義の 
謀略 策動を たすける 結果と なった。 それは、 かれらの 極秘 文書が もっとも よく 証明して いる。 

「民生 団は 、共産主義 運動の 鎮圧を 主要 目的と し、 朝鮮人を その 構成員と した。 …… 共産主義 撲滅 運動を 開始し 
たが、 実際 活動と しては 別に 見るべき ものはなかった。 しかしながら、 民生 団の 成立が 共産主義 陣営 内に およ ぽし 
た 影響は じつに 大 であった。 …… 派閥 問題な どは 共産主義 陣営 内に 潜入す る 民生 団員の 活動と 結合して 考えられ、 
疑心暗鬼を 生じて …… 大 恐慌を きたした。 そのため、 民生 団の 解体、 協 助 会の 成立 後に おいても 民生 団の 名は かか 
る 反 共産主義 組織の 代名詞と なった ので ある」 (『満州 共産 匪の 研究』 第一集、 「満州国」 軍政部 顧問 部 編、 I 九 三 六 年、 一 
r 三べー ジ)。 

こうして、 多年に わたる 武装 闘争の 炎の なかで 育った 朝鮮の 共産主義 隊列は 大きな 打撃を うけ、 きわめて 危険な 
状態に おちいった。 したがって 反 「民生 団」 闘争を 正しく 導く かいな かは、 朝鮮 革命の 運命を 左右す る 鍵と いうべ 
きものであった。 

偏狭な 民族 排他主義 者と 分派主義 者が 結託し、 朝鮮 革命を 危機に おとしいれて いる 条件の もとで、 革命の 主体を 
しっかりと 堅持して すすむと いう ことは きわめて 重要な 問題であった。 すなわち、 きびしく 緊迫した 情勢は、 一刻 
も 早く 日本 帝国主義の 謀略と 極左 冒険 主義を うちくだき、 危機に 直面した 朝鮮 革命を 救いだ すよう 要求して いたの 
である。 
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しかし、 この 死活の 問題を 根本的に 解決で きる 人は、 金 日 成 将軍を おいて ほかには いなかった。 だれもが 将軍の 
帰りを 待ち あぐんで いた。 まさにこう したと き、 将軍は 幾重に もは りめ ぐらされ た 敵の 包囲 陣を 突破し、 汪 清遊 擊 
根拠地に 帰って きたので ある。 

人び との 視線は いっせいに 金 日 成 将軍に そそがれた。 将軍は 革命の 危機を 打開す るた め、 一身を なげだす 決意を 
かためて たたかいの 先頭に たった。 

民族 排他主義 者たち は、 東 満州で 革命運動に たずさわる 朝鮮の 共産主義者の 八〇な いし 九〇パ ー セントが 「民生 
® 員」 であると きめつけた。 

将軍は これに 断固 反対した。 将軍は、 「わたしが ひきいて いる 部隊の なかには、 問題になる ような ものは 一人 も 
いない。 すべて 信頼で きる もの ばかりで ある」 とのべた あと、 「科学的な 立場から 見ても、 どんな 物体で あれ、 そ 
のなかに ある 新しい ものと 古い ものとの たたかいに おいて、 本来の ものとは 異なる 要素が 八 〇パー セント も 占めて 
いるなら ば、 それは すでに 本来の 物体と して そのまま 存在す る ことは 不可能で ある」 と 指摘し、 もし 遊攀隊 の A o 
ないし 九 〇パー セントが ほんとうに 「民生 団員」 であるなら ば、 それは すでに 遊撃隊では なく、 敵で あるは ず だと 
反駁した。 

将軍の この 整然とした 論理の まえに、 民族 排他主義 者たち はかえ す ことばがなかった。 しかし かれらは、 自分た 
ちの 無責任な 発言を あらためようと はしな かった。 

その後、 汪清 県の 大荒ド 会議 (一九 三 五 年 二月 末〜 三月 初) においても、 反 「民生 団」 闘争に ついて するどく 意見 
が 对 立した。 

会議で 多数を 占めた 偏狭な 民族 排他主義 者たち は、 東 満州に おける 「民生 団」 発生の 原因は、 朝鮮の 民族主義 者 
と 共産主義者の 派閥 あらそいに よる もの だと 主張した。 そして、 かつて 朝鮮 国内で 民族主義 運動に 参加した か、 あ 
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るいは 一九 三〇年 以前に 革命運動に 参加した ものは、 すべて 「民生 団 J ないしは それと かんれんした もので あり、 
東 満州の 朝鮮人 共産主義者の 八〇な いし 九〇 パー セントは 「民生 団 J に 参加した か、 あるいは それと つながりの あ 
る 人間 だと きめつけた。 

參 

さらに かれらは、 「民生 団」 問題と かんれんして 幹部 構成 も あらためる 必要が あると さえ 主張した。 かれらは 当 
時、 大多数が 朝鮮人 共産主義者に よつて 構成され ていた 東 満州 革命 組織の 幹部 陣営を、 すべて 中国人 幹部と かえな 
ければ ならない と 主張した ので ある。 

これは、 朝鮮 革命と 朝鮮人 共産主義者に たいする 重大な 挑発であつた。 会議は 緊迫し、 出席した 幹部たち は、 だ 
れも 自分の 見解を 自由にの ベる ことができなかつた。 もし 民族 排他主義 者たち の 主張に 反対し よう ものなら 即座に 
「民生！ IJ の レッテルが はられ、 処断され る ことが 明らかだつた からで ある。 だれもが 胸のう ちでは 憤まん をいだ 
きながら も 発言す る ことは できなかつた。 死を おそれず、 真理を まげず、 一命を 賭して 朝鮮 革命を 救おうと いう 確 
固と した 信念と 勇気、 不屈の 気概と 勇断な くして は 反対意見を のべる ことができない 空気であつた。 

しかし、 いかに 殺伐と した ふんいきであつて も、 朝鮮 革命を 一身に になつた 将軍の 闘志を くじく ことは できな か 

つた。 

憤然とたち あがつた 将軍は、 かれらの 誤つた 主張を ことごとく 論駁し、 それを 是正す るた めの 対策を 提起した。 
将軍は まず、 「民生 団 j 発生の 根源に ついて 明確な 回答を あたえた。 「民生 団 」 が 発生した のは、 革命 組織を 内部 か 
ら 瓦解 させ、 革命運動を 弾圧し ようと 血 まなこに なつて いる 日本 帝国主義 者と その 手先 どもの でつちあげに 起因す 
る もの だと 指摘した 将軍は、 つぎのようにつ づけた。 

「がつて 民族主義 運動に 参加した からといつて、 一律 的に 派閥 分子と みなす ことは できない 〇 そのな かには、 g 
範図 (一九 〇七 年、 「救国 安民」 のス ロー ガンを かかげて 反日 義兵 闘争に 決起した 勇敢な 愛国者。 日本の 「討伐 隊 J である 宮部中 
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隊を せん 滅 させて 勇名を はせ た) をは じめ、 祖国の 独立の ため 良心的に たたかったり っばな 人たち も 多い。 また 民 
族 主義者たち がかつ て マルクス 主峩を 知らなかった にしても、 いまから マルクス主義を 正確に 把握し、 自己を 改造 
して 共産主義 運動に 献身す るなら ば、 それは いいこと であり、 かれらを かつて 民族主義 者だった からと いう だけで 
責めて はならない。 過去に 民族主義 運， 3 に 参加した からといって すべてが 『民生 団』 であるは ずは ないし、 日本 帝 
国 主義の 手先 だと きめつける こと もで きない。 分派主義 者にたい する 問題に ついても、 これと同じ ことが いえる。 
われわれは 朝鮮 共産主義 運動に 莫大な 害毒を およぼした 分派主義 者を 憎んで おり、 当然 かれらに 反対し なければ な 
らない 。しかし 一九二 〇 年代の 朝鮮の 共産主義 運動に おいても、 分派主義 者の 大部分は 指導 層に いただけ である。 
だから 一九二 〇. 午 代の 朝蚌； 六 産 主峩 者たち が ある 種の 派阀に 属して いたから といって、 その 全部が 分派 分子で ある 
とはいえない。 したがって、 過去に ある 種の 派閥に 属して いたから といって かれら すべてを 『民生 団』 ときめつ け 
るなら ば、 われわれの 革命 隊伍は 大きな 損失を こうむる だろう。 同志を たがいに 信じ、 実際 活動を つうじて 点検し 
W あう ことが 必要な の だ。 過去に 欠陥が あった からといって、 いま も 悪いだ ろうと 思ったり、 やみくもに 『民生 団』 
a と むすびつけて 色眼鏡で見る のは 共産主義者の とるべき 態度では ない。 もし、 東 満州で 活動して いる 朝鮮 共産主義 
^ 者の 八〇 ないし 九〇 パ— セントが 『民生 団』 であるなら ば、 三、 四 年間 も 遊撃 根拠地で、 きびしい 寒さの なかを 家 
触 もな く、 着る もの もな く、 たべる もの さえなくて どうしてた える ことができた だろう か。 これは 三つ や 四つの 子 ど 
M もに も 理解で きる 問題では ないか。 また、 もし 八〇な いし 九〇 パー セントが 『民生 団』 であると するならば、 どう 
雕 して われわれが ここで 会議を ひらく ことができよう。 もし、 大荒 3 威の 周囲を 守って いる 軍隊の 八〇 ないし 九〇 パ— 
国 セントは ともかく、 その 十分の一の 八ない し 九パー セント だけが 『民生 団』 であった としても、 われわれは 安心 
1 して、 ここで 会議を ひらく こと も 休む こと もで きないは ず だ ◊われわれは、 『民生 団』 のぬ れぎぬ を 着せられ 犠牲 
となった 多くの 同志たち が、 たとえ 死ぬ ような ことがあっても 敵には 屈服し ない という 高潔な 精神を 数多く 見せて 
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くれたのを おぼえて いる。 『民生 団』 の 烙印を おされて 犠牲と なりながら も、 『共産党 万歳！』、 『朝鮮 独立 万歳！』、 
「朝 •中 両国 人民の 革命 勝利 万歳！』 と 叫ぶ のをみ んな はなん ども 目撃した はずで ある。 これらの 人び とが、 はた 
して 『民生 団』 であると いえる だろう か！……」 

将軍の 明確な 分析と するどい 反問には、 だれ 一人 こたえる ことができなかった。 偏狭な 民族 排他主義 者と 分派 主 
義者た ち も 冷や汗を かいた。 将軍は つづけて、 かれらの 反 「民生 団」 闘争に おける 極左 的な 誤りが、 結局は 日本 帝 
国 主義を 利す る ことになると 批判し、 この 重大な 誤りを すみやかに 是芷 しなければ ならない と 強く 主張した。 

将軍の マルクス •レー ー ー ン 主義にたい する 深い 造詣と、 歴史と 現実にたい する 明確な 分析に もとづく 理路整然と 
した 発言には、 多数を 占めて いた 偏狭な 民族 排他主義 者たち も 正面から たちむかう ことができなかった。 ただ 一部 
の 連中が 理屈に もなら ない ことばを ならべたてて かたくなに 意地を はる だけだった。 

絶対多数の 人び とを 相手に、 ただ 一人で 真理を 擁護し、 真正面から 激論を たたかわす という ことは、 決してな ま 
やさしい ことではなかった。 しかし 将軍は、 十日 間に わたる 会議で 数十 回 もたち あがり、 最後まで 整然とした 論理 
で 相手を きびしく 批判した。 

このように、 将軍の 原則的な 思想 闘争は、 その 正し さの ために かれらの 心胆を 寒から しめた。 かれらは 結局、 将 
軍には 反駁で きなかった。 将軍の ゆるぎない 威信と 革命 闘争に おける 潔白 さにたい して、 だれもい いが かりを つけ 
る ことができなかった。 かれら 自身 も、 将軍が 毓文 中学校 時代の 共 青 活動を はじめと する 革命運動の 権威 ある 指導 
者で あり、 いかなる 派閥に も 加担した 事実がない ことを よく 知っていた。 わけても 抗日 遊撃隊の 創建者と して、 多 
年に わたる 武装 闘争で 鍛練され た 強力な 革命軍を ひきいる 将軍に、 見さ かいな くたち むかう ことは できなかった の 
である。 

やがて 偏狭な 民族 排他主義 者たち のみに くい 謀略 策動は、 将軍の 原則的で 断固と した 闘争に よって 決定的な 打搫 
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をう けた。 

一九 三 五 年の 三月 下旬に おこなわれた 汪清 県の 腰 営 溝 会議に おいて、 将軍は ふたたび 民族 排他主義 者の 悪 どい 策 
動に 強力な 杓 撃を くわえた。 (この 会議では、 反 「民生 団 J 闘争に おける 極左 的な 誤りを 是正す る 問題に 先 だち、 遊繫 根拠 
地 —— 解放 地区の 解散 問題が 討議され たが、 この 問題に ついては あとでの ベる)  0 

将軍は、 敵が 革命の 隊列を 分裂させる ために 手先 どもを 放ち、 さも 「民生 団 J が 数多く 隊列 内に 潜入した かの よ 
うに さわぎたてながら、 共産主義者 同士が 不信し 反目で もって 対立す るよう に 策動して いる 事実を くりかえし 指摘 
した。 そして 将軍の この 正当な 主張は 反 「民生 団」 闘争での 誤謬を ただし、 朝鮮 革命の まえにたち はだかる 危機を 
とりのぞく ための 有力な 指針と なった。 ごう 慢で 偏狭な 民族 排他主義 者と、 かれらの 威を かりて 狂奔して いた 分派 
分子は、 これによ って 決定的な 打撃を うけ、 そのみに くい 正体は 大衆の 面前で あますところなく さらけだされた 0 

反 「民生 団 J 闘争に おける 極左 冒険 主義を 克服す るた めの 将軍の 断固たるた たかいは、 朝鮮 革命の 主体を 確立す 
るた めの 愛国 的で 原則的な 闘争で も あった。 

金 日 成 将軍は、 徹底的な 主体 路線で ある 抗日 武装 闘争 路線を 提示した 初期から、 一貫して 朝鮮 革命の 自主的な 立 
場を しっかりと 堅持して きた ◊将軍は 抗日 武装 闘争の 過程を つうじて、 朝鮮 革命の 戦略 戦術、 遊擊 闘争の 具体的な 
問題な ど、 複雑で 深刻な 諸問題を 主体的な 立場で 独創的に 切り ひらいて きた。 

だから こそ 将軍は、 多年に わたって 育て あげてき た 朝鮮 革命の 主体的な 力量が かたくなな 民族 排他主義 者と 分派 
分子 どもに よって 破局に 追い やられた とき、 その 危機に 真正面から 対処し 身を もってこれ を 阻止した ので ある。 

このように、 原則的で 断固と した 将軍の たたかいに よって、 朝鮮 革命の 前途に たちはだかった 大きな 障害は とり 
のぞかれ、 明るい 希望が ふたたび 人び との 胸に よみがえって きた。 

金 日 成 将軍の 名声は いっそう 高まっ た。 共産主義者と 人民は、 真理を まげず、 いかなる 犠牲を もい とわず、 朝 祥 
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革命を 危機から 救った 将軍に かぎりない 尊敬の 念を しめした。 大荒 嵐、 腰 営 溝 会議の 結果を きいた 人び とは、 & の 
なかに つもりに つもった 重苦しい ものが 一時に 消え去る のを おぼえた。 

「これでた すかった」、 「われわれの 気持ちを、 どうして あんなに よく 理解して くださる のだろう！  I、 「これ 
で、 すべてう まく ゆく にちがいない」 

人び とはこう いって 感激し、 勝利を かたく 信じて やまなかった ◊かれらの 胸の 底には、 朝鮮 革命を 救って く K た 
人で あり、 偉大な 指導者で ある 金 日 成 将軍の 姿が 深く 刻み こまれた。 こうして 人び とは、 英明な 指導者 金 日 成 将軍 
をい っそう 敬慕す るよう になった ので ある。 

将軍は 人び とに 希望と 勇気を あたえ、 朝鮮 革命の 前途に 光明を もたらした だけでなく、 実際の 活動を つうじて 朝 
鮮人 共産主義者の 威信と 権威を 磐石の ようにう ちかた めた。 

腰 営 溝 会議の のち も 反 「民生 団 J 闘争に おける 極左 的 偏向は しばらく つづいた。 会議では 極左 冒険 主载が 思想 句 
にも 理論的に も 粉砕され はした が、 もともと その 根が 深かった ために、 かんたんには 一掃され なかった。 

偏狭な 民族 排他主義 者たち は、 老 黒山 戦闘の 勝利を 祝う 大会の 真っ最中に つかいの ものを よこし、 ある 若い 隊員 
が 「民生 団員」 である ことを 証明す る 資料が でて きたから、 かれを ひきわたして くれと 要求して きた。 じつに あき 
れは てた ことであった。 しかし 将軍は このと き、 つぎのようにい ってき っばり とこと わった。 

「その 同志は、 老黑山 戦闘で 命を 惜しまず 勇敢に 敵と たたかった。 このような 同志が 『民生 団』 であるは ずがな 
い。 わたしが ひきいて いる 隊員は、 わたしが 一番 よく 知っている。 わたしは、 かれが 『民生 団』 でない ことを 確信 
し ている。 だから、 かれを ひきわたす ことは 絶対にで きない！」 

将軍は (反 「民生 団」 闘争での 極左 冒険 主義と その 弊害を 一掃す るた たかいを、 武装 隊伍の 統一 団結と 戦闘力を 
強化す る 方向で おしすすめた 。ここで 将軍が つねに 堅持した 原則は、 革命の 同志を あくまでも 信じる という ことで 
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あった。 「民生 団」 問題で 疑惑と 不信が ひろがって いたと き だけに、 将軍は 同志を かたく 信じる という 革命家の 信 
義をな によりも 重要視し、 隊員たち を 実際の 闘争に よって 点検 するとい う 立場を 堅持した。 

将軍の ひきいる 部隊 内に 「民生 団」 の 嫌疑を かけられた 隊員が いた。 かれは 忠実な 隊員であった。 しかし、 その 
隊員が 将軍に 危害を くわえようと している という 嫌疑を かけられた ので ある。 だが 将軍は、 そういうう わさを その 
まま 信じなかった。 そこで 将軍は、 嫌疑を かけられた 隊員に 銃を あたえ、 敵地には いって 日本 帝国主義の 手先を と 
ら えてく るよう に 指示した。 そのと きかれは、 もし 任務が うまく 遂行で きなければ、 貴重な 銃まで 失って しまう の 
で 銃を もたずに いきたいと 申しで たが、 将軍は それを ききいれなかった。 

将軍の 指示に したがい 銃を たずさえて 出発した その 隊員は、 途中で 銃を 土の なかに うめて おき、 素手で 敵地に の 
りこんで その 手先を とらえて きた。 また 将軍が かれに、 鉄橋 破壊の ための 爆発物を しかける 任務を あたえた ときで 
も、 その 隊員は なんの ためらい もな く 困難な 任務を ひきうけた。 さらに その後、 突擊隊 として 苛烈な 戦闘に 派遣 さ 
れ たと きも、 かれは 重傷を 負いながら 最後まで 勇敢に たたかった。 

将軍は このような 過程を つうじて、 その 隊員が 「民生 団」 や 破壊 謀略 分子で ない ことを いっそう 確信し、 かれを 
「民生 団 J にした てようと した 極左 分子たち の 強硬な 主張を しりぞけ、 かれを 危険から 救った ので ある。 

将軍は、 みずから そのよう に 行動した ばかりでなく、 隊員たち にも 革命の 同志を かたく 信じる ように 教育した。 
あるとき、 司令部に チ ョルグ おばさんと よばれる 炊事 隊員が 配置され てきた。 

そのため、 「夫が 『民生 団員』 だとい われ、 彼女 自身 も 大衆 裁判に かけられた のに、 どうして 司令部つ きの 炊事 
隊員に なれたんだろう？」 という 疑問が、 いつのまにか 部隊 内に ひろまった。 「どうした ものだろう。 司令官 同志に 

申し あげれば、 そのままに して 教育しなさい といわれる にき まって るし . 他の ことならい ざ 知らず、 司令官 同志 

の 身辺に、 そんな 人を おいと くわけに もい かんし …… j と 考え あぐねた 司令部 勤務の 隊員たち は、 将軍が 戦闘に e 
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ている あいだに チ ヨルグ おばさんを 別の 勤務に 移して しまった。 

数日後、 将軍が 根拠地に 帰って きた。 そして 戦利品を 司令部 勤務の 隊員に わたす とき、 一着 分の 布地を 別に 手 わ 
たしながら こういった。 

「チ ヨルグ おばさんに 新しい 服を つくっ てあげなさい。 年を とっても 着物が つぎはぎ だらけな ので、 人 まえにで 
るの が 恥 かしい らしい。 …… これまでなん だかんだ と 悪い 連中に いじめられて きたので、 いじけて いるの かも 知れ 
ない。 …… それだけに、 かえって 自分の 姉 や 母の ように 親しくし、 よくめん どうを みて あげなければ ならない の だ」 
同志にたい する かぎりない 愛と 信頼に あふれた 将軍の ことばを きいて、 司令部 勤務の 隊員たち は、 なんと 軽率な 
ことを してし まった のかと 深く うなだれる ばかりだった。 将軍が 革命の 同志を 信じ、 愛し、 たすけあわなければ な 
らな いと あれほど 強調して きたのに、 とりかえしの つかない ことを してし まった と 思った かれらは、 チ ヨルグ おば 
さんを 移動 させた ことを 率直に 報告した。 それを 最後までき いた 将軍は、 つぎのように さとした。 

「わたし も チ ヨルグ おばさんが どんな 人な のか、 なにから なにまで 知っている わけでは ない。 わたしは ただ、 彼 
女が 革命の ために 忠実に たたかおうと している その 意志を 信じて いる だけな の だ。 …… 革命家で あれば なおのこと、 
人間にたい する 工作を りっ ばに おこなわなければ ならない。 どんな 人にたい しても 欠点から 先に さがしたり、 先 
入 観を もってたい したり、 悪い 点 だけを さぐりだした りする のが、 蒈 戒心を もって 活動して いると いう ことには 決 
してなら ない。 われわれが ことごとく 人を うたがい、 あらさがし ばかりして いれば、 最後には 自分自身を もうた が 
う 破目になる だろう。 こうな れば 革命は できない。 だれも かれ もが 怪しく、 だれも かれ もが 危険に 見えて、 みんな 
信じる ことができな くな れば 、だれを 歩哨に たてても 安心して 眠る ことは できない し、 他人の つくった 食事 もたべ 
られな くなる。 こう なれば 革命は おろか、 息をする こと も 満足に できなくなる だろう。 疑心暗鬼が 高 ずれば 病に な 
るとは、 この ことを いうの だ。 かりに 彼女が 『民生 団』 か、 あるいは その 影響を うけた 人 だとし よう。 われわれ 共産 
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主義者には、 はたして それに 対処す る だけの 力 もな く、 また それを なおす こと もで きないの だろう か？ . 表面に 

あらわれた 欠点 だけを さぐったり、 あとを つけまわしたり していて は 内部から うんでいく のが わからなくなる .0 人 
間は 中身が 大切な の だから、 心の なかに どんな 病が 巣くって いるかを 見き わめて こそ、 はじめて それを なおす こと 
がで きる の だ。 日本 帝国主義 者よりも 味方を 憎む 結果を まねいたり、 小さい 傷を なおそう として 命を そこねる よう 
なやぶ 医者に なって はならない。 一人を なおして 十 人を ただし、 百 人、 千 人に 影響を あたえて われわれの 味方に す 
る ことが 偉大な 変革を おこそう とする 共産主義者の 工作 方法で あり、 正しい 態度な ので ある …… 」 

将軍は こういって、 チ ョルグ おばさんを ふたたび 司令部で 働く ように 指示した。 

反 「民生 団」 闘争の 悪影響が、 まだ 完全に 消えて いない 一九 三 六 年の 春の ことだった。 

将軍は 北満 州から 鴨 緑 江 沿岸の 白 頭 山の 西南 部に むかう 途中、 撫松 であらた に 一個 師団を 編成した。 そして 当 
時、 撫松に いた 師団から 一個 連隊を 切りは なし、 新しい 師団に 編入させる ことにな った。 ところが その 師団の 政治 
主任は、 優秀な 中隊の メンバー がみん な ひきぬかれて しまったた め、 いまの こって いる 百 余 名は すべて 「民生 団」 
の 嫌疑が かかって いるものた ちで、 かれらには 弾丸 も 三 発ず つし か あたえて おらず、 戦闘のと きは 隊列から のぞか 
なければ ならない 困り もの ばかり だとい った。 

しかし 将軍は、 その 「困り もの」 たちを なんの ためらい もな く、 そっくり 新しい 師団に 編入した。 これに おどろ 
いた 政治 主任は、 分厚い 「民生 団」 嫌疑者 関係の 書類を 将軍の まえに さしだし、 長期 間に わたって 徹底的に 検討し 
てみ ない と、 この ものたち を 戦闘 隊列に くわえる のは 危険で あると 深刻な 表情で 意見を はさんだ。 だが、 将軍は 百 
余 名の 隊員を よろこんでむ かえ いれ 会議を ひらいた。 

隊員たち は 口ぐ ちに、 ぬれぎぬを 着せられた 自分たち の 立場を 訴えた。 将軍は かれらの 心の なかにわ だか まる 不 
満を 一つ一つき いた あと、 つぎの ような 結論を くだした。 
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「みんなを いま、 だれが 『民生 団』 で、 だれが そうでない ときめる ことは むずかしい。 なぜなら、 それを 証明で 
きる 人は だれもい ないから である。 しかし わたしが ここで 断言で きる ことは、 この 場には 『民生 団』 は 一人 もい な 
いという こと だ。 それは みんなが、 自分は 『民生 団』 ではない といって いるから である。 かつて、 それにく わ ゥっ 
ていた人がいるかも知れないが、その人は『民生団』にはいらなかった人と同じようにきょうから再出発す ^ 文よ 
いし、 くわわった ことのない 人は、 もともと 『民生 団』 とは 関係がなかった のに 理由の ない うたがいを かけられた 
の だから 論外で ある。 そこで、 いままでに 加入した ことの ある 人 も 加入した ことのない 人 も、 きょうからは みん 7X 
白紙に かえって 再出発す る ことが 大切な の だ。 だから 過去の ことは 今後い っ さい 問題に しない。 …… 『陳述書』 だ 
とか、 『調査 書』 だと か、 『証拠 文書』 だと かいう この 書類よりも、 わたしは 革命の 道で たたかおうと いうみん な 
の 決意の 方を 信じる」 

この 話を きいて いた 隊員たち は、 ちょうど、 荒れ狂う 海の 真った だな かで 波に ほんろうされ、 絶望して いたと こ 
ろを 救助され た 漁師の ように、 しばらくは ことば もな く、 ほおを つたう 涙を ぬぐおうと もしな 卜っ こ 0 

将軍は 書類 づつみ を 隊員たち のまえ に ひろげた。 みんなの 視線は いっせいに その 書類 づつ みに そそが h たが、 も 
うこの 書類 づつみ を おそれる ものは だれもい なかった ◊ほんの 少し まえまでは、 悪夢の ように かれらを 苦しめて き 
た その 書類が、 いま 将軍の 目の まえで 正義の 法廷に なげだされて 蕃判を 待つ、 けがらわしい 紙く ずと なって しまっ 
たので ある。 

将軍は ためらい もな く、 その 書類に 火を つけた。 こうして、 革命と その 戦士たち を 傷つけようと していた 民族 排 
他 主義者た ちの 毒素は、 炎の なかで ひとにぎりの 灰と なって いった。 

燃え あがる 炎を じっと見 つめていた 隊員たち のなかからは、 感激に むせぶ 泣き声が もれて きた 〇いわ れのな い虐 
待と 脅迫を うけながら、 だれに 訴える こと もで きなかった 隊員たち は、 革命の 同志にたい する 将軍の ひろく ® ハ 愛 
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と 無限の 信頼に、 こみあげて くる 涙を おさえる ことができなかった ので ある。 

その後、 かれらの なかからは 一人の 落伍者 もでなかった。 かれらは 将軍の 忠実な 戦士と して、 うって 一丸と なっ 
て 将軍の まわりに かたく 団結し、 祖国の 解放と 革命の 滕利 のために 最後まで 身を ささげて たたかった 0 

敵の 離間策 動と 反 「民生 団 J 闘争での 極左 排他主義 的な 策動に よって ひきおこされた 同志 相互 間の 不信、 離間、 
あつれきな どの 弊 虫口 を 一掃し、 健全で 原則的な 団結を 回復す る 過程で 生まれた エ ピソ— ドは 数 かぎりない。 

このように、 将軍の 原則的な 闘争に よって 偏狭な 民族 排他主義 者たち の 極左 冒険 主義は うちやぶられ、 その 弊害 
も 一掃され た。 そして 同時に、 ながいあいだ 朝鮮 共産主義 運動の 癌と なって いた 分派主義 的 策動 も、 将軍の ひきい 
る 抗日 武装 遊撃 闘争の 隊列 内では 完全に 一掃され てし まった。 こうして 朝鮮 革命は きびしい 試練を のりこえ、 発展 
の 一路を めざして つぎ すすむよう になった ので ある。 

じつに、 反 「民生 団」 闘争での 極左 的な 誤りを 克服す るた たかいは、 朝鮮 革命で 主体を 堅持し、 その 発展に ひろ 
びろ とした 大道を 切り ひらいた 歴史的な 契機と なった。 将軍の 献身的で 原則的な H 争がなかったならば、 朝鮮 革命 
の 命脈は とだえ、 長期に わたる 抗日 武装 闘争の 輝かしい 勝利と 栄光は 期待す る ことができなかった であろう 0 

2 偽満 軍の 瓦解に 成功 

大荒康 遊擊 根拠地の 人民 革命 政府に、 «: 連 長 (中国語で 連 長は 中隊長と いう 意味) とよ ばれて いる 人が いた。 かれ 
はもと もと 偽満 軍の 中隊長を していた が、 遊撃隊の 影響を うけて 革命の 側に やってきた 人であった。 

ところが その後、 しばらくの あいだ 陳連 長は 憂う つな 気分から ぬけだす ことができな かった。 共産主義者が ほん 
とうに 自分を 信じて くれる のだろう かとうた がっ ていたから である。 
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かれは 自分の 過去を ふりかえり、 偽満 軍の 将校と して 遊撃隊の 「討伐」 にまで 動員され たこと を 考える と、 とう 
てい 許して もらえそう もない と 考えて いた。 ながいあいだ 敵の 悪宣伝に まどわされ、 革命の 真理 も、 共産主義者の 
真の 姿 もよ く 知っていない かれに とって、 これは 無理から ぬ ことで も あった。 

かれは 同志たち のな に 気ない 冗談 や、 心の こもった 助言す らまと もに 耳を かたむける ことができず、 それが 自分 
をた めす ものでは ないかとう たがったり した。 そのうえ 反 「民生 団 J 闘争に おける さまざまな 偏向が、 かれを いっ 
そう 窮地に 追い やった。 

r 陳連 長は どうしても 信じられない」 とか、 「敵の 将校であった かれと 親しくす る ものは 怪しい」 とかいう ささ 
やきもき かれた。 そのためとうと うかれは、 自分が みんなから 見す てられた と 思いは じめ た。 

かれの 苦しみを だれよりも 深く 察して いたのは 将軍であった。 

一九 三 四 年のは じめ、 大 荒- 咸 根拠地を たずねた 将軍は、 陳連 長を 中傷す る ものを きつく とがめて 人民 革命 政府の 
幹部たち につぎ のように 語った。 

「もちろん 陳連 長が どんな 人間な のか、 まだよ くわから ない 人 もい るだろう。 しかし、 かれが 日本 帝国主義に 反 
対してた たかおう とわれ われを たずねて きた 以上、 われわれは まず、 かれを 信じなければ ならない。 そして かれ 
が 偽満 軍の 恥ず べき 生活を ふり 切って やってきた ときの 決心 どおり、 祖国と 人民の ために りっぱに たたかうよう、 
かれを 積極的に たすけなければ ならない。 革命の ためにた たかおう とやって きた 人間を 大胆に 信ぜず、 心から かれ 
をむ かえようと しないのは 共産主義者の とるべき 態度では ない。 われわれは かれの 手を とり、 あくまでもた たかっ 
ていかなければ ならない の だ」 

将軍は 直接、 陳連 長と 会って かれを はげました。 そして その後、 将軍は かれを 指揮 部に 配置して 生活を ともに し 
ながら 教育す る ことにした。 将軍は 陳連 長を 大胆に 信じ、 ためらう ことなく 重要な 戦闘 任務を あたえ、 闘争を つう 
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じて かれを きたえた。 

ある 日、 将軍が 南蛤蝤 塘に いる 馬窟令 部隊を 攻撃す る 準備を ととのえて いたと きだった 陳 連 長は、 もっとも 困 
難で 骨の おれる 任務を 自分に あたえて ほしいと 将軍に ねがいでた。 

将軍は 陳連 長の 申しで を 快くう けいれ、 隊員を 一人 つれて 南 蛤蜴瑭 に 潜入す るよう 指示した。 目的地に ついた か 
れは 、将軍の 厚い 信任に こたえる ため 敵情を 綿密に しらべ あげて 報告した。 

数日後 かれは、 ふたたび 将軍の 指示を うけ 馬窟令 部隊 内に 潜入して 工作を する ことにな った。 しばらくして、 か 
れは 兵舎 内の 一部の 兵士を 完全に 味方に ひきいれた 。そして 遊撃隊が 馬窟令 部隊を 攻撃す る 日の 夜、 かれはた くみ 
な 方法で その 部隊の 兵士たち を おさえ、 たたかいを 勝利へ と 導いた。 こうして 悪質き わ まりない 馬窟令 部隊は、 ま 
たたく まに 武装を 解除され てし まった。 

遊撃隊員た ちは 勝利の よろこびに わき、 心から 陳連 長を 祝福した。 かれは 目に 涙を うかべ、 「金 司令の おかげで 
す。 将軍が わたしを 信じて くれたから こそ、 わたしは 大胆に なれたの です」 と 語った。 

きのうまで 偽満 軍の 中隊長であった かれは、 このように してきた えられ、 やがてり っばな 共産主義者に 成長した 
が、 これは 将軍が 偽満 軍を 獲得し、 革命の 側に ひきいれた 一つの 実例で ある。 

敵軍から 革命の 側に 移り、 将軍と 遊撃隊員の 努力に よって 共産主義者と なった 人び とはき わめて 多い。 将軍は 武 
装 闘争の 初期から、 敵軍を 内部から 瓦解 させ、 かれらを 革命の 側に ひきいれる ことに 深い 関心を はらって いた。 

将軍は 偽満軍 兵士の 絶対多数が 貧農 やその 子弟で あると いう 事実と、 数多くの 貧農 や 雇 農から なる 兵士 大衆を 革 
命の 側に ひきいれる 問題を 軽視して はならない とい ましめ、 敵軍の 瓦解 工作の 重要性に ついて 要旨 つぎのようにの 
ベた。 

「銃 だけで 敵を うちやぶる ことは できない。 すべての 朝 •中 両国 人民は もちろん、 敵軍 内の 兵士 大衆まで も、 
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朝 •中 両国 人民の 不倶戴天の 敵 日本 帝国主義にたい する 憎悪と 抗日 救国 思想を もつ ように 扇動し、 かれらが 抗日 救 
国の 偉業に 総 決起す るよう、 その 態勢を ととのえる ことが もっとも 重要で ある。 こうして 敵軍を 内部から 瓦解 さ 
せ、 かれらを われわれの 側に つかせなければ ならない。 この 活動は 反日 民族 解放 闘争に おいて、 きわめて 重要な 位 
置を 占めて いる」 

また 将軍は、 敵軍を どのように 瓦解させる べき かにつ いての 実際的な 方法を わかりやすく 隊員たち に 教えた • 

将軍が しめした 方針に したがい、 遊撃隊では 勇敢で 知略に たけた 隊員たち を 選抜し、 大胆に 敵軍 内に 潜入 させ 
た。 また 敵軍 内の 労働者、 農民、 ィンテリ 出身の 兵士 や 下士官に 手紙を だしたり、 新聞 や ボス ター 、あるいは 革命 
的な 内容を もつ 書物な どを おくっ たりした。 ときには 下士官と 兵士たち の 家族 や 親戚、 親友な どを つうじて 宣伝 H 
作を おこなう こと も あつた。 

この 活動で も 将軍は みずから 模範を しめした 0 

一九 三 六 年の 旧正月のは じめ、 将軍の ひきいる 部隊が 額穆 県の ある 部落に 駐屯して いたと きのこと であった。 あ 
る 日、 一人の 隊員が 歩哨に たって いると ころへ、 十四、 五名から なる 偽満 軍の 騎馬 隊が 、はなやかに かざりたてた 
一台の 馬ぞ りを 護衛しながら 雪煙を たてて 走って きた。 

r とこの 部隊 だ！」 

歩哨 隊員は 中国語で 1 i 何した。 不意を つかれて 狼狽した かれらは、 馬ぞ りを ほうりだした まま 一目散に 逃げ だし 
た。 歩哨 隊員は 逃げ おくれた 二人の 騎兵を つかまえ、 馬ぞ りを とめさせた。 馬ぞ りには 美しく 着か ざった 三十 8¢. 後 
の 中国 婦人が のって いたが、 その そばには 高価な 絹 や 食糧 品が いっぱい つんであった。 彼女は 近くの 町に 駐屯して 
いる 偽満軍 連隊長の 夫人で、 騎 兵隊の 護衛を うけながら 実家の 母親に 会いに いく 途中であった。 

その 中 a 婦人と 二人の 兵士は 将軍の 指揮 部に 案内され たが、 かれらは 最初から 真っ青に なって ふるえて いた。 
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「寒い 日です から、 ここでから だを あたためなさい」 

将軍は、 部屋には いってきた かれらを 親切に むかえた。 しかし かれらの 顔からは、 恐怖の 色が なかなか 消えな か 
った。 これを 見た 将軍は、 遊撃隊は 決してむ やみに 人を 傷つけたり はしない の だとい いながら 、じゅんじ ゅん と 話 
してき かせた。 将軍は かれらの 日常生活に ついて たずねた あと、 朝鮮人 も 中国人 も 日本 帝国主義の 圧制の もとで 苦 
しんで いる 人民で ある、 したがって われわれ 朝 •中 両国 人民は たがいに 手を とり、 朝鮮と 中国から 日本 帝国主義を 
追いだ し、 国を とりもどして 宰福に 暮らさなければ ならない と、 かんで ふくめる ようにい ってき かせた。 

はじめは 恐怖の ため ふるえる ばかりで、 ろくに 返事 もで きなかった その 婦人は、 気さくで ものやわらかな 将軍の 
態度と、 理に かなった 話に 安心した のか、 しだいに おちつきを とりもどして 自分の 考えを 率直に うちあける ように 
なった。 将軍は 話を つづけた。 

「あなたの 夫は 『満州国 軍』 の 連隊長を している そうです が、 なぜ われわれと たたかわなければ ならない のか、 
また、 なんの ために 日本 帝国主義の 犬に なって いるの か 理解で きません。 祖国と 民族を うらぎって いる あなたの 夫 
が あわれで ならない」 

顔を 赤らめて きいて いた 婦人は、 やがて 気を 静める と 声を つまらせながら、 遊撃隊が 祖国と 人民の ためにた たか 
う 真の 人民の 軍隊で あると いう ことが よく わかった、 これからは 力の かぎり 祖国と 民族の ために 働く よう 夫に すす 
める、 と 語った。 新しい 決意を しめす 婦人の 表情は きわめて 真剣であった。 

将軍は 婦人に、 母親を よくいた わって あげる ようにと いい、 二人の 兵士に 武器を かえしながら 夫人を 安全に おく 
るよう にと いいつけた。 

将軍と 別れた 偽満軍 連隊長 夫人は 実家には ゆかず、 そのまま 夫の もとへ 走った。 そして その 途中で 彼女は、 偽満 
軍の 騎 兵隊を ひきつれた 夫と 出会った。 かれは 逃げ帰った 兵士から 妻が 逮捕された ときき、 騎 兵隊を かきあつめて 
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大い そぎで かけつける ところだった。 死んだ ものと ばかり 思って いた 妻と 出会った ときの かれの おどろきは" なみ 
たいていの ものではなかった。 馬から とびおりた かれは、 妻が けが 一つして いない ばかり か 馬 ぞりも そのままな 
のを 見て、 かえってい ぶかし く 思った。 

「これは いったい、 どうしたと いうの だ」 

「あなたの 部下が、 わたしの ことは かまわず 逃げ だしてし まった ので、 遊撃隊が かえって 保護して くれたの です 

ゎ」 

婦人は 夫に こういって から、 遊撃隊は 日本 帝国主義 や 「満州国 軍」 の 宣伝とは まったく 正反対の 非常に りっぱな 
軍隊 だとい うこと、 また、 名前を きいた だけで も 日 満軍警 がふる え あがる 金 日 成 将軍から お茶まで いれても らい、 
親切な もてなしを うけた ことな どを 誇らしげ に 語った。 そして、 将軍が きかせて くれた 感銘 深い 話 や 自分が 遊撃隊， 
で 見たり きいたり した ことを 一つの こらず 話した。  ン 
すっかり 感服した 連隊長は 、「おまえを 傷つけなかった ことから しても、 その 部隊が りっぱな 軍隊 だとい うこと 
がよく わかる」 と 語った。 

数日後、 金 日 成 将軍は その 偽満軍 連隊長から 一通の 手紙を うけとった。 手紙には、 これまでの 自分は 遊撃隊を 
「土匪」 あつかいして いたが、 まったくそう でない ことが よく わかった、 自分 も 今後は 遊撃隊に 協力す るつ もりで 
あると いう ことな どが 書かれて いた。 実際 それ以来、 この 偽満軍 連隊は 遊撃隊と たたかわず、 たがいに 連係を たも 
つまでに なった。 

この 事実は、 偽満 軍将 兵 や 各地の 人民の なかに ひろく つたわった。 将軍の 原則的で 雅量の ある 抱擁 力は、 かぎり 
なく ひろく 深い ものであった。 だから こそ、 偽満軍 連隊長の 胸の 奥深く うず もれて いた 民族的 良心を ゆさぶり、 そ 
れを よみがえらせる ことができた ので ある。 
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敵軍 瓦解 工作は 日を 追って 実を むすんで いった。 

ある 日、 聡明で 中国語の 達者な 秘書 処 勤務の 女子 隊員が、 敵の 不意の 襲撃を うけて 逮捕されて しまった。 敵は こ 
の 女子 隊員にたい してむ ごい 拷問を くわえ、 遊撃隊の 秘密を ひきだそうと 試みた。 しかし 彼女は 逆に 敵の 罪状を 断 
罪する だけで、 革命の 秘密に ついてはな に 一つ 語らなかった。 

そこで かれらは、 この 女子 隊員を 偽満 軍の 食事 係に つけて 働かせ、 自白す るまで 根気よ く 待つ ことにした。 しか 
し 彼女は 敵に 利用され るふり をしながら、 将軍の 教え どおり 敵軍の 瓦解 工作を はじめた。 彼女は あらゆる 機会を と 
らえて 兵士を 一人ず つ 根気よ く 説得して いった ◊また 兵士たち にたの まれる と、 いつでも かれらの 集まりに でかけ 
て 反日 革命歌を うたったり、 踊りを おどったり した。 

こうして 彼女は、 しだいに 偽満 軍の 兵士たち と 親密に なって いった。 そしてと くに、 機関銃 手 二 名を 完全に 味方 
につけ、 かれらに 反乱を おこして 抗日 遊撃隊に くわわる ようにし むけた。 

大胆で 忍耐強い 工作の 結果、 二 か 月 ほどた つと 下士官まで が 彼女を 信用す るよう になった 。こうして 偽満軍 一個 
中隊は、 日本人 「指導 官」 と 悪質な 将校を 処断した のち、 機関銃 やその 他の 武器を たずさえて その 女子 隊員と とも 
に 革命の 側に 移って きた。 

これと 前後して 各地で 同じような 事件が つぎつぎに おこった。 偽満軍 内部の 動揺は 日 ましに 深刻に なって いっ 
た。 そして 一九 三 五 年 八月 十五 日、 偽満軍 第二 軍 区は つぎの ような 報告書を 自分の 「政府」 におく ったので ある。 

「さいきん 満州国 軍にたい する 金 日 成の 策動は 相当に 効を 奏し、 兵士は もちろんの こと 一部の 満人 将校まで が 動 
揺して おり、 機会が あれば 反乱を おこし、 前記の 金 日 成と 合流 せんとして いる。 …… さる 七月 五日、 樺甸県 第五 区' 
の国軍兵士三百五十名は、連長(中隊長)など将校八名を殺害し、.チュコ製重機関銃二挺、軽機関銃六挺、歩兵銃 
二百 二十 挺、 拳銃 十二 挺、 弾薬 五 万. 一千 七 百 八十 六 発を もって 南方へ 逃亡した」 
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将軍は 敵軍を 瓦解させる 場合、 かれらの 特徴 や 具体的な 動静を よく 把握し、 遊 攀隊や 人民に ひそかに 同調す る 偽 
満軍 部隊 や 警察 隊に たいしては なるべく 戦闘を さけ、 政治 工作に よって 革命の 側に つくよう にさせなければ ならな 
いと 教えた。 また 逆に、 人民と 遊撃隊にたい して 執拗に 攻撃を しかけて くる 悪質な 敵軍にたい しては、 積極的な 方 
法で これを せん 滅しな ければ ならない とのべた。 

さらに. 将軍は 捕虜を 優遇して 全員 おくり 帰し、 偽満 軍との 交戦 中には 「朝 •中 両国 人民は 団結して、 共同の 敵 日 
本 帝国主義を 打倒し よう！」 、「諸君は だれの ために 命を ささげる のか！」 、「諸君は 中国人では ないか！」、. 「なぜ 
日本人の 弾よ けにな ろうとす るの か！」 などの スロ ー ガンを スピー ヵーで 流す ようにと 強調した。 

そして、 このように して こそ、 遊撃隊が 日本 帝国主義と それに 忠実な 手先 だけを 相手に して. たたかう 部隊で あっ 
て、 中国人 民とは たたかわない 真の 愛国 的な 革命軍で あると いう ことを 偽満軍 兵士に 教える ことができ、 捕虜を 優 
遇する ことによって、 偽満 軍が 遊撃隊と 戦闘を まじえた 場合で も、 たたかう ことより 捕虜になる 方を えらぶ ように 
しむける の だと 将軍は のべた。 

このような 方法に よって 将軍は、 東 寧 県の 老 黒山 戦闘を はじめと する 数多くの 戦闘に おいて 大きな 成果を おさめ 
た" 

一九 三 五 年 三月、 『東亜 日報』 の 紙上には つぎの ような 記事が 掲載され た。 

「駐屯 満軍を 全員 捕虜 
二百 名の 共産軍、 大荒 溝を 襲撃 

(会 局 電報) 

さる 二十 一日 午前 五 時 ごろ、 満州 図 寧 線大荒 溝に 武装した 共産軍 二百 名が あらわれ、 満州 軍兵 舎を 襲撃した。 
満州 軍 百 名は これに 応戦して 一時は 激戦を 演じた が、 衆寡 敵せ ず、 結局 満州 軍は 武装解除され て 全員が 捕虜と なっ 
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た J 

この 事件の 真相は つぎのと おりであった。 

当時、 大荒 溝には 偽満軍 一個 中隊 百 余 名が 駐屯して いたが、 この 部隊 内には 金 日 成 将軍の 敵軍 瓦解 方針に したが 
い、 二 名の 遊撃隊員が 下士官と しては いりこみ 積極的な 工作を つづけて いた。 その 結果、 偽満軍 兵士の なかには か 
なりの 動揺が あらわれた。 しかし 日本人 「指導 官」 と 反動的な 将校の 弾圧の ために、 二 名の 工作員は 容易に その 目 
的を 達成す る ことができなかった。 

そうした ある 日、 この 中隊が 大荒 溝から 移動 するとい う 通報が 工作員から 遊撃隊に とどいた 。遊撃隊は この 機会 
をのが さず、 一個 中隊を そのまま 革命の 側に つかせる 綿密な 計画を たて、 一九 三 五 年 三月 十九 日、 大荒 溝に むかっ 
て 出発した。 •百 二十 余 名の 隊員は 二十 一日の 明け方、 大荒 溝に 到着す ると 同時に 偽満 軍兵 舎を 包囲し、 夜明けを 待 
って いっせいに 威嚇射撃を しながらこう 叫んだ。 

「われわれの 敵は 諸君では ない。 われわれの 敵は 日本の 侵略者たち だ。 われわれと ともに 日本の 侵略者に 反対し 
てた たかおう 彳 こ、 「銃を すてて われわれの 側に つけ！」 

生きる 道を もとめて いた 偽満 軍の 兵士たち は、 このょび かけに こたえて 二 名の 代表を 遊撃隊 指揮 部に おくって き 
た。 その 代表の 話に ょると、 兵士の 大部分が 革命の 側に つきたい と 考えて いるが、 一部には たたかう ことを かたく 
なに 主張す る 者が いて、 たがいに 対立して いると いう ことであった。 

遊撃隊 指揮 部では ただちに、 大胆で 智赂に とんだ 二 名の 隊員を えらんで 敵の 兵舍に 派遣した。 かれらは 危険を か 
えりみ ず 偽満 軍の 面前で、 「抗日 遊撃隊の 側に つき、 共同の 敵 日本 帝国主義に 反対して たたかおう！」 と 強く 訴え 
た。 これを きいた 兵士たち は、 ためらう ことなく 遊撃隊の 側に ついた。 義挙に 反対して いた 指揮官たち も 兵士たち 
の 圧力に 屈し、 ついに 降伏を 認めた。 こうして 百 十五 名の 偽満 軍将 兵が 一人の こらず 革命の 側に つき、 抗日 遊撃隊 
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に 編入され たので ある。 

敵軍 瓦解 工作での 将軍の 模範と 大荒溝 戦闘の 勝利を はじめと する 数多くの 事実は、 将軍の しめした 敵軍 瓦解 工作 
の 方法が いかに 正当な ものである かを 雄弁に 物語って いる。 

そのの ち、 多数の 偽満軍 兵士が かれらの おかれて いる 民族的 境遇と 階級 的な 立場に めざめ、 遊撃隊 側に 個別 的な 
いしは 集団 的に 義挙して きた。 たとえば 遊撃隊が 偽満 軍と 交戦した 場合な ど、 かいらい 軍 部隊は たたかわずに 遊撃 
隊の 捕虜と なること が 多かった。 

ある 偽満軍 部隊な どは 日本軍 警の 目を さけ、 気づかれぬ ように 遊撃隊へ 武器 や 弾薬を おくったり、 日本軍と 偽満 
軍の 作戦上の 秘密を 教えたり した。 また 日本軍と 偽満 軍が 共同で 遊撃隊を 攻撃して くるよう なと きで も、 良心的な 
かいらい 軍は 日本軍 人の 目を ごまかし、 わざと 空砲を 射つ こと も あった。 

金 日 成 将軍は このように、 大胆に、 しかも 手際よ く偽満 軍を 瓦解 させ、 革命の 側に つかせる ことによって 日本の 
侵略軍を いたるところで うちやぶった ので ある。 

3 遠征の 壮途 

金 日 成 将軍は、 汪清県 腰 営 溝 会議 (一九 三 五 年 三月 下旬) で、 遊撃 根拠地 —— 解放 地区を 解散し、 抗日 遊撃隊を 広 
大な 地域へ 進出 させ、 積極的な 攻撃に 転ずる 新たな 軍事戦略 的 方針を 提示した。 これは 当時の 情勢と 朝鮮 革命の 将 
来の 発展に もとづく、 きわめて 正しい 方針であった。 

当時、 日本 帝国主義は 革命の 隊列を 内部から 瓦解 させようと 悪らつな 術策を ろうする 一方、 数千 数万 名の 大兵 力 
を 動員して 各県の 遊撃 根拠地を 包囲し、 その 周辺に 長期に わたって 駐屯しながら 、遊撃隊を 各個 擊破 しようと 執拗 


200 


3 遠征の 壮途 


にお そい かかって いた。 

こうして、 組織され てま だ 日の 浅い 抗日 遊撃隊は、 敵の 包囲 攻撃から 遊撃 根挪 地を 守る ための 防御 戦を くり ひろ 
げな ければ ならない 立場に おかれて しまった ◊このような 状況の もとで 遊撃隊が 根拠地 防衛 だけにと どまるなら 
ば、 多年に わたって 育成し 鍛練して きた 貴重な 革命 勢力を 失い、 敵との たたかいに おいても 主導権を 奪われて 守勢 
におち いる おそれが あった。 将棋で いえば、 自分の 駒を そっくり とられ、 ただ 王手を 待つ ばかりに なった ような も 
ので ある。 

しかし 会議では、 一部の 人び とが 「根拠地 死守 論」 を 主張した。 将軍は かれらの 主張が 敵を 過小評価した もので 
あり、 闘争の 発展を 見と おす ことができず、 遊撃 闘争の 戦術 的 原則 も 理解で きない 軍事的 冒険 主義の あらわれ であ 
ると、 きびしく これを 批判した。 将軍は また、 そのような 見解が、 遊撃 根拠地で 急速に 成長して いる 革命 勢力を 正 
しく 評価して いないだけ でな く、 遊撃 闘争に おいて 主導権を にぎる ことを 考慮に いれて いない、 消極的で 保守主義 
的な 傾向を 内包して いるもの であると 指摘しながら、 軍事 冒険 主義 的な 主張を 徹底的に 論駁した。 

こうして 会議では、 遊撃 根拠地 —— 解放 地区を 解散し、 抗日 遊撃隊が ひきつづき 主導権を にぎって 積極的な 攻勢 
へと 転ずる ための 将軍の 新しい 方針が 採択され た。 

将軍の 新しい 方針は なにより もまず、 遊撃 根拠地と それに 依拠して 発展して ゆく 抗日 武装 闘争を 抹殺し ようとた 
くらむ 日本 帝国主義の 内外 狭 撃 作戦を 全面的に 破 錠させる ための 積極的な 措置であった。 同時に これは、 革命 勢力 
を 保存しながら 抗日 武装 闘争を ひきつづき 発展 させ、 朝鮮 革命の 新たな 高揚を もたらす ための 独創的な 見解で あっ 
た。 

腰 営 溝 会議の のち、 遊撃 根拠地 —— 解放 地区が 解散され るに ともなって 根拠地 内の人び との 大部分が 遊撃隊に 入 
隊し 、のこりの 人び とは 敵の 支配 地区 工作の 任務を にない、 年より や 病人と ともに、 農民、 商人、 獵師 、そのほか 
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いろいろな 身分を よそおって 敵の 支配 地区には いっていった。 

遊撃 根拠地の 解散と ともに、 抗日 遊 擊隊は ただちに 東 満州、 南満 州、 北満 州と、 そして 朝鮮 国内に 活動 舞台を ひ 
ろげ ながら、 いたるところで 積極的な 攻勢を くりひろげた。 

金 日 成 将軍の 措置に したがって 一部の 部隊は、 すでに 南満 州で 活動して いた 抗日 武装 遊撃隊と 連係を たもちな が 
ら西 南方 面に 進出し、 また 他の 小 部隊は 車廠子 遊撃 根拠地を 出発して 朝鮮の 北部 地域に 進出し、 のこりの 一 部隊は 
吉東 地区へ 進出した。 

将軍は 遊撃隊の 各 部隊を 南満 州 や 国内に 進出させる 一方、 みずから 遊撃隊の 主力部隊を ひきいて、 一九 三 五 年の 
夏、 北満 遠征の 途に ついた。 

主力部隊の 北満 遠征の 目的は、 北満 州 地方で 活動して いた 抗日 遊搫隊 との 連係を 強め、 かれらに 政治、 軍事的 支 
援を あたえる と 同時に、 大規模な 共同 作戦を 展開す る ことによって、 より 強力な 打擊を 敵に あたえる ことに あっ 
た。 また それは 広 はんな 反日 大衆との 連係を 強め、 北満 州の 広大な 地域に 革命の 種を まき、 反日 闘争の 炎を より 強 
く 燃え あがらせる ことに もつな がって いた。 

1 九 三 五 年 六月のは じめ、 将軍は みずから 三百 余 名の 隊員を ひきいて、 その 当時、 東 寧県老 黒山に 駐屯して いた 
r 靖安 軍」 を 掃討す るた たかいを 計画した。 

「靖安 軍」 とは、 「満州国」 正規軍の なかで も、 とくにえ らばれ た 悪質 地主 や 親日 資本家な どの 子弟に よって 編 
成された 軍隊で、 その 装備は 普通の 偽満 軍より 数倍 もす ぐれて おり、 日本人 「指導 官」 が 直接 指揮を とる 軍隊で あ 
った。 みずから 「鉄の 軍隊」 と 称し、 「精鋭」 を 誇って いた この 「 靖安 軍」 は、 ごぅ 慢かつ 残忍な 部隊であった。 
かれらの ゆく ところでは 人民の 血が 流されない ためしは なく、 家畜 や 家財を 奪われない ところはなかった。 

そのため 人民は、 柚に 赤い 筋の ついた 軍服で 略奪と 破壊を ほしいままに する かれらに、 燃える よぅな 僧し みを い 
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だき、 恐怖に おののいて いた。 

金 日 成 将軍の ひきいる 部隊が 行軍を していた とき、 老 黒山に いた 「靖安 軍」 が 沙道 M- 子 部落で、 四十 九 名に およ 
ぶ 罪のない 農民を 虐殺した という 知らせが はいった 。悲惨な 出来事を 知った 将軍は、 ただちに 部隊を ひきいて 太平 
溝へ むかった。 沙道河 子 部落に ついた 将軍は、 隊員たち とともに 犠牲者の 追悼式を とりおこなった。 深い 同情と 悲 
憤に みちた 将軍の 追悼 演説は、 きく 人の 涙を そそり 憤激を かきたてた。 将軍は 人び との 恨みを はらし、 かれらの ね 
がいを かなえる ために r 靖安 軍」 をう つ 決意を かためた。 

将軍は 老 黒山に 駐屯す る r 靖安軍 j 部隊を 掃討す るた め、 駐屯地に 近い 谷間の 両側で 敵を 待ちぶ せる ことにし 
た。 そして 山林 隊 (反日 ス ロ— ガンを かかげる 救国 軍 部隊に いた 中国人の 集団で、 敵の 攻騍 にたえ かねて 山へ 逃げ こみ、 人民 
の 財産を 略奪して 生きて いた) に 変装した 誘引 隊を 「靖安 軍」 の 駐屯地に むかわせた。 

もともと 遊撃隊の まえでは 手 も 足 もで ない 「靖安 軍」 も 相手が 山林 隊だと 見る と、 獲物を ねらう 鹰 のように とび 
かかって くるので あった。 将軍は この 機に 乗ずる つもりだった。 案の定、 誘引 隊を ほんものの 山林 隊と 思い こんだ 
「靖安 軍」 は、 日本人 「指導 官 」 の 威勢の よい 号令の もとに 追撃を 開始した 。遊撃隊は 傾斜の 急な 左右の 山な みに 
そい、 山のう え や ふもとで 敵が あらわれる のを 待ちぶ せして いた。 ねらいは 的中した。 敵は 意気 揚々 と 山を こえ 
て、 遊撃隊が 待ちぶ せして いる 谷間に 斥候を たてながら やってきた。 しかし かれらは、 なに か 不吉な 予感が したと 
みえ、 「こんなと ころで 遊撃隊に 出会ったら おしまいだ」. などと つぶやきながら あたりを 見 まわした。 

敵の 全 部隊が すっかり 待ぶ せ 地点には いったと き、. 将軍の 射擊 命令が おり、 遊撃隊は いっせいに^！，, の 火ぶ たを 
切った。 降伏 すれば たすけて やる という 戸が 銃声と. かさなりあって 谷 (P1 を ゆさぶった。 あわてふためいた 敵は、 文 
字 どおり 袋の なかの ネズ ミであった 。遊撃隊の 突撃に よって 敵は ばた ばた とた おれて. いった。 遊擊隊 のまえ では、 
いわゆる 「鉄の 軍隊」 も 「ヮラの 軍隊」. でしかなかった の. である。 


203 


第五 章 革命の 危機を の‘ りこえ て 


遊撃隊は この 戦闘で 敵の 最精銳 部隊を 完全に 掃討し、 のこりを すべて 捕虜に した" そして 迫撃砲、 重機関銃、 軽 
機関銃を はじめ 大量の 歩兵 銃と 弾丸、 軍馬な どを ろ 獲した。 捕虜と なった 敵 兵にたい して、 将軍は 寛大であった。 
まず かれらの 民族的 自覚と 良心の 覚醒を うながした のち、 旅費まで あたえて 郷里に おくり 帰した。 

誘引 戦術に もとづく 老 黒山 戦闘は、 ねりに ねられた 完成され た 戦闘であった。 以後、 敵は この 戦闘の 話を きいた 
だけで も 戦々 恐々 とした。 そのうえ 捕虜に 旅費まで あたえて 帰した というう わさは 偽満 軍の なかに ひろく 知れ わた 
り、 かれらを 深く 反省 させ、 遊撃隊に つこうと する ものまで 続出した。 こうして 敵の 老 黒山 陣地は 撤収され、 王 宝 湾 
に 高く 築かれた 城は、 じめじめした 廃墟と 化して しまった。 

遊撃隊は 太平 溝に 凱旋した。 数日 まえ、 必ず®* してく ださいと 涙で 訴えて いた 人び とは 遊撃隊員と だきあって 
ょろこんだ。 生まれて はじめて 迫撃砲を 見た 人たち は、 「えらく 口ので かい 大砲 だな ァ J といって めずらしがっ 
た。 将軍が ふたたび 趙宅周 老人 一家と めぐり 会い、 馬を 贈った のは このと きのこと である。 

数日の， あいだ 部隊に 休息を あたえた のち、 将軍は ふたたび 壮途に つく 準備に とりかかった。 しかし ある 日、 羅子 
溝に 駐屯して いた 偽満 軍の 孟営 部隊が 太平 溝を 襲撃して きた。 かれらは 八 キロし かは なれて いない 羅子 溝に 数日間 
もいながら、 なんの 手 だし もで きないで いたの だが、 老 黒山で 奪われた 迫撃砲を とりかえせと いう 上部の 爆弾 命令 
をう け、 しぶしぶと 挑戦して きたので あった。 

敵の 襲撃を 事前に 察知した 遊撃隊は、 太平 溝の 裏山に 陣を しいた。 敵は 部落の 前方 約 ニキ ロの 地点を 流れる 火 焼 
11 河を 船で わたりは じめ た。 双眼鏡で この 光景を ながめて いた 将軍は、 迫撃砲の 砲手に 射撃を 命じた。 すると 砲手 
は、 たった 二 発で 河の なかほどに さしかかった 敵 船を こっぱみじんに した。 あわてふためいた 敵は、 多くの 死体を 
水中に のこした まま 一目散に 逃げて いった。 

これは 敵に とって、 文字 どおり 晴天の 霹靂であった 。遊撃隊に これほどす ぐれた 砲手が いょうとは 想像 もで きな 
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いこと であった。 しかも 皮肉な ことには、 この 迫撃砲の 名手は 偽満 軍から 移って きた 隊員だった ので ある。 

この 戦闘の のち、 将軍は 遠征 軍を ひきいて 東 満州と 北満 州の 境を なすけ わしい 老爺 嶺を こえた。 同じ ころ 一部の 
部隊は、 安 図、 教化、 撫松 一帯へ、 別の 部隊は 南満 州の 濛江県 一帯へ と 進出して いた。 

遊撃隊の 主力部隊が 老 黒山で r 靖安 軍」 を 痛烈に 撃滅して いた ころ、 崔賢 部隊長の ひきいる 遊撃隊は 腰 営 溝 会議 
で 金 日 成 将軍が しめした 方針に したがい、 蛟河県 一帯に 進出して 京 図 線を 走る 敵の 軍用 列車を 襲撃した。 

襲擊は 綿密な 作戦計画の もとに、 京 図 線 黄松甸 付近の 急な 傾斜の 曲り角を 利用し、 突進して くる 軍用 列車を 脱 
線 させ、 これに 痛烈な 打撃を くわえ. た。 捕虜を 訊問した 結果、 転覆した 列車は 会議に 参加す る 将校たち で 満員の 特 
別 軍用 列車で ある ことが わかった。 

このた たかいで 遊撃隊は 敵の 将校 三百 余 名を 掃討した。 また 多数の 将校を 捕虜に したう え、 各種の 武器と 現金 二 
十万 円を ろ 獲した。 

一方、 将軍が ひきいる 主力部隊は、 大陸の 焼けつ くような 暑さに なやまされながら、 けわしい 老爺 嶺を こえて い 
た。 

それは、 のぽっ て もの ぼっても 頂上の 見えない、 はてしない 山脈であった。 谷間 や 山腹には、 いくか かえ も ある 
大きな 樅 や 落葉松、 白樺な どが ぎっしりと 生い茂り、 足の 踏み場 もない ほどだった。 部隊の 前進は 苦しい 戦闘と な 
んら かわりなかった。 無数に いりくんで いる 朽木 をのり こえ、 絶壁を よじのぼり もした。 ゆく 手を さえぎる 大木を 
切りた おし、 岩を とりのぞいて 道を ひらき、 迫撃砲と 重い 馬の 荷を ひっばったり、 おしたり しながらす すまねば な 
らな かった。 そのうえ 携帯 食糧まで とぎれて しまい、 部隊は 幾日も 飢えと たたかいながら 密林の なかを 行軍し なけ 
ればな らな かった。 

このように 千古の 密林に おおわれた 老爺 嶺を こえ、 寧 安 県 三 道 河 子 付近に さしかかった ときには、 隊員たち はへ 
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とへ とに 疲れ きっていた。 将軍は 隊員たち に 休息を とらせながら、 かれらに 闘争の 意欲と 勝利への 確信を もたせる 
よう 努力した。 

「革命とは、 命を かけて たたかう 闘争で ある。 革命は 血 や 汗を 流さ ^ に 容易に なしとげられる ものでは ない。 わ 
れわれ の 目的は 革命を なしとげ、 奪われた 祖国を とりもどし、 すべての 人民が しあわせに 暮らせる ようにす る こ 

とだ。 . しかし、 しあわせは ひとりでに やってくる ものでは ない。 しあわせは たたかい とらねば ならない。 これ 

はま さに、 われわれが なさねば ならない 聖なる 偉業な の だ。 これを 思う とき、 どうして 困難の まえに 屈する ことが 
できよう . J 

将軍は 隊員たち をはげ まし、 みずから 隊伍の 先頭に たって 行軍を つづけた。 

一九 三 五 年 七月、 将軍は 部隊を ひきいて 寧 安 県 k 東 屯に 到着し、 この 地方で 活動して いた 遊撃隊と 会い、 北満 州 
における 今後の 共同 作戦に ついて 討議した。 敵は この ころに なって はじめて、 東 満州で 活動して いた 金 日 成 将軍の 
部隊が 北満 州へは いり、 山 東 屯 付近で 活動して いると いう 情報を 手に して あわてた。 なぜなら かれらは 金 日 成 将軍 
の 部隊が が^^ 付近に いるものと 思い こみ、 大兵 力を そこに 集中して いたから である。 おどろいた 敵は 牡丹 江 市、 
寧 安 県 城、 忠〆 ^ などに 集中して いた 騎兵を ふくむ 八 百 名 以上の 兵力を かき 集め、 七月の ある 日、 山 東 屯に 猛烈 
な 勢いで 攻撃して きた。 しかし 午前 十一 時から 日暮れまで つづいた このた たかいで 敵は 遊撃隊の 集中砲火に あい、 
屍の 山を 築いた だけであった。 かれらは、 「共産軍には 大砲まで ある。 これでは とうてい 勝てる 見 こみは ない」 と悲 
鳴を あげ、 なだれを うって 逃げ去った。 

山 東 屯 戦闘の 翌日、 将軍は 部隊を 三 個 編隊に 再編成し、 一 部隊を 汪清 県と 琿春県 方面へ 進出 させ、 他の 一 部隊を 
寧 安 県を 中心に 牡丹 江 方面で 活動 させた。 そしての こりの 一 部隊を ひきいた 将軍は 鏡 泊 湖を へて 吉林省 管内には 
いり、 遠く 額穆県 方面へ とむ かった。 
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将軍は 遠征 部隊を ひきい、 青 溝 子、 六 号 屯な ど、 い 
たると ころで 敵を せん 減した。 とくに 十二月には、 額 
穆 県の 官地 付近で 重 武装を した r 靖安 軍」 三百 余 名と 

宣 

将た たかい、 そのうち 百 二十 名を 掃討す る 勝利を おさめ 
成 


^  このた たかいが あってから、 この 地方の 人民の あい 

ベ だでは 「棺桶 喜劇」 といぅ 話と 「活劇」 物語が ひろま 

^L り、 きく 人び とを 抱腹絶倒 させた。 

f  「棺桶 喜劇」 といぅのは、 青 溝 子、 六 号 屯の 戦闘の 

城と き 野菜畑の なかの 中国人の 家で おこった 話で ある。 

鱉 たたかいが はじまる とすぐ、 敵の 守備隊の 通訳官が 無 

し 我 夢中で 逃げ こんで きて、 この 家の 庭の すみに おいて 

か ある 棺桶の なかに かくれた。 この 地方では、 年ょり た 
ら 

味ち がまえ もって 自分のは いる 棺桶を 準備して おく 風習 
や 

於が あった ので ある。 しばらくたって、 ただ 一人 生きの 
ヮこ った 日本 兵が 負傷した 足を ひきずりながら、 やっと 
のこと で この 家まで たどりついた。 どこか かくれ 場所 
はない かとさが しまわった すえ、 かれ も その 棺桶を 発 
見し、 大急ぎで その ふたを あけた。 遊撃隊の 追跡を さ 
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ける ためには 棺桶であろう となかろう とか まわなかった。 しかし 棺桶の なかには、 生きた 屍が 頭を かかえこんで よ 
こた わって いた。 丘 ハ卒と 通訳官の あいだでは、 棺桶を 奪い あう 乱闘 劇が くりひろげられた という ことで ある。 

「活劇」 の 方は、 官地 付近の 戦闘が あった のち、 三 道 溝の 日本 守備隊の 兵舎で おきた 話で ある。 数日 まえ 遊撃隊 
の 猛攻に あい、 やっとの ことで 生きの びた ある 機関銃 手が 夜 も 明け きらぬ うちにむ っくりと おきあが ると、 「敵 だ 
ァ 、敵 だァ」 と 大声を はりあげた。 びっくりした のは そばに 寝て いた 日本 兵たち で、 たちまち 蜂の巣を つついた よ 
うな 大騷 ぎと なった。 寝ぽ けた 機関銃 兵は、 やにわに 機関銃を 自分の 同僚に むける と、 狂った ように 引き金を ひい 
た。 遊撃隊にたい する 恐怖心が 高 じて 精神 錯乱を おこした ので ある。 ところが その 事件が あって まもなく、 もう 一 
人の 日本 兵が 半狂乱と なり、 「敵 だ！ 敵 •た IJ と 叫びながら 外へ とびだす と、 町ぢ ゅうを 走り まわっ たという こ 
とで ある。 

北満 遠征を 開始して 半年が すぎ 去った。 

その あいだ 東 満州で 活動して いた 遊撃隊と、 南満 州 および 国内に むかった 遠征 部隊は たがいに 連係を 強めな が 
らいた ると ころで 敵を 撃滅し、 活動の 領域を ひろげて いった。 これによ って 日本 帝国主義が うけた 打撃は きわめて 
大きな ものが あった。 将軍の 指導す る 抗日 遊 攀隊が 満州 各地は もちろん、 朝鮮 国内を もふくむ 広大な 地域に 一挙に 
進出し、 抗日 勢力を 結集しながら 積極的な 攻勢に 移行す るに つれ、 敵は ひろい 地域に 「討伐」 兵力を 分散 させねば 
ならな くな り、 全般的な 守勢に おちこんでも がきは じめ た。 

金 日 成 将軍の 卓越した 戦略に よる 抗日 遊撃隊の このような 作戦は、 日本の 侵略者たち に 甚大な 軍事的 打撃を あた 
えた。 それは まず、 遊 擊隊が 敵の 包囲を つきやぶり、 あらゆる 方面で 同時に 反擊に 転ずる ことにより、 敵を 収拾の 
つかない 混乱に おとしいれた ことに 見られた。 また それは 敵の いわゆる 「各個 擊 破」 戦術を 破綻 させ、 各地で 活動 
していた 部隊と 直接 連係を たもちながら、 組織化され た 体系で 敵に 強力な 打撃を あたえた ことに あらわれた。 さら 
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に それは、 救国 軍 部隊に 革命的な 影響を あたえ、 共同 作戦を 強化す る ことによって 統一戦線を いっそう 拡大させる 
成果を もたらした。 そのほか、 いたるところで 敵の いわゆる 「精鋭」 部隊を 撃破す る 一方、 捕虜を 寛大に おくり か 
えす ことによって 日本 帝国主義 侵略軍と 偽満 軍との 不和 冷 増大 させ、 偽満 軍に 大きな 動揺を あたえた。 

とくに、 将軍の ひきいる 部隊は ゆく 先 ざき で 人民を 目 ざめ させ、 かれらの なかに 革命の 種を まいた。 将軍は 隊員 
たちに つぎのように 教えた。 

「北満 州は、 東 満州 地帯とは 異なって いる。 まだ 北満 州の 人民は われわれ パルチザンの ことを よく 知らないし、 
日本 帝国主義 者と 土匪の 略奪、 脅迫と 欺瞞の なかで 生きて いる。 だから われわれは 日本 帝国主義を 掃滅す るた たか 
いを つうじて、 われわれが ほんとうに 人民の ための 軍隊で ある ことを しめさなければ ならない。 そして 人民を 大切 
にし、 啓蒙す る 実際の 活動を つうじて 人民を われわれの まわりに 団結 させ、 抗日 勢力を 拡大し なければ ならない。 
人民を 愛し、 社会を 改造す る こと、 —— まさに これ こそが、 われわれ 共産主義者の 第一の 任務で ある ことを 忘れて 
はならない」 

隊員たち は 将軍の 教え どおり、 つねに 人民の なかで 生活した。 かれらは 戦闘の 疲れ も かえりみず、 民家の 庭を 掃 
除したり、 くずれおちた 垣根 や 屋根を 修繕したり、 薪を わって やったり した。 

遠征 部隊は、 抗日 遊撃隊が 人民の ための 軍隊で あり、 朝 •中 両国 人民の 共同の 敵 日本 帝国主義を うちやぶる 真の 
軍隊で ある ことを 人民に 知らせ、 人民が 貧しい 生活を しなければ ならない のは 日本 帝国主義 侵略者と 地主、 資本家 
の 搾取の ためで ある ことを わかりやすく 教えた。 

こうした 過程を つうじ、 以前は 遊撃隊を 他の 軍隊と 同じように 見て 敬遠して いた 人び ともし だいに 遊撃隊を 正し 
く 理解す るよう になり、 やがては 遊 攀隊が とめる の もき かず 援護 物資を はこぶ ように さえな った。 そして 遊撃隊が 
出 発する とき 尨 どは 別 JH を 悲しみ、 涙を 流して 見 おくる 人び との 姿が 各地で 見う けられた。 
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こうして 革命の 種は 北満 州 〇* 広大な 地 成 0- 人民の なかに まかれた。 人民 大衆は 日本 帝国主義の 軍事施設 〇 ための 
強制労働 や 搾取に 反対して 各地で 集団 的に たたかった。 また あらゆる かたちで 遊撃隊の 活動を たすける ようにな 
り、 多くの 青年が 遊撃隊に 志願し 入隊した。 

官 地と 南 湖 頭の あいだの 軍用 道路工事 現場に 強制 動員され た 労働者たち は、 「祖国に そむく 恥ず べき 工事から 手 
を ひこう！」 と 叫んで ストを おこし、 一 部の 労働者は 遊撃隊に 入隊した。 

額穆 県では こんな こと も あった。 

S1J1 どい う 老人の 一人息子が 二十 名 あまりの 村人たち といっ しょに、 パルチザンの あとを 追う 日本軍の 荷物は こび 
にかり だされて 山に むかった。 それから しばらくして、 その 山の 方角から 豆を いるよう な 銃 1一 尸が ひとしきり つづい 
た。 この 銃 I 尸を 耳に して、 劉 老人は 自分の 息子が てっきり 殺された ものと 思い、 息子の 死体で も ひきとって こよう 
と 大急ぎで 夜道を かけて いった。 

老人が 山の 中腹へ さしかかった ころは、 もう 銃 II 尸 もやんで ひっそりと 静まり かえっていた が、 頂上の あたりに 火 

:が 見えた。  , 

「あれは なんだろう？：… •さきほどの 射ち あいは、 どうな ったんだろう。 あの 火は どちら 側の ものだろう か？」 
と 劉 老人は しばらく 考え こんだ が、 ふたたび 火の 方向に 足を むけた。 

その 火は 将軍が ひきいる 遠征 部隊の たき 火であった。 劉 老人は、 そこで 思いがけなく 息子を 発見した。 その 息子 
は 老人の 姿を 見つける と 走りよ って 父を だきかかえた。 まったく 夢を見て いるよう な 心地だった。 老人は あまりの 
うれし さに どうしてよ いかわから なかった。 たずねて みると、 遊撃隊の 「討伐」 にきた 日本軍が 逆にせ ん滅 され、 
息子は ほかの 人たち といっ しょに 遊撃隊に たすけだされた というので あった。 

息子は、 遊撃隊に 入隊した いと 父に いった ◊老人は 別れた くはなかった が、 息子が たすけられた ことの うれし さ 
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に 二つ 返事で それを 承諾した。 

老人は 寒さの ことが 気になり、 着て いた 綿 いれの ± 着を ぬいで 息子の 肩に かけて やった ◊ほほえみを うかべて こ 
れを 見て いた 将軍は、 毛皮の 外套を ぬぐと そっと 老人の 肩に かけて やった。 

「おじいさん、 これを おめしに なって ください」 

劉 老人は どうしてい いのかわから ず、 将軍の いうと おりに いったんは 着て みた ものの、 それでは すまない ような 
気がして 外套を ぬごうと した。 すると 将軍は 老人の 手を おしとどめ、 そのまま 着て いるよう にと くりかえ しすす 
めた。 そして 将軍は 老人の 息子に むかい、 父親が 着せて くれた 綿 いれの 上着が たとえ 古くて ほころびて いても、 そ 
の 縫い目の 一つ一つに こめられて いる 父母の 深い愛情を 忘れて は、 りっぱな 遊撃隊員には なれない の だとい いきか 
せた。 

将軍は 遠征 部隊を ひきい、 ゆく 先 ざき で 人民の 心の なかに 偉大な 愛と 信頼の 灯を ともし、 革命の 種を まいて いっ 
た。 隊員たち も それを 見なら い 心から 人民を 愛した。 

遠征 部隊が 額穆 県で 活動して いたと きのこと である。 

一九 三 五 年の 冬の 夕暮れ、 数名の 遊撃隊員が と ある 一軒の 家を たずねた。 一 夜の 宿を たのむ ためであった。 しか 
し 若い 主人に まねかれて 部屋には いった 隊員たち は、 二 言、 三 言 ことばを かわす とすぐ 外へ でて しまった。 そして 
こんどは、 庭に ある 納屋で もい いから 貸して ほしいと たのんだ。 寒い 日であった。 にもかかわらず 隊員たち は、 戸 
外と 同様の 納屋で 一晚を 明かす ことにし たので ある。 

それには こんな わけが あった。 

隊員たち は その 家の 若い 主人と 話を かわす うちに、 かれが 結婚して まもない という ことに 気づいた。 事実、 その 
夫婦は 式を あげてから まだ 日が 浅かった。 そこで 隊員たち は、 若夫婦が いくら 家の なかで 休む ようにと すすめて 
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も、 決して それを ききいれようと しなかった ので ある。 

すると 今度は、 若夫婦が 親戚のと ころで とまるから といっ て 家を でようと した。 隊員たち を 部屋の なかで 気が ね 
なく 休ませようと いう 気持ちから だった。 しかし、 こうした 夫婦の 心づ かい もむ だであった。 夫婦が 家を でようと 
する のを 見て、 今度は 隊員たち が あたふたと 家を とびだした からだった 。遊撃隊員に 根負けした 若夫婦が、 やむな 
く 家に とどまった のはい うまで もない。 

抗日 遊 擊隊は ゆく 先 ざき で、 このような ほほえましい エ ピソ ー ドを 数多くの こした。 だから 広 はんな 人び とは、 
「この 世では じめ て 見る、 もっとも 美しく 道徳的な 軍隊 だ」 と 遊撃隊を ほめたたえ、 かれらを 心から 歓迎して やま 
なかった。 

このように、 遊撃隊が 北満 州の 広大な 地域に 革命の 種を まき、 人民を 反日 闘争に ふるいたたせた ことは、 革命 闘 
争を 新たな 高揚へ と 発展させる うえで きわめて 大きな 章 義を もっていた。 

金 日 成 将軍は 部隊を ひきいて 北満 州へ 遠征す る ことにより、 東 満州に かもしだされた 重大な 危機から 革命の 隊列 
を 救った ばかりでなく、 東 満州と 北満 州の 広大な 地域の 人民の なかに、 朝鮮の 共産主義者の 戦闘的 威力と 気高い 品 
性を ひれきした ので ある。 

遠征を つうじて 人民の なかに 抗日の 炎を 燃えた たせ、 日本 帝国主義 侵略者に 鉄植を くわえ、 かれらを 恐怖に おの 
のかせた 金 日 成 将軍の 名声は、 文字 どおり 満州 全土に ひびきわたった。 

抗日 遊撃隊が 広大な 地域へ と 進出し、 積極的な 攻勢を くりひろげた 結果、 敵は 甚大な 軍事、 政治的な 打擊を こう 
むった。 日本の 侵略者た ちは 兵力を 分散 させられ、 全地 域で 守勢に たたざる をえなかった。 

その 数 か 月 まえまで も、 敵は 自分たち の 「威力 ある 討伐」 によって 遊撃 根拠地が 解体した の だとう そぶ きなが 
ち、 いまにも 抗日 遊撃隊が 崩壊す る ものと 信じ こんでいた。 しかし かれらは、 わずか 数 か 月 後に、 自分たち の 予想 
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とは まるで 逆に 遊撃隊が 勝利を おさめ、 かれら 自身が みじめな 敗北を こうむる あわれな 境地に たたされて しまった 
ので ある。 

かれらの 極秘 文書には つぎのように 書かれて いる。 

「赤色 地域の 撤廃は、 一面では 皇軍の 分散 配置に よる 徹底的な 討伐の 結果で あると 見る こと もで きる が、 実情と 
しては、 上記の 新 戦術 (抗日 遊 擊隊が 広大な 地域に 進出して 積極的な 攻勢に 移行す る ことにつ いての 金 日 成 将軍の 方針を さす 
— W 者 註) にも とづいた 自発的な 行動と 認められる …… 討伐の 被害を うけた 結果に よる ものでは なく、 …… 広は 
んな 遊撃 運動を 展開す る ことは …… 討伐の 目標を 少なく し、 積極的 かつ 先鋭 的な 運動を 容易に し、 今後の 討伐に 一 

段の 困難 さを ともなわせ ると 同時に、 かれらの 運動を 激化させる ものである . J  (在満 日本 帝国 大使館 替務部 資料 

『最近の 満州に 於け る 共産主義 運動の 現況 検討』 I 九 三 五 年)。 

このように、 遊撃 根拠地を 解散して 広大な 地域に 進出し、 積極的な 攻勢を 断行す る ことにつ いての 将軍の 方針 
は、 きわめて 成功裏に 実現した ので ある。 


4 歴史的な. 会議 


第 六 章 朝鮮 全土を 照らす 白 頭 山の のろし 

_  , 


1 歴史的な 会 _ 

* 

«•. 

金 . 0 成 将軍は 北満 遠征の 多忙を きわめた 日々 にも、 革命の 途上で 提起され る 新しい 問題を 解決す るた めに 深い 思 
索に ふけっていた。 

..重 次 •* 危機. から 革命を 救った 将軍は、 ょり 広大な 地域で 朝鮮 革命を 決定的に おしすすめる 方針を かためた。 それ 
は rt 外 情勢の さしせまった 要求で も あった。 

そのころ、‘ 帝国主義 列強は 侵略戦争の 準備に 狂奔して いた。 とくに、 ファッショ 独裁を 樹立した ドイツ、 日本、 
イタ_?の独占資本冢たちは、あらゆる進歩勢力を徹底的に弾圧しながら、いたるところで野蛮な侵略戦争を挑発 
し ていた。： 

.•，こ 5 した 状況め もとで 帝国主義 侵略 勢力、 わけても 歴史の 舞台に 正体を あらわした ドイツ、 日本、 イタ リーな ど、 
ラナ y ショ 勢力の 進出を. おさえて 戦争 策動を 粉砕す る ことは、 全世界 人民の まえに 提起され たもっと も 切実な 課題 
であった。 そして 多くの 国ぐ にでは、 ファシズムと 戦争の 脅威に 反対す る 統一戦線 運動が 広 はんに 展開され た。 ス 
ベ V ンの 人民は 一九 三 六 年に 反 ファッショ 人民戦線を 形成し、 .フラン n  , •ファッジ スト. 一味と 外国の 武力干渉に 反 
対する 決死 的な 闘争を ぐサ ひろげた し、 フランス でも 反 ファッショ 人民戦線 運動が おこるな ど、 世界 各国で 統一 戦 
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線 運動が 力強く 展開され ていた • 

こうした 事実は、 なによりも 革命 勢力と 反革命 勢力の 激烈な たたかいを 物語って いた。 

当時、 日本 帝国主義 侵略者は 朝鮮に おいて 経済的 略奪、 とくに 軍需 資源の 集中 的な 略奪を 強める かたわら、 いわ 
ゆる r 国民 精神 総動員 運動」 なる ものを 大 々的に くりひろげ、 「皇民 化」 と 「内鮮 一体」 という ス ti 1 ガンまでで 
っち あげて 朝鮮人 民の 民族精神を 抹殺し ようと やっきに なって いた。 そして 日本 帝国主義の 手先に 転落した 民族 改 
良 主義者たち までが 「同祖 同根」 を うんぬんし、 その 片棒を かついで 騒ぎ まわった。 侵略者は 略奪と 隸属 をい っ そ 
う 強化した。 

しかし 朝鮮人 民は、 かれらの 従順な 奴隸に なること を 断固と して こばんだ。 血な まぐ さい ファッショ 統治は、 か 
えって 朝鮮 民族の 怒りを かきたてた。 そして 日本 帝国主義 侵略者と 朝鮮人 民の 民族的、 階級 的 矛盾は ますます 激化 
していった。 ごく 少数の 買 弁 勢力を のぞく、 朝鮮の 各界 各層 人民の 反日 気勢は 髙 まる 一方だった。 

このような 諸般の 情勢を するどく 分析した 将軍は、 朝鮮の 北部 国境 地帯へ 進出して 敵に 連続 的な 打撃を あたえ、 
朝鮮人 民の 士気を 高めながら 党 創建の 準備 活動を さらに 強め、 すでに 築き あげた 土台を もとに 広 はんな 反日 民族 統 
一戦 線 運動を 強力に 展開す る 決意を かためた。 

これは きわめて 困難な たたかいであった。 しかし 将軍は この 分野に おける 豊富な 経験を つみかさねて おり、 活動 
をく りひ ろげ るた めの 現実的な 条件 もととの っていた。 

新たな たたかいの 拠点を しっかりと かため、 党 創建の 準備 活動を さらに 促進し、 広 はんな 統一戦線を 結成す ると 
いう 金 日 成 将軍の 構想は 一九 三 六 年 二月、 寧 安 県 南 湖 頭の 密林の 丸木 小屋で ひらかれた 軍事、 政治 幹部 会議に 提出 
された。 

この 会議に おいて、 将軍は 一九 三〇 年代の なかばに いたって 変化を 見せた 情勢を 分析し、 各界 各層の 大衆との 統 
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南 湖 頭 会議を 指導す る 金 日 成 将軍 


一戦 線 活動に おける これまでの 成果を かため、 全国的な 地域で 
より 広 はんな 大衆を 結集す る、 幅 ひろく 強力な 反日 民族 統一 戦 
線を 形成す るた めの 方針を 提起した。 

将軍は、 共産主義者の 当面する 重要な 任務は 反日 民族 統一 戦 
線を 結成す る ことで あると 強調しながら、 つぎのように のべ 
た。 

「日本 帝国主義の 弾圧が きびしい 条件の もとで、 この 任務を 
遂行す るた めには 統一戦線の 組織名 称に こだわる ことなく、 地 
方の 具体的な 実情と 住民の 準備 程度を 考慮し、 いろいろな 名目 
であら ゆる 反日 勢力を 結集し なければ ならない」 

同時に 将軍は、 この 活動で 左右 両翼の 偏向を 警戒し、 敵の 破 
壊 活動を 未然に ふせぎ、 組織の 秘密を 厳守し なければ ならない 
とくり かえし 強調した。 

将軍は この 問題に つづいて、 朝鮮 革命の 参謀 部で あり、 前衛 
的な 役割を はたす マルクス •レ— ニン 主義 党 創建の 準備 活動を 
情勢の 発展に 応じて いっそう 強める 方針を 提示した。 

将軍は、 党を 組織し、 その 党を ひきいる ことができる 指導 的 

中核を 形成す る 問題に 特別な 意義を 認め、 つぎのように 強調し 
た 0 
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「われわれが 指導 的中 核を しっかりと 形成す るなら ば、 それを 骨幹と してやが て 党を 創建す る ことができ るし、 
その まわりに 大衆を 結集す る こと も 可能で ある。 すなわち、 たたかいを つうじてき たえられ 点検され た 共産主義 的 
指導 中核は、 いかに 困難な 環境の もとで も 屈する ことなく 朝鮮 革命を 勝利に 導く ことができ、 左右 両翼の 日和見 主 
義と 分派主義な どを 克服し、 党 創建の しっ かりとした 礎石と なる だろう」 

つづいて 将軍は、 共産主義 隊列を たえず 育成 拡大し、 革命 組織 内で マルクス •レ ーニン 主義の 教育を 強め、 党 創 
建の ための 組織、 思想 的 準備を いっそう 力強く 推進し なければ ならない と 指摘した。 

最後に 将軍は、 全国的 地域に おいて 革命を 決定的に 高揚させる ため、 抗日 遊撃隊を 朝鮮の 北部 国境 地帯へ と 進出 
させる 方針を 提起した。 

将軍は、 抗日 遊撃隊の 活動 舞台を 国境 地帯と 国内に 移す ことによ っての み、 人民に 未来の 希望と 勇気を あたえる 
ことができ ると 強調して つぎのようにの ベた。  ： 

「今後の 活動の 中心 課題は、 白 頭 山を 中心とする 鴨 緑 江、 豆満 江な どの 国境 沿岸 地帯に 新たな 遊撃 根拠地を 創設 
し、 武装 闘争の 範囲を 国内に 拡大す る 一方、 国内の 革命運動を 直接、 組織 指導し なければ ならない」 

南 湖 頭 会議では 全員が 一致して、 金 日 成 将軍の 明確な 方針を 朝鮮 革命の 拡大 発展の ための 基本 路線で あると 規定 
し、 これを 決定と して 採決した。 

将軍は この 会議の のち、 全国的な 範囲に わたって 革命運動を 大きく 発展させる ため、 みずから 部隊を ひきいて 朝 
鮮の 北部 国境 地帯に むかった。 

抗日 遊撃隊は、 このと きから 将軍の 指示に よって 朝鮮人 民 革命軍と 名 づけら れた。 

将軍が ひきいる 部隊は うっそう とした 密林を ついて すすみ、 迷混陣 、漫 江な どを へて 五月 初旬には 撫松鎮 の 東南 
四十 キロの 地点に ある 撫松県 東崗に 到達した。 
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将軍に とって、 これは たんなる 行軍ではなかった。 数 か 月 もけ わしい 尾根を こえ、 雪 深い 千里の 山道を 突破した 
この 行軍の 過程は そのまま 革命の 未来 図と、 その後 まもなく 発表され た 祖国 光復の 雄大な 構想を ねる 探求の 道で も 
あった。 

将軍には 休息の いとまがなかった。 困難な 行軍を つづけながら も、 革命の 戦略 的な 課題を 明確に する ため 心を く 
だいた。 

反日 民族 統一戦線の 形式を どのように さだめ、 どう 組織すべき か。 そして その 闘争の 旗 じる しとして 提起す る 綱 
領の 内容は どのように 規定すべき か。 党 創建の ための 組織、 思想 的 準備を いかに 促進させる べき か。 白 頭 山を 中心 
とする 新しい かたちの 根拠地を 創設す るた めには、 どのような 準備と 措置が 必要な のか。 —— それら 一つ一つが 重 
大な 問題 ばかりであった。 

将軍は 幾度 も 吹雪が 荒れ狂う 密林の テントで 夜を 明かし、 革命の 前途に 深い 思いを はせ た。 そして、 背な かを ま 
るく して 眠る 若い 隊員たち に 外套を かけて やり、 こごえる 手を 息で あたためながら、 ね り に ねった 構想を たんねん 
に 書きつ づけて いった。 

あるときは 朽木に 腰を かけ、 岩を 机に して 新たな 構想を ねり、 また あるときは 深い 山 あいの 丸木 小屋で たき 火に 
身を 上せ、 夜を 徹して 革命 綱領の 推敲に 心血を そそいだ。 

そんなと きには きまって 暗黒の なかで もだえ 苦しむ 朝鮮人 民の 姿が 目に うかび、 救いを もとめる 悲痛な 叫びが、 
はてしない 海のう ねりと なって おしよせて きた。 将軍の 心は かれらと ともに 波う ち、 その 筆先には 人民にたい する 
かぎ 5 ない 愛が にじみ、 それが 革命の 戦略を 力強く 描き だしてい くので あった。 

ときには 人民の 膏血を しぼりとる 民族の 敵が 銃を ふりあげ、 不気味な 暗雲の ように 眼前を よぎる こと も あった。 
すると 将軍は 胸には げしい 憎悪の 炎を 燃やし、 のた うつ 敵の 運命を 書き とどめる かの ように 力強く 筆を すすめる の 
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であった。 

この 愛と 憎しみが 将軍を して、 静かな 書斎で もない 荒凉 たる 大自然の なかで 祖国 光復の 歴史的な 大 画幅を 描かせ 
たので あり、 あらゆる 面で 独創的な 革命 理論を 創造 させた ので ある。 

人民の 生活から 遠く かけはなれ、 実践 闘争の 経験 もない 自称 マルキストたち が サロンに たむろし、 朝鮮 革命には 
全然 ふれずに 「世界 革命」 を うんぬんし、 いわゆる 「社会主義 革命 路線」 などと いう 現実を 無視した 空理空論を も 
て あそんで いたと き、 金 日 成 将軍は 朝鮮 革命の 各 段階と 進路を 正しく 見と おし、 それを たたかいと るた めに 一身を 
なげうって いたので ある。 

いかに 情勢が きびしく、 いかに 敵が 凶悪であって も、 将軍は 人民を かたく 信じて うたがわなかった。 団結 すれば 
いかなる 泰山を も ゆるがし、 爆発 すれば 火山を もしの ぐ 人民 大衆の 力を 信じて いた。 だから こそ 将軍 ば 人民に あた 
える 無敵の 武器を とぎすまし、 どのような 嵐の なかで も 消える ことのない 革命の のろしを 準備す る ことができた の 
である。 

祖国 光復 にかんする 金 日 成 将軍の 偉大な 構想は、 一九 三 六 年 五月の 撫松 県東崗 会議を 契機と して 内外に ひろく 知 
れ わたった。 海抜 千 八百メ  I トルに およぶ 大 高原の 樹海につつ まれた 丸木 小屋 —— 、ここ. で 十五 日間に わたる 歴史 
的な 東崗 会議が ひらかれた。 

この 会議に おいて 金 日 成 将軍は、 南 湖 頭 会議で 提示した 綱領 的 方針を さらに 具体化し、 その 実践 方法と 課題を 全 
面 的に 明らかにした。 

第一の 問題は、 人民 革命軍の 国境 地帯への 進出と かんれんして 新たな 遊撃 根拠地を 創設す る ことであった。 

将軍は、 朝鮮人 民の 革命 闘争を 全般的に 導き 朝鮮 革命を 飛躍的に 発展させる ため、 古くから 朝鮮人 民の 心のより 
どころ となって いる 霊 蜂 白 頭 山を 中心とする 鴨 緑 江、 豆 満江沿 岸の 朝鮮 北部 地域と 長 白 県 一帯の 大 密林 地帯に 新た 
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な 革命 根拠地を 創設す る 方針を 提起した。 

将軍は 新たな 根拠地を 創設す る 必要性と、 それが 従来の 東満 遊撃 根拠地と 異なる 点を 明らかにしながら つぎの よ 
うにの ベた。 

「いまわれ われに 必要な 新しい かたちの 遊撃 根拠地は、 まず 朝鮮の 革命運動を 全般的に 組織 指導す る ことができ 
る 有利な 地帯で なければ ならず、 思いのままに 遊 動し、 広大な 地域で 自由自在に、 敏速に 遊撃 活動を 展開し うると 
ころで なければ ならない。 そのような 地域と しては 白 頭 山を 中心とする 鴨 緑 江、 豆満江 沿岸の 朝鮮 北部 地帯と 長 白 
県、 臨 江 県、 撫松県 一帯が もっとも 適切で ある。 われわれは、 自然の 要塞で ある この 大 密林 地帯を 利用して 多くの 
密営地(ァジト)を設置む、この地帯に包括されている敵支配区域内の人民大衆のなかで、非合法的な革命団体を 
ひろく 組織し なければ ならない。 そうな れば白 頭 密林の 有利な 地形と 地方の 革命 組織に よって 秘密が 守られ、 新た 
な 遊撃 根拠地は きわめて 強固な 不敗の 城塞と なる であろう。 根拠地を 設定し 革命 団体に 依拠 すれば、 われわれは 国 
内に 深く 進出して 抗日 武装 闘争の 炎を 力強く 燃え あがらせる ことができる だろう。 この ことは、 白 頭 山を 中心とし 
て 新たに 設置され る 根拠地が 文字 どおり、 朝鮮 革命の 城塞と なること を 物語る ものである。 われわれは この 城塞の 
けわしい 山々 を 遊 動し、 いわゆる 『整を 以って 零と 似し、 零を もって 整と 化す』 出没 自在の 戦法を もちいる ことに 
よって 軍隊を 敏速に 移動 させ、 敵を L て 手 も 足 もで ないような 状態に おとしいれる ことができる だろう」 

つづいて 将軍は、 遊撃隊が 天然の 要塞と 広 はんな 秘密 組織 網に よって 城壁を 築き、 神出鬼没の 遊撃戦 術を 正しく 
駆使 すれば、 「無敵 皇軍」 を 豪語す る 日本 帝国主義の 大砲 も、 機関銃 も、 飛行機 や 爆弾 も、 われわれの 革命の 城塞 
をく ずす ことは できない し、 朝鮮 革命を 全般的に 組織 指導す る 活動に おいて 大きな 成果を 達成す る ことができ ると 
力を こめて 語った。 

ついで 将軍は、 南 湖 頭 会議です でに 提示した 方針を さらに 具体化し、 マルクス •レー ニ ン 主義 党の 創建 準備を よ 
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り 力強く 展開す る 方針を 明らかにした。 

将軍は 抗日 武装 闘争の 過程です でに 達成した 輝かしい 成果と 経験に もとづき、 今後、 党 創建の ための 準備 活動を 
全 朝鮮に 拡大す る ことが 第一義 的な 課題で あると 強調し、 それを 実現す るた めの 原則的で 実践的な 方針を さししめ 
した。 

将軍は 党 創建の ための 組織的 骨幹を 育成す る ことが もっとも 重要で あると 指摘し、 つぎのように 強調した。 

「党を 創建す るた めには 一定の 組織的 骨幹が 必要で ある。 この 組織的 骨幹は 実際の 闘争を つうじて 鍛練され、 点 
検され た 共産主義者の 指導 的中 核に よって 形成され る。 したがって われわれ 共産主義者は、 党 創建の 基礎と なる 指 
導 的な 中核 隊列の 拡大 強化の ための 活動を さらに 強く おしすすめなければ ならない」 

将軍は また、 国内の 共産主義 運動の 癌で ある 分派主義 や 左右 両翼の 日和見主義 的 偏向を 徹底的に 克服し、 国内の 
共産主義者を 組織的に 結集すべき であると 強調した。 

東 _ 会議では また、 南 湖 頭 会議の 方針に したがって 反日 民族 統一戦線 組織を 結成し、 統一戦線 運動を より 広 はん 
に 展開す るた めの 具体的な 実践 方法が 重要な 問題と して 討議され た。 ■ 

将軍は まず 常設 的な 反日 民族 統一戦線の 組織と して、 祖国 光復 会を 結成すべき であると 提案した。 そして 祖国 光 
復 会の 組織 形態と その 組織 網を 拡大して、 全国的な 規模で 反日 民族 統一戦線 運動を 強化 発展させる ための 闘争 方針 
を 提起した。 

将軍は、 共産主義者と 労働者階級の 隊列を 組織的に も 思想 的に も 強化し、 統一戦線 内に おける かれらの 指導 的 役 
割を かたく 保障す る ことが なによりも 重要で あると 強調した。 それと ともに、 各界 各層の 広 はんな 人民 大衆の なか 
に 祖国 光復 会の 綱領を 深く 浸透 させ、 日本 帝国主義に 反対す る 人で あれば、 思想、 政見、 信仰の いかんを とわず、 
だれでも 祖国 光復 会に うけいれなければ ならない とのべた。 そして 組織の ありかたと しては、 組織の 秘密を かたく 
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守る ことができ るよぅ、 地方の 実情と いろいろな 条件に あわせて 各種の 形態の 大衆 団体を 組織し、 ここに 広 はんな 
人民 大衆を 結集し、 低い 形態から しだいに 高い 形態へ、 部分的 統一から 全面的 統一へ と 拡大し 発展させる べきで あ 
ると 指摘した。 

将軍は 統一戦線を 拡大 強化す るに あたって、 労働者と 農民を はじめと する 各界 各層の 大衆との 活動を 正しくり っ 
ばに 展開し なければ ならない と 再三 強調し、 各階 層との 活動 方向と その 方法、 さらに 非合法 的な 宣伝 扇動 活動に お 
いて 遵守すべき 原則的な 諸問題を 明らかにした。 

金 日 成 将軍が 東崗 会議で 提起した 諸方 針は、 朝鮮の 革命運動に 画期的な 転換を もたらした 綱領 的 路線で あり、 共 
産 主義者と 国内の 革命家た ちに 闘争の 前途を さししめす 唯一の 指針であった。 

会議に 参加した 人び とは、 金 日 成 将軍の マルクス •レー ニン 主義 的 卓見と 科学的な 洞察力に あらためて 感嘆し、 
将軍の 新しい 方針を 熱烈に 支持して やまなかった。 

朝鮮 革命の 綱領 的 路線と 方針を 規定した 南 湖 頭 会 K と東圈 会議は、 朝鮮 革命の 発展に おいて 新たな 局面を 切り ひ 
らいた 歴史的な 会議であった。 この 会議は 朝鮮 革命に かんする 綱領 的 方針を 明らかにした ことと、 朝鮮人 民に 闘争 
と 勝利の 旗 じる しを あたえた ことによって、 反日 民族 解放 運動 史の 栄え ある 一べ I ジを かざった ので ある。 
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反日 民族 統一戦線を 拡大す る 活動は、 金 日 成 将軍が 革命 闘争を はじめた 当初から 一貫して お L すすめて きたた た 
かいであった ❶ 

これは きわめて 重大な 課題であった。 なぜなら 革命の 勝敗は、 歴史 発展の 原動力で ある 人民 大衆を たたかいに 結 
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集で きる か、 いなかに かかって いるから である。 

革命は もともと、 人民 大衆の 自由と 幸福を めざす 人民 自身の 活動で あり、 人民と 革命は、 鹰の 胴体と 翼が 一体で 
あるよう に、 たがいに 切りは なして 考える ことができない ものである。 したがって 広 はんな 反日 大衆を 結集す る 反 
日 民族 統一戦線の 問題は、 朝鮮 革命に おける 戦略 戦術の 重要な 構成 部分を なす ものであった。 

こうした 必然的な 要求から して、 将軍は すでに 革命 活動の 初期から 反日 勢力の 団結が なされて いない ことを うれ 
い 人民の 団結に 全力を かたむけて きた。 

口先では 日本 帝国主義に 反対 するとい いながら、 派閥 あらそいに のみ 没頭す る 人び とを 将軍は つねに 団結の 思想 
で 教育し、 二人が 集まれば 二人を 団結 させ、 会議に 参加 すれば 演壇から 団結の 理念で 百 人、 千 人 もの 人び とを 感化 
させて きたので ある。 

一九二 九 年 春の 「南満 青 総 大会」 に 参加した とき、 民族主義 者が 短刀を ふりまわす 殺伐と した 空気の なかで 一歩 
も しりぞかず 分裂 策動を 糾弾した の も、 また 遊撃隊 結成の 初期に、 共産 主： 義 者を おとしいれよ うとした 民族主義 者 
たちに きびしく 対処した の も、 すべて 民族的な 団結を 実現す るた めの 将軍の 一貫した 闘争であった。 

「日本 帝国主義に 反対す る 人び とを 集めて 団結 させなければ ならない のに、 なぜ 思想が 少 々異なる からといって や 
たらに 人を 殺したり する のか。 わたしの 考えでは 反日 勢力を 拡大す る 方が より 大切 だと 思う。 考えても みよう。 わ 
れ われ 朝鮮人 民の 数は それほど 多く もない のに、 満州にまで きて そんな ことを する 必要が いったい どこに あると い 
うの か。 まず 朝鮮人 民を 団結させる べきな の だ。 共産主義 運動を しようと、 なにを しようと、 団結して 日本 帝国 主 
義にた ちむ かう 方が 有利では ないか」 

この 将軍の ことばには、 だれも 反対す る ことができなかった。 

共産主義 隊列の なかに もぐりこんだ 分派 分子の 分裂 策動 も、 民族的 団結と 反日 行動の 統一を めざして 大衆を 動員 
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する 将軍の 力強いた たかいの まえに ことごとく 粉砕され た。 

金 日 成 将軍は、 朝鮮 革命の 主導 的 勢力で ある 抗日 武装 隊伍の 組織と その 大衆 的な 基盤の 拡大、 反帝 同盟と 農民 協 
会、 革命 互 済 会を はじめと する 各種の 大衆 団体の 組織、 統一戦線に 害を およぼした 極左 日和見 分子にたい する 打 
擊、 「反日 部隊」 との 統一戦線な どを つうじて 反日 統一戦線の 土台を しっかりと 築き あげ、 豊富な 経験を つみ かさ 
ねて きた。 

このように して 将軍は、 広 はんな 反日 民族 統一戦線を 形成す る 組織的、 戦術 的 土台を 築き あげ、 それに もとづき 
東崗 会議に おいて 反日 民族 統一戦線 体で ある 祖国 光復 会の 歴史的な 創立を 内外に 宣言した ので ある。 

一九 三 六 年 五月 五日、 わが国に おける 最初の 単一 的な 大衆 組織 形態で ある 反日 民族 統一戦線が 結成され た。 

当時、 わが国の 労働者階級には 統一的な 党が なく、 その他の 階級 も 自己の 政党と 政治的 組織を もっていなかった 
ため、 わが国に おける 統一戦線 組織は、 他国での それの ように 諸政 党の 連合 戦線と いう 形態を とる ことができな か 
った。 したがって 将軍は、 民主主義 的 中央集権 制の 原則に もとづく 単一の 大衆 組織 形態と いう 統一戦線 体を えらん 
だので ある。 

東 il 会議では、 祖国 光復 会の 会長に 金 日 成 将軍を 推戴し、 その 機関誌と して 『三 •一 月刊』 を 発刊す る ことが 決 
定 された。 

祖国 光復 会は 将軍が 苦難の 日々 につみ あげてき た 豊富な 実践的 経験を 分析し、 朝鮮人 民の 念願を 科学的に 一般化 
し、 将軍 自身の 手になる 十大 綱領と 創立 宣言、 規約な どを 内外に 発表した。 

歴史的な 祖国 光復 会の 創立 宣言は その 冒頭で、 わが 民族が 代を ついで 守りぬ き、 繁栄 させて きた 祖国の 美 わしい 
三千 里 江山が 日本 帝国主義に 侵略され、 聡明な 朝鮮 民族が 奴隸 として 抑圧され 搾取され ている 現実を 痛憤し、 朝鮮 
民族の 愛国 思想と 熱烈な 独立 精神は、 いま もむ かし も かわりなくは げしく 燃えさ かってい ると 強調した。 
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宣言は、 朝鮮の 民族的 独立の 責任は もともと 朝鮮人 民に あり、 朝鮮人 民 自身が 責任を 負い、 朝鮮人 民み ずから が 
その 責任を 遂行し なければ ならない とし、 「われわれは 国際 革命運動， が 激烈な こんにち、 この 機会を のがす ことな 
く 祖国 光復 のために、 民族を 救出す るた めに …… 、党_窣命目住、宗教、階級ハ無産、 * 産階@、地方矶、性別、 
年令を とわず、 無条件に 大同団結し、 連合し、 一致 共同して たちあがり、 わが 民族の 敵で ある 日本 帝国主義を …… 
朝鮮から 駆逐し、 朝鮮の 独立、 民族の 自由 獲得に 努力す るであろう。 …… 富める 者は 金を だし、 食糧の ある 人は 食 
糧をだ し、 技能と 力の ある 人は 力と 技能を だして 二 千 三百 万全 民衆が うって 一丸と なり、 行動を もって 反日 祖国 光 
復 戦線に 参加す るなら ば、 祖国の 独立、 解放は 必ずや 成就され るであろう。 …… J と 指摘した。 

創立 宣言に こめられた 独立と 解放の 烈々 たる 精神は、 祖国 光復会 綱領と 組織の 生活 規範を さだめた 規約に よって 
うらづけされ た。 

祖国 光復 会の 会員 資格と 組織 形式、 組織 構造な どを さだめた 祖国 光復 会規 約は、 本 条項が 八 章 十四 か条 、付則 三 
か 条から なって いた。 

規約は 日本 帝国主義に 反対す るすべ ての 団体と 個人を 会員と してう けいれ る 原則を さだめ、 すべての 反日 革命 勢 
力が 祖国 光復 会に 結集で きる よう、 にした。 また 非合法 闘争の 条件を 考慮し、 祖国 光復 会の 内部に 特殊 会員制を もう 
け、 敵の 破壊 策動から 組織を 保護し 秘密を 厳格に 守れる ようにした。 

十 か条 からなる 祖国 光復 会の 綱領は、 祖国 解放の 偉業を 成就す るた めの 朝鮮人 民の 闘争 課題を つぎのように 明示 

した。 

一、  朝鮮 民族を 総動員し、 広 はんな 反日 統一戦線を 実現す る ことによって 強盗 日本 帝国主義の 統治を 転覆 させ、 
真の 朝鮮人 民 政府を 樹立す る。 

二、  朝 •中両 民族の 親密な 連合に よって 日本 および その かいらい 「満州国」 を 転覆し、 中国人 民が みずから えら 
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んだ 革命 政府を 創設し. て 中国 領土 内に 居住す る 朝鮮人の 真の 自治を 実行す る。 

三、  日本 軍隊、 憲兵、 警察 および その 手先の 武装を 解除し、 朝鮮の 独立の ためにた たかぅ 真の 革命 軍隊を 組織す 
.る。 

四、  日本 国 および 日本人 所有の すべての 企業 所、 鉄道、 銀行、 船舶、 農場、 水利 機関なら びに 売国 的 親日 分子の 
全 財産と 土地を 没収して 独立運動の 経費に 充当し、 その 一部で 貧しい 人民を 救済す る。 

五、  日本 および その 手先たち の 人民にたい する 債権、 各種の 税金、 専売 制度を 廃止し、 大衆の 生活を 改善して 民 
族 的 工業、 農業、 商業を とどこおりな く 発展させる。 

六、  言論、 出版、 集会、 結社の自由を たたかい とり、 日本 帝国主義の 恐怖 政策 実現と 封建思想の 鼓吹に 反対し、 
いっさいの 政治犯を 釈放す る。 

七、  両 班、 常 民 その他の 不平等を 排除し、 男女、 民族、 宗教な ど 差別の ない 人倫に もとづいた 平等と 婦人の 社会 
的 待遇を 高め、 女性の 人格を 尊重す る。 

八、 . 奴 隸 労働と 奴隸 教育を 撤廃し、 強制的な 軍事 服務 および 青少年にたい する 軍事 教育に 反対し、 わが国の こと 
ばと 文字で 教育し、 無料 義務教育を 実施す る。 

九、  八 時間 労働 制、 労働条件の 改善、 賃金の ひきあげな どを 実施し、 労働法 案を 確立して 国家 機関が 各種の 労働 
者 保護 法を 実施し、 失業 勤労大衆を 救済す る。 

十、 朝鮮 民族にたい して 平等な 立場を とる 民族 および 国家と 親密に 連合し、 わが 民族 解放 運動にたい して 善意と 
中立を 表明す る 国家 および 民族と 同志的 親善を 維持す る。 

祖国 光復 会の 十大 綱領は、 わが国の 社会経済 的 状況と 階級 相互の 関係を マルクス •レ ーニン 主義 的に 分析し、 朝 
鮮 革命の 性格と 任務、 革命の 同盟 者と 闘争 対象、 戦略 戦術 上の 諸 原則な どを 明確に 規定した 歴史的 文献で ある。 
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朝鮮は 封建的な 諸 関係を 清算で きない まま 日本 帝国主義の 植民地に 転落した。 したがって 植民地 半 封建的 関係が 
わが国を 支配し、 民族的 矛盾と 階級 的 矛盾が 複雑にから みあって いた。 

当時の 朝鮮の 社会に おける 基本 矛盾は、 労働者階級、 農民、 都市 小 ブル ジョァ 階級、 民族 資本家を 一方と し、 日 
本 帝国主義 および それと 結託した 地主、 買 弁 資本家、 親日 手先な どを 他方と する 両者 間の 矛盾で あり、 その 主要 矛 
盾は、 日本 帝国主義と 朝鮮 民族 間に おける 矛盾であった。 したがって、 革命に よって 解決し なければ ならない 基本 
課題は、 朝鮮人 民の 主要な 敵で ある 日本 帝国主義を 打倒して 民族的 独立を 達成し、 社会の 民主化を 実現す る ことで 
あった。 

これから 出発して 綱領は、 朝鮮 革命が 反帝 反 封建 民主主義 革命で ある ことを 明らかにし、 日本 帝国主義 植民地 支 
配の 転覆と 民族的 解放を 革命の もっとも 先決 的な 課題と して 提起した。 

そして 革命の もっとも 基本的な 政治的 課題と しては、 労働者階級の 指導の もとに、 労働者、 農民を はじめ 各界 各 
層の 広 はんな 反日 愛国 勢力が 参加す る 人民 政府を 樹立す る ことで あると した。 

人民 政府 路線は 政権の 形態 問題に おいて 左右 両翼の 偏向を 排撃し、 当時の 朝鮮の 現実に もっとも 適した 政権 形態 
を 明示した もので あり、 それは また 東 満州 遊擊 根拠地 一 ^ 放 地区での 実践的 経験に もとづいて 確立され たもので 
あり、 すぐれた 生活力を もっていた。 

綱領は また、 革命の 基本 課題を 実現す るた めの 主要 方途と して 反日 民族 統一戦線を 拡大 発展 させ、 革命 軍隊を 組 
織す る 問題を 提起した。 

このほかに 綱領は、 人民の 民主主義 的 自由と 権利、 日本 国家と 日本人 および 親日 分子 所有の 鉱山、 企業 所、 土地 
など 生産 手段の 没収、 人民 的 教育制度の 実施な ど 社会経済 的 課題を も 具体的に 明示した。 

じつに この 綱領は、 すべての 点で 勤労大衆の 根本的 利益と 各界 各層の 人民の 共通す る 民族的 利害関係から 出発し 
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た わが 人民の 唯一の 闘争 綱領で あり、 歴史上、 わが 朝鮮人 民が はじめても つに いたった マルクス •レー ニ ン 主義 的 
革命 綱領であった。 

朝鮮の 社会 発展の 特殊性に よって、 朝鮮 革命には 独創的に 解決すべき 多くの 複雑な 問題が 提起され ていた。 これ 
は マルクス •レー ニ ン 主義にたい する 豊富な 知識と 高い 識見を もった 人の みが 解決し ぅる 複雑な 問題であった。 そ 
れだ けに これは、 朝鮮 革命に おける 未解決な 問題と して、 課題と しての こされて いたので ある。 

金 日 成 将軍が 作成した 祖国 光復会 綱領が 内外に 宣布され たこと によって、 わが国では、 はじめて 独創的で 科学的 
な マルクス •レー ニ ン 主義 革命 路線が 樹立され たので ある。 

この 偉大な 綱領は、 革命を 誹謗 中傷して いた 敵に とっては 恐怖の 爆弾で あり、 かれらの 滅亡を 宣告す る 歴史の 判 
決 文であった が、 暗黒の なかで もだえる 朝鮮人 民に とっては 灯台の 明かりで あり、 革命的な 情熱を よびおこす 壮快 
な 春雷で あり、 自由な 未来を 開拓す る 強力な 武器であった。 

また この 綱領は、 植民地 民族 解放 革命に かんする マルクス •レ ーニン 主義 理論を 発展 させた もので あり、 民族 解 
放 闘争を すすめる 各国 人民に 大きな 革命的 影響を およぼした • 

将軍が 作成した 祖国 光復 会十大 綱領の 威力は、 それが 朝鮮 革命に 一大 高揚を もたらした 事実に よって はっきりと 
実証され ている。 

金 日 成 将軍の 発起に よる 祖国 光復 会の 創建は、 朝鮮人 民の 反日 民族 解放 運動 史上き わめて 画期的 专義を もつ 出来 
事であった。 

祖国 光復 会の 結成に より、 わが国の 民族 解放 運動に おいて 長期に わたる 癌と なって いた 運動 隊列 内の 不統一と 分 
裂、 対立、 あつれきな どの 悲劇は 幕を とじ、 すべての 愛国 的 反日 勢力が ただ 一つの 旗 —— 祖国 光復の 旗の もとに か 
たく 結集され ていった。 
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朝鮮人 民は ながいあいだ、 外来 侵略者と 封建 官僚 支配 層に 反対す る 力強いた たかいを つづけて きた。 

歳月は 戦乱の なかで 流れて いった。 みす ぼ* らじい わら 屋根の したで も 刀が とがれ、 たたかいが はじまれば シャべ 
ル や锹も 武器と なった。 そして 朝鮮の 国土は 愛国 的な 志士と 人民の 血で そまった。 しかし、 それまでの 朝鮮人 民の 
聖な るた たかい も 卓越した 指導者の 導きを うける ことができなかった し、 明確で 本質的な 闘争 目標と 人民の 利益と 
念願を 集約した 科学的な 綱領を もつ ことができなかった。 おびただしい 犠牲を はらいながら も、 たたかいが 終局 的 
な 勝利を 達成し えなかった 原因は ここに あった。 

日本 帝国主義の 朝鮮 占領を 前後して 展開され た 反日 義兵 闘争 も、 唯一の 指導と たたかいの 組織 性、 統一 性を 保障 
する ことができなかった。 民族主義 者の 独立 軍 運動 もやは り 数十の 群小 集団に 分裂し、 独立 闘争は おろか 分派 あら 
そいに 終始した。 

一九二 〇 年代の 共産主義 運動 も 分派 分子の 分裂 策動と 破廉恥な 派閥 あらそいに よって、 革命 勢力を 唯一の 綱領の 
もとに 統一し 結集すべき 自己の 歴史的 使命を 実現す る ことができなかった。 

しかし このような 破壊的な 分裂は、 すべて 運動の 上層 部を しめていた 連中の 犯罪であった。 これに 反し、 広 はん 
な 人民 大衆は たたかいに おいてに がい 失敗を 経験す るた びに 力強い 団結を もとめ、 この 団結の 中心に たって 闘争を 
勝利へ と 導く 偉大で 賢明な 革命の 指導者の 出現を 待ち のぞんだ。 

歴史の 流れと ともに、 革命の 指導者を 待ち のぞむ この 切実な 念願は、 一九 三〇 年代に いたっては じめ て 実現され 
た。 

こうして 朝鮮人 民は、 民族の 英雄 金 日 成 将軍を 自己の 賢明な 首領と して、 偉大な 指導者と してむ かえ、 その まわ 
りに かたく 団結す る ことによって 分裂と 対立に 明け暮れて いた 悲劇的な 過去と 訣別し、 ついに 民族的な 大同団結を 
達® する ことができた ので ある。 
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祖国 光復 会の 創建に よって、 抗日 武装 闘争と マルクス •レー ニン 主義 党 創建の 大衆 的 基盤は さらに 拡大 強化 さ 
れ 、各界 各層の 人民 大衆の 多種多様な 反日 闘争は 一つの 大きな 流れに 統一され るよう になった。 そして 朝鮮人 民の 
全般的な 革命 闘争は、 抗日 武装 闘争を 中心に して 急速に 進展して いった。 

まさに 祖国 光復 会の 創建は、 朝鮮人 民の 民族 解放 闘争 史上に 燦然た る ■: へ ー ジを かざり、 不滅の 金字塔を うちた 
てた。 

祖国 光復会 綱領の 偉大な 思想は、 解放 後の 共和国 北半 部で 輝かしく 実現され た。 綱領が 提起した 反帝 反 封建 民主 
主義 革命の 課題を 完遂す る ことによって、 北半 部の 人民は 主権を 自己の 手中に おさめた 国の 主人公と して、 社会 政 
治 生活の すべての 領域に. おいて 真の 幸福を 享受し、 輝かしい 社会主義の 地上 楽園を 建設した。 

幸福な 北半 部の 人民は、 朝鮮 労働党と 敬愛す る 指導者 金 日 成 首相の まわりに 心を 一つに して かたく 団結し、 千里 
馬の 勢いで ひた 走りに 走りつ づけて いる。 

3 撫松県 城の 攻略 戦闘 

一九 三 六 年の 春は 希望に みちみちていた。 密林の 深い 渓谷には 名 も 知らぬ 山鳥が 空 高く 舞い あがって はさえず 
り、 遊撃隊員の うたう 歌； 1 尸が 力強く こだました。 一大 高揚 期へ とつき すすむ 革命、 その 革命の 熱い 息吹きの ため 
に、 密林と 山々 が 季節に 先んじて 緑を まして いくかの ようで. あった。 

金 日 成 将軍は 南 湖 頭 会議と 東崗 会議で 提起した 重大な 方針に L たがい、 朝鮮の 北部 国境に 接した 広大な 地域に、 
日本 帝国主義の 急所を つく 新たな 遊撃 根拠地^ — 密営 (山の なかに 設置され た 秘密 基地で、 兵営、 被服 廠 、兵 工廠、 裁縫 
隊室な どが あった) を 創設す るた たかいを 展開した 。遊撃 根拠地は 部隊の 積極的な 遊 動作 戦を 保障す る 軍事 活動の 勉 
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点で あり、 反日 民族 統一戦線 運動と 党 創建 準備 活動を 力強く おしすすめる 足場であった。 

このような 根麗地 創設の たたかいは、 たえまの ない 戦闘に よって 遊撃隊の 戦闘力を 不断に 強化し、 住民にたい す 
る 敵の 統制 機能を まひさせる 一方、 地方の 大衆の なかで 政治 工作を 活発に くりひろげ、 祖国 光復 会を はじめと する 
革命 組織を ひきつづき 拡大しながら、 革命の 大衆 的 基盤を かためる 方向で 展開し なければ ならなかった。 

これは 容易な ことではなかった。 一つの 目標を 突破す るた びに 多くの 複雑な 課題を 同時に 解決し なければ ならな 
かった ため、 水 ももら さぬ 作戦と 機敏な 知略が 必要であった。 いたるところで 強大な 敵が いどみ かかる 条件の もと 
では、 新たな 密 営の 創設は 連続 的な 戦闘を ともなわざる をえなかった。 

将軍は 一九 三 六 年の 五月、 撫松 県の 西崗に 司令部を 設置し、 密営を 創設す るた めの 戦闘を 組織して その 指導に あ 
たった。 

将軍の ひきいる 人民 革命軍 部隊が 撫松 一帯に 出現した という 知らせに おどろいた 敵は、 兵力を 増強して 防備を か 
ためる 一方、 人民にたい する 弾圧と 革命軍の 「討伐」 にやっ きとな った。 

敵は 撫松 県内に 偽満軍 第三 混成 旅団を 駐屯 させ、 県 城内には 第三 歩兵 連隊と 関東 軍 一個 大隊を 配置した。 そして 
県内の 中心的な 部落と 人参 栽培 部落には 大隊ない し 中隊の 兵力を おき、 そのほかに も 警察 隊 として 六 個の 歩兵 中隊 
と 一個の 機関銃 中隊 および 迫撃砲 中隊を 動員した。 

当時、 撫松 一帯に おける 敵の 「討伐 隊 J の 駐屯 中心地 域は、 撫松県 城、 松樹鎮 、馬 良鎮 、抽水 洞、 f 尚、 東崗、 
西崗 、西南 岔な どであった。 敵は これらの 地域に 多数の 兵力を 配置し、 その 周辺 部落に も 小 部隊を 配置して 大 部隊 
を 随時 移動 させながら 「討伐 戦」 を 強行した。 

敵の 大兵 力が ひしめ く撫松 県に 進出した 人民 革命軍 部隊は、 県内の 敵の 中心地 域を 包囲で きる よう 馬 鞍 山、 大铖 
廠 、ぎ * t 頂 ^ 黄 泥 河 子な ど、 撫松県 城を とりまく 大山 林 地帯の ほとんどす ベての 地点に 戦闘 部隊の 休息と 軍政 訓 
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練を 保障し うる 密営 をもう けた。 

このような 密 営を 中心として、 将軍は まず 小 部隊で 手う すな 敵に 打撃を くわえ、 以後し だいに 敵の 中心的 拠点に 
進攻して 大部 隊を うつ 方針の もとに 戦闘を 組織した。 

この 方針に もとづく たたかいの 幕は、 一九 三 六 年 四月の 撫松 県漫江 戦闘に よって 切って おとされた。 

漫江 は、 臨 江、 撫 松、 長 白な どを つなぐ 山間の 中心地で あり、 遊撃 活動のう えで 重要な 位置を 占めて いただけで 
なく、 兵力 配置のう えから 見ても 敵の 弱点の 一つと なって いた。 そこで 将軍は まず 漫江の 敵を うちやぶり、 付近 一 
帯に 駐屯して いたかい らい 軍警の 行動を 封 じこめ、 山林 地帯に おける 遊撃隊の 自由な 活動を 保障しながら 遊撃 根拠 
地の 創設に 有利な 条件を つくりだした。 

ひきつづき 将軍が ひきいる 部隊は、 五月に 臨 江 県と 撫松 県の 境に あたる 老嶺の 敵を 撃破した。 連続 的な 打撃を う 
けた 敵は あたふたと 撫松県 西南 岔 一帯に 兵力を 集中し 「討伐」 に 血 道を あげた。 しかし 人民 革命軍 部隊は 翌 六月、 
西南 岔部 落を 奇襲して 強力な 一撃を あびせ、 「討伐」 どころ か 逆に 敵を 大きな 混乱に おとしいれた。 

果敢な 奇襲 攻撃に 狼狽した かいらい. 「満州国」 安東 省 警務 庁と 偽満軍 第三 混成 旅団 本部は、 撫松 一帯の 各 要衝の 
警備を 強める 一方、 強硬な 「討伐 命令」 を 各 駐屯 部隊に くだした。 しかしす でに 浮き足 だっていた 敵は、 将軍の 奇 
抜な 戦術と 人民 革命軍 部隊の 敏速な 遊 動 戦術に よって いっそう 混乱に おちいった。 

西南贫 の 敵を 撃破した 将軍は 西崗 進攻 戦闘を すすめた のち、 革命軍 部隊を 付近で 休息 させながら 撫松県 城を 攻略 
する 作戦計画を たてた。 

当時の 県庁所在地であった 撫松県 城は、 二 万 八 千 余 名の 人口を もつ 大きな 城市だった。 

山林 地帯の 中心に あたる この 県 城は、 敵に とっては 人民 革命軍に 対抗す るう えでの 重要な 軍事的 要衝で あり、 
東 辺 道 一帯に おける 「治安 粛正」 の おもな 拠点で も あった。 そのため 敵は ここに 関東 軍 部隊と 偽満軍 部隊は もちろ 
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ん 、県内の 警察 隊 本部、 警察の 迫撃砲 中隊、 軽機 中隊、 独立 基本 分隊、 遊撃 捜索隊まで 駐屯 させて いた。 

当時 この 一帯には、 王な にがしが 指揮す る 偽満軍 部隊に 追われて 山中に とじこめられた 万 順、 占 山 好、 文明 軍な 
どの 「反日 部隊」 がた むろして いた。 

将軍は かれらを 味方に ひきいれて 連合作戦を おこなう ことにした。 しかし じつは、 臆病な 「反日 部隊」 に 人民 革 
命 軍の 勇敢な 戦闘ぶ りを 見せよう という ものであった。 将軍の 戦術と 人民 革命軍の 威力を すでに 知っていた かれら 
は、 すぐ これに 同意した。 

将軍は 木 だち の あいだから 遠く ひろがる 撫松県 城を 見 おろした。 

忘れる ことので きない 数多くの 思い出に つづられた 少年 時代と、 情熱に 燃える 青春 時代の 一時期を おくった 撫 
松 1 、この 地で 将軍は 熱烈な 反日 闘士で ある 父を 失っ た。 そして あらゆる 苦しみに たえて 生きぬ く 母の 毅然た る 
姿に 心を うたれた。 

将軍の 脳裏には、 すぎ 去った 日々 の 思い出が 走馬燈 のようによ みが えって きた。 華 成 義塾から 帰って セナ ル 少年 
同盟を 組織し 指導した 日々 のこと、 新聞を つくって 配布した ときの こと、 大きな 希望に 胸 ふくらませて 任務を 遂行 
した 友人たち のこと や、 真理を もとめて 飛躍を ねがい、 夜を 日に ついでた たかいながら 探求した 日々 のこと などが 
つぎから つぎへ とうかんでは 消えた。 

この 思い出 多い 撫松に 別れを つげ、 いたるところで 敵を うちやぶりながら 広大な 地域に 革命の 炎を 燃やしつ づけ 
てきた 金 日 成 将軍は、 いまや 日本 帝国主義 侵略軍を 恐怖に おののかせる 人民の 指導者と して、 ふたたび この 地に 姿 
を あらわした ので ある。 

千 八 百 余 名の 連合 部隊を ひきいた 将軍は、 撫松 全市を くまなく 見 わたしてから 緻密な 作戦計画を たてた。 

まず 敵の 増援 部隊が 予測され る 安 図、 濛 江、 臨 江な どの 三方 面に 部隊を 派遣して 道路を 遮断 させ、 「東に 声を あ 
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げて 西を 撃つ」 陽 動 戦術を もちいた。 

八月 十六 日の 夜、 まず 一部の 部隊が 将軍の 命令を うけて 県 城 付近の 拠点. である 松 樹鎮を 奇襲し 敵を 混乱に おとし 
いれた。 

敵の 混乱に 乗じて 翌十 七日の 夜明け まえ、 人民 革命軍 部隊が 城市へ むけて いっせいに 攻撃を 開始した。 敵は. 城内 
の 堅固な 砲台を 糖に 重機関銃と 軽機関銃 、迫撃砲な どを 乱射し、 死に もの 狂いで 抵抗した。 しかし 人民 革命軍 部隊 
は つづけざまに 敵を 撃破し、 攻撃の 手を 少しも ゆるめなかった。 城市の 小 南門では、 もっとも 厳烈な 戦闘が 展開 さ 
れ た。 

ところが 時間が 経過す るに つれ、 戦況は しだいに 革命軍 側に 不利に なって いった。 戦闘を 開始した のちに 夜が 明 
けは じめ、 北門から 攻撃して いた 「反日 部隊」 が 敵の 反撃に ぶつかって 退却し はじめた からで ある。 

この 戦況を 見て とった 将軍は 革命軍に 有利な 地点へ 敵を 誘導し、 これを 掃討すべき だと 判断し た。 敵を 城外に お 
びきよ せる ことによって、 城内の 人民の 生命 財産に 被*! を あたえまい という 配慮からで あった。 

誘導 戦術に ひっかかった 敵は 東 山に のぼり、 そこから 正面 突撃を くりかえした が、 そのつど 人民 革命軍 部隊の 集 
中 砲火と 肉迫 戦に よっ て擊 破され た。 

将軍の 誘導 戦術に よって 手痛い 打撃を うけた 敵は、 ただちに 関東 軍司令部へ 増援を もとめた。 急報を うけた 関東 
軍司令部は 新 京から 飛行機 二 機を 急派す る 一方、 各地の 部隊を 撫松県 城に むけ. て 出動 させた。 

当時、 威 鏡 南道瞀 察 部長が 「敵軍の 撫松県 城なら びに 松樹鎮 襲撃」 と 題して、 いわゆる 「討伐 隊 J と 国境 警備 関 
係 責任者に おくった 報告書には つぎのように 書かれて いる。 

「人民 革命軍 および …… その他 各種の 敵軍 約 一千 名が 撫松県 城を 包囲 襲擊 したため、 同県 城 警備 官憲は これを 擊 
退すべく つとめた が、 弾薬 欠乏の ため 苦戦 中で ある。 他方 これと ときを 同じく して 同県 市に も 前記 敵軍の か 
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た われと 認められる 約 三百 名が 襲撃し、 市街を 完全に 
占領した。 急報を ぅけた 関東 軍は、 新 京から 爆撃機 二 
機を 県 城に 急派して 弾薬を 空中から 補給す ると 同時 
に、 空中爆撃を おこない、 山城 鎮 、通 化、 桓仁 駐屯の 
各 部隊を 出動 させた。 そして 帽児 山から 満州国 軍 二 個 
中隊、 治安 隊 一個 中隊、 濛江 県から 治安 隊二個 中隊を 
出動 させ、 平安 北 道中 江鎮 守備隊 田 中 大尉 以下 八十 名 
も、 この 討伐の ために 十八 日 午後 三時、 越境して 出動 
した…」 (咸鏡 南 道 警察 部 『対岸 匪賊の 状況に かんする 件』 
一九 三 六 年 五〜 八月、 九九〜 一〇 一べ ージ) 。 

しかし 敵は、 いかに 強力な 部隊の 増援を もってして 
も、 すでにこぅ むった 惨敗からの がれる ことは できな 
かった。 将軍は 全 部隊に 突撃 命令を くだし、 最後の あ 
がきを つづける 敵を 谷間の 一隅に 追いつめ、 せん 滅的 
な 白兵戦を くりひろげた。 

撫松県 城の 攻略 戦闘は、 人民 革命軍の 大勝 利に 終っ 
た 。 

この 戦闘に おいて 偉勲を たてた 隊員の なかには、 将 
軍が 撫松 地方で 新たな 師団を 編成した 際、 「民生 団」 の 
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\ 


嫌疑を うけながら も 新 師団に 編入され た 百 余 名の 男女 隊員 もま じっていた。 

かれらの なかに 金 鶴 実 女子 隊員が いた。 

彼女は この 戦闘で 軽機関銃の 射手と して 両眼を‘ っかりと 見 ひらき、 おそいかかる 敵を つぎつぎと 射ちた おして 
いった。 凶悪な 敵を 片目で 照準す る だけでは 気がすまなかった ので ある。 

彼女は 白兵戦で いつも 先頭に たって 数多くの 敵を たおし、 部隊を 危機から 救いだ すため には 単身で 敵を 誘引した 
こと も あった。 そのために 将軍は 彼女を、 「朝鮮の 娘で あり、 パルチザンの 女将 軍」 であると さえた たえた。 

人民 革命軍は、 この 戦闘で 日本 帝国主義 侵略軍と 偽満軍 三百 余 名を 殺傷 または 捕虜に した ほか、 大量の 戦利品を 
ろ 獲した。 

こうして 金 日 成 将軍は、 敵の 要衝 
である 撫松県 城の 攻略 戦で 勝利を お 
さめ、 白 頭 山 根拠地を 創設す るう え 
で 有利な 軍事的、 政治的 条件を とと 
のえ た。 また、 この 戦闘を つうじて 
「反日 部隊」 との 統一戦線が 強化 さ 
れ 、この 地域 一帯の 反日 勢力を 結集 
して 撫松 県内 各地に 祖国 光復 会の 組 
織を つくった。 

撫松県 城の 戦闘で 大きな 勝利を か 
ち * i った 将軍は、 部隊を ひきいて 鴨 
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緑 江 沿岸の 長 白 県に むかう 途中、 撫松県 南端の 山奥に ある 漫江 部落に たちよった。 部落の 大部分は 朝鮮からの 移住 
民で、 かれらは 血と 汗で もって 荒れ地を 開拓し、 やっと 暮らしを たてて いた。 

将軍が 部隊を ひきいて 漫江 部落に たちよった のは これが 二度目であった。 最初は 四 か 月 まえの 南 湖 頭 会議の あ 
と、 すなわち 一九 三 六 年の 四月で 東崗 にむ かう 途中の ことであった。 そのと き 将軍は 部落の 人び とに 隊員たち のバ 
ラエ ティ ーに とんだ 演芸を 見せ、 反日 思想と 愛国心を 鼓吹す る 演説を おこなっ た。 つまり、 この 部落の 人び とと 将 
軍は 顔見知りの 間柄だった。 そのうえ 部落の 人び とは、 数日 まえに おこなわれた 撫松県 城 攻略 戦闘の 勝利を つたえ 
きいて 知っていた ため、 村ぢ ゅうが 総出で 万歳を 叫びながら 熱烈に 遊擊隊 をむ かえた。 

村の 若い 娘たち は 顔見知りの 女子 隊員を 見つける と、 なつかし さを かくしきれ ずに その 名を よんだ。 
f 鶴 実さん！ このまえ より ふとった のね」 

「まあ、 貞淑たち！」 

「貞淑たち」 というのは、 たまたま 遊撃隊に 金 貞淑、 許 貞淑、 李 貞淑と いう、 同じ 名前を もつ 女子 隊員が 三人 も 
いたので、 その 三人を ひとまとめに してこう よんだ ので ある。 

村人たち が 歓声を あげなが ら 将軍に あいさつを すると、 満面に 笑みを うかべた 将軍は、 その 一人ひとりに 会 ^ を 
かえした。 

漫 江で 滞在した 数日の あいだ、 将軍は 以前と 同じように 毎晚 、村の 小学校の 講堂で 隊員たち の 演芸を 披露した。 
将軍が 戦闘と 行軍の あいまに 創作した 劇 『血の 海』、 『城 隍堂』 (日本の ほこらに あたる)、 『慶祝 大会』 などは とくに 人 
びと に 深い 感動を あたえた。 なかで も、 『血の 海』 の 反響は きわめて 大きかった。 

劇 『血の 海』 の あらすじは つぎのと おりで ある。 

—— 貧しい 農家で 暮らす 一人の 母親。 彼女には 三人の 子どもが いた。 夫は 祖国 解放の たたかいの ために 家を でて 
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久しい。 母親は 三人の 子ども、 元 男と 甲 順と 乙 男と ともに 苦しい 生活を おくっ ていた。 

第一 幕では、 日本の 警察と 中国の 地主に 迫害を うけ、 貧しく しいたげられた 一家の 涙ぐましい 生活が 描かれる。 
きびしい 敵の 監視と 虐待の なかで、 かれらの 生活は ぎりぎりまで 追いつめ られ た。 

そうした ある 日の 夜、 長男 元 男は 弟と 妹に 別れを つげ、 母親に あとの ことを たくして 抗日 遊撃隊に 入隊す るた め 
家を でる。 母親と 弟と 妹は 別れを 悲しみながら も 元 男を はげまして おくりだす。 

第二 幕では、 それから 一か月 ほど あとの 出来事が 描かれる。 姿を消した 元 男を 追って 日本の 官憲が 夜昼の 別な く 
やって くる .0 そうした ある 日、 遊撃隊の 偵察 兵が 負傷した. からだを ひきずって この 家に ころがりこむ。 母親と 乙 男 
は 急いで かれを かくまう。 しばらく すると 日本の 軍警が 血 まなこに なって やってくる。 そして 母親と 十 一才の 乙 男 
に、 遊撃隊員を だせと 銃剣を ふりかざす ◊しかし 死を おそれぬ 母親と 息子は、 あくまで 知らぬ といい はる。 すると 
敵は 乙 男の 胸に 銃を つきつけ、 母親に むかって どなった。 

「さあ、 これで もい わぬ というの か！」 

母親は 真っ青に なりながら も 沈黙を 守る。 白状し なければ 息子を 殺すぞ とお どかしながら、 敵は 引き金に 指を か 
けた。 母親は 一瞬た -1: ろぐ。 しかし 乙 男は 燃える ょうな まなざしで 母を 見 あげ、 いっては ならない と 身ぶ りで 訴え 
る。 母親は 吐き だすょう にいう。 

「絶対に 知らない！」 

ことばが 終る やい なや 銃声が 鳴り 少年が たおれた。 母親 も 気を 失って たおれる。 そうして 敵は ひきあげて いく。 

このと き 妹の 甲 順が はいって くる。 意識を とりもどした 母親と 甲 順は、 血に そまった 乙 男の 屍に とりすがり 涙に 
ぬれながら 悲しみの 歌を うたう。 
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寒風す さぶ 間 島の 
ちまたを ひたす 血の 海よ 
うらみを 胸に ゆきし ひと 
革命の 血 流し 死せ る ひと 
ああい くばく ぞあ あかなし 

しかばね 累なし 前 ふさぎ 
悲憤は 胸を はや 裂きぬ 
骨身に しみる このうら み 
いくたび 死す とも 忘るべき 
かならず はらさん この うらみ 

歌は しだいに 悲しみから 怒りへ と 移って いく。 このと き 遊撃隊員が 姿を あらわし、 悲しみと 怒りに 身を ふるわ 
す。 母親と 娘は 悲壮な 決意を かため 遊撃隊員と ともに 山への ぼる。 

つぎの 場面では、 母親と 娘が 遊撃隊 根拠地で、 りっぱな 遊撃隊員と なった 元 男に 会う。 母親は 裁縫 隊員と なり、 
十六 歳の 甲 順は 宣伝 隊員になる。 やがて 遊撃隊は 反動 地主と 悪質な 軍警 をう つため その 村へ おりて ゆき、 人民 大衆 
を 解放す る — 0 

将軍の 指導を うけた 遊撃隊の 俳優たち は、 芸術の 分野に おいても、 かざり 気のない 素朴 さと 生活の 真実を 描く 情 
熱 的な 演技に よって 村人たち の 心を とらえて はなさなかった。 
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とくに 母親と 甲 順が 乙 男の 屍を だいて 悲しみの 歌を うたう 場面では、 すべての 観衆が 声を しのんで 泣いた。 それ 
もた だ 泣く のでは なく、 こぶしを かためて ひざを たたき 歯ぎ しりしながら 泣いた。 

劇が 終わる と、 場内では 「日本 帝国主義 侵略者を 打倒し よう ij という シュ ブレヒ コー ルが わきおこり、 多くの 
青年たち が 遊撃隊に 志願して でた。 

漫江 にと どまって いる あいだ、 毎日の ように 入隊 志願者が 将軍を たずねて きた。 将軍は かれらに、 銃を もってた 
たかう こと も 重要で あるが、 榖物 をつ くって 遊撃隊に 食糧を 供給す る こと も 大切 だと いってき かせた。 それでも 熱 
心に 志願す る 青年には 入隊を 許した が、 そのうちの 一人は 漫 江で 入隊した ことから r 漫江 トン ム」 (同志と いう 意味) 
とよ ばれた。 

こうした 演芸と 娯楽 会は、 遊撃隊が たちよる すべての 村 や 部落で おこなわれた 。隊員たち も 将軍の 教えと 模範に 
学び、 自分たち の 手で 数多くの 歌舞 や戯 _ を 創作して 上演した。 

踊りと 歌は 遊撃隊員の 生活の 一部であった。 それは 戦闘の さなかに 士気を 髙 める 陣太鼓の 音で あり、 人民を 教育 
する 手段で も あった。 

遊撃隊の 芸術は 人民の ねがいを 敏感に とらえた もので あり、 内容の 真実性と 平易 さとに よって 高度な 人民 性を お 
び、 明確な 党派 性と 革命 性に つらぬかれて いた。 抗日 武装 闘争の 時期に 生み だされた このような 文学 芸術は、 わが 
国の 革命的な 文学 芸術の 誇るべき 伝統と なり、 解放 後の 北半 部に おいて 正しくう けつが れ 、いま 発展の 一路を たど 

つてい る。 

数日の あいだ 漫 江に 滞在した 将軍は、 ふたたび 部隊を ひきいて 撫松 県と 長 白 県の 境に あたる トニ ゴル 嶺を こえ、 
長 白地 帯へ と 進出した。 
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4  •白 頭 山 根拠地 

霊峰 白 頭 山の ふもとから 山な みを おこし、 見 わたす かぎり 山 また 山の けわしい 山岳地帯を なして いる 長 白の 大自 
然は 、じつにす ばらしい 天然の 要塞であった。 

白 頭 山からの びて いる 卜 H ゴル 嶺が この 長 白 県の 北部を さえぎって 高く そびえたち、 その 支脈が いくす じ も 東南 
にむ かって 走り、 鴨 緑 江の ほと‘ りまで きて 絶壁を なし 朝鮮の 地と むかいあって そそり たって いる。 

その 切り たった 絶壁に そってせ まい 谷間を のぽっ ていく と、 海抜 千 数百 メ ー トルの 高地から 見える ものは 天涯に 
つらなる はてしない 大樹 海 だけであった。 

子 熊を つれた 親 牛 ほど も ある 熊が 出没す る 密林と 貧しい 村々 をと りまい ている 深い 谷間 —— 。しかしこう した 谷 
間 も、 敵を うちくだく 朝鮮人 民 革命軍の 耳を つんざく ような 銃声と 勝利の 歓声で， わきた .！? た。 

長 白 一帯は 東 満州の 他の 地方と 同じように、 十九 世紀の 後半から 朝鮮の 移住 民たち の 手に よって 開拓され たと こ 
ろで、 西 間 島と して ひろく 知られて いた。 

金 日 成 将軍が 人民 革命軍を ひきいて はじめて この 地域に 進出した 一九 三 六 年 当時は、 長 白 県の 人口 約 四 万 ■四千 名 
のうち 半数 以上が 軏鮮. からの 移住 民で、 その 九〇 パー セント. 以上が 貧しい 小作農と 火 田 民であった。  . ：： 

将軍が 遊撃隊を ひきいて 進出す る まえまで、 この 長 白 一帯には 「反日 部隊」 が 横行して いた。 かれらの する こと 
といえば 貧しい 農民の わずか ばかりの 家財を 奪いと り、 日本軍が くると いうう わさを 耳に すれば、 たちどころに 逃 
げだす ことであった。 

そのほか、 古めかしい 武器を 手に する 独立 軍 もとき どき 姿を あらわした。 かれらは 「独立 軍」 という 名前の おか 
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げで 人民から 手厚い もてなしを うけた た。 しかし かれらには もともと 人民の 念願を かなえる だけの 力 も 士気 もなか 

った。 

ちょうどこう したと き、 いたるところで 日本の 侵略者を うちやぶり、 世間の 注目を | 身に 集めて いた 金 日 成 将軍 
が 人民 革命軍 部隊を ひきいて この 地に あらわれた ので ある。 

これを 知った 長 白地 方の 人民は 大きな 感激と よろこびに わきかえった。 そして 人び とは、 将軍が 長 白に ついて か 
らは 夜空に よこたわる 銀河の なかに、 いままで 見られなかった 新星が 一つ 光りは じめ たとう わさした。 銀河に 新星 
が 輝いた 事実が あった かどう かは ともかく、 将軍を 慕う 人び との 目には、 まさしく 希望の 新星が 明るく 映って いた 
ので ある。 

森の なか や 谷間で とぐ ろを まいて いた 匪賊の たぐいは おそれを なして 身動き もで きなかった し、 人民の 利益を そ 
こなう 「反日 部隊」 の 行為は きびしく 取締ら れ た。 

しかし 金 日 成 将軍の 長 白 進出は だれよりも 敵の 心胆を 寒む からしめ た。 この ころの 将軍は 敵から 「白 頭 山の 虎」 
とか 「長 白山の 虎」 という 異名で よばれ、 その 勇敢 さと 威厳は 世に ひろく 知れ わたって いた。 それまでは 「無敵」 
と 豪語して いた 日本の 侵略者たち も、 金 日 成 将軍が 長 白の 地へ 進出す ると 「白 頭 山の 虎」 が あらわれた といって ふ 
るえ あがった。 

長 白に 進出した 将軍は、 まず 黒 瞎子溝 (中国語で 熊の 谷と いう 意味) 一帯を 活動の 拠点とさ だめた。 そして 将軍が 指 

揮す る 遊撃隊は 国境 付近の 敵の 「討伐 隊」 と 要衝を うちくだく ことによって 白 頭 山の 西南 部 一帯に おける 新しい 根 

拠 地の 創設を 保障し、 国内の 人民 大衆の 反日 気勢を より 高める ことを 目的と する 奴 多くの 戦闘を くりひろげた。 

一九 三 六 年 九月 一日、 長 白 県 進出 以後は じめ ての 大徳 水 戦闘に おける 勝利は、 国境 一帯の 人民に 朝鮮人 民 革命軍 
の 威力を いかんな くひれ きした。 
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大徳 水 戦闘の 翌日、 人民 革命軍は 小徳 水で ふたたび 敵を うちやぶった が、 これは とくに 異彩を 放った たたかいで 
のちに 「望遠 戦闘」 とよ ばれた。 

小徳 水に 到着した 革命軍 部隊は、 部落から およそ ニキ U はなれた 馬登廠 で 休息を とった。 ところが 昼 ごろ、 「反 
日 部隊」 にたいする 「討伐」 で 悪名高い 日本軍 中尉 今 野と 偽満軍 大尉の ひきいる 部隊が 二道 崗と 十五 道 溝の 二方 面 
からしの びよ ってき た。 

部下を 待機 させ 双眼鏡で 人民 革命軍の ようすを さぐって いた 日本人 将校が、 大きく うな づきながら 「よ お 一 し」 
とつぶ やいた。 その 瞬間、 遊撃隊の 歩哨が たった 一発で かれを 射ちた おしてし まった。 おどろき あわてた 敵は、 や 
みく もに 攻め こんで きた。 

敵の 弱点を 見ぬ いた 将軍は、 はさみうちして くる 両翼の 敵を 同士う ちに する 作戦を たてた。 

敵は 南と 北の 両翼から、 うっそうと 茂った 密林を 利用して 近 よってき たが、 別々 の 方向から 接近して きたた めた 
がいに 味方を 見 わける ことができなかった。 

将軍は 敵に 気づかれない ように 部隊を いち 早く 西へ 移動 させた。 そして 革命軍は 十五 道 溝の 谷間を つたい、 むか 
い侧の 山の 尾根に のぼった。 

まもなく 馬 登廠の 密林の なかでは 一大 射撃 戦が はじまった。 将軍の 予測 どおり、 二道 岗 方向の 敵軍が 十五 道 溝 側 
から あらわれた 味方を 人民 革命軍 部隊 だと 早合点して 射撃を 開始す ると、 十五 道 溝 方向の 敵 もこれ に応じて いっせ 
いに 火ぶ たを 切った。 かれらは 猛烈な 勢いで 同士う ちを くりひろげた。 

人民 革命軍は、 むかいの 山の 尾根で 敵軍 同士の 白熱戦を 見物した 。射撃 戦は 二 時間 以上 も つづいた が、 二道 崗方 
面の 敵が 退却 ラッパを 吹いた とき 相手 側は やっと それが 味方で ある ことに 気づき、 あわてて 射撃を 中止した。 しか 
しとき すでに おそく、 損害は あまりに も 大きかった。 
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朝鮮人 民 革命軍の 朝鮮 北部 国境 地帯への 進出と その 活 
動に かんする 『朝鮮 日報』 の 報道 （1 936年9月3日 付） 


このよぅに、 人民 革命軍に とっての 小徳水 戦闘 
は、 たった 一発で 多くの 敵を 掃討した 痛快き わ ま 
りない 一戦で あり、 高見の 見物で 勝利を かちとっ 
た 「望遠 戦闘」 なのであった。 

後日 この 地方では、 子ども も おとな も、 「『よ 
お— し』 が やられた」 といっ ては 敵の おろか さを 
笑っ たといぅ。 

この 戦闘の のち、 将軍は ひきつづく 敵の 攻勢に 
対処して 敵 後方の 要衝を 襲撃す る 大胆で 積極的な 
作戦を 展開した。 

将軍は—、 鴨 緑 江を はさんで 朝鮮の 三 水 郡 好 
仁 面の 対岸に 位置す る半截 溝を 攻撃し (一九 三 六 年 
十月 十四日)、 またたくまに 部落を 占領して 敵に 甚 
大な 打撃を あたえた が、 この 勝利は 直接、 国内の 
人民に 大きな 影響を およぼした。 

また この 半截溝 攻略に よって、 長 白 一帯の 敵 
「討伐 隊」 と 警察 隊は 、かつてない 恐怖と 不安に 
つつまれた。 

将軍は 敵が 混乱に おちいり 恐怖に おののい てい 
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る 好機を のがさず、 連続 的な 打撃を くわえる 作戦を たてた。 

半截溝 戦闘の 十日 後の 二十四日には 二十 道 溝 戦闘を おこない、 その 数日後には 敵の 「討伐 隊 J の 本拠で ある 二道 
崗を 攻撃して、 敵を よりいっ そう 大 混乱に おとしいれた。 

白 頭 山 根拠地の 創設を 目的と する 一連の 戦闘に おいて、 金 日 成 将軍の すぐれた 戦術に よる 革命軍の 猛攻撃を うけ 
た 敵は、 まさに 息つ くひ まもない ほど 連続 的な 大 打撃を こうむった。 

人民 革命軍は ひきつづき 展開した 敵との 戦闘を つうじ、 白 頭 山を 中心とした 長 白 一帯に 密営 地を 創設した。 

将軍は 長 白山 脈の 卜 H ゴル 嶺の ふもと (海抜 千 五 百メ  — トル) の大 密林 地帯 や 国内 進出に 有利な 地点で ある 黑瞎子 
溝を 革命 根拠地の 中心地 帯と し、 ここを 中心 密営 地と さだめた。 そこから 東南 約 四十 キロの 地点には 白 頭 山が そび 
え、 密林を ぬけて 北方 約 十六 キロの 地点には 卜 K ゴル 嶺の 主峰で ある 紅 頭 山が あった。 

黒瞎子 溝からは、 撫 松、 東 崗 、樺甸 地方へ 進出で きる ばかりでなく 敦化 方面に でる こと もで きた。 二十 道 溝、 十 
八道 溝、 十三 道 溝な ど 敵の 後方の 居住地 区には いつでも おりて ゆく ことができ、 密林 地帯と つながる 鴨 緑 江 さえ わ 
たれば、 そこは もう 朝鮮の 大地であった。 そのうえ 長 白山 脈の けわしい 山な みと 深い 渓谷、 はてしない 大樹 海を 自 
然の楣 とする ここに 根拠地を 設置 すれば、 朝鮮 国境 一帯の ひろい 地域と 国内を またに かけて、 縦横無尽に 遊撃 活動 
を 展開す る ことができた。 さらに ここは 国内と 密接な 連係を たもちながら、 朝鮮 革命を 統一的に 指導す るう えで も 
最適の 地帯であった。 撫松 県へ 進出した 当時から この 点に 着目して いた 将軍は、 ここを 白 頭 山 根拠地の 中心 密営地 
帯と きめ、 これを 中心として いたるところに 密営を 創設して いった。 

黒瞎子 溝には、 革命軍が 長 白地 帯には じめ て 設営した 黒 瞎子溝 第一 密営を 中心として、 紅 頭 山の 周辺 十 キロ 内外 
の 地点に、 黒 瞎子溝 第二、 第三、 第四密 営が つくられた。 また トエ ゴル 嶺 連絡 所と よばれる 紅 頭山密 営と 白 頭山密 
営 (黒瞎 i の 最後の 密 営) が 第一 密営 地から 約 四十 キロは なれた 白 頭 山の ふもとに 創設され た。 
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この 白 頭山密 営は 将軍が 撫松 県で 活動して いた 一九 三 六 年の 春 ころ V すでに 撫 松の 後方 根拠地と して 設置され て 
いた もので、 丘 ハ 器 修理 所、 被服 廠、 病院な どを もつ 密 営であった。 負傷者と 病弱 者たち は撫 松から この 密営 におく 
られて 休息を とり 治療を うけた。 そのため 白 頭 山密営 地は 「療養所」 ともよ ばれて いた。 

密 営は 黒 瞎子溝 だけでなく 長 白地 区密営 地帯の いたるところに 散在して いた。 黒瞎子 溝の 第一 密 営は 将軍が いる 
司令部の ほか、 長さ 三十 メー トル、 幅 八メー トル、 高さ ニメー トル 半の 二百 名を 収容で きる 大きな 兵 舍と 後方 勤務 
室、 衛兵 所、 特別 兵舎な どが ある 丸太 づ くりの 大きな 密 営であった。 

この 黒 瞎子溝 第一 密 営に 朝鮮 革命の 参謀 部が おかれて いた。 将軍は この 密 営で 祖国 解放の 作戦計画を たて、 満州 
一帯と 国内の 奥深く に 祖国 光復会 組織 網と 革命 組織を ひろげ、 それを 直接 指導した。 将軍は この 密 営で 長 白地 帯と 
国内で 活動して いた 共産主義者た ちに 会い、 みずから 作成した 統一的な 指導 路線と 運動 方針を かれらに さししめし 
た。 

人民 革命軍 部隊は 将軍の 作戦計画に したがい、 北部 国境 地帯に ひろく 展開して 敵に 大きな 打撃を くわえ、 朝鮮 国 
内へ 急速に 革命的 影響を 拡大して いった。 

人民 革命軍の 長 白 進出に 大きな 脅威を 感じて いた 日本 帝国主義は 一九 三 六 年 十月、 「朝鮮 総督」 南 次郎と 関東 軍 
司令官 植 田との あいだで 緊急に 図們会 談を ひらき、 人民 革命軍にたい する 「討伐」 を いっそう 強化して 長 白地 区の 
革命 勢力を r JE 殺」 しようと くわだてた。 

同年 十一月、 日本 帝国主義は 「通 化 討伐 司令部」 なる ものを 組織し、 その 指揮 下に 「靖安 軍」 および 偽満軍 混成 
第二、 第三、 第 四 旅団な どを おき、 長 白 一帯で 「討伐 戦」 を 強化す る 一方、 いわゆる 『東 辺 道 復興 委員会」 を 設置 
し、 農村の 「経済復興」 という 欺瞞的な ス Q— ガンを かかげて 軍事 道路と 通信網な どを 大々 的に 拡大した。 そして 
一九 三 七 年には、 長 白 県 だけで も 百 七十 五 キロに およぶ 警備 道路と 六十 三 キロの 警備 電話線を 新設した。 
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また かれらは、 人民 革命軍と 人民との つながりを 断ち切る ために 「集団 部落」 と 「保 甲 制度」 を 強化す るかた わ 
ら 、山奥に ある 住民の 家屋を 手 あたりし だいに 焼き はらった が、 その 数は 一九 三 六 年 十二月 末 現在、 長 白 県 だけで 
も 千 百 九十 二 戸に 達した。 (雑誌 『三千 里』 一九 三 七 年 十二月 号)。 

さらに 日本 帝国主義は 国境の 警備 陣を 強化す るた め、 朝鮮の 北部 国境 地帯へ 朝鮮 駐屯 軍 第 十九 師団の 兵力を 増派 
した。 そして 国境 沿線に 砲台を そなえた 警察官 駐在所を ニキ ロ 間隔で 設置し、 国境 警備隊には 飛行機 や 重機関銃、 
大砲な どを 増強して 「金城鉄壁」 の陣 をし いたと 豪語した。 

こうして、 長 白地 帯と 朝鮮の 北部 地域に 大兵 力を 集中した 敵は、 人民 革命軍にたい する 大規模な 「冬期 討伐」 を 
強行した。 しかし この 気ち がいじみ た 攻撃 も、 一九 三 六 年末から 一九 三 七 年のは じめ にかけ て おこなわれた 黒瞎子 
溝、 紅 頭 山、 桃 泉 里、 鯉 明 水な どの 戦闘に おいて あえなく 撃破され てし まった。 

なかで も 一九 三 七 年 二月に おこなわれた 紅 頭 山 戦闘は 熾烈を きわめた。 この 戦闘に 大軍を 投入した 敵は 戦術 上 有 
利な 高地に あった 人民 革命軍の 歩哨 所を 占拠した。 力関係は 二十 五 対 一だった。 人民 革命軍は 劣勢のう え 不利な 地 
点で たたかわなければ ならなかった。 将軍は 左右の 森林の なかに 一 小隊ず つ 配置した が 敵は 司令部の ある 密 営を 占 
領 しょうと して 攻撃の 手を ゆるめず 、迫撃砲、 重機関銃、 軽機関銃な どで 集中砲火を あびせて きた。 しかし 将軍は 
この 戦闘で 積極的な 防御と 戦術 的な 退却と をた くみに. 駆使しながら 数十 回に わたる 敵の 攻撃を ついに 撃退した。 

紅 頭 山 戦闘の 勝利は、 将軍の 機敏な 戦法と 司令部 防衛の 決意に 燃えた 人民 革命軍 隊員の 英雄的な たたかいに ょっ 
て かちとられた。 

紅 頭 山で 惨敗した 敵は さらに 兵力を 増強しながら、 ひきつづき 追撃戦を いどんで きた。 将軍は， 同年 二月 二十 六 
日、 ふたたび 鯉 明 水 戦闘を 指揮して 敵 兵 百 十 余 名を 殺傷、 六十 余 名を 捕虜と し、 軽機関銃を はじめ 教 多くの 武器を 
ろ 獲す る 勝利を おさめた。 
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将軍は 敵の 軟 術に 対処し" 密営に 侵入して くる 敵にたい しては 正 
面 攻撃と 誘導と 奇襲を もってこれ を 粉砕し、 敵の 本拠地を 奇襲 攻撃 
して 混乱に おとしいれたり、 敏速な 移動に よって 敵の 包囲 作戦を 破 
綻 させるな ど、 たくみな 戦術を 縦横に 駆使して 敵の 「冬期 討伐」 を 
完全に うちくだいて しまった。 

このような 戦闘を つうじて 人民 革命軍の 威力は 日 ましに 高まり、 
人民 大衆の 反日 気勢 も いっそう 高揚した。 朝鮮人 民は、 日 満軍警 の 
大兵 力を 撃破した 人民 革命軍の 戦闘 威力、 とくに 金 日 成 将軍の 神 出 
鬼 没 かつ 絶妙な 戦術に 感嘆の 声を 放ち、 将軍にたい する 敬慕の 念を 
ますます 深めて いった。 

そのころ 朝鮮と 満州 各地では、 「金 日 成 将軍 さまは、 縮 地 法 (地 
殼をた ぐり よせて 距離を 縮め、 遠方に 早くつ くこと がで きる という 術) をつ 
かい、 山を ひとまた ぎして かけめぐられる」 とか、 「わが 将軍 さま 
は 天が さずけた 将帥で、 いまや 大変 事が おころうと している。 日本 
帝国主義が 支配す る この 世の なか も、 そうな がくはない」 などと い 
う 話が 伝説の ように 人から 人へ とつた えられて いった。 

こうして 金 日 成 将軍の 名声は 満天下に ひびきわたった。 日本の あ 
る 雑誌は つぎのように 書いた。 

「金 日 成は、 反満 抗日の 嵐の なかで . 朝鮮人 S 革命軍を つくり、 
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また 祖国 光復 会長と なって、 …… 十万の パルチザンを ひきいて 日本の 関東 軍を なやまし、 また そのころ 満州に いた 
二百 万の 朝鮮人を 反日 闘争に たちあがらせた。 この 一九 三〇 年代の 満州 東 辺 道を 中心とした 大暴れ によって 金 日 成 
は 『長 白山の 虎』 と 日本に も 勇名を とどろかせた」 (雑誌 『新 評』 一九 六 六 年 八月 号、 四 二〜 四 三べ ー ジ)。 

このように 「金 日 成 部隊」 という 名は、 敵に とっては 恐怖と 不安の 代名詞と なり、 朝鮮人 民には 歓喜と 希望の 灯 
台と なった ので ある。 

5  祖国 光 復の旗 ひるがえる 

金 日 成 将軍が ひきいる 抗日 遊撃隊に よって、 いたるところで せん 滅的な 打撃を うけた 長 白 県と その 一帯の 敵は 極 
度の 不安に おそれおののいて いた。 

山と つまれた 同僚の 死体の まえで 涙を 流しながら、 つぎの 日には 自分自身が 死ぬ か 重傷を 負う かも 知れない と 思 
うかれら の 気持ちは、 みじめで やりきれない ものが あった。 

敵は 恐怖の あまり 風の ある 夜は 木の葉の そよ ぐ 音に も 肝を 冷やし、 引き金に 手を やって はまん じりと もせず 夜を 
明かす 始末だった。 いわゆる 滅死 奉公の 精華を 自認して いた 将校たち も、 かたとき も 心が やすまらず 風呂場へ ゆく 
にも 武装した 当番 兵を つれていく ありさまであった。 

このように 日本の 侵略軍の あいだでは、 抗日 遊撃隊にたい する 恐怖が 伝染病の ように ひろがって いった。 

これに 反し、 広 はんな 人民 大衆は よろこびに わいた。 将軍は この 有利な 情勢を 利用して 祖国 光復 会の 組織を いっ 
そう 拡大しながら、 その まわりに 各界 各層の 大衆を 幅 ひろく 結集して いった。 

将軍の 方針に したがって 遊撃隊の 数多くの 政治 工作員が 軍服を ぬぎ、 労働者 や 農民に 変装して 長 白 一帯の 部落 . i 
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国内 各地に むかった。 

将軍は かれらに、 地下 活動の 原則と 工作 上と くに 留意すべき 点 や 具体的な 任務と その 遂行 方法な どを くわしく 教 
ぇた。 

とくに 国内に 派遣され る 政治 工作員にたい しては、 工場 や 農村に 深く はいって 祖国 光復 会の 下部組織を つくる こ 
と、 またす でに ある 革命的な 諸 団体を 改編し 統合して 祖国 光復の 唯一の 旗 じる しの もとに 結集す る こと、 さらに そ 
れらの 組織を 拠点として 分散して いる 国内の 共産主義者を 結集しながら 分派主義を 徹底的に 粉砕し、 党 創建の 準備 
活動を 着実に おしすすめる ことな どを 強調した。 

政治 工作員た ちは 組織の 秘密を 自分の 瞳の よぅに 守りながら、 大胆 さと 創意 性、 臨機応変の 機知を 十分に 発揮し 
て りっぱに 活動した。 

かれらは 以前から 連絡を つけて いた 区長 や 村長から-ー セの 「住民 証」 や 「渡 江 証」 などを つくっても らい、 日中 
でも 公然と 部落に 出入りしたり、 国境を こぇて 活動したり した。 かれらは 流浪 民を よそおったり、 知人を たずねる 
旅人に 変装した りして 各地に 散らばって いった。 

かれらの なかには 権 永 壁、 金 貞淑、 金 在 洙、： ^永熙 同志ら をは じめ とする 数多くの 人民 革命軍 隊員と 児童 団員 
がふく まれて いた。 

派遣され た 政治 工作員たち は、 労働者、 農民、 学生、 知識人を はじめ、 手工業 者、 商工業者、 民族主義 者、 宗教 
家、 はては 反日 的な 傾向を もつ 地主に いたる までの 広 はんな 層に 深く はいり、 祖国 光復 会の 創立 宣言と 綱領を くわ 
しく 解説した。 

かれらは まず、 地方に よって 異なる 実情 や 住民の 意識 程度と さまざまな 層の 大衆の 要求を 正しくつ かみ、 それに 
あわせて 談話、 演説、 文芸 活動な どの 多様な 形式と 方法で 宣伝活動を くりひろげた。 
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政治 工作員たち はいろ いろな 層の 大衆の なかに、 朝鮮 民族は 党派の いかんを とわず、 階層の いかんを とわず、 信 
仰の 有無を とわず、 財産の あるな しを とわず、 地方の 別を とわず、 すべて 祖国 光復の 旗の もとに 団結し、 力の ある 
人は 力を だし、 金の ある 人は 金を だし、 知識の ある 人は 知識を だしあって、 日本 帝国主義を 追いだ すたた かいに こ 
ぞっ てたち あがらなければ ならない と 訴えた。 

日が たつに つれ、 祖国 光復 会の 綱領の 偉大な 思想は 広 はんな 大衆の なかに 深く 根を おろして いった。 

長 白 一帯の 人び とは、 全部で 十 節から なる 「祖国 光復 会十大 綱領のう た」 を おぽ え、 集会 や 仕事場で それを うた 

った。 

二 千万の 朝鮮人 民 決起して 
反日 統一戦線 しっかり かため 
敵の 野蛮 統治 うちこわし 
人民 政府 樹立が 第一条 

政治 工作員た ちは 長 白 県の 新興 村、 王家 洞、 桃 泉 里、 臨 江 県の 七道 溝な どに 定着して 生活を いとなみ、 その 地方 
で 活動す る 共産主義者たち に 祖国 光復 会の 十大 綱領で 明きら かにされ た 政治 路線を 解説し、 かれらを しだいに 祖国 
光復 会の 組織へ と 結束して いった。 こうして、 祖国 光復 会の 下部組織 網の 中核が かたちづくられた。 

将軍は 各地に 一定の 中核 分子が 養成され 下部組織が つくりあげられた 条件の もとで、 これらの 組織を 統一的に 指 
導す るた め、 一九 三 七 年 二月に 祖国 光復 会長 白 県 委員会を 組織した。 そして 祖国 光復 会の 組織は、 県 委員会、 区 
会、 方面 区会、 支 会、 分会な どと 整然とした 体系を もって 拡大され ていった。 
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祖国 光復 会の 下部組織は 捋軍の 方針に したがい、 地方の 特殊性と 各階 層の 意識 水準に あわせて 反帝 青年 同盟、 婦 
女 解放 同盟、 少年 探険 隊など 各種の 名称で 組織され た。 

将軍は 祖国 光復 会の 組織を 拡大す るぅ えで 下向 組織と 上向 組織の 方法を 適切に むすびつけ、 非合法 組織と 合法 組 
織を 正しくく みあわせる 方針を とった。 

将軍は 大衆の 組織、 政治 活動に おいて、 合法的な 可能性を 最大限に 利用す るよぅ 指導した。 

この 方針に したがって 共産主義者たち は 大衆の なかには むろんの こと、 敵の 機関 や 御用 団体に も 大胆には いりこ 
み、 合法的な 地位を 占めて 祖国 光復 会の 組織 網を 拡大し 地下 革命 組織を 保護した。 

祖国 光復 会の 会員たち は、 屯 長、 十 家長、 あるいは 自衛 団長、 協和 会長 (いずれも 敵の 御用 団体) などの 職責を 占 
め、 その 合法的な 職務を 利用して 人民 大衆に 政治的 影響を あたえる 一方、 祖国 光復会 会員の 地下 工作を 保障した。 
共産主義者たち は 大胆に も 警察署 長、 税関長、 区長、 村長に 接近して かれらと 義兄弟の 関係を 結び、 それに よって 
敵の 監視の 目を さけた ばかりでなく、 人民 革命軍に 送る 軍需 物資の 調達 や 逮捕された 同志の 救出な ど、 重要な 任務 
をり っばに やりとげた。 

長 白 県 桃 泉 里では、 十三 道 溝に 駐屯して いた 偽満軍 混成 旅団が 上部に 送る 総括 報告を 書かせる 「信頼の おける 
人」 を さがして いる ことを 察知し、 祖国 光復 会の 中核 的な 会員 二 名を 謄写 専門の 筆耕 係と して おくりこみ、 約 一 か 
月に わたって かれらの 秘密 資料を そっくり 探知し、 それを ただちに 将軍に 報告した。 

正確で 自由自在な 組織 戦術と 機敏な 活動に よって 各地に 無数の 根を はった 祖国 光復 会の 組織は、 広 はんな 各界 各 
層の 人民 大衆を 革命の 側に 結集した。 

白 頭 山 根拠地を 中心とする 祖国 光復 会の 組織は、 満州の 長 白、 臨 江、 撫 松、 安 図、 和 龍、 延吉 、汪 清、 琿 春、 東 
寧、 敦 化、 額穆 、寧 安、 林 口、 牡丹 江、 吉 林、 濛 江、 磐石、 樺甸 、長 春、 輝 南、 通 化、 輯 安、 桓 仁、 寛甸な ど 東 
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満州、 南満 州、 北満 州 各地の 市 や 県な どに ひろく 根を はった。 

とくに 祖国 光復 会の 組織 網は 朝鮮 国内で 急速に ひろがって いった。 

国内 各地に 派遣され た 政治 工作員は、 いたるところで たくみに 祖国 光復 会の 下部組織を つくった。 恵 山、 三 水 一 
帯にいち早く祖国光復会支会、分会などが組織され、豊山地区に派遣された政治エ作員は、虚川江発電部の黄 *? |^ 
堤防 工事 場の 労働者たち のなかに 祖国 光復 会の 組織を つくった。 また 興 南 地区に 派遣され た 政治 工作員は 移住 民に 
変装して 興 南 肥料 工場と 本宮 化学 工場の 近くに 定着し、 興 南 地区 労働者と 咸州 郡を 中心とした 農民の あいだで 精力 
的な 政治 工作を おしすすめた。 

このょうに 将軍は 全国 各地に 政治 工作員を 派遣す る 一方、 国内で 活動して いた 共産主義者に 直接 会って、 闘争 路 
線と 方向を 明示しながら、 闘争に おける 欠陥と それを 克服す るた めの 方法に ついても くわしく 教えた。 

将軍は 権 永 壁、 李悌淳 同志ら をつ うじて、 国内で 革命 活動を していた 朴達 同志と 連係を むすんだ。 このと きから 
朴達 同志は、 それまでね がって やまなかった 金 日 成 将軍の 直接の 指導を うける ことにな った。 

一九 三 六年士 一月、 将軍は 黒瞎子 溝の 密 営で 朴達同 志に 会い、 国内の 革命家たち の 活動 状況を 具体的に 聴取した 
のち、 今後の 活動 方向に ついて 明らかにした。 

将軍は 朴達 同志に、 祖国 光復 会の 国内 下部組織の 一つと して 朝鮮 民族 解放 同盟を 組織し、 その 組織 網を ひろげる 
課題と 人民 革命軍を 積極的に 援護す る 課題を 提示した。 

一九 三 七 年 一月に 組織され た 朝鮮 民族 解放 同盟は 甲 山 一帯の 祖国 光復会 下部組織 として、 金 日 成 将軍の 統一戦線 
路線を 大衆の なかに 浸透 させ、 各界 各層の 大衆を その 傘下に 結集した。 


こぅして 祖国 光復 会の 組織は、 将軍の 正しい 指導と 政治 工作員の 積極的な 活動と にょって、 わずか 数 か 月の あい 
だに、甲3、恵山、好仁、新.<坡、豊山、厚昌、新義州、茂3、会寧、穏城、羅津、富寧、清津、鏡城、：11^、，明 
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朴達 同志に 朝鮮 民族 解放 同盟を 組織す る 任務を あたえ る 金 日 成 将軍 


チョン キ少チ ユ  ソン ジン  タンチョン ブクチ m ン 

川、 吉 州、 城津 、端 川、 北 青、 興 南、 咸興 、新興、 
永 興、 元 山、 鉄 原な ど 全国 各地に ひろがって いた。 

祖国 光復 会の 組織が 急速に 拡大 発展す る ことょっ 
て、 広 はんな 反日 大衆が 革命の 側に しつ かり 結集 
し、 朝鮮 革命 全般にた いする 唯一の 指導 体系が 確立 
されて いった。 そして 国内と 満州 一帯で 急速に 拡大 
していった 祖国 光復 会の 会員 数は、 じつに 数十 万に 
おょんだ。 

祖国 光復 会の 組織が 拡大 発展して いくに つれ、 遊 
撃隊と 人民 大衆との 血縁 的な 連係は ますます 強固に 
なって いった。 金 日 成 将軍の 指導す る 人民 革命軍 
が、 自分たち の 幸福の ためにた たかう 真の 人民の 軍 
隊 であると 知った 人民 大衆は、 あらゆる 力と 手段を 
つくして 遊撃隊を 支援した。 

祖国 光復 会は 民族 解放の 目的と 課題を 広 はんな 人 
民 大衆に 解説し、 祖国 解放の ための 共同 闘争の 旗の 
もとに、 すべての 愛国 勢力を 動員し 結集させる うえ 
で、 じつに 巨大な 役割を はたした。 

数多くの 青 壮年が 祖国 光復 会の 組織を つうじて 人 
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民 革命軍に 参加し、 人民 革命軍の 隊伍は たえず 強化され た" 長 白地 区 だけで も 一九 三 六 年 八月 以後、 数 か 月間に 三 
百 余 名の 青 壮年が 先を あらそって 人民 革命軍に 入隊した。 また 国内の 数多くの 愛国 的 青年が 金 日 成 将軍を たずね、 
人民 革命軍の 隊伍に くわわった。 

朝鮮 青年が 人民 革命軍に 入隊した 状況に ついて、 『三 •一 月刊』 創刊号は つぎのように 報じて いる。 

「民族 解放 戦線の 拡大、 熱血 青年、 愛国 勇士が 金 師長 部隊に ぞくぞく 加入 

(XX 通信) 満州で 神聖な …… 民族 反日 革命 戦線が 拡大され るに つれ、 鴨 緑 江、 豆満江 沿岸から きこえて くる 正義 
のとき の 声、 これは わが 祖国の 熱血に 燃える 青年、 愛国 的 勇士の 戦闘的 気勢を はげしく ゆすぶって いる！ 朝鮮 西 
北部 各地の 熱血 青年と 愛国 青年は、 列を なして 毎日 七、 八 名ず つ 鴨 緑 江、 豆満 江を わたり …… 金 師長 部隊に 加入し 
ている。 その後、 満一か 月間に 反日 新 戦士たち は 九十 余 名に 達した。 かれらは 朝鮮 国内の 地勢と 道路 および 各地の 
状況に 明るく、 武装 隊伍の 前衛と して 朝鮮 国内に 進出のと きは、 その 先頭に たつこと を 志願した という。 日本 帝国 
主義は 大きな 恐怖を 感じながら 国境 防備に 死力を つくして いる J  (『三* 一 月刊』 創刊号、 一九 三 六 年 十二月、 五六〜 五 
八べ— ジ)  0 

このように 祖国 光復 会は、 決意の かたい、 たくましい 青年たち をえ らんで 遊撃隊に 参加させる 一方、 数多くの 大 
衆を めざめさせ、 真心 こもった 莫大な 援護 物資を 遊撃隊に おくりとどけた。 

また 祖国 光復 会の 組織は、 全人 民の 武装 化に かんする 金 日 成 将軍の 方針に したがい、 会員の なかの 優秀な 青年を 
中核と して 生産 遊撃隊を 組織した。 この 生産 遊撃隊は 結成 後わず か 五、 六 か 月の あいだに、 ほとんどの 支 会で 一個 
中隊 程度の 勢力に 成長した。 生産 遊撃隊は 直接、 人民 革命軍の 指導を うけながら 軍事訓練を おこない、 敵の 手先を 
摘発して 処断した。 また 軍需 物資を 集めて 遊撃隊に おくり、 敵情を さぐって は 上部に 報告した。 

こうした 人民 革命軍と 祖国 光復 会の めざましい 活動に よって、 白 頭 山の 西南 部 一 帯は 朝鮮 革命の 力強い 堡塁に か 
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わり、 全国的な 規模で 革命運動を 新たな 高揚へ と 燃え あがらせる 根拠地と して、 また 人民 革命軍の 強固な 後方と し 
ては かり 知れない 大きな 役割を はたした。 

金 日 成 将軍は 国内 深く 祖国 光復 会の 組織 網を 拡大しながら、 独立 軍を はじめ 民族主義 者、 宗教家たち を も 祖国 解 
放の 旗の もとに 結集した。 

そのころ までの こって いた 独立 軍 部隊は、 梁 世 奉が 指揮す る 「朝鮮 革命軍」 だけであった。 一九 三〇 年代の なか 
ばに いたって 金 日 成 将軍の ひきいる 抗日 遊撃隊の 威力が 日 ましに 強化され るに つれ、 「朝鮮 革命軍」 の 隊列の なか 
では 共産主義者と 接近し、 かれらと 連係を 結 ♦ほうとす る 動きが 高まっ ていた。 

「朝鮮 革命軍」 の 多くの 隊員の あいだでは、 金 日 成 将軍にたい する 敬慕と 敬愛の 情が 高まり、 将軍が 指導す る 人 
民 革命軍に 合流し ようとす る 動きが しだいに 大きく なって いった。 一方 この 部隊は、 日本 帝国主義 侵略軍の 「討 
伐」 と 切りく ずし 策動に よっ て 日 ましに その 隊伍が 弱まり、 人民 革命軍と 合流し なければ、 抗日の 旗 じる しを 守る 
ことができない 状態に おちいって いた。 

将軍は 祖国 光復会 創建の 直後、 「朝鮮 革命軍」 の 指導者た ちに 祖国 光復 会の 創立 宣言と 十大 綱領を そえた 手紙を お 
くり、 反日 闘争で 協同す る ことを 提議した。 将軍は かれらに、 「血の 歴史に よっては ぐく まれて きた わが 独立運動 
は、 政治 上、 軍事上、 その 組織の 統一 性が なく …… 、一つの 民族で ありながら 数十 個の 団体と 軍隊を 封建 割拠 式に あ 
ち こちに 分散 させた だけでなく、 たがいに 衝突を おこし、 血を 流し、 手に した 銃を 自分の 隊列に むけて 発射す るよ 
うな ことまで あった」 過去のに がい 教訓を 想起 させ、 「この 鉄の 教訓と 経験に より、 わが 民族の 総意を 把握し、 独 
立 運動の 唯一の 統一的 機関で ある 祖国 光復会 (その 宣言と 綱領 だけでは なく 実際の 活動に もとづいた) の 旗 じる しの もと 
に 総動員す る ことを」 訴えた (『三 •一 月刊』 創刊号、 一九 三 六 年 十二月)。 

袓 屆光復 会め 創立 宣言と 綱領 および 将軍め 提議は、 「朝鮮 革命軍」 の 隊員たち に 大きな 感銘を あたえ、 強い 支持 
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をう げた。 将軍の 提議にたい して 「朝鮮 革命軍 J は、 一九 三 六 年の 八月、 参謀長 〇- 名義で 「祖国 光復 会の 盛況を ぎ 
いて、 祖国の 民族 事業の ためよろ こびに たえませ ん。 …… 貴下の 代表を 派遣して くださるならば、 たいへん うれし 
く 思います」 (『三 1 月刊』 創刊号) と 返書を おくって きた。 

一九 三 七 年 八月、 将軍は 人民 革命軍 代表を 「朝鮮 革命軍」 に 派遣し、 祖国 光復 会の 組織 問題を 中心に 反日 統一 戦 
線の ための 会談を すすめた。 そのうち かれらは、 朝鮮人 民 革命軍に 合流す る ことを 熱烈に ねがって でた。 そして 
「朝鮮 革命軍」 は 一九 三 八 年 三月、 崔允亀 司令の 指揮の もとに 光明の 道を 見いだ し、 人民 革命軍に 編入され るに い 
たった。 

人民 革命軍に 編入され た崔 司令を はじめと する 「朝鮮 革命軍」 の 隊員たち は、 金 日 成 将軍の 深い愛情と 正しい 指 
導の もとにす ベて が 共産主義者に 育ち、 一人の 変節 者 や 逃亡者を だす こと もな く 祖国 解放の 日まで 勇敢に たたかい 
ぬいた (崔允 亀 司令は 人民 革命軍の 司令部 参謀と し て 活躍した が、 一九 三 八 年 十二月、 樺甸 県で 戦死した)。 

一方、 金 日 成 将軍は、 天 道教 (朝鮮に おこった 宗教で、 天と 人が 一つに 和合した 理想郷を めざした) の 教徒を はじめと 
する 宗教家たち を も 反日 民族 統一戦線に 結集 させた。 

将軍は 政治 工作員に、 「宗教の 信者たち にも 祖国がなければ ならない ◊植民地の 信者たち には 事実上、 信仰 
の 自由がない。 祖国が 独立して こそ 信仰の 自由 も 保障され るの だとい うこと を 教えなければ ならない」 とのべ 
た。 

政治 工作員は 将軍の 教えを 肝に 銘じ 、宗教家たち のなかで ねばり 強く 活動した。 

かれらは 一九 三 六 年 十一月、 天 道教の 長 白 県 宗理院 院長 李 典 華を 説得して 祖国 光復 会に 加入 させ、 かれを つうじ 
て 県 宗理院 さん 下の 多数の 教徒を 組織化した。 かれらは また、 三 水、 甲 山、 豊山郡 内の 宗理院 に 派遣され、 組織 宣 
伝 活動を すすめた。 さらに 政治 工作員た ちは 一九 三 六 年 十一月、 天 道教の 威 鏡 南 道の 道 正であった 朴寅鎮 と 連係を 
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むすび、 かれに 祖国 光復 会の 綱領と 宣言を つたえた。 

朴寅鎮 は 政治 工作員たち の 指導の もとに 祖国 光復 会の 会員と なり、 数多くの 天道 教徒を 会へ 加入 させた。 かれは 
ソ ゥルに おもむき、 天 道教の 中央 上層 部に 金 日 成 将軍の 反日 民族 統一戦線 路線を 解説し、 天 道教 もこれ に 合流す ベ 
き だと 提起す るまでに いたった。 

また この ころ 地位の 高い 宗教家が 直接、 金 日 成 将軍を たずねて 祖国 光復 会の 十大 綱領を 積極的に 支持し、 反日 闘 
争に たちあがる 決意を 表明した こと も あった。 

これにつ いて 『三 •一  月刊』 は、 「天 道教 上級 指導者 某氏、 わが 光復 会の 代表を 親しく 訪問」 という 見 だしの も 
とに、 つぎのょうに 報道した。 

「内外 地に おいて 有力な 大衆 的 基盤を もつ 天 道教 XX 委員 某氏は、 燃えた ぎる 愛国の 熱情を いだいて、 親しく わ 
が 代表 司令 金 日 成 同志を 訪問した。 

前記 某氏は 個人的に、 わが 光復会 綱領と いっさいの 主張に ついて 賛意を 表明 するとと もに、 天 道教 青年 党員 百万 
一名を 朝鮮 独立の ための 戦線に 出動させる 意見を 明示し、 将来 光復 会と いっそう 緊密に 連絡を とる ことを かたく 約束 
一した という」 (『三 1 月刊』 創刊号、 一九 三 六 年 十二月)。 

祖国 光復 会の 組織 網が 拡大す るに したがって、 金 日 成 将軍にたい する 朝鮮人 民の 敬慕と 期待は 日 ましに 高まり、 

: 将軍が 揩導 する 抗日 武装 闘争への 支援は、 人民 大衆の あいだで 動かしが たい 趨勢と なって いった。 これにつ いて 日 
•本 警察の 秘密 文書は つぎのょうに 指摘して いる。 

「国境 地帯の 住民は …… とくに 対岸 . 長 白 県を 根拠地と して 活動 中で ある …… 金 日 成を …… 世界的 偉人、 ま 

たは 朝鮮 民族. の 救世主の ごとく 信じ、 かれを 敬慕し、 陰に陽に 支援す る ものたち が 多い。」 (恵 山 警察署の 『恵 山 事件 
調書』 一二べ— ジ) 
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朝鮮人 民は 明るい 未来にたい する かたい 信念を もって、 金 日 成 将軍が かかげた 姐 国 解放の 旗を 高く ひるがえしな 
がら、 反日 民族 解放 闘争を いっそう 力強く 展開して いった。 

6 人民の なかで 

金 日 成 将軍が 長 白山に 進出し、 敵を ひきつづきう ちの めして いると いう 消息を つたえきいた 人民 大衆は、 かぎり 
ない よろこびに わいた。 

どこも かしこ も 祝い ごとが あった かの ように わきかえり、 人が 集まる ところでは どこでも 将軍の 話で もちきりで 
あった。 そのため 将軍に 会う ことが、 だれもの 強いね がいであった。 将軍と 握手を したと いう 人で もい よう ものな 
ら 、みんなが それを うらやんだ。 

しかし 将軍は 謙虚 そのもので、 自身を 目 だた せない ように 心がけて いた。 将軍の 身なりは いつも 質素で、 隊員の 
なかに まじって かれらと 同じように 働いた。 行軍の 途中で 部落に たちよる ような ときには、 隊員たち とともに ほう 
きを 手に して 家の まわりを 掃除したり した。 そのため 将軍の まえで、 金 -B 成 将軍は どこに おられる •のか、 とたず ね 
る 人が いた ほどで ある。 

しかも それは、 一度 や 二度ではなかった。 

一九 三 六 年の 夏、 将軍の ひきいる 部隊が 長 白に むかって 行軍を つづけて いた ある 日の こと だ。 部隊は ある 製材所 
の 近くで 休息した。 将軍は 軍需 担当の 同志を つれて 製材所 労働者の 宿舎へは いっていった。 

労働者た ちは 目を まるくした。 日本 軍隊と かいらい 軍警に しいたげられ てきた かれらの 顔に. は/ . 一瞬 おどろきの 
色が うかんだ。 
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将軍は 親しみを こめた あいさつを のべ、 朝鮮人 民 革命軍 だが 少し 休む ためにたち よった の だとつ げた。 そして 食 
事の 準備を しても らう わけには いかないだろう かとた のみながら、 かれらの まえに 金を さしだした" 

「そうです か。 あなたた ちは 金 日 成 将軍 さまの 部隊の 方々 だった んで すか 1 ほんとうに ご苦労さまです」 

労働者たち は、 うれし さの あまり どうしてよ いかわから ず、 われ 先にと あいさつを しはじめた。 

かれらは、 だされた 金を おしかえしながら 口を そろえて、 国を 奪い かえす ために ご苦労な さって いる 方々 に 食事 
の おもてなしが できなくて どうし ましようと いった。 

だが 炊事場に 目をやる かれらの 顔には 困惑の 色が ありあり と 見えた。 そこには、 じ ゃがい もの 袋し かなかった か 
ら である。 

かれらの 気づかい を 察した 将軍は、 「ご 心配には およびません。 わたしたちは 人民と 運命を ともに する 革命軍で 
す。 あなた 方が めしあがっ ている ものなら、 なんでも かまいません」 といって 安心 させた。 

かれらは すぐ 食事の 準備に とりかかった。 将軍は 隊員たち を 宿舎に よびいれた。 そうして 袖を まくりあげ ると 隊 
員たち とともに 労働者に 手を かして じ ゃがい もの 皮を むき、 薪を わり、 水汲み もした。 それば かり か、 ほうきを も 
って 宿舎の まわりを ていねいに 掃き 清めた。 

将軍は かれらの 生活 状態を きいてから、 労働者が 苦しまねば ならない 原因が どこに あるの かを わかりやすい こと 
ばで くわしく 説明した。 そのため かれらは 労働者の 生活 状態に くわしい 将軍を 見て、 つい さいきんまで 労働者の 生 
活を していて 遊撃隊には いった 隊員に ちがいな いと 考えた。 

食事を 終えた 遊撃隊は 出発 準備に とりかかった。 将軍は 隊列が ととのうと、 夜間 行軍のと きに 注意すべき 点を 強 
調した。 

将軍が 出発 命令を くだそう. としたと きであった。 群衆を かきわけて まえにす すみで てきた 一人の 労働者が 将軍に 
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亡ず ねた。 

「司 務長 (事務 担当 士官の こと) さん！ 金 日 成 将軍 さまは どこに おられる のでしょう か？」 

そ の 労働者は、 さっきまで 平凡な 軍服を 着て 隊員たち に 食事の 準備を させ、 労働者た ちに 手を かして くれた 将軍 
のこと を 司務長 だと きめこんで いたので ある。 

労 ® 者たち は 一瞬し 一 んとな って 将軍の 返事を 待った。 

将軍は 微笑を うかべた ままだった。 たまり かねた 隊員たち は どっと 吹き だした。 その 労働者と ほかの 人たち はな 
んの ことか わけが わからず、 きつねに つままれた ようにき ょ とんと していた。 

将軍は 質問した 労働者の 肩に やさしく 手を のせ、 こう 話しかけた。 

「わたしたちは、 日本 帝国主義に 反対して たたかう 朝鮮人 民 革命軍です。 だから おたずねの 金 日 成 も、 かれら 隊 
員と ともに すぐ 近くに いるに ちがいありません」 

「ええ？ すぐ 近くに いると おっし ゃ るんで すか。 どこに ? .」 

かれはこう いいなが ら 、列を つくって ならんで いる 遊撃隊員に むかい、 「一度で いいから、 ぜひ 将軍 さまに お 会 
いでぎ るよう にして ください」 とた のんだ。 

このと き 軍需 担当の 同志が いった。 
r *' なた のす ぐ まえに いらっ しゃる 方が 金 日 成 将軍です」 

思いがけない ことばに 労働者は じばらく 口 もき けず、 •ほかんと 将軍の 顔を みつめて いたが、 「将軍 さま！」 とい 
ったき り、 ながい 別離の のちに 母親と 会えた 子どもの ょうに 掙 軍の 胸に 身を なげだして 涙ぐんだ。 

「お許しく ださい 1 …… j. 

.かれはの どを つまらせ、 とぎれと ぎ tl' にこうい った だけで それ 以上 ことばを 〇- づける ことができなかった。 
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波のう ねりの ような 感激が 群衆を つつんだ。 どの 顔に も よろこびの 涙が 流れて いた。 

将軍は どよめく 群衆に むかって 謙虚で 素朴な あいさつを かえした。 

人び とは 奥深い 感動に 身を ほてらせながら、 部隊を ひきいて 出発す る 将軍のう しろ 姿が 遠く なって 見えなくなる 
まで、 その 場を 動こうと しなかった。 

こうした 場面は、 将軍の ゆく 先々 でよ く 見かける ことであった。 

将軍は つねに 人民 大衆を 自分自身と 遊撃隊員のう えに おき、 _身 を 一人の 平凡な 人民の 息子に すぎない と 考えて 
ぃた。 

遊擊 闘争の 初期の ころ、 部隊を 引率した 将軍が ある 農家の まえで しばらく 休息した ときの ことだった。 

将軍は、 寒い ときは すわって 休息を とる よりもから だを 動かした 方が よいと いいなが ら 、農家の 庭に つんで あっ 
た 薪を わりは じめ た。 隊員たち も 山へ いって 薪を とってき たり、 家の まわりの 雪を かき、 水を くんで きた。 

しかし 薪を わって くれた 人が、 ほかならぬ 金 日 成 将軍で あると 知った 家の 主人は、 「司令官が そんな 仕事を なさ 

るなん て . J といいながら とまどった。 すると 将軍は、 「司令官 も 人民の 息子です。 みなさん がする 仕事なら、 

わたしに だってで きる はずでしょう」 と 笑って こたえた。 

ここに こそ、 将軍の 偉大 さと 人民 大衆を ひきつける 大きな 力が あった ので ある。 

将軍は、 しばしば 隊員たち につぎ のように 話した。 

「共産主義者は、 大衆からは なれて はいっ とき も 生きられない もの だ。 大衆を めざめさせ、 大衆を 教育して 革命 
隊列に 結集させる こと だけに 目的が あるので はない。 共産主義者は 大衆の 血と なり、 肉と ならねば ならない。 人民 
の 利益の ために 身を 賭して たたかい、 人民の ために 生きなければ ならない」 

将軍は 人民の 真心 こもった もてなしにたい しても、 それが かれらの 生活に 負担を かける ような 場合には、 その も 
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てな しを かたく 辞退した。 

一九 三 七 年の 春、 将軍が 百 余 名の 隊員を つれて 長 白 県 新興 村に たちよった ときの ことで ある。 

思いが けず 将軍を むかえた 新興 村は 歌と 踊りで わきたった。 村ぢゅ うの 老若男女が 将軍と 隊員たち にあい さつを 
のべ、 歓呼の 声を あげた。 

将軍は、 まず 村の 老人たち に 会って あいさつを しながら、 かれらの 異国での 苦しい 生活を なぐさめ、 力強く はげ 
ました。 

婦女 会員たち は 祝い ごとの ある 家の 主婦の ようには しゃぎながら、 大切な お 客を もてなす 料理 づく りに 大わら わ 
だった。 大きな 釜が かまどに かけられ、 若 ものたち は 豚を つぶす ために 包丁を といだ。 そばを つくる 用意 もととの 
った。 村ぢ ゅうの 人び とが 真心 こめて 遊撃隊を 歓待し ようとつ とめて いるの だった。 

このようす を 見た 将軍は 祖国 光復 会の 責任者を よび、 みんな 生活が 苦しい の だから 豚を つぶす ような ことは しな 
いで、 もっと 大きく 育てて 生活の たしに する ようにと 指示した。 

村の 人び とは 心の こりで ならなかった。 心づ くしの もてなしが できない のを 残念に 思い、 婦人たち のなかには 涙 
ぐむ 人 さえいた。 しかし 将軍の 意に そむく わけには いかなかった。 

食事には 結局、 すり ごまの 汁を かけた そば だけが だされた。 村の 人たち は 申し わけな さそう であった が、 将軍と 
隊員たち には、 かえって このような 質素な 食事の 方が、 ぜいたくな 料理よりも はるかによ かった。 将軍は よろこび 
の 色を かくさず、 そばの 味を くりかえし ほめながら、 おいしそう に 箸を はこんだ。 

これとおなじよう な 出来事は、 一九 三 六 年の 正月を まえに 人民 革命軍 部隊が 官地 付近の 村に とどまって いたと き 
にも おこった。 

村の 人び とは 金 日 成 将軍と いっしょに 正月が すごせる ものと、 心から よろこんで その 日を 侍った。 
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かれらは 一 つ 家族の ように 正月を 楽しく すごそうと、 心の こもった 贈物まで 用意して いた。 将軍は 村人たち の あ 
たたかい 心づ くしに 感謝の ことばを のべながら、 家々 をたず ねて は 生活の 状態を くわしく 見て まわった。 村人たち 
の 感激は ひとしお 大きかった。 どの 家で も、 将軍と 遊撃隊を もてなす ために 腕に よりを かけた。 そして、 正月には 
必ず 自分の 家に きて ください、 と 申し あわせた ようにた のむ のだった。 

しかし 将軍は、 大晦日になる と 急いで 理由 も あかさず 部隊を ひきいて 村から たち 去った。 村人たち のさび しがり 
ようはたい へんな ものだった。 将軍は、 ていねいな お礼の ことばを のこして 部落を あとに したの だ。 

部隊は 黄 泥 河 子の 深い 森林地帯には いり、 製材所の 労働者が つかって いた 丸木 小屋を 修理して 宿営した。 このと 
き 将軍は、 部隊を 村から ひきあげた 理由を はじめて 説明した。 

「正月と いう ものは、 だれに とっても 楽しい もの だ。 …… しかし わが 朝鮮と、 この 東北の 地に 日本 帝国主義 者と 
地主たち がいる 以上、 正月を 心から 楽しめる 人が はたして どのくらいい るだろう か。 官地 付近の 部落の 人たち の 状 
態を 見よう。 何人 かの 地主を のぞいては、 裕福に 暮らして いる 人が 一人で もいた だろう か。 住民の 大多数は、 衣服 

さえ 思い どおりに 着 .6 れ ず、 その 日の 食事に もこと 欠く 人たち なの だ。 . かれらの なかに、 その 日の 食事 も 満足 

にで きないよう な 人が いる ことを 知っていながら、 かれらが 準備して くれる 食事を ためらい もな くた ベ、 正月を 楽 
しむ ことができる だろう か。 一人 や 二人で もない われわれの 部隊 全員が、 たとえ 一日 だけ だとしても、 あの 村の 人 
びと にどれ ほど 大きな 負担を かける ことになる だろ ヶ。 …… われわれは マルクス •レ 丨ー ーン 主義 思想で 武装した 軍 
隊 であり、 人民の 真の 息子たち であり、 娘たち である。 われわれは 祖国と 人民の ために、 ためらう ことなく 命を さ 
さげる 闘士たち である。 だから われわれは、 たたかいに おいても つねに 機敏で たくみで なければ ならない が、 いか 
なるとき でも 人民を 大事に し、 人民の 利益を 自分の 命の ように 守りぬ き、 どのような 艱難辛苦に もたえぬ くこと を 
知り、 人民と ともに 楽しみ、 人民と ともに 前進す る 心が まえで 生活し なければ ならない。 まさに ここに こそ、 われ 
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われの 真の 幸福と 誇りと 希望が あるの だ」 

隊員たち は 将軍の ことばを ききながら、 人民の ためにた たかう 誇りを 強く 感じた。 

将軍は この 地で、 隊員たち とともに 正月を すごした。 正月の 特別 料理と いっても、 せいぜい 粟 飯が でる だけ だっ 
た。 将軍は 微笑を うかべ、 わずかな 粟 飯 だが 山海の 珍味の つもりで たべようと いいながら、 祖国で 楽しい 正月を む 
かえる 明るい 未来に ついて 語った。 

将軍から このように 教育され、 訓練され ていたから こそ、 遊撃隊員は、 いつ、 どのような 環境の もとで も 人民の 
利益を そこなわなかった。 規律の ためだけ ではなかった。 それが 遊撃隊員の 使命で あり、 本来の 姿であって、 それ 
だけが かれらの とりうる 唯一の 道だった ので ある。 

幾日も 飢えに さいなまれる 苦難に みちた 行軍の 途中で 運よく 民家を 見つけだした ときで も、 その 家に 人が いなけ 
れば 食糧には 手を つけず、 いつ 帰る とも 知れない 主人の 帰りを 待つ こと もし ばし ば あった。 いくら 待っても 主人が 
あらわれず、 やむなく 無断で その 家の 食糧に 手を つける 場合には、 必ず その 場所に 余分に 計算した 代金を おいてく 
るの が 遊撃隊の ならわしであった。 

将軍に よって 教育され、 将軍に よって 育てられた 遊撃隊員の この美し く 高尚な 品性は、 いかなる 逆境の もとで も 
くずれる ことが なく、 逆境に あれば ある ほど、 ますます 気高く 輝く 気質な のであった。 

これは、 かたむき かかった わらぶきの 家で 生まれ、 不正 だらけの 社会に おし ひし がれ、 身 もだえしながら 成長し 
た 人間 だけが もつ ことので きる 尊い 品性で あり、 不幸な 人び との 苦しみと 憎しみを 自分の ものと した 人民の 真の 息 
子と 娘たち だけが なしうる 美しい 行為であった。 

これは また、 国を 奪い かえし、 人民の 社会を 築こうと する 気高い 思想を もつ 闘士たち の 本領であった。 

こうした 行為 も 将軍と 遊撃隊員に とっては、 とりたてて いう ほどの ことではなかった。 村に 到着 すれば 人民 大衆 
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に 戦利品を わけあたえ、 家の 主人よりも 熱心. に 家事 や 野良仕事を 手 0 だう ことが 習慣の ようになって いたから であ 
る。 

人民 も だまって はいなかった。 かれらは 少しで も 将軍の 大きな 愛情と 配慮に むくいようと、 先を あらそって 遊 
擊隊を 支援した。 かれらは 危険を も かえりみず 敵情を さぐって は 遊撃隊に 知らせ、 すすんで 道案内を ひきうけた 
りした。 また かれらは 政治 工作員を 命が けで 守り、 食糧、 衣料、 はきものな ど、 あらゆる 援護 物資を 集めて おく 

.った。 

幼い 少女 も 遊撃隊に おくる 援護 物質を にない さえ すれば、 けものが ほえる 真っ暗な 密林 も おそれず、 からみあっ 
た 朽 木を かきわけて 任務を なしとげた ❶ 

人民 革命 軍隊が 長 白に 進出して 以来、 人び とは 毎日の ように 米 や 被服 やは きものな どを 背に し、 けわしい 山な み 
を こえて は 部隊を たずねて きた。 

こうして 一九 三 七 年の 春、 この 一帯の 二十 余 か 村の 人び とがわず か 一、 二 か 月の あいだには こんだ 遊撃隊への 援 
護 物資は 穀物 十 石 以上、 木 棉百余 反を はじめ、 地下足袋、 わらじな ど 莫大な 量に のぼった。 こうした 援護 活動は、 
決してな まや さしい 仕事ではなかった ◊日本の 警察は 各地に スパィ 網を はりめぐらし、 住民を 徹底的に 監視して い 
た。 はなはだしい 場合は、 市場 や 商店での 売り 買いに も 難く せを つけて きた。 そして 革命軍との あいだに、 ほんの 
わずかな つながり でも あれば 無条件に 銃殺であった。 

こうした 状況の もとで、 祖国 光復 会の 組織は 不必要な 犠牲を ださない ために、 まえもって 援護 物資を 準備して お 
いてから 革命軍 部隊に 連絡す る 方法を とった。 そして 部落に 攻めて きた 革命軍 部隊に よって、 それが 「押収」 され 
ると いうかたち をと って 援護 物資を わたしたり した。 ときには 革命軍に 「脅迫」 され、 強制的に 物資を 提供 させら 
れた かの ように 見せかける こと も あった C 
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援護 物資を はこ ん できた 人民 と 会う 金 日 成 将軍 


このように 革命軍への 援護の ためには あらゆる 
方法が もちいられた。 人が 寝静まった 真夜中に 穀 
物を 刈りと り、 それを 釜で かわかし、 一晚ぢ ゅう 
重い 臼で ひいて 食糧を 保障す る こと も あった。 

また 革命軍へ 送る 大切な 日用品を 手に いれる た 
めに、 マッチ 箱まで ひっくりかえして 調べる とい 
う 国境 警備 網を くぐり、 鴨 緑 江を ゆききし たこと 
も 数え きれない ほどだった。 

人び とは 革命を たすける 仕事の ためなら、 昼夜 
の 区別な く 働いた し、 けもの さえ 凍え死ぬ という 
真冬の 吹雪 も おそれず、 滝の ような 豪雨 もい とわ 
なかっ た。 

そこには、 奪われた 国と 夢にも 忘れる ことので 
きないな つかしい 故郷を ふたたびとり もどそうと 
いう 燃える ような ねがいと、 そのね がいを この 世 
でた だ 一人 かなえて くれる 金 日 成 将軍と 人民 革命 
軍にたい する かぎりない 愛情と 真心が こめられて 
いたので ある。 

しかし 将軍は、 たとえ それが 人民の 真心 こもっ 
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た 援護 物資であって も、 それを むやみにう けと るよう な ことは しなかった。 

一九 三 六 年 十月の 下旬、 将軍の ひきいる 部隊が 長 白 県 十九 道 溝の 趾羊界 の 奥に、 しばらくと どまって いたと きの 
ことであった。 二 人の 隊員が、 みそ 汁に いれる 大根 や 白菜の 葉を もとめて、 とりいれが 終った あとの 薬 水 洞の 畑を 
歩いて いた。 

そのと き、 黒い 牛を ひいて 市場から 帰る 村の 人たち がかれ らを 見つけた。 そして、 かれらが 食糧を もとめて いる 
ことが わかる と、 何人 かで 相談を したう え、 「これは、 わたしたちの ささやかな 贈り物です。 どうか うけとって く 
ださい」 といっ て、 ひいて きた 黒 牛の 手綱を 隊員の 一人に にぎらせようと した。 

おどろいた 隊員は それを かたく ことわりつ づけた が、 村人たち の 強いす すめに ほ だされて その 牛を ひいて 帰る ほ 
かはなかった。 

牛を ひいて きたのを 見た 炊事 隊員たち は、 はしゃぎながら 包丁を といだ。 そのと き 隊員の 報告を きいた 将軍が 姿 
を あらわした。 将軍は しばらく だまっ て 牛を ながめた。 そして、 よくこえ た 牛の 背中を なで 面繫 にぶらさが ってい 
る 銅の 鈴 やか ざり の 一文 銭な どに 手を ふれて いたが、 炊事 隊員に 食事の 準備を 中止させる と、 隊員たち にむ かって 
こう 話した。 

「牛を 飼い主に かえす ことにしよう。 …… わたしが 飼い主に 牛を かえそうと いうのは、 村の 人たち の 真心が わか 
らな いからでは ない。 つまり、 あの 牛を 飼い主に 返す ことが かえって 人民を 愛し、 人民の ためにた たかう われわれ 
の 本分に もそう こと だと 考える からだ。 …… たった 一頭し かない 牛まで、 惜しみな くわれ われに あたえよう とする 
薬 水 洞の 人たち の 真心は、 ことばで いいつくせる ものでは ない。 ただ 感謝 ある ばかり だ。 …… それな のに、 わたし 
が 牛を おくりかえそうと いうのは、 あの 牛には 飼い主の 深い愛情が こもって おり、 薬 水 洞の 人たち の 明日の 生活が 
かかって いるから なの だ。 あの 牛の 飼い主が、 自分の 牛を どれほど 心を こめて 世話して いたかは、 みんな も 見れば 
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よく わかる こと だ。 あの 牛の 面繫 につけられた かざりの 鈴と 穴 あき 銭を よく 見なさい。 あの 鈴は おそらく 飼い主の 
家で 何 代に も わたって 大切に つたえられ てきた ものに ちがいない。 そして あの 穴 あき 銭は、 その 家の おばあさんが 
嫁に くると き 財布の ひもに つけて きて 一 生 大切に していた ものだろう。 わが国の 母親たち は 牛にたい する 愛着を、 
そうする ことによって あらわした ものな の だ。 …… 牛を かえして やらねば ならない 理由の もう 一つは、 牛の 飼い主 
ばかりでなく、 薬 水 洞の 農民たち の 生活 問題が あの 牛に かかって いるから だ。 たぶん あの 牛は、 飼い主の 全 財産で 
あるに ちがいない。 また 薬 水 洞 全体から しても、 数 頭し かない 牛 ♦たけ i、 あの 牛は 薬 水 洞の 全 農家の 畑 仕事に なく 
ては ならない ものに ちがいない。 われわれが こうした 実情を 考慮に いれず、 人民の 真心 こもった 贈り物 だからと い 

って あの 牛を つぶして しまえば、 その 結果は どういう ことになるだろう？ . つぎの 日から 牛の 飼い主は もちろん 

のこと、 薬 水 洞の 農民たち は あの 牛の 仕事を 自分たち の 力で やらねば ならなくなる だろう。 あの 牛が はこんで いた 
荷物を 背負って はこび、 あの 牛が 掘り おこして いた 畑を 鋤 や 鍬で 耕さなければ ならなくなる と、 農民たち はたい へ 
んな 苦労を する ことだろう。 そうな れば 人民の 誠意を うけいれる ことが、 かえって かれらの 苦しみを まし、 かれら 
の 生活に いっそうの 困難を もたらす ことになるの だ …… 」 

人民を 愛し、 かれらの 境遇を 深く 考える 将軍の ことばに、 隊員たち は 強い 感動を おぼえた。 首を うただれ ていた 
二人の 隊員は まえにす すみで ていった。 

「司令官 同志！ わたしたちは 司令官 同志の お 心に そむきました。 人民を 愛せよ という 規律に 違反し ました。 わ 
たしたち を 処罰して ください！」 

将軍は、 おだやかな 語調で つづけた。 

「牛を かえして やろうと いうのは、 きみたちの あやまちを とがめる ためでは ない。 もう 一度い うが、 人民にたい 
する 愛情 —— 、これは われわれが 堅持し なければ ならない 本分な の だ J 
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将軍の ことばが 終る と、 二人の 隊員は 明るさを とりもどして こういった" 

「司令官 同志！ いますぐ 飼い主のと ころへ いかせて ください」 

「そうしなさい。 すぐ 牛を かえして やり、 食事は 白菜 や 大根の 葉で 準備しなさい」 

将軍は 明るい 表情で 指示を あたえる と、 さらに ことばを つづけた。 

「われわれは、 いつ どこで、 どのょうな 不利な 条件に おかれても、 つねに 自分たち が 人民の 軍隊で あると いう こ 
とを 忘れて はならない。 敵と たたかう ときは いうまでもない が、 人民を たすけ、 人民から 協力を うける とき も、 す 
ベて 人民の 利益を 擁護し、 かれらの 生活を 心の底から 守る という 立場に たって 考え、 行動し なければ ならない の だ。 
われわれが 草の根 や 木の 皮で 飢えを しのぎ、 あらゆる 苦しみを なめて 敵と たたかう の も、 すべて 人民に つくす ため 
であり、 われわれが 飢えに 苦しみながら 人民に 迷惑を かけまい とする の も、 すべて 人民を 愛する がた めで ある。 こ 
のこと を 知っている からこ そ、 人民は こんなに も われわれを 愛し、 すべてを 惜しまず われわれを 支援して くれる の 
だ。 もし われわれが 人民を 愛さなかったなら、 人民の 愛情を うける ことは できない と 肝に 銘 じて おくべき だ」 
ここに、 真に 人民の なかに いる 将軍の 姿を 見いだ す ことができる。 一 農民の 牛を まえにして、 人民にたい する も 
っ とも美し い 愛情が なんで あるかを 隊員たち に 語る 将軍であった からこ そ、 泰山 峻嶺を もたぐ りょせ て 人民の 敵を 
うち、 巨 雷の 威力を もつ 将軍と して その 名を とどろかせる ことができた ので ある。 
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白 頭 山 根拠地を 拠点に、 朝鮮人 民 革命軍 部隊が いたるところで 敵を うちのめして いると き、 その 勢いに のって 満 
州と 国内 各地では 祖国 光復 会の 組織 網が 力強く ひろがり、 マルクス •レ 1 ーン 主義 党を 創建す るた めの 準備 活動 も 
大きな 成果を おさめて いた。 つまり 党を 創建す る 準備が 新しい 段階には いったの である。 これは もちろん、 金 日 成 
将軍の 指導の もとに、 何年 もの あいだし っかりと 地なら しを L てきた ところから 生じて きた 一つの 大きな 飛躍で あ 
った。 

なにょりも 貴重な 成果は 数多くの 共産主義者が 育って きた ことであった。 かれらは 抗日 パルチザンの 隊伍で、 ま 
た 遊撃 根拠地 —— ^ 放 地区 内の いろいろな 革命 組織で、 あるいは 政治 工作員の 指導を うける 敵の 統治 区域の 地下 組 
織な どで きびしいた たかいを つうじてき たえ あげられ、 革命 教育を うけながら 共産主義者と なった。 

しかし これは、 決して 平坦な 道のりではなかった。 かれらは、 日本 帝国主義と 分派主義、 事大主義と 民族 排他 主 
義な どとの 軍事、 政治、 思想、 理論の 領域に わたる 複雑 多難な たたかいの なかで、 みずからの 意識を 革命的に 改造 
しながら、 堅実な 共産主義者に 成長して きたので あった。 

マルクス •レー ーーン 主義 党の 創建を 準備す るう えで、 もっとも 重要な ことは 党の 柱と なる 骨幹 部隊を しっかりと 
組織す る ことで あった。 

二 十 年代の 共産党が 労働者階級の 政治的 指導 勢力と しての 使命を はたす ことができず、 四分五裂の 苦痛を 経験し 
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なければ ならなかった 基本的な 原因は、 きたえあげられた 共産主義者から なる しっかりと した 中核が 存在し なかっ 
たからで ある。 

将軍は このょうな にがい 教訓から して、 朝鮮 革命の ために 最後まで 献身的に たたかう ことができ、 マルクス •レ 
11 ン 主義の 革命 思想で しっかりと 武装した 共産主義 中核 部隊を 育て あげる ことに 心血を そそいだ。 

共産主義の 中核 部隊を しっ かりと 組織す る ことなしには、 各地に 散在して 思い思いの 活動を している 共産主義者 
たちと 革命 組織を 団結させる ことは できない し、 隊列 内に 潜入した 分派主義 者 や 左右の 日和見 主義者、 各種の 破壊 
謀略 分子の 策動を うちやぶり、 隊列の 思想 的な 純潔 性と 統一 団結を 強める こと もで きなかった ◊そして 反動 どもの 
悪らつな 攻擊を しりぞけ、 大衆を 革命 闘争に 組織 動員す る こと も、 創建 後の 党を 急速に 発展させる こと も、 さらに 
党の 指導 的 使命を 十分には たす こと もで きなかった。 

将軍は 党 創建の 骨幹を つくりあげる にあたり、 なにょり もまず その 隊列を 労働者、 農民 出身の えらばれた 中核た 
ちで 新しく かためる ことを 重要な 原則と した。 

当時、 わが国で 党 創建の 骨幹を 築き あげる ことは、 既存の 共産主義者たち を 結束す る だけでは 解決で きない 問題 
であった。 なぜなら 既存の 共産主義者め 隊列の なかでは 派閥 闘争が 一掃され ず、 革命的な 思想 鍛練の たりない ブル 
ジョア 、小 ブル ジ •"ア •ィンテリが 多数を しめていた からで ある。 

共産主義 運動と 革命 闘争の 力強い 発展の ためには、 共産主義 隊列 そのものを 革命の 主力で ある 労働者 や 農民を 土 
台に して まったく 新しくう ちかた めなければ ならなかった。 こうして はじめて、 真に 革命的な マルクス •レー ニン 
主義の 党を 創建す る ことができ るので ある。 

したがって 将軍は、 労働者と 農民 出身の 先進 的な 人び とを 遊撃隊と 袓 国光 復会 をは じめ とする 革命 組織に うけい 
れ 、思想 教育と 実践 闘争を つうじて、 かれらを すぐれた 共産主義者に 育成す る ことに 大きな 力を そそいだ。 
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将軍は 抗日 遊撃隊を、 共産主義者たち の 骨幹を 育て あげる もっとも 重要な 学校と みなした。 遊擊 隊員たち はすべ 
て、 祖国 解放の ためにみ ずから 志願して 入隊して きた 人び とで あり、 敵との 武装 闘争では 命を もさ さげる 決意を も 
つ 労働者、 農民の すぐれた 息子 や 娘たち であった。 

このような 人び とを マルクス •レー ニン 主義で 教育し、 敵との 直接的な たたかいの なかで きたえあげるならば、 
かれらが いかなる 逆境の なかに あっても 屈する ことなく、 最後まで 革命の ためにた たかう 共産主義者に 育つ ことは 
明らかで あった。 

将軍は、 いくど もつ ぎの ように 強調した。 

「実際の 闘争で 洗練され、 点検され た 共産主義者たち は、 いつ、 いかなると ころに おいても、 わが 革命の 遂行に 
おいて 中核 的な 役割を はたす ことができる であろう。 われわれが どんな 難関に ぶつかる にしても、 かれらを 骨幹に 
して その まわりに 革命 大衆を しっかりと 結集させる ならば、 われわれは マルクス •レー ニ ン 主義 党を 創建す る こと 
も、 提起され た 複雑な 革命の 課題を 正しくな しとげる こと もで きる だろう。 したがって われわれは、 抗日 武装 闘争 
をす すめる 過程で、 われわれの 武装 隊伍を たえず 拡大 強化し、 敵との たたかいの なかで 共産主義者たち を 育成し、 
鍛練し なければ ならない」 

これは 将軍が 抗日 武装 闘争の 初期から 一貫して 守って きた 原則であった。 

人民 革命軍 部隊が いたるところで 敵を うちくだき 、祖国 光復 会の 組織が より 拡大され るに つれ、 生存と 闘争の 活 
路を もとめて いた 多くの めざめた 労働者 や 農民、 青年たち が 先を あらそって 遊撃隊に くわわった。 

かれらは みな、 きびしい 闘争の なかで 将軍の 指導と 教育を うけ、 短期間に 共産主義者に 成長した。 

将軍は その 偉大な 事業の 多忙な 日々 にも、 けわしい 山な みや 峰を こえ、 麾下の 部隊を 一つ一つたず ねて は 隊員た 
ちと じかに 会い、 かれらの 生活と 学習、 あるいは 任務 遂行の 状況な どをこ まかく きき、 具体的な 指導と 教育を ほど 
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こした 0 

部隊の 指揮官たち は、 多忙な 将軍が 何回も 自分たち をたず ねる 労を はぶく ため、 そのつど 具体的な 報告を 提出す 
る ことにして いた。 しかし それに 満足し なかった 将軍は、 I みんなが 提出して くれる 報告 や 通報 そのものは、 隊員 
たちのな つかしい 顔の かわりには ならない し、 かれらの 素朴な 心情を すべて 反映す る こと もで きない」 と 語り、 昼 
夜を わかたず 隊員たち をたず ね、 かれらの ために 心を くばり 教育を ほどこした。 

また 将軍は 直接、 隊員たち に 具体的な 任務を あたえ、 実際の 活動を とおして かれらを きたえ もした。 

このょうに 遊撃隊員た ちは 将軍の 直接的な 指導と 教育を うけ、 不屈の 共産主義者に 成長した。 かれらの なかには 
幼い とき 鉱山で あらゆる 苦しみを 体験したり、 農村で しいたげられ 、遊撃隊に 入隊して 共産主義者に 成長した 若 も 
の もいた し、 また 敵の ために 両親を 失い、 十代の 孤児の 身で 将軍の ふところに いだかれ、 成長す るに つれて 若く た 
くまし い 共産主義者に なった 隊員 もいた。 やさしく 純真な 少女から、 勇敢な 遊 _ 隊員と なった 女性 共産主義者 も 多 
かった し、 将軍に 教えさと され、 敵との 激しいた たかいの なかで きたえられた ィンテリ 出身の 共産主義者 も 少なく 
なかった。 

さらに、 かれらの なかには 最初から 遊撃隊に くわわり、 一 兵卒から 小隊 長、 中隊長と なり、 のちには 連隊長の 重 
貴を になうな ど、 有能な 軍事 指揮官に 成長した 人 も おり、 また 地下 革命 活動から 遊撃隊に くわわり、 すぐれた 政治 
活動家に なった 人 もいた。 

将軍は、 かれらを りっぱな 共産主義者 として 育て あげる ために、 つねに かれらを 厚く 信頼し、 かぎりなく 愛. し 
て やまなかった。 

将軍は もともと、 革命の 同志を この 世の なかで もっとも 貴い ものと 考えて いた。 そのため 革命の 同志を 得る ため 
にはきびしい難関や危険をもかえりみず、それを大胆にのりこえていった。まさに血をもって同志を獲得し、一度 
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手を とれば かれらを 心から 愛し、 あらゆる 努力を かたむけて たすけて いった。 じつに 母親の ような 心情で 同志たち 
に 気を くばり、 はげまし、 かれらが 誤りを おかせば 自分の ことのよ うに 胸を 痛め、 それを ただす ためには なにもの 
を も 惜しまな かった。 

将軍が 一九 三 六 年の 春に 北満 州から 白 頭 山の 西南 部 地帯に 進出した 際、 撫 松で 新しい 師団を 編成 するとき 問題と 
なった I 民生 団 J 容疑者 百 余 名を りっ ばな 共産主義者に 育て あげた 事実は、 その 代表的な 例の 一つで ある。 将軍は 
かれらを 心から 愛し、 かたく 信頼しながら、 教育と 実際の 闘争を つうじて、 かれらを みな 不換 不屈の 共産主義者に 
育成した。 

将軍は また、 各種の 革命 組織に おいても 共産主義者を たえず 育て あげて いった。 

わが国に 統一的な マルクス •レー ニ ン 主義の 党が なく、 また それを すぐさま 結成す る こと もで きない 当時の 状態 
では、 革命 組織を 拡大し、 その 祖織 にす ぐれた 闘士たち をう けいれ、 かれらを 系統的に 共産主義者に 育成し 鍛練す 
る ことは 非常に 大きな 专義を もっていた。 

将軍の直接的な指導のもとに、革命組織は広はんな革命大衆を日常的に教育し、かれらを実際の闘争にひきいれ 
ながら、 きたえられた 闘士に、 不屈の 共産主義者に 育て あげて いった。 

ここでと くに 重要な 役割を はたした のは 祖国 光復 会の 組織であった。 

祖国 光復 会は 統一戦線 体と して 創建され たが、 将軍は 最初から、 この 組織が わが国の 革命の 具体的な 実情から し 
て 党 創建の 地盤を かためる 任務を も 同時には たさなければ ならない と 考えた。 したがって 将軍は、 各階 層の 反日 大 
衆を 祖国 光復 会に 幅 ひろく 組織す る 一方、 かれらを 実際の たたかいで きたえながら 共産主義者に 育成す る 活動を も 
体系的に 指導した。 

こ のよう な 過程で 祖国 光復 会に もうらされ た 多くの 人び とは 階級 的に 急速に めざめ、 組織 生活と きびしい 実践 闘 
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争を つうじてた くまし い 革命 闘士に 成長した ◊祖国 光復 会の 指導部 もまた、 こうして 育てられた メンバ ーに よって 
構成され たが、 最初は まず、 かれら 自身が 共産主義者 として 育成され たので ある。 

将軍は 白 頭 山 根拠地を 拠点とし、 国内で 党 創建の 準備を 拡大す るた めに さまざまな 措置を とった。 

まず 国内に おける 共産主義者 たちの 活動を くわしく 把握し、 かれらに 朝鮮 共産主義者の 任務と 当面する 課題を 明 
らかに し、 祖国 光復 会の 下部組織を 党 創建の 基礎を ととのえる 拠点に する よう 指示した。 国内に 派遣され た 政治 H 
作 員たち は、 将軍が しめした 路線と 方針に したがい、 祖国 光復 会の 下部組織を 指導しながら、 各地で 分散 的に 活動 
していた 共産主義者た ちを 将軍の 唯一の 革命 路線に ひきいれた。 この 時期の 政治 工作員た ちの 活動は、 咸鏡南 道 一 
帯を はじめ、 江 原 道、 平安 南北 道から、 遠くは 京畿道 その他の 地方にまで のびて いた。 

金 日 成 将軍は 党 創建の 準備 活動を 国内に ひろげる にあたって、 反 分派主義 闘争に 特別な 注意を はらった。 

将軍は、 国内の 共産主義 運動に のこって いた 分派主義を 早く 一掃し、 共産主義 隊列の 統一を かためる ことが 党 創 
建 準備の 先決 条件で あると 強調した。 

将軍は 分派 的な 傾向と 徹底的に たたかいながら も、 分派の 同調者た ちを 一律に とりあつかう のでは なく、 主動 分 
子は 無条件に たたき、 一時的に 分派 分子に 利用され たか、 あるいは それに 追随した 人び とにたい しては、 かれらを 
分派 的 傾向から ひきはなして 教育す る 原則を うちだした。 それと ともに、 分派主義を 根 こそぎ なくす ため、 分派 分 
子が まきちらした 毒素の のこり かすと、 分派の 温床と なる 地方 割拠 主義 や 家族 主義を 一掃す るた たかいを 積極的に 
展開す るよう 強調した。 

政治 H 作 員と 国内の 堅実な 共産主義者た ちは 将軍の 方針に したがって、 共産主義 隊列 内に 入り こんだ 分派 分子 や 
異質 分子たち とのた たかいを くりひろげながら、 革命 隊列を 結束す る 活動を 積極的に おしすすめた。 

このような たたかいを へて、 共産主義者と 人民は、 朝鮮 革命の 偉大な 指導者 金 日 成 将軍の まわりに いっそう かた 
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く 団結す るよう になり、 党 創建の ための 組織的 準備は 全国的な 規模で 成功裏に 実現され ていった。 

将軍は 革命的な 党 創建の ための 骨幹を つくりあげる 活動と ともに、 マルクス •レ 11 ン 主義 思想の 唯一の 旗の も 
とに 共産主義者を しっかり 団結 させ、 思想と 行動の 統一を もたらす ための 活動を 力強く くりひろげた。 

ここで 重要な 役割を はたした のは、 将軍が みずから 作成した 祖国 光復 会の 綱領であった。 

祖国 光復 会の 十大 綱領には、 朝鮮 革命の 展望と 戦略 戦術が 全面的に 明らかにされ 集大成され ていた。 

当時の わが国に おける 社会経済 状態と 階級の 相互関係にたい する マルクス •レ— ニン 主義 的 分析に もとづいて、 
反帝 反 封建 民主主義 革命 路線と その 課題を 科学的に 明らかにした 祖国 光復 会の 綱領は、 やがて 創建 さるべき 党の も 
っと も 基礎的な 綱領で も あった。 

十大 綱領は 各地で 分散して 活動して いた 共産主義者たち に 正確な 闘争 目標と 戦略 戦術を あたえ、 共産主義者たち 
の 路線の 一致と 思想、 行動の 統一の 基礎と なった。 

また 綱領は、 共産主義者を 分裂 させようと していた 分派 分子と 左翼 日和見主義 者たち、 あるいは 朝鮮人 民の 民族 
的 および 階級 的 意識を まひ させようと 策動して いた 民族 改良主義 者たち に 甚大な 打撃を あたえた。 そして 綱領は、 
革命 隊列の 統一と 団結を もたらし、 広 はんな 人民 大衆の 革命 意識を 高める 強力な 武器と なった。 

このように 祖国 光復 会の 綱領は、 朝鮮 革命の 全般的な 発展に ついて だけでなく、 党 創建の 準備に おいても 決定的 
な 転換を もたらした。 

祖国 光復 会の 綱領は、 東 満州 一帯は もちろん、 北満 州の 遊撃隊 や 国内の 革命 組織と 人民の なかにまで 急速に 浸透 
していっ た。 

綱領の 偉大な 思想は 共産主義者た ちと 人民 大衆の 心を 強く とらえ、 かれらを 将軍の さししめす 闘争の 道へ とふる 
いたた せた。 
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各 遊撃隊と 革命 組織では 綱領に もとづいて、 朝鮮 革命の 性格、 革命の 対象と 動力、 政権 問題、 反日 民族 統一戦線 
運動な ど、 革命の 基本的な 戦略 戦術の 問題に ついて 熱心な 討論が すすめられた。 

a うした 討論には、 分派主義 や 左右の 日和見主義との するどい 思想 闘争が ともなった。 

その 過程で 遊撃隊員と 共産主義者たち は、 朝鮮 革命の 目標と 具体的な 闘争の 方途を はっきりと 認識す るよう にな 
り、 金 日 成 将軍を 中心として 組織、 思想 的に いっそう しっかりと 団結す るよう になった。 

こうして、 革命 路線の 確立を 契機に 革命的な 党を 創建し、 いかなる 困難に もめげ ず マルクス •レ I ニ ン 主義を 守 
りぬ き、 左右の 日和見主義 的な 誤りを おかす ことなく 革命 闘争を 正しく 展開し うる S- 想 的な 準備が できあがった の 
である。 

すべての 共産主義者を 唯物論 的 マルクス •レー ニ ン 主義の 世界観で しっかりと 武装させる 活動 も 力強く 展開され 

た。 

マルクス •レ— ニン 主義 的 世界観を 確立 するとい うことは、 古い 資本主義 社会は 滅亡し、 新しい 社会主義 —— 共 
産 主義 社会は 必ず 勝利 するとい う 確固と した 信念を もち、 社会を 革命的に 改造す る ことにす ベての 力を そそぎ、 労 
働 者 階級を はじめと する 勤労大衆を 捧 取と 抑圧から 解放す る 共産主義 偉業に 献身し、 革命 闘争に おいて ブ Q レ タリ 
ア的 階級 性と 革命 性を あますところなく 発揮す る ことを 意味す る。 

それは また 自分 個人の 名誉 や 利益の ためにでは なく、 人民 大衆と 革命の ために すべてを ささげ、 革命と その 指導 
者に かぎりなく 忠実で、 いかなる 逆境に おいても 革命的 節操を かたく 守る 不撓不屈の 革命 精神で 武装す る ことを い 

共産主義者たち がこうした 革命的 世界観で 武装した ときこ そ、 その 隊列の 銅 鉄の ような 団結と 革命 偉業の 終局 的 
な 勝利が 可能な ので ある。 
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それゆえ 得 軍は、 遊擊 隊員と 共産主義者たち を マルクス •レ ーニン 主毅〇 革命的 世界観で 武装させる 政洽 教育 活 
動を ねばり 強く おしすすめた。 

将軍に よれば、 学習と 革命は 切りは なすこと がで きない ものであった。 したがって 革命が 困難で 複雑に なれば な 
る ぼ ど、 学習を いっそう 強化し なければ ならなかった。 

将軍は つねに、 遊撃隊員たち にむ かってつ ぎの ような 意味の ことを 話した。 

「朝鮮人 民 革命軍は、 たんに 敵と たたかう だけの 軍隊では ない。 人民の 利益、 人民の 念願を 自分の 生命と 考え、 
それを 実現す るた めに たたかう 軍隊で ある。 したがって われわれは、 人民を 革命の 勝利へ とふる いたた せる すぐれ 
た 組織 宣伝 者、 教育者と ならなければ ならない。 そのためには、 まず 学ばなければ ならない。 学ばず して マルクス 
•レ 11 ン 主義 科学の 頂上を きわめる ことは できない。 基礎から 徹底的に 学ばなければ ならない の だ」 

将軍は また、 読経 式の 学習を きびしく 批判しながら、 学習は たんに 知識を うるた めの ものでは なく、 革命 闘争の 
糧を 準備し、 実践 闘争を りっぱに やりとげる ための 革命的 資源を 養う もので なければ ならない とのべた。 

遊撃隊員と 共産主義者たち は、 将軍の このような 教えに したがって、 マルクス •レー ニン 主義の 古典と 他国の 革 
命の 経験にたい する 研究を 朝鮮 革命の 実践的 諸問題にたい する 研究と 密接に 結びつけて すすめた。 

他の すべての ことと 同じように、 将軍は 学習で も 率先して 模範を しめした。 苛烈な 戦闘の さなかで も 学習を 中断 
しなかった。 いつも マルクス •レ— ニン 主義の 文献を 読み、 / 丨卜 をと り、 それを もって 隊員たち を 教育した。 
学問は 金の ある 人 だけが 学ぶ もので も、 学校に いかねば 学べない もので もな く、 敵と たたかいながら でも 学ぶ こ 
とがで きる の だと 隊員たち をはげ まし、 みずから 講師と なって 多くの 革命 理論を 隊員たち に 教えた。 そして 隊員 
たちに パンフレットを わけあたえたり、 学習 ノート をつ くって、 その 表紙に 隊員の 名前を 書き いれて やったり もし 
た。 
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抗日 遊撃隊の なかには、 書物 だけを 背負って 歩く 隊員が いた。 かれは 「行軍 図書館」 とよ ばれ、 みんなに 親しま 
れた 。部隊が 野営したり、 行軍 中に 小休止 するとき など、 かれは やおら 本の 荷物を ほどき、 「図書館」 を ひらく の 
だった。 すると 隊員たち は、 各自で むさぼる ように 読書を はじめた。 ときには 輪に なって 読書会を ひらく こと も あ. 
った。 かれらは はげしい 戦闘の あいまに も 決して 学習を ゆるがせには せず、 ゆく 先 ざき で 壁新聞 もつ くって はりつ 
けたり した。 紙がない ときには 木の 皮を むいて 書いたり もした。 

このように、 学習は 遊撃隊の 重要な 生活と なって いた。 重要で 困難な 任務が 課せられた ときは、 なおさら 学習に 
拍車が かけられた。 

将軍は 遊撃隊員と 共産主義者たち を 革命的 世界観で しっかり 武装 させ、 かれらの 政治 理論 水準を 高める ため 各所 
に 講習 所を つくり、 必要に応じて 集中 的な 学習を 組織した。 

共産主義者と 人民を 革命 思想で 教育す るに あたって、 革命的な 出版物が はたす 役割は きわめて 大きい。 

将軍は 南 湖 頭 会議と 東崗 会議の のち、 日々 に 拡大して ゆく 革命 隊列の 思想 的 水準を 高め 祖国 光復 会の 綱領を ひろ 
く 宣伝す るた め、 革命的な 出版物の 刊行 活動を いっそう 活発に おこない、 それにたい する 指導を 強化した。 

将軍は 朝鮮 革命の 性格と 任務、 共産主義者の 課題な どを 理論的に 解明した 多くの パンフレットを 書き、 政治 新聞 
や 政治 理論 雑誌を はじめ 各種の 出版 活動を 指導した。 祖国 光復 会の 機関誌 『三 •一  月刊』 をは じめ、 人民 革命軍 機 
関 紙 『曙光』、 人民 革命軍の 部内 出版物で ある 週刊 新聞 『鐘の音』 などが 発行され たのは、 ちょう どこの ころの こ 
とであった。 

革命的な 出版物は、 将軍の 正しい 指導の もとに 祖国 光復 会十大 綱領の 思想と 内容、 革命 路線と 朝鮮 革命の 戦略 戦 
術 問題な どを 解説し、 広 はんに 宣伝した。 これは 誤った 思潮を うちくだき、 共産主義者の 思想と 行動の 統一を 実現 
する うえで 大きな 役 -SIJ をはた した。 また 革命的な 出版物は 共産主義者と 大衆を , H 争へ とふる いたた せ、 かれらを 革 
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命にたい する 必勝の 信念と 不屈の 闘争 精神で 教育した。 こうして 革命的 出版物は 日本 帝国主義の きびしい 弾圧の も 
とで も 全国 各地に 普及され、 党 創建の 組織、 思想 的な 準備を ととのえる うえで 大きな 役割を はたした。 

将軍の 直接的な 指導の もとにす すめら れた 政治 教育 活動と 革命的な 実践 闘争を つうじて 、遊撃隊員と 共産主義者 
たちは マルクス •レ ー ニ ン 主義にたい して 確固と した 信念を もつ ようになり、 共産主義 思想の 偉大な 生活力を 肌で 
感じる ようになった。 かれらは、 帝国主義は 必ず 滅亡し、 社会主義 —— 共産主義は 必ず 勝利す る もので あり、 おそ 
かれ 早 かれ 日本 帝国主義 も 滅亡す るの だとい う 真理を 確信し、 祖国の 自由と 解放の ために あらゆる 難関を 克服し な 
がらた たかった。 マルクス •レ ー ニン 主義にたい する 確信が 強かった からこ そ、 かれらは 身を 切る ような 酷寒 も、 
たえがたい 飢え も 克服す る ことができた し、 絞首台に あがっても 共産主義の 輝かしい 未来と 独立した 祖国の 青空を 
心に えがき、 笑みを たたえながら 死んで いくこと がで きたので ある。 

じつに マルクス •レー ニン 主義は 抗日 遊撃隊員と 共産主義者たち に とって、 革命の ためには 死を も 堂々 とむ かえ 
る ことので きる もっとも 威力 ある 思想 的 武器で あり、 いかなる 難関に ぶつかっても すすむべき 明確な 道を さししめ 
して くれる 羅針盤であった。 

このように 将軍に よって 正確な 革命 路線と 戦略 戦術が うちたてられ、 それに もとづいて 共産主義 隊列の 思想 的統 
一が 成就し、 マルクス •レ ーニン 主義 教育に よって 抗日 遊撃隊員と 共産主義者たち が 不敗の 隊伍に 成長した ことに. 
より、 マルクス •レ 1 ーン 主義 党を 創建す るた めの 思想 的 準備は きわめて 成功裏にな しとげられた。 

祖国 光復 会の まわりに 広 はんな 大衆が 結集す るよう になり、 党 創建の 大衆 的 基盤を つくる 活動に おいても 画期的 
な 成果が 生まれた。 

遊撃隊員た ちは 将軍の 教えを 肝に 銘じ 、たんに 敵と たたかう だけの 戦士では なく、 人民を 教育す る 宣伝 扇動者と 
して、 人民を 組織 動員す る 組織 者と して、 ゆく 先 ざき で 大衆 工作を 強化した。 
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全国 各地に 派遣され た 政治 工作員たち は、 難関に も ひるまず 大衆の いる あらゆると ころに 深く 根を おろし、 各界 
各層の 大衆を めざめさせ、 かれらを 革命 組織と 大衆 団体に 参加させる ために 精力 的な 活動を おしすすめた。 

大衆との 活動に おいて 遊撃隊員と 共産主義者たち は、 つねに 大衆の 利益の ためには 自分の すべてを ささげて たた 
かいぬ き、 いかなる 場合に も 絶対に 大衆の 利益を そこなわず、 人民 大衆と 生死 苦楽を とも' にし、 人民の まえで つつ 
まし X 素朴で あり、 あらゆる 活動で 身を もって 模範を しめす 革命的な 大衆 路線と 人民 的な 活動 作風を 徹底的に 守り 
ぬいた。 

その 結果、 人民 大衆は 共産主義者 こそ 真の 愛国者で あると さとり、 自分たち の 運命を 共産主義者に ゆだね、 そ. の 
まわりに 結集して 未来を かたく 信じ 反日 闘争に 力強く 決起した。 

党 創建の 準備 活動は 全国的な 範囲で いつそ ラ 深く 根を おろし、 活発に くりひろげられて いった。 

とのょぅ に 党 創建の 準備が 力強く 展開され たのは、 金 日 成 将軍が マルクス •レ ーニン 主義 党を 創建す るた めの 正 
確な 方途を 明らかにし、 その 活動を りっぱに 導いた からで ある。 

将軍は 革命 活動の 初期から、 当時の 共産主義者の 隊列が 労働者 や 農民を 中核に して おらず、 正しい 革命 路線が な 
いために 人民 大衆を 一つの 旗 じる しの もとに 結集す る ことができず、 みにくい 派閥 闘争に 終始した ため、 共産主義 
者たち 〇. 思想、 行動 上の 統一が 生み だされて いなかった 一九二 〇 年代の 共産主義 運動の 基本的な 弱点を きわめては 
つきり と 見ぬ いていた。 

そのため 将軍は、 抗日 武装 闘争の 初期から 「党 再建」 の 看板を 真っ先に かかげて ただちに 党 創建を 宣言す る こと 
はまった く 無謀な ことで あると 断定し、 なにょり もまず、 初期 共産主義 運動が もつ 本質的な 弱点を 克服す るた めの 
徹底した たたかいを つぅじて、 党 創建の ための 土台を 組織的に も 思想 的に も しっかり 築き あげる ことに 全力を そそ 
いだ。 
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将軍は 一九 三 三年 九月、 小汪 清遊 撃 根拠地の 司令部で つぎのようにの ベた。 

「党 —— 、これは われわれを あらゆる 勝利へ と 導く ものである。 したがって マルクス •レー ニン 主義 党を 創建す 
る ことは、 われわれ 朝鮮 共産主義者の まえに 提起され たもっと も 切実で 基本的な 任務で ある。 もちろん、 だからと 
いって 一部の 分派主義 者たち が 主張す るよう に、 われわれは いまの 状態で ただちに 党を 創建し ようとい うのでは な 
い。'  われわれが なんらの 準備 も 革命的な 力量の 蓄積 もな しに、 いますぐ 党を 創建す る ことができ ると 考えるなら 
ば、 それは 空中に 家を 建てよう とする のと 同じく、 むなしい 妄想に すぎない。 したがって われわれは、 もっとも 慎 
重に、 そして もっとも 精力 的に 党を 創建す るた めの 組織的、 思想 的な 土台を 一歩一歩 築いて いかなければ ならな 
いので ある」 

事実、 一九二 〇年 代の 共産党を 破壊した 派閥 闘争の 常習者た ちが 依然として 共産主義者の 隊列 内に のこって いる 
状況の もとでは、 比較的 長期 間の 実践 闘争を へる ことなしには、 新しい 共産主義者を 育て あげる こと も、 党 創建の 
大衆 的 基盤を 築き あげる こと も、 そして また 共産主義者と 革命 組織を 一つの 統一 体に しっかりと 結束させる こと も 
期待で きなかった ので ある。 

金 日 成 将軍は また 党を 創建す る 活動で、 事大主義、 教条主義 的 傾向を 徹底的に 排撃し、 確固と して 主体性を 堅持 
した" 

•将軍は 朝鮮 革命の あらゆる 問題と 同じく 党 創建 も、 まさに それを 実現す る 主体的な 要因で ある 朝鮮 共産主義者の 
隊列の た ゆみない 拡大 強化と、 それを 指導す る 中核 勢力の 準備と、 そして 大衆の 意識 水準の 高まりに かかって お 
り、 それを どう 準備す るかに 問題解決の 基本的な 鍵が あると 考えた。 

そのため 将軍は、 いわゆる 「国際 路線」 とか コミンテルンを あてに せず、 朝鮮の 具体的な 実情に あうよう に、 朝 
鮮 共産主義者 たちの 力に 依拠し 自主的で 独創的な 党を 創建す る 基本 原則を 明らかにした ので ある。 
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一九 三 三年の 四月から 五月に かけての コミンテルンの 派遣 員との 会談に おいて、 すでに 将軍は、 朝鮮人は 朝鮮 革 
命の ためにた たかわなければ ならない と 強調し、 党を 創建す るた めには 主体的な 立場に しっかりと たたな けれ ♦はな 
らず 、分派 分子は 決して 共産主義 運動を になえる ものでは ない ことを 明らかにした。 

一九 三 六 年 十二月、 将軍は 国内の 共産主義者た ちとの 談話に おいても、 一部の 共産主義者の なかで、 あたかも コ 
ミン テ ルンの 批准が あって こそ 党を 組織す る ことができ、 朝鮮人 自身の 手では 党を 組織で きない かの ように 考える 
誤 〇 た 見解を 強く 批判しながら、 党 創建の ための 主体的な 立場に ついて つぎのように 明らかにした。 

「マルクスが 党を 創建した のは、 だれかれ の 批准 や 承認を うけてから そうした のでは ない。 問題は コミンテルン 
の 批准が あるか、 ないかに あるので はない。 重要な ことは 朝鮮の 共産主義者たち が 主体的な 立場で 党を 組織し、 朝 
鮮 革命を 正しく 指導して ゆく ことなの である。 こうして 組織され た 党が 革命 闘争を りっ ばに おこなえば、 コ ミン テ 
ルンは 自然につ いてきながら その 党を 承認す るよう になる であろう」 

事大主義 者 や 分派主義 者の 空虚な 主張とは 完全に 対立す る 将軍の 立場は、 そのころ 右往左往して いた 共産主義者 
たちに 確固と した 信念と 明白な 進路を しめした。 

将軍は また、 党 創建の 準備 活動を 実際の 闘争とは なれて 手工業 的に おこなう のでは なく、 武装 闘争、 統一戦線 運 
動と 密接に 結びつけて すすめる 原則を 堅持した。 

マルクス •レー ニン 主義 党 創建の ための 準備 活動は、 金 日 成 将軍の 朝鮮 革命にたい する 闘争 路線の もっとも 重要 
な 部分の 一つであった。 しかし 日本 帝国主義の ファッショ 的 暴圧が 絶頂に たっして いた 当時の 情況では、 党 創建の 
準備 活動は 武装 闘争に 依拠して こそ 実現す る ことができ、 広 はんな 統一戦線 運動と 結びついて こそ、 その 大衆 的 基 
盤を しっかり 築き あげる ことができる ので ある。 武装 闘争は 党 創建の 準備 活動を 促進させる 決定的な 手段で あり、 
統一戦線 運動は 党 創建の 準備を 強固な 基盤のう えで 披大 強化す る 推進力であった。 
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将軍は このょうな 相互関係を 正しく 見ぬ いていた ために、 武装 闘争と 統一戦線 運動を 発展 させながら、 同時に 党 
創建の 準備 活動を 幅 ひろく 展開す る 創造的な 原則を うちたて、 これを 徹底的に 堅持した ので ある。 

このょうに 金 日 成 将軍の 科学的で 主体が 確立した 正しい 路線が あり、 その 賢明な 導きが あった からこ そ、 苦難に 
みちた 武装 闘争の さなかで も マルクス •レ ーニン 主義 党の 創建 準備が 成功裏に おしすすめられた。 

党 創建の 組織的、 思想 的な 基盤は、 その後の 闘争の 過程で いっそうし つかりとう ちかた めら れ 、これが 八 •一  五 
解放 後に 創建され、 強固に 発展した 革命的な マルクス •レー ニン 主義 党 —— すなわち 朝鮮 労働党の 根源と なった の 
である。 
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1 普天堡 のの ろし 

軍国主義 日本は、 中国 本土と ソ連にたい する 侵略戦争の 準備に 狂奔して いた。 

日本 帝国主義 者たち は 全 アジアに 燃え ひろがる 火の手を 想像しながら、 そこから 生み だされる 「無限なる 収入」 
を 計算して いた。 

かれらの 軍隊は、 すでに 突撃 線 上に いた。 その 前途に たとえ 滅亡が 待ちう けて いたと しても、 とどまる ことは も 
はや 考えられない ことであった。 なぜなら 連続 的な 侵略と 無謀な 突撃 こそは、 軍国主義 そのものの 本性で あるから 
である。 

しかし 日本の 侵略者た ちは 全 アジアを 征服し ようとい う 野望に いらだちながら も、 自分の 政治 版図 内に ある 白 頭 
山を 中心に、 金 日 成 将軍が つきつける 朝鮮人 民 革命軍 部隊の 軍事的な 攻撃と 政治的な 攻勢にたい しては、 ただぼう 
然となら ざるを えな かつた。 

恐怖に ふるえ 極端な ノ ィロ ーゼに おちいった 侵略者たち は、 一九 三 六 年の 末から 翌年の 春 さきごろまで、 ふたた 
び 朝鮮人 民 革命軍にたい する 気ち がいじみ た 「討伐」 をく りひろ げた。 

L かし それ も、 むだだった。 おそいかかる 敵を 痛烈に うちのめした 人民 革命軍 部隊は、 すばやく 撫松 県の 西岗密 
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営べ と 移り、 新しい 作軟を 準備して いた。 

敵の 大 「討伐」 部隊は 人民 革命軍が 移動した こと も 知らず、 深い 雪に おおわれた 長 白 県の 山々 を 空しく 見張って 
いた。 遊撃隊の 行方を 見失った 敵は、 どうに もなら ない 自分たち の 立場を とりつくろおうと 「金 日 成 負傷、 治療 
中」 とか、 「金 日 成 部隊 全滅」 などと いう 根 も 葉 もない デマ 宣伝を くりかえした。 

その後 一か月が すぎ、 やっと 人民 革命軍 部隊が 移動した ことを 知った 敵軍の 将兵たち は、 あまりの ことに おどろ 
いて、 「金 日 成の 戦術は 神出鬼没 だ。 いままで 長 白 県に いたのに、 いつ、 どこからぬ けで て撫 松へ いったの だろ 
う」 と 目を まるくし、 また 痛い目に あう かも 知 もれない とお それた。 

ちょうど そのころ、 将軍は 部隊を 西崗密 営で 休息 させながら、 かれらの 軍事 政治学 習を 指導す る 一方、 すでに 構 
想して いた 国内 進攻 作戦を ねって いた。 

当時の 朝鮮の 状態は じつに 暗たんと していた。 日本は 全 アジアを 支配す る 凶悪な 計画を たて、 その 「後方」 であ 
る 朝鮮では 形容を 絶す る 略奪と 弾圧を 強行して いた。 かれらは 「内 鮮 一体」 とか、 「同祖 同根」 などと 騒々 しく さ 
わぎた てる 一方、 国内の 愛国者たち を 手 あたりし だいに 投獄し、 虐殺した。 かれらは 朝鮮の 民族 文化を 抹殺し よう 
とした だけでなく、 はては 朝鮮語の 使用 さえ 禁止した。 農 土は 軍需工場の 日 かげと なり、 民族 経済の 全面的 破産の 
うえには 買 弁 資本の 毒き のこが 生え、 日本の 財閥が わがもの 顔で ふるまった。 

まさに 太陽 や 月 さえ 光を 失な う 暗く みじめな 歳月であった。 自分の 大切な もの すべてを 奪われた 朝鮮人 民は、 ひ 
た すら 金 日 成 将軍の 武装 隊伍を 唯一の 希望と して あおぎみながら、 文字 どおり 生か 死 かの 岐路で さまよって いた。 

こうした とき 金 日 成 将軍は みずから 部隊を ひきい、 朝鮮 国内に 進出して 敵を うちやぶり、 苦しみ もだえる 朝鮮人 
民の 頭上に 救国の のろしを 高く かかげ、 かれらの 胸に 勝利の 信念を いだかせようと 決心した ので ある。 

将軍は 一九 三 七 年 三月、 撫松県 西崗で 朝鮮人 民 革命軍 部隊の 幹部 会議を ひらき、 国内 進攻にたい する 戦略 的な 方 
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針を さししめした。  / 

「 …… われわれは 国内に 進出し なければ ならない。 そうして こそ、 日本 帝国主義の 統治の もとで 苦しんで いる 国 
内の人 民に 革命の 勝利にたい する 信念を あたえる ことができる。 朝鮮人 民の 息子 や 娘で ある われわれ 人民 革命軍が 
健在だと いう ことを 知らせる だけで も、 それは 人民に i っては 大きな はげましと なり 力と なる の だ。 われわれが 祖 
国へ 進出す るのは、 大都市で も 攻撃して 占領し ようとい うのでは ない。 朝鮮には いって 銃を 何 発 かう つ だけで も、 
それは 人民には かり 知れない 大きな 力を あたえる の だ。 気骨 あるた くまし い 朝鮮 共産主義者の 大 部隊が 連合して 威 
風 堂々 と 進出 すれば、 それは まさしく 一大 示威と なる。 わが 人民に 朝鮮は 必ず 解放され ると いう 確信を あたえる と 
ころに、 国内 進出の 巨大な i が あるの だ」 

将軍は 普天堡 一帯と 茂 山地 区に 進出し、 敵を 掃討す るた めの 国内 進攻 作戦を たてた。 

将軍の 戦略上の 方針に したがって 各 部隊の 具体的な 行動方針が 決定され た。 将軍が ひきいる 主力部隊は、 撫松県 
西 崗の密 営から 中部を 主要 打撃の 方向と きめて 長 白から 普 天堡へ 進撃し、 崔賢 連隊長が 指揮す る 部隊は 東部を 補助 
打撃 方向と して 安 図、 和 龍を へて 茂 山地 区へ 進出し、 敵を 掃討して ふたたび 長 白 県 黒瞎子 溝の 密 営に 帰り、 他の 一 
部隊は 西部を 補助 打撃 方向と さだめて、 国内と 隣接した 臨 江 一帯から 長 白へ とすす みなが ら敵を うつ 作戦で あっ 
た C 

将軍は 敵を 分散して 混乱に おとしいれる ために、 補助 打撃 方向を うけもつ 部隊を 先に 出発 させた。 こうして 敵を 
収拾の つかない 混乱に おとしいれた 得 軍は、 主力部隊を ひきい 主要 打撃の 方向で ある 普天堡 をめ ざして 遠征を 開始 
した。 

このと き 将軍は 主力部隊の 普天堡 進出を かくすた め、 まず 先に 小 部隊を 撫 松と 臨 江の 県境に ある 海青嶺 へ -tr かわ 
せ、 通過して ゆく 敵の 軍用 自動車を 襲撃 させた。 二 か 月 以上 も 革命軍の 行方を もとめて 奔走して いた 敵は、 思い も 
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かけない 場所で 不意の 襲撃を うける 破目に なった。 あわてふためいた 敵は、 ふたたび この 方面に 兵力を 集中し はじ 
めた。 しかし 結局 かれらは、 将軍の たくみな 戦術に ょって またまた 空っぽに なった 撫 松、 濛江 地区に 集まる 結果と 
なった。 

こうした とき 部隊を ひきいて ふたたび 長 白に 進出した 将軍は、 待ちに 待った 国内 進攻 作戦の 具体的な 準備に 着手 
した。 

まずは じめ に、 そのころ 長 白 県に 派遣され て 工作を していた 権 永 壁 同志を 偵察に だし、 普天堡 一帯の 軍事、 地理 
的 条件と 敵の 動静を さぐらせ、 一九 三 七 年 五月 二十 五日には、 長 白 県 二十 道 溝の 山中で 国内の 同志たち と 会い、 当 
面の 闘争 方針を しめした のち 普天堡 一帯にたい する 詳細な 偵察を 指示した。 こうして 将軍は、 総合され た 偵察 資料 
にもとづいて 具体的な 戦闘 計画を たてた。 

将軍の ひきいる 部隊が 黒瞎子 溝で 国内 進攻の 準備を ととのえ ていたと き、 崔賢 連隊長が 指揮す る 部隊は 将軍の 命 
令 どおり 敵の 厳重な 警戒 網を ついて 茂 山地 区へ 進出し、 国境 一帯に 駐屯して いた 敵軍に 大打擊 をく わえ ていた。 

国内の 敵情を さぐって いた 将軍は、 普天堡 襲撃を 即刻 断行す る 決意を かためた。 

将軍は 黒瞎子 溝の 密営に 近い 山林の なかで 隊員たち に、 祖国の 地に ひびきわたる 銃声は 敵の 頭上に 火を 放つ こと 
であ ヴ 、朝鮮は 死なずに 生きて いると いう 信念を 人民に いだかせる ことになるだろう とのべた。 

部隊は 深い 感動につつ まれ、 夢にまで 見た なつかしい 祖国へ むかって 出発した。 行軍す る 部隊の 気勢は、 まさに 
泰山を も. ゆりうごかす 勢いであった。 

遠征隊は 六月 二日、 予定され た 時刻に 二十 三 道 溝の 入口に ある 部落に 到着し 一晩の 休息を とった。 そして 翌 三日 
の 朝には、 はじめて 祖国の 山河が 見 わたせる 口 隅 水 谷の 丘に のぼった。 

おそらく、 この 地球が 生まれて 以来 こんにちまで、 白 頭 山の 天 池から 流れつ づけて いるに ちがいない 鴨 緑 江の 青 
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い 流れが 眼下に くねり、 高く 低い 山な みが、 はるか 遠くにまで つらなって いた。 

やむ ことを 知らない 吹雪を ついて すすむ 苦難の 行軍のと きも、 けわしい 戦闘の さなかで も、 異国の 星空を 屋根と 
する かがり 火の そばでの つかのまの 眠りの なかで も、 なつかしく よびつ づけて きた 祖国 —— 、その 祖国の 荘厳な 姿 
を まえにした 隊員たち は 感激の あまりもの もい えず、 ただ 目が しらを おさえる だけだった。 

日が 暮れる と 部隊は ふたたび 夜め 闇を ぬって 行軍し、 口 隅 水の 流れに いかだの 橋を かける とす ば やくむ こう 岸に 
わたった。 対岸には 傾斜の 急な 崑将徳 の 丘が たちはだかって いた。 

夜 明 付 まえ、 隊伍は 崑将徳 の 丘のう えに たどりついた。 将軍は 休息 命令を くだした。 ここで 隊員たち は、 夢に ま 
で 見た 祖国での 最初の 朝を むかえた。 六月 四日の ことだった。 

朝の 光を あびて 輝くな つかしい 祖国の 山河 —— 、それを 見つめる 隊員たち の よろこびは たとえよう もなかった。 
崖のう えで 背 くらべを している 朝鮮 唐松の ありふれた 風景で すら、 それが 祖国の 地の 一部で あると いう だけで、 こ 
の 世に またとない 美しい 景色の ように 思われ、 感嘆を 禁じえなかった。 ある 隊員は 感激の あまり、 思いっきり 草の 
うえに ころがっ た。 また ある 隊員は 土を にぎりしめ ては ほほず りさえ した。 

将軍の 顔が 紅潮した。 将軍は、 はげしく こみあげて くる 熱い ものを おさえ きれない かの ように、 -0 のまえ に ひろ 
がる 普 天堡の 街な みや、 はるか 遠く、 もやの なかに うかぶ 祖国の 山河に 燃える ような 視線を おくって いた。 

崇高な 思想の 探究へ とはげ まし、 知略と 勇気を はぐくんでくれ た 大地 —— 、水を わたって 千里、 陸を かけめぐっ 
て 千里の たたかいの 日々 にも、 ほほえみと 歌を あたえて くれた 母なる 祖国 —— 。しかし その 母なる 大地は、 侵略者 
たちの 目に 見えない 鎖に よってつな がれ、 苦しみ もだえながら 救いを もとめて いるの だった。 救援 者と しての 偉大 
な 使命を になっ た 将軍に と. っては、 侵略者、 —— 吏 どもを うちのめして こそ 真に 祖国と あいまみ える ことができ 
るので あり、 不幸な 祖国を 救う ことができる のであった。 
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闘志は 炎の ように 燃えさかった。 将軍は ふたたび 偵察隊を 普 天堡の 街に 派遣した。 そして 真 将徳の 草 むらで 指揮 
る 

ル. 官た ちの 集まりを もち、 各 区 分隊に 戦闘 任務を あたえた。 

M  :: 暗くな って 部隊は 崑将徳 をく だり、 佳 林 川を わたった。 将軍の 指揮所は 街の 周囲を 流れる 佳 林 川の ほとり、 でろ. 
. -0. 木の したに さだめられた。 

親 .夜 十 時—。 闇を つんざく 銃声が 街に ひびきわたった。 

A« : .t たたく まに 赤々 と 燃え あがる 炎 —— ^ 普 天堡は 真昼 0 ように 明るくな った。 火の手は 面 事務所 (日本の 町役場に 
第 あたる)、 山林 保護区 事務所、 郵便局、 消防隊 本部、 金融 組合な どでは げしく 燃え あがり、 火の粉が 空 高く 舞い あ 
がっ ? C A 'A 民 革命軍 部隊が すばやく 警察署を はじめと する 敵の 統治 機関を 占領し、 つもりつ もった® ® の 火を 放っ 
，たので ある。 

普天堡 そのものが 巨大な のろしで あった" それは、 朝鮮が 死なずに 生きて いると いう 事実を 明らかにした のろし 
であり、 暗く きびしい 祖国の まえに、 苦痛に 身 もだえして いた 人民の まえに、 革命と 解放の 前途を 照らし だすの ろ 
.しで も あった。 それは また、 人民の 救援 者の 偉大な 姿と、 その 足 もとで ネズ ミの ように ふるえて いる 侵略者た ちの 
みにくい 正体を、 世に あますところなく さらした のろしで も あった。 

.「朝鮮 独立 万歳— •」 

.「朝鮮 革命 万歳 1J 
「金 日 成 将軍 万歲丨 •」 

路地と いう 路地から とびだして きた 同胞たち は、 感激の 涙に うち ふるえる 歓声を あげなが ら 、人民 革命軍 部隊の 
隊員たち とだき あって おどりあがった。 街ぢ ゅうには 「祖国 光 復会十 大 綱領」 と 「朝鮮人 民に 檄十！ 」 などの 布告 
文と 激文 、ビラな どが はりだされた。 
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i  普 天堡〇 のろし 


金 日 成 将軍の 名義に よる 布告 文 「朝鮮人 民に 檄す！ J には、 つぎのように 書かれて いた" 

「凶悪 このうえない 強盗 日本 帝国主義は 朝鮮を 占領して から 二十 余 年間、 総督 政治と いう 植民地統治に よっ 
て、 わが 朝鮮 同胞を 踏みに じり 虐殺して いる。 そのため わが 朝鮮 同胞は かれらに 血と 汗から なる 財産を こと ご 
とく 略奪され、 悲惨な 植民地 奴隸の 生活を しいられて きた。 

それば かりで なく かれらは わが 民族を 第二次大戦の 弾丸よ けと して、 中国を 侵略す る 戦争の 道具に かりたて 
ている。 わが 朝鮮 民族は、 いま 生死 存亡の 危機に さらされ ている。 われわれは わが 民族の 活路を 切り ひらき、 
自分たち の 生活を 打開し、 日本 帝国主義を 打倒して 祖国を 解放す るた めに たたかう 朝鮮人 民 革命軍で ある。 わ 
れわれ が 六、 七 年の あいだ、 満州の 広野に おいて 日本 帝国主義 侵略者た ちとの 決死 的 闘争で これに 致命的な 打 
撃を あたえて きた ことは、 世人が ひとしく 認めて いると おりで ある。 

わが 軍は、 朝鮮に いる 愛国の志士と 熱血 的な わが 軍の 勇士との 強力な かたい 団結のう えに、 朝鮮 民族の 血を 
吸い とって 腹を こやして いる 吸血鬼 朝鮮 総督府と 直接た たかう 目的で 豆満 江と 鴨 緑 江を わたり、 咸鏡 南北 道 一 
帯に 遠征して きたので ある。 

不幸な 朝鮮の 同胞 兄弟よ！ 

すみやかに 決起して 反日 民族 統一戦線に 団結し、 各種の 闘争で もって わが 軍の 遊撃戦に 呼応せ よ！ 

一日 も 早く 日本 帝国主義 統治を 粉砕し、 真正な 朝鮮人 民の 政府を 樹立す るた めに 邁進し よう I 

一九 三 七 年 六月 一日 

朝鮮人 民 革命軍 北朝鮮 遠征隊 

司令 金 日 成  J 

人び とは 先を あらそって 警察官 駐在所の まえの 通りに おしよせた。 かれらは 夢にまで 見た 民族の 英雄 金 日 成 将軍 
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..を まのあたりに する 感激と 興奮で わきたって いた。 

か. 将軍は 歓呼す る 群衆に 熱い 答礼を おくりながら 街には いった。 

妙： 将軍は 凶悪 無道な 日本の 侵略者たち を 糾弾した のち、 祖国の 自由と 独立の ためにす ベての 反日 愛国 勢力が かたく 

g 団結し、 日本 帝国主義に 反対して たたかわねば ならない と 訴える 演説を おこなった。 

朝. やがて 惜別のと きがき た。 将軍と 遊撃隊員たち は、 別れの 悲しみに うち ふるえながら 手を ふる 同胞たち に、 また 

A* 会う 日の 約束を かわしながら、 炎で 赤く 染まった 普 天堡に 別れを つげた。 

第  人民 革命軍の 普天堡 襲撃に かんする 急報を うけた 日本の 軍警は 肝を つぶさん ばかりに おどろき、 さっそく 緊急 非 
常 会議を 召集した。 

あとの 祭りと いう ことばが あるが、 それを 地でいく かの ように、 四方八方から 部隊が 集まりは じめ た。 まず 大川 
警部が 引率す る 警察 隊が普 天堡に かけつけ、 つづいて 広 橋、 今 村、 栗 田 部隊と、 その 付近の 国境 地帯に 出動して い 
た 飯 野、 隈田 部隊、 そして 長 白に いた 呉 部隊な どが いっせいに 追撃を 開始した。 

一方、 金 日 成 将軍が ひきいる 部隊は、 翌 六月 五日、 傾斜の 急な 口 隅 水の 丘のう えに 陣を しき、 追撃して くる 敵を 
待機して いた。 

はじめに 口 隅 水の 谷間に あらわれた のは 大川 部隊であった。 このと き 将軍は 敵を 二、 三十 メ！ トルの 線まで 接近 
させた のち、 射撃 命令を くだした。 敵 味方の あいだで 猛烈な 射撃 戦が 展開され た。 しばらく 戦闘が おこなわれた の 
ち、 将軍は 敵側の 弾薬が 底を ついた のを 見やぶ ると、 銃を うたずに 石を ころがして 敵を うてと 命令した。 

隊員たち は、 あらかじめ 準備して おいた 石を ころがしは じめ た。 ころげおちる 石は 岩に ぶつかって いくつかに わ 
れ 、勢いよ く 落下して いった。 石の なだれを うけた 敵は 逃げ場を 失って 悲鳴を あげ、 岩の すきまに へばりついた。 
だが それ もむ だだった。 敵は 文字 どおり、 すわっても うたれ、 たっても うたれる 逃れよう のない 立場に おかれて し 
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1 普天堡 のの ろし 


まゥた ゥ かれらは 当時 〇- 状況を つぎ 0 ように 記録して いる。 

「午前 十一 時 ごろ、 敵は 山頂から いっせいに 大きな 岩を ころがしながら 気勢を あげ、 勢いに 乗じて 猛烈な 逆襲に 
転じ、 わが 方の 殉職者から 武器、 弾薬を 奪取、 …… これに 先 だち 大川 警部は、 すべて 終った と 断念し、 …… 全員 枕 
をなら ベて 討死す る 覚悟を かため、 生存者 集まれっ と 叫んだ が、 このと きすで に 川 本、 林、 安藤な どの 各部 隊長は 
みな 弾薬が きれた うえ、 重傷を 負い、 集. まった 者わず か 十 余 名 …… であった」 (咸鏡 南 道 替察部 発行 『咸 南瞀 友』 一九 三 
七 年、 六〜 七 ぺ—ジ )。 

大川 部隊が 全滅した という 急報を きいた 今 村 部隊の 兵士たち は、 たがいに 「自分が やられる の も 知らず、 あとを 
追って 死んだ 大 川は バヵの 骨頂 だ」 と 非難した という。 

このように、 将軍の 指揮の もとに 人民 革命軍 部隊は 敵を 射撃と 石 攻めで 壊滅 させた ので ある。 

口 隅 水の 丘の 戦闘で 勝利した 将軍は、 敵 連合 部隊の 追撃を 予測して 革命軍 部隊を すばやく そこから 撤収し、 悠々 
と 帰路に ついた。 

普 天堡の 街に あらわれた 人民 革命軍の 偉容に ついては 敵側まで が、 r …… その 活動が 組織的で あり、 よく 統制が 
とれて いたと いう ことは、 じつに 一国の 独立した 軍隊と 少しも かわりなかった」 (咸鏡 南 道 警察 部 発行 『威 南替 友』 
一九 三 七 年) と 書かざる をえ なかっ た。 また、 普天堡 戦闘で こうむった 日本の 敗北の 状況に ついて、 当時の 新聞は 
つぎのように 報道して いる。 

「台風 一過 後の 普天堡 

普 天 面 事務所、. 郵便局、 山林 保護区、 …… 消防 会館な どの 重要な 建物が 全部、 一夜のう ちに 灰と なった。 まず 駐 
在所を たずね、 左右を 見 まわす と、 あわれに も 事務室は 銃弾で 蜂の巣の ように 穴 だらけと なって いた。 …… 面 事務 
所、 そこは いま も 煙が もくもくと たちの •ほり、 柱と 梁が 燃えて 真っ黒な 炭の かたまり だけが つみあげられ、 文書の 
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第 八 章 朝鮮は 生きて いる 


束 も そっくり 燃えて しまって、 その 灰が 風に 舞って いた」 
(『東亜 日報』 一九 三 七 年 六月 九日)。 

普 天堡_ 闘で うけた 惨敗に ついて、 当時の 恵 山 @ 察 署長で 
あった 塩 谷は、 『普 天堡 事件に ついての 感想』 という 一文の 
なかで つぎのように 書いた。 

「六月 四日 午後 十一 時 二十 五分、 …… 佳 林 駐在所から 緊急 
電話を うけた 刹那、 わたしは 予想 だに しなかった あまりに も 
重大な 事件の 突発に、 まるで 後頭部を、 が あんと なぐられた 
かの ように 全身が 硬直した」 

つづけて 塩 谷は、 遊 擊隊を 追撃した 自分の 警察 隊が 苦戦を 
なめた 事実を 指摘しながら、 つぎのように のべて いる。 

「刻一刻、 わが 方の 不利な 情勢は 度を 深めて ゆき、 心身が 
燃えつ きる かの ようであった が、 仏道で いう 地獄で も あると 
すれば、 実際 その 暗黒の もとで 彷徨す る 餓鬼の 思いに も 似 
て、 そのと きの 悲愁、 痛憤、 苦悩、 焦慮と いう ものは、 まさ 
に 筆舌に つくしが たい ものが あった。 …… 考えてみれば 普 天 
堡 事件に 関しては、 千日 も かけて 刈り とった 茅を 一瞬に して 
灰に して L まった 気持ちで ある。 将来、 警備 対策 上に おいて 
偉大な 教訓を うけた が、 あまりに も 大きな 犠牲を だした ため 


1 普天堡 のの ろし 


上級 機関、 罹災者 その他 一般社会にたい し、 自分は 責任を 痛 
惑す る。 …… ああ 六月 五 m!  一生 忘れられない 悲しい 記念 
日で ある」 (咸鏡 南 道 替察部 発行 『咸 南眘 友』 一九 三 七 年、 十七〜 
二〇 ベ ー ジ)。 

普天堡 戦闘で 勝利した 人民 革命軍 部隊は、 意気 高らかに 黒 
瞎子 溝の 密 営に 帰って きた。 そこには 補助 打撃の 任務を うけ 
て 進出した 部隊 や 他の 部隊が、 戦闘 任務を りっ ばには たして 
ひきあげて きていた。 

黒瞎子 溝の 密営に 集結した 人民 革命軍 部隊は、 囯内 進撃の 
勝利を 祝う 盛大な 大会を ひらいた。 

将軍は 勝利を 熱烈に 祝福しながら、 こうした 成果を 記念す 
るた めに、 日本の 侵略者を いっそう 強力に うちくだく 英雄的 
な 戦闘を 組織し ようと 提議した。 将軍の 提議は 全 指揮官と 隊 
員たち. の 絶対的な 賛同を えた。 

新たな 決意を かためた 人民 革命軍 部隊は、 天を も <> く 勢い 
で 黑瞎子 溝の 密営を 出発し、 間 三 峰に むけて 行軍した。 六 百 
余 名で 編成され た 人民 革命軍 連合 部隊が 将軍の 親 率の もとに 
間 三 峰 地域に 到着した のは、 一九 三 七 年 六月 二十 九日の こと 
だつ た。 
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朝鮮人 民 革命軍 部隊の 国内 進出に かんする 


間 三 峰は 千古 斧を 知らぬ 大木が 生い茂った 高原 地帯の なかに そびえる、 まるで 海の なかの 孤島の ような 三つの 峰 
^  から なって いた。 i はこの 三つの 峰の まわ ヴに 宿営 地を さだめた のち •隊員たち に 休息 命令を くだした。 

1 j  そのころ 敵は、 みじめな 敗北を 挽回し ようと 血 まなこに なって いた。 しかし、 かれらの 士気は 一向に あがらな か 
I  った 6 價境に 配置され た 守備隊と 警察 隊は 、逃げ だす ことば かり 考えて いた。 そして 隊から 逃げ だす 口実を つくる 
朝 ために、 自分で . i 分を 射った々、 仮病を つかったり、 のどに やき ごてを あてたり するな ど、 ありと あらゆる 悲喜劇 
A1 を 演じて いた。 

第  国境 一帯の 兵卒たち が こんな 状態では、 「討伐」 など 思い も よらぬ こと だと 考えた 「朝鮮 総督府」 は、 さっそく 
緊急 会議を ひらいて 朝鮮 駐屯 軍 第 十九 師団 所属 威 興 七十 四 連隊の 兵カ ニ 千 余 名と、 長 白 駐屯 偽満軍 混成 旅団の 約 五 
百 名を 動員した。 

咸興 駅前の 広場では 騒々 しい 儀式が くりひろげられた。 かれらは 市民を 強制的に かりだして、 いわゆる 「討伐 
隊 J の 「壮行会」 なる ものまで おこない、 人民 革命軍を 全滅 させて みせる と 豪語した。 このと き 日本 帝国主義の 手 
先で ある 金 錫 源は、 武運 長久と 血でした ためた 日章旗の したで 「天皇」 に うやうやしく 忠誠を 誓った。 そして、 「お 
れが こんどい けば、 きっと 遊撃隊を つかまえて くる。 みんな 待って いろ。 そして 見て くれ！ おれが もどって くる 
ときは、 どんな ふうに 車を おりる かを！ 諸君は 必ず 遊撃隊 長を おがむ ことができる だろう」 と 胸を そらし、 大言 
壮語を はきながら 咸興 駅を 出発した。 

::■. 約 百 台の 自動車に 分乗し、 恵 山を 通過す る 二 千 余 名の 「討伐 隊 J の 行列は まったく 見 ものであった。 

六月 三十日、 敵の 大 連合 部隊は 深い霧を 利用し、 三つの 方向から 包囲 陣を しきながら おしよせて きた。 しかし か 
れらが 間 三 峰に つく やい なや、 霧の なかから ものすごい 爆音が きこえた。 

•あらかじめ 敵の 動きを とらえ、 間 三 峰 一帯に 水 ももら さぬ 陣を しいていた 将軍が、 ただちに 射撃 命令を くだした 


1 普天堡 のの ろし 


からだ •> た a 先頭に いたかい らい 軍が まず 出鼻を くじかれた a そして 先鋒が 惨敗を こうむる や'  敵の 後統 部隊は 前 
進す る ことができず、 林の なかから やたらに 大砲を うちは じめ た。 

新たな 情況を 機敏に とらえた 将軍は、 総 突撃して 敵を せん 滅す るよう 命令した。 人民 革命軍の 一 部隊は 高地を 迀 
回しよう とした 敵を 正面から 攻撃し、 他の 部隊は 敵を 包囲しながら 総 突撃を 開始した。 

ちよう どこのと き、 金 錫 源が ひきいる 「討伐 隊」 がたち むかって きた。 将軍は 各 部隊に 陣地を 死守す るよう 指示 
し、 敵の 攻撃を 混乱 させながら、 かれらを 至近距離まで - + 分に ひきつけて おいて 射撃 命令を くだした。 

まるで 山が くずれおちる かの ような 耳を つんざく 銃声の なかで、 敵 兵は つぎつぎにた おれて いった。 しかし かれ 
ら枕 、いわゆる 「さむらい 精神」 を 発揮して 自 軍の 屍を のりこえ、 死に もの 狂いでは い あがって きた。 革命軍の 隊 
員たち は 敵が あがけば あがく ほど 憎しみに 燃え 勇敢 ic たたかった。 

朝から ふっていた 雨は、 どしゃぶりに なった。 そうな ればな る ほど、 戦闘 も いっそう 激烈に なった。 敵は ふり そ 
そぐ . M のなかで 血と 屍， の 修羅場に おちこんだ。 やがて 最後を 思わせる 敵軍の 突擊 ラッパが 鳴った。 そのと き 革命軍 
部隊の ラッパ 手たち は、 いっせいに 『アリ ラン』 を 吹きなら した。 そして これに あわせ、 数十 名の 女子 隊員が 声高 
く 『アリ ラン』 をうたい はじめた。 

『アリ ラン』 の 歌声を 耳に した 敵 兵たち には、 それが なに かしら 天の 声の ように もき こえ、 また、 将軍が さらに 
おそろ -L い 戦術を つ. かう 合図の ように -% 思われて、 いっそう 色を 失った。 

歌声と ともに 革命軍は 総攻撃に 移り、 おそれおののく 敵軍を 一気に 掃滅して しまった 。遊撃隊は 大勝した。 千 五 
百 余 名に およぶ 敵の 将兵を 殺傷した ので ある。 これは 侵略者たち に とって、 きわめてみ じめ な 敗北であった。 

この 戦闘で 生きの こった 敵 兵は 身に つけて いたす ベての ものを 投げ だし、 われ 先にと 逃亡した。 金 錫 源 も 負傷し 
て 命から がら 逃げ だした。 そして、 あれほど 大言壮語を 吐いて 出陣した はずの 金 錫 源は 満身 傷 だらけと なって、 わ 
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ず かに 生きの こった 丘 ハ卒の 首に 白木の 箱を ぶらさげ、 ぶざまに ょろ けなが ら咸興 駅に おりたった 

売国奴の 悲喜劇は まだ つづいた。 かれは 死ぬ 気力 もない くせに、 「天皇」 のまえ に 罪を おかした から 死を もって 
わびる と 日本刀を 腹に あてて 見せ、 そのじつ、 だれか 走り ょってと めて くれない かと 涙を 流して 待ちつ づけた。 
ちよう •<!: そのころ、 間 三 峰 付近では 「かぼちゃが 豊作」 と^^^  輯 .綱 一 


塵 


巧'、 一 

. 


, 


う 話が はやり、 またもや 敵は もの 笑いの 種と なった。 というの 
は 間 三 峰 戦闘の のちに 敵側が、 世間に 知れ わたって いた 自分た 
ちの 敗北を とりなそうと 試みて、 かえって、 逆に 真相が こと ご 
とく ばくろされ てし まつた からで ある。 

数多くの 死体 処理に 頭を痛めた 敵は、 戦闘 地域に 付近の 人民 
が 出入りす る ことを 禁止す る 一方、 死体から 首 だけ 切りと り、 
胴 本 ^ 現地で 火葬に する か 土に うめ、 首は 南京袋に つめこん 
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胴体は 現地で 火 蒙す るか 土に— . SIS  V 兰人 1111 
だ。 そして この 地方の 馬車を 総動員し、 南京袋の 中身は 極秘に 
し— I せた。 

ところが 強制的に かりだされ たこの 地方の 農民たち は、 袋の 了  7 を 索 ' 

中身が なんで あるかを 承知して いながら、 空と ぼけて 警備 兵に 1 ^ : i 


C. うたず ねたので ある。 

「このな かには、 なにが はいって いますんで？」 

「見て わからん か。 かぼちゃ だ、 かぼちゃ だとい うんだ」 
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普天堡 のの ろし 


なります わい。 たくさんめ しあがって くだされ」 

「かぼちゃが 豊作」 という 話は こうして 生まれた ので ある。 

このように、 金 日 成 将軍の すぐれた 戦術に よって 普天堡 戦闘で 大きな 勝利を おさめた 朝鮮人 民 革命軍は、 ひきつ 
づき 間 三 峰 一帯で 敵の 大兵 力を 撃滅し、 国内 進攻 作戦の 勝利を いっそう 輝かしい ものにした。 

国内 進攻 作戦に おける 朝鮮人 民 革命軍の 勝利は、 ごう 慢な 敵を ふるえあがらせ、 亡国の 鉄鎖に つながれて 苦しん 
でいた 朝鮮人 民に、 たたかえば 必ず 勝てる という 確信と 明るい 未来にたい する 大きな 希望を あたえた。 この 勝利は 
また、 敵が わめきたてて いた 「内鮮 一体」 と 「同祖 同根」 論にたい する 強力な 否定で あり、 朝鮮人 民に 朝鮮語を す 
てること を 強要し、 人間を 番号で よびつけ、 弾丸よ けと して 大陸 侵略に かりたてようと した 暴挙にたい する 怒りに 
みちた 決定的な 否定であった。 

それは また 人民にたい して、 侵略者は うちのめさなければ ならず、 また 敵を うちやぶる ためには 団結し、 反日 民 
族 解放 闘争に 力強く 決起し なければ ならない という 訴えで も あった。 

こんにち 朝鮮人 民は、 金 日 成 将軍が 三十 年 まえ、 この 地に 高く かかげた 不滅の のろしを 子々 孫々 になが くつた え 
るた め、 白 頭の ふもと、 歴史の 地で ある 恵 山 市に 雄壮な 普天堡 戦闘 勝利 記念 塔を 建立して いる。 

大勝した 人民 革命軍 部隊は 「遊撃隊 行進曲」 をうたい、 意気 高らかに 十三 道 溝に むかって 力強く 行軍を つづけ 
た。 

同志よ そなえよ 武器を 手に 
帝国主義 侵略者を うちくだき 
雄々 しく 進もう 意気た かく 
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いくたび 死す とも 敵を うとう 

同志よ いざた て 決戦に 
銃 把を かたくに ぎりし め 
雄々 しく 進もう 意気た かく 
いくたび 死す とも 敵を うとう 

2  九月の よびかけ 

1 .九 三 六 年と 一九 三 七 年を 勝利に つぐ 勝利で むかえた 長 白の 地は、 よろこびと 感激 一色につつ まれた。 

白 頭 山に つらなる けわしい 山な みには さまれ、 うっそう とした 原始林に おおわれた 長 白を はじめと する 満州 各地 
と 革命の 曙光に 照らし だされた 朝鮮 国内では、 あいつぐ 勝利の 知らせに わきたった。 痛快 きわまりない 消息を 耳に 
た 人民は、 「金 日 成 将軍 万歳！」 を 叫びながら たがいに だきあい、 心 ゆく まで 踊りつ づけた。 

こうした とき、 ながいあいだ 大陸 侵略を 準備して きた 日本 帝国主義は、 間 三 峰 戦闘の 一週間 後に あたる 七月 七 
日、 ついに 中国にたい する 全面的な 侵略戦争を ひきおこした。 

中日 戦争の 挑発と ともに 日本は ドィッ、 ィタリアとの 同盟 関係を 強化しながら、 ひきつづき 中国 内で 軍事行動を 
拡大して いった。 

そのため 日本 帝国主義は、 自国の 人的 および 物的な 資源を 総動員す る 一方、 朝鮮に おける 略奪と 暴圧を いっそう 
強化す る 道に つきすすんだ。 
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新しい 情勢に 対処して、 将軍は 一九 三 七 年 八月に ひらかれた 人民 革命軍 指揮官 兵士 大会に おける 演説と、 その 年 
の 九月の 「全人 民に おくる よびかけ」 のなかで 新しい 闘争 方針を 明らかにした。 

将軍は 演説で、 日本 帝国主義は 一時的には 優勢で あるか も 知れない が、 終局 的に かれらは 滅亡し、 革命は 必ず 勝 
利 するとい う 確信を ひれきした。 そして 人民 革命軍の 戦闘 行動を いっそう 積極的な ものにし、 侵略戦争に 狂奔す る 
敵の 背後を 攪乱 する 作戦を 強め、 日本 帝国主義に たいして、 より 大きな 軍事的、 政治的 打撃を くわえな けれ f なら 
ない と 強調した。 

ま !^ !« !¥ !^ 、—人民のなかにおける政治活動を強化し、反日民族統一戦線運動をいっそう拡大発展させ、人民革命 

軍の 軍事的 行動と くみあわせて、 国内の 
人民 大衆を 決定的な 闘争に たちあがらせ 
るよう 準備し なければ ならない とのべ 
た。 

将軍は、 この 「よびかけ」 でつ ぎの よ 
うに 指摘した。 

「われわれは 訓練され た 政治 工作員を 
齡 朝鮮の 重要な 軍事基地、 すなわち 興 南、 
f 咸 興、 元 山 および その他の 地域へ 派遣し 
なければ ならない。 そして かれらを、 す 
でに 派遣した 同志たち と しっかり 連係 さ 
せ、 そ '0 姐 織を 拡大、 強化す る ことに 着 
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手し なければ ならない か 後方で 〇- 武痠 暴動と 破 竅 工作を 実現す るた 办 £ 刖衛的 執行 紅 槪 として、 労働者 突擊隊 を 創 
る  > 

い設 する ことは とくに 重要で あり 緊要で ある。 上部から 命令が くだった ときは、 自己の 組織の メンバ ー を 総動員し、 

料 この 突 擊隊を 先頭に して 武装 暴動を おこし、 後方で 破壊 工作を 組織し、 軍需工場 その他の 重要な 企業 所に 放火 およ 

_ び 破壊を おこない、 武器と 弾薬を 獲得す るた めに 駐在所を 襲擊 し、 鉄道を 破壊して 軍事 物資の 輸送を 破綻 させな が 

朝ら 国内に 混乱を ひきおこし、 そうする ことによって 日本 軍隊を 敗北へ とおと しいれなければ ならない」 

A* 終りに 将軍は、 各 指揮官と 兵士たち が 武装 隊伍を 拡大す るた めに 努力す ると 同時に、 マルクス •レ ー ニン 主義の 

第 原理を 深く 把握し、 遊撃戦 術を 研究して 革命軍の 伝統的な 自覚 的 規律を いっそう 強化し なければ ならない と 指摘し 

た。 

将軍の 方針に よって 城市 攻略 戦、 襲擊 戦、 待ちぶ せ 戦、 鉄道と 道路を 破壊し 軍需 倉庫を 焼きは らうた たかいな 
ど、 敵の 背後を うつ 作戦が 広 はんに くりひろげられた。 

一九 三 七 年 九月 二十 五日に おこなわれた 輝 南 県 城の 攻略 戦闘は、 その 代表的な たたかいの 一つであった。 またた 
くまに 城市を 占領した Ms *? 国 警衛 連隊長 指揮 下の 約 四百 名の 革命軍 進攻 隊は 、城内に 各種の 宣伝 ビラを まき 人民 大 
衆を 反日 闘争へ とふる いたた せた。 

輝 南 県 城を あとに した 革命軍 進攻 隊は 、盤石、 樺甸 、朝 陽鎮 方面で 追撃して くる 日満軍 数千 名を 分担 射撃と 逆襲 
で うちくだいた。 

この 戦闘を とおして 遊撃隊は、 「満州国は 王道楽土」 であると か、 「国防は 銅牆 鉄壁 l—f で 「南満の 共産軍は 完全 
に 粛清され、 治安は 確保され た」 とわめ きたてて いた 日本 軍国主義の デマ 宣伝を 一挙にく だき、 人民の 反日 気勢を 
いっそう 高めた。 

将軍は 日本 帝国主義の 背後を たたく 軍事 作戦を 強化す る 一方、 咸 興、 興 南、 元 山を はじめ、 軍事戦略 上と くに 重 
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要な 意義を もつ 国内の 軍需産業 地帯に 数多くの 政治 工作員を 新しく 派遣した。 

これらの 政治 工作員たち は、 すでに 活動して いた 同志たち に 将軍の 新しい 闘争 方針を つたえ、 「九月の よびかけ」 
と、 『三 •一  月刊』、 『朝鮮 共産主義者 たちの 任務』、 『祖国 光復 会十大 綱領』、 その他の 檄文を 伝達し、 かれらとの 連 
係の もとに 活動した。 

政治 工作員たち は、 広 はんな 各階 各層の 人民の なかへ 祖国 光復 会の 十大 綱領と 朝鮮 革命に かんする 将軍の 戦略 戦 
術 方針を 浸透 させ、 祖国 光復 会の 組織を 数多くつ くりあげた。 

とくに 政治 工作員たち は、 革命の 主力 軍で ある 労働者、 農民 大衆の なかへ 深く はいり、 かれらを 思想、 階級 的に 
めざめさせる かたわら、 分散して 活動して いた 国内の 共産主義者たち を 一つの 闘争の 旗 じる し —— 祖国 光復 会の 旗 
の もとにし っかりと 統一 団結 させた。 

政治 工作員たち の 不眠不休の 活動に よって、 国内 各地では 短期間に 数多くの 祖国 光復 会の 組織が 生まれ、 その ま 
わりに 広 はんな 大衆が 結集した。 

興 南、 咸興 地区に 派遣され た 政治 工作員たち は、 一九 三 七 年 七月と 八月のは じめ、 いち 早く 興 南 肥料 工場、 本宮 
化学 工場、 興 南 火薬 工場な どを 中心に 祖国 光復 会の 下部組織を つくり、 それに もとづいて 祖国 光 復会輿 南 地区 委員 
会を 結成す るまでに いたった。 

祖国 光復 会の 組織は、 咸興 市と 威 州 郡を はじめと する 周辺の 都市と 農村 地帯に 組織 網を ひろげ、 労働者、 農民は 
もちろん、 ィンテリ、 青年 学生、 手工業 者の なかに も 深く 根を はって いった 0 

祖国 光 復会興 南 地区 委員会は 一九 三 七 年 十月 二十 七、 八日に、 「帝国主義 戦争に 反対し、 反日 民族 統一戦線を 拡 
大 強化し よう！」 という 撤文を 市内 各地に まき、 人民を 反日 反戦 闘争へ とふる いたた せた。 こうした 闘争は、 全国 
各地に 力強く ひろがった。 
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政治 工作員と 共産主義者たち は、 金 日 成 将軍の すぐれた 指導と 朝鮮人 民 革命軍の 輝かしい 軍事 政治 活動に つい 
^  て、 ひろく 人民の なかに 宣伝した。 

^ . 抗日の 英雄 金 日 成 将軍の 偉勲にたい する 物語は、 たちまち 伝説の ように 全国 津々 浦々 に ひろまって いった。 朝鮮 
_ •人民は 勝利にたい する 信念を いっそう かため、 反日 闘争を 力強く 展開して いった。 

朝；： 将軍の 「九月の よびかけ」 にしめされ た 闘争 方針は 成功裏に 実践され ていった。 

A* •興 南を はじめと する 各地の 労働者たち は、 労働者 突 擊隊を 組織す る 準備 活動を 活発に くりひろげた。 

第  このように、 各地に 派遣され た 政治 工作員た ちの 献身的で 勇敢な たたかいに よって、 大衆の 革命 気勢は いっそう 
高まり、 労働者、 農民の 運動と 大衆の 革命的な 闘争は 日 ましに 大きく 発展した。 

政治 工作員たち のこの ような 活動に ついて、 日本 帝国主義 警察当局は、 「道 内 (咸鏡 南 道を さす) 興 南、 咸 興、 元 
山な どの 軍事上、 国防 上の 重要 都市 および 威 北 (咸鏡 北 道) 方面な どへ も、 …… 政治 工作員を 派遣し、 各種の 非 合 
法 団体を 組織したり、 ^ るいは 天道 教徒との 提携を はかる ことによって、 抗日 人民戦線 運動の 拡大 強化を 企図す る 
と 同時に、 このたびの 事変 (中日 戦争を さす) にたいしては、 失地 回復と、. 朝鮮 独立の もっともよ い 機会で あると 認 
め、 鮮 内 M- 社員を 総 動 貫し、 武装蜂起、 後方 攪乱な ど」 を 計画し、 それを 遂行しつつ あると 悲鳴を あげてい る。 

(咸鏡 南 道 警察 部 発 打 『治安 状況』、 一九 三 八 年、 四 七べ ー ジ：！ 

金 H- 成 将軍が 統率す る 人民 革命軍の 活動と、 将軍の 崇高な 思想に はげまされた 国内の 労働者 や 農民たち は、 反日 
反戦 闘争に いっそう 強力に 決起した。 

労働者、 農民を はじめと する 大衆の 革命的な 進出は、 とくに 普天堡 戦闘の のち 連続 的に おこなわれた。 これは 日 
本 帝国主義の どのような 弾圧 も、 抗日 武装 闘争の はげましの もとで 日 ましに 成長す る 朝鮮人 民の 力強い 反日 気勢を 
絶対にく じく ことは できない という ことを しめした ものである。 
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労働者たち は、 一九 三 七 年 九月の 興 南 製錬 所 溶鉱炉に おける スト、 十月は じめ の本宮 化学 工場に おける スト、 虚 
川 江 発電所 工事 場に おける ストな どを はじめ、 各地で 強力な ストと 大衆 的な サボ タ—ジ ュ 闘争を くりひろげた。 こ 
うした 闘争は 南 浦 製錬 所の 労働者 千 二百 名の ストを はじめ、 釜 山 港 改築 工事 場の 労働者 千 三百 余 名の 賃金 切り さげ 
反対 スト、 仁 川 地区 労働者 数千 名の ストな ど、 日本 帝国主義の 軍需 生産と かんれんした 部門で いっそう 強力に 展開 
された。 

翌 一九 三 八 年の 冬には、 日本 帝国主義が 軍需 物資 略奪の 目的で 建設して いた 端 川、 豊 山間の 鉄道 敷設 工事に 強制 
動員され た 労働者のう ち、 二 千 七 百 余 名が 脱走して 工事を 遅延させる ことに 成功した。 

労働者た ちの ストラィキと サボ タージ ユ 闘争は、 ビョン ヤン、 新義 州、 清津 、羅津 、興 南、 元 山、 ソゥル、 仁 
川、 釜 山、 東萊 、晋 州を はじめ、 広 はんな 地域に 波及した。 

農民の 闘争 も 各地で 活発に 展開され た。 小作権の 確保と 小作料の ひきさげを 要求して たちあがった 農民の 争議 件 
数は、 一九 三 七 年 だけで も、 じつに 一万 七 百 余 件に 達して いた。 

闘争は 高揚の I 途を たどった。 敵の どのょうな 攻撃 も、 野蛮な 弾圧 も、 金 日 成 将軍を あおぎみて 祖国の 解放と 自 
由の ための 決死 的な 闘争に たちあがった 朝鮮人 民の 革命的 進出を 访げる ことは できなかった。 
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1 きびしい 冬 
侵略者は 密林を おそれた。 

かれらは 大陸の 真夏の やけつく ような 暑さの なかで も、 白 頭の 密林を 想像す ると 心が 凍りつ くような 気がした。 
なぜなら、 そこには たくみな 戦術と おそろしい 打撃 力で、 つねに 急所を こっび どくた たく 金 日 成 将軍の 遊撃隊が い 
たからで ある。 

革命は 前進して いた。 朝鮮人 民 革命軍 部隊が 進出す るいた ると ころで 侵略者の とりでが くずれ、 人民の 歓声が わ 
き あがった。 

とくに 普天堡 戦闘の あと、 間 三 峰 戦闘と 輝 南 県 城 戦闘を はじめと する 数かず の 戦闘で 敵に つぎつぎと 大きな 打擊 
を あたえた 朝鮮人 民 革命軍 部隊と、 これに はげまされた 人民 大衆の 闘争 気勢は 日 ましは 高まって いった。 

敵は 比較に ならない ほど 大きな 武力を もっていた にもかかわらず、 精神的には 非常にみ じめ な 状態に おちいって 
いた。 かれらは 深刻な あせりと 恐怖の なかに つきおとされ、 そのために ますます 人民 大衆にたい する 中 世紀 的な 弾 
圧と 封 じこめ 政策に しがみつかなければ ならなかった。 

ちょう £' このような 時期、 抗日 武装 闘争は ふたたび 外部から 極左 冒険 主義 路線を しいられる 危 ■に 直面した。 
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当時、 コミンテルンの 内部に もぐりこんで いた 一部の 極左 冒険 主義者たち は、 満洲 一帯の 朝 ♦中 抗日 武装 部隊を 
熱 河 地方へ 遠征 させようと していた。 すなわち、 都市と 工業地帯が あり、 交通網が 集中して いる 南 満洲の ひろい 平 
野 地帯へ 遊撃隊を 進出 させようと いうので ある。 

そのころ 熱 河 地方には、 日本 帝国主義の 大兵 力が とぐ ろを まいて いた。 日本 帝国主義は 中国 本土を 侵略. する た 
め、 南 満洲の 平野 地帯と 熱 河 地方に 大軍を 集結 させて いた。 したがって 熱 河 遠征は、 敵の 大兵 力の 包囲の なかに 抗 
日 武装 部隊を 投入す る 危険 このうえない 冒険で しかなかった。 これ こそ 遠い 外国に いて、 遊撃 闘争の 実情 も 知らな 
い 者たち の 主観主義 的な 危険な 路線であった。 

こうした 極左 胃険 主義 路線に 盲従 すれば、 抗 B 武装 部隊が とりかえしの つかない 損失を こうむる ことは 火を 見る 
より 明らかで あた。 

金 日 成 将軍は、 この 路線が 遊撃隊の 戦略 戦術 的な 原則から しても、 また 当面の 情勢に てらして みても まったく 誤 
った 路線で ある ことを 見ぬ いていた。 

将軍は 無謀な 路線に よっても たらされる かも 知れない 万一の 事態に 対処して、 朝鮮 革命の 主体的 立場から、 しか 
るべき 措置を とらなければ ならなかった。 

将軍は、 それまで 東 満洲 や 北 満洲で たたかって いた 朝鮮人 民 革命軍の 各 部隊を ひきつづき その 地域で 活動させる 
とともに、 一九 三 七 年の 秋、 みずから 主力部隊を ひきいて 平野 地帯では なく、 勇躍と して 臨 江、 濛江 地方の 山岳 地 
帯へ 進出し、 誘導 戦術と 奇襲 戦術を もちいて 敵に 甚大な 打撃を あたえた。 

やがて 冬が おとずれた。 

冬は 人民 革命軍の まえに 新しい 苦難を もたらした。 それは 日本の 侵略者たち が 大量の 「討伐 隊」 を 人民 革命軍に 
むけて くりだした ことと かんれんして いた。 輝 南 県 城の 戦闘と、 それに 先だって おこなわれた 普天堡 、間 三 峰の 戦 
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闘で 大きな 打撃を うけた 敵は、 まさに 死に もの 狂いであった ◊こうして 人民 革命軍と 敵軍との あいだでは、 連日の 
ように 大小の 戦闘が くりひろげられた。 

この 冬は 例年に なく 大雪が ふりつもった。 寒さ も いちだんと きびしかった。 それに 連日は げしい 吹雪が 視界を さ 
えぎ り、 山 や 平原で 野営す る 遊撃隊の 苦痛は なみたいていではなかった。 

敵の 部隊は 冬の 季節が 自分たち に 味方 するとで も 思った のか、 まるで 日課の ように おそいかかって きた 。かれら 
は 多数の 同僚の 戦死 体 や 凍死 体を 供物と して ささげながら も、 それから 教訓を えようと はしなかった。 

将軍は 追撃す る 敵の 部隊を 雪の なかに ひきまわし、 敵が へとへとに なった ころあいを ねらって は 痛烈な 打擊 をく 
わえ た。 

そうな ればな る ほど 敵は ますます 狂いた った。 一つの 部隊が うちのめされ ると、 すぐ 別の 部隊が 追撃して きた。 
すると 将軍は すばやく 部隊を 濛江 県馬塘 溝の 密林へ 移動 させ、 姿を くらまして しまう のだった。 

将軍は このように して 極左 冒険 主義 路線を ふり 切って しまった ばかりでなく、 敵の 悪らつな 「討伐」 部隊を 雪 深 
い 山奥に くぎづけに し、 いろいろな 面で きびしく 不利であった 情勢を 一挙に 余裕の ある 有利な 局面に かえて しまっ 
たので ある。 

人民 革命軍の 行方を 見失った 敵は 進退き わ まった。 

しかし 敵が 凍死者まで だしながら 雪 深い 山奥を さまよって いたと き 将軍は、 濛江 県馬塘 溝の 密林の なかに 用意し 
ておいた 密 営で 部隊の 冬期 軍政 学習を 指導して いた。 

ひと 気のない 山を むなしく さまよって いる 敵と、 背のう を おろして 学習と 訓練には げんで いる 革命軍 —— 同じ 時 
刻に、 敵と 味方の あいだでは まったく 対照的な ことが おこなわれて いたので ある。 

朝鮮人 民 革命軍 部隊に おいて、 軍事、 政治学 習は 大切な 革命的 課題であった。 そのころ の 部隊には 一九 三 七苌に 


第 九 章 峻嶺を こえて 


国内 や 長 白、 臨 江 県 一帯から 志願して きた 数百 名の 新入 隊員が いた。 そのため 一日 も 早く、 かれらを 軍事、 政治的 
にきた えられた 革命軍 兵士と して 育成し なければ ならなかった。 

将軍は この 冬期 学習を 夏 ごろから 準備して いた。 一部の 隊員を 派遣して 学習 期間に 必要な 食糧を ととのえさせる 
一方、 濛江 県の 深い 密林へ 秘書 処 勤務の 隊員を 送り 学習 資料の 出版を すすめて いた。 

将軍は 主力部隊を ひきいて 馬塘 溝の 密林に 到着す ると、 隊員たち といっ しょに きちんとした 兵舎を 建てる 仕事 か 
らはじめた。せわしい時期に多くの労力をついやし、数十里の深山幽谷と密林を征服して無から有をつくりだす過 
程は、 戦闘に おとらない 革命的な 情熱を 必要と した。 

軍事、 政治学 習が はじまる と、 将軍は みずから 講義を うけもち、 それにつ いて これない 隊員たち にたいしては 個 
別 的な 指導が おこなわれた。 数多くの 質問には 即座に 科学的な 解答が あたえられた。 隊員たち は 自習 班と 識字 班と 
にわかれ、 熱心に 学びつ づけた。 

ところがは じめ のうちは、 文字を よく 知らない 何人 かの 新入 隊員が、 学習を むずかしい ものと 思い こんで しり ご 
みする 傾向を 見せた。 

ある 日、 この ことを 知っ た 将軍は 朴昌淳 という 隊員を よんで 学習 状況を たずねた。 家が 貧しく 入隊 まえは 文字を 
ならう ことができな かった かれは、 このと きとんでも ない 意見を だした。 

「司令官 同志！ わたしは 石頭な ので 字を おぼえる のは ごめんです。 字を ならう 時間に 射撃 練習で もよ けい やっ 
て、 一人で も 多く 日本の 侵略者を やっつける 方が 自分には むいて いると 思います」 

将軍は 微笑を うかべながら かれを 見つめて いたが、 目の まえに あるつ たもみ じの 枝を さ L てこうた ずね た。 

「この 木は、 なにに つかったら いいと 思う？」 

「斧の 柄に すれば いいと 思います」 
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農民と して 育った かれは、 ためらう ことなく こたえた。  . 

「そうだ、 これは 斧の 柄に つかえば いい。 革命を する の もちよう ど それと 同じ こと だ。 なにが どこに 必要で あ 
り、 それを どういう ふうに つかいこなす かを よく わきまえて いない ものは、 革命を なしとげる ことは できない。 と 
ころで 勉強を しない ものには、 斧の 柄に どんな 木が いいの かも わからないだろう。 日本 帝国主義を うちたおす こと 
も 知識がなければ うまくいくまい。 鉄砲 だけでは 敵に うちかつ ことは できない の だ」 

将軍の ことばに 強く 刺激され た その 隊員は、 中隊に もどる と 同志たち にこう 話した。 

「鉄砲 だけで 日本 帝国主義を やっつける ことは できない。 知識が あって こそ、 りっぱに たたかえ るの だとい うこ 
とを いま はっきり わかった。 これからは 一生懸命に 勉強す るぞ J 
実際 その 日から、 かれは 熱心に 学びは じめ た。 ところがもう 一人の 新入 隊員 だけは あいかわらず 射撃 練習に ばか 
り 熱中して、 だれが なんとい おうと も 「心配す るな。 勉強は できなくても、 日本 帝国主義 者を やっつける ことに か 
けて は、 だれに も ひけを とらない から」 といって、 一向に その 態度を あらためよう とは L なかった。 

これを 知った 将軍は、 ある 日 その 隊員 あてに 手紙を したため 伝令 兵に もたせて こう 指示した。 

「だれも この 手紙を 読んで やって はならない と、 まえもってい って おきなさい」 

将軍から 手紙を もらった その 隊員は 誇らしげ に 中隊 や 連隊の あいだを かけずりまわり、 早く 読んでくれ とみんな 
にせがん だ。 しかし あれこれと 口実を もうけて、 だれ 一人 その 手紙を 読んで やろうとは しなかった。 かれは 同志た 
ちを うらんで もみた が、 どうに もなら なかった。 考え あぐねた すえに、 かれはし かたなく 顔を 赤らめながら 将軍の 
ところへ いった。 

「司令官 同士 心、 だれも この 手紙を 読んでくれ ない ので もってまい りました 1 
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将軍は だまって その 手紙を うけとり、 内容を 読んで きかせた。 

その 手紙には 緊急な 任務が しるされて いたが、 指示した 時間は とっくにす ぎていた。 新入 隊員は 冷や汗を かきな 
がらつ いに 深く うなだれて しまった。 

将軍は おだやかな P 調で さとした。 

「同志が もしも 敵の 後方に 派遣され たと き、 指揮 部からの 手紙が 読めなくて、 そこに 書いて ある 任務を すぐさま 
遂行で きなかった としたら、 いったい どういう ことになるだろう。 いうまでもなく それは、 革命に 大きな 損失を あ 
たえる ことではないだろう か。 われわれの 双肩には 重大な 任務が かかって いる。 一日 も 早く 日本 帝国主義を うちた 
おし、 祖国を 解放 するとい う 崇高な 革命の 任務が われわれに 課せられて いるの だ。 もし われわれが マルクス •レー 
ニ ン 主義を 知らず、 大衆を 教育して たちあがらせる ことができなければ、 どうして その 革命の 任務を 遂行す る こと 
がで きる だろう か" だから われわれは 学習に 学習を かさねなければ ならない。 革命家に とって 学習は 第一の 義務な 
の だ。 いくら 文字を ならう のが むずかしく 条件が 困難であって も、. また われわれが いつ、 どこに いょうと もねば り 
強く 学習を しなければ ならない の だ」 

将軍の 一言 一言は 隊員の 胸に 深く 刻み こまれた。 かれは 目に 涙を うかべながら、 自分の あやまちを 悔い あらため 
ると 将軍に かたく 誓った。 その後、 かれは この 誓いを りっぱに 実行した。 

馬塘 溝の 密林に おける 冬期 軍事 政治学 習は、 一九 三 七 年 十一月から 翌年の 三月まで つづけられた。 学習が おこな 
われて いる あいだ、 敵は 人民 革命軍の 行方を さがしもとめ、 山と いう 山に スパィを 放って いた。 

一九 三 七 年の 冬の ある 朝の ことであった。 

宿営 地 付近を うろついて いた 一人の 老人を 歩哨の 双眼鏡が とらえた。 農民の ょうな 格好を した この 老人は、 ィタ 
チを とりに やってきた の だとい った。 しかし それは いつわりで、 敵に そそのかされて 遊撃隊の 動向を さぐりに きた 
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のだった。 

知らせを うけた 将軍は その 農民に 会った。 

将軍は 老人の 手を とってす わらせてから、 住居が どこか、 家族は 何人いて 暮らしむ きは どうな のか、 また 村の 人 
たちの 生活は どうかと くわしくたず ねた。 そして、 いつから ィタ チと りを している のか、 ィタ チと りの 一番い い 時 
期は いつな のか、 収入は どれく らいになる のかな どに ついても たずねた。 

こうして ながいあいだ 農民と 話を しながら も、 将軍は かれが 遊撃隊の 宿営 地 近くまでは いってきた ことにつ いて 
は 一言 もたず ねなかった。 それだけで なく 将軍は その 農民に、 疲れて いるだろう から 数日の あいだ 休んで いくよう 
にと すすめさえ した。 

農民を 休ませた あと 将軍は 隊員たち に、 農民が 自分から すべてを うちあけ るよう 親切に 接しなければ ならない と 
つぎのように 話した。 

「われわれは あの 農民を うたがう まえに、 まず かれが どういう 人間で あるかを 知らなければ ならない。 われわれ 
と 同じ 階級 的な 境遇に ある 人にたい しては、 かれが どうして 敵に そそのかされた のかを よく 知った うえで、 自分 か 
らうち あけられる ように しんぼう 強く 説き ふせ、 できるだけ われわれの 側に つくよう にしなければ ならない。 こう 
しては じめ て 敵は 足の 踏み場 もな くな り、 その 謀略は ことごとく 粉砕され るの だ」 

将軍の 指示 どおり 隊員たち は 農民に 冬服を あたえ、 寝床を ととのえ、 食糧事情が 悪かった にもかかわらず 農民に 
だけは 特別な もてなしを した。 

数日後、 将軍は ふたたび その 農民と 会った。 そして かれの 生活が 非常に 苦しい ようすな ので 帰りに 食糧を もたせ 
るよう 隊員に 指示した のち、 「家に 帰れば 敵の 迫害が ひどいで しょうに、 どうして 暮らして いくつ もりです か」 と 
老人に たずねた。 
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密林の 宿営 地に いる あいだ、 将軍の 寛大で いつくしみ 深い 徳性 や 思い も よらぬ もてなしに 強い 感動を おぼえた 老 
人は、 もはや 良心の 苛責 にた えられず ついに 自分の 正体を 率直に うちあけた。 自分の あやまちを さとった 農民は 部 
落に いる 敵の 数と 動静を あらいざらい 話した うえ、 遊撃隊が 敵を 攻撃し にいく ときは 自分が 道案内に たつと いう 決 
意まで ひれきした。 

将軍は 二 名の 隊員を 偵察に だして 敵情を たしかめた のち、 その 農民と ともに 小 部隊を 派遣して 濛江県 西 牌 子に い 
る 日本軍 r 討伐 隊 j を 奇襲した。 

このほかに も 数回に わたって 敵の 後方 奇襲 戦闘が おこなわれた。 これは 革命軍 部隊の 行方を さがしもとめて いた 
敵を 混乱に おとしいれ、 学習 時間を より 多く 生み だすた めの 戦闘であった。 

ところが、 こうして おこなわれた 濛江県 四 区靖安 屯の 戦闘 (一九 三 八 年のは じめ) において、 将軍に 深く 愛されて 
いた 崔 京華 隊員が 壮烈な 死を とげた。 

「大学生」 という あだ 名が あった かれは、 背が 高く 楽天的た 性格の 持ち主で どんな 仕事で も 献身的に やっての け 
る 情熱 家であった 。遊撃隊の 新聞 『鐘の音』 の 編集を うけもって いたかれ は、 心血を そそいで 詩を つくったり、 さ 
し 絵を 描いたり していた。 かれには、 たたかいが よろこびであった。 いつもす すんで 危険な 任務を ひきうける 気性 
だった かれは、 戦闘が はじまる とまるで 火の玉の ように 勇猛 果敢であった。 

靖安 屯の 戦闘で も 城門を あけた 瞬間、 同志たち にむ けられた 敵の 銃火を 自分の 方へ ひきつけながら 単身で 突入し 
たと ころを 腹部に 致命傷を うけた のだった。 

戦闘は 滕利 のうちに 終った。 

しかし 崔〗 足 華 隊員が 致命傷を うけた ことを 知った 将軍と 隊員たち は、 いい 知れぬ 悲しみに 沈んだ。 部隊が 帰路に 
ついた とき、 将軍は かれの 担架に ついて 歩きながら 自身の 外套を ぬいで かけて やり、 幾度 も はげましの ことばを か 
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けた。 

崔 京華 隊員は 最後の 瞬間まで 将軍を 見つめた ままだった。 それは ちょうど、 みじかかった 生涯の 大きな 生きが い 
と 祖国の 未来を JI S7C みとろう とする かの ようであった。 

かれは、 もうこれ 以上、 祖国の ためにた たかう ことができない 自分を なげきながら 静かに 息を ひきとった。 

将軍は かれの 肩を だき、 なんども かれの 名を よび、 声を つまらせながら 「 …… また、 貴い 戦友を 失った …… 」 と 
つぶやく と、 それ 以上 ことばを つづける ことができな かった。 隊員たち の 目から も 涙が とめど もな く 流れた。 

その 夜、 将軍は 密 営の 灯りの まえで 声 もな^し みにくれ て 朝を むかえた。 せき 切った ように 流れる 淚をぬ ぐ お 
うと もせず、 一字 一字、 崔 京華 隊員への 追悼 文を したためて いたので ある。 

異国の 寒空の もとで、 多くの 戦友たち が 永遠の 眠りに ついた。 そのたび に 将軍は、 かぎりなく 深い 悲しみにつつ 
まれた。 かれらは みな 静かな 微笑を うかべて この 世を 去った が、 その 微笑の なかに ひめられた 英雄的な 人間像が 将 
軍の 胸を いっそうは げしく ゆさぶった。 

命を かけて 救いだ し、 た ゆまぬ 愛を そそいで はぐんだ 隊員たち —— 、かれら すべてが 岩を 枕に し、 雪の なかで 眠 
りながら も 歌を 生み、 功を 生んだ 愛国者で あり 英雄であった。 それゆえ 将軍は、 世間 的な 苦しみを のりこえる こと 
はで きても 同志の 死に だけは たえる ことができなかった。 そして そのたび に、 敵への 炎の ような 憎しみと 革命に た 
いする 重い 責任を あらためて 強く 感ずる のであった。 

将軍と 隊員 —— 、それは わかつ ことので きない 血肉の つながりで むすばれて いた。 だから こそ 将軍は、 はげしい 
たたかいの なかで も 雪を かきわけて すすんだ 道を ひきかえし、 戦死した 同志を 手厚く 葬った ので ある。 

将軍は おごそかに とりおこなわれた 追悼式で、 崔 京華 隊員と 永遠の 別れを つげた。 楽天的で 英雄的だった 同志の 
死を いたみ、 その 復簪を 誓う 悲壮な 追悼 文が 読み あげられた。 
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深い 悲しみにつつ まれた 将軍が みずからした ためた 追悼 文の 一言一句は、 全隊 員の 心を はげしく ゆさぶった。 
「ああ、 崔 京華 同志、 永遠に 帰らぬ 同志よ 一 なつかしい ふるさと、 愛する 父母 兄弟に 別れを つげ、 はるかな 国 
境を こえて 抗日 武装 闘争に 身を投じた その 日から、 同志は 一命を ささげて 革命と 戦友たち のためにた たかいぬ いた。 
はげしい 夏の 雨の 日 も、 吹雪が 荒れ狂う 冬の 日 も、 飢えを しのび 草を 枕に しながら こえて きた 苦難の 道のりは、 ま 
た 幾千 里であった ことか。 同志は 祖国の 解放と 独立、 人民の 自由と 解放の ために 夜を 日に ついでた たかって きた。 
惜しい かな、 崔京華 同志よ！ 胸 深く ひめた 大 心を とげえず して、 不屈の 革命 精神を いだいた まま 敵の 凶弾に たお 
れ 、道な かばに 逝きし 同志よ …… 」 

追悼 辞は 故人の 熱烈な 革命 精神と 闘争 業績を たたえ、 つぎのように むすばれた。 

「同志よ！ 同志の 骨髄に 徹した 敵への 憎しみと 恨みは、 われらが 必ず 百倍 千倍に して®# W する であろう。 また 
同志が はたしえなかった 革命の 偉業は、 われわれが 必ず 最後までな しとげる であろう。 祖国の 大地に 自由と 独立の 
旗が ひるがえり、 人民の しあわせが 花 ひらく その 日まで、 われわれは 同志の 志を ついで 屈する ことなくた たかい、 
必ずや 勝利を かちとる であろう。 同志よ、 やすらかに 眠れ 一」 

追悼の ことばに つづいて 全員が 悲憤に みちた 声で 追悼 歌を うたった。 

胸いだ き 
木の下に 
たおれし 友よ 
ほとばしる 
汝が 血潮は 
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大地を 染めぬ 

かなしきは 
父母と も 別れ 
つれ もな く 
つもりた る 
恨みを いだき 
息 絶えぬ 

山鳥ょ 
房を 見て 
鳴くな かれ 
身は たとえ 
朽ちは てると も 
革命の 魂は 死な じ 

戦友たち は 涙に しわがれた 声で 追悼 歌を ぅたい、 銃を 手に して、 かたく® as を 誓った。 

密営 地での 学習が つづいた。 貴い 戦友を 失った 隊員たち は、 敵にたい する 燃える ょぅな 憎しみを いつに もまして 
学習を はげむ ことに そそいだ。®® のた めの 戦闘的な 学習であった。 
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革命軍 部隊を 見失って 山と いう 山に 捜索 網を はりめぐらした 敵は、 どこを どうかぎ つけた もの か 馬塘溝 西方の 密 
営の すぐそばまで 近づいて いた。 こう なれば 接近戦を くりひろげる しかなかった。 部隊は 猛烈な 攻撃を くわえて 敵 
を 完全に 撃退した のち、 雪に おおわれた 密林を ぬい、 そこから 四十 キロ ほどは なれた 馬塘溝 東方の 密 営へ 移って い 

った。 

将軍は このと き、 一 部隊に 撫松 方面の 街道を 遮断 させ 偽満 軍の 馬ぞ りを 襲撃 させた。 これは 革命軍 部隊が 敵を 追 
擊 し、 撫松 街道まで 進出して 他の 方面に 移動した かの ょうに 思い こませる 作戦であった ◊ことは 思い どおりには こ 
んだ 。将軍は 敵の 目を くらましてから 馬塘 溝の 東方の 密 営には いり、 一時 中断して いた 軍事 政治学 習を つづけた。 
馬塘 溝の 東方の 密 営での 学習は 一か月 半の あいだつ づけら れた 。この 期間 中、^^ 影 さえ 見せなかった。 

馬 塘溝密 営に おける. 四 か 月間の 集中 的な 冬期 軍事 政治学 習は、 隊員たち が 後日、 感慨 深く 回想して いるょう に 
まさしく 「革命の 大学」 であった。 

学習が 終る と 春に なった。 将軍は 各 部隊に 出動命令を くだした。 

「冬の あいだ、 わが 軍が 戦略上の 小規模な 作戦に 移行した ため、 敵は い W 油断し きってい る。 わが 軍は 敵の こう 
した 弱点を つき、 適当な 時期に 奇襲、 または 誘導 戦術で 敵の 兵力を 掃滅し なければ ならない。 と 同時に、 朝 •中 人 
民の なかで 愛国主義 思想を 鼓吹し、 わが 軍の 必勝 不敗の 信念と 戦闘 士気を 高めながら、 これからの 大規模な 作戦の 
遂行に 必要な 被服、 食糧、 弾薬 その他の 軍需 物資を 解決し なければ ならない」 

この 命令に したがって 革命軍 部隊は 春 期 攻勢に 移った。 隊員たち は 冬の あいだにた くわえて おいた 旺盛な 戦闘力 
で、 狂奔す る 敵に 復簪の 銃火を あびせた。 

将軍は 主力部隊を ひきいて 鴨 緑 江 対岸の 長 白、 臨 江 県 一帯を 遊 動しながら、 奇襲 や 誘 i 術を もちいて つぎつぎ 
と 敵に 甚大な 打撃を くわえた。 四月は じめ の 長 白 県 佳 在 水の 戦闘に つぐ 臨 江 県の 六道 溝、 双 山 子、 賈家営 戦闘と 長 
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白 県 十 道 溝の 戦闘に おいて、 革命軍 部隊は 敵に せん 滅的な 打擊を あたえた • 

冬期 軍政 学習で 軍事 技術を みがき、 将軍の 革命 精神と 闘争の 科学で 武装した 人民 革命軍は、 文字 どおり 泰山を も 
ゆり 動かす 勢いであった。 

2 大敵に 包囲され た 密林の なかで 

一九 三 八 年の 秋、 日本 帝国主義は 十 余 万に のぼる 大兵 力を あわただしく 西 間 島 一帯に、 すなわち 中国 本土 侵略 戦 
線の 後方へ 投入した。 

すでに 中国で 広大な 戦線を はって いた 日本の 侵略者たち が、 いそいで 大軍を 西 間 島へ まわして きた 大きな 理由は、 
そこが 戦略上 大陸への 重要な 関門で あり、 そこで 連続 的な 攻擊 をく わえ ている 朝鮮人 民 革命軍に 強い 恐怖を 感じた 
からであった。 

一方、 アジア 占領の 野望に みちて いた 日本の 侵略者たち は、 「反 ソ 反共」 を いっそぅ 騒々 しく わめきたてながら 満 
州 一帯に 軍需 物質を つぎつぎとは こび こんでいた。 

このよぅに 日本 帝国主義は 中国にたい する 侵略戦争を おしすすめながら、 自己の 戦略 的 基地で ある 満洲に 莫大な 
兵力を 増強した。 

かれらは 後方の 安全の ために 「支那」 派遣軍を はじめ、 関東 軍、 朝鮮 駐屯 軍、 偽満 軍、 警察、 自衛 団な ど、 いっ 
さいの 武装 力を 「パルチザン 大 掃討 戦」 に 総動員す るかた わら、 朝鮮 国内と 国 _ に 厳重な 警戒 網を はるな ど、 い 
わ ゆる 「国防 治安」 に 狂奔して いた。 

敵は 一九 三 七 年の 十月 以来、 北部 朝鮮と 長 白 一帯の 革命 組織を 破壊す るた めに 大検挙 旋風を まきおこして いた。 
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かれらは 数千 名の 朝鮮 共産主義者と 愛国 的な 人民を 監獄に つなぎ、 野獣の ように 虐殺して はばからなかった。 

革命の 前途には、 ふたたび きびしい 試練のと きがせ まっていた。 日本の 侵略者たち が 全面的な 攻勢を とり、 多く 
の 革命 組織が 破壊され た。 朝鮮と 満州で 数多くの 共産主義者と 人民が 検挙され 牢獄に つながれた。 満州では 「治安 
粛正」 のス ロ— ガンの もとに、 軍隊と 警察が いっしょにな って 共産主義者の 武装 闘争と 大衆運動を 弾圧した。 

このように 各方 面で つぎつぎと おこった 重大な 事態は、 革命に とって 不利で あり、 きわめて 危険な 情勢を かもし 
だした" 

金 日 成 将軍は、 この きびしい 現実を ふたたびの りこえなければ ならない と 痛切に 感じた。 一見、 これ 以上 攻勢を 
とる こと もで きなければ 後退す る こと もで きないよう な 局面では あった が、 将軍は 革命的な 情熱と 深い 科学的 判断 
にもと づき、 あらゆる 常識を うちやぶって 勇躍 攻勢に でる 決意を かためた。 当時 この 局面を 打開で きる 人は 金 日 成 
将軍を おいて ほかにな く、 また 将軍には それを 遂行す る 歴史的な 使命が 負わされて いたので ある。 

敵の 気ち がいじみ た 弾圧に 苦しむ 朝鮮人 民と 朝鮮 革命の 運命を 思い、 将軍は 日本の 侵略者た ちに 強力な 軍事的 打 
擊を あたえて 革命運動を ふたたび 高揚させる ための 具体的な 方法を 構想した。 そして 将軍は まず、 東 満州と 南満 州 
の 遊撃隊を 濛江 県の 南 牌 子に 集結 させた。 

将軍の 召集を うけた 各地の 革命軍 部隊は 敵の 包囲 網を 決然と つきやぶり、 ぞくぞくと 南 牌 子に 集まって きた。 そ 
の 途中、 優勢な 敵の 大兵 力とは げしい 戦闘を くりひろげた こと も 一度 や 二度ではなかった。 たとえば 熱 河 方面から 
でようと して 莫大な 損害を こうむり、 やむなく ひきかえした 南満 州の 中国人 抗日 部隊は 臨 江 県外 岔 口の 平地で 敵の 
大 部隊に 包囲され 重大な 危険に さらされた。 このと き 将軍の 命令を うけて その 抗日 部隊と 共同 作戦を おこなって い 
た 朝鮮人 民 革命軍の 朴先鳳 連隊は、 勇敢な 突撃 作戦を 展開して 五 百 余 名の 敵を 掃討し、 南 牌 子へ とはせ 参 じた。 

その 年の 十月 末、 将軍は 南 牌 子のう っそうと 茂る 密林の なかに ぞくぞくと 集結す る 戦友たち と 感激 的な 再会を し 
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将軍は、 革命の ためにの み 生き、 革命の ためにの み 死ぬ ことを 誓い、 万難を排して 集まって きた 戦友たち を、. 

「同志たち こそ 真の 共産主義者 であり、 不死鳥で ある」 と 高く 評価した 0 

ところが 革命の 攻勢を 期す ための 重大な 会議が おこなわれ ている 密林の なかへ、 | 人の 招かれざる 客が 姿を あら 
わした。 十一月の ある 日だった。 以前、 将軍の 指導の もとに 青年 運動に 参加して いたが、 敵に とらえられて 変節し 
た 李鐘洛 という 男で、 将軍を たずねて やって きた ものである。 しかし 将軍は、 この 裏切り ものの ことは あとまわし 
にして 会議を 続行した。 

十一月に 南 牌 子の 密 営で おこなわれた この 会議では、 革命に おいて 攻勢を とる 深刻な 問題が 討議され た。 南 牌 子 
会議で 将軍は、 熱 河 遠征の 冒険 主義 的な 本質と それにょ る 重大な 悪影響に ついて ^ く 分析し、 これを 強く 批判した 0 

つづいて 将軍は、 現 情勢と 抗日 遊撃戦の 今後の 戦略 的 方針に ついて 報告した。 将軍は 当面する 情勢を くわしく 分 
析し 、これに 対処すべき 新しい 闘争 任務を 明らかにした。 将軍は 敵の 大規模な 「掃討 戦」 に 対処して 武力 装備を い 
っそう 強化し、 戦略上、 大部 隊機 動作 戦を 基本と しながら、 これに 小 部隊 作戦を 並行 させなければ ならない と 強調 
した。 そして 敵にたい する 大量せ ん滅 戦を 展開す る 一方、 朝鮮と 満州に おいて 人民 大衆を 反 --0 民族 解放 N1 争へ とふ 
るいた たせ、 破壊され た 革命 組織を たてなおす 活動を 積極的に くりひろげなければ ならない とのべた。 

こうして 会議では、 敵の 大規模な I 掃討 戦」 に 対処して 部隊を 三つの 方面 軍に 再 ® 成した。 将軍は 自身の ひきい 
る 部隊の 一部を さいて 他の 部隊を 補強した のち、 主力と なる 方面 軍を ひきいて 敵の 包囲 陣を 突破し、 ふたたび 白 頭 
山の 西南 部 地帯と 国内へ 進出す る 困難な 任務を ひきうけた。 • . . 

一週間に わたって おこなわれた 南 牌 子 会議は、 抗日 武装 闘争を いっそう 積極的な ものに 高め、 人民を 新しい 勝利 
へと ふるいたたせる うえで 重要な 意義を もっていた。 

会議は 終始、 朝鮮 革命の 主体的な 路線を 確固と して 守って きた 将軍の 立場と .. > 朝鮮人 民 革命軍の 独自な 活動を 保 
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障しながら、 その 力量を 保存し 強化して きた 金 日 成 将軍の 賢明な 指導 性を いま 一 度 あますところなくし めした。 こ 
うして 東 満州と 南満 州 一帯の 抗日 武装 闘争は、 いっそう 力強く 展開され ていっ た。 

会議を 終えた 将軍は 李 鐘洛の 問題を 処理した。 

将軍は、 かれが 敵の いわゆる 「帰順 工作」 の 任務を おびて やってきた ことを すでに 知っていた。 当時、 「討伐 作 
戦」 をく りかえ す ほど、 かえって おそろしい 報復を うけてさん ざん な 目に会って いた 日本の 侵略者たち は、 武力 だ 
けでは 将軍を どうす る こと もで きないと 痛感して いた。 そこで 最後の 切り札と して 革命の 隊伍から 脱落した 変節 漢 
を 利用し、 おろかに も 将軍を 「帰順」 させようと 試みた。 

日本 帝国主義の 頭目たち は、 李 鐘洛を 派遣す る まえに も 幾度 か 「帰順 工作」 を 試みた ことがあった ◊将軍が 親 思 
いで ある ことを 知っ た 敵は、 将軍の 祖父母を 利用し ようと 画策した。 

かれらは 革命の 隊列から 逃亡して 自分たち の 手先に なった 者を 利用し、 将軍の 祖父母を 懐柔し ようとした。 敵の 
手先 どもは、* 将軍が 帰順 すれば まちがい なく 出世を する し 一家 そろっ て 幸福になる と 甘言を ならべたてた。 しかし 
将軍の 祖父母は かれらを さげすみ、 そのた わごと には 耳を かそうと もしなかった。 

すると 敵は 大金を つみあげ、 歓心を買おうと さえした。 そのと き 将軍の 祖父は、 「どんなにもう ろくしても、 こ 
の わしが 孫の 命を 金と かえると でも 思う か！」 と 一喝し、 それを はねつけた。 

業を にやした 敵は ついに 牙を むきだした。 かれらは 本性を あらわし、 将軍の 祖母を 脅迫して むりやり 満州へ つれ 
だした。 

しかし これは、 かれらに とって 恐怖の 行脚で も あった。 なぜなら 金 日 成 将軍の 祖母を 満州まで つれだした からに 
は、 将軍の おそろしい 視線が 自分たち に そそがれる のは 必定で あり、 それを 思う と 生きた 心地が しなかった からで 
•ある。 敵の 手先 どもは、 将軍の 祖母にたい してぶ しつけな まねで もしよう ものなら、 それ こそ 自分たち の 首が あぶ 
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ない とば かり、 ゆく 先 ざき で 一番 上等な 家 か 一 
流 旅館に 将軍の 祖母を とめ、 下僕の ように 平 身 
低頭しても てな したりした。 一方、 将軍の 祖母 
は 威厳を もって ふるまい、 敵の 手先 どもを 召使 
のように あしらった。 しかし それが どう あれ、 
この 旅は 将軍の 祖母に とって 気の すすまぬ 心 苦 
しい ものであった。 

変節 漢 どもは 気候 も 不順な 季節に、 六十の 年 
老いた 将軍の 祖母を つれて、 長 白、 撫 松、 濛江 
のけ わしい 道のりを 歩きつ づけた。 かれらは、 
なんとかして 将軍の 祖母の 歓心を買おうと、 や 
れ 食事 だ、 やれ 高価な 服 だと さわぎたて、 お 世 
辞を つかう のに 懸命だった。 そして かれらは、 
口を ひらけば 「お孫さん さえ よんで いただけれ 
ば、 どんな ぜいたく だってで きます よ」 とくり 
かえした。 しかし 将軍の 祖母は、 白鷺が 鴉に. た 
いする かの ように、 大きな 誇りと 気概に みちて 
ゆるがなかった。 

敵は ときどき 「帰順」 をす すめる 手紙を 孫に 
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書いて くれと 哀願したり、 脅迫した りした。 そうした ときの 将軍の 祖母の こたえは ことのほか きびしかった'* 
「そんな 手紙を 孫に 書く ような ばあさん なぞ、 この 朝鮮の 国には 一人 もい ない よ！」 

にもかかわらず、 敵は その おろかな 試みを 一向に 断念し ようとは しなかった。 ある 山の ふもとに さしかかった と 
きな どは、 「おばあさん、 この 山の なかには 金 日 成 将軍が たしかにい るんで すが、 なんとかして くれません か」 と 
泣き ごとを ならべた。 将軍の 祖母は すぐさま、 r はかな ことを いうで ない よ。 それなら おまえが いくが いいさ」、 
「おまえの ような ばかものを 生んだ 母親が かわいそう だよ」 とどな りつけ、 決して かれらが とりいる すきを あたえ 
なかった。 

山 そのものが おそろしい 将軍の 要塞の ように 思えて、 かれらは 足音を しのばせて ひきかえしたり もした。 恐怖 か 
ら のがれる すべはなかった。 たえず 酒で も 飲んで 酔って いなければ 歩き まわる 気力 さえ 生まれなかった。 そのうえ 
将軍の 祖母が、 わたしを 苦しめれば 孫の 金 日 成 将軍が ただでは おかないと おどかす ので、 かれらは よけいに 意気 消 
沈して しまった。 

敵の 策謀を うちくだいて 帰路に ついた 将軍の 祖母は、 白雪に おおわれた けわしい 山な みを いつまでも 見つめて い 
た。 その 名は 太陽の ように 輝き、 すべての 人び とが 慕いう やまう りっぱな 孫、 遠くから でも、 ほんの ひと 目で も 会 
って ゆきたい 孫、 しかしい まは 会う こと もで きず、 また 会って はならない 孫 —— 、その 孫の いる 山な みを 見つめる 
祖母の 胸には、 熱い ものが こみあげて ならなかった。 

将軍の 祖母は 流れる 涙を ぬぐい、 孫の 身を 案じながら 帰途に ついた。 

みじめな 失敗に いらだった 敵は、 今度は 裏切り ものの 朴且植 を 将軍の もとへ さしむけた。 しかし、 かつて 自分を 
教えて くれた 将軍に いざ 対面して みると、 かれは とても 「帰順 宣伝」 どころ ではなかった。 むしろ かれは 涙を 流し 
ながら、 自分が 敵から うけた 指示と 裏切り 行為に ついて あらいざらい 告白した。 そして、 民族 反逆者の 李 鐘洛が 敵 
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の 軍属と して 服務して いる こともう ち あけた。 

将軍は かれを 処罰したい 気持ちだった が、 自分の 罪を かくさず 告白した ことを 考慮して 寛大に 許して やった。 将 
軍は、 おまえを 切っても 刀が けがれる だけで なんの たしに もなら ない と 強く いましめ、 民族の 良心を とりもどし、 
今後は 決して 革命家を 売る 日本 帝国主義の けがらわしい 手先に なって はならない とさと して かれを 帰した。 

しかし おろかな 日本の 侵略者たち は、 朴且植 の 失敗が なにを 意味す るかを 知らなかった。 かれらは 逆に、 それを 

自分たち に 有利な 材料で あると 解釈して 李 鐘洛を さしむけて きたの だった。 

*  • 

日本の 侵略者たち は、 自分たち の 忠実な 手先で あり、 しかも 「皇道 思想」 が 骨の 髄 までし みこんで いる 李 鐘洛に 
大きな 期待を かけた。 

当時、 みにくい 売国奴に おちぶれた 一部の 「民族 運動家」 たちは 愛国心を 時代錯誤 だとけ なし、 天皇の 「勅語」 
を 声を 大に して ほめたたえたり した。 したがって かれらに とっては、 中国 南部の 広大な 地域にまで 侵入した 日本 帝 
国 主義. は 全 アジアに またがる 「大きな 希望」 なのであった。 堕落して 敵の 手先と なりさがった これら もろもろの 
「運動家」 たちは、 当然の 帰結と して 侵略 勢力の 道案内を つとめる 卑劣な 役割を はたした。 

，朝鮮の 解放と 独立の ためにた たかった 真の 愛国者は、 まさに 金 日 成 将軍と その 導きを うける 抗日 遊撃隊、 そして 
将軍を 慕って たたかった 闘士たち をの ぞいて は ほかになかった。 

将軍は、 李 鐘洛を 朝鮮人は おろか 人間 ♦たと も 思って いなかった。 将軍が もし 不快に 思った ことがある とすれば、 
それは か 4 i が あまり 1 も 醜悪だった からで ある。 したがって、 かれを すぐに 処断す る 必要 もなかっ た。 むしろ それ 
ょりも もっと 重大な 問題、 すなわち、 どう すれば 敵の 包囲の なかで 時間の 余裕を 生み だし、 計画した 会議を すすめ 
る ことができる かとい うこと に 心を くだいた ので ある。 

将軍は 李 鐘 浴に 手紙を 書かせ、 金 日 成 将軍には まだ 会えず、 その 指揮 下に ある 小 部隊に やっと 会えた だけで 将軍 
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のと ころまでは、 二百 八十 キロ も ゆかなくて はならず 困って いると ころ だとい うような 内容を 敵側に つたえさせ 
た。 この 手紙を うけとった 敵は たいへん 満足した ◊だが 結局のと ころ、 将軍の 計略に まんまと ひっかかった ので あ 
る 0 

こうして 時間を かせぎ、 計画 どおりに 南 牌 子 会議を 終えた 将軍は、 李 鐘洛間 題の 処理に あたった。 

将軍が 自分を 相手に して くれる ものと 早合点した 李鐘洛 は、 革命 闘争の 無益 さを とうとうと しゃべ り まくった。 

「世の なかが かわったので すから、 日本軍と たたかう のは やめた 方が いいです。 日本は いずれ、 朝鮮を 独立 させ 
て くれる でしょう。 そのと きに 将軍は 陸軍大臣に なれます し、 栄燿 栄華を ほしいままに して 一生を 安楽に 暮らせ ま 
す。 『満州国』 がで きてから という ものは、 もうこ こはたた かえると ころではありません。 ですから 方向を かえた 
方が よいと 思います」 

将軍は、 かれと 話す 必要がない と 考えた。 革命の 変節 漢を 人間 あつかい する 気になれなかった からで ある。 こん 
な、 とる にたらない 者を つかっ て 自分の 心を 少しで も 動かして みようと 試みる 敵の おろか さと、 こんな 愚劣な 手 ま 
でつ かわなければ ならな くな った 「大日 本 帝国」 の 深刻な 苦悩に 嘲笑を 禁ずる ことができなかった。 

処理は かんたんであった。 将軍は 隊員たち に、 裏切り もので あり 日本 帝国主義 侵略者の 手先で ある 李 鐘洛を 処断 
させた。 もともと 正義に そむき 反 人民 的な 悪業を ことと する やから だけに、 その 死は きわめて 当然であった。 そこ 
には、 ただ それに ふさわしい 懲罰と 醜悪で 破滅 的な 終末が ある だけだった。 

かれの 屍には、 同窓生で あれ、 親戚で あれ、 革命を 裏切り 妨げる ものは、 李 鐘洛と 同じ 運命に さらされる であろ 
うとい う 警告 状が はりつけられて いた。 

部隊は 南 牌 子を 出発した。 

地中に もぐった のか、 空に 舞い あがった の. か、 遊撃隊の 姿は 一向に 見えず、 南 牌 子の うっそうと した 森林の なか 
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には 反逆者の けがらわしい 死体 だけが ころがって いた。 その 屍には りつ けられて いた 警止長 は、 たんに 一人の 反逆 
者 だけに あたえられた ものではなかった。 それは まさに、 日本 帝国主義 侵略者と そのす ベての 手先たち にあた えら 
れた 革命の 側からの おごそかな 警告だった ので ある。 

3 苦難の 行軍 

歳月は きびしく 革命は 苦難に みちて いた。 朝鮮を 血 ぬられた！ n 一大な 監獄に かえた 日本 帝国主義 侵略者は、 類例の 
ない 大兵 力を 投じて、 あくまでも 金 日 成 将軍の ひきいる 朝鮮人 民 革命軍を 「討伐」 せん ものと 狂奔した。 

このような とき ほど、 革命に おける 主導権を 奪われて はならなかった。 逆に 険悪な 情勢を 真正面から うけてた 
ち、 敵の 大軍 をう つ 決心を した 金 日 成 将軍は 一九 三 八 年の 士 一月、 主力部隊を ひきいて 南 牌 子を ■出発し、 長 白と 国 
内への 苦難に みちた 行軍の 途 についた。 

将軍は、 けわしい 前途を 予測した。 敵は とくに 長 白地 区の 全域と 国境線 一帯、 それに 北部 朝鮮 一帯を 大兵 力で お 
おい、 じつに ものものしい 警戒 態勢を とって 遊撃隊の 出現を うかがって いた。 

こうした 情勢の なかで 臨 江、 長 白、 白 頭 山を むすぶ 敵の 三角 地帯の 中心部 深く つきすすむ ことは、 かれらに 包囲 
される 危険が 大きかった。 それば かりで なく、 一週間で 到着で きる はずの 長 白への 行軍が、 たえまなく おこなわれ 
る 戦闘と 複雑な 迂回 前進と、 これから 生ずる 難関な どに よって 大幅に おくれる こと も 予想し なければ ならなかった。 

しかし それに もまして 危険に さらされて いたのは、 地獄 絵図 さながらの 祖国と 同胞たち の 運命であった。 したが 
って、 たとえ 怒濤 さかまく 荒海が 前途に よこたわって いても、 将軍は これを のりこえなければ ならなかった。 

行軍は 最初から 困難を きわめた。 
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荒れす さぶ 吹雪と たたかいながら 背丈を こす 雪を かきわけて すすまねば ならず、 零下 三、 四十 度の 寒さに もうち 
かたなければ ならなかった。 しかも 食糧 難が つづいた うえ、 数万の 大軍が 足跡を 追ってせ まっていた。 

敵は 「後方の 安全」 のた め、 南満 州と 北満 州の 全域に 二十 万の 大兵 力と 航空隊まで 動員し、 いわゆる 「大 掃討 
戦」 なる ものを くりひろげた。 とくに 将軍が 指揮して いる 遊撃隊 司令部を 「消滅」 しなくて は、 遊 擊隊を つぶす と 
とも 朝鮮 革命の 命脈を たちきる こと もで きないと 考えた 敵は" 遊撃隊 司令部の 追跡に 血 道を あげた。 そして このと 
きから 敵は 戦術を かえた。 それまでの 一度 攻撃して は しりぞき、 また おそいかかる 「ビス トン 式」 戦術では とうて 
い 遊撃隊を 「掃討」 できない と 考えた 敵は、 遊撃隊に ぴったりと くっついて まわる 「ダ-一戦 術」 をと りは じめ た。 
また かれらは、 櫛です くように 山野を しらみつぶしに する 「御す き 戦術」 も 併用した。 

敵は 遊撃隊が あらわれ そうな 要所 ごとに 兵力を 集中し、 一定の 「討伐」 区域を 担当 させて おいて 遊撃隊を 発見し 
したら すぐ あとを 追い、 一日に 十数 回 も おそいかかったり した。 

遊撃隊は 雪に おおわれた 密林を かきわけながら、 ダニの ように 追跡して くる 敵を 粉砕し なければ ならなかっ^!。 

こうした 状況の もとでは 司令部を 守る ことが もっとも 重要であった。 遊撃隊員た ちは 先を あらそっ てこの 任務に 
あたろうと したが、 結局 この 重大で 栄誉 ある 任務は 呉仲洽 連隊長に あたえられた。 

♦ • •攀  ♦  *  ■ 

かれは 自分の 部隊と ともに 腰まで つかる 雪を かきわけながら 進路を つくり、 追撃して くる 敵を 勇敢に 撃退した。 
司令部を 死守して こそ 朝鮮 革命を 守る ことができ ると 全身で 感じと っていた かれは、 敵を 遠くまで 誘引したり、 間 
一髪の 危険な 戦闘を くりかえしながら も 疲れる ことを 知らなかった。 かれは 不意に 敵が あらわれる とまず 将軍の 身 
を 案じ、 危険が せまる とため らい もな く 身を なげだして それを ふせいだ。 

部隊が はてしないた たかいを つづけながら、 もつれ あった 糸く ずの ような 迀 回路を たどり、 一か月 近い 行軍の す 
えに 長 白 県 七道 溝の 奥地に たどりついた とき、 隊員たち は すっかり 疲れ きっていた。 服は ちぎれ、 凍った 手足は ひ 
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びわれ て 血が にじんで いた ◊それに 食糧まで 底を つき、 干し 野菜で やっと 飢えを しのぐ ありさまであった。 

それに ひきかえ 敵の 攻擊は 数十 倍 も 強化され ていた。 うしろから 追ってく る 数万の 敗軍の ほかに、 長 白の 谷間 や 
丘陵に #. 機して いた 数千の 敵 兵が 狂気の ように 前後左右から おそいかかって きた。 

敵は 遊撃隊を 包囲し、 深い 雪の なかに とじこめ、 兵糧攻めと 眠りに つかせない ようにして 疲れ きった ところを 一 
気に r 掃滅」 しようと いう 魂胆であった。 情勢は きわめて 重大だった。 

，敵の こうした 企図を 見ぬ いた 将軍は、 兵力を 敏速に 集中、 分散、 移動 させながら 敵を 混乱に おとしいれ、 部隊の 
勢力を 保存す る 新しい 戦術を とった。 部隊は 三方 面に 別れて 行動す る ことにな った。 小 部隊は 将軍の 直接の 指揮の 
むと に 長 白 県の 七道 溝、 佳 在 水 方面へ 進出し、 いま 一つの 部隊は 呉仲洽 同志の 指揮の もとに 長 白 県の 黒 瞎子溝 一帯 
に、 また 別の 一 部隊と 独立 大隊は 金 一同 志の 指揮の もとに 撫松 県東崗 一帯へ 進出す る ことにな った。. そして 裁縫 隊 
と •老弱 者は 長 白 県 青 峰の 密営に 移動 させた。 

この 戦術 的な 方針は 敵を 分散 させ、 混乱に おとしいれる ことによって、 司令部を ねらおうと いう 敢の 企図を 破綻 
させる 妙計であった。 

夜明けであった。 千 余 名の 敵が 背後から 谷間に そって おしよせは じめ た。 このと きむかい 側の 高地に i た 具 仲 治 
速 隊から ラッパの 音が 高らかに ひびきわたった。 敵を うつ 蟲然 たる いっせい 射撃の 音と ともに 呉仲洽 連隊長の 大声 
が. ひびきわたった。 

「七 連隊は 正面 突撃！」 

「八 連隊は 左右に 迂回し、 退路を 遮断せ よ！」 

これは かれが 自分の 部隊を 司令部の よ . 5 に 見せかけ、 敵を 誘引す るた めのに せの 号令であった。 案に たがわず 敵 
は 呉仲洽 部隊を 追擊 しはじめた。 
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このように して 自分の 部隊を 司令部に 見せかける ことに 成功した 呉仲洽 部隊は、 おしよせる 敵軍を うちやぶりな 
がら、 いいつくせない 困難を 切りぬ けて 二十 道 溝 方面へ と 脱出した。 しかし 敵は 飛行機まで くりだし、 密林のう え 
からく まなく 偵察しながら 少しで も かわった 気配を 認める と、 むやみ やたらと 機銃掃射を あびせ 爆弾を 投下した。 
また 地上では 軍用犬を 先 Is' に 「討伐 隊」 が おそって きた。 呉仲洽 同志は なお も 自分の 部隊を 司令部に 見せかけな が 
ら 、敵を 地形 上 不利な ところに さそいこん では 猛烈な 銃火を あびせた。 危険に さらされても 司令部を 守る 一念に 燃 
えていた かれは、 それを このうえない 誇りと した。 

やがて 将軍の ひきいる 部隊を さがしだした 敵は、 またもや 執拗に 追撃して きた。 敵は 強力な 反撃に あい -fi: がら も 
息せ ききって 追跡して きた。 行軍は ますます 困難に なった。 

将軍の ひきいる 部隊には 十七、 八才の 若い 隊員たち が 多かった。 しかし かれらは みな 英雄であった。 

その 年の 長 白山 中は とくに 雪が 深かった。 かがり 火を たきながら うとうとと 眠り、 夜明けに なって 目を さまして 
見る と 火を 燃やした ところ だけ 雪が とけて、 まるで 深い 井戸の なかで も 見 おろす ような 穴が できて いた。 雪が 浅く 
つもっ たと ころで も 胸まで つかった。 

そのため 数名の 隊員が 先に ころがって 雪を かため、 その あとから 部隊が 前進す る 苦しい 日が つづいた。 食糧 も 底 
をつ いた。 非常用の はった い 粉まで なくなる と、 隊員たち は 雪を ほおばりながら 行軍を つづけた。 

きびしい 寒さの ために、 全身 6 感覚が まひす る こと もし ばし ばだった。 一度た おれる と、 自分の 力では とてもた 
ち あがれなかった。 しかし、 そうした はげしい 吹雪と 寒さの なかで も、 隊員たち は 休息 命令が おりる とその 場で 眠 
りこけ た。 将軍は 隊員たち とともに、 この 困難な たたかいと 苦しい 行軍を つづけた。 将軍と て 疲れない はずは なか 
った。 しかし 将軍は、 少しも 疲労と 苦痛を 顔に あらわさなかった。 いつも 明るい 表情で 隊員たち を 勇気 づけ、 はげ 
ますこと に 心を くだいた。 
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将軍は こういった。 

「われわれは この 長 白の 密林の なかで 敵を 疲れさせ、 その 力を できるだけ 弱めなければ ならない。 しかも 自力で 
食糧 問題を 解決し、 敵中を 切りぬ けて この 冬を もちこたえなければ ならない。 そうして こそ、 われわれは ふたたび 
祖国に 進軍す る ことができ るし、 革命を 危機から 救いだ す ことができ るの だ」 

将軍は 一日に なんども 隊列の 前後を 往復し、 隊員たち をはげ ました。 

「さあ、 もう 少しがん ばろう。 元気を だして この 困難に うちかって こそ、 なつかしい 袓囯へ 進出す る ことができ 
るの だ！ J 

力つ きて たおれた 隊員 も、 将軍の はげましには 歯を くいし ばって おきあがり、 一歩一歩 まえへ とつき すすむので 
あった。 将軍 自身 も 隊員たち のこう した 姿に 力を えた。 

しかし 日が たつに つれ、 行軍は いっそう 苦し さを ました。 敵の 銃声が 背後に せまる 危険な 状況の なかで、 年少の 
隊員たち は 雪のう えに たおれて はおき、 おきては またた おれた。 あまりに も かれらは 飢えて いた。 疲れ きづて い 
た。 このままでは 敵の 追撃を しりぞける こと も 不可能の ょうに 思えた。 

そこで 将軍は、 まず 食糧を 解決し ょうと 決心した。 そして 七道 溝の 製材所 付近を 行軍して いたと き、 将軍は 日本 
人 経営の 製材所を 襲擊 する ことにした。 それは 数千の 敵の 兵力を 分散させる ことに もな り、 食糧 も 解決で きる 作戦 
であった。 

この 戦闘で 製材所の 馬を 数 頭 生け捕った 六 名の 隊員は、 遊撃隊が すすむ 方向とは 逆の 七道 溝 方面へ 人馬の 足跡を 
のこしながら すすみ、 すばやく 姿を くらました。 やがて かれらは 馬肉を ぶらさげて 帰って きた。 将軍の 計略 ど お 
り、 敵は あくる 日 その 足跡を たどって 七道 溝へ むかい、 またまたむ だ 骨を おった。 

食糧の ない 遊撃隊に とって、 馬肉は たい. へんな ごちそうであった。 L かし それ も 数日た ベる と、 すぐ 底を ついて 
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しまった。 またのろ わしい 飢えが つづいた。 

将軍は いつも、 自分に まわって くるわず かな 食物を がら だの 弱い 隊員に あたえた。 ときおりく ばられ てく るいく 
粒 かのとう もろこしを たべずに とって おき、 たおれそう な 隊員に わたして、 「これを 口の なかに いれて ごらん。 き 
っと 元気が でる」 とはげ ましたり した。 そのたび に 隊員たち は 慈愛の C もった 将軍の 表情に 母の おもかげを 見いだ 
し、 死んでも この 道から しりぞくまい とかたく 決心す るの だった。 

そうした ある 日の 朝、 指揮 部の 伝令 丘 ハたち が 将軍に 一 合 ほどのは ったい 粉を さしだした。 各自の 背のう をはたい 
て 集めた ものだった。 将軍は それを 知づ ていた。 

伝令 兵たち を じっと見つ めて いた 将軍は、 なかで も 一番 年少の 伝令 兵に はった い 粉を わたして その 場を たった。 
しかし 伝令 兵は それを たべなかった。 夜になる と 伝令 兵たち は、 そのは ったい 粉を また 将軍のと ころへ もってい 〇 

た 。 

•「きんたち は、 何 食 ほど 欠かした のかな」 

将軍は それを うけとろうと もせず、 こうたず ねた。 

「司令官 同志、 わたしたちは 先にいた だきました。 司令官 同志の 分 だけが のこって おります」 

隊員たち を 見 まわす と 将軍は 微笑した。 

「だから、 わたしに だけた ベろ というわけだね。 …… これ だけ かな」 

それし かありません と 伝令 兵が こたえる と、 将軍は 背のう を もってこさせ、 なかを しらべた。 一人の 伝令 兵の 背 
のうから、 将軍の 食事 用と してし まって あった はった い 粉が でて きた。 

将軍は 声を たてて 笑った。 そして、 それを 新聞紙のう えに 全部 あけてから 三人を すわらせた。 

「これを 一斗ぐ らい あると 思って たべれば お腹が ふくれる ぞ 。さあ、 早く おあがり」 
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将軍は 紙で さじを つくって それを わけ だした。 
しかし 自分には くばらず、 隊員たち にだけ わけ 
たので、 みんなは すぐ それを 将軍の まえに もどし 
てし まった。 しかたなく 将軍は 自分の分を 少しと 
ってから、 のこりを 隊員たち にわけ あたえた。 そ 
して 隊員たち が はった い 粉を 水に とかす のを 見て 
から、 やっと 自分の ものに 手を つけた。 

熱い ものが こみあげ てきて、 はった い 粉は 伝令 
兵たち のの どを とおらなかった。 一 合を 一斗と 思 
えとい われた が、 数千、 数万 石の 食糧が 目の まえ 
につまれ たょうな 思いで 胸が いっぱいに なった。 
三 名の 伝令 兵は、 しきりと 手の甲で 目が しらを ぬ 
ぐづ た。 

将軍の かぎりない 愛情に 隊員たち はみ な 目を う 
る ませた。 胃袋は 軽かった が、 心は 山海の 珍味を 
腹 いっぱいた ベた ょうにみ ちたり た。 

食糧 難は、 いっそうは げし さを ました。 しかし 
遊撃隊は、 限度を こえる 苦痛に たえながら も 人民 
の ものに 枕 決して 手を ふれなかった。 
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一九 三 九 年 二月、 十三 道溝軟 闘のと き 〇- ことで あゥ た。 遊撃隊が 敵の 機関から ろ 獲した ものの な. かに 牛が いて、 
みんなを 非常に よろこばせた。 ところが 何 頭 かの 牛の 角には、 どうした わけ か 烙印が おしてな かった。 

当時、 敵の 機関に あった 牛には、 その 角に 必ず 「王」 の 印が して あった。 将軍は 「王」 の 烙印が おしてない 牛 
を、 ^ っと 敵の 機関に 徴発され た 貧しい 農民の ものに ちがいな いと 考えた。 そこで 将軍は、 すぐに 持ち主を さがし 
て 牛を かえして くるよう にと 隊員に 指示した。 

命令は 実行され た。 牛は ふたたび 飼い主の 手に もどり 村へ 帰された。 

将軍と ならんで、 それを 見 おくって いた 隊員たち の 心は 晴れ ばれと して 明るかった。 飢え も 疲れ も 忘れ、 遠ざか 
る 牛と 農民のう しろ 姿を いつまでも 見 おくった。 

苦しい 思いを したのは 食糧 だけではなかった。 休息の ない 行軍で 隊員たち は 極度に 疲れて いた。 しかし 敵は ます 
ます 執換に 追撃して きた。 七道 溝の 製材所が 襲撃され てからと いう ものは、 狂った ように 遊撃隊の 行方を さがし も 
とめて いた 敵は ついに 司令部を 発見し、 必死になって 追いす がって きた。 遊撃隊は ふたたび 雪を ほおばり、 敵の 攻 
撃を かわしながら 強行軍を 開始した。 

ときには 飢えと 疲れの ため、 敵に ねらいを つけた まま 力つ きて 引き金 も ひけずに たおれる 隊員 もいた。 しかし か 
れらは 歯を くいし ばって おきあがった。 

将軍は 困難に つきあたる たびに、 すぐれた 戦術で 敵の 目を そらして は 隊員たち を 休ませた。 敵の 足跡を 一つ一つ 
そのまま 踏んで 行軍した かと 思う と、 急に よこへ ぬけて 部隊を 休ませたり、 雪の なかに かくれて 敵を やりすごして 
から 休息を とる こと も あった。 

数千 名の 敵を あとに したがえて、 夜 ふけの 府厚 沼の まわりを 二度目に まわって いたと きであった。 遊撃隊と 敵軍 
との あいだに 新たに 数百 名の 敵が わりこんで きた。 敵の ようすを いち 早く 見て とった 将軍は、 隊員たち に 沼の まわ 
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りを もう 一度 かけ 足で まわる ように 命令した。 そうして 出発 地点に もどって きたと き、 すばやく 真っ暗な 沼の ほと 
りに 隊員 全部を ひそませて しまった。 将軍は 生い茂った 林の なかで 隊員を 休息 させた。 そんな ことは 知る よし もな 
い 敵は 見失った 遊撃隊を さがして 沼の ほとりを うろつく うちに、 後方から くる 味方を 遊撃隊 だと 思い こみ 夜 ど おし 
必死になって 射撃 戦を くりひろげた。 

また 将軍は ときどき、 敵を うっそうと した 森の なか や 雪の なかへ 何日 も ひきまわし、 かれらの 力が つきた ところ 
をね らい、 不意に 強力な 集中攻撃を かけて せん 滅 する 方法 もとった。 

これは 有名な 「蝶と 鶏の けんか」 という 戦術であった。 将軍の この 戦術は、 小汪 清遊 撃 根拠地 時代から 隊員たち 
に ひろく 知られて いた。 当時、 将軍は 少い 兵力で 多くの 敵を ひきまわし、 敵が 疲れたと ころを いっせい 攻撃す ると 
いう この 戦術を ときおり もちいながら、 隊員たち にも 「蝶と 鶏の けんか」 の 話を よくして きかせた。 

「鶏と 蝶が けんかを すると、 欲の 深い 鶏は すぐにで も 蝶を とって たべられ ると 思い こみ、 必死になって 追い まわ 
す もの だ。 しかし 蝶は とまって いて、 鶏が くちばしで つつこうと すると、 ひらりと 舞い あがって また 先の 方へ いっ 
てと まる。 すると 鶏は、 また 懸命に 追い かけて いく。 そうして 蝶は、 鶏が くたびれて 走る 気配 も 見せなくなる まで 
ひきずりまわし、 もう 追い かけて こない となると、 その 頭上を ゆっ くりと 舞いながら、 とさかのう えに そっと とま 
ったり して 欲 ばりな 鶏の 食欲を あおりた てる。 すると 鶏は、 また 欲を だして 追い かける。 こうして 蝶は、 鶏を 水た 
まりや 崖ぶ ちで 一日 ぢ ゅうから かい、 疲れは てた 鶏を 高い 崖のう えにまで ひっぱって いって おとして しまう の だ。 
だから 蝶を とって たべようと した 鶏が 結局、 蝶に 負けて しまう という ことになるの だ」 

苦難の 行軍のと きに も、 将軍は この 戦術で 数多くの 敵を 痛めつ けた。 

このように 将軍が ひきいる 部隊は、 長 白の 密林の 数多い 尾根から 尾根を つたいながら、 敵に 大きな 損害を あたえ 
つづけた。 
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敵は あせった。 力 だけでは 遊撃隊を 屈服 させられな いと 知る と、 敵は スパィを 放ち ビラを まいた。 将軍は 敵の 策 
動を 見ぬ き、 隊員たち に 警戒心を いっそう 高め 勝利の 信念を もつ よう 教育した。 

「敵は いま、 われわれを 内部から 切りく ずそうと している。 したがって われわれは、 いっそう 警戒心を 高めな け 
ればな らな い。 いまは どんなに 苦しく とも、 必ず 勝利の 日が やってくる。 これから 三 か 月 だけ もちこたえれば、 そ 
のとき は 雪 もとけ るだろう。 雪 さえと ければ、 われわれめ 活躍す る 舞台が ひらける。. だから どんな ことがあっ て も 
そのと きまで たえぬ き、 必ずな つかしい 祖国へ 進軍し なければ ならない。 もし、 われわれの 世代に 勝利を かちとれ 
ない としても、 革命を 放棄す る ことは できない。 いまの われわれに とって、 ほかに ゆく ところが あるだろう か。 敵 
はわれ われの 父母 兄弟まで 虐殺し、 故郷を 焼き はらって しまったの である。 だから 死んでも 復簪 しなければ ならな 
い。 ほかにい くと ころな ど ありは しないの だ」 

将軍の こ， とばは 隊員たち の 心を いっそう ひきしめた。 「苦難の なかで 死のうと も、， 決して 敵には 屈しない」 と 心 
に 誓い、 傷つき 凍えて 感覚を 失った 足を ひきずりながら 前進を つづけた。 

武力に よっても、 ビラと スパィに よる 懐柔に よっても 目的を 達する こ -t がで きなかった 日本の 侵赂 者たち は、 卑 
劣に も 遊撃隊員の 父母 や 妻子を 脅迫して 送り こみ、 肉親の 情に よって、 その かたい 決心を 切りく ずそうと した。 し 
かし それ も 敵の 妄想に すぎなかった 。遊撃隊員の 父母 や 妻子は、 かえって 息子 や 夫を 力強く はげましつ づけた。 か 
れら は、 この 冬を りっぱに たえぬ き 必ず 敵を うてと はげまし、 敵情まで 遊撃隊に 知らせた りした。 

ねらいが はずれる と 敵は いっそう 凶悪 卑劣な 行動に でた。 

遊撃隊が 十三 道 溝 付近で 敵を ひきまわしながら、 苦難の 行軍を つづけて いたと きのこと だ。 遊撃隊は 敵の 拠点を 
おそって 食糧は 少し 手に いれた が、 塩を きらして 何 か 月 もたって いたた め 非常に 苦痛を 感じて いた。 

ちょうど そのと き、 将軍は 荷物を 背負って きた 村長と 農民に 金を わたし、 塩を 買って おくって ほしいと たのんだ。 
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ところが、 その 村長は かくれた 敵の 手先であった。 敵は この 機会を 利用し、 毒薬を まぜた 塩を おくって 遊撃隊を 一 
網打尽 にしようと たくらんだ。 

敵は 村長 だけを 先によ こし、 塩は すぐ あとから もってくる とい わせた。 将軍は 村長が なにも もたずに 一人でき た 
のを 不審に 思い、 隊員に 調査を 命じた。 案の定、 村長が 警察に 密告して いた ことが ばくろされ、 かれはす ぐ 処断 さ 
れた〇  . 

そんな こととは つゆ 知らず、 敵は 毒を まぜた 塩と 一 包の 煙草を おくって きた。 かれらは 遊撃隊が それを たべ、 た 
おれた すきに 生け捕りに しようと ねらって いた。 

将軍は 隊員たち に 塩を たべない ようにと 指示した。 ところが がまんし きれな く なった 一部の 隊員が、 その 塩を 水 
で 洗って 少しずつ 〇 にいれ たため、 翌朝 かれらは みんな 寝 こんで しまった。 

将軍は ただちに 応急 治療を させ 戦闘 準備を 命じた。 日が のぼり、 毒薬の 効果が あらわれる ころと 見は からった 敵 
は 大兵 力を 動員して おしよせて きた。 遊撃隊は 一日 ぢ ゅう 敵を ひきまわして これを 撃退した。 しかし 敵は、 なお も 
追撃を あきらめな かった。 あくる 日 も、 その あくる 日 も、 敵は 司令部の 行方を 追っ て ダニの ように つきまとって き 
た。 行軍は 依然として 苦難に みちて いた。 

将軍は ここで、 大胆に 敵の 後方を うつ 方針を たてた。 

「敵が この 山奥に 兵力を 集中して いるから、 われわれは 手う すと なって いる 敵の 後方を うって かれらを 混乱 さ 
せ、 分散 させなければ ならない」 

将軍は、 敵の 全勢力が 長 白の 奥地に 集中して 後方が からにな ってい るた め、 大胆 かつ 敏捷な 行動を おこせば、. む 
しろ 敵の 後方を うつ 方が 容易で あると 考えた。 そして 遊撃隊が 敵の 後方を おそえば、 かれらは 必ず 長 白 奥地に 集中 
していた 兵力を 後方の 守備に まわす だろうと 判断した ので ある。 
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将軍は ただちに 後方 奇襲 作戦を たてた。 そしてす ベての 条件と 勢力 関係を 慎重に 検討した のち、 真昼に 大洋 岔と 
長 白へ つうじる 幹線道路を 襲擊 するとい う 大胆な 計画を たて、 二つの 襲 擊隊を 敵の 後方に 派遣した。 

将軍の 予想 どおり、 敵は 後方の 守 _ を おろそかに していた。 大きな 「集団 部落」 には 若干の 「討伐 隊 J がの こっ 
ており、 小さな 部落には 自衛 団だ けし かいなかった。 大洋 岔に はいくら かの 守備隊が いたが、 遊撃隊が やってきた 
ときには、 かれらは キジ 狩りに でて いなかった。 

大洋 岔と長 白 幹線道路の 襲撃は 成功裏に すすめられた。 遊撃隊は 大洋 岔の 襲撃 戦で 精米所に うず 高く つんで あっ 
た 日本人の 供出米を 大量に ろ 獲し、 部隊の 食糧 問題を 解決した。 

真っ昼間に 大洋 a と 長 白 幹線道路を 同時に 襲撃され た 敵は 大 混乱に おちいった。 かれらは 遊撃隊の 大 部隊が 新し 
くやって きた か、 それとも 完全に 包 s したは ずの 「金 日 成 司令部」 がまた こっそりぬ けだして きたに ちがいない と 
思った。 かれらは 遊撃隊が 後方 深く はいりこんで 行動して いる 事実から 見て、 これは きっと 大 部隊に ちがいな いと 
判断した。 

急報を うけた 敵は、 長 白の 奥地で 人民 革命軍 司令部の 行方を 追っていた 兵力の 一部を さいて 後方 守備に まわしな 
がら も、 どちらが 司令部で あるかを つきとめる ため 血 まなこに なった。 敵は いっそう 執拗に 追撃して きた。 しかし 
将軍は これまでと 同様、 敵を あちこちへ ひきずりまわし、 疲れき ったと ころを 不意う ちに してせん 滅す るか、 ある 
いは 別の 方に 足跡を つけて おいてす ば やくょ こに それ、 追ってく る 敵を 雪の なかに 立往生 させて 背後から うつな ど 
の 方法を とった。 また 敵が 力つ きて 野営で もしょう ものなら、 敵陣の なかへ ひそかに 少数の 隊員を もぐりこませ、 
前後左右から いっせいに 射撃す る ことで 敵を 同士う ちさせる 手 もつ かった。 

この 冬期 作戦で みじめな 境遇に おちいった のは、 遊撃隊では なく 敵側であった。 けわしい 山岳と 寒さと 飢えに き 
たえられた 遊撃隊は、 数 か 月に わたる 苦しい 行軍に おいても 自己の 勢力を たもった ばかりでなく、 それを いっそう 
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鍛練し 強化す る ことができた >  反面、 敵は 遊擊隊 にう ちた おされ、 凍死し、 同士う ちで 無数の 戦死者を だし、 そ 〇 
晁を長 白の 密林の 雪の なかに さらす 結果と なった。 

それでも 敵は 追擊を あきらめなかった。 半狂乱に なった 敵は、 いままでよりも もっと 多くの 兵力を 動員して き 
た。 

そこで 将軍は、 敵の 要衝 地帯で ある 十三 道 溝を 襲擊 する 計画を たてた。 十三 道 溝は かれらの 「討伐」 根拠地の 一 
つで ある ばかりでなく、 対岸の 新？ 乙 坡と むかいあって いる 要所で も あった。 したがって 十三 道 溝で 戦闘が おこれ 
ば、 凍りつ いた 鴨 緑 江を わたっ て 新 望坡の 日本 守備隊は もちろん 長 白と 邱家 店から も応 _隊が おしよせて くる 可 
能 性が あった。 

将軍は 隊員たち につぎ のように のべた。 

r これは、 われわれに とって 生死を 決する 戦闘と もな ろう。 しかし あそこを 攻撃し なければ、 敵を 遠くへ 追いち 
らす ことは できない の だ」 

つづけて 将軍は、 迅速に 攻撃し、 すばやく 撤退す る ことによって 敵を 混乱 させ、 数日後に せまった 正月 用の 物資 
も 手に いれようと 語った。 

将軍み ずからの 指揮の もとに、 遊撃隊は 文字 どおり 電光石火の ように 敵の 中心部を おそった あと、 山への ぼって 
休息を とった。 敵は 自分たち の 後方の 中心部が 不意に おそわれた ので 大 混乱に おちいった。 そのす きに 将軍は 部隊 
をす ば やく 長 白 奥地の 府厚 沼へ と 移動 させた。 

府厚 沼の 奥地に つくと、 将軍は 休息 命令を だした。 部隊は ここで 旧正月を むかえた。 遊 擊隊は 長 白での 数 か 月に 
わたる 行軍の のち、 はじめて テントを はり、 数日間の 休養を とった。 大きな 枯木の したに 寝床を つくり、 久しぶり 
の 休息を とった。 うす 暗くなる と、 そこから 百メー トル ばかりは なれたと ころで 炊 飯 もした。 
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だが、 それ もな がくは つづかなかった。 また 敵が 四方から ひそかに おしよせて きたの だ。 将軍は 部隊を こっそり 
移動 させ、 ここで も 敵に 同士う ちを させた。  . . 

将軍は 敵の 包囲 陣を 突破して から 新しい 戦術に 移った。 将軍は こうのべ た。 

「こんど 敵は、 正面 攻擊 をし かけずに こっそり 包囲す る 作戦ら しい。 だから、 すばやく ここからは なれた 方が よ 
い。 敵が 森林地帯を 中心に して 追撃し 包囲して くる 場合は、 平地の 方へ 移って 行軍を する。 そして 敵が 平地の 方へ • 
やってくれば、 こちらは ふたたび 森の なかへは いって 行軍す る」 

.将軍は. 部隊を 統率して 山を おり、 大胆に も 敵の 中心部へ つうじる 幹線道路に そって 八十 キロの 道を 強行軍した。 
部隊が 八方 頂 子 集団 部落 近くの 山のう えに 到着す ると、 将軍は そこで テントを はって 休む よう 命じた。 将軍は ここ 
にいる あいだ 隊員たち に 学習を させ、 行軍 中の 疲労 もい やすよう にした。 

自分たち の 目と 鼻の 先に ある 山のう えで、 遊撃隊が 休息して いるとは 夢にも 考えなかった 敵は、 冬が 去る のを 残 
念が りなが ら 遊撃隊を さがしもとめて あいかわらず 長 白の 奥地を さまよって いた。 だが、 かれらを むかえた のは 遊 
擊隊 ではなく、 この 冬、 遊撃隊との 戦闘で 戦死 または 凍死した 同僚たち の 死体 だけであった。 かれらは 戦傈 した。 
かれらは それらの 屍の なかに 日本 帝国主義の 悲惨な 運命を みてとり、 そのために 命を すてなければ ならない 自分た 
ちの 不運な 境遇を なげいた。 

遊撃隊員の 死体は 一つ も 見あたらず、 同僚の 屍 だけが 無数に ちらばって いるのを 見た かれらは、 いったい、 だれ 
が だれを 討伐して いたの か、 うたがわざる をえなかった。 そしてな ぜ 、「全知全能の 天皇」 が あの 白い 手袋を はめ 
た 手を あげて、 この 惨事を 未然に ふせげなかった のかと なげかざる をえなかった。 生きの こった 敵は 恐怖に おのの 
くば かりだった。 

敵の 敗北を あざけ 笑う かの ように 春が やってきた。 
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遊擊隊は数万 〇- 敵をあとにし、長白の深い山林地帯を一冬ぢゅうまわり0づけながらも、ついに敵 〇- 大軍をし> 
ぞけた ので ある。 

まさに この 行軍は、 朝鮮人 民 革命軍の 司令部を 死守した 行軍で あり、 朝鮮 革命を 救った 行軍で あり、 苦難に みち 
てはいた が 主導権を にぎって 敵に 徹底的な 打撃を あたえた 勝利の 行軍であった。 

深い 雪と、 きびしい 寒さと、 食糧 難と 睡眠不足と、 たえまなく おそいい かかる 敵の 大 部隊との 戦闘な ど、 この 行 
軍の 苦しみは 人び との 想像を はるかに こえる ものであった。 

なにが、 いかなる 力が、 ことばでは いいつくせない この 苦難を のりこえさせた のだろう か。 まぎれ もな くそれ 
は、 朝鮮人 民の 指導者で あり、 革命と 闘争の 英雄で あり 天才で ある 金 日 成 将軍が つねに 隊員たち とともにいた から 
である。 将軍は 隊員たち の 力で あり、 よろこび であり、 祖国の 輝かしい 未来で あり、 希望な のであった。 

将軍は 隊員たち に、 祖国と 人民に 不幸と 苦痛を しいる 敵を 懲罰す る 力を あたえ、 祖国の ために 生き、 祖国の ため. 
に 死ぬ 崇高な 思想を はぐくみ、 かれらを りっぱな 革命家に、 りっぱな 遊撃隊員に きたえあげた。 じつに 将軍は、 か 
れらに 世の なかの どの 母親 もな しえない、 もっとも 偉大な 愛を あたえた ので ある。 

ぼろ 靴を はく 隊員には 自分の ものを あたえ、 偵察に いった 隊員の 帰りが おそければ 食事 もとらずに とっておき、 
自分は 氷での どを うるおした 将軍。 

戦友の 武黙を 自身の ことのよう によろ こび、 戦友の 死には だれよりも 悲しんで 必ず^ gj した 将軍。 そして 戦友の 
遺児たち を 宝の ように 大切に し、 苦難の 日々 にも 文字を 教え、 季節の かわり 目 ごとに 新しい 服を あてがい、 成長す 
れば 栄誉 ある 遊撃隊の 隊列に くわえた 将 w —— 〇 

それゆえ 隊員たち は、 地のは てまで も 将軍と 行動を ともに する 決意を もっていた。 将軍に 育てられた か it 」 0 は、 
同じ 思想と 同志的な 義理で かたく むすばれて いた。 熱烈な 革命 思想に 根ざす このような 同志 愛は、 試練に つきあた 
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るた ひに いっそう 熱く 燃え あがり、 美しく 花 ひらく のだった。 

一人は 全体の ために、. 全体は 一人の ために 生き、 そしてた たかった。 だれもが 同志を 信じた。 信じる ことは その 
まま 力と なった。 同志にたい する 献身は 栄誉 ある 使命で あり、 義務で あり、 生活 そのものであった。 

重傷を 負いながら も 雨と ふる 敵弾の なかに とびこみ、 戦死した 同志を 背負った まま 息 絶えて いった 隊員。 同志た 
ちを 救うた め 敵の 砲火を 一身に あび、 名もない 谷間で 散って いった 隊員 —— 。このょうな 美しい K ピソ ー ドは 数 か 
ぎりない。 

祖国の 解放め ざして 最後までた たかうた めには、 同志にたい する 愛は 未来への いしずえ であり、 同志の 生命は 自 
身の 命と 同じであった。 

だから こそ、 将軍と ともに 苦難の 行軍を つづける 隊員たち にと っては、 のりこえられない 難関 も、 うちやぶれな 
い 敵 も 存在し なかった の だ。 だれもが 将軍と 隊伍を 信じ、 だれもが 将軍と 隊伍の 守り 手と なった。 いかなる 逆境に 
おちいっ て も、 だれもが 革命の ためにつ くした し、 またそう しなければ ならない とかたく 信じて いた。 そして 苦難 
のなかで こそ、 かえって ふるいたつ 気高い 自力 更生の 精神が 全隊 員に みなぎって いた。 

みんなが 革命の 勝利を 信じて いた。 侵略者は いっとき であり、 共産主義の 真理と 人民は 永遠で あると 信じて い 
た。 だから こそ、 かれらは 革命の 勝利の ために 血と 汗を 流す ことをこのう えない 栄光と 考えた ので ある。 

こうした 人び との 集まりが、 まさに 前例の ない 苦難の 道のりを つきすすむ 朝鮮の 革命軍な のであった。 そして こ 
の 隊伍の 先頭には、 つねに 日本の 侵略者たち を 戦傈 させた 朝鮮人 民の 偉大な 指導者 金 日 成 将軍が たって おり、 祖国 
へ 進軍す る この 隊伍を はばむ 力は どこに もなかった。 

じづに 将軍は、 南 牌 子から 長 白に いたる 冬の 行軍の あいだ、 いかなる 困難に つきあたっても つねに しっかりと 主 
導 権を ^ ぎり、 敵を 思いのままに うちのめし、 ついに その 追撃を ふり 切った ので ある。 
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長 白の 深い 密林に も 春が おとずれた。 すさまじかった 酷寒と 吹雪 
は あとかたもなく 消え去り、 祖国の 土の 香りを ふくんだ 春風が はる 
かな 鴨 緑 江を わたって 吹いて きた。 

遊撃隊が あれほど 待ち こがれて いた、 そして 将軍が 指 おり 数えて 
隊員たち をはげ ましてき たこの 勝利の 春が、 ふたたび 祖国へ 進軍で 
きる その 春が 長 白の 地に おとずれ たので ある。 

部隊が 八方 頂 子 付近の 山を おり、 佳 在 水の 奥地に ある 北大 頂 子の 
密林の なかにはい って 野営す る ことにな った 四月は じめ の ある 日、 
将軍は 遠く、 白 頭の 連峰を ながめながら こう 語った。 

「われわれは 冬を 無事にす ごした。 ち びっこ 隊員 も あの 苦労に た 
えぬ いたの だから、 これからは 一人 だち できる 強い 闘士に なった わ 
けだ。 もう 問題は ない。 春は 万物が よみがえる 季節 だ。 われわれ も 
この 春には 力を あわせて 祖国へ 進軍し よう。 朝鮮へ 進出して 勝利の 
火の手を あげよう！」 

将軍は 各地に 隊員を 派遣した。 また 作戦の ため 別々 に 活動して い 
た 吳仲洽 、金 一同 志の 部隊を 北大 頂 子に 集めた。 こうして 密林で 
は、 数かず の 死線を こえながら 敵と たたかって きた 戦友たち の 感激 
的な 再会が おこなわれた。 

司令部の 安全を 守る ために 敵の 大 軍を 遠くへ さそいだし、 英雄的 
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にたたかつた 呉仲洽 同志は、 将軍の 無事な 姿に 接する と 感激の あまり ことば もつかえ、 とめど もな く淚を 流す ばか 
りだつた。 かれの 肩を 強く だきよせた 将軍の 目に も 涙が 光つた。 指揮官と 隊員の すべての ほおが 涙に ぬれていた。 
それは 革命と、 指導者と、 国の ために 偉® をた てた 人び とだけ が 流す ことので きる もつとも 気高い 涙で あり、 もつ 
ともよろ こびに あふれた 涙であつた。 

苦難に みちた 偉大な 行軍は 勝利した。 一週間 も あれば ゆきつく 距離を、 毎日の ようには げしい 戦闘を くりかえし 
ながら 想像を 絶す る 難関を つきやぶり、 百 余日を かけて ようやくた どり ついた この 行軍 —— 。これは まさに、 抗日 
遊撃隊の 戦闘力と、 政治、 道徳的な 力にたい する 一大 試練であつた し、 堂々 たる 勝利の 示威であつた。 

じつに この 行軍の もつ专 I は、 敵に 甚大な 打撃を あたえた こと だけにと どまる ものではなかつた。 それよりも 重 
要な ことは、 いかなる 困難に もうち かつ 不屈の 闘志と、 革命と 偉大な 指導者の ために 一つに 団結した 力が いかに 強 
大 であるかを 示威した ことに あつた。 それは また、 想像を 絶す る 威力を 生む 共産主義 理念と 強 じんな 力を もつ 自力 
更生の 精神の 勝利で あり、 一つの 思想のう えに 花 ひらく 革命的な 同志 愛の 勝利で も あつた。 

だから こそ、 北大 頂 子に おける 戦友たち の 再会は、 勝利者たち の 再会で あり、 英雄たち の 再会であつた。 

隊員たち を 祝う 将軍の 顔には、 革命の 明るい 前途にたい する かぎりない 確信が みなぎつて いた。 将軍は しばらく 
の あいだ 心が 静まらなかつた。 凍傷で 荒れ こわばつた 隊員たち の 手を かわるがわるに ぎりし め、 なでまわす 将軍の 
胸底には、 いかなる ことばを もつてしても いいあらわす ことので きない 熱い ものが 流れて いた。 

4 茂 山地 区 戦闘 

将軍は 一九 三 九 年 四月、 北大 頂 子で 人民 革命軍の 幹部 会議を ひらき、 一九 三 八 年から. 一九 三 九 年へ かけての 冬期 
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軍事行動を 総括した 0 ち、 春期大 反撃 戦に 移 -> て ふたたび 祖国へ 進軍す る 方針を 提示した" 

「敵が 冬の 『討伐 作戦』 で へとへとに なり 自分たち の 古巣へ 帰って いった このと き、 かれらに 息つ くひ まを あた 
えず われわれは 総 反撃に 移るべき であり、 祖国へ 進出す る 準備を ととのえるべき である。 …… こうす る ことによ って 
われわれは すばやく 被服 や 食糧、 武器を 補充して 力を 回復す る ことができ るし、 ふたたび 和 •国へ 谁 軍して 人民に 解放 
の 曙光を もたらし、 破壊され た 革命 組織を たてなおし、 かれらを 新たな 力で 闘争に ふるいたたせる ことができる」 

こうして 勢力を 結集した 人民 革命軍 部隊は、 将軍の 方針に したがって 怒濤の ように 敵陣を うちくだく 春 期 大反擊 
戦を 開始した。 

四月 八日の 佳 在 水 戦闘を 皮切りに、 四月 十二 日には 警察 隊と偽 満軍張 兆 部隊な ど 敵の 大兵 力が 駐屯して いた 邱家 
店を 攻撃し、 敵に 息をつく ひまを あたえず 十五 道 溝 (四月 二十 六日) を うって 敵の 中心部を 粉砕し、 半截溝 (五月 三 
日) にも 攻撃を くわえた。 

一方、 将軍は 住民 地域へ 政治 工作員を 派遣し、 破壊され た 祖国 光復 会の 組織を たてなお すと 同時に、 人民 大衆の 
なかで 政治 組織 活動を 活発に くりひろげた。 

抗日 遊撃隊が 国境 地帯で 敵の 要衝を ひきつづき 攻擊 している という 知らせに、 人民は 新たな 希望と よろこびに わ 
きかえった。 

祖国 進出を 目前に ひかえた 朝鮮人 民 革命軍 部隊は、 将軍の 臨席の もとに 馬 登廠で 一九 三 九 年の 五 •一節 (メ— デー) 
記念 慶祝 大会を ひらいた。 

将軍は ここで、 全世界の 労働者階級の 国際主義 的 団結の 思想と その 威力に ついて 強調し、 朝鮮人 民 革命軍の 戦闘 
過程を 総括した のち 当面の 戦闘 課題を さししめた。 

こうして 人民 革命軍の なかから えらばれた 数百 名の 隊員は 五月 十六 日、、 暗たんた る 祖国に ふたたび 解放の 曙光 
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かって 出発した。 


ソ ベ クス 


五月 十八 日の 午前、 遊撃隊は 鴨 緑 江と 小 白水 川が 合流して 
曲りくねって いる 浅瀬を わたり、 疾風の ように 祖国の 地に そ 
の 姿を あらわした。 普天堡 戦闘が おこなわれた ときから 二 年 


t 目に、 ふたたびな つかしい 祖国の 地を 踏む 遊撃隊員の 胸は、 


金 感激と 興奮に わきかえった。 

^  祖国 —— 、それは 遊撃隊員たち が 戦闘と 行軍のと き、 ある 
_ いは 密営 地の かがり 火の まわりで、 いつも 情熱を こめて よん 


でみ るな つかしい 名で あり、 かれらを 不死身に させた 名で あ 


む つ卜 J。 
に  ナ 


棚  遊撃隊員は 耳 や 目で なく、 からだ 全体で 救いの 手を 待ち こ 


きがれ ている 不幸な 祖国を 感じと つた。 

を  家 員たち はみ な、 胸の 底にまで 香りが しみとおる 祖国の 土 


くれを にぎりしめ、 すみきった 流れの なかから 小石を ひろつ 


てきて は、 大切な 宝物の ょぅに 背のぅ のなかに そっとし まい 


:,: く.  . ■■ 


こむ のであった。 

将軍は、 美しく 咲き こぼれて いるつつ じを 一枝 手 折って そ 
の 香りを めで、 感慨無量の おももちで 隊員たち にこぅい っ 
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た。 

「朝鮮の つつじは 美しい。 見れば 見る ほど 美しい」 

鴨 緑 江の 岸辺で 小休止を 終えた 将軍は、 青 峰で 部隊を 
野営 させた。 祖国の 地で はじめて 野営を する 遊撃隊員た 
ちは、 祖国を きっと 解放せ ずには おかないと いう 新たな 
決意 も かたく、 木の 幹に 「朝鮮 民族の 自由と 独立、 解放 
のために 最後までた たかおう！ J、  「日本の ファッショ 
軍閥を 打倒せ よ！」、 「朝鮮の 青年よ！ すみやかに 来 
たり、 抗日 戦に 力強く 参加し よう！」 という スロー ガン 
を 刻みつ けた。 

十八 日に 青 峰で 夜を すごした 部隊は、 十九 日には I 昌 
で、 二十日には 枕 峰で 野営した が、 この間、 日本人 経営 
の 製材所を 数回 襲撃し、 敵を 混乱に おとしいれた。 

朝鮮人 民 革命軍 部隊が 祖国に 進出した という 急報に、 
いま 一度 おどろいた 日本 帝国主義は 咸鏡 南北 道の 中心地 
域の 守備隊、 武装 警察 隊を 総動員す る 一方、 長 白 県 駐屯 
の 関東 軍と 偽満軍 一千 余 名の 「討伐 隊」 を 国境 沿岸に 集 
結 させ、 いわゆる 「鉄壁」 の 警備 陣を しくのに 大さ わぎ 
をした。 
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そうしてから ひと 安心した か 〇- ように、 「討伐 隊はい っ そう 緊張し、 今度 こそは 徹底的に 搔討 する 决意で 昼夜 0 
別な く 猛烈に 活動して いるた め、 朝鮮と 満州の 国境は 近来に なく 緊張した 空気につつ まれて いる。 共産軍は 暗い 森 
林で たくみに 身を かくして はいるが、 逃げ道を ふさがれて いるので とうていぬ けだす ことは できないだろう」 (『朝 
鮮日 報』 一九 三 九 年 五月 二十 五日 付) と 豪語した。 

将軍は 五月 二十日、 枕 峰 野営地で 指揮官 会議を 招集して 状況を 分析した のち、 敵が 胞胎 山を 中心とする 山岳地帯 
と 鴨 緑 江 沿岸に むらがって いる ことを 指摘し、 真っ昼間から 大胆に 一瀉千里の 勢いで 茂 山地 区へ なだれこみ、 敵の 
弱い 側面を うちやぶる 決意を 明らかにした。 

枕 峰を あとに した 部隊は、 まるで 一幅の 山水画の ように 美しい 三 池渕の ほとりで 昼食を とった ◊将軍は 隊員たち 
とともに、 祖国の 三 池渕の 美しい 景色を ながめながら 疲れを いやした。 

将軍と 隊員は 三池渕 のきれ いな 水を すくって 飲み ほした。 まるで 三池渕 は、 母なる 祖国が 愛する 息子の のどの か 
わきを いやす ために、 ながいあいだ 待ちつ づけた 大きな 器の ようであった。 将軍は 隊員たち を 見 まわし、 「三 池渕 
は 景色 も 美しく 水もう まい。 この 水を 心 ゆく まで 飲んで 力の かぎりた たかい、 祖国を 解放し よう」 といい、 なんど 
も 水を 口に ふくんだ。 

しかし 将軍は 隊員と ともに 祖国の 美しい 自然を なつかしむ いとま もな く、 せわしく そこを たたなければ ならな か 
った。 そして 勝利した あかつきには 祖国を より 美しく 築き、 人民が 幸福に 暮らす 地上の 楽園を 建設す る 偉大な 構想 
を 胸に ひめて 出発した。 

崇高で 偉大な この 構想は、 やがて 実現され た。 それから 二十 年の 歳月が 流れた 一九 五八 年 五月、 将軍は 三 池渕を 
感慨 深く たずねた。 

このと き 将軍は、 「じつにい いところ だ。 ここに 家を 五 棟ぐ らい 建て、 壁を 白く ぬり、 屋根を 赤く しよう。 食堂 
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も 建てよう。 そうすれば 白 頭 山 探険 隊も 休んで いける し、 夏は 林産 労働者の 休養 所と もな ろう。 冬は 全国の 大学生 
や 少年団 員の スキ ー、 スヶ ート 場に すれば よい」 と 語った。 

それから 三池渕 にはり っばな 休養 所が 建設され、 毎年、 数多くの 勤労者が ゆっくりと 休養を とっている。 

三 池渕を 出発した 人民 革命軍 部隊は、 将軍の 指示 どおり 恵 山から 茂 山へ つうず る 「和漱 警備 道路」 を 真っ昼間 か 
ら堂々 と 行軍した。 この 「甲 茂 警備 道路」 は 「朝鮮 総督府」 が 普天堡 戦闘の 翌年に あたる 一九 三 八 年 三月、 「天皇」 
の 追加予算 承認に よって、 まる 一年間 死力を つくして つくりあげた 国境 替備 道路であった。 しかも 開通式を 目前に 
ひかえて いたた め、 この 道路の 通行は 禁止され たま まだった。 

敵が 国境を T 警備」 する ためにつ くり、 検査を うける ためにき れいに 掃除まで して おいた 道、 軍警 のきび しい 監 
視 ぶりに とぶ 鳥 も 羽根を すくめる というい わくつ きの 道を へて、 ほかならぬ その 敵を うちに ゆく という こと t じつ 
に 大胆 きわまりない 戦術であった。 

遊撃隊員の 士気は 天を もつ かんば かりであった。 たとえ 百倍 もの 敵と むかいあった としても、 それを 一挙にう ち 
やぶる ほどの 勢いであった。 その 勇気を あたえて くれたのは、 ほかならぬ 祖国であった。 祖国は かれらに 泰山を も 
つらぬく 力と 強 じんな 置： を あたえた。 祖国の 空 も、 林 も、 踏みし める 大地 も、 飲む 水 も、 すべてが かれらに 誇りと 
勇気を あたえた。 

敵は 遊撃隊が よも や 白昼に、 しかも 自分たち の 軍用 道路を 行軍して こような どとは 夢にも 思わなかった。^^ な 
敵は いつも 誤算を かさねた。 かれらは 遊 擊隊の 行方を もとめて 密林を さまよい 、「甲 茂 警備 道路」 には 全然 注意を 
むけて いなかった ◊将軍は こうした 点を 見ぬ いて 白昼 行軍を 決断した のであった。 その 洞察力と 大胆 さは 隊員たち 
の 胸を いっそう 燃えた たせた。 

遊 擊隊が 整然と 隊列を くみ 堂々 と譽備 道路を 前進して いたと き、 敵は まだ、 建昌と 枕 蜂 一帯の ひろい 密林の なか 
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で目を 1111 0ようにしてさ菸していた。遊擊隊は四〇キロあまりの警備道路を悠々と突破したか 

こうして 革命軍 部隊は 二十 一日、 茂 浦へ 到着した。 隊員たち は 深い 森林と 静かな 大地の 一部を ぬって 流れる 石 乙 
川の ほとりを 野営地に きめ、 将軍と ともに 一夜を すごした。 

将軍は ここで ふたたび 指揮官 会議を 召集し、 大紅湍 地区へ 進出す る 具体的な 作戦計画を 提示した。 

将軍の 指示に したがって 二士 百に 大紅湍 地区へ と 進出した 人民 革命軍 部隊は、 その 夜、 新 四 洞と 新 開拓の 二方 
面に むかって 進撃を 開始し、 またたくまに 敵を 掃滅して その 地区を 完全に 掌握した のち、 人民にたい して 反日 宣伝 
を おこなった。 

隊員たち は 金 日 成 将軍と 朝鮮人 民 革命軍に ついて 説明し、 革命軍の 使命と このたびの 国内 進出の 目的 および 祖国 
光復 会の 綱領に ついて くわしく 解説した。 大衆の 感激は 波漭 のように ひろがって いった。 銃擊 にお どろいて 避難し 
ていた 老人 や 婦女子 も 集まって きた。 

「金 日 成 将軍が こられた ぞ！ J という 知らせは、 たちまち ひろまった。 大衆は 先を あらそって 将軍の いる 場所に 
集まっ てきた C 

将軍は 新 四 洞の 木材 労働者たち とも 会った。 合宿所の 外まで あふれる 労働者たち のなかに 腰をおろした 将軍は、 
かれらの みじめな 労働条件と 話に もなら ない 暮らしむ きに 同情し、 心から かれらを 激励した。 みんなの 目が しらが 
急に 熱くな った。 飢え 死を しても、 仕事に 疲れて たおれても、 訴える ところと てなかった かれらは、 生まれて はじ 
めて きくな ぐ さめの ことばに 肉親の ような あたたか 味を おぼえて 声を つまらせた。 

やせおとろえ 黒ずんだ かれらの 顔、 生活の 道を たたれ、 家族と 生き別れなければ ならなかった 悲惨な 過去が 刻む 
額の しわと 白髪、 苦しい 労働を 物語る ふしくれだっ た 手と つぎはぎ だらけの 服 —— 。こうした みじめな 姿を 見つめ 
ていた 将軍 も、 こみあげて くる ものを おさえる ことができな かった。 
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将軍は 一人の 子どもを ひざ 0 うえに すわらせ" やせこけた 肩 t やわらかな 髮を 静かに なでた  >  そして 独特の よ 
くと おる 太い 声で 朝鮮人 民 革命軍の 使命と 目的を 話した あと、 つぎのようにつ づけた。 

「労働者の みなさん！ 朝鮮人 民は 日本 帝国主義 者の 侵略に よる 抑圧と 搾取の もとで、 貧困と 無 権利に あえいで 
います。 …… それなら 朝鮮人 民には、 自分の 祖国を 解放す る 力がない のでしょう か。 決してそう ではありません。 
力は いくらでもあります。 その 力は ほかで もな く、 朝鮮の すべての 善良な 人民、 とくに 労働者と 農民の かたい 団結 
にあります。 わたしたちは この 力を 信じ、 その 力を 団結 させて 日本 帝国主義を 打倒し、 祖国を 解放す る 闘争に むけ 
なければ なりません。 …… いまこ そわた したち は 祖先の 尊い 愛国 精神を うけつぎ、 日本 帝国主義に 反対す る 民族 解 
放 闘争に 力強く たちあがらなければ ならない のです。 労働者階級で あるみ なさん は、 朝鮮人 民の もっとも 先進 的な 
部隊な のです。 無産 大衆の 自由と 解放の ために、 みなさんは 反日 戦線の 先頭に たたなければ なりません」 

こうした 趣旨の 話が 終る と、 労働者た ちは 先を あらそって 遊撃隊へ 志願し はじめた。 

将軍は かれらを たたえながら、 反日 闘争に 人民を 団結させる ことは、 銃を 手に してた たかう ことに も おとらない 
重要な 革命の 任務で あると 話した。 そして 今後の たたかいの 方向を さししめし、 組織を つくって 遊撃隊と 連絡す る 
方法を 教えた。 

朝鮮人 民 革命軍の 茂 山地 区 進出に あわてた 敵は、 各方 面から 攻撃を くわえて きた。 

将軍は 敵が 追撃して くる ことを 予測して、 集結 地の 大紅湍 に 帰って いた 一 部隊と 直属 部隊を 有利な 地点に 待機 さ 
せた。 

五月 二十 三日、 大紅湍 地区では 痛快な 戦闘が くりひろげられた。 将軍の 計画は 正確 無比であった。 

日が のぼり 八 時 ごろになる と、 日本 国境 警備隊と 警察 隊 数百 名が 重火器を 増強して 遊撃隊の 待ちぶ せ 地点に あら 
われた。 敵は ちょうど 新 開拓を 攻撃して 集結 地へ もどって きた 人民 革命軍の 一 部隊を 発見し、 ひそかに あとを つけ 
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ながら 攻撃の チャンスを うかがって いたと ころだった。 

え  状況を 把握した 将軍は、 その 部隊に 待ちぶ せ 地点の まえを すばやく 通過 させてから、 追跡して くる 敵の 近づく の 
h を 待. って 軽機関銃 や 歩兵 銃な. どで •いっせい 射撃を くわえた。 同時に、 通過 部隊と 待ちぶ せを していた 部隊を 合流 さ 
嶺せ 、敵を 正面からは げしく 攻撃した。 側面と 前方から いっせい 射撃を うけた 敵は、 銃を 手に とる いとま もな く 屍の 
«- 、 山を 築いた。 

^  その 日、 革命 軍隊は 各方 面から おしよせる 敵を 協同 作戦で 痛撃した ◊革命軍の 強力な 打撃を うけ、 やっと 命び ろ 
いを して & 谷 方面へ 逃げた 日本軍の 敗残兵は、 救援に きた 味方の 守備隊と 同士う ちを する 醜態まで 演じ、 数多くの 
死傷者を だした。 

大紅揣 で またも 輝かしい 勝利を おさめた 将軍は、 祖国 進出の 目的を りっぱに 達成し、 悠々 と豆満 江を わたって 
長 山 y 嶺へひ き あげた。 

•そのと き 多くの 人民が すすんで 遊撃隊の 荷物を 背負い、 危険を おかして 長 山嶺までは こんでくれ た。 一夜を 明か 
した 将軍は 長時間 "同胞たち の 苦しい 境遇を きき、 闘争の 方法を 教えて 勝利の 信念を もたせた。 

あくる 日、 出発を まえにした 将軍は 人び とに 別れの あいさつを おこなった。 別離を 惜しむ 同胞たち は、 自分の 服 
や 靴を ぬいで 遊撃隊員に わたそうと した。 遊撃隊員 もやは り、 自分の 着て いた 服 や 靴を ぬいで かれらに あたえよう 
とした。 たがいに 目に 涙を うかべ、. しばらくは 子どもの ように おし くらを した。 満足な 贈り物 一つで きない 身のう 
えが 悲しく、 また うらめしかった。 しかし これは、 遊撃隊と 祖国の 人民との 燃える ような 愛の あらわれ でも あった。 

同胞たち は、 祖国を 一日 も 早く 解放して くれる ように、 また 達者で りっぱに たたかって くれる ようにと 口ぐ ちに 
いった。 そしてた がいに 姿が 見えなくなる まで 手を ふり あった。 みんなの 胸には 感謝の 気持ちと 勇気が わきあがっ 
た。 その 一瞬は 時間 もとまり、 林 も ざわめきを ためらう かの ようであった。 
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祖国よ、 われらを 待って くれ！ 

われら 必ず そなたを 解放す るであろう！ 


長 山嶺を おりた 革命軍 部隊は、 士気 も 高く 和 龍 県内に 深く すすんで いった。 

このょぅに 茂 山地 区に おける 人民 革命軍の 勝利は、 抗日 遊撃隊を 「せん 滅」 させた と 豪語して いた 日本 帝国主義 侵 
略 者に 致命的な 打搫を あたえ、 ひきつづき 強化され ている 人民 革命軍の 威力を 内外に あますところなく 示威した。 
そして 人 民に勝利の信念を ぃだ^^ 余％ 贫 —a  ,^8 


かせ、 革命 組織の 破壊に よって « 


時 ひるんで いた 人び とに 新た & 65 


な力 | :た。それだけでは熟一.咸謹遍 


争と 並行して ハルヒ ン ゴル 地方 


である。 
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山で 数百 名の 日本 兵が やられた そうだし、 日本 帝国主義が 滅びる 日 もそう 遠くは ない」、 「日本の 侵略者が いくら じ 
たばた しても、 白 頭 山の 精気を うけついだ 金 日 成 将軍に かなう もの か！ L1 という ささやきが ひろまって いった。 

日本 帝国主義は、， 朝鮮人 民 革命軍が 人民 大衆に あたえた 政治的 影響が ひろがる のを おそれ、 ただちに 茂 山地 区の 
数百 名の 林業 労働者を 全国 各地の 鉱山 や 鉄道、 その他の 部門に こまかく わけて 配置した。 しかし、 これは まったく 
逆の 結果を もたらした 。この 労働者たち をつ うじ、 茂 山地 区 戦闘で 人民 革命軍が 勝利した という ニュ ースが 朝鮮 各 
地に ひろまり、 その 影響力は ひろく、 深く、 大衆の なかに しみこんで いったから である。 

将軍は 茂 山地 区 戦闘の 直後、 政治 工作員を 国内へ 派遣し、 反日 気運の 高まった 各地の 住民の なかで 破壊され た 革 
命 組織を たてなおし、 大衆 的な 反日 運動を 展開す るょう にした。 

各地で ふたたびたち あがった 祖国 光復 会の 地下組織は、 「(反日 民族 統一戦線が) 日本の ファシスト 軍閥を 徹底的に 
撲滅す る 正しい 路線で ある。 朝鮮の 同胞ょ！ 一日 も 早くたち あがれ！ 武器を とってたち あがり、 日本 帝国主義 
に 最後の 決戦を いどもう！」 (祖国 光復 会の 檄 、一九 三 九 年 六月 十一 日) と 訴え、 広 はんな 人民 大衆の 反日 闘争を 指導し 
た。 

抗日 武装 闘争の 影響の もとに、 労働者 や 農民の 大衆 的な 闘争 もは げしく 展開され た。 一九 四〇年 一月から 八月 ま 
での 期間に 労働者の 罷業 総数は 六 百 二十 三 件に 達し、 その 参加 人員は 四 万 九 千 余 名に のぼった。 
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第 十 章 日本 帝国主義を 戦慄 させた 大 旋回 作戦 

1 白 頭 山の 東北 部を ぬって 

国内に 大きな 革命的 波動を よびおこした 茂 山地 区 戦闘の のち、 将軍は 白 頭 山 東北 部 一帯を 活動 舞台に して 敵に 連 
続 的な 打撃を あたえる 大 旋回 作戦を 展開した。 

将軍は、 まず 強盗 日本 帝国主義が 挑発した ノモンハン 侵攻 事件と かんれんして、 I 九 三 九 年 八月の 初旬、 _甸| 
寒 葱 溝で 敵の 後方を 攪 乱し 打撃を あたえる ための 作戦を いっそう 強化す るよう 命令した。 

この 命令で 将軍は、 日本 帝国主義の 反ソ 侵略 企図を ばくろし、 人民 革命軍が 朝鮮と 満州で 日本の 後頭部を うつ 作 
戦を 強化す る ことは ソ連を 武力で もって 擁護す る 正義の 闘争で あり、 緊急に 提起され た 国際主義 的な 任務で あると 
指摘した。 また このような 背後 作戦を 強める ことは 日本 帝国主義の 滅亡を 早め、 朝鮮 民族の 解放を 促進す る 道で あ 
ると 強調した。 

将軍の 八月 命令を うけた 人民 革命軍の 各 部隊は、 広大な 地域で 日本 帝国主義の 背後に 打撃を くわえる ための 積極 
的な 軍事行動に 移った。 

一九 三 九 年 八月 下旬、 安吉、 崔賢 同志が 指揮す る 部隊は 「武力に よって ソ連を 擁護し よう！」 という ス n— ガン 
を かかげて 大沙河 地区 作戦を 展開し、 悪質な 山 本 部隊 五 百 余 名を 完全に 殺傷、. 捕虜に した。 そして ひきつづき 九月 
に 展開した 要岔 戦闘を つうじて、 敵の 将校 七十 余 名と 兵士 二百 余 名を のせた 軍用 トラック 士一 台を 襲撃し、 それを 
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焼き はらって 敵を 完全に 掃滅した のち、 迫攀 砲と 重機関銃な ど 数多くの 武器を ろ 獲す る 戦果を あげた。 

また 九月 末には 延吉県 方面で 衝 k 村、 * 1? 林 村、 福 興 村な ど 十二 か 所 および 「集団 部落」 を 一夜のう ちに 襲撃し、 
敵に 連続 的な 打撃を あたえた。 

このと き 北満 州 地域では 截歡齡 同志たち の 指揮す る 革命 部 軍隊が 焼 河 県三義 屯、 楊木崗 、三 江 口、 嫩江県 
辦 ¥ 郎此県 城、 槪 k 県 城な どでの 戦闘を つうじ、 日本の 侵略軍の 背後を 痛撃して いた。 

朝鮮人 民 革命軍 部隊が 茂 山地 区 戦闘を はじめ 各地で 連続 的に 展開した このような 敵の 背後 提乱 作戦は、 朝鮮と 満 
州に おける 日本 帝国主義の 植民地 支配と 戦争 拡大 政策に 深刻な 打撃を あたえた。 そのため 日本の 侵略者たち は、 満 
州を 確保して 安全な 戦略 的 後方に したてなければ、 中日 戦争の 勝利は おろか、 ソ連 侵略の 成功 も ありえない と 考え 
はじめた。 

こうして かれらは 、一九 三 九 年の 下半期から 「東南 部 治安 粛正 特別 工作」 という 名目で、 ふたたび 朝鮮人 民 革命 
軍にたい する 全面的な 「討伐」 に 軍事力を 集中して きた。 

かれらは 吉 林に 関東 軍司令官の 直属と して 「野 SIJI 討伐 司令部」 を 設置し、 関東 軍 管下の 軍団と 「支那」 派遣軍を 
はじめと する 偽満 軍、 憲兵、 警察、 武装 自衛 団な ど、 あわせて 二十 余 万の 大兵 力を 人民 革命軍の 「討伐」 に 投入し 
た。 

吉 林では 連日、 日満 軍閥に よる 「討伐」 謀略が おこなわれ、 「野 副 討伐 司令官」 の 訓辞 やら、 作戦計画 やらが ぞ 
く ぞくとつ くりだされた。 そして 「地区 別 討伐 隊」 を 編成し、 そのした に 県を 単位と する 「小 地区 討伐 隊」 を 各地 
に 設置した。 かれらの 今度の 計画で 目新しい ものは 「討伐 隊」 を 山奥に 潜入 させ、 人民 革命軍の 密営 地を 襲擊 する 
ことによって その 根拠地を 破壊し ようとい うこと であった。 そのため 「討伐 司令部」 は 攻撃の ほこ 先を 東 満州、 通 
化 省 東北 部、 吉林省 東部に むけ、 人民 革命軍 司令部の 「掃滅」 を 基本 目標と した。 
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情勢は 朝鮮人 民 革命軍に と ' 〇 てき わめて 不利であった。 人民 革命軍は、 東、 南満 州 地区の 強敵と 単独で 対決し な 
ければ ならなかった。 とくに 敵は 将軍が ひきいて いた 部隊が 活動す る 和 龍 一帯に 大兵 力を 集中し、 人民 革命軍を 包 
囲 封鎖して その 指揮 部を さがしあてようと 懸命に なって いた。 

こうして 国境 ぞいと 和 龍、 安東 一帯に 大 「討伐 隊」 が 集結した ため、 白 頭 山 東部の 奥地は 文字 どおり 身動き もで 
きない 状態であった。 

しかし 金 日 成 将軍の 頑強な 革命的 展開 力 —— 、いかに 困難な 状況の もとで も 主導権を にぎり、 敵の 弱点を つき、 
連続 的に 敵を うちくだく 攻撃精神、 そして 臨機応変の 卓越した 戦術に より 人民 革命軍 部隊は この 難関を 勇敢に うち 
やぶって 前進を つづけた。 

将軍は、 敵が すぐ 背後から おそいかかろうと している 切迫した 状況に おいても、 悠 々と 隊員たち を 休息 させな が 
ら 奇抜な 戦術を あみだしたり した。 

その 年の 秋、 部隊が 剖 折 江の ほとりで 休息した ときの ことで ある。 

敵が 近くで 機会を ねらい 危険な 状況に あった。 隊員たち は 当然、 出発 命令が くだる ものと 考え 万端の 準備を とと 
のえ て 待機して いた。 ところが 将軍は 意外に も 朝早くから 伝令 兵を つれ、 静かな 沂江 のほとりに でて 釣り糸を た 
れて いた。 むらがる 敵の 大 軍の 包囲の なかで 泰然自若 として 釣りを たのしむ 将軍。 その 悠々 とした 姿を 見つめる 伝 
令 兵は 感激に 胸が 熱くな った。 将軍は 釣り糸を たれて まもなく、 ピチピ チとは ねる やまめを つぎつぎに 釣り あげ 
た。 だが どうした わけ か、 伝令 兵の 釣り糸には 一匹 も かからなかった。 将軍は やきもき している 伝令 兵に 釣りの コ 
ッを 教えた。 

「むかしのこと わざに、 兵 術に たけた 武将は 敵を よく 知り、 おのれを よく 知る 人間 だとい うのが ある。 いま、 わ 
れわれ が 日本 帝国主義を うつの も 同じ こと だ。 敵の 兵力 や 武装の 状態、 戦術な どを よく 知り、 その 長所 や 弱点 もよ 
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くわき まえた うえで 味方の 力を よく 考えて こそ、 たたかって 勝つ ことができる の だ。 魚釣り も 同じ こと だ。 釣ろう 
と 思う 魚が どんな 性質を もって 戈り、 どんなと ころを 泳ぎ まわり、 どんなと ころに かくれて いて、 なに 忆よ く 喰い 
つく かとい うこと を 知らなければ、 魚を 釣る ことは できない ものな の だ」 

: やまめを 釣る 方法を こまかく 教えられた 伝令 兵は、 そのこと ば どおりに 釣りは じめ た。 「釣りを なさる の も、 そ 
ういう おもしろ 味が あるから なんです ね」 と 伝令 兵が いうと、 将軍は にっこり 笑いながら こたえた。 

「釣りが 好きな のは、 ただ 魚を 釣る おもしろ 味が あるから ではない。 魚を 釣る たのしみ も あるが、 それに 劣らぬ 
ほかの おもしろさが あるの だ。 たとえば 詩人が 糸を たらして 詩句を 考え、 発明家が 釣り竿を 手に しながら 解けな か 
った 問題を 解き ほぐす ように、 魚を 釣る たのしみに 決して 劣らない 妙味が あるの だ。 きみ も 釣りを しながら、 ひっ 
かかっ た 問題を 考えな おしてみ なさい。 おもしろい ほど すらすらと 解ける ことが わかる だろう」 

そして 将軍は、 釣り糸を たれた 水面を ながめながら 深い 思索に ふけった。 

「まだ 劉 通 事 (通訳) の 弟は 先方へ ついていないだろう。 敵が かれの 訴えを きけば、 蜂の巣を つついた ような 騷 
ぎになる だろう に . 」 

将軍は 伝令 兵を ふりかえって 見なが ら 、このように 自問自答した。 

伝令 兵は やっと 思い あたった。 資金 工作の 途中で 捕えられ てきて、 のちに おくり 帰された 劉 通訳の 弟の ことで あ 
る。 もどって きた かれを 見て 敵側が どんな 反応を しめす か、 将軍の 考えは そこに 集中して いた。 無心に 釣り糸を た 
れて いるかの ように 見えながら も、 敵が どうで てく るか、 どれく らいの 兵力を つぎこんで、 いつごろ ここまで やっ 
てく るの か、 そして、 やってきたら かれらを どのようには ばみ、 どのように うつかと いう 戦術を ねって いたので あ 
る。 

その 夜、 将軍は tlj 折 江で 釣って きた 魚を 料理して 隊員たち と ゆっくり 食事を とった のち、 娯楽 会まで ひらいて た 
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のしい ひとときを すごした。 敵の 大軍が 息せ ききって 攻めて くる ことは、 まるで 眼中にないよう であった。 隊員た 
ちは このような 将軍の ようすを 見て、 「もう、 敵を こっび どい 目にあわせる 妙案を すっかり おたてに なった の だ」 
と 考え、 静かな 眠りに ついた。 

その 翌日、 将軍は 出動命令を くだして 部隊を すばやく 安 図 県 三 道 溝 方面へ 移した。 そのの ち 則 折 江の 密営 地には 
数百 名の 敵 兵が なだれこんで きた。 また 肩す かしを くった 敵は、 腹たち まぎれに 空屋に 火を 放って ひきあげた。 

その 年の 十月、 人民 革命軍 部隊は 敵の 包囲 網を うちやぶり 安 図 県の 三 道 溝に ついた。 

将軍は ここに 部隊を 集結し、 敵の 新たな 冬期 攻勢に 対処す る 戦術を たてた ◊将軍は 敵が 人民 革命軍の 密営を 破壊 
する ために 兵力を 集中し、 司令部の 位置を さぐりだそうと あがいて いる 情勢の もとでは、 根拠地に とどまる ことは 
不利 だと 判断した。 そのため 従来の 密営 をはな れて 敵が 想像す る こと もで きない 軍事 拠点を つくり、 ときには 部隊 
の 所在を かくして 敵を あわてさせ、 ときには 大 部隊で 一挙に 敵を 奇襲し、 これを 全滅させる 作戦を くりひろげた。 

将軍は 情勢が 困難で あれば ある ほど、 消極的に ではなく 敵を 攻撃しながら 主導権を にぎって すすむ 積極的で 大胆 
な 作戦を とった。 

一九 三 九 年の 秋の 終り、 将軍は 部隊を ひきいて 和 龍、 安 図 県境を 出発し、 教化 . m 方面へ 北上した。 そして 敦化の 
奥地に 進出した 革命軍 部隊は、 敵の 重要 駐屯地で ある 六 _ 製材所を おそい、 つづいて 夾信デ 製材所に 猛攻を くわ 
えた。 

「討伐 隊 」 の 厳重な 警戒 体制が しかれた 和 龍、 安 図 地帯を 脱出す る こと さえ 困難な のに、 敦 化の 駐屯地まで 電撃 
的に うちやぶった 将軍の 大胆な 作戦には、 さすがの 敵 も® 然とせ ざるを えなかった。 

敵は、 たとえ 「天に のぽ り、 地に かくれる」 才能を もつ 「共産軍」 であっても、 この 警戒 網 だけは 決してぬ けだ 

>  ♦ 

♦せまいと かたく 信じて いた。 まして 革命軍が 疾風の ように 北へ むけて 進擊 しような どとは、 まったく 夢にも 考えて 
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いなかった。 

だから 敵は 六 S、 夾信子 戦闘で 自己の 守備隊が うちのめされた という 急報を うける や、 はじめて それに 気がつ 
き敦 化の 奥地に 集結し はじめた。 だが そのと きは すでに 革命軍 部隊が 数多くの 戦利品を ものし、 製材所の 労働者の 
なかから 二百 余 名に およぶ 新入 隊員まで うけいれ、 遠く 南下して 安 図、 撫松 県境へ 進出して いたので ある。 

将軍は 敵に いっそう 強力な 打撃を あたえ、 新入 隊員を 十分に 教育し 鍛練す るた めに 松 花 江 流域の 撫松県 仏 石灘の 
森林の なかに 密 営を 設置し、 約 四十 日間に わたる 軍政 学習を 組織した。 

革命軍 部隊が 軍政 学習を していた とき、 その 行方を 見失って 混乱に おちいって いた 敵は、 白 頭 山 東北 部 一帯の 密 
営 や 平地 や 山奥 花まで すべての 「討伐」 勢力を つぎこんだ。 かれらは 「金 日 成 部隊 さえ うちやぶれば、 共産軍は 全 
滅 できる」 といいながら、 革命軍 部隊が あらわれそう な 陵 線 や 山奥な どに 陣を はり、 無電 器まで 設置す る さわぎを 
くりひろげた。 しかし 所詮、 それは むだの つみかさねに すぎなかった。 かれらは 人っ子 一人い ない 密林を とりかこ 
む ばかりで 、遊撃隊の 足跡 一つ 発見す る こと もで きなかった。 あせりは じめ た 敵は 飛行機まで くりだし、 だれもい 
ない 山奥に 「帰順」 を 説教す る 大量の ビラを ばらまいたり した。 

「人生わず か 六十 年の 順調な 生涯を 送る としても、 本来、 行路け わしい 人の 世の 絶えざる 屈折は、 自然、 人生の 
無常を 慨嘆させる のに 十分で あるのに、 まして 必要の ない 波乱を おこし、 無意味な けわしい 生涯を えらび、 銃剣に 
身を おく 危険の もとで 貴重な 君ら の 生命を 投げす てることは、 いかに 無謀な 愚挙で ある ことか」 …… 「ただちに 最 
後の 決断を くだし、 更生の 道を えらびき たれ！」 

しかし この ビラは、 侵略の 弾丸よ けにされ、 ゆく 先 ざき で 遊撃隊の 痛打を あび、 絶望と 恐怖に おののきながら 異 
国の 地を さまよう かれら 自身の 病的な 心理を 反映した ものに ほかなら なかった。 敵は ビラを 書きながら なげき、 そ 
れを まきながら 自分たち の 運命を のろった。 逆に 遊撃隊員た ちは ビラを 見て 笑いだ し、， つばを はき かけたり し 
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た。 

困難な とき ほど 攻撃的であった 将軍は、 敵が 集中して いる 国境へ、 茂 山地 区へ と 進軍す る 計画を たてた。 ふたた 
び 国内に 進出して 侵略者に せん 滅的な 打撃を くわえ、 生き 地嶽 のなかで あえいで いる 同胞たち に 民族 再生の 希望を 
あたえようと 考えた ので ある。 

将軍は 機敏な 戦術で 敵を 混乱 させながら きびしい 警戒 網を 一気にう ち やぶり、 ふたたび 部隊を 豆満 江の 国境 地帯 
へと すすめた。 

一九 四〇年 三月、 将軍の ひきいる 部隊は 紅旗 河の 川筋に ある 大 馬鹿 溝に 進攻し、 またたくまに 敵軍の 本拠地を 掃 
討して 多くの 軍需品を ろ 獲した。 

この 戦闘の のち、 部隊は すばやく 和 龍、 安 図 県境に ある 花拉 子の 森へ 行方を くらました。 大 馬鹿 溝に 急行した 敵 
軍は 革命軍 部隊の 足跡を たどって すすんだ が、 将軍の 作戦に かかって 大 馬鹿 溝へ 逆 もどりし、 「また 革命軍に だま 
された！」 と爾 ぎしり した。 いきりた った 敵は、 また 兵力を かき 集めて 大 馬鹿 溝の 奥地を かけずりまわった。 

ちよう ど そのころ、 敵を たくみに そらした 革命軍 部隊は 花拉子 付近で ゆっくりと 疲れを いやして いた。 将軍は か 
れらが いつごろ 花拉子 付近に 姿を あらわす かとい う 時間まで 計算し、 それを 撃破す る 作戦を たてて 待機した。 

その 夜、 将軍の 予想 どおり 敵の 偵察 兵が 革命軍 部隊の 歩哨 線まで しのびこんで きた ◊だが、 かれらは 逆に 遊撃隊 
の 急襲を うけ、 どれほど あわてた もの か 大切な 軍用地図まで おきざりに して 逃げて しまった。 

将軍は その 軍用地図を 見て 敵の 「討伐 隊 J が 接近して いる ことを 知り、 ただちに 小 部隊を 派遣し、 暗闇を 利用し 
て 敵を 正面から むかえう つよう 指示した。 

やがて 派遣され た 小 部隊が 帰り 将軍に 報告した ところに よると、 敵は 方々 にかが り 火を たき、 農民を 薪 わりに か 
り だしたり して 大騒ぎして いたので、 小 部隊が 目と 鼻の 先まで 近づいても 気がつかなかった という。 そこで 小 部隊 
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は 敵を 思う存分 うちのめし、 すばやくよ こからぬ けだした ため、 混乱した かれらは また 同士う ちを 演じ、 暗闇の な 
かで 狂った ように 射ち あっていた というの だった。 

報告を きいた 将軍は 笑いながら、 「もう 追って これないだろう」 といった。 

たしかに 翌日から 敵軍は 追って こなかった。 同士う ちを した 夜、 六十 余 名の 死者と 数多くの 負傷者を だした のが 
たたった ので ある。 生きの こった 敵 兵は 負傷者と 死体を 処理し、 自分 だけで も 無事に 逃げ だせた ことを さいわい だ 
と 考えた。 

遊撃隊は 花拉 子の 丘に のぼり、 数日間の 休息を とった。 そして 遊 擊隊の 行方を さがしまわって いた 敵が くたくた 
になり、 もとの 駐屯地に ひきあげた ころ、 将軍は 部隊を 蒼 坪 方面へ 進出 させた。 しかし、 敵が また 行方を つきとめ 
て 追跡して きたた め、 将軍は 部隊を 東南 方面に むけ、 大 馬鹿 溝の すぐ 目と 鼻の 先で 野営す る ことを 命じた。 翌日、 
将軍は 夜明け まえに 各部 隊長を 召集し、 今後の 活動 方針に ついて 討議した。 

「きょうは 追いす がって くる 敵を けちらさねば ならぬ。 かれらを ひきずって 茂 山へ むかった のでは 蒼 坪を 攻撃し 
にくいだ けで なく、 攻撃しても ひきあげる のが むずかしくなる。 茂 山地 区にたい する 進攻を 延期しても、 まず 追撃 
してく る 敵を せん 滅しな ければ ならない」 

将軍は こうのべ たのち、 ただちに 戦闘 命令を くだした。 こうして 敵が 「千軍万馬の 古つ わ もの」 だの、 遊撃隊 か 
ら 一度 も 苦杯を なめた ことがない 「討匪の 神様」 だのと 豪語して いた 前 田 部隊と 義勇 新選 隊を 一挙に 全滅す る、 有 
名な 紅旗 河 戦闘が くりひろげられた。 

将軍の 戦闘 計画に したがい、 まず 部隊は 雪のう えに 足跡を のこしながら 大 馬鹿 溝 河に そってく だり、 と ある 谷間 
で一晚 休息を とった。 そして 三月 二十 五日の 夜明け、 ふたたび 山の 尾根を つたって 今度は 上流の 方向へ むかい、 有 
利な 地点を えらんで 待ちぶ せした。 将軍は 大 馬鹿 溝 河 支流の 北側の 高地に 指揮所を さだめ、 ここに 機関銃 隊と 警衛 
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中隊を 配置し、 対岸の 高地の ふもとには 二つの 部隊を 配置した。 

午後 五 時 ごろ、 花拉 子の 方向から 敵が あらわれた。 先頭には 住民に 変装した 六 名の 斥候兵が たち、 その あとに 義 
勇 新選 隊と前 田 部隊が つづいて いた。 かれらは、 人民 革命軍 部隊が 雪のぅ えに のこした 足跡を たどって 追撃して き 
たのであった。 しかし かれらは、 まさか この 地点で 遊撃隊に 遭遇す る ことな ど 考え もせず、 みずから 死を もとめて 
やってきた。 

敵が 完全に 袋の ネズ ミと なる のを 待って、 将軍は 射撃 命令を くだした。 機関銃が いっせいに 火を 吹き、 手榴弾が 
炸裂した。 両側 面から 不意の 砲 I ぐ、',"、/:、  ；  yv: え i 


火を あびた 敵 兵は、 するどい 悲 
鳴を あげなが ら 将棋 だ おしにた 
おれて いった。 敵軍は 総く ずれ 
となり、 指揮 系統 も 完全に 乱れ 
てし まった。 隊列の 収拾 もで き 
ない まま 敵は いくど も 突撃を 試 
みょぅと したが、 そのつど 数多 
くの 死者を だす 始末だった。 将 
軍は 生きの こった 敵 兵を 一掃す 
るた め 突撃 命令を くだした ◊や 
がて 壮絶な 肉迫 戦が くりひろげ 
られた 。 
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この 日の 紅旗 河 戦闘で 遊撃隊は、 捕虜 三十 余 名を のぞいて 前 田 部隊と 義勇 新選 隊を 完全に 掃討して しまった。 そ 
して 機関銃 六 挺、 歩兵 銃 百 余 挺、 拳銃 三十 余 挺、 弾薬 数万 発を ろ 獲した。 

こうして 金 日 成 将軍は、 紅旗 河 戦闘を つうじて 日本 帝国 i の 「討伐 作戦」 を 大きく 破 錠 させた ので ある。 

この 攻撃が いかに おそろしい ものであった かは、 あとに つづく 五 百 余 名の 偽 満軍奉 天 部隊が ただ 遠くからめ くら 
射ちを する だけで 全然 近 よらず、 結局ち りぢ りに なって 逃げ だした 事実に よく あらわれて いる。 国境を こえて きた 
三 長 駐屯 守備隊 もやは り、 はるか 遠くからめ くら 射ちを する だけにと どまった。 

「あれを 見よ。 おそろしくて これ 以上 近 よれない の だ。 あんなに 遠くの 方で 発砲して いるのは、 道を 少し あけて 
ほしいと いう ことなの だろう。 ひとつ 機関銃で おどかして やりた まえ」 

将軍は 愉快そう に 笑いながら こういった。 

隊員たち はすぐ、 ろ 獲した ばかりの 六 挺の 機関銃で 臆病 ものたち に 集中 射撃を あびせた。 敵は クモの 子を 散らす 
ように 散りぢ りに なって しまった。 勝利を おさめた 将軍は 意気 揚々 と 部隊を 花拉 子方 面へ 撤収した。 

安 図 県の 花拉 子に ついた 将軍は、 国内への 政治 工作と 豆満江 流域の 国境 地帯にたい する 偵察 活動を いっそう 強化 
した。 将軍は 小 部隊を 編成して 茂 山 郡 三 長 地域に 進出し、 政治 工作と 偵察 活動を おこなう と 同時に、 すぐれた 政治 
工作員を えらんで 国内へ 派遣した。 政治 工作員た ちは 咸境北 道 一帯で めざましい 活動を 展開した。 

.紅旗 河 戦闘で 大勝 利を おさめた 将軍は、 豆満江 沿岸の 敵に 連続 的な 襲撃を くわえる 作戦に 転じた。 一九 四 〇年三 
月に おこなわれた 安 図 県 花拉子 戦闘、 四月の 安 図 県 東南 岔 、養 草 溝 戦闘、 五月の 和 謂 県 十 里 坪 戦闘、 それに つづく 
和 龍 県の 漁郎村 戦闘に おける 勝利な どは、 すべて 将軍が 指揮した 連続 的な 襲撃 戦の 成果であった。 

この 大 旋回 作戦のと き、 将軍は 朝鮮人 民 革命軍の 一 部隊を して 各地で 敵の 冬期 攻勢を うちくだき もした。 

将軍の 命令を うけた 部隊は 一九 三 九 年の 十月に 安 図 県 塞 葱 溝を 襲撃し、 吉林省 軍 区 教導 連隊の 士官候補生と 警察 
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の ほとんどを 殺傷 または 捕虜に した。 この 戦闘の 勝利は、 とくに 柳京洙 中隊長の 機敏で 大胆な 作戦に よると ころが 
大きかった。 

このの ち 一 部隊は 延吉 方面に 移動しながら、 天 宝 山 戦闘 や 児征陛 戦闘で ひきつづき 敵を 掃討し、 他の 部隊は 安吉 
同志の 指揮の もとに 額穆県 一帯で 額穆県 城の 戦闘の ほか 数多くの たたかいを 展開した のち、 ふたたび 延吉 、汪清 県 
一帯で 敵の 拠点に 痛打を あびせた。 

冬の あいだ 必死になって 悪あがきを していた 「野 副 討伐 司令部」 の 部隊は、 一九 四〇 年の 春になる と、 ちよう ど 
春の あたたかな 日 ざしに とける 氷 や 雪の ように、 もろく も 壊滅して しまった。 

こうして 一九 三 九 年の 秋から 白 頭 山 東北 部 一帯で 展開され た 将軍の 大 旋回 作戦は、 二 十万に およぶ 大 軍の 包囲を 
うちやぶり、 敵に せん 滅的な 打撃を あたえて 偉大な 勝利を おさめた ので ある。 

その 間、 将軍は 豆満江 沿岸の 敵を うち、 遠く 教化 県 一帯を 北上して 敵の 中心 拠点を 攻撃す るかと 思えば、 悠々 と 
ひきあげ てきて 撫松の 白 石灘で 軍政 学習を 組織した りした。 かと 思う とふた たび 和 韻 県境を うって 安 図と 和 龍へ 移 
り、 奇想天外な 誘引 戦と 猛烈な 襲撃 戦を 連続 的に くりひろげながら 敵を 完全に 制圧した。 

こうして 「野 副 討伐 司令官」 の 最初の 就任 訓示と、 その後の 敗戦の 告白とは まったく あざやかな 対照を しめし、 
大言壮語して いた 日本 帝国主義の もろ さを いま 一度 世間には っきり とさら けだす 結果と なった。 

野 副の 就任 訓示は つぎの ような ものであった。 

「数年間に わたる 討伐に も かかわらず、 吉 林、 間 島、 通 化 三省の 境界 一帯に おける 匪 勢い まだに 衰えず、 不肖 野 
副昌徳 、このたび 討伐 隊 司令官の 大任を うけ、 ただちに 征 馬を 白 頭に すすめ、 一撃 粉砕して 匪禍を 根絶 せんとす。 
軍隊に 服す る 者は、 このたびの 聖なる 討伐が ソ満 国境線と 表裏一体の 関係に あり、 その 影響の 及ぽ すと ころ 実に 大 
なる を 肝に 銘 じ、 日満 軍、 憲警 、鉄石の 如く 渾然一体と なり、 善戦よ く 短期 日 内に 頑強なる 敵を 掃滅し、 王道楽土 
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の 建設の 1! 兀遂を 期す 覚悟な り」 (野 副 討伐 司令部 『討伐 爾正 計画 要綱』 一九 三 九 年 九月 十日)。 

しかし それから 数 か 月の のち、 野 副 司令官は 同じ 口から、 「金 日 成の 行動は きわめて 巧妙で あり、 同地 区 討伐 隊 
の 不眠不休の 索 出 掃討 も 水泡に 帰した」 と 惨敗の 真相を 告白し、 すごすごと 帰って ゆかねば ならなかった。 

金 日 成 将軍は こうして、 白 頭 山 東北 部に おける 大 旋回 作戦に より 人民 革命軍 部隊、 とくに その 司令部を 「掃滅」 
しようと した 敵の 一九 三 九 年から 一九 四〇 年へ かけての 冬期 「討伐」 攻勢を 完全に 挫折 させた ので ある。 

2 千変万化の 戦術 

一九 四〇年 四月、 朝鮮人 民 革命軍 部隊は 安 図 県花拉 子の 密林で 野営した。 

将軍は ここで 十数 日間に わたる 軍政 学習を 組織し、 隊員たち に 人民 革命軍の 遊撃戦 術を 深く 研究 させた。 

ながいあいだの 武装 闘争に おいて、 将軍が 築き あげた 遊撃戦 術の 経験は じつに 豊富な ものであった。 将軍は 抗日 
武装 闘争の 開始 以来、 ほぼ 十 年間に わたる 困難な 闘争の 炎の なかで 遊撃戦の 戦術を 独創的に 創造し、 それを たえず 
発展 させて きた。 

将軍は なによりも 自己の 戦闘力を 最大限に 保存しながら、 数多くの 敵を 掃滅す る ことを 第一の 原則と した。 これ 
は 遊撃戦が 少数の 兵力で 圧倒的に 優勢な 敵を 相手と する. ため、 遊撃隊の 力を 最大限に 保存し なければ 軍事行動を 継 
続す る こと も、 頑強な 戦闘力を 保持す る こと もで きないからで あった。 

将軍は、 この 問題で 生まれ やすい 二つの 傾向にたい してつね にきびし く 警戒した。 

その 一つは、 遊撃隊の 力量を 保存す る ことに 少しも 考慮を はらわず、 ただが むしゃら に 無謀な 戦闘を おこなおう 
とする 軍事 冒険 主義 的な 傾向で ある。 これは 主観的な 願望に とらわれて 敵を あなどり、 状況を 具体的に 判断せ ず、 
無分別な たたかいに こだわって 偶然 的な 勝利を 期待す るき わめて 有害な 傾向であった。 そして これは また、 敵の 大 
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軍との 戦闘で 遊撃隊を 受身に おとしいれ、 不必要な 損害を もたらす だけでなく、 今後のより 大きな 勝利を も 逃がし 
てし まう 近視眼 的な 行動に すぎなかった。 

軍事 冒険 主義 的な 傾向は 武装 闘争の 初期に 自分の 力が まだ 弱い にもかかわらず、 なんの 準備 もな しに 優勢な 敵と 
真正面から 衝突したり、 大規模な 戦闘 だけを 試みよう とすると ころに あらわれた。 また それは 遊撃 根拠地を 解散し 
なければ ならない 革命の 要求が 提起され たと き、 情勢 も 敵 味方の 力関係 も 考慮せ ず、 やたらに 「根拠地 死守 論」 を 
主張した 一部の 人び とのな かに も 見られた。 

将軍は 抗日 武装 闘争の 初期から、 このような 軍事 冒険 主義 的な 傾向を 徹底的に 警戒し、 それを つねに きびしく 批 
判した。 

第二に 将軍は、 敵を 過大評価 する あまり 気力と 勇気を 失い、 消極的に 行動す る 投降 主義 的な 傾向 も 警戒した。 

一九 三 九 年 四月、 北大 頂 子 会議で 将軍は、 もしお そい かかって くる 敵を うたない だけでなく、 敵の 後方を 攪 乱し 
もせずに 安全な ところ ばかり さがしまわり、 大衆にたい する 工作を 積極的に くりひろげないならば、 弾薬 や 食糧を 
手に いれる ことができない ばかりでなく 人民との 連係 もと ぎれ、 その 支持を うける こと もで きな くな り、 ついには 
破滅 以外に 道が なくなる であろうと 指摘した。 そして 将軍は、 「四方八方に 敵が むらがる 状況の もとでは、 遊撃隊 
が のんびりと 眠る 安息 所な ど、 どこに もない。 遊撃戦 それ 自体が もともと 敵の 統治 区域で、 敵の ふだんの 包囲 攻撃 
のなかで 展開され る 闘争では ないか」 とい ましめ た。 

将軍は この 二つの 偏向を 同時に 警戒しながら、 たたかいに 勝利す るた めには つねに そのと きの 状況と 敵 味方の 力 
関係を 正しく 判断し、 それに もとづいて 戦闘を 準備し、 組織し、 それを 強力に おしすすめて いかなければ ならない 
と 教えた。 

将軍が 一貫して 、遊撃隊の 戦闘力を 最大限に 保存しながら 敵を うつ 基本 原則を 守りぬ いたから こそ、 武装 闘争を 
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長期に わたって 持続させる ことができ、 もっとも 悪らつで 優勢な 敵を 徹底的に 撃滅して 人民 革命軍の 勝利を 保障す 
る ことができ たので ある。 

将軍は 「無敵 J を 誇る 日本 帝国主義 侵略軍の 大兵 力を 天才 的な 戦法と すぐれた 指揮で もって 掃討し つづけた。 

戦争に おいて 力量 上の 優勢と 戦術 上の 優勢を 占める ことは、 ともに その 主導権を かちとる ための 重要な 方法で あ 
る。 この 問題に ついて 将軍は、 遊撃 闘争の 特性と 敵が 量的に も 武装の 面に おいても 優勢で ある 事情を 考慮し、 主と 
して 遊撃隊の すぐれた 戦術に よって 主導権を かちとる ことを 基本と した。 むろん、 戦術 的 優勢の 一面 だけを 堅持し 
たわけでは ない。 ときには 力量 上の 優勢と 戦術 上の 優勢を くみあわせる 方法 もとった。 抗日 遊撃隊を 主力と し、 
「反日 部隊」 を ひきいれて 展開した 東 寧 県 城の 進攻 戦闘と 羅子 溝の 戦闘を はじめ、 人民 革命軍 各 部隊が 連合して お 
こなった 数多くの 作戦は、 まさにそう した 方針に のっとった 戦闘であった。 

将軍は つねに 敵の 弱点を 最大限に 利用し、 かれらを 進退き わ まった 受身の 立場に たたせ、 主導権を しっかりと に 
ぎり しめてた たかった。 これは 数量に おいても 装備に おいても、 はるかに 優勢な 敵を 相手と してた たかう 条件の も 
とで 生み だされた 戦術であった。 将軍は 戦闘で 主導権を かちとる ために、 敵と 味方の 力量を 正確に 分析して 評価す 
る ことが なによりも 重要 だと 教えた。 

この 問題に ついて 将軍は 一九 三 三年のは じめ、 小汪清 根拠地で つぎのように のべて いる。 

「われわれが 敵と たたかう のは、 端午の 節句のと きに 相撲で もとる ように、 正面から くみついて いって 勝てば よ 
く、 負ければ もう 一度と りな おすと いったよう な 気分 的な あそび や 賭け ごとな どでは ない。 われわれは 革命を おこ 
なう 人間の 集まりで ある ◊たたかいには 必ず 勝たなければ ならない。 いまの われわれは、 どれく らいの 敵を たおす 
ことができる か、 どのように たたかえば われわれが 損失を こおむ らず 敵に より 多くの 打撃を あたえ、 決定的な 勝利 
を かちとる ことができる か。 われわれの 長所は なんで あり、 敵の 弱点は どこに あるの か。 また われわれに 不十分な 
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点は ない のか。 もっと 良い 方法はないだろう かとい ろい ろ 考え、 詳細に 検討して みなければ ならない」 

将軍は つねに、 敵 味方の 力関係を 正確に 評価した あとは 敵の 弱点を 最大限に 利用す ると 同時に、 その 弱点を もっ 
とさら け 出させて こそ 主導権を かちとる ことができ ると 強調した。 

将軍は また、 つねに 敵の もっとも 弱い 環を みつけだし、 それを 利用し、 その 弱点を 拡大させる ために、 敵が 攻擊 
して くれば 戦術 的に 後退して 混乱を あたえ、 敵が とどまれば それを 提 乱し、 疲れさせ、 弱めて、 敵を 内部から 瓦解 
させる 方法を とった。 

一九 三 四 年 一月、 小 注 清 根拠地の 防御 戦闘で 将軍が あみだして 活用した 戦術は その 模範的な | 例で ある。 

このように 将軍は、 敵の 動静、 はては その 心理状態まで あたかも 自身の 手のう ちを 見る ように 把握し、 それに も 
とづいて 正確な 戦術を たて、 それを 大胆に つらぬいて いった。 つねに 敵の 弱点を 最大限に 利用した 将軍は、 たくみ 
な 戦術で 敵の きびしい 包囲を うちやぶり、 強力な 敵を 弱め、 受身に おとしいれて しまう のであった。 

将軍は たたかいに おいて 主導権を 維持し つづける ために、 人民 革命軍の 兵力を 自由自在に 行動 させた ばか々 でな 
く、 敵の 兵力を も 意の ままに あやつったり した。 そのため 敵は 人民 革命軍を 「討伐」 するとは いった ものの、 実際 
には 将軍の 指揮棒で 動いて いるのと かわりない ありさまであった。 

将軍は また、 人民 革命軍の 兵力を 自由自在に 活用す る 機敏な. 戦術で 勝利を 保障した。 機敏な 戦術とは、 主として 
兵力を 自由 ： i 在に 活用し、 敏速に 分散、 集中、 移動す る -C とで ある。 将軍は 広大な 地域で 部隊を 敏速に 分散、 集 
中、 移動させる ことにより、 敵を 混乱に おとしいれ、 かれらを いたるところで 撃破した。 たとえば 人民 革命軍の 部 
隊が東 満州の 根拠地を あとに して 南満 州、 東 満州、 北満 州、 国内を ふくむ 広大な 地域に 進出し、 各地で 積極的な 攻 
撃を おこない、 敵に 強力な 打撃を くわえながら 武装 闘争の 範囲を 拡大した 一九 三 五 年 夏の 作戦 や、 その後の 鴨 緑 
江、 豆満河 沿岸への 電撃 的な 進出、 また 長 白から 撫松 県の 西崗 地域へ 進出した I 九 三 七 年のは じめ の 作戦な どが そ 
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れ である e  , 

このような 機敏 性は 広大な 地域で ばかりでなく、 個々 の 戦闘 や 行軍 中に も 活用され た ◊将軍は 敵が 密林 地帯に 集 
結 すれば 遊撃隊を 丘陵地帯に 移動 させて それを 撃破し、 敵が 丘陵地帯に あらわれ ると 部隊を 敏速に 密林 地帯へ 移動 
させた。 

また 敵の 大兵 力が 性 こり もな く 追撃して くれば、 それを 部隊の 一部で さそいだして 攻撃し、 主力部隊を よこ. から 
ぬけださせて 敵を 混乱に おとしいれ、 危機を 有利な 状況に かえたり した。 敵の 大 包囲 網を 突破し、 濛江 から 長 白べ 
の 英雄的な 移動を 実現した 一九 三 八 年の 苦難の 行軍と その 過程で 活用され た 「蝶と 鶏 ¢0- けんか」 戦術は、 その 代表 
的な 実例で ある。 

将軍は また 速戦即決の 戦術で 敵を 急襲し、 増援 部隊の 追跡を 失敗 させ、 どれほど 優勢な 敵で も 受身の 状態に おと 
しいれて しまった。 隠密 性、 計画性、 機動性を 基本と する 戦術を 活用し、 力量 や 装備のう えで いかに 優勢な 敵で も 
混乱 させ、 それを 一撃の もとに うちくだいた。 日本 帝国主義に せん 滅的な 打撃を あたえ、 朝鮮人 民には 革命の 曙光 
を もたらした 普天堡 戦闘は、 この 戦術を 適用した 模範の 一つであった。 

将 » はまた、 誘引 欺瞞 戦術を いろいろと 活用した。 将軍は 文字 どおり 意の ままに 敵を まるめこ： み、 かれらを 陣地 
からさ そいだ して 撃破したり、 あちこちに ひきずりまわし、 有利な 地形へ さそいこんで から 一網 打盡に したりし 
た ® 数名の 誘引 隊で 敵を さそいだし、 それにせ ん滅 的な 打撃を くわえた 一九 三 五 年 夏の 老黒山 .の 戦闘を はじめ、 大 
小 無数の 戦闘で このような 戦術が 適用され た。 

ときには 奇抜な 誘引 戦術を もちいて 敵に 同士う ちを させ、 その 光景を 山のう えで 悠 々と 見物した こと も あった。 
r 望遠 戦闘」 として 名高い 一九 三 六 年 九月の 小徳水 戦闘が それで ある。 

ときには また、 遠くへ 移動す るかの ように 見せかけて 敵の 鼻先に あらわれたり、 大 部隊を 威風 堂，々 と 行軍 させな 
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がら 突然、 分散 行軍に 切り かえたり する こと も あ 〇- た。 将軍 o' 指揮の もとに おこなわれた 茂 山地 区の 戦闘を はじ 
め、 数多くの 作戦で 活用され た 二 行 千里」 戦術は その実 例の 一つで ある。 

将軍が 比較的 多く もちいた のは、 いわゆる 「東で 声を あげて 西を うつ」 (声 東 装 西) 陽動作戦と、 東と 西を 同時に 
うちやぶる 両面 作戦であった。 

じつに、 将軍の 戦術は 千変万化であった。 

将軍の すぐれた 戦術は、 「いくたび 死す とも 敵を うつ！」 という 決 音 | に 燃える 人民 革命軍 隊員の 不撓不屈の 闘志 
と むすびついて いたから こそ、 いっそう 大きな 威力を 発揮した。 

古今東西の 兵書と 遊撃戦 争 史上に もまれな 金 日 成 将軍の 天才 的な 戦法と 用兵術は、 文字 どおり 日本 帝国主義 侵略 
者の 心胆を 寒から しめた。 

かれらは、 「共産軍の 戦略 戦術は まさに 鬼神 も 泣く ほどで ある。 かれらは、 いかなる 兵書に もない 兵法で 戦争を 
おこなう。 そして 皇軍の 正規 作戦とは まったく あわない 方法で 対抗す るた め、 もっとも やりに くい 相手で ある」 と 
悲鳴を あげた。 

そのため 無敵と いわれた 日本 「皇軍」 の 白兵戦 も、 退却を 知らぬ といわれた 「大和魂」 も、 朝鮮人 民 革命軍の ま 
えでは ことごとく うちやぶられ 壊滅した ので ある。 

縦横 無盡に 敵を うつ 将軍の 威力の まえで かれらは 恐怖に おののき、 士れを 失って、 金 日 成 将軍の 名前を きく だけ 
でも ふるえあがった。 

つぎの ような 話 も ある。 

一九 三 九 年の 半截溝 戦闘の のち、 恵 山の ある 新聞 支局 長が 「討伐」 状況を 取材す るた め 長 白 県の 県 警務 課長を た 
ずね た。 かれはなん ども 頭を ペコべ コさげ ながら 自分の 名刺を 警務 課長に さしだした。 
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ところが 突然 奇妙な ことが おこった。 名刺を うけとった 警務 課長が 急に 気絶し そうにな り、 顔を 真っ青に した か 
と 思う と、 するどい 悲鳴を あげて 椅子から ころげおちて しまった ので ある。 

い. ったい 全体 どうした ことかと、 新聞記者 も わけが わからず ふるえあがっ てし まった。 ところが ようやく おき あ 
がっ た 警務 課長は、 もう 一度 おそるおそる 名刺を のぞきこむ とまた ひっく りかえ ってし まった。 

それは 名刺に あった 記者の 名前が、 将軍の 名前と 同じ 発音の 金 一成だった からで ある。 つまり 悪名 高かった 警務 
課長は、 金 日 成 将軍が 自分を 処断す るた め 新聞記者に 変装して あらわれた と感 ちがいした のだった。 

このように、 金 日 成 将軍の 名は それ 自体が 一つの 大きな 威力であった。 そうした 将軍であった からこ そ、 また そ 
のよう な 将軍に よって 育てられ、 きたえられた 隊員たち であった からこ そ、 世界史に 類例の ない 苦難に みちた 長期 
の 遊撃 闘争で 百戦百勝の 輝かしい 勝利を おさめる ことができた ので ある。 

遊撃隊には 安全な 後方 も 補給 基地 もなかった し、 かれらの 行軍には 終点 もなかった。 いたるところに 敵が むらが 
り、 情勢は 日 ましに きびしくな って いった。 しかし 朝鮮人 民 革命軍は 嵐の 海を つきすすむ 勇敢な 艦隊の ように、 革 
命の 炎の なかで 前進に 前進を かさね、 ゆく 先 ざき で 敵の 屍を こえ、 広 はんな 人民 大衆を 闘争へ とふる いたた せた の 
である。 

いいあらわす ことので きない 苦難 や 危険の なかで も、 つねに 明るい 歌声 や 笑いが たえなかった。 かがり 火を たい 
て もな お 寒く、 ふところに 雪が 吹き こむ 冬の 夜で も、 かけがえのない 祖国と 未来への 夢は つねに 明るく ゆたかで あ 
った。 人民にたい しては 温順な 忠僕であった が、 戦闘では 虎と も 獅子と もな った 抗日 遊撃隊 —— 。かれらの 脳裏に 
はつねに 苦しみ もだえる 同胞の ねがいと 未来が あり、 胸底には 炎の ような 情熱が たぎって いた。 知略 も 勇気 も、 ま 
た 超人的な 忍耐 も、 すべて ここから 生まれで たので ある。 

まさに そのために、 金 日 成 将軍は 遊撃隊を ひきいて 世界に その 「精鋭」 ぶりを 誇る 日本 帝国主義の 関東 軍と 朝鮮 


376 


2 千変万化の 戦術 


駐屯 軍 および 偽漪 軍を 栢手 に、 長期に わたる 戦闘を くりひろげる ことができた し、 また 連戦連勝 する ことができた 
ので ある。 

こうして わが 人民の なかには、 「金 日 成 将軍は 地殼を たぐりよ せる 縮 地 法を はじめ、 変身 術、 觀慰 の 術、 分身 術 
を 思いのままに つかわれる そうだ」、 「金 日 成 将軍は 白 頭 山の 精気を うけて お生まれに なった 方 だから、 天地の 摂 
理を 知りつ くされ、 未来を 予見され るの だ」、 「将軍は 山を ひきよせたり、 ひきはなした りし、 一夜に 数千 里を 往 
復 される そうだ」 とか、 または、 「砂粒を 米粒に かえたり、 木の 枝で 爆弾を つくり、 紙一枚を うかべて 水のう えを 
わたられる そうだ」、 「将軍は ふしぎな 力と 才能を もって おられ、 同じ 時刻に、 まえとう しろの 山で 敵を うち、 東 
と 西の 敵を 同時にう って、 かれらを みな 殺しに される」 などと いう 無数の 伝説が ひろがって いった。 

将軍に よって あみだされた 戦略 戦術は 実戦に おける 教範であった。 したがって、 それは たんに 将軍 だけでなく、 
将軍に よって 育成され た 遊撃隊の すべての 指揮官と 隊員たち によって 日常 的に 活用され た。 こうして 満州と 朝鮮を 
ふく -tr ひろい 領域で、 数万 回に のぽる 戦闘の 勝利を かちとる ことができた ので ある。 

「朝鮮 総督府」 は、 一九 三 二 年の 春から 一九 三 六 年 六月までの あいだ、 抗日 遊撃隊と 日本軍との あいだに おこな 
われた 戦闘を 二 万 余 件と 記録し、 これに 参加した 遊撃隊員の 数は のべ 百万 名 以上で あると 記録した。 日本の 侵略者 
たちが 縮小して 発表した 不十分な 統計に よっても、 一九 三 七 年には 中国 東北 一帯で 三千 九 百 回 以上の 戦闘が おこな 
われ、 一九 三 六 年から 一九 四 〇 年に いたる 五 年の あいだに、 抗日 遊撃隊は じつに 六 個 師団の 兵力に 相当す る 敵の 将 
兵 六 万 余 名を 殺傷し、 捕虜に している。 

とくに、 かれらの 「討伐」 が もっとも きびしかった 一九 三 九 年のは げしい 戦闘で、 遊撃隊は 敵軍 三 万 余 名を 殺 
傷、 捕虜に し、 軽機関銃 百 十七 挺、 歩兵 銃 二 万 余 挺、 モ—ゼ ル 拳銃 三百 余 挺、 擲弾筒 二十 余 挺、 各種 弾丸 数百で 発 
をろ 獲した し、 このほかに も 数多くの 軍需 物資を 獲得す る 輝かしい 戦果を おさめた。 
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こうして 当時、 『東亜 日報』 や 『朝鮮 日報』 をは じめ とする 数多くの 新聞は、 金 日 成 将軍が ひきいる 朝鮮人 民 革 
命 軍 部隊の 勇敢な 活躍ぶ りを 特筆大書して 報道した。 しかし それが 人民 大衆に あたえる 影響を おそれた 敵は、 一九 
四〇 年代から 遊撃隊に かんする 報道を いっさい 禁止 -- L てし まった。 

一 •九 四 〇 年 四月 中旬、 将軍は 花拉 子の 密営 地で 当時の 軍事、 政治 情勢と、 過去 十 年間の 闘争 過程で あみだされた 
遊 摩 戦の 戦略 戦術と 経験を 総括し、 軍政 幹部たち につぎ のようにの ベた。 

「偉大な レー ニンが のべた ように、 最後に 笑う もの こそ もっとも よく 笑う ものである。 われわれは、 過去 十 年間 
のな がい 歳月に わたっ て 白 頭 山の けわしい 山々 をく まなく 歩き まわり、 零下 四十 度の きびしい 寒さ も、 真夏の 炎天 
下で も 屈する ことなく、 つねに 日本 帝国主義の 鉄鎖に つながれて 苦しむ 祖国の 同胞に 思いを はせ、 雄々 しくた たか 
ってき た。 われわれは 過去 十 年間の 武装 闘争で、 毎日の ように 苦しい 行軍を しなければ ならなかった。 あるときは 
一日に 十 里ない し 十五 里 も 行軍した。 もし 一日に 平均 五 里ず つ 歩いた と 計算しても、 われわれは この 十 年間に 約 二 
万里の 長征を おこなっ たこと になる。 

二 万里の 長征 ——、 これは 朝鮮人 民 革命軍の 不撓不屈の 闘志と、 朝鮮人 民の 愛国 思想を 実証す る 生きた 実例で あ 
る。 もちろん われわれは、 過去 十 年間の 輝かしい 功績を 堂々 と 誇る ことができる。 しかし 最後に 笑う まえに 過去の 
闘争の 業績を 誇る のは まだ 早す ぎる。 われわれは 最後の 勝利の ために、 最後に 笑うた めに、 日本 帝国主義 侵略者を 
朝鮮と 満州から 追いだ し、 朝 •中 両国 人民の 真の 解放と 独立の ために、 さらに 数万 里の 道を 歩む ことを 誓 お， う！ 
そのと きは 必ず、 祖国の 美しい 山河に 勝利の あかつきが おとずれる であろう！ J 

二 万里 長征の 苦しい 茨の 道を 切り ひらいて きた 人民 革命軍の 隊員たち は、 将軍の 教えのと おり 祖国が 解放され る 
日まで 行軍と 戦闘を つづける 決意に みち あふれて いた。 

抗日 武装 闘争の 過程で 金 日 成 将軍に よって 創造され た 天才 釣な 戦略 戦術は、 決して 日本 帝国主義 侵略者を 破滅に 


378 


千変万化の 戦術 


おとしいれる こと だけで その 役割を 終えた わけでは ない。 それは 解放 後の 朝鮮 人民軍 創建と その 軍事 技術の 基礎と 
なり、 いっそぅ 大きく 開花し 発展した。 その 客観的な 実証は、 祖国 解放 戦争で アメリカ 帝国主義 者が こぅむった 歴 
史的な 惨敗と、 アメリカ 侵略軍の 頭目たち が あげた 悲鳴に ょって 明らかで ある。 

金 日 成 将軍が 創造し 発展 させた 遊撃戦の 戦略 戦術は、 こんにち、 民族的 独立と 自由の ために 世界 反動 勢力の 牙城 
である アメリカ 帝国主義 侵略者に 反対して、 勇敢な 武装 闘争を 展開して いるすべ ての 植民地、 半 植民地 国家の 人民 
に とって、 はかりしれない 貴重な 教範と なって いる。 


第 十一 章 最後の 勝利の た： Q に 


1 革命の 大 転換期を むかえる ための 方針 
情勢は 急変して いた。 

一九 四 〇 年代には いり、 世界には 大戦 争の 炎が 燃え ひろがりは じめ た。 ファッショ 国家で ある ドイツ、 イ タリ 
針 ア 、日本が 徒党を くんで 強行した 侵略戦争は、 一九 三 九 年 九月、 ドイツの ポ ー ランド 侵攻を 契機に 世界大戦 へと 拡 
1 大してい つた。 

た  世界制覇の 野望に 燃える ヒ トラ— •ドイツは 大戦の 初期、 すでに ブラン ス 、オランダ、 ベル ギ ー など ヨ ー ロッパ 
^ の 各国を 占領し、 イギリスを 制圧しながら ソ連に 侵攻す るた めの 準備に 狂奔して いた。 ファシスト •イタリア もま 
g た 対外 膨張に やっきに なって いた。 

_  東方. では 帝国主義 日本が 中日 戦争を 早く 終結し、. ほこ 先を 東南アジア 地域と ソ連の 極東 地域に むけようと 策動し 
綱て ぃ た。 

§  一方、 イギリス、 アメリカ、 フランスの 帝国主義 者たち は、 自国に むけられて いる 狂暴な ドイツの 武力を ソ連へ 
革 集中 させようと あらゆる 策略を めぐらして いた。 かれらは ドイツと ソ連が 決戦を おこない、 双方と もに 破滅す る こ 
とを 期待しながら、 あわよ くば 世界制覇を 実現す る 漁夫の利を えようと ねらって いた。 また ソ独 戦争で どちら か 一 
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方の 勝利が 確定 的と なれば、 その 国と 「同盟. T を 結んで 戦勝国と なり、 莫大な わけまえを せしめようと たくらんで 
いたので ある。 

これらす ベての 事実は、 ただ 略奪と 侵略に よっての み 生きながら える イギリス、 アメ リガ、 ブラン スと ファ シス 
卜 •ドイッ、 イタリア、 日本な ど 帝国主義 列強の 矛盾が 非常に 複雑にから みあって おり、 わけても 帝国主義 列強と 
社会 主褰 国家 ソ連との 矛盾が 激化の 一 途を たどっ ている ことを しめして いた。 

.二 j のよう な 国際情勢は、 そのまま 朝鮮に も 反映した。 一九 四〇 年代には いり、 ファシスト 日本と 朝鮮人 民間の 矛 
廒 は 頂点に 達した.。.  • 

ソ連 侵攻の 機会を うかがいながら、 まず 南方への 大々 的な 膨張を もくろんだ 日本 帝国主義は、 その 先決 条件と し 
て 朝. ] P* と 満州を 「強固な 後方」 にし、 戦略 的 橋頭堡と していっ そうがん じがら めに しようと たくらみ、 そのために 
& 手段と 方法を えらば ^' かった。， とくに かれらは 朝鮮人 民 革命軍が 深刻な 「頭痛の 種」 であり、 おそろしい 「暗 
礁 一一 であると 認め、 その' 「完全 撃滅」 に 血 まなこに なった。 

かれらは また、 F 朝鮮は 異域では ない。 九州 や 四国と 同じく 強力な 皇国の 一環と ならなければ ならない」 とわめ 
きたて、 無制限な 経済的 略奪を はかる とともに、 つぎつぎと 新しい 悪法を でっちあげて いった。 

一九 四 一年、 かれらは 「思想 狐 予防 拘禁 令」 を 公 # した CD- に ■ひきつづき、 同年 三月 七日には 「国家 保安 法」 を、 
三月 十日には 「改正 治安維持法」 を、 十二月には 「朝鮮 臨時 保安 法」 を それぞれを 矢 つぎば やに 公布した。 

こうして 「戦時 条件」 という ことばは 収奪と 窒息の 代名詞と なった。 つくられる ものは 人民の 血と 汗に よって 建 
設される軍需 3:- ,場“だ忖であっ允。エ場の番で田野は枯れ、おそろしい「供出制度」によって収穫の場はそのまま収 
奪の 場と かわった。 

工場は 牢獄と 同じであった 。労働者は 十二時 間、 十五 時間の 苦役を ム チで 強制され、 疾病と 飢餓 賃金に 苦しみな 
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がらた おれて いった ◊また 青 壮年は、 ふたたび 生きて 帰る ことのない 徴用、 徴兵へ と 狩り だされた。 そのため かれ 
らが 流した ものは 涙では なく 血であった。 

民族的な ものは すべてが 犯罪と みなされた。 日本の 侵略者たち は、 朝鮮語を つかった といって は 幼い 生徒まで 厳 
罰に 処し 、白髪の 老人が あいさつを しなかった といって は 野蛮な 暴行を くわえたり した。 しかし 日本 帝国主義 者の 
弾圧が きびしく なれば なる. ほど、 朝鮮人 民は 炎と 燃える 復簪の 日を かたく 誓った。 

じつに 日本 帝国主義の. 流血 的 植民地 支配の 歴史のう えで、 この 時期 ほどかれら の 残忍 さと 野獣 性が 赤裸々 にさら 
けだされた ときはなかった。 

他 fr 日本 帝屆 主義は >  一 .九 三 九 年から 一九 四〇 年に かけての 冬期 作戦の 恥ず べき 惨敗に も かかわらず、‘ 「精 
鋭」 部隊を 大： 々的に 投入して 朝鮮人 民 革命軍にたい する 「最後の 掃蕩 戦」 なる ものを 強行した。 いわゆる 「大日 本 
帝国. の 生命線」 とよ ばれた 満州で かれら. の 後頭部を うちくだき、 侵略戦争の 遂行に 決定的な 打撃を くわえて いた 朝 
鮮 人民 革命軍を r 完全 掃滅」 しようと いう ものだった。 そして かれらは 、「精鋭」 を 誇る 関東 軍の 主力部隊と 朝鮮 
駐屯 日本 侵略軍、 偽満 軍、 警察 隊な ど、 数十 万に およぶ 大兵 力を 毎日の ように 人民 革命軍にたい する 無謀な 攻撃に. 
動員した。 他方. か. れらは 経済封鎖と 各種の 謀略、 デマ 宣伝を 強化し、 集団 部落の 規模を 拡大し、 いままでの 小 集団 
部落を 大 集 -0 部落に つくりかえて 人民 革命軍を 孤立 させようと たくらんだ。 

かれらは 大衆の， なかに 組織され て“ ?: 革命 姐 織を 破壊しながら、 数多くの 革命家と 政治 工作員を 手 あたりし だい 
に 検挙して 虐殺し、. ひいて. は 人民 革命軍の 隊列を 内部から 瓦解 させようと 悪らつな 策動を つづけた。 このように 敵 
は、 い. かなる 犠牲 も、 いかなる 高い 代価を もい とわぬ 覚悟で、 朝鮮人 民 革命軍にたい して 「最後の 決戦」 をい どん 
できた ので ある。 

急激な 変化と 激動す る 情勢は 革命 隊列の まえに、 それに 対応すべき 新たな 対策を 要求した。 
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将軍は 一九 四 〇 年 八月、 教化 県の 小 哈爾巴 嶺で 人民 革命軍の 軍政 幹部 会議を 召集した。 この 会議で 将軍は、 国内 
外の 情勢の 展望と 現在の 敵と 味方の あいだの 力関係を 正しく 分析し、 新たな 闘争 方針を しめした。 

将軍は まず 現在と 将来の 国際情勢を 評価し、 いま ファシスト 諸国が 侵略戦争を 拡大して いる 点から みれば かれら 
が 優勢で あるかの ように 見える が、 その 滅亡の 日は 遠くない ことを 明らかにした。 

この ことを 将軍は、 ますます 強まつ ていく 社会主義 ソ連の 威力と、 アジアと ョ ーロッ パで いっそう 力強く くり ひ 
ろ げられ るであろう 反フ ァッ ショ 闘争と 民族 解放 闘争、 そして 帝国主義 諸国の 経済 恐慌と 政治的、 軍事的 危機 お 
よび 矛盾の 尖鋭 化と、 とくに 戦争の 長期 化と それにと もな う 莫大な 軍備の 消耗、 兵卒の 士気の 低下、 支配 層 内部 
の あつれきに よる 日本の 苦悩、 日 ましには げしくなる 朝 •中 両国 人民の 抗日 武装 闘争な どの 諸 点を あげて 論証し 
た。 

将軍は ファシスト 諸国の いわゆる 「三国同盟」 と 「反共 協定」 についても、 これは 苦し まぎれの 虚勢で あり、 三 
国の 膨張と 強奪の 野望が からみあった 狼の 「同盟」 であるた め 遠からず 崩壊す るであろう と 断言した。 また 将軍は 
複雑な 情勢の 底流に もとづいて 朝鮮 革命の 将来を 見と おし、 遠からず 有利な 決定的 局面が 切り ひらかれる ことを 確 
信を もって 予見した。 

しかしこう した 趨勢 にもかかわらず、 朝鮮人 民は 完全な 民族 解放を 達成す るまで ひきつづき 困難な たたかいを く 
り ひろげなければ ならなかった。 とくに 人民 革命軍は 数十 倍、 数百 倍 も 優勢な 敵を 相手に 苦難に みちた たたかいを 
すすめなければ ならなかった。 このような 情勢に もとづいて 将軍は、 朝鮮人 民が 民族 解放を かちとる 日は 近づいて 
いるが、 同時に 前例の ない 困難な 試練が 待ち かまえて いると 指摘した。 

ファシズムが 世界的な 規模で 荒れ狂って いる だけでなく、 祖国が 悲惨な 地獄 相を 呈 し、 民族 反逆者 どもが 敵と み 
K くい 茶番劇を くりひろげて いたと き、 金 日 成 将軍は、 朝鮮 および 世界の 現在と 未来を はっきり 見ぬ いていた ので 
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ある。 

一般に いって、 複雑な 事態 もす ぎ 去って みれば その 曲折は 明確になる ものである。 しかし それが 進行の 過程に あ 
る 場合には、 単純な 事件であって も その 方向を 見さ だめる ことは きわめて むずかしい。 しかし 将軍は、 •世界の すべ 
ての 国ぐ にがぶ つかり、 からみあって 転変す る 暴風雨の なかで も、 鬼畜にたい する 人間の 勝利を 確信し、 朝鮮の 夜 
明けを 予見した。 

このような 洞察力は それ 自体、 朝鮮人 民の 幸福を 約束す る ものであった。 なぜならば 将軍は、 このような 正確な 
判断に もとづいて 祖国 解放の ための 天才 的な 路線を うちだした からで ある。 

将軍は 会議で、 到来す る 民族 解放の 革命的 大 転換期を 主動的に むかえる ために、 ながいあいだ 苦難を へて 育て あ 
げた 革命 力量を 最後まで 保存す る ことを 第一義 的な 課題と して 提起した。 将軍は つぎのように のべた。 

「われわれは まだ、 敵との たたかいで 最後の 決戦 段階に いたってい ない。 最後の 決戦には われわれは、 あらゆる 
犠牲を いとわず 祖国と 人民の ために、 最後の 勝利の ために 決然と たちあがらなければ ならない。 しかしい まは、 ま 
だ 最後の 決戦の 時期では ない。 われわれは、 十 年間の 実戦を つうじて 政治、 軍事的に きたえ 育成した 堅実な 幹部た 
ちを 革命の 利益と なんら 関係の ない 激烈な 大戦 闘に 追い やり、 無謀な 犠牲を しいる ような 極左 冒険 主義を きびしく 
排撃し なければ ならない。 われわれは このような 現 情勢に 正しく 立脚して、 これから 先、 敵に 決定的 打撃を あたえ 
革命の 大 転換期を むかえる ために、 われわれの 貴重な 革命 力量を ひきつづき 保存し 育成し なければ ならない」 

将軍は とくに、 全隊 員と 指揮官が マルクス •レ！ ニン 主義 理論と 先進 的な 軍事 科学知識で しっかりと 武装し、 最 
後の 決戦に そなえて 万端の 態勢を ととのえる ことが もっ とも 重要で あると 強調した。 

革命 力 ** の 保存と 育成 方針は、 ただたん に 日本 帝国主義を 打倒し、 朝鮮を 解放す る 当面の 革命 課題 だけを 予見し 
たもので はなかった。 それ 枕 有利な 情勢が 到来した とき、 最後の 決戦に よって 抗日 武装 闘争の 終局 的 目的を 達 夜す 
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るた めの 準備で あり、 ひいては 蓄積され た そ 〇- 力量を 基礎に、 解放され た 祖国の 地に 新しい 社会を 建設す る こと ま 
で 予見した じつに 遠大な 構想であった。 

将軍は 敵の 大兵 力が ひきつづき おしよせる 条件の もとで、 人民 革命軍が 多くの 犠牲を ともなう 大部 隊活 動を さ 
け、 奇襲を 基本と する 小 部隊 活動に 移る 問題、 密 営と 連絡 所 形式の 臨時 根拠地を 設置し、 それを 軍事 政治的 拠点と 
して 利用す る 問題、 小 部隊で 地下 闘争を はげしく 展開し、 破壊され た 革命 組織を 復活す る 一方、 人民 大衆を 反日 反 
戦闘 争へ と 決起させる 問題な ど、 新たな 軍事 政治的 課題を 提示した。 

将軍が 明らかにし たこの 方針は、 敵の 大規模 攻勢にたい し 正面衝突を さけ、 より 多くの 革命 力量を 保存し 育成す 
る 一方、 敵の 弱点を ついて 主導権を にぎり、 いたるところです ば やく 猛攻撃を くわえる ことによって、 人民 大衆を 
反日 反戦 闘争へ 力強く たちあがらせる 方針であった。 

このように、 部分的な 目前の 勝利で なく、 革命の 全般的 利益と 終局 的滕 利の 観点に たって うちたてられた 将軍の 
戦略 戦術は、 将軍 自身の 熱烈な 愛国心と 確固と した 主体 路線を あますところなくし めした ものであった。 

2 小 部隊 活動 

朝鮮人 民 革命軍 部隊は 敦化 県小哈 爾巴嶺 会議の のち、 金 日 成 将軍の 方針に したがって 全面的な 小 部隊 活動へ と 移 
行した。 

朝鮮人 民 革命軍 部隊は 汪清 県、 東 寧 県、 延吉 県な どの 山間 密林 地帯に 数多くの 臨時 根拠地を もうけ、 状況に 応じ 
てす ば やく 移動しながら 猛烈な 活動を くりひろげた。 

将軍は 一九 四 一年 五月に 人民 革命軍の 一 部隊を ひきいて 安 図を たち、 汪清 県夾皮 溝の 臨時 根拠地へ むかった。 
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この 行軍は 最初から きわめて 困難な 行軍であった。 ゆく 先 ざき で日満 軍警が 111 間 地帯の 要所要所から おそいかか 
ってき た。 将箪は 大胆な 戦術を もちい、 敵の 中心を 深く ついて 間 島 省庁 所在地で ある 延吉 市街を 指呼の間に おく 老 
頭 溝 付近を 通過す る ことにした。 ところが 延吉 には 日本の 憲兵隊が 駐屯して おり、 その 周辺には. 日本の 守備隊と 数 
多くの 日満 軍警が 配置され ていた。 このほか、 いたるところで 特務が うろついて いた。 

日本軍の 将校 服を 着た 将軍は、 隊員たち にも 日本の 軍服で 変装 させた のち 厳重な 警備 網を つきやぶって 行軍を つ 
づけた。 

ある 日の こと、 部隊が 延吉 と老頭 溝の あいだにある 大通りと 鉄道を まだ 通過し ない うちに 夜が 明けて しまい、 危 
険な 状態と なった。 しばらく 考えて いた 将軍は 隊員を ひきつれて 道 ばた のと ある 大きな 民家には いってい '? た。 日 
が 暮れる まで 休息して から 出発す るつ もりだった。 隊員たち が 心配そう な 顔で、 かえって 危険ではないでしょう か 
とたず ねた。 すると 将軍は 笑いながら 、「危険 だから こそ、 この 家に いた 方が いいの だ。 灯台 もと 暗し のた とえ ど 
おり、 敵の 鼻先に いると き ほど 大胆に 行動し なければ いけない」 といった。 泰然自若と した 将軍の 態度に 像 員たち 
は 安心して 休息を とった。 

陽が のぼると 大通りは 混雑し はじめ、 日 満軍警 の 往来 も ひんぱんに なった。 昼す ぎ、 急に 戸が あいたかと 思う と 
日本軍の 戦闘帽を かぶった 男たち が 殺気 だっては いってきた。 とっさに 隊員たち は、 将軍が かれらを 射ち 殺す もの 
と 思った。 ところが 意外に も、 きびしい 表情で 壁に よりかかって いた 将軍は すばやく 上半身を おこし、 大声で 「だ 
れ か！」 と 日本語で 誰何した。 すると 一番 まえに たって いた 男が 将軍を 「皇軍」 の § だとで も 思っ だの か、 乂る 
ぶる ふるえながら 、「ハッ、 ハッ」 といって 敬礼した。 

「みん. なは いって こい！.」 という 将軍の 雷の ような 命令に、 かれらは 腰を かがめた ままの 格好では いってきた。 
その 一瞬、 隊員たち は いっせいに 銃を つきつけた。 
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「これは どうした わけであります か。 自分ら は 金 日 成 共産軍が あらわれた という 情報を うけた ものです から、 と 
ん でまい ったと ころであります。 失礼の ほどは どうか お許しく ださい」 

かれらは、 がくがくと ふるえながら 手を あわせて 哀願した。 隊員たち はす ば やく かれらのから だを しらべて 武 
器を とりあげた あと、 繩で がんじがらめにし ばり あげた。 かれらは 特務機関から 派遣され た 朝鮮人の 密偵で あっ 
た。 

「おまえたち がさが している 共産軍は ここにい る 

将軍の きびしい 一言に 肝を つぶした かれらは、 ますます 青ざめて 息 もつ けない ありさまであった。 

「おまえたち も 朝鮮人なら よく 考えて みよ！ なんの ために 日本 帝国主義の 犬に なりさがって いるの か。 日本 帝 
国 主義者の 足の裏を なめながら 同胞を 敵に 売り、 手 あたりし だいに 殺害して いる おまえたち のよう な 凶悪で けがら 
わしい ものは この 世に またとい まい。 おまえたち のよう な 奴は 生かして おけない ところ だが、 弾丸が もったいなく 
て 殺す のは やめて おく。 そのかわり、 われわれが ここを でて ゆく まで 物置に じっとして おれ！.」 

将軍が はげしい 口調で L かりつ ける と、 密偵 どもは 四つん ばいに なって 物置には いり わな わなと ふるえた ❶ 

あたりが うす 暗くなる と、 将軍は 隊員たち を ひきつれ、 ふたたび 大通りの 敵の 目と 鼻の 先を 堂々 と 行軍した 4 大 
通りは 夜に なっても 人の 往来が はげしかった。 人民 だけでなく、 ときおり 銃を かついだ 日 満軍警 が 列を つくって 真 
正面から やってきたり した。 しかし、 将軍を 先頭に した 革命軍 隊員は 平然と 敵と すれぢ がい、 老頭 溝の 市街を ぬけ 
て悠 々と 山林 地帯へは いっていった。 

敵が いかに 捜索 網を はっても、 銃剣を ふりかざして 騷ぎ たてても、 将軍の 行方を つきとめる ことは おろか その 活 
動を はばむ こと もで きなかった。 だから 将軍が 敵が たむろして いる 地区を つきすすんで いると きで も、 かれらは 
「金 日 成の 所在に ついては 目下 不明の 状態で ある」 (『鴨 緑 江、 図們江 対岸 情報』 一九 四 一年、 二 三べ ー ジ) と 悲鳴を あげ、 
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不安を かくしきれ なかった。 

数日後、 付近 一帯の 住民は 祝い ごとで も おきた かの ように、 「金 日 成 将軍の 部隊が 真っ 昼な か、 老頭 溝の 市街を 
とおりぬけた そうだ」 と 語り あつて よろこんだ という。 

汪清 県夾皮 溝に ついた 将軍は そこを 臨時 根拠地と さだめ、 みずから ひきいる 二百 余 名の 隊員を 十 余 個の 小 部隊に 
わけて 汪 清、 延吉 、東 寧、 和 龍、 安 図、 樺甸県 や、 国内の 各地に 派遣した。 

そのころ 世界大戦は 拡大の 一途を たどり、 ヒ トラ ー •ドィッは 一九 四 一年 六月、 ついに ソ連にたい して 不意の 侵 
攻を 開始し、 日本 帝国主義 も 同年 十二月に 太平洋戦争を ひきおこした。 

この 情勢の 変化は、 民族的 大 転換期を むかえる 準備を 促進させる ための 将軍の 方針が 正当で あり、 それが 科学的 
予見に もとづいた ものである ことを ふたたび 実証した。 

ソ独 戦争が おこる と 将軍は 六月 三十日、 夾皮 溝で 革命軍 指揮官と 兵士にたい し 当面の 任務を 明らかにした。 将軍 
は、 民族 解放の 大事 変を むかえる ためにい っそう 緊張した たたかいを くりひろげなければ ならない と 指摘し なが 
ら 、すべての 小 部隊と 武装 グルー プは 敵の 後方 携 乱と 大衆 政治 宣伝 工作に 力を そそぐ ようにと 指示した。 

こうして、 小 部隊と 武装 グル ー ブの 活動は いっそう 活発に 展開され た。 人民 革命軍の 小 部隊 および 武装 グル ー ブ 
は 敵軍にたい する 奇襲 作戦を 展開す るかた わら、 地下 活動に よって 革命 組織を 復旧す る 活動 もくり ひろげた。 

崔 .賢 同志が 指揮す る 小 部隊は、 敵軍の 駐屯地 域で ある SE 清 県の 羅子溝 地域と 東 寧 県の ソ ♦中国 境地 帯に ある 老黒 
山な どを 遊 動しながら、 いたるところで 敵の 守備隊と 警察署、 憲兵隊な どを 奇襲し、 軍需 倉庫に 火を 放ち、 敵が 強 
制 的に ひらいた 大衆 集会に まぎれこんで 群衆の 面前で 敵を 処断す るな ど、 果敢なた たかいで 敵の ど 肝を ぬいた。 こ 
の 小 部隊を 数百 名に およぶ 兵力 だと 誤認した 敵は、 大 「討伐 隊 j を くりだして 執拗に 追撃して きた。 

小 部隊は 各地で 敵の 駐屯 基地と 重要 警備 地点、 それに 軍用 列車を 奋 襲し、 道路と 橋梁を 破壊し、 軍事 情報を 収集 
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するな ど 大胆な たたかいを くりひろげた" 武装 グル I ブも 白昼、 国境 警備 詰 所を 襲撃して 敵を 処断し、 各種の 武器 
をろ 獲したり、 走る 列車の なかで 敵を 射殺して 乗客に 反日 宣伝を おこなった あと、 列車から とびおりるな ど 機敏に 
活動した。 

小 部隊の 奇襲 活動は 北満 州の 各地で も 活発に くりひろげられた。 一九 四〇 年の 秋、 崔庸健 同志が ひきいる 小 部 
隊は牡 佳 線の 煙 筒® 子 付近で 敵軍 用 列車を 転覆 させ、 鉄道を 破壊し、 長期 間に わたって 敵の 鉄道輸送を マ ヒ 状態に 
おとしいれた。 

一九 四 一年 十二月、 姜健 同志が ひきいる 小 部隊は 牡 佳 線 新 家 店 付近で、 日本軍 将校を のせた 二 台の 客車と 装甲車 
おょび 揮発油な どを 満載した 敵軍 用 列車を 完全に 転覆 させた。 

将軍の 方針に したがって、 各地には 政治 工作と 偵察を 目的と する 武装 グル ー プが 派遣され た。 武装 グル— プ エ作 
員は 労働者、 農民、 事務員、 失業者、 日 雇 労務者な どに 変装して 群衆の なかに 深く はいり、 極秘のぅ ちに 革命 組織 
をつ くりあげて 大衆を 結集した。 

一九 四 一年の 下半期、 四十 余 名から なる 一 小 部隊は きびしい 国境 警備 網を 突破し、 茂 山地 区の 元祠洞 地方へ 進出 
した。 その後 この 小 部隊は 茂 山地 区と 雄 基に アジトを さだめ、 そこで ふたたびい くつ かの 武装 グル ー プにわ かれて 
各界 各層の 人民 大衆の なかで 広 はんな 政治 工作を くりひろげた。 

また ほかの 武装 グル ー プは雄 基、 羅津 、清津 、羅 南、 咸興な どを はじめ 国内 各地に 派遣され 積極的に 活動した。 

一九 四 二 年の 春から 冬のは じめ にかけ て、 金 一同 志が ひきいる 政治 工作 小 部隊は 延吉県 天 宝 山 一帯に 臨時 根拠地 
をもぅ け、 三 名ない し 五名から なる いくつかの 武装 グル ーブに わかれて 琿 春、 汪 清、 延吉 、和 龍、 安 図な どの 各県 
と 朝鮮 北部 地帯で 活動しながら、 おもに 祖国 光復 会を はじめと する 革命 団体の 復旧を おこなった。 武装 グル ーブは 
祖国 光復 会の 会員と 緊密な 連係を たもち、 かれらから 地方の 情況と 敵情を くわしく ききだす 一方、 かれらに 当面の 
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活動 方針を さししめした。 

当時、 和 龍 開山 屯 地方で 活動して いた ー グル I ブは 青年たち を 反日 反戦 闘争に たちあ' からせる ため" 敵 〇- 「青年 
訓練所」 に 根を おろし、 たくみな 方法で 解放 直前まで 地下 活動を つづけた。 

しかし 敵の 弾 BE と 警戒が きびしかった ため、 政治 工作は きわめて 大きな 困難を ともなった。 したがって 政治 工作 
グル ー ブは 、非常に 不利な 条件の もとで 活動し なければ ならなかった。 もっとも、 いたるところで 敵の 警備と 密偵 
が 目を 光らせ、 三人 集まっても 監視され るよう な 時期であった ため、 これは 当然の ことか も 知れなかった。 ひどい 
ときに* は、 むかしの 同志を 信じて たずねて いくと 逆に 敵に 密告され たりす るよう な こと も あった。 しかし グル— ブ 
の メンバ ー はつねに 大胆で 沈着に 行動し、 とくに 人民 大衆を たすけ、 人民から 愛され、 その 協力に よって あらゆる 
難関を 克服して いった。 

将軍が 日ごろから 隊員に 教えて いたよう に、 いつい かなる 環境の もとで も 徹頭徹尾、 人民 大衆に 依拠す る ことは 
革命軍 部隊の 原則で あり 信条であった。 

一九 四 二 年、 金 一同 志が ひきいる 政治 工作 グル— ブが «" 鱗^^ 4b? 洞で かつての 同志と 連係を とり、 そこへ むかっ 
て 出発した 直後の ことであった。 不純 分子の 密告に よって 政治 工作 グル ーブの 行方を 知った 敵の 警察は、 農民を 強 
制 的に 動員し、 獬 犬まで くりだして あたり 一帯を くまなく 捜索し はじめた。 グル— ブ 員は 身動きで きな くな った。 
危機が せまった。 ところが 敵に かりだされて きた 農民の 多くは、 グル ーブ員 を 発見しても すぐ 目で 合図を し、 その 
まま 知らぬ顔を してたち 去る ことが しばしばだった。 かれらは こうして 危機を 脱する ことができた ので ある 0 

グル— ブ員 はふり つづく 雨と 不眠不休の 活動で 疲れ きっていた。 それに 栄養不足が かさなり、 目に みえて 衰弱し 
ていた。 そのうち、 一人の 隊員が 病に たおれた。 肉類が よかろうと いう ことで、 二人の 隊員が さっそく 村へ おりて 
いった。 そして ある 農民から 百 二十 円で 牛を 一頭 買った (当時は 八十 円 も だせば 牛 I 頭が 買えた)。 相手が 遊撃隊員 であ 
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る ことを 知った その 農民は、 八十 円で いいと いって それ 以上は うけとろうと しなかった。 しかし 二人の 隊員は きか 
なかった ❶ 貧しい この 農民に 迷惑を かけて はいけ ない と 百 二十 円を むりやりに 農民の 手に わたした。 隊員たち にと 
っては 金の ことよりも 農民の 身のう えの 方が 心配だった 。遊撃隊に 牛を 売った ことが 敵に 知れれば、 農民の 命が な 
くなる ことを 隊員たち はよ く 知っていた。 隊員たち は 農民に、 もし だれかに きかれた ときは 遊撃隊に 売った とい わ 
ず、 川辺で 草を たべさせて いるう ちに いなくな ってし まった というよう にいい きかせた。 

農民は そのと おりに した。 家族の ものたち にも だまって いた。 ところが その 農民の 義弟が 牛を さがす の だとい っ 
て 山の なかを 歩き まわり、 夜に なって 家に 帰る 途中、 敵の 銃弾に あたって 死亡して しまった。 

うす 暗い 山の なかで 人影を 見つけた 敵は、 遊撃隊の 工作員に ちがいな いと 思い、 あわてて 発砲した のだった。 

農民は 弟の 死を 悲しみながら も、 二人の 隊員の ことを 妹に もうち あけずに、 解放の 日まで かたく 秘密を 守った と 
いう。 

このように、 武装 グル ー ブは 各地で 人民の あたたかい 支援を うけながら、 た ゆみな く 活動した。 

人民 革命軍の 小 部隊と 武装 グル ー ブは 将軍の 方針に したがい、 奇襲 戦 や 政治 工作と ともに 偵察 活動 も 活発に すす 
めて いった。 

小 部隊 活動は 第二次世界大戦の 転換期であった 一 九 四 三年 以後、 さらに 活発と なった。 最後の 決戦が 近づく につ 
れ 、武装 グル ー プの 国内 進出は いっそう ひんぱんと なった。 

朝鮮が 解放され る 日まで、 数多くの 武装 グル— プは 数十 回 も豆満 江を わたって 活動を つづけた。 かれらは 咸鏡北 
道 一帯は もちろんの こと、 遠く 元 山、 ビョン ヤン、 ソゥル、 仁 川、 釜 山な ど、 じつに 朝鮮の 津 々浦々 まで 進出し 
た。 

人民は かれらを 希望と 救いの 使節の ように 歓迎し、 滅亡 寸前の 日本 帝国主義 者は このうえな く かれらを おそれ 
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た。 敵は 武装 グル ー ブの 国内 浸透が い 〇- そう ひんぱんになる と、 夜な かに 火事に でも あ 〇 たように あわてふため 
き、 「防諜 体系の 完成」 という 名の もとに 国境 一帯 や 内陸の 都市と 農村、 さらに 山林 地帯まで 厳重な 警戒 網を しいた。 

遊撃隊 武装 グル— プの 国内 活動は 日 ましに むずかしく なって いった。 しかし 将軍は、 きたるべき 最後の 決戦に 対 
処し 、人民 革命軍の 軍事、 政治 活動を いっそう 強化す るた め、 難関を 打開す る 具体的な 対策を たてて 国内の 奥深く 
まで 数多くの グル— プを ひきつづき おくりこんだ。 

グル ー ブは 清津 、元 山、 ビョン ヤンな どで 敵軍の 配置 情況と 軍事施設な どを 偵察した。 また ある グル ー ブ は、 羅 
津 、雄 基の 港湾 一帯と 阿吾 地、 富 居、 洛山 などで、 敵の 要塞と その 周辺に 駐屯して いる 日本 軍隊の 配置 状態な どを 
さぐりながら 地下 政治 工作を 活発に くりひろげた。 

一九 四 四 年 六月、 人民 革命軍の ー グル ー プは 、まず ビョン ヤンを 目 ざして ひそかに 豆満 江を わたり 国内に 進出し 
た 〇咸鏡 北 道の ® 5 觀的 へて 一一 十五 日ぶ りに についた 同 グル ー ブは 、日が 暮れてから 西 ピョンヤン 操車場を とお 
り、! n at 江に そって ピョンヤン 市内には いっていった。 かれらは 平 川 里 軍需工場 や ピョンヤン 駅な どを 偵察した。 
ビヨン ヤン 市内の 各 要所と、 東 ピョンヤン 飛行場、 つづいて 美 林 里 日本軍 兵舎と ピョンヤン 周辺の 軍事施設 いっさい 
を 偵察し、 兵舎の 石垣の したに かくれて は、 日本軍 兵士の 火炎放射器 訓練 や トー チヵ 攻擊 演習の 場面を 撮影し、 部 
隊の 番号 その他を さぐりだしてから ピョンヤンを 脱出した。 かれらは その 足で 清津に たちより、 市内と 港の 海軍 要 
塞 および 施設を しらべ、 会 寧では 飛行場と その他の 軍事施設 や 一般 情勢を しらべて 無事に 本隊に 帰って きた。 

大胆で 機敏な グル ー ブの メンバ ーは 、このように 任務を りっぱに 遂行した。 その 成果の 一つ一つは、 ことばでは 
いいつくせない 困難と たたかって かちとられ たもので あり、 多くの 貴重な 生命の 代価で も あった。 

かれらの なかには 偵察の 帰途、 敵弾を うけて 凍りつ いた 国境の 河を 血に 染め、 はって わたった 隊員 もいた。 また 
重傷の 身で 山を こえる 途中、 名もない 深い 谷間で 息た えた 隊員 もいた。 
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金赫哲 同志は 一九 四 三年のは じめ、 国内で グルり フ 活動に たずさわりながら 悲壮な 最後を とげた 一人で ある。 か 
れは 自分で 集めた 敵の 資料を 同志に 託して 先 だた せた のち、 もう 一つの 任務を はた ' L て 単身 帰路に ついた ときは あ 
たり 一面、 ふりしきる 雪で すっかり おおわれ ていた。 傷つき、 飢え、 何日 間 も 敵の 追撃を かわしながら 山の なかを 
さまよって いたかれ は、 雪の 深い 森に まよいこんで しまった。 そして かれは、 とうとう 雪のう えに うつぶせに なっ 
たま ま 息を ひきとった。 昼と なく 夜と なく、 雪は 死体のう えに ふりしきった。 そして 吹雪. は、 そのうえに 大きな 雪 
の 墓を つくりあげた。 

雪 もやんだ 初春の ある 日、 豆満 江の 岸辺へ 枯木を とりに きた 一人の 農民が、 雪の なかで 静かに 眠っている金 赫哲 
同志の 死体を 発見した。 かれの 手には しっかりと 拳銃が にぎられて おり、 口には 最後まで 飢えと たたかった ことを 
しめす かの ように、 白樺の 芽が 一 つく わ えられて いた。 そして、 その ふところに も 白樺の 芽が ひとにぎり ほどは い 
っていた。 

知らせを きいて 農民たち が 集まって きた。 祖国の 解放の ためにた たかい、 尊い 犠牲と なった 遊撃隊員の 死体で あ 
る ことが わかる と、 かれらは 声を あげて 泣き 悲しんだ。 

農民たち は、 敵に さとられない ように 布地を 買って きて 死体を くるみ、 日 あたりの よい 場所に 埋葬した。 そして 
毎年、 寒 食の 日 (冬至から 数えて 百 五日 目を いい、 火を つかわず 冷い 料理で 食事を した。 また この 日は 先祖の 墓参りを するな 
らわ しが ある) やお 盆になる と、 供物を そなえて 闘士の 冥福を いのった。 

朝鮮人 民が 解放の よろこびに わく 日までに は、 じつに、 こうした 犠牲が 数多く はらわれた。 

このように、 だれもが 英雄であった 革命軍 小 部隊 員の 輝かしい 活動は、 敵を 滅亡に 追い やる 最後の 決戦に 大きく 
貢献した。 

金 日 成 将軍は 小 部隊と 武裝グ ル ー ブ 活動と ともに、 人民 革命軍 隊員を マルクス •レ ーニン 主義 理論と 現代 釣な 軍 
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事 科学で 武装 させ、 より 有能な 軍事 政治 幹部を 育成す るた めに 心血を そそいだ。 

この 賢明な 措置は、 革命の 大事 変を むかえる ための 当面の 課題であった ばかりでなく、 解放 後の 祖国で 遂行す ベ 
き 革命を も 考慮に いれた 偉大な 構想 —— 、すなわち 継続 革命 思想の 実現であった。 

一九 四 一年の 三月のは じめ、 将軍は 人民 革命軍 病院の 院長であった 李 Si 洙 同志に 会って つぎのように 語った。 

「病院の 人たち の 苦労は、 なみたいていの ものではなかった。 しかし まだ 革命は 終わって いないし、 ますます 困 
難に なって きている。 もちろん 日本 帝国主義が まもなく 滅び、 民族 解放の 日が 近づいて いる こと だけは たしかで あ 
る。 しかし 日本 帝国主義が 滅亡す るから といって、 また 民族 解放が 達成され るから といって、 われわれの 革命が 終 
わる わけでは ない ◊朝鮮で 日本 帝国主義を うちたおした あとは、 数十 年間 も 日本 帝国主義に 踏みに じられ た 祖国の 
地に、 人民が しあわせに 暮らせる 新しい 社会を 建設し なければ ならない し、 また それを 帝国主義 者の 侵略から しっ 
かりと 守らなければ ならない。 これ も 決してな まや さしい ことでは ない。 また われわれ 共産主義者は、 自分の 国に 
りっぱな 社会を 築いた からといって 革命が 終わった と 考えるなら、 それは 誤りで ある。 われわれの 革命は 地球上で 
搾取 階級の 最後の 一人を うちたおす までつ づけら れな ければ ならない。 われわれは それを 覚悟して、 いまから その 
準備を ととのえなければ ならない の だ」 

将軍は 祖国 解放の ための 革命の 大事 変が 近づく につれ、 各部 門の 幹部 育成 活動を いっそう 強力に おしすすめた。 

将軍が さししめした 方針と 措置に よっ て 最後の 決戦の 準備が なされる とともに、 解放 後に おける 軍事 建設の 基礎 
が 築かれて いった。 朝鮮人 民 革命軍 隊員は 現代的な 先進 軍事 科学知識で かたく 武装され た 軍事 幹部に 育ち、 正規の 
軍隊を つくり、 これを 指揮す る 経験と 能力を もつ ようになっ た。 

この 時期には また、 マルクス •レ 丨- ーン 主義 党 創建の 準備 活動が いっそう 大きく 前進した。 党 創建の 準備は、 幹 
部にたい する 再教育 活動を 基本と してす すめら れ た。 人民 革命軍 隊員は 将軍の 指導の もとに マルクス •レー ニ ン主 
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義理 論を より 深く 研究し、 各自の 思想 および 理論的 準備を いっそうと とのえ てい 〇 た。 

小 部隊 活動は、 それまでの ながい 歳月に わたって つみかさねられた 経験と 人民 革命軍 隊員の 思想 的 鍛練の 程度を 
点検し、 それを 強固に し、 さらに 完成 させて いくうえ において 重要な 契機と なった。 かれらは 小 部隊 活動に よって 
高度に 洗練され た 組織的 手腕を みがき、 各界 各層の 人民 大衆との 活動に おいて 豊富な 経験を つんだの である。 

人民 革命軍 隊員は 革命的 理論で 徹底的に 武装し、 共産主義者と しての 気高い 品性を もつ ようになった。 

こうして、 やがて 創建され る マルクス •レ— ニ ン 主義 党の 基本的な 骨幹と なる 共産主義者たち が、 思想、 理論的 
にも、 実践的に も いっそうた の もしく 育って いた。 

あの 困難な 時期に、 こうした 中核 部隊が 確固と 保存され 育成され たから こそ、 解放 後、 党と、 国家と、 軍隊の 各 
部門を になう 柱が かたちづくられた ので ある。 これは いうまでもなく、 朝鮮 革命の 発展に とって かぎりなく 貴重な 
元手と なった。 

3  あたたかい 愛情、 かぎりない 信頼 

朝鮮人 民 革命軍が 小 部隊 活動を 展開して いたと きは、 じつに きびしい 試練の 時期であった。 

満州の 野と 山は 「討伐 隊」 でう めつ くされて いた。 敵は 四方に 捜索 網を はりめぐらし 死に もの 狂いで 遊撃隊に た 
いする 「討伐」 を おこなう 一方、 「帰順」 と 「投降」 を 勧告す る ビラを まきちらした。 そのうえ 人民 革命軍には 食 
糧 難まで かさなり、 闘争の 困難 さは 形容で きない ほどであった。 

しかし このような 状態に おける 小 部隊 活動は、 隊員たち の 思想 的 鍛練と 革命的 修養の 程度を ためす | つの 点検の 
場と もい えた。 
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幼い 隊員を はげます 金 日 成 将軍 


将軍は 困難が かさなる につれ、 ながい 歳月に 
わたって 育成し、 生死 苦楽を ともに してきた 隊 
員たち を いっそぅ 深く 信頼した。 そして かれら 
に 熱い 愛を そそぎ、 心を くだきながら、 革命的 
同志 愛で 隊列の 団結を はかって いった。 

将軍は 困難な 環境の なかで も、 つねに 隊員た 
ちの 健康に 注意を はらった。 

敵が 策動す る 状況の もとで も、 後方 病院を つ 
くって 負傷者 や 病弱 者を 治療 させ、 医薬品を 手 
にいれ るた め 敵の 兵営を 襲撃したり、 なんども 
後方 工作を 組織した。 栄養の ある 食物は、 まず 
患者と 病弱 者に おくる のを 忘れなかった し、 自 
身に くばられた 食糧 や 医薬品、 衣服 や 靴で も、 
すすんで 隊員に わけあたえた りした。 

これは 武装 闘争の 初期から、 将軍が 堅持して 
きた 日常生活の 態度であった。 苦難の 行軍を は 
じめ、 たびかさなる 強行軍と 食糧 難な どに ょ 
り、 将軍 も 目に 見えて 衰弱して いたに も かかわ 
ら ず、 一人の 隊員が 山奥で 掘って きた 一本の 山 
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人蔘を 一年 以上 も 伝令 兵の 背のう のなかに しまった まま、 自分で たべようと はしなかった。 

小 部隊 活動に 移る 少し まえの 一九 四 〇 年 春の ある 日、 将軍は 隊員たち に 鶏を もってこさせ、 それを 土鍋に いれて 
水 だきを はじめた。 将軍の 健康を 案じて いた 隊員たち は、 きょうこ そは 例の 山人 蔘を たべて くださる にちがいない 
とよろ こんでいた。 ところが 将軍は、 その 貴重な 水 だきを 安 図 県の 韶湯溝 付近の 姚灘で 病んで いた ある 連隊長に お 
くった ので ある。 

将軍に とって、 このような 例は 枚挙に いとまがない ほど 多い。 たとえば 小 部隊 活動の 困難な 時期、 真冬に 地方 H 
作に でかけた 隊員の 帰りが おそいと、 将軍は お湯を わかして 自分に くばられた はった い 粉を とかし、 夜が ふける ま 
で 待ちつ づけたり した。 将軍は 全隊 員の 親であった。 

将軍は、 指揮官は いつも 部下を 肉親の ように 愛さなければ ならない とのべながら、 つぎのように 教えた。 

「自分が 寒くて ひも じいと きは もちろんの こと、 あたたかくて 腹 いっぱい のとき でも、 隊員は 寒くて ひも じい 思 
いを している かも 知れない と、 いつも 考えなくて はならない。 そのよう にしても、 なおかつ、 かれらの 悩みを すべ 
て 知りつ くせない ことがあ るの だ」 

こうした 将軍の 配慮と 愛情は、 遠くで 活動して いる 小 部隊へ もく まなく ゆきわたって いった。 

1 九四〇 年の 秋、 各地に 小 部隊を 派遣して いた 将軍が 伝令 兵と 機関銃 班員 だけを ひきいて、 敵の 集中す る 和 龍 一 
帯で 活動して いた ころの ことで ある。 

将軍は 小 部隊の 安否を 気づかって、 各地に 派遣した 通信員の 帰りを 夜 も 寝ずに 待って いた。 そうした ある 日、 あ 
る 小 部隊に 派遣され た 連絡 員が 敵の 「討伐 隊 J に 射殺されて しまった。 しかし 将軍は ひきつづき、 その 小澈隊 の 行 
方を さがしだそうと 各地に 連絡 員を 派遣した が、 ついに さがしだす ことができなかった。 幼い わが 子の 帰りを 待つ 
母親め よう n 将軍の 心痛は 深まる ばかりであった" 
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しばらくして、 部隊は 車廠 子の 野営地を 出発す る ことにな った。 将軍は 隊員たち に、 たき 火を した 場所へ 食糧と 
新しい 冬服を うめさせてから こういった。 

「きっと、 みんな 帰って くるに ちがいない。 小 部隊 活動で 衣服は ぼろ ♦ほろ だろう し、 どんなに ひもじい思いを し 
ている ことだろう」 

それば かりではなかった。 車廠 子を 出発した ある 日、 部隊は 大きな 鹿を 一頭つ かまえた。 将軍は その 肉を 隊員た 
ちと 少し だけた ベた あと、 のこりを 火で 焼き、 粉に してから 紙袋に わけてつつ ませた。 そして 隊員たち に 一 袋ず つ 
わけあたえ、 五十 個の 袋 だけは のこして おいた ◊将軍は 考え こむ 表情で 筆を とる と、 連絡が とだえた 小 部隊 員たち 
の 名前を 一つ一つの 袋に 書いて いった。 隊員たち の 名前を 刻み こむ ように 書いて いる 将軍の 顔には、 必ず かれらは 
帰って くると いう 確信と 慈愛に みちて いた。 

五十 名の 名前を 全部 書き終え ると、 将軍は、 それを よく 保管して おいて 小 部隊に 出会ったら わたそうと 隊員たち 
にいった。 

このような 将軍が 身近 かにいた からこ そ、 隊員たち は 死を も おそれず、 将軍の もとに はって でも 必ず 帰って くる 
ので あり、 そそりた つ 崖を よじの ぽり 、荒れ狂う 激流を も おしわけても どって くるの だった。 

かたわらで、 五十 個の 袋を 見つめて いた 隊員たち の 目に 涙が あふれた。 それは、 無言のう ちに 隊員たち を 革命的 
義務感で 教育し、 思想、 意識的に かたく 団結させる 精神的 食糧と なった。 

将軍は このように 隊員たち を 信じ、 いつくしみながら、 いつも かれらに 困難な 試練に うちかつ よう 革命の 勝利を 
確信し、 革命の 志操を 最後まで 守り、 犠牲的に たたかうよ うに 教えた。 

将軍は 隊員たち につぎ のようにの ベた。 

「共産主義者は 革命の ために 自己の 全 精力を かたむけて たたかい、 そのたた かいの なかに 最大の よろこびと 誇り 
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を 感じと る もの だ。 だから 革命が いかに 困難で あろうと、 革命家は いつも 明朗で、 快活で、 情熱に みち あふれて 
いるの だ。 共産主義の 赤旗を かかげ、 たたかって たおれる ことは 革命家の 最大の 栄光で ある。 まえの 人が たおれ 
れば 、そのつ ぎの 同志が 旗を にぎって たたかい つづける の だ。 こうして こそ 革命は 最後の 勝利を かちとる ので あ 
る」 

小 部隊 活動の 前夜であった 一九 四〇年 五月、 安 図 県 車廠子 付近で むかえた 五 •一節は、 ひたすら 革命の ために 生 
き、 たたかい つづける 将軍の 高潔な 品性と 信念と をはっ きりとう きぼりに して 見せた。 このと きは 最後に わけあ っ 
た 塩水 も、 とうもろこしの 粒 も、 すでに きれてし まった 苦しい 時期であった。 隊員たち は 付近の 小川で 蛙を つかま 
えた。 蛙 料理で 祝日の 「宴」 をはろうと いうので ある。 こうして 隊員たち は 明日の 勝利と 希望に みちた 楽天的な 気 
分で、 どんな 山海の 珍味に もま さる 蛙 料理に 舌 つづみを うった。 

その 日の 夕暮れ どき、 将軍は 隊員と かがり 火を かこみ、 美しい 山河と、 かぎりなく ゆたかな 地下資源を ^ つ 祖国 
について、 また、 その すべてを 日本の 侵略者に 奪われた 憤りに ついて、 さらに 困難な 革命 闘争の のちに おとずれる 
であろう 感激 的で 栄光に みちた 勝利に ついて、 まるで 詩で もよ みあげる ように 語りつ づけた。 

明るい 未来に ついて 語りながら、 将軍は つぎのように つけくわえた。 

「われわれの 困難な たたかいは 必ず、 きようの 蛙 料理を 大同 江の ぼら 料理に かえるであろう。 これは、 うたがう 
ことので きない 一つの 真理 だ」 

この 一言で、 隊員たち は 革命の 未来を 生き生きと 感じ とった。 将軍は またつ ぎの ようにつ づけた。 

「人間の 一生は、 ながいと いっても せいぜい 六十 年 前後であろう。 このな がく もない 一生を 清く 生きる ことが で 
きず、 目先の ちっぽけな 利益に 目が くらんで 自己の 良心を 売り、 祖国と 人民に そむいた 卑怯者を どうして あわれま 
ずに いられよう。 わが国の 素朴な 人び とは、 むかしから、 一日を 生きる にも 良心的に 生きる ことを ほまれと してき 
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た。 われわれの 良心とは、 祖国を 解放す るた めの 愛国 的 良心、 労働者階級の 社会的 解放の ための 不撓不屈の 闘志、 
おそれを 知らぬ 大胆 さと 剛毅 さ、 あらゆる 困難に うちかっ て ゆく 忍耐力、 英雄 性な どの 集中 的 表現で あり、 まさに 
これを 革命的 良心と いうので ある。 われわれは 真の 朝鮮人 民の 良心を 守り、 つねにうる わしい わが 袓国を 血で 守り 
ぬかなければ ならない」 

この ことばは、 将軍の 革命的 意志と 革命にたい する 信念を そのまま しめす ものであった。 

将軍は、 革命の 志操を 最後まで つらぬきとおす こと、 これが すなわち 革命家の 本分で あり、 なによりの 義務で あ 
ると つねに 教えた。 

将軍の この 信条は、 もっとも 科学的で、 しかも 不敗の 思想で ある マルクス •レー ニ ン 主義と： 羊 命の 勝利にたい す 
る 確信に もとづいて おり、 革命にたい する 強い 責任感と 民族的な 任務に たいする 自覚に もとづいて いた。 

金 日 成 将軍の 気高い 徳性と 日常 的な 教育 こそ、 勇猛を とどろかす 遊撃隊員の 不敗の 力と なった ので あり、 革命の 
ために すべてを ささげて たたかう、 かれらの 不屈の 革命 精神の 源泉と も なった ので ある。 

このような 将軍が 革命の 先頭に たって いたから こそ、 抗日 遊撃隊は 前途に たちはだかる いかなる 難関と 困難に も 
ひるまず、 ひたすら 将軍を 慕い、 革命家の 貴い 良心と 革命的 義理を 最後まで 守りと おした。 司令部から どんなに 遠 
くは なれて いても、 また 長期 間、 司令部との 連絡が とだえ、 その 所在 すら 知る すべ もない まったくの 孤立 無援の 状 
態に あるとき でも、 かれらは ひたすら 司令部を さがしもとめ、 万難を のりこえて 必ずな つかしい 将軍の もとに 帰っ 
てきた ので ある。 

かれらは 、「共産主義者は 深い 山の なかで あろうと、 絶海の 孤島で あろうと、 革命の ために 生き、 最後までた た 
かわなくて はならない」 とのべた 将軍の 教えを 胸谏く 刻み、 いつ どこで でも、 これを 忠実に 実践した。 

小 部隊 活動は、 まさ -ic このような 英雄的な たたかいの 典型であった。 
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将軍が 車 廠子の 奥の 野営地に 食糧と 新しい 軍服を うめ、 五十 個 o' 食糧 袋を つく ' o' て 保管しながら 待ち あぐんだ 例 
の 小 部隊は、 一九 四〇 年の 冬のは じめ、 ひたすら 革命の 勝利にたい する 信念と 将軍の もとに 一刻も早く 帰りたい と 
いう 一念で もっ て、 あらゆる 難関を のりこえながら 司令部を さがして 歩いて いた。 

はげしい 吹雪と、 「討伐 隊 J や 密偵 どもが たちはだかる 道のりを 行軍す るかれ らの 苦しみは、 形容で きない ほど 
であった。 だが かれらは、 ひるむ ことを 知らなかった。 司令部へ、 将軍の もとへ、 一刻も早く たどりつこうと いう 
一念が 気力の つきた かれらを ささえ、 はげました ので ある。 

かれらは やっと 車廠 子の 奥地に たどりつき、 ついに 司令部の 野営の 跡を さがしあてた。 地中 深く うずまって いた 
食糧 二 かますと 新しい 綿 いれの 軍服を 見つけだした 隊員たち は、 それを 胸に しっかりと だき、 感激に むせびなが ら 
将軍の 名を なんども ょびつ づけた。 かれらは ふるいたつ 勇気を もって ふたたび 司令部を さがしもとめ、 そこを 出発 
した。 

かれら ば 途中で 同じ 遊撃隊の 一 部隊と めぐり 会った。 小 部隊の 責任者であった 連隊長は、 その 小 部隊に 隊員を あ 
ずけ、 数名 だけを つれて 司令部を さがす ことにした。 

連隊長は からだの 頑丈な 五名の 隊員を つれて 出発した。 道は 依然としてけ わしかった。 ゆく 先 ざき に 敵が むらが 
り、 投降を すすめる ビラが はられて いた。 寒さと 飢えに くわえて、 すさまじい ほどの 敵の 追撃が、 疲れ きった かれ 
らを いっそう 苦しめた。 

しかし、 不撓不屈の 革命的 闘志と 熱い 同志 愛で もって、 かれらは これらの 難関を りっぱに のりこえて いった。 

そうした ある 日、 飢えと たたかいながら 和 龍 県の 奥地 深く 雪を かきわけて すすんで いたかれ らは 、不意に 前後 か 
ら敵に おそわれた。 かれらは 最後の 弾丸が つきる まで 勇敢に たたかって 死のうと 悲壮な 決意を した。 しかしつ ぎの 
瞬間 かれらは、 司令部に たどりつく までは 決して 死んで はならない と 思いな おした。 そして、 どんな ことがあって 
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4 生きぬ き V 必ず 司令部を さがしだす 決心を かためた かれらは 勇気を ふる 〇- てたち あが o' た。 

連隊長は いまきた 道を とぶ ようにと って かえす と、 高さ 百メー トル も ある 断崖から ころがり おりた。 隊員たち も 
連隊長の あとに つづいた。 廳 さえ ひるむ というけ わしい 絶壁を、 かれらは 血 だるまと なって ころがった。 奇跡的に 
たすかった かれらは、 なお も ひるまず、 むかい 側の 山の 尾根へ と よじのぼり 敵情を うかがった。 こうした こと も 知 
ら ずに 前後から せまって きた 敵は、 狂気の ように 同士う ちを まじえた のち、 暗くな ってから ひきあげた。 

隊員たち は、 たとう にもたち あがれなかった。 かれらは よこたわった まま 夜空に きらめく 星と 龍 井の 街の 方向で 
光る 灯りを ながめながら 物思いに ふけった。 これまでの ながいた たかいと 困難な 革命に ついて 考えた。 やがて かれ 
らは 、将軍の 真の 戦士と して 革命の ため 最後までた たかう 決意を 新たに し、 気力を ふりし ♦ほって たちあがった。 そ 
して かれらは、 数多くの 危険を のりこえながら 司令部を さがしつ づけた。 

ある 日の ことだった。 延吉 県大蓖 溝 付近の 大きな 道路 わきで 隊員の 一人が 急に けいれんを おこし、 身動きが でき 
なくなって しまった。 近くには 大きな 「集団 部落」 が あるう えに、 密林の なかで もない 幹線道路の そばでの 出来事 
だった ため、 隊員たち はすっ かり あわてた。 かれを つれて 行軍を すれば 全員が 危険に さらされる のは 必定で あり、 
かと いって 同志を おきざりに して ゆく こと もで きなかった。 これを 察した その 隊員は、 革命の 任務が より 重要で あ 
るから、 自分を ここに おいて 早く 司令部を さがしに いって くれと たのんだ。 

連隊長は、 かれを だきしめた まま 泣いた。  I 

「死ぬ ときは いっしょに 死のう！ きみを のこして ゆける もの か！」 

隊員たち の 心情と て 同じだった。 革命 闘争の なかで 生死 苦楽を ともに し、 はげまし、 たすけあって きた 同志 愛 
がかれ らを ひきはなさな がった。 

かれらは、 かわるがわる 自分の 体温で その 隊員を ぬく め、 枯れた 芝生を 集めてから だのした にしいて やり、 上衣 
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をぬ いで かぶせて やり もした。 また かれの 手足を 交代で もんで やり、 敵に 見つからぬ よう 腰を かがめて 歩きな が 
ら 、おちた 枯れ木を ひろって きて は 火を たき、 おもゆを つくって たべさせるな ど 寝ず の 看病を つづけた。 

真心 こもった 同志たち の あたたかい 愛情に よって 翌日、 かれは 足を 動かせる ようになった。 かれはよ みが えった 
の だ。 生きて いっしょに 将軍の もとへ ゆける ことを よろこび、 かれらは うれし 泣きに 泣いた。 

日が 暮れる と、 かれらは また 苦難の 行軍を つづけた。 こうして かれらは、 敵が ひしめ く延吉 、汪 清、 琿 春の 遠い 
道のりを 二 か 月 も 歩き、 はいずり、 あらゆる 困難と たたかって、 ついに 司令部に たどりつく ことができた ので あ 
る 0 

かれらが このように、 おどろく ばかりの 同志 愛と 英雄 性を 発揮で きたのは、 金 日 成 将軍から、 この 世に またとな 
い あたたかい 愛情と 教育を うけてき たからであった。 

将軍に 教育され た 抗日 遊撃隊員は、 不幸に して 敵に とらわれ、 牢獄に つながれても、 また 絞首台に のぼるよう な 
ことがあっても、 朝鮮 革命の 陣頭には 金 日 成 将軍が たって いるの だとい うかぎ りない 誇りと 自負心を いだき、 将軍 
の 戦士と して、 朝鮮の 真の 革命家と して 最後まで 革命の 節操を 守り、 敵と 勇敢に たたかった ので ある。 

抗日 遊撃隊員 馬東熙 同志は 将軍の 指示を うけ、 国内には いって 工作を していた とき 敵に とらえられ、 言語に 絶す 
る 拷問を うけた。 かれは、 うわごとに でも 組織の 秘密を もらして はならない と、 みずから 舌を かみ 切って 若い 命を 
断った。 まるで 火の かたまりの ように 革命の 情熱を たぎら していた かれは、 生きて いると きは 勇敢に 敵を うちたお 
し、 死んで は 革命と 組織を 守りと おした ので ある。 

将軍の 忠実な 戦士で あり、 不屈の 共産主義者であった 権 永 壁 同志 もそう であった。 かれが 肌身は なさず もち 歩い 
ていた 手帳には、 つぎのように 書かれて いた。 

「わたしを 生んでくれ た 祖国は 母で あり、 革命 戦線で わたしを 教え、 育てて くれた 金 日 成 同志は わたしの 恩師で 
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あり、 父で ある。 わたしは またとな いこの 父と 母に 最後まで 忠誠を つくす であろう」 

権 永 壁 同志は 革命的な 闘志を もって、 将軍の 意志と 信念の ままに たたかう ことを 自分の 本分と し、 栄誉と してい 
た。 

将軍の 指示に より 長 白 県で 祖国 光復 会の 組織 活動を りっぱに なしとげた かれは、 敵に とらえられ、 あらゆる 残酷 
な 拷問を うけなが らも 革命的 節操を まげなかった ばかりでなく、 法廷では かえって 日本 帝国主義の 滅亡を 声高ら か 
に 宣言した。 ソゥル 市 西 大門 刑務所で 獄中 闘争を つづけた かれは、 解放を 目前に した 一九 四 五 年 三月 十日、 絞首台 
にの ぼりながら も 金 日 成 将軍の 戦士で ある ことを 無上の 誇りと した。 

将軍に よって 共産主義 闘士に て 育てられた 朴吉松 支隊 長 も、 革命的な 楽観主義の 持ち主であった。 

かれは 戦闘 中、 敵の 手榴弾の 破片に あたって 片目を 失いながら も、 「わたしには まだ 片目が のこって いる。 わた 
しは この 必 臓が 脈う つかぎ り、 闘争の 隊伍から 一歩 も しりぞきは しない」 といいながら、 隊員たち の 勇気を ふるい 
たたせた。 

かれは 密 営で 負傷した 目を 治療しながら、 隊員たち に 革命の 勝利にたい する 信念を いだかせ、 将軍の 忠実な 戦士 
にならなくて はならない と 教えた。 こうして 肉体的 苦痛に うちかち、 ふたたびた たかいの 場に たった かれは、 数多 
くの 戦闘を 指揮しながら 敵を つぎつぎとう ちた おしてい った。 

一九 四 三年 一月、 かれは 敵に かこまれた 自分の 部隊を 救出し よおうと すすんで 後衛を ひきうけ、 勇敢に たたかっ 
たがつ いに 敵に とらわれて しまった。 

しかし 敵が どんな 拷問を くわえても、 かれを 屈服させる ことは できなかった。 

かれはこう して、 革命の ために 二十 六 歳の みじかい 生涯を 炎の ように 生きぬ き、 そして この 世を 去った が、 しか 
しかれは、 自分を 共産主義者 として 育てて くれた 金 日 成 将軍の あたたかい 愛情の なかで、 最後までた たかえずに 生 
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涯を 終える ことを なによりも 心の こりと した。 

絞首台に のぼった かれは 最後の 瞬間まで 、「共産主義は 永遠の 青春」 であると 叫んで 敵を ふるえあがらせた。 

抗日 遊撃隊には、 ながい 武装 闘争の 日々 をつ うじて、 命を かけて 金 日 成 将軍と その 司令部を 守り、 革命の 節操を 
あくまで 頑強に 守りぬ いた 女性 隊員 も 多かった。 

熱烈な 共産主義者であった 金 貞淑 同志は、 そうした 女性 遊撃隊員の 一人であった。 幼い ころ 父母を 失い、 児童 団 
の 生活を へて 遊撃隊に 入隊した 彼女は、 ひたすら 革命と 革命の©: のために 献身的に 奮闘した。 将軍の 指示を うけ 
て 長 白 県で 工作 中 敵に とらわれ、 死線を さまよって いたと きも 最後まで 革命の 秘密を 守りと おし、 手元に あった 二 
円の 金を 農民に 託して 革命 資金に と 組織へ おくりとどけた。 彼女は その後 さいわい にも 組織に よって 救出され た。 

司令部の 炊事 隊員であった 彼女は、 苦難に みちた 血み どろの たたかいの 日々 にも、 砲火と 吹雪と たたかいながら 
司令部の 食事を 確保し、 革命の 指揮 部を 命を もって 守りと おした。 

ある 日、 将軍の 指揮の もとに 部隊が 行軍して いたと き、 五、 六 名の 敵が 葦を かきわけて 近より、 将軍に ねらいを 
さだめた。 まったく 危険な 一瞬であった。 このと き 金 貞淑 同志は すばやく 自分の 身で 将軍を かばい、 拳銃で 敵 兵を 
うちたおした。 いち 早く 将軍 も 二番 目の敵 兵を うちたおした。 二 挺の 拳銃が つづけざまに 火を 吹き、 敵を 一人の こ 
らず 掃討して しまった。 しかし このような 危険に さらされた のは 一度 や 二度ではなかった。 そのつど 金 貞淑 同志は 
憤然とたち あがり、 命を なげうって 革命の 指揮 部を 守った ので ある。 

抗日 遊擊隊 の 女性 隊員で ある 崔葺淑 同志は、 敵に とらわれて 两眼 をえ ぐり とられながら も、 「わたしには いま 目 
がない。 しかし、 わたしには 革命の 勝利が 見える！ 三千 万人 民が 万歳を 叫び、 解放を つげる その 日が はっきり 見 
える！」 と 絶叫しながら 息を ひきとっ た。 

金 日 成 将軍と 同じ 思想、 同じ 意志で 生き、 将軍と 同じ 信念で たたかった のは かれら だけではなかった。 抗日 遊擊 
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隊員 すべてが そうであった し、 かれら すべてが 不撓不屈の 朝鮮の 共産主義者 I 革命 闘士たち であ o' た。 

将軍の いつくしみと 信頼を 肝に 銘 じていた が ゆえに、 かれらは 絶海の 孤島の なかで も 革命の 勝利を 信じて 最後 ま 
でた たかった し、 零下 四十 度の きびしい 冬、 吹雪の なかで も豆満 江を 泳いで わたり、 司令部を さがしもとめた ので 
あった。 将軍の 教えを いつも 胸 深く 刻んで いたが ゆえに、 かれらは いかに 困難な 逆境の なかで も 将軍を 慕い、 一瞬 
たりと も 闘争の 手を ゆるめようと はしなかった ので ある。 

抗日 遊撃隊の 小 部隊 活動は、 革命と その 指導者にたい して かぎりなく 忠実な 朝鮮 共産主義者の 気高い 精神を ひれ 
きした し、 革命の 勝利にたい する 確信と 同志にたい する 革命的 義理に よって、 艱難辛苦に うちかった 抗日 遊擊 隊員 
たちの 高貴な 革命家 的 品性を いかんな くしめ した ものであった。 

じつに、 抗日 遊撃隊員た ちの 革命と 指導者にたい する かぎりない 忠実 性 —— 、それは 敵の いかなる 最新 兵器を も 
ってしても、 くらべる ことので きない 不敗の 威力を もつ 最大の 武器であった。 

日本 帝国主義の 警察 雑誌 『威 南警 友』 は、 抗日 遊撃隊にたい してつぎ のように 書いて いる。 

「秩序 整然として、 しかも 大胆不敵な 行動を とる 原動力は どこに あるの か。 それは 内部的な、 精神的な ものに よ 
って 説明せ ねばならぬ。 これすな わち、 共産軍の 結合の 核心と なった 指導 精神の 他に ない。 思う に、 なんの ために 
野に 臥し、 山に 眠り、 終始 気候の 変遷と 食糧の 欠乏に 苦悩しながら、 自分の 生命を 危険から 危険へ とひき ずって ゆ 
く 必要が あるの か。 この 疑問の 解答の みが、 その 本質を 明白に する。 その 解答は 簡単で ある。 それは、 かれらな り 
の 信念が あるから だ。 この 信念は つねに、 民族の 独立と 日本 帝国主義 打倒を 綱領の 第一に かかげ、 決死 的 行動を と 
る ことを 誇りに 思い、 愛国 志士と して 自認して いると ころに ある。 この 自負心 こそ、 留意し なければ ならない 点で 
ある」 

この 告白の なかに、 共産主義の 威力に おそれを なす 敵の 悲鳴が はっきりと ききとれる。 共産主義 思想 I 、こ 
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は 刀で 切り さくこと も、 大砲で うちくだ くこと も、 鉄鎖で しばりつける こと もで きない ものである。 なぜなら、 そ 
れは 人類の 良心で あり、 知恵で あり、 もっとも 美しい 希望で あるから だ。 

日本 帝国主義 者 も、 抗日 遊撃隊の 思想は なにを もってしても 折り曲げる ことができない という ことを 知ってい 
た。 しかし かれらは、 その 偉大な 思想と 気高い 精神を 育てた 根源を 見ぬ く 目を もたなかった。 かれらは この 高潔な 
根底に、 朝鮮 民族の 指導者 金 日 成 将軍の マルクス •レ ーニン 主義を 基礎に した 偉大な 思想と その 信念と がとうと う 
と 流れて いるのを 見る ことができなかった し、 同志を かぎりなく 愛し 信 類す る 将軍に、 無限の 忠誠を つくそう とす 
る 遊撃隊員たち の 熱 火の ょうな 赤い 心を 理解す る ことができなかった。 

この 根本的な ものにたい する 無知と 挑戦 こそ、 とりもなおさず、 かれらを 悪名高い 「大日 本 帝国」 とともに 滅亡 
のどん 底へ とつき おとした 決定的な 要因の 一つであった。 

抗日 遊撃隊員たち の 革命 精神は、 こんにち、 朝鮮人 民の 胸の なかに 強く 燃えつ づけて いる。 

全世界の 人民の まえで、 アメリヵ 帝国主義を ひざまずかせた 祖国 解放 戦争に おける 朝鮮人 民の 偉大な 勝利 も、 自 
力 更生と 千里 馬の 勢いです すむ 北半 部の 壮大な 建設 も、 ひたすら 革命に 献身す る 金 日 成 首相に、 かぎりなく 忠実で 
あろうと 誓う 気高い 革命 精神が 生み だした 貴重な 結実な ので ある。 

4 三千 万は 将軍に つづく 

金 日 成 将軍の 存在 それ 自体と、 将軍が 指導す る 朝鮮人 民 革命軍 部隊の 活発な 政治、 軍事的 活動は、 朝鮮人 民の 胸 
のなかに 消し 去る ことので きない 反日 反戦の 炎を 燃え あがらせた。 

人民 大衆は、 金 日 成 将軍の 指導の もとにいた ると ころで 敵を うちくだき、 日本の 侵略者たち を ふるえあがらせて 
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る 朝鮮人 民 革命軍の 縱衡 無尽な 闘争を かぎりない よろこびと 興奮を もゥて 見守 〇- た。 人民 大衆は 日本 帝国主義 0 
滅亡が さけられない ものである ことを 確信し、 朝鮮人 民の 最後の 勝利にたい する 信念を いっそう 強く した。 

ささいな ことを した だけで も 日本の 官憲から 残忍な 迫害を うけねば ならなかった 人民に とって、 金 日 成 将軍の 部. 
下が どこかに あらわれた というう わさを きくことは、 つゆ 空に 陽が さした ように よろこばしい 出来事であった。 そ 
れは きわめて 当然であった。 一日の 苦しみが 千年に も 万年に も 思える ほど さいなまれて いた 朝鮮人 民に とって、 す 
ベて を かけて 信じた のはた だ 金 日 成 将軍 その 人であった し、 将軍が 指導す る 人民 革命軍の 勝利であった からで あ 
る。 金 日 成 将軍の 名は、 まさに 暗やみの なかで 前途を あかあかと 照らす のろしで あり、 暁を よぶ 太陽であった。 

だから こそ 遊撃隊員から 、「金 日 成 将軍は ご 健在です。 いま 多くの 隊員たち は、 将軍の 教えに したがって 解放を 
むかえる 準備を 着々 とすす めて います」 という、 二言、 三 言の みじかい ことばを きいた だけで、 人び とのよ ろ こび 
ようは このうえ もなかった。 人民 革命軍の 活動に はげまされて 胸を おどらせながら、 人び とは 将軍の 教える とおり 
に 敵を 混乱に おとしいれたり、 かれらの 仕事を ぶちこ わしたり して、 なに か 解放に 役 だつ ことを しないでは いられ 
なかった。 

このような 確信を もちつづけて いたから こそ、 日本 帝国主義の ファッショ 的 暴圧が 絶頂に たっした 困難な 条件の 
もとで も、 朝鮮人 民は 各地で 敵と 生死を 決する たたかいを II 敢に 展開した ので ある ;0 

ソゥル、 ピョンヤン、 清津 、興 南、 釜 山を は ' 1: め 各地の 主要 産業 都市の 工場 や 鴨 緑 江 沿岸の 水力発電所の 工事 場 
などでは、 ストラィキ や サボ タージ ュが ひっきりなしに おこった。 

一九 四 二 年 七月、 興 南 肥料 工場の 二 千 余 名の 労働者たち は、 日本 帝 周 主義の ファッショ 的 暴圧を はねのけて 力強 
い ストを 敢行し、 ときを 同じく して 咸興片 倉 製糸 工場の 女性 労働者たち は ハンストを くりひろげ、 日本 帝国主義の 
戦時 生産に 大きな 打撃を あたえた。 各地の 軍需工場 や 飛行場な どでは 爆発と 火災が ひんぱんに おこった。 
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抗日 武装 闘争の 影響が 人民の なかに いっそぅ 深く 浸透し、 日本 帝国主義の 敗北が 目前に せまる につれ、 重要 建設 
場、 港湾、 軍需工場な どに おける 労働者た ちの 集団 脱走 事件は ごく 一般的な 現象と なった。 一九 四 四 年には、 朝日 
軽金属 株式会社 岐陽 工場の 労働者 数千 名が 集団 的に 逃走した のをは じめ、 南 朝鮮から 威 鏡 南 道に 徴用され てきた 一 
万 三千 名の 労働者のぅ ち、 四千 名が 集団 逃亡した のは その 一例に すぎない。 

さらに、 日本へ 強制 連行され た 労働者たち のなかにまで ストラィキ や サボ タージ ユ 、暴動、 集団 脱走な ど、 さま 
ざまな かたちの 反日 反戦 闘争が 広 はんに くりひろげられた。 一九 四 三年には、 日本に ひきたてられて いった 徴用 者 
の 三十 六パー セントに あたる 十一 万 名が 死を ものともせず 逃走した。 

農民たち は 留置場に ひきたてられながら も 強制 供出を 拒否し、 殺人的な 戦時 負担と 強制 動員に 反対す る 力強いた 
たかいを くりひろげた。 

各地では、 教員と 学生たち の 思想 事件と 同盟休校 事件が ひんばんに おこり、 青 壮年たち が 徵 兵と 徴用、 強制労働 
などを 拒否す る ことは 一般的な 現象と なって いた。 

日本 帝国主義の 資料に ょると、 一九 四 三年には 五十 九 回に 達する 教員、 学生たち の 思想 検挙 事件と、 百 二十 回に 
おょぶ 学生 「不穏 事件」 が おこって いる。 軍隊に ひきたてられて いった 青年たち のなかに も 脱走 事件と、 いわゆる 
「不穏 企図」 事件なる ものが ひんぱんに おこった。 そして 山岳 や 森林地帯には、 警察と 憲兵の 目を のがれて きた 青 
年 学生たち の 集団が 数多く 見られた。 

各地の 刑務所では、 愛国者たち が 金 日 成 将軍の 指導す る 抗日 武装 闘争に はげまされ、 頑強に 獄中 闘争を 展開し 
た。 権 永 壁、 李 東 傑、 李悌淳 、朴達 同志を はじめと する パルチザン 闘士たち と 祖国 光復 会の 会 負たち は、 獄中で 組 
織 的な、 しかも 血み どろの たたかいを くりひろげた。 かれらは 刑吏たち の 残忍 無道な 拷問の まえに も、 愛国者、 共 
產 主義者と しての 不屈の 闘志と 革命の 勝利、 祖周の 解放を 確信す るかぎ りない 楽観主義を しめした。 
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共産主義者た ちは 敵の 法廷で 死刑の 宣告を うけながら も、 かえって 朝鮮人 民と 革命の 名に おいて 敵に 死刑の 宣告 
を あたえ、 敵の 植民地 略奪と 朝鮮 民族にたい する 虐殺 政策を 糾弾し、 共産主義の 信念を 熱烈に 主張した。 

とくに この 時期、 人民の なかでは 金 日 成 将軍が 指導す る 抗日 武装 闘争に 呼応し、 武器を とって 蜂起し ようとす る 
気運が 急激に 高まって いた。 

日本 帝国主義の 秘密の 替察 文献に よれば、 ピョンヤンの 鉄工 労働者たち は、 秘密 裏に 自分たち の 鉄工所を たてて 
武器を つくり、 金 日 成 将軍が 指導す る 朝鮮人 民 革命軍に くわわって、 日本の 侵略者に 反対す る 祖国 解放 €>• 最後の 決 
戦に 参加し ようと 計画して いた (平安 南 道 替察部 『鉄工所 職工な どの 朝鮮 独立 企図 および その他の 書類』 一九 四 四 年)。 

慶尚 南道晋 州では 労働者と 学生たち が、 目前に せまった 民族 解放の たたかいで 抗日 遊撃隊に 呼応す るた め、 満州 
にむ かう ことを 計画して 闘争した (朝鮮 総督府 替務局 『高等 外事 月報』 一九 四 三年 八月)。 

また 咸境北 道城津 市内の 革命的な 青年たち は、 金 日 成 将軍が 活動して いた 白 頭 山が 朝鮮 革命の 根拠地で あると い 
う 趣旨から、 白 頭 山 会と いう 秘密 団体を 組織して 活動した (咸鏡 北 道 警察 部 『思想犯 検挙 月報』 一九 四 二 年、 一七 七 ぺージ )0 

さらに、 ソゥルに ある 鉄道 従業員 養成 所 内の 労働者の なかでは、 金 日 成 将軍を 熱烈に 慕い、 日本 帝国主義の 植民 
地 政策に 反対す るた たかいを くりひろげるな かで 敵の 弾圧を うけた 事実 も あった (『高等 外事 月報』 第 四 八 号)。 

一九 四 三年、 第二次世界大戦の 戦局の 新たな 転換と ともに、 朝鮮人 民 革命軍の 国内 進出が 積極 化する や、 労働 
者、 農民、 青年 学生たち の 反日 反戦 闘争は いっそう 高まって いった。 こうして、 広は んな 人民 大衆の なかで おこっ 
た 武装 闘争に 呼応す るた めの 動きは 一般的な 現象と なって いった。 ソゥルと ビョン ヤンの 電気 部門の 労働者たち 
は、 金 日 成 将軍が 指導す る 人民 革命軍に よって 朝鮮 独立の 日が 近づいて いると 確信し、 秘密 裏に 反日 結社を 組織し 
強制 徵用に 反対して たたかった。 

一九 四 四 年、 全 羅北 道 全 州 師範学校の 学生たち は 金 日 成 将軍を 敬慕しながら、 「『金 日 成は 朝鮮 独立の ためた たか 
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ってい る 志士で あり、 多数の 部下を ひきつれ 、絶対 
的 勢力を もっている。 さらに 金 日 成は、 身体が 非常 
に 頑健 軽捷で ある ばかりでなく、 その 部下 もやは り 
みな 優秀な ものたち である。 全 州に その 部下が いる 
が、 それは 秘密で ある。 われわれは たがいに 身体を 
きたえ、 かれの 部下と なり、 朝鮮 独立の ために. 尽力 
しょぅ』。 または、 将来 『日ソ 開戦と なれば、 麗水 
港に 上陸す る 日本軍にたい して、 その 通過を 妨害す 
る こと』」 (『高等 外事 月報』 第五 一号、 一九 四 四 年、 一〇 
〜ーー ベ ー ジ) などを 討議した。 

また 「朝鮮 独立を 目的と する 『ストロング •グル 
—プ』 事件 検挙 書類」 (平安 南 道 警察 部、 一九 四 四 年、 
一四〜 一七べ 1 ゾ) には、 「いま、 満州で 活躍して いる 

日 成は、 …… 朝鮮の 独立を 目的と して 活躍して い 
る。 われわれの 先輩と して 崇拝し なければ ならない。 
われわれ も その 方と いっしょに 朝鮮 独立の ため 活躍 
しなければ ならない。 …… 共産主義 理論は わからな 
いが、 日本の 皇道 思想とは 相反す る 点で 共産主義に 
賛成す る」 と 書いて いる。 
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さらに 日本 憲兵と 警察の 警戒が もっとも 厳重であった ピョンヤン 兵器廠にまで も、 「数日 中に 金 日 成 将軍が あらわ 
れ る」 という ビラが まかれ、 忠清南 道 平 川 郡の 警防団 員たち も、 「朝鮮の 青年たち ょ、 —— 金 日 成 将軍が 凱旋す る ま 
で 待とう」 という ス ロー ガンを かかげ、 敵を 恐怖に おののかせた。 

また、 鎮 海の 日本海 兵団に ひきたてられた 朝鮮 青年たち のなかで も、 海軍を 結束 させ、 武装蜂起を おこし、 朝鮮 
人民 革命軍に 参加す る 決議を してた たかおう という 事件が おこった。 

一九 四 四 年には、 日本 官憲の 監視が きびしかった 関 釜 連絡船 興 安丸の 三等 船室の 天井に 「朝鮮 独立 大将 金 日 成」 
と 赤く 大きな 文字で 書かれて いたかと 思う と、 日本の 金 沢に いた 朝鮮人 学生たち は、 朝鮮人 民 革命軍との 連係の も 

.  、議  とに 反日 闘争を おこなう ことを 決議して たたかい、 東京の 

:一：  ：ノ/  : ^ ゾ \ : 朝鮮人 中学生たち や 大学生たち も 秘密 地下組織を 結成し、 

-  金 日 成 将軍と 連係を とる ことを 試み、 将軍の 部下と なって 
1 ..':' ^  .一 奴  反日 武装蜂起を すすめる こと 決議して たかった。 

. :  く，： . ^^  r ' . .':-; l  日本の 警察当局が 摘発し 発表した 資料に ょっても、 将軍 

-  ^ .が 指導す る 人民 革命軍と 連係を とろうと した 試みは、 一九 


の 文 
丸た 
安い 
興て 
船れ 
絡 か 
連 書 
备く 
M< 赤 


四 二 年から 一九 四 四 年の あいだ だけで も 三十 余 件に のぼつ 
た。 そして 日本 帝国主義 者は、 朝鮮人 青年 学生たち が、 
「太平洋戦争で 日本の 敗戦を 信じ、 このょぅな 絶好の 機会 
に 不穏な 目的を 達成 せんとは かり、 その 具体的 方法と し 
て、 崇拝して やまない 金 日 成 将軍と 連係を もち、 また その 
傘下には いり、 武装蜂起を 敢行し ょぅと 計画した ものが ほ 
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とん ど 全部」 (『高等 外事 月報』 (一九 四 三年 九月 号) であつた と 悲鳴を あげた。 

朝鮮人 民は、 すべての ものを 敵に 奪われても、 金 日 成 将軍を 指導者と して あおぎみて いたから こそ、 前途にたい 
する 信念と かぎりない 誇りを 胸の 奥深く いだく ことができ たので ある。 

朝鮮人 民は 例外な く、 集まり さえ すれば 金 日 成 将軍に ついての 伝説 的な 話に 熱中した。 金 日 成 将軍と、 将軍が 指 
導した 抗日 武装 闘争に ついての 数かず の 物語は とどまる ことを 知らず、 朝鮮人 民の あいだに ひろくつ た わつて いつ 
た。 

日本 帝国主義の 滅亡が さしせまつた のとと きを 同じく して、 将軍に ついての 伝説 的な 話が ますます 広 はんに ひろ 
がつて いつた 事実は、 朝鮮人 民が 将軍に 自分たち の 栄え ある 未来と 運命を 全面的に 託し、 将軍が 一日 も 早く 祖国の 
解放を 実現して くれる ことを 熱望して いた ことを しめして いる。 

そのころ、 人び とのな かで もちきりであつた 将軍に ついての 伝説 的な エ ピソ ー ドの なかで、 とくによ く 語られた 
いくつかの 話が ある。 

「金将 軍の 入院 ばな し」 というのは その 一つで ある。 

人び とは それぞれ、 自分の 地方で 金 日 成 将軍が 入院し、 治療した といい はつた。 これは 慕つて やまない 将軍を 自 
己の 郷土と むすびつけよう とする 気持ちから にじみで たもので あつた。 

その 話に よると、 将軍が 病気で 入院した ことを、 はじめは 日本 帝国主義 者 も 病院 当局 も 気がつかなかつた。 そし 
て 退院 するとき になつて 将軍が わざと 知らせた ため、 はじめて 大騷 動と なつた というの である。 将軍は 縮 地 法を つ 
かい、 すばやく 敵の 包囲 網を 突破して 無事に 脱出し、 敵の 鼻を あかした というので あつた。 

また ある 地方の 話では、 退院 するとき に 名刺 か、 紙切れを のこした とか、 あるいは 電話を かけて 知らせた という 
ふうに もつた えられて いる。 


414 


4 三千 万は 将軍に つづく 


開城 地方の 人び とは、 将軍が 開城 高麗 病院で 治療を うけた といって 一歩 も ゆずらない。 それによ ると、 将軍が 退 
院のお り、 牛 二十 頭と 三 対の 鳥を 描いた 絵を 開城の 南 大門には って 姿を くらました という。 その後、 人び とは その 
絵の 意味が わからず 解釈が まちまちであった が、 やっと この 絵が、 日本の 年号で 「昭和 二十 年」 には 新しい 社会が 
くる、 という 意味 だと わかった という。 ここで 興味深い ことは、 この 予言が ぴったり 的中した という 事実 だ。 朝鮮 
が 解放され た 一九 四 五 年は、 日本の 年号で いえば まさしく 「昭和 二十 年」 であった。 

このように、 金 日 成 将軍の 名は 北は 白 頭 山から 南は 済 州 島と 在日 同胞の なかにまで、 朝鮮人 民の 太陽と して、 朝 
鮮 人民を 解放す る 救世主の 象徵 となって いた。 この 事実に ついては、 日本 帝国主義 者 も 認めざる をえなかった。 咸 
鏡 南 道の 警察 部長が 「朝鮮 総督」 にお くった 秘密 報告の なかには、 「金 日 成は、 朝鮮人 民の 救世主の ように 尊敬を う 
ける までにな った」 (一九 四 二 年 『威 鏡 南 道 治安 状況』) と 書かれて いた。 

また、 日本の ある 記者は つぎのように 書いた。 

「七 年 程 前 (一九 四 四 年を さす)、 私は 南 朝鮮の ある 小学校の 六 年生と、 中学校の 二年生を 集めて 講演を した あと 
で、 『諸君は 現在の 日本人で (朝鮮人を 含めて)、 だれが 一番 偉い と 思って いるか、 正直に 無記名の 投票を してみ てく 
れ 、決して 怖れたり、 恐がったり するな』 と、 すっかり 安心を 与へ て 無記名投票を させて みたら、 驚くべし、 その 
六 七パー セントに 金 日 成と 書いて あった」 (鎌 田 沢 I 郎 『朝鮮 新 話』、 一九 五 二 年 七月、 三 八 四べ ージ) 。 

このように 三千 万 朝鮮人 民は、 すぐれた 指導者 金 日 成 将軍を 仰ぎみながら、 決定的な 瞬間には 祖国 解放の ための 
たたかいに 決起で きる 態勢を ととのえて いた。 敵は どこへ いっても 憎悪と さげすみの 目で むかえられた。 日本 帝国 
主義の 植民地 ファッショ 支配は 風前の灯の 運命と かわり、 全 朝鮮は、 いまや 革命 爆発の 前夜に あった。 

こうした 事実に ついて、 日本の 歴史家たち はつぎの ように 書いた。 

「金 日 成の 名は、 日本 帝国主義の 憲兵と 警察の もっとも 密集した 網の 目の 圧制の もとに ある 朝鮮 南部の 幼児たち 
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にまで 知れ わたって おり、 かれらの 尊敬と 敬慕の 中心と なった。 …… このように して、 日本 帝国主義 0 朝鮮 支配 
は、 すでに 敗戦を まえにして 最後の 崩壊の 危機に ひんして いた。 …… 祖国の 解放を 実現す る 全 民族的 闘争の 精力 
は、 戦争の時 期に すでに 十分に 成熟して いたのであった」 (日本 歴史学 研究会 編 『太平洋戦争 史』 ㈣六 四べ ージ) 。 

まさに このような とき、 国際情勢は 朝鮮人 民の 民族 解放 闘争に よりいっ そう 有利に、 かつ 急速に かわりつつ あっ 
た 0 
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1 最後の 決戦、 朝鮮の 解放 

一九 四 三年のは じめ、 ソ連 軍は スタ ーリン ダラ— ドの 激戦で ドイツの 大軍を 撃破し、 第二次世界大戦の 新しい 転 
換期を 切り ひらいた。 

戦争の 主導権を にぎった ソ連は、 その 領土 内に 侵入した ドイツ 軍を 完全に 撃滅した。 英雄的な ソ連 軍は 敗走す る 
敵を ひきつづき 追撃し、 ファシズムの くびきから 中央 3 丨ロッ パと 東南 ヨー ロッパ 諸国を 解放した 。ファシスト • 
•K イツの 頭上には、 その 運命の 破滅を 告げる 弔鐘が 鳴り ひびいた。 

米英 帝国主義 者は あわてふためいた。 かれらは、 ソ連が ファシスト •ドイツと 死闘を 展開して いた 戦争の 初期に 
は、 ずるがしこい 見物人に すぎなかった。 しかし かれらは、 ソ連 軍が 単独で ドイツを 撃破し 全ヨー II ッパを 解放し 
うるょう な 情勢になる と、 それまでの 態度を がらり とすて て 第二 戦線の 実践に のりだし てきた。 これは かれらが 戦 
後に、 戦勝国と しての 権利を 保有し ょうと ねらった 破廉恥な 侵略的 野望の あらわれであった。 

こうした 事情は 太平洋戦争に おいても 同じであった。 一九 四 二 年 五月 ごろから 日本軍の 攻擊 テンポは 急速に おと 
ろえ、 一九 四 三年のは じめ には 決定的な 難関に ぶつかった。 これは ソ独 戦線に おける ドイツ 軍の 勝利を 打算した 日 
本の 支配 層が、 対ソ 作戦に そなえて 自己の 主力 軍を ソ満 国境に 集結 させて いたう えに、 めび きった 太平 徉戦 争の 補 
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給 線を 維持し きれな くな ったた めで ある。 

このような 情勢の ため、 当時の 米英 帝国主義 者の 対日 作戦には きわめて 有利な 条件が そなわって いた。 あえてい 
うまで もな く、 人民 解放の ことな ど 最初から 考え もしな かった 米英 帝国主義 者は、 ここで もヨー ロ ッパと 同じよう 
に 戦争を ながびかせて 金もうけを し、 その 軍事力を 将来の 世界制覇の 道具と して 保有す るた めに、 積極的な 軍事 作 
戦を すすめようと しな がった。 しかし、 ソ独 戦線に おいて ソ連 軍の 決定的な 勝利に よる 戦争の 終結が 目前に せまる 
と、 米英 帝国主義 者は 太平洋 戦線で も、 軍事 作戦の 速度を 早めざる をえなかった。 

一九 四 五 年の 春、 ソ連 軍は ドイツにたい する 総攻撃を 開始し、 五月 二日には ベルリンを 占領、 つづく 五月 九日に 
は、 ついに ファシスト •ドイツを 無条件 降服 させた。 こうして ソ連 軍は ファシスト 侵略者から 全ョ ーロッ パの 運命 
を 救い、 人民に 自由と 幸福を もたらした ので ある。 

ファシスト •ドイツの 敗北は、 東方に おける 日本 帝国主義の 滅亡が さけられない ことを 意味した。 

一九 四 五 年 七月 二十 六日、 日本 帝国主義 者に 無条件 降服を 勧告す る ポツダム 宣言が 発表され た。 日本は この 提議 
を こばんだ。 帝国主義 日本は 百万の 関東 軍と 朝鮮 駐屯 軍、 それに 朝鮮、 満州な どの 「後方」 に 期待を かけて 戦争を 
継続し ようとは かった。 当時の 事態は、 ファシスト •ドイツを 撃破した ソ連 軍 だけが、 東方で も 日本 帝国主義を 最 
後 的に 撃滅し うる ことを しめして いた。 

戦争の 終末が 近づく につれ て 国際情勢は 朝鮮 革命に 決定的に 有利に 展開され、 金 日 成 将軍が 科学的に 予見した 朝 
鮮 民族の 解放の 日は、 いまや 目前に せまって いた。 

将軍は こうした 情勢に 対応して、 日本 帝国主義にたい する 朝鮮人 民 革命軍の 最後の 決戦を めざす 戦略を 綿密に 作 
成した。 人民 革命軍の 各 小 部隊が 困難な たたかいを つうじて 収集した 政治、 軍事 情報は、 対日 戦争 全般の 勝利を め 
ざす 貴重な 作戦 資料と して 利用され た。 
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金 日 成 将軍が ひ きいる 朝鮮人 民 革命軍 部隊 と ソ連 軍と の 共同 作戦 （西 水羅 戦闘) 


1 最後の 決戦、 朝鮮の 解放 


人民 革命軍 部隊は、 大規模な 現代 戦に 参加す るた めに：. 
猛烈な 戦闘 訓練を おこなった。 隊員たち は 攻撃 戦術を は 「‘ 
じめ 各 兵種 別 訓練を 強化し、 万端の 戦闘 準備を ととのえ 一 
た。  _ 
一九 四 五 年 八月 八日、 ソ連は ついに 日本に たいして 宣〆 
戦を 布告した。 fe5 
日本 帝国主義にたい する 最後の 決戦の 作戦計画を すで 
に 完成した 金 日 成 将軍は、 ときを 移さず 朝鮮人 民 革命軍 1 III 
管下の 全軍に 出動命令を くだした。 将軍の 命令を うけた 縫 i 
人民 革命軍の 各 部隊は、 ソ連 軍と ともに 北満 州と 東満 : 
州、 南満 州から 国内に いたる 諸 地域で 果敢な 戦闘 行動を 
展開した。  7 V: 

朝鮮人 民 革命軍の 各 部隊は、 ソ連 軍と ともに 東 満州を 11 
へて 威 鏡 北 道 南 陽へ、 長 春 地域を へて 新義 州へ、 さらに 一. 
また 雄 基、 清津 への 上陸作戦を へて、 北部 朝鮮の 東海岸 一 
一帯へ と 猛烈な 進撃を 開始した。  ^ 
朝鮮人 民 革命軍と ソ連 軍の 強力な 打撃に ょって、 国境 j: 
線に 構築され ていた 日本の 「難攻不落の 防御 線」 は 土摒 
のょうに うちくだかれ、 強大 さを 誇って いた 関東 軍の 主％ 
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力は こっぱみじんに 撃破され た。 

ソ連の 各 戦線 部隊と 合流した 朝鮮人 民 革命軍は、 攻撃 戦を 開始した 数日後には いち 早く 満州の 広野を へて 豆満江 
と 鴨 緑 江の 対岸に つき、 豆満 江の 要塞を 突破して 南 陽、 雄 基地 域に 進出した。 

一方、 ソ連 海軍 陸戦隊と 合流した 革命軍の 隊員たち は 雄 基、 羅津 、西 水羅 、清津 などに 上陸し 地上 部隊と 合流し 
た。 そして 各 Ife 線に 進撃した 部隊は 会 寧、 清津 、羅 南、 会 文、 威 興、 ピョンヤンな どの 敵 陸軍の 重要 拠点と 空軍 基 
地を 占領し、 その 一帯を 解放した。 

十五 星霜に わたる きびしい 風波の なかで、 血を たぎら せて 待ち こがれた 祖国の 解放 戦争を くりひろげる 朝鮮人 民 
革命軍の 隊員たち —— 、敵に 猛攻撃を くわえる かれらは 稲妻 さながら であり、 そのかん 声は 雷鳴を おもわせた。 か 
れらの 意気は、 まさに 天を もつ かんば かりであった。 

かれらは 犠牲を かえりみず つねに 攻撃の 先頭に たち、 最後の あがきを つづける 敵を 撃滅しながら 部隊の 進撃 路を 
切り ひらいた。 

西水羅 解放の 戦闘での ことであった。 要塞 地で ある 西水羅 にこ もった 日本軍は、 堅固な 防御 陣地を たてに 最後の 
抵抗を つづけて いた。 山頂に 構築され た 三つの 火 点から 射ち まくる 重機関銃の 火力の ために、 この 戦闘に 参加した 
朝鮮人 民 革命軍 隊員と ソ連 軍の 兵士は しばらく 進撃を はばまれた。 そのと き 八 名の 人民 革命軍 隊員が 火 点を 破壊す 
る 決死隊を 志願して でた。 

かれらは 弾雨を くぐって 敵に 接近し、 手榴弾を なげて 火 点を 爆破し 部隊の 進 擊路を 切り ひらいた。 

朝鮮人 民 革命軍 隊員は、 そのほかの 戦闘で も ソ連 軍と ともに 英雄的に たたかい ■利を かさねた。 

祖国 解放を めざす 最後の 決戦では 犠牲者 も 少なくなかった。 

夢にまで 描いた 故郷の 大地を 目前に しながら、 敵弾に たおれた 抗日 闘士 もいた。 かれらは 息を ひきとりながら 
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も、 祖国の 山河を 目に やきつける かの ように その 瞳を とじようと しなかった。 祖国 光復の その 日の ために 一身を さ 
さげて たたかって きた かれらは、 栄光の 歓呼を あびる こと もな く、 生きながら えて 祖国が 栄える のを 見る こと もで 
きずに 惜しく も 解放 戦争の 犠牲と なった。 

朝鮮人 民 革命軍と ソ連 軍は、 たおれた 戦友の 房を のりこえて 怒濤の ごとく 進擊を つづけ、 いたるところで 敵を 撃 
減した。 

「最後の 一人まで」 といきまい ていた 日本 帝国主義 侵略軍は わずか 一週間で 壊滅し、 一九 四 五 年 八月 十五 日、 つ 
いに 無条件 降服を した。 苛烈を きわめた 第二次世界大戦は 帝国主義 日本の 敗北を もって その 血み どろな 幕を とじた。 

こうして 朝鮮人 民は、 三十 六 年間に わたる 植民地の 暗黒の 世界から 解放され た。 天と地の あいだによ こた わるす 
ベての ものが 解放の よろこびに うち ふるえ 歓呼の 声を あげた。 

朝鮮で 三十 六 年 もの あいだ 銃剣を ふるい、 暴虐を ほしいままに した 日本 帝国主義 侵略者は 一団の 流浪 民と 化し、 
玄海灘 のかな たへ 追い やられた。 これが 侵略者の 運命で あり 末路であった。 

2 歓呼の 嵐につつ まれて 

金 日 成 将軍は 抗日の 勇士たち とともに 祖国に 凱旋した。 

心から 待ち のぞんで いた 民族の 指導者を むかえる 朝鮮人 民は、 感激の 波潘に 身を ゆだねた。 北の かなた 白 頭 山 か 
ら 南は 済 州 島の 漢拏 山に いたる まで、 朝鮮の 山河の 律々 浦々 が 一つの 巨大な 声と なって、 祖国に 凱旋した 民族の 太 
陽 金 日 成 将軍を 歓呼して むかえた。 

「金 日 成 将軍 万歳！ J 
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「朝鮮 独立 万歳！」 

虐待と 苦役から 民族を 解放し、 敵に 死を あたえた 金 日 成 将軍 —— 、三十 六 年間を 地獄の なかで 生きて きた 祖国に 
光明と 自由を もたらした 偉大な 指導者 金 日 成 将軍 —— 、首領を むかえた 朝鮮人 民の よろこびは たとえよう がな かっ 
た。 朝詳 の津 々浦々、 町と いう 町、 村と いう 村が、 将軍の まわりを ぎっしりと りまい て 踊り狂う かの ようで あっ 
た。 しかし、 あくまで 謙虚な 将軍は、 すべての 栄光を 歓迎す る 同胞に かえし、 休む まもなく 新しい 祖国 建設の ため 
のた たかいを 指導した。 

将軍には 休む ひまがなかった。 なすべき 仕事が あまりに も 多かった ◊まわりに 見える ものは、 侵略者の 略奪と 破 
壊の 痕跡 ばかりであった。 祖国の すべてを 調査し、 分析し なければ ならなかった。 創造の 情熱で 人民 大衆を わきた 
たせ、 かれらを 組織して 新しい 朝鮮 建設へ と 導かなければ ならな かった。 

なにより もまず、 革命の 参謀 部で ある マルクス •レ 11 ン 主義の 党を 創建し なければ ならなかった。 

幾多の 複雑な 問題を 解決し なければ ならなかった 金 日 成 将軍は、 なつかしい 祖父母 や 親戚との 再会 さえ 後日に ま 

わした。 

さまざまな H セ 革命家が 「愛国者」 の 仮面を かぶって 分派 活動に 血 まなこに なって いると き、 遠大な 朝鮮 革命の 
構想を ねって いた 将軍は 連日、 数多くの 同志たち と 討議を かさね、 工場、 企業 所、 農村に でかけて、 労働者、 農民 
とひ ざを まじえて 話し、 かれらを 新しい 生活の 創造へ と 組織 動員して いった。 将軍は 文字 どおり 寸暇を 惜しみ、 昼 
夜を わかたず 精力 的に 活動した。 

そうした ある 日、 将軍は 副官を ともない、 降 仙 製鋼所 (ビョン ヤンの 西南 約 一〇 キロの 大同 江の ほとりに ある 製鋼所。 
いまこ こは ビョン ヤン 市 降 仙 区域に なって いる) にむ けて 車を 走らせた。 副官は よろこびに ひたって いた。 ゆく 先が 万 
景 台と 同じ 方向だった からで ある。 こんど こそ 将軍の 故郷を たずねる チャンスが 到来した と 胸を おどらせた。 多忙 
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な 日々 を おくって いた 将軍は、 ビョン ヤンに 凱旋して から 一か月 近くに もな ろうとい うのに、 やっと 数日 まえにな っ 
て 普通 江 (大同 江と 平行して ピョンヤンの 西の方を 流れて いる 小さな 川で、 かつては 夏になる と 毎年の ように 氾濫す るので 有名 
であった) の 川む こうに 住む 叔父 (母の 弟康龍 錫) 宅に 人を やり、 まもなく 帰郷す るから と 知らせた だけで、 すぐ 近 
くに ある 郷里を いまだにたず ねる ことができなかった。 

車の 窓からは、 万景 台に つづく 初秋の 田野 や 緑のは い 松に 美しく おおわれた 峰々 が ひと 目で 見 わたされた。 窓 ご 
しに 目をやる 将軍の 感慨 深そう な 顔には かすかな 微笑が ただよい、 しだいに 興奮の 色が うかびは じめ た。 

「むかし もい まも、 ふるさとの 山河は いい もの だ！」 

目を 細めながら こうつぶ やいた 将軍は、 たたかいの 抱負を いだいて 故郷を あとに したす ぎ 去った 日々 に 思いを は 
せて いるかの ようであった。 反日 抗戦の 行軍の 途上で も、 かがり 火の まわりで も、 若い 隊員たち に、 いつも 誇らし 
げに 語って いたな つかしい 故郷であった。 やがて 車は 万景 台に むかう 別れ道に さしかかった。 車は そこでと まっ 
た。 車から おりた 将軍は 万景 台の 方を 指さしながら 副官に いった。 

「あそこが 万景 台です。 いいと ころです よ。 わたしの かわりに ちょっと よって くれません か。 きっと 気に いるで 
しよう」 

副官は、 どう こたえて よい かわから なかっ た。 ただ 無言で 将軍の 顔を 見つめる だけだった。 

将軍は 感慨に ふけりながら ことばを つづけた。 

「二十 年ぶりに 見る ふるさとです …… 。ゆけば 年老いた わたしの 祖父母に 会える はずです。 よろしく あいさつを 
つたえて ください。 それから 国が 解放され たの だから、 もうす ぐ わたし も 帰って くる だろうと 知らせて あげてく だ 
さい。 これからは 住みよ い 世の なかになる だろうと いう こと も、 ついでに 申し あげて …… 。では 明日の 朝、 ここで 
おちあい ましよう」 
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将軍は、 夢 多き 少年 時代の 思い出が 刻み こまれた 山の いただきを しばらくな がめ ていたが、 そのまま ゆっくりと 
車に 足を はこんだ。 

心 もとな く なった 副官が、 うるんだ 目を しばたた きながら 懇願す るよう にいった。 

「ちょっ とだけ でも、 およりに なったら …… J 
「いや、 つぎの 機会に しよう」 

将軍は、 理解して ほしいと いうよう な 微笑を うかべて 車を 降 仙 製鋼所へ むけて 走らせた。 副官は 遠ざかって いく 
車を 見つめながら、 将軍の 偉大な 人となりに、 いま 一度 深い 感動を おぼえずに はいられなかった。 

「偉大な お 方 だ」 

将軍と て、 故郷の 家が なつかしくない はずはなかった。 しかし 祖国の 連 命を まず 第一に 考える 将軍は、 故郷の 家 
や 祖父母よりも 先に、 数多くの 課題を まえにして 将軍の 教えを 待ち こがれて いる 労働者た ちに 会う ことの 方が 大切 
なのであった。 こうして 将軍は 偉業を 達成す るた めに、 すぐ 近くに あった 二十 年ぶりの 故郷を も 素通りした ので あ 

った。 

一九 四 五 年 十月 十四日！ 牡丹 峰の ふもとに ある 公設 運動場では、 金 日 成 将軍の 祖国 凱旋を 歓迎す る ピョンヤン 
市 群衆 大会が ひらかれた。 

金 日 成 将軍が 大会に 出席す る！ この 知らせは 全 ビョン ヤンを わきたたせた。 由緒ぶ かい 牡丹 峰 も、 ビョン ヤン 
の 歴史 も、 これほど 歓喜に みちた たよりを いまだ かつてき いた ことがなかった。 市内 や 近郊からは 定刻 まえに 群衆 
がぞく ぞくと 集まっ てきた。 

さんさん とふり そそぐ 黄金の ような 秋の 日 ざし •あおげば 鏡と 見 まがう ばかりの 雲 一つな くす みわたっ た 明るく 
ほほえむ 青空。 
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またたくまに 十万を 数える 大群 衆が 会場の 内外に ひしめき、 近くの 牡丹 峰の 頂上まで 人び とで 真っ白に うずめつ 
くされた。 

群衆の なかには、 十ニ キロの 道のりを 一気に かけつけ てきた 将軍の 叔母 (将軍の 叔父 金亨禄 先生の 夫人ぢ 史) 
をは じめ、 万景 台の 人び との 姿 も 見えた。 

大会は 午後 一時に はじまった。 大会 議事の 順序に したがって、 人び とが 待ち こがれて いた 金 日 成 将軍が りりしく 
も 活気に みちた 英姿を 演壇に あらわした。 その 一瞬、 歓喜の 声が 熱風の ように 満場を 吹きぬ け、 それは やがて 熱狂 
的な かん 声と かわり 天地を どよめかせた。 万歳を 叫び、 よろこびに 舞い、 だきあって とびあがる 大群 衆、 それは ま 
るで 春の 風に 波う つ 大海原を 思わせた。 

金 日 成 将軍は 手を 高く ふりかざし、 太陽の 輝きの ような 微笑で 群衆の 歓呼に こたえた。 それは まさしく、 抗日 戦 
のな がい 年月、 炎と 吹雪の 万里の 道のりを 切り ひらきながら、 つねに 祖国の 山河を 思い 人民を いつくしん できた 偉 
大な 愛に みちた あいさつであった。 また それは、 朝鮮の 大地に 復活と 輝かしい 勝利を 約束す る 不世出の 英雄、 民族 
の 首領が、 なつかしい 祖国の 山河と 人民に おくる 祝福の あいさつであった。 

少女たち がさ さげる 花束につつ まれて ほほえむ 将軍の 顔！ 民族の 繁栄と 宰福が 燦然と 輝く その 顔！ 

どんなに 待ち こがれた 将軍であった ろう！ 地獄の ような 生活、 奴隸 のよう な 生活に 苦しんだ ながい 暗黒の 日々 
に、 だれもが 夢に 描き、 ただ 一つの 救いの 希望と して 心に 刻んで きた 金 日 成 将軍、 全 アジアを 炎で 焼きつ くした 日 
本 帝国主義の 軍隊に 肉迫し、 その 心胆を 寒む か e>- しめた 将軍、 砲煙に く すんだ 赤旗と 民族 繁栄の 綱領を 高く かか 
げ 、抗日 闘争の 鮮血に そまる 十五 星霜を たたかいぬいて きた 金 日 成 将軍 — 、その 千軍万馬の 将軍が いま 三千 万 同 
胞の ふところに 帰って、 花束につつ まれて ほほえんで いる 1 

群衆は 歓呼を おくりながら 感動の 淚を 流した。 将軍の 叔母は、 それ 以上 じっとして はいられな h っヒ 。少しで も 
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近くから 将軍を 見たかった。 彼女は 人波を かきわけて すすみながら 将軍を 見 あげた。 はなれて いた 歳月の いかにな 
がかった ことか。 堂々 とした その 姿に、 はっきりと やどる 幼い 日の おもかげ。 忘れ もしない あのえ くぼと 歯 並、 あ 
の 英知に 輝く つぶらな 目、 あの 子 だ！ 成 柱に まちがいない！ 

うちの 金 日 成 将軍 だ！ 

叔母は、 まえを さえぎる 警備員に 「金 日 成 将軍の 叔母なん です」 と 叫びながら、 夢中で 演壇の したに かけつけ 

た。 

やがて 将軍は、 感激に みちた つぎの ような 歴史的 演説を おこなった。 

「わが 民族は 三十 六 年間の 暗黒の 生活から 解放と 自由を かちとり、 わが 祖国 三千 里の 山河 ば、 燦然た る 朝日の よ 
うな 希望に 輝き だしました。 わが 朝鮮 民族には、 これから 新しい 民主 祖国 建設の ために、 みんなが 一つに なって 力 
を あわせて すすむと きがき ました。 | 部の 党派 や 個人 だけでは、 この 偉大な 使命を 完遂す る ことは できません。 力 
の ある ものは 力で、 知識の ある ものは 知識で、 金の ある ものは 金で、 真に 国を 愛し、 民族を 愛し、 民主主義を 愛す 
る 全 民族が 一致団結して、 わが 祖国を 民主主義 的な 民主 独立国 家に 建設し なければ なりません」 (『ビョン ャン 民 報』 
創刊号、 一九 四五$ 月 十五 日) 

将軍は、 万人の 心を ゆり 動かした この 演説を、 「朝鮮 独立 万歳！」 という ことばで むすんだ。 

水を うった ように 静まり かえっていた 場内は、 ふたたび 万歳の 声と かん 声で どよめいた。 

壇上から おりた 将軍は、 満場の 歓呼と 感激の 嵐につつ まれて 叔母と 会い、 そのまま 真っ すぐに 郷里 万景 台へ とむ 
かった。 

人民の まえで 祖国 凱旋の あいさつを おこなった この 日、 はじめて 将軍は 生れ 故郷に 帰った ので ある。 

万景台 の 全 村民が 走りで て 将軍に 歓呼を おくった。 将軍が 生まれ 育った 村であった が ゆえに、 祖国 解放の たたか 
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いに 身を 挺した 将軍の 両親と 叔父が 暮らした 村であった が ゆえに、 この 村は 日本軍 警の 憎しみを 集め、 非道な あつ 
かいを うけてき た。 その 万景 台が、 いまわき かえる 歓喜の f かわったの である。 

「ほんとうに おまえが . 、とうとう 帰って きて くれたんだ ね！ 夢 じ やな いん •たね . J 

白髪の 祖母は 将軍を ひしと だきしめ、 むせび 泣いた。 将軍 もしっ かりと 祖母を だきしめた。 かつて どのょうな 英 
雄 叙事詩に 描かれた 伝説 上の 英雄 も、 これほど 感激 的な 再会を した ことはなかった であろう。 

これは、 現実に くりひろげられた 民族的 叙事詩の もっとも 劇的な 場面であった。 

「これは 夢では …… 」 

祖母の この ことばには、 あまりに もな がかった 苦難の のち、 やっと 手に した 幸福の 感動が 凝結して いた。 別離の 
日から 二十 年、 それは また どんなにな がく、 苦渋に みちた 日々 であった だろう！ 

かつて、 二人の 息子と 嫁は 孫を つれて 故郷を はなれ、 遠い 満州の 地へ 去って いった。 祖母の 日々 は 孫 恋いし さ 
と、 さびし さと、 待ちわびる ことのせ つな さで 流れて いった。 祖母に とどいた 消息は 悲しい もの ばかりであった。 
最初に とどいた のは、 長男が たたかいの 途上で 他界した という 知らせだった。 その 心の 傷 あとが いえ やらぬ まに、 
今度は 嫁が この 世を 去った という 知らせが とどいた。 すえの 息子が 革命の 節を まげず、 ソゥルの 刑務所で 獄死した 
という 知らせが これに つづいた。 

しばらくす ると、 白 頭の 山な みを かけめぐり、 日本の 侵略軍を うちのめして 勇名を とどろかせ ている 金 日 成 将軍 
が、 孫の 成 柱で あると いうう わさが ひろがっ た。 おどろきながら も 誇りに みちて いた 祖母は、 夜ごと 寝 もやら _ 
の 無事を ねがった。 日本の 官憲は ものものしく 家の まわりを とりかこみ、 昼夜を わかたず 監視の 目を 光らせ、 横暴 
のかぎ りを つくした。 土足で 部屋を さがしまわり、 土間に しいた 石までは がす 捜索が いくたびく りかえ された こと 
だろう！ 
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悲運は つづいた。 二人目の 孫の 哲柱が 日本軍と たたかって 戦死した という 知らせが とどき、 すえの 孫の 英 柱まで 
が、 たたかいの さなかで 生死 不明に なった というう わさが 流れて きた。 

それだけでは ない！ 警察 駐在所と 面 事務所は、 こと も あろうに、 金 日 成 将軍が 戦死した という おそろしい うわ 
さまで ひろめて いるでは ないか (日本 帝国主義は、 抗日 戦を くりひろげる 将軍を 敬慕して 反日 闕争 にたち あがった 朝鮮人 民 
の 気勢を くじこうと、 くりかえし デマ 宣伝を まき 散ら L ていた)。 

祖母は、 このう わさを 決して 信じようと はしなかった。 だが、 たびかさなる デマ 宣伝の ために、 敵の 目を さけな 
がら ひそかに お 悔みの 酒を もってくる 人 さえ あらわれる 始末だった。 祖母には 悪夢につつ まれた ような 日々 であっ 
た。 それが 事実であって はならなかった。 信じた とおりだった。 金 日 成 将軍が けわしい 山な みを かけめぐり、 敵に 
せん 滅的な 打撃を くわえて いると いうう わさが ふたたびつ た わって きたので ある。 

しかし、 この 家に たえまなく 出入りす る 洋服を 着た 男たち は どんな 連中であった ろうか。 敵に 屈し、 日本 帝国 主 
義の 犬に なりさがった 李 鐘洛や 朴且植 どもであった。 敵は これらの 手先と 共謀して 祖母を 脅迫した。 孫を 「投降」 
させる ことに 協力し ろと いうの だった。 祖母は 拒絶した。 敵は 銃剣で おどした。 祖母は むりやりに 満州の 山野に つ 
れだ された。 祖母は、 将軍の 祖母ら しく 威厳を もって かれらを あしらい、 かれらの 悪 どい 策動を 容赦な く あばい 
た" 敵は それ 以上な すすべ もな く 祖母を 故郷に 帰した。 

暗く とざされた 日々 は、 いつはて ると も 知れなかった。 歳月は 流れて 祖母の 白髪は 日 ましに ふえて ゆき、 将軍の 
うわさは とだえが ちになる ばかりだった。 

しかし、 苦しみつ きな ば 甘き たるの たとえ どおり、 暗い 心に とざされた 歳月は 晴れ、 苦労は 霧の ように 散って い 
った。 夢ではなかった。 黒髪が 銀 白に かわる まで 待ち こがれた 孫の 金 日 成 将軍が 帰り、 いま その ふところに いだか 
れたの だ！ いとしい 孫は 国の 指導者、 人民の 太陽と なって 帰って きたの だ！ 
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将軍は 歓呼を おくる 郷里の 人たち の 手を かわるがわるに ぎりながら、 なつかしい わが 家の しきいを またいだ。 
そのと き 病床に あった 祖父が はだしの まま、 よろめく ようにして 庭に おりて きた。 

「帰って きたの か！ 死んだ とお もった 孫の おまえが …… 」 

深いし わが 刻まれた 祖父の 顔 も 涙に ぬれた。 

「おじいさん！ わたしの ためにず いぶん ご苦労な さった ことで しよう」 

将軍は 祖父を しっかりと だきかかえて 部屋の なかに つれていき、 心から あいさつを のべた。 将軍が 部屋には いっ 
た その 一瞬、 ながい 風雪に いたんだ この わらぶきの 家は 豪華な 宮殿の ように 輝いた。 

多くの 人び とが 部屋には いってきて すわった。 

祖母は チマのは しで 涙を ふきながら、 ただ 泣く ばかりであった。 

「おまえを 見たら、 この 胸に つもりつ もった 悲しみ も 一度に 晴れた よう だよ . 。でも . どうして おまえの 父 

や 母は …… 、どうして いっしよ に 帰れなかった のだろう …… 」 

胸を かきむしる ような この 悲嘆の 声に、 いあわせた 人び とは 目が しらを おさえた。 

この 空気を やぶった のは 子どもたちであった。 無邪気な 子どもたちは、 将軍の ひざに しきりと まつわりついた。 
将軍は 明るい 笑顔で 子どもたちを だきあげた。 

祖母 も 笑った。 

「解放とは いい もの じ ゃ。 おまえの 父 や 母 も、 草葉の かげで さぞ かしよろ こんでいる ことだろう！」 

将軍は 感無量であった。 いくとせぶ りの わが 家であろう！ 故郷の 人び とと も 何年ぶ りの 再会であろう か！ よ 
ろ こびが 大きく 深ければ 深い ほど、 ことばは 少なかった。 人び とは 涙を ふく ばかりで、 ことばが でなかった。 この 
瞬間には すべての 言葉が 意味を 失った ので ある。 
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やがて 簡素な 祝宴が ひらかれた。 祖父母と ともに かこむ 食卓には、 将軍が もってきた 酒 も だされた。 老人たち 
は、 将軍の 凱旋を 祝って 杯を あげた。 この ささやかな 祝宴は、 どんな 大宴 会に もま さるものだった。 家ぢ ゅうが 笑 
いでみ たされた。 

叔母が 感動を おさえ きれな くな って 歌を うたった。 そのむ かし、 金亨稷 先生と 康 盤石 女史が 幼い 将軍に よくうた 
ってき かせた 子守歌であった。 感激に ふるえる その 細い 歌声は、 遠くす ぎ 去った なつかしい 日々 をよ みが えらせ 
た。 歌声に 耳を かたむける 人び とは、 この わらぶき 家が へて きた 美しく も 崇高な ときの 流れに 思いを はせ た。 

叔母は ふと、 歓呼に わきたつ ビョン ヤン 市 群衆 大会での 将軍の こと •はを 思いだ した。 

「叔母さん 丨 きょうは 叔母さんが 母の かわりです」 

だが、 母に かわりうる 人が この 世に いるだろう か！ もしも わたしが じつの 母親であった なら、 この 席が 将軍に 
とって、 どれほどた のしい ものに なって いた ことであろう！ 十 人の 叔母 も 一人の 母には およばない の だ。 —— こ 
んな 思いに とらわれながら、 目を つむって 歌を うたう 叔母の ほおには 熱い 涙が つたって いた。 将軍は いつもの 明る 
い 微笑を うかべて いたが、 その 目 もとには、 なんともい えない さびし さが やどっ ていた。 

ややと きがす ギ a ると、 静かだった 家ぢ ゅうが ふたたび 歌と 踊りで にぎわった。 祖母 も 庭に でて 踊った。 それは 静 
かな 品の ある 動きの なかに も、 ひめられた 情熱と よろこびが はっき りと 感じ とられる 踊りであった。 こうして 村ぢ 
ゅうが 踊りと 笑いにつつ まれた。 

この 日、 将軍は 純真な 幼な 心に かえり、 万景 台の 一 農夫の 孫と して、 なつかしい 祖父母と 叔父、 叔母、 親戚.、 知 
人たち にか こまれ、 たのしい 一日を 心 ゆく まです ごした。 

将軍が 祖国 凱旋の あいさつを したと いうう わさが ひろまる と、 国内の 出版物は 先を あらそって 訪問 記を のせ 将軍 
の 風貌を 紹介した。 
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一九 四 五 年 十二月 二十 九日、 将軍を 訪問した 『ソ 
ゥル 新聞』 の 記者は つぎのように 書いた" 

「えくぼを うかべる 微笑、 やさしい 目に やどる 非凡 
な 輝き、 

われらの 英雄 金 日 成 将軍 

—— いま 記者は、 わが 民族が 生んだ 軍事的 天才、 
千年の 英雄、 金 日 成 将軍と 会って いる。 日本 帝国 主 
義の 圧政の もとで わが 民族が 暗たんた る 逆境に あっ 
たと き、 金 日 成 将軍の 存在は、 その 名のし めす ごと 
く 民族の 太陽で あり、 希望であった。 いかに 多くの 
青年が その 名に はげまされ、 偉大な 闘争へ と 決起し 
たこと であろう。 …… 将軍の 風貌を つたえよう。 浅 
ぐろ い 顔、 短い ハィヵラの 髪、 自然な 二重 まぶた、 

笑うた びに できる えくぼ、 - 一点 非の うちどころ 

のない 美 青年で ある。 背丈は 五 尺 五寸も あろう か。 
それほど ふとって はいない。 大陸 的で あけっ ぴ ろげ 
な 快活な 性格、 謙遜で 明快な 態度、 まわりの 人び と 
をして、 まるで 古くからの 知己で も あるかの ように 
感じさせる。 あの 覇気と 豪胆 さが、 どこに ひめられ 
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ている のか わからない ほどで ある。 将軍の 目は 人を 射る ような まなざしでは ない が、 左右に 視線が 移る とき、 きら 
りと 光る その 輝き。 両の 眉毛の あたりに ただよう その 精気。 ふとく 力強い 声 —— 。これらが 風貌の 特徴であろう 
か。 十九 歳の 身で パルチザン 部隊を 組織し、 抗日 闘争を 展開した。 以来、 将軍の 活動は 日本 帝国主義 者を 大いにな 
やまし、 かれらは 日本軍 十五 個 師団を 金将 軍 部隊に あたらせた。 

…… かざり 気のない ことばと、 明快な 表現を もちいる。 

謙虚 そのもので、 政治家と して 出馬す るの かとい う 質問に、 自分は そのような 表現には 適さない とこた える。 青 
年 や 学生が、 将軍、 将軍と よぶ と、 『わたしは 将軍ではありません、 あなたた ちの 友人です ◊友人と よんで くださ 
い』 という。 

民衆 —— 、なかで も 青年たち を 深く 愛し、 だれと でもす すんで 会い、 かれらの ことばに 熱心に 耳を かたむけ、 ま 
た 質問にたい しては 親切に こたえる。 …… 金将 軍は、 いま 一人の 市民と して 民衆の なかに いる。 若い 英知と 勇気が 
これから 先、 民族の 発展に どう 具現され ていく であろう か。 朝鮮の 関心で なければ ならない」 (『ソゥル 新聞』 一九 
四 六 年 一月 十日 付 第二 面)。 

民族の 大きな 期待と 関心の なかで、 将軍は 人民を 新しい 民主 朝鮮 建設の 道へ と 力強く 導いて いった。 朝鮮人 民は 
将軍が さししめした 新しい 朝鮮の 輝かしい 前途を 確信し、 日一日と 将軍の まわりに 鉄壁の ごとく 結集して いった。 

このように、 偉大な 金 日 成 将軍を 指導者に いただく 朝鮮人 民の 前途には、 輝かしい 勝利 だけが 約束され ていたの 
である。 
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1 偉大な たたかい、 輝かしい 革命 伝統 
朝鮮は 解放され た。 

朝鮮は ふたたび 朝鮮人 民の ものと なった。 

金 日 成 将軍の 指導の もとにく りひろ げられ た 英雄的な 抗日 武装 闘争は、 栄誉 ある 大勝 利を もって 終りを つげた。 
われわれは 国際 革命運動の 歴史の なかで、 民族の 独立と 階級 的 解放の ために 展開され た 数多くの 英雄的な たたか 
いを 知っている。 そのたた かいは" どれ もが 非常に 複雑で 困難な たたかいであった し、 誇るべき たたかいでも あっ 
た。 

しかしながら、 金 日 成 将軍が 組織 指導した 朝鮮 共産主義者たち にょる 抗日 武装 闘争の ょぅな、 偉大で 英雄的な た 
たかいは まれで ある。 

まさに 金 日 成 将軍の 指導の もとに 展開され た 抗日 武装 闘争は、 古今東西の 革命 史上、 例の ない 長期に わたる 苦難 
のた たかいであった し、 朝鮮人 民の 民族 解放 闘争と 朝鮮 共産主義 運動の 発展に 画期的な 転換を もたらした もっとも 
輝かしい 偉大な たたかいであった。 

ふりかえって みれば、 日本 帝国主義の 植民地に 転落した わが 祖国は、 暗たんと した 歳月を 羅針盤 も 櫓 もな く、 嵐 
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、か 吹きす さぶ 暗黒の 荒海を さまよい ただよう 運命に あった。 そのために 人民は 塗炭の苦しみから 祖国を 救い、 民族 
を 明るい 理想の 実現へ と 導く 偉大な 指導者の 出現を 心の底から 待ち のぞんで やまなかった。 

しかし、 このような 難局に 登場す る 指導者は、 あらゆる 点で 巨人 的で. なければ ならなかった。 その 指導者は 嵐の 
なかで も、 はるか 遠くの 岸辺に ある 灯りを 見いだ す 慧眼と、 荒れ狂う 大海を も 征服す るた ぐい まれな 胆力を かね そ 
なえて いなければ ならなかった。 そして 前途に たちはだかる 世紀 的な 難関と 敵を まえにし ては 逆に 自己の 崇高な 使 
命を 自覚して 突進す る、 そういう 人物で なければ ならなかった。 

それに こたえ、 これら すべてを 一身に になって たちあがった 朝鮮人 民の 偉大な 指導者 こそ、 まさに 金 日 成 将軍 そ 
の 人であった。 また 金 日 成 将軍であった からこ そ、 人民の 念願と 未来を 祖 H 光復の 輝かしい 綱領に 刻み、 闘士たち 
を ひきいて 数千 倍の 大敵を うちやぶり、 十五 星霜に わたって 勝利の 道のりを 歩みつ づける ことができた ので ある。 

金 日 成 将軍は、 わが国の 民族 解放 闘争 史上は じめ て、 マルクス •レ 丨- 1 ン 主義を 朝鮮 革命の 具体的な 実情に 創造 
的に 適用し、 正しい 主体的な 革命 路線を 提示し、 抗日 武装 闘争を 組織 展開す る ことによって、 わが国の 民族 解放 闘 
争と 朝鮮の 共産主義 運動を 新しい 高い 段階へ と 発展 させた。 

抗日 武装 闘争は、 朝鮮人 民の 民族的 栄誉を しっかりと 守り、 不撓不屈の 革命的な 気概を 全世界に しめした 輝かし 
い 闘争であった。 

抗日 武装 闘争は まさに、 祖国を 踏みに じる 日本 帝国主義 侵略者を 独力で うちやぶり、 奪われた 祖国を とりもどす 
朝鮮 民族 解放 闘争の 決定的で 主要な 闘争であった し、 マルクス •レー ーー ン 主義 党 創建の ための 闘争、 反日 民族 統一 
戦線 運動な どが 密接に 結合され たもっと も 多面的な 政治 闘争であった。 

抗日 武装 闘争は また、 朝鮮人 民の 民族 解放 闘争では じめ て、 科学的な 戦略と 戦術に もとづいて 展開され たたた か 
いであった。 主体的な 革命 路線が あり、 科学的な 戦略と 戦術が あった からこ そ、 抗日 武装 闘争は 不滅の 栄光に みち 
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た 歴史を 創造す る ことができた ので ある。 

抗日 武装 闘争は 一貫して 労働者、 農民を はじめと する 人民 大衆の 志向を いだき、 その 利益を 擁護して きたし、 人 
民 大衆の なかに しっかりと 根を はり、 人民 大衆の 積極的な 支持 声援の もとで 展開され てきた。 

抗日 武装 闘争は また、 それが もっともき びし い 時期に 展開され たもっと も 困難な たたかいであった 点で、 燦然と 
した 光を 放って いる。 

抗日 遊撃隊は 革命的な 大衆の 援護の ほかは、 後方 も、 なんらの 国家的 支援 もない 困難な 条件の もとで 孤軍奮闘 
し、 武器、 弾薬、 食糧、 被服な ど、 必要な もの すべてを 敵との たたかいの なかで 解決し なければ ならなかった し、 
波濤の ように おしよせる 敵を 単独でう ち やぶりながら、 波瀾万丈、 前人未踏の けわしい 道のりを 切り ひらき、 のり 
こえて きた。 

じつに 朝鮮 民族の 悠久な 歴史に おいて、 抗日 武装 闘争の ように、 かく も 苦難と 試練に みち、 かく も 燦然と 輝く 不 
滅のた たかいが あった だろう か。 

五 千年の 朝鮮の 歴史は、 いまだ かつて そのような たたかいを 知らず、 そのよう に 偉大な たたかいを 見た ことが な 
かった。 

まさに 金 日 成 将軍の 出現と、 金 日 成 将軍の 指導の もとに 展開され た 抗日 武装 闘争は、 朝鮮人 民の もっとも 大きな 
誇りで あり 栄光な ので ある。 

金 日 成 将軍は、 みずから 抗日 武装 闘争を 組織 指導した ばかりでなく、 その きびしい 過程で、 朝鮮人 民の もっとも 
貴重な 財産と なった 輝かしい 革命 伝統を 築き あげた。 

抗日 武装 闘争の 炎の なか， で 築き あげられた 革命 伝統の 基本的な 内容は、 崇高な 共産主義 的 革命 精神と 確固たる 主 
体 思想、 人民 的 活動 作風と 革命的 活動 方法、 輝かしい 革命 業績と 豊富で 多様な 活動 経験で ある。 
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抗日 武装 闘争の 炎の なかで、 わが国では じめ て 崇高な 共産主義 的 革命 精神と 主体 思想の 生きた 模範が うちたてら 
れた。 

金 日 成 将軍に ょって 教育され、 育てられた 遊撃隊員と 共産主義者たち は、 革命の 指導者を 心から 信頼し、 将軍に 
かぎりなく 忠実であった。 かれらは 金 日 成 将軍が いる 司会 部を つねに 生命を 賭して 守りぬ き、 革命と «' 領の 要求で 
あれば 水火を もい とわず 任務を 誠実に 遂行した。 

かれらは、 偉大な 指導者の 威信を 傷つけ、 共産主義 隊列の 「指導 権」 をに ぎる ために 悪らつな 策動を おこなう 分 
派 主義、 日和見主義に 反対し、 それを 克服し 一掃す るた めに 断固と してた たかった。 

抗日 武装 闘争の 時期に、 朝鮮 革命の 歴史のう えでは じめ て 主体性が 確立され、 自力 更生の 革命 精神が 徹底的に 具 
現された。 

革命に おいて 主体性を 確立す る 問題は、 一九 三〇 年代の 朝鮮 共産主義者たち のまえ に 提起され た もっとも 重要な 
課題の 一つであった。 

将軍は 革命に おいてまず、 自分の 力を 信じ、 自分の 頭で 考え、 朝鮮 革命が 提起す るすべ ての 問題を 朝鮮人 民 自身 
の 力に ょって 解決す る 主体的な 立場から 出発して、 すべて 独創的に 解決し、 自力 更生の 革命 精神で たびかさなる 難 
関と 隘路を 克服した。 将軍は、 事大主義、 大国主義に 反対し、 身の 危険を も かえりみる ことなく 頑強に たたかい、 
危機に 直面した 朝鮮 革命を 救いだ した。 こうして 反日 民族 解放 運動と 朝鮮の 共産主義 運動は、 みずからの 革命的な 
力量に しっかりと 依拠して 勝利のう ちに くりひろげられて いったし、 朝鮮の 共産主義者たち は、 あたえられた 自己 
の 国際的な 任務を 忠実に 遂行す る ことができた ので ある。 

抗日 遊撃隊員と 共産主義者たち は、 社会主義 的 愛国主義と プロレタリア 国際主義の 思想を しっかりと 身に つけて 
いた。 
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かれらは 祖国と 故郷の 山河と 人民を 熱烈に 愛した し、 祖国を 搾取と 抑圧の ない 社会主義の 地上の 楽園に かえるた 
めに たたかった ◊かれらの 社会主義 的な 愛国 精神は、 ブロ レ タリア 国際主義 精神と 密接に むすびついて いた。 

遊撃隊員と 共産主義者たち は、 マルクス •レ ーニン 主義の 世界観で しっかりと 武装して いたし、 それに ょって 革 
命の 勝利にたい する 確固と した 信念を もっていた。 かれらは いかなる 困難に もめげ ず、 革命的 節操を しっかりと 守 
り、 不撓不屈の 闘争 精神を 発揮した。 

抗日 武装 闘争の 過程では また、 人民 的 活動 作風と 革命的 活動 方法が りっぱな 伝統と して 確立され た。 

抗日 遊撃隊は、 一つの 思想と 目的を もつ た 労働者、 農民を はじめと する 朝鮮人 民の すぐれた 息子と 娘たち が、 自 
覚 的に 結合して 生まれた 集団であった。 したがって 遊撃隊員の なかでは、 うちくだく ことので きない 原則的な 団結 
が 確立され、 気高い 革命的 同志 愛の 精神が 発揮され た。 

人民を S し、 人民の ためにた たかう ことは 抗日 遊撃隊の 本分であった。 将軍は、 「魚が 水を はなれて は 生きて い 
けない ょうに、 遊撃隊は 人民を はなれて は 生きる ことができない」 という 精神で つねに 隊員たち を 教育し、 みず か 
らその 模範を しめした。 こうして 遊撃隊員たち は、 いつ、 いかなると ころで も、 ひたすら 人民の 利益の ために 身を 
ささげて たたかい、 どんな 逆境の なかで も 人民を 生命を 賭して 守りぬ いた。 かれらは 人民にたい しては かぎりなく 
素朴で、 謙虚で、 礼儀正しく、 大衆の 要求を 敏感に とらえ、 真心を こめて 人民を たすけ、 つねに かれらと 生死 苦楽 
をと もに した。 だから こそ 遊撃隊は、 つねに 人民から かぎりない 愛情と 尊敬を うけ、 絶対的な 支持と 声援を うけた 
ので ある。 

人民 大衆との 血縁 的な 連係、 これは 抗日 遊撃隊の 力の 源泉で あり、 勝利の 保障であった。 

抗日 武装 闘争の 過程では また、 気高い 革命的 業績と 革命運動の ゆたかで 多様な 活動 経験が 蓄積され た。 抗日 武装 
闘争は、 日本 帝国主義に 反対す る 民族 解放 闘争であった ばかりでなく、 マルクス •レ ーニン 主義 党の 創建、 労農 伺 
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盟を 基礎と した 広 はんな 反日 民族 統一戦線の 結成、 人民 政権の 樹立、 人民 武装 力の 建設、 革命 根拠地の 創設な ど、 i 
朝鮮 革命運動の まえに 提起され たす ベての 歴史的 課題を 成功裏に 解決して いった 偉大な 革命運動であった。  4 

将軍は 抗日 武装 闘争の 初期から 党 創建の ための 準備 活動に 深い 注意を よせ、 精力 的に たたかった。 将軍は 党 創建 
の たたかいを 武装 闘争と 密接に むすびつけて すすめた。 将軍は 労働者、 農民 出身の 洗練され、 鍛練され た 共産主義 
者を 数多く 育て あげ、 分派主義と あらゆる 左右の 日和見主義に 反対す る 激烈な たたかいを へて 共産主義 隊列の 統一 
団結と その 純潔 性を 守りぬ き、 大衆 的な 基盤を しっかりと 築き あげた。 こうして 党 創建の 組織的、 思想 的な 基礎が 
しっかりとう ちかた めら れた ので ある。 

将軍は また、 革命 活動の 初期から 反日 勢力の 団結に 深い 関心を よせ、 広 はんな 反日 勢力との 共同 行動を 実現す る 
ためにた たかう 一方、 各地に さまざまな 革命的 大衆 団体を 組織し、 それを 拠点として 反日 民族 統一戦線 運動を 強力 
に 展開した。 将軍は 一九 三〇 年代の 前半期に、 朝鮮 革命の 主導 的 勢力で ある 抗日 武装 隊伍を 中心として 革命の 主力 
軍を 組織し、 その まわりに 愛国 勢力が 結集され る や、 それを 基礎と して 反日 民族 統一戦線 組織で ある 祖国 光復 会を 
創建した。 

抗日 武装 闘争の 過程では 人民 政権の 根元が 形成され、 その 創設と 運営に ついての 貴重な 経験が 蓄積され た。 将軍 
は 権力に かんする あらゆる 左右 両翼の 日和見主義 的 主張を しりぞけ、 わが国の 革命の 性格と 階級 的な 勢力 関係に た 
いする 科学的な 分析に もとづいた 独創的な 人民 政府 路線を さししめし、 人民 政府を つうじて 諸般の 民主主義 的な 施 
策を おこなった。 この 過程で、 わが国には じめ て 人民 政府の 根元が 形成され た。 

将軍が みずから 創建した 抗日 遊撃隊は、 朝鮮の 勤労大衆の 民族的 および 社会的 解放を 目的と する 武装 力であった 
し、 マルクス •レー ーー ン 主義 思想を 指針と して 活動す る 革命 軍隊であった。 将軍は、 抗日 遊撃隊 内で 上下 一致、 軍 
民 一致の 思想を 徹底的に 具現し、 遊撃隊を 中核と して 解放 地区の 全人 民を 武装 化する 軍事 路線を 実施した。 将軍に 


1 偉大な たたかい、 輝かし V 、革命 伝統 


よって 数多くの すぐれた 軍事 活動家が 育成され、 ゆたかな 戦闘 経験が つちかわれた ひ 

将軍は また 遊撃 闘争を 展開しながら、 遊撃 活動の 拠点で あり、 朝鮮 革命の 策源地と なる 遊撃 根拠地を 創設す る 方 
針を 提示し、 武装 闘争の 戦略 的 段階に 合致す るよう これを 具現し、 さまざまな 形態の 根拠地を 創設した。 将軍は こ 
れを 拠点とし、 抗日 武装 闘争を 力強く 展開す る ことによって 朝鮮 革命を たえず 発展 させ、 この 過程で 革命 根拠地 創 
設に かんする 貴重な 経験を 創造した。 

金 日 成 将軍の 指導の もとに 築き あげられた このような 革命 伝統は、 それが きびしい 武装 闘争の 炎の なかで 創造 さ 
れた ものであるが ゆえに、 いっそう 貴重で あり、 誇るべき ものである。 それは また、 革命 闘争の 複雑な あらゆる 問 
題を 統一的に 包括して いる ばかりでなく、 現在と 未来の 要求を 科学的に 体系化した 革命 伝統で あるから こそ、 その 
内容は かぎりなく ゆたかで 深いので ある。 

苦難に みちた たたかいの 歳月に、 このような 輝かしい 革命 伝統を 創造した 金 日 成 将軍 —— 、この 将軍を 民族の 偉 
大な 首領と よぶ そのな かには、 いかに 誇らしい 意味が こめられて いる ことか！ 

将軍の 指導の もとに 生み だされた 革命 伝統は、 まさにな にものに も かえる ことので きない わが 人民の 高貴な 財産 
であり、 朝鮮 革命の 貴重な 元手で あり、 深い 根元で ある。 朝鮮の 大地のう えに、 民族精神の なかに 深く 根を おろし 
たこの 革命 伝統の 根元は、 いかなる 嵐に よっても、 いかなる 天変地異に よっても ゆらぐ ことは ない。 悪は いっと 
き、 真理は 永遠で あるよう に、 すべての 売国 的で 反動的な ものは 歴史の 下水道に おし 流され、 金 日 成 将軍の 指導の 
もとに 創造され た 輝かしい 革命 伝統と その 業績は 人民と ともに 永久 不滅で ある。 

悠久な 朝鮮の 歴史の 上に、 燦然と 輝く 金字塔と して そびえた つ この 革命 伝統が あるから こそ、 朝鮮人 民 固有の 英 
知と 才能は 絢！^ と 花咲き、 ゆたかな 資源と うるわしい 風光に みちた 朝鮮の 山河 も 光り輝く にい たったの である。 

また この 革命 伝統が あった からこ そ、 朝鮮人 民は 暗黒から ぬけだし、 新しい 歴史の 光明に みち あふれた 未来を の 
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ぞ み、 世界の 人び との まえで 祖国の 名を 高らかに 叫び、 堂々 と' M 歩で きる ようになった ので ある。 

こうして 侵略者たち を 撃滅し、 山 美しく 水 清らかな 祖国の 地に、 全 朝鮮人 民が 自由と 幸福の よろこびを う' たう 新 
しい 社会、 勤労 人民の 地上の 楽園を 建設し ようとい う 金 日 成 将軍の 念願は、 より ひろびろとした 大道を 前進す る こ 
とに なった ので ある。 

2  四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 指導者 

世界には、 その 名を とどろかせた 英雄 も 多い。 しかし、 いかなる 民族的 英雄と いえ ども、 抗日 武装 闘争を 組織 指 
導した 金 日 成 将軍の ように、 常識では 想像 すらで きない、 かく も 困難 かつ 長期的で、 かく も かぎりない 偉勲に みち 
た 革命 闘争を 勝利のう ちに なしとげた 例は、 古今東西の 歴史の なかに 見いだ す ことができない。 

しかし、 この 偉大な 抗日 武装 闘争を 語る ことで もって、 金 日 成 将軍に ついての すべてを 書きつ くした とは 決して 
いえない。 なぜならば、 金 日 成 将軍の 革命 活動は 八 •一 五 解放 以後 こんにちに いたる まで、 巨大な 流れと なって ひ 
きつ がれて いるから である。 金 日 成 将軍は 解放 後、 朝鮮 労働党 中央委員会 委員長に、 そして 一九 六 六 年 十月に 秘書 
制に 改編され てからは 朝鮮 労働党 中央委員会 総 秘書と して、 また 北朝鮮には じめ て 樹立され た 中央 政権 機関で ある 
北朝鮮 人民委員 会 委員長と して、 一九 四 八 年 九月に 朝鮮民主主義人民共和国が 樹立され てからは 内閣 首相と して、 
千里を も 見と おす 慧眼と 高度に 洗練され た 手腕を もって 朝鮮 革命を 勝利へ と 導き、 また 導いて いる。 こうして 輝か 
しい 革命 伝統の 深い 根からは 社会主義の 巨木が 空 高く そびえたち、 その 生い茂った 枝々 には 香り 高い 花びらが 美し 
く 咲き ほこっ ている ので ある。 

金 日 成 将軍は、 南 朝鮮に アメリヵ 帝国主義 侵略軍が 駐屯し、 南と 北が まったく 異なる 道を 歩む にいた った 複雑な 
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情勢の もとで" 北半 部に 民主 基地を 創設す る 有名な 路線を 提示した a これは 反帝 闘争の 基地を 準備し、 分 断され た 
祖国の 統一と 独立を 実現す る 革命の 力を たくわえる きわめて 重要な 路線であった。 この 路線は 党の 創建と ともに、 
急速に その 偉大な 生活力を 発揮し はじめた。 

金 日 成 将軍は、 抗日 武装 闘争の 時期に つちかった 党 創建の ための 組織的、 思想 的 準備に もとづき、 一九 四 五 年 十 
月 十日、 革命の 参謀 部で ある マルクス •レ ーニン 主義 党を 創建し、 みじかい 期間 内に それを 不敗の 大衆 的 政党に 発 
展 させた。 金 日 成 首相の 指導の もとに 朝鮮 労働党は、 いかなる 風波を ものり こえて すすむ 革命の 威力 ある 前衛に、 
全 朝鮮人 民を ひろく ゆたかな 胸に いだいて はぐくむ 慈愛に みちた 母と なった し、 朝鮮人 民の すべての 創造と 勝利の 
組織 者と なった。 

淦日成 将軍は 党の まわりに 全人 民を 結集し、 かれらを 民主 基地 路線の 実現へ と 力強く 導いた。 将軍は、 じつにめ 

ざまし い 展開 力を もって 日 ごとに 北半 部の 様相を 一新 させて いった。 朝鮮の 歴史は もちろん 東洋の 歴史に おいても 

,  はじめての 人民 政権が 樹立され、 土地改革と 産業 国有化を はじめと する 多くの 民主 改革が 人民の 歓呼のう ちに 徹底 
者 

g 的に 実施され たし、 抗日 遊撃隊員を 骨幹と して 革命の 正規の 武装 力で ある 朝鮮 人民軍が 創建され、 燃えた ぎる 鉄の 
^ ような 歴史の 流れを 誇示した。 一九 四 八 年 九月 九日、 南北 朝鮮人 民の 総意に もとづいて 朝鮮民主主義人民共和国が 
f  創建され たこと により、 こうした 民族的 大事 業は いっそう その 輝きを ました。 朝鮮人 民は 大きな よろこびに つつま 
As れ 、すでに 一九 三〇 年代から 全人 民が ひとしく 尊敬す る 金 日 成 将軍を こぞって 朝鮮民主主義人民共和国の 内閣 首相 
1 一に 推戴した。 

こうして 国の 主権と、 すべての 富の 堂々 たる 主人と なった 人民は、 朝鮮の 歴史上は じめ て ゆたかで 自由な 黄金 時 
® へ 代を むかえた ので ある。 

•  このように、 もっともみ じかい 期間に 革命 基地が 築き あげられた からこ そ、 朝鮮人 民は アメリヵ 帝国主義が 挑発 
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した 苛烈な 戦争に おいても 偉大な 勝利者と なること がで きた。 創建 後 まもない 共和国に しいられた この 戦争は、 革 
命と 人民の 生死を わける 深刻な 試練であった。 

祖国 解放 戦争のと き、 金 日 成 首相は 朝鮮民主主義人民共和国 軍事 委員会 委員長と して、 朝鮮 人民軍 最高 司令官と 
して、 抗日 武装 闘争の 時期に 築いた すぐれた 用兵術と 作戦と によって 創建 後 まもない 人民軍と 全人 民を 指揮し、 
「強大 さ」 を 誇って いた アメリカ 帝国主義を かしらと する 十六 か 国の 国際 反動 武力と 李承晩 かいらい 一味を 容赦な 
く擊 破した。 

金 日 成 首相は、 抗日 武装 闘争に おいて、 また 朝鮮人 民の 武装 力で ある 朝鮮 人民軍を 創建し 強化 発展 させ、 ア メリ 
力 帝国主義の 武力 侵略者たち に 反対し、 自由と 独立を 守る 祖国 解放 戦争に おいて 発揮した すぐれた 軍事戦略 家と し 
ての 手腕と 輝かしい 勲功に より、 朝鮮民主主義人民共和国 元帥 称号と 英雄 称号を 授与され た。 

全国 土が 火の 海と 化し、 岩 も 焼きた だれ、 河 もに えたぎ る 戦争の さなかで、 朝鮮人 民は 偉大な 指導者の よびかけ 
にした がい、 全国を 不敗の 要塞に、 敵 撃滅の 高地に 築き あげ、 地上と 空中から たえず おそいかかる 凶悪な 敵の 大兵 
力を うちのめし、 祖国の 山河に 葬り去って しまった。 

アメリカ 帝国主義は 敗北した。 これは、 肝を つぶした アメリカの 好戦 狂たち が 告白した ように、 米国 史上 最初 
の、—そ-して最大の1^敗-で，あ 〇! ^ — ^| れ ^1 ぱ百 ^ に1鉍よぶ屍 0| 此のうえで、戦傷で包帯だらけの頭をたれて停戦協定 
に 調印した。 

こうして、 百戦百勝の 鋼鉄の 霊将 である 金 日 成 首相の 名は、 英雄 朝鮮の 名と ともに、 全世界に おいて 正義と 勇気 
と 威力の 象徴と なった ので ある。 

戦争の きびしい 時期、 数多くの 南 朝鮮人 民が 戦火の なかを くぐりぬ け、 ひたすら 金 日 成 首相の ふところを もとめ 
て やってきた。 かれらの なかに li 義勇軍と し て 人民軍の 隊列に くわわり、 手に 武器を とって アメリカ 帝国主義 侵略 
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者と 勇敢に たたかった 青年 男女 も 多く、 幼な 子を 背のう のうえ にの せて けわしい 山な みを こえて きた 労働者 や 農民 
も 多かった。 また 弟子まで ひきつれ 人民軍と ともに 千里の 道を 歩いて きた 白髪の 学者 や 教授 もいた し、 アメリカの 
飛行機が じゅうたん 爆撃を 強行す る さなかで 声高く 『金 日 成 将軍のう た』 をうたい ながら、 ひたすら 北へ 北へ と 歩 
きつ づけた 少年 や 芸術家たち もいた。 

金 日 成 首相は、 かれら すべてを その ひろい 胸の なかにつつ み、 かれらに 幸福な 生活を あたえ、 かれらを 社会主義 
建設と 祖国 統 r をめ ざす 活動家に 育て あげた。 

アメリカ 帝国主義に うち 勝った 金 日 成 首相は、 全人 民を 動員して 廃墟と 化した 国土を 短時日のう ちに 復旧 改造 
し、 ふたたび 全世界を 驚嘆 させた。 

金 日 成 首相は 社会主義 革命と 社会主義 建設に おいて、 じつになん びと も 歩んだ ことのない もっとも 近い 勝利の 道 
へと 人民を 正しく 導いた。 

戦後の 建設 —— 、これは 文字 どおり 戦争と 少しも かわりない 苛烈な 闘争であった。 

村 や 都市 や 工場は ことごとく 廃墟と 化して いた。 まともな レンガー 枚、 セメント ー 袋 さえ 手に いれる こと も 困難 
であった。 

製鉄所は さびついた 屑鉄の 山と 化し、 ぼうぼうと 茂る 雑草に おおわれて いた。 

建設 —— 、しかしな にを もって、 どこから はじめるべきな のか。 かんたんに 解く ことので きないな ぞ であった。 
敵は、 五十 年、 百年 かかっても、 いや 永遠に たちあがる ことは できまい と 豪語した。 しかし それは おろかな 戯言に 
すぎなかった" 

つねに 人民 大衆の 威力を 深く 信じて いた 金 日 成 首相は、 アメリカ 帝国主義 侵略者を うちやぶった 英雄的な 気勢で 
重工業の 優先的な 成長を 保障しながら 、軽工業と 農業を 同時に 発展させる 独創的な 経済 建設の 基本 路線を さししめ 
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し、 人民を 全面的な 復旧 建設へ とふる いたた せた。 

金 日 成 首相が 提示した 経済 建設の 基本 路線は、 経済を 急速に 復旧 発展 させ、 自立 的 民族 経済の 建設と 人民 生活の 
向上に かんする 問題を もっとも 正しく、 大胆に 解決す るヵギ であった。 

この 路線に したがい、 全国は 火花と び 散る 一大 建設 場と 化した。 廃墟に 巣を つくって いた 鳥たち は 森の なかへ 移 

ってい った 0 

金 日 成 首相は 停戦 直後から 建設 場に でむき、. 労働者、 技術者たち とともに 提起され た 問題を 一つ一つ 解決して い 
ゥた 。どこでも 昼と 夜の 区別がなかった。 家庭の 主婦 や 子どもたちまで 先を あらそって 水を はこび、 砂利を はこん 
だ。 だれもが 苦難を たえしのび、 同胞の 幸福と 国の 統一の ため、 次代の 繁栄の ために 英雄的に 働いた。 

こうして 停戦 後 四十 日 目に、 いち 早く 降 仙 製鋼所は 鉄を 生産し はじめた。 黄海 製鉄所 や清津 、輿 南 地区の 大工 場 
をは じめ、 各地に 戦争 前よりも もっと 大きく、 そして 現代的な 無数の 工場が 建ちなら び 力強く 生産を 開始した。 そ 
れだ けでは ない。 ピョンヤンを はじめと する 華麗で 雄壮な 大都市 や 文化的な 農村が 数 かぎりなく 星座の ように 美し 
く 地上に ちりばめられた。 

革命は 急速に 発展した。 金 日 成 首相は 独特の 手腕で 農業の 社会主義 的 協同 化と 個人 商工業の 社会主義 的 改造の 道 
を 切り ひらいた。 金 日 成 首相の 構想に したがって、 農村 や 都市に おける 社会主義 的 改造は もっともみ じかい 期間 内 
に 順調に 完成した。 わけても 四〜 五 年のう ちに 農業 協同 化を 細大 もらさず 完成した ことによって 農村を 裕福で 文化 
的な 社会主義 農村に かえ、 農民を 労働者階級の 確固たる 同盟 者と し、 勤労大衆の 政治、 道徳的 統一を 強化す るう え 
で 世界的な 模範を しめした。 こうして 北半 部には、 勤労者たち がな がい 歳月に わたって 渴 望し、 金 日 成 首相の 指導 
の もと、 革命家たち がその ために 尊い 血を 流して たたかった 搾取と 抑圧の ない 社会、 労働と 自由の 楽園で ある 社会 
主義 制度が うちたてられ、 朝鮮 革命の たのもしい 基地が 鉄壁の ように 築き あげられた ので ある。 
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金 日 成 首栢は 戦後の 復旧 建設に おいて、 解放 直後からの 一貫した 施策で ある 自立 的な 民族 経済を 建設す る ことに 
全力を つくした。 

金 日 成 首相は、 朝鮮人 民が 自己の 力で 新しい 社会を 建設す るた めには 自立 的な 民族 経済を 建設し なければ ならな 
いと 強調しながら、 つぎのようにの ベて いる" 

「自立 的な 民族 経済を 建設 するとい うことは、 国を 富強に し、 人民 生活を 向上させる うえで 必要な 重工業 および 
軽工業 製品と 農業 生産物を 基本的に 国内で 生産し 保障す る ことができ るよう 経済を 多面的に 発展 させ、 現代的 技術 
で 装備し、 自己の 強固な 原料 基地を 築く ことによって 全部 門が 有機的に 連結され た 一つの 総合的な 経済 体系を 形成 
する ことを 意味す る」 

これは 金 日 成 首相が 抗日 武装 闘争の 時期から 終始一貫 堅持して きた 主体的な 立場、 自力 更生の 革命 精神を 経済 建 
設に 具現した ものである。 

金 日 成 首相は、 自主的で 自立 的な 重工業の 創設、 中央 工業 建設と 地方 工業 建設の 並進、 大 g 然 改造 、民族 幹部の 
大 々的な 養成、 全面的な 技術 革命と 文化 革命な どの 創造的な 政策と 対策を ひきつづき 提示した。 偉大な 指導者の 導 
きに かぎりなく 忠実な 愛国 的 人民は、 金 日 成 首相の よびかけを 心から うけとめ、 国の 自立 経済 建設に おいて 巨大な 
偉勲を うちたてた。 

それは じつに、 おどろくべき ことの 連続であった。 工作機械の 「子 生み 運動」 を 展開し、 わずか 一年の あいだに 国 
家計 画 以外に 一万 三千 余 台の 工作機械を 増産した のをは じめ、 地方に うず もれて いた 資材と 労働力で 数 か 月間に 千 
余の 地方 産業 工場を 建設した こと、 あるいはわず か 数 か 月間に 三十 七 万 余 町歩の 田畑に 水を 供給す る ことができる 
大水 利灌溉 工事を 遂行した ことな ど 一、 二の 事実を あげた だけで も その 偉勲の 一端を 知る ことができる であろう。 

この 過程で 自力で 生産し、 衣食住の 十分な 生活を おくる ことができる、 すなわち 自給自足 する ことので きる しっ 
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かりとした 自立 的 民族 経済が 建設され たので ある。 

工業に おいては、 i 製作 工業を 中核と する 重工業 基地、 中央 工業と 地方 工業から なる 軽工業 基地を もった 自立 
的な 工業 体系が 確立され た。 こうして 自己の 技術と 力で トラクタ！、 電気機関車、 電車、 ブルド ー ザ—、 自動車、 
三千 トン •プレス、 八メ— トル •タ ー ニ ング 盤な どの 各種 重工業 製品を はじめ、 織物、 食料品、 その他 ありと あら 
ゆる 軽工業 製品に いたる まで、 生産で きない ものがない ほど すべてを 自力で つくりだす ようになり、 決心 さえ すれ 
ば どんな もので も 生産す る ことができる ようにな ったので ある。 

全国が 工場 網で おおわれ、 その 施設が 現代化され るに つれて 生産は 急速に 増大した。 電力、 銑鉄、 粒 鉄、 鉄鋼、 
石炭、 織物な ど、 少なからぬ 製品に おける 人口 一人 あたりの 生産 量は、 一九 六 四 年に すでに 日本を 追い こし、 ある 
いは それと 対等な 水準に 到達した。 南 朝鮮と 対比す るなら ば、 工業製品の 人口 一人 あたりの 生産 量に おいて 一九 六 
四 年には すでに 電力は 十一 倍、 鉄鋼は 二十 倍、 石炭は 三 •五倍、 化学肥料は 三十 六 倍、 セメントは 五倍と いったよ 
うに それぞれ 大きく ひきはなした ので ある。 

農村 も 大きく 変貌した。 農村には 食糧と 工業 原料を 円満に 保障す る ことができ、 凶作を 知らず、 毎年の ように 大 
!豊 作を む. か^^— F !t _ ので— き. る 先進 的な. & 主*^ i 業 経営が ! IIJ 設さ！ れた。 網の 目の ような 灌漑 水路で 卞 !£ わ 41 卜 
ラ クタ ー、 自動車を はじめと する 各種の 機械が 骨の おれる 農民の 労働を ひきうける ようになっ た。 

農民は 重労働を しなくても 年 ごとに 高い 収穫を あげてい る。 このように して 共和国 北半 部は、 かつての 食糧不足 
地帯から、 食糧の 豊かな 地帯へ と 変化した ので ある。 

科学、 教育、 保健、 文化、 芸術な どの 分野で も 巨大な 成果が 生まれた。 

このように、 アジアの 一角で 植民地 奴隸 としての 苦痛に さいなまれて いた 国、 戦争に よって 廃墟と なった 国が、 
強力な 自立 的 民族 経済を もった 社会主義 強国に、 文化的な 国家に 一変し、 ま ば ゆい 光を 全世界に 放つ、 アジアの 光 
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明と なった ので ある。 

都市と 農村で 社会主義が 勝利し、 自立 的 民族 経済が 建設され た 条件の もとで、 金 日 成 首相は 都市と 農村との あい 
だの 差異、 労働者階級と 農民との 階級 的 差異を 一掃す る ことによって、 農民 問題、 農業 問題を 終局 的に 解決す る歴 
史的な 課題を 提示した。 

この 課題は、 金 日 成 首相の 有名な 『わが国の 社会主義 農村 問題に かんする テ ー ゼ』 で 明らかにされた。 この テ I 
ゼは 、農村に おいて 思想、 技術、 文化 革命を 促進し、 党と 国家が 責任を もって 農村を 指導 援助し、 農業 経営を 工業 
と 同様な 企業 的 方法で 指導 管理し、 協同 的 所有を 全人 民 的 所有に ふだんに 接近させる などの 原則と 方法に よって、 
都市と 農村との あいだの 差異を 消滅させる ことにつ いて 明白に しめして いる。 

これは じつに、 世界では じめ て 社会主義の 全面的な 建設と 共産主義への 漸次 的 移行の 方途を 科学的に 明らかにし 
たもので ある。 この テ ーゼを 具現す るた めの 闘争の 過程で、 農村には 新たな 変革と 革新が 生まれた。 

金 日 成 首相は、 このように たぐいまれな 革命的 展開 力を もって 革命と 建設を ふだんに 促進させる かたわら、 つね 
に 国の 防衛 力強 化に 大きな 力を そそぎ、 自衛 路線を しっかりと 堅持した。 金 日 成 首相は 朝鮮が おかれた 複雑で 緊迫 
した 情勢と かんれんし、 経済 建設と 国防 建設を 併進させる ことにつ いての 革命的で 戦略 的な 方針を 提示した。 また 
金 日 成 首相は、 人民軍の 幹部 化と 現代化、 全 民 武装 化と 全国 要塞 化の 軍事 路線を さししめした。 このような 諸般の 
賢明な 路線と 政策が 実施され る ことによ って 共和国 北半 部は、 いかなる 帝国主義 侵略 も そのつど 粉砕し、 血を もっ 
て 獲得した 革命の 成果を 守りぬ くこと がで き、 すすんで は 祖国の 統一を 達成す る ことができる 鉄壁の 要塞と なった 
ので ある。 

国が 富強になる につれ、 すべての 勤労者は 衣食住にたい する 不安から 完全に 解放され、 かれらの 物質 生活は 全般 
的に いちじるしく 向上した。 すべてが 安定した 職場を もち、 幸福な 生活を いとなんで いる。 全人 民が 無償 治療を う 
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けて おり、 子弟を 無料で 教育して いる。 労働 能力を 失った 人び と、 よるべの ない 老人と 孤児たち もす ベて 国家から 
安定した 生活を 保障され ている。 

こうした 施策には、 困難な 闘争の 炎の なかで ひたすら 人民の 自由と 幸福の ために、 血のに じむた たかいを 展開し 
てきた 金 日 成 首相の 人民にたい する かぎりない 愛情が こめられて いるので ある。 

金 日 成 首相は 人民に より 多くの 米と 副食物を 供給す る だけでなく、 子どもたちの 衣服とは きものに いたる すべて 
の 問題に も 肉親 も およばぬ 配慮を ほどこし、 勤労者の 住む 家を より 多く、 よりよ く 建てなければ ならない と 建設 関 
係の 働き手たち に 教えた。 

この 過程で 人民 大衆の 政治、 道徳的 統一が いっそう 強化され た。 もちろん、 社会主義 革命と 社会主義 建設は する 
どい 階級 鼠 争を ともなった。 しかし、 転覆され た ひとにぎりに もみたない 少数の 搾取 階級と 反動 分子の 策動は、 人 
民の 団紘 した 力の まえで そのつど 粉砕され 掃討され た。 金 日 成 首相は 労働者階級の 指導を 強化し、 その 革命的 作用 
と 影響 九を たえず 拡大す る 基礎のう えで、 農民、 ィンテリを 労働階級 化、 革命 化し、 全社 会の 政治、 思想 的 統一を 
強化して、 これを 敵対 分子の 陰謀 策動に 反対す る 階級闘争と 密接に むすびつける 方針を 提示した。 そしてつ ねに 反 

s 漉— 自 ぐ— 齒 •の 敵謹彎 な— か f  I と. め-なが- ら r 多数め^ 

結束 させた ♦はかりで なく、 ひいては 出身 や 過去の 政治 生活が 複雑であった 人び とを も 肉親と かわりない 愛情で 教育 
し、 社会主義の 働き手に 育て あげた。 

このように して 全社 会は、 すべての 人び とがた がいに 信じ あい、 導き あいながら 前進す る むつまじく 団結した 一 
つの 赤い 大家 庭に かわった。 全 労働党 員と 人民は 偉大な 指導者 金 日 成 首相の まわりに かたく 団結し、 金 日 成 首相 •の 
考え どおりに 思考して 行動し、 金 日 成 首相の 要求と あれば 水火を もい とわず それを 貫徹し、 金 日 成 首相と ともに 革 
命を 最後まで 遂行 するとい う 一つの 思想で 徹底的に 武装して いる。 偉大な 指導者と 党と 人民の 不敗の 統一、 これ 
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にう ちかつ 力は この 世に ない。 

北半 部には じつに、 われわれの 祖先が かつて 空想 だに しなかった 大変 革が 生まれた。 

こうして 朝鮮人 民と 外国の 友人たち は、 「金 日 成 時代」、 「労働党 時代」 という 感動 的な ことばで もってこの 偉 
大な 繁栄を 表現し、 アジア、 アフリヵ、 ラテン •アメリヵの 人民は、 朝鮮を 反帝 反米 闘争と 主体 思想の 騎手と あお 
ぎみる ようになった。 

これら すべては、 その 一つ一つが 金 日 成 首相の 正しい 指導に よって 達成され たもので ある。 

金 日 成 首相は 革命を 指導す るに あたって、 つねに 主体性を 徹底的に 堅持した。 これは すでに、. 抗日 武装 闘争の 時 
期に 金 日 成 首相が 築き あげた 輝かしい 伝統で ある。 

主体性を 確立す るとは なに か。 

これにつ いて 金 日 成 首相は つぎのように のべた。 

「主体性を 確立 するとい うことは、 革命と 建設の すべての 問題を 独自 的に、 自国の 実情に あうよう に、 そして 主 
として 自己の 力に 依拠して 解決す る 原則を 堅持す る ことを 意味す る。 これは 教条主義に 反対し、 マルクス •レ ー ,一 
ン 主義の 一般的 真理と 国際 革命運動の 経験を、 自国の 歴史的 条件と 民族的 特性に あうよう に 適用して すすむ 現実的 
で 創造的な 立場で ある。 これは 他人にたい する 依存 心に 反対し、 自力 更生の 精神を 発揚し、 自己の 問題を あくまで 
も 自分自身が 責任を もって 解決して いく 自主的な 立場で ある」 

金 日 成 首相は、 思想に おいては 主体、 政治に おいては 自主、 経済に おいては 自立、 国防に おいては 自衛の 立場 
をつ ねに しっかりと 堅持した。 

金 日 成 首相は すべての 政策を 作成す るに あたり、 つねに このような 主体 思想から 出発した。 したがって、 金 日 成 
省 相ぶ 提示した -] & 策铽 その すべてぶ 朝鮮人 民の 利益と 要求を 正しく 反映して おり、 また それゆえに 偉大な 生活力を 
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発揮した ので ある* 

じつに 北半 部で 達成され たす ベての 成果と 偉大な 変革は、 まさに 金 日 成首祖 の 主体 思想と それに もとづく 政策の 
巨大な 結実で ある。 

金 日 成 首相は 主体的な 立場から もっとも 正しい 路線と 政策を 作成して 提示した ばかりでなく、 人民 大衆を その実 
践のた めの 闘争へ と 機敏に 組織 動員した。 

金 日 成 首相は つねに 大衆の 力を 信じ、 かれらの 力と 創造的な 知恵を 積極的に 発揮 させながら、 すべての 革命 課題 
を 遂行して ゆく ことを 原則と みなした。 首相は いつも 質素な 身なりで 大衆の なかには いって ゆき、 大衆と 協議し、 
かれらを 教育し、 組織 動員して 偉 熱を 創造した。 こうして 文字 どおり 全国 津々 浦々 で 金 日 成 首相の 現地 指導を うけ 
なかった ところは ない。 

朝鮮を 訪問し、 金 日 成 首相の 接見を うけた オース トラ リアの 記者 ゥィルフレッド •バ— チ X ット は、 自分の 感想 
を つぎのように 書いた。 

「金 日 成 首相と 一時間の あいだと もに すごした ことを、 わたしは かぎりなく 幸福に 思う。 金 日 成 首相は、 偉大な 
人物 だけが もちあわせる 品性を そなえた 方で ある。 金 日 成 首相は りりしく 素朴な 品性を そなえた 方で、 どんな 複雑 
な 問題 もかん たんに 容易に 理解で きる ことばで 解決され る 方で ある。 金 日 成 首相が わたしの 生活と 仕事にたい して 
質問され たと き、 すぐに わたしの 脳裏には、 木 かげ や 工場の 椅子に すわり、 農民 や 労働者た ちと 話し あいなが らそ 
の 場で かれらの 胸襟を ひらかせ、 生活と 仕事で 解決を 待つ 問題に ついて 気が ねな く 話を する ようにし むけた 金 日 成 
首相の 姿が うかんで きた」 

金 日 成 首相の このような 指導の 賢明 さは、 全世界に 朝鮮の 代名詞と してよ ばれる ほど 有名に なった 千里 馬 運動を 
発起し、 指導した ところに も 集中 的に あらわれて いる。 
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千里 馬 運動は、 アメリヵ 帝国主義 者と 李承晩 一味が 「北進」 騒動を ひきおこし、 反革命 反 党 分派主義 者が 策動し 
た 困難な 時期に あたる 一九 五六 年の すえ、 金 日 成 首相が みずから 労働者の なかへは いって ゆき、 緊迫した 情勢と 経 
済 建設に おいて 生じた 難関を 打開す る 方途を 協議し、 かれらの 革命的 情熱を よびおこした ことから 端を 発した。 革 
命の 要求と 飛躍を めざす 人民の 熱望を 敏感に とらえた 金 日 成 首相は、 千里 馬に のって 走ろうと いう ス P I ガンに よ 
ゎ て、 社会主義 建設の すべての 部門で 疾風の ような 前進を ひきおこした。 

いたるところで 集団 的な 革新 運動が 生まれた。 革命的な 情熱が 燃えた ぎり、 すべての 人び との 心の なかには 連 
日、 新たな 創造を つげる 鼓動が ひときわ 高く ひびきわたった。 

朝鮮を 訪問した 外国の 人び とは、 その だれもが、 この 前代未聞の すばらしい 建設 速度に 目を まるくした。 

人民は 千里 馬の 勢いで 前進しながら、 消極性と 保守主義、 技術 神秘主義を 吹きと ばし、 偉大な 指導者の よびかけ 
にこた えて 大胆に ものを 考え、 大胆に 実践しながら、 毎日の ように 栄光に みちた 階段を かけのぼって いった。 

こうして 千里 馬 運動は 経済と 文化、 思想と 道徳の すべての 分野で、 いっさいの たちおくれた 古い ものを 一掃し な 
がら、 革新に つぐ 革新に よって 社会主義 建設を 一躍 促進させる 数百 万 勤労者の 一大 革命運動に 発展し、 社会主義 建 
設にお ける 党の 総 路線と なった ので ある。 

金 日 成 首相は 社会主義 建設の 新たな 現実に あうよう、 人民 大衆の 無限の 力と 創意 性を いっそう 発揮させる ため 
に、 上部が 下部を たすけ、 上級 機関が 下級 機関を 支援し、 すべての 活動家が 大衆との 活動を りっぱに おこない、 か 
れらの 創意 性と 積極性を いっそう 大きく 発揮させる 事業 方法を 発起した。 これが 平安 南 道 江 西 郡 青山 里にたい する 
金 日 成 首相の 現地 指導に よって 創造され た 有名な 青山 里方 法で ある。 

金 日 成 首相は また、 経済 管理に おいて 個人の 唯一 管理 制では なく 党 委員会の 集団 的 指導を 実現し、 上下 一致の 精 
神で 上部が 下部を 援助す る だけでなく、 生産者 大衆を 直接 企業 管理に 参加させる ことにより、 かれらの 責任と 革命 
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的 熱情を いっそう 燃えた たせる 企業 管理 体系を 発起した。 これが すなわち、 金 日 成 首相が 大安 電機 工場の 現地 指導 
で 創造した 大安の 事業 体系で ある。 

このような 活動 方法と 企業 管理 体系は、 千里 馬の 進軍に いっそう 拍車を かけた。 

千里 馬の 国 朝鮮は、 いま 意気 天を つき、 毎日の ように 奇跡が 生まれる 国と なり、 社会主義の 真っ赤な 花が 咲き こ 
ぼれ る 楽園と なった。 

勤労者が 名実と もに 政治に 参加す る 搾取と 抑圧の ない 国、 全人 民が 一つの 赤い 大家 庭に 団結した 国、 だれもが 平 
等と 自由を 享有し、 かつて さげすまれた 労働が よろこびと なり 栄光と なった 国、 わらぶきの 家 や 掘 立て 小屋を むか 
•L ばな しのな か だけにで てく る ものにし、 だれもが 文化的な 新しい 住宅で 生活し、 無料で 治療を うけ、 休養を と 
り、 無料で 大学まで 学ぶ ことので きる 国、 隆 々と 発展す る 自主的 大工 業と 凶作を 知らぬ 発展した 農業を もつ 国、 世 
界で 最初に 農民にたい する すべての 税金を 廃止し、 東方では じめ て 九 年 制 技術 義務教育 制を 実施した 国、 燦然た る 
社会主義 的 民族 文化と 世界 第一 級の 黄金の 芸術を もった 国 —— 、これが こんにちの 朝鮮民主主義人民共和国な ので 
ある。 

そのため 日本で 生活して いる わが 同胞たち も、 朝鮮民主主義人民共和国の 公民と しての 誇り も 高く、 すでに 数多 
くの 在日 同胞が 苦難に みちた 異国での 生活に 終止符を うち、 金 日 成 首相が 導く 社会主義 祖国の ふところに いだかれ 
たし、 いま も ひきつづきいだ かれて いる。 

このように 金 日 成 首相は、 栄光に みちた 雄大な 生活に よって 世界の 模範と なって いる 社会主義の 大叙事 詩を 母な 
る 祖国 —— 朝鮮の 大地のう えに りっぱに うたいあげた ので ある。 

金 日 成 首相の 偉大な 指導の 賢明 さ、 その 天才 的な 洞察力と 予見 性、 そして このうえな く 人民を 愛し、 民族を いた 
わる 心は、 南 朝鮮 革命と 祖国 統一の ための 構想と、 その実 現の ための 闘争にたい する 指導に おいても 全面的に 表現 


452 


2 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 指導者 


されて いる。 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮人 民の 遂行すべき 革命が、 アメリカ 帝国主義 侵略 勢 方と かれらと 結託した 地主、 買 弁 資本 
家、 反動 官僚を 一方と し、 労働者 1 農民、 ィンテリ、 青年 学生を はじめと する 各界 各層の 人民を 他方と する 両者 間 
の 矛盾を 解決す る 反帝 反 封建 民主主義 革命で あり、 これは 全 朝鮮 革命の 重要な 構成 部分で あると 規定した。 

こ § .L て 金 日 成 首相は、 南 朝鮮 革命の 基本 任務は アメリカ 帝国主義の 植民地 支配を 一掃し、 南 朝鮮 社会の 民主 主 
義的 発展を 保障しながら、 北半 部の 社会主義 勢力と 団結して 国の 統一を 達成す る ことに あると した。 

南 朝鮮 革命の 性格と 任務を 明確に した 金 日 成 首相は、 また 革命の 遂行 方法と 各 時期 ごとの 闘争 課題を 適時に 提示 
する ことによって、 南 朝鮮人 民の すすむべき 道を 明らかにし、 その 革命 闘争を かぎりなく はげまして いる。 

雨の 日 も、 雪の . 0 も、 金 日 成 首相は つねに、 あらゆる 持 取と 無 権利の なかで 苦しみ もだえる 南 朝鮮人 民に 思いを 
はせ 心を 痛めて いる。 南 朝鮮の 水害 罹災民 や 失業者たち、 また 孤児たち を 救ぅた めに 肉親 も およばぬ 援助を 提案し 
たこと も 一度 や 二度ではなかった。 L かし そのたび に ヤン キ ー どもが それを さまたげた。 

金 *: H 成 首相は 解放 後から とんに ちに いたる までの あいだ、 南 朝鮮人 民の 解放と 祖国の 統一に ついて かたとき も 忘 
れたこ とがなかった。 農民に 会えば、 南 朝鮮の 食糧の 切れた 人び とを 救援す る 米を 準備す る ことを よびかけ、 工場 
を おとずれて は、 南 朝鮮の 復旧 建設に 必要な 機械を より 多く 生産す るよぅ 訴えた。 すべての 人民を 千里 馬の 勢いで 
前進 させた の も、 属の 北半 部を 富強な 革命 基地に 築き あげため も、 ひたすら 祖国を 統一 させ、 南北 朝鮮人 民に ひと 
し v a A で 幸福な 新しい 生活を いとなませる ためであった。 

民族 分裂の 元凶： である アメリカ 帝国主義 侵略軍を 南 朝鮮から 追いだ し、 朝鮮人 民の 自主的な 力に よって 祖国を 統 
一す る こ 土は、 金 . 0 成 首相が 終始一貫して 堅持して きた 方針で ある。 

金 日 成 首相は、 朝鮮人 民 自身の 力で 国の 統一 問題を 解決す るた めに、 情勢 発展の 各 段階 ごとに 正当で 合理的な 統 
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一方 案を 主導 的に 提示した。  _ 

:: 」 んにち 南 朝鮮人 民は、 金 日 成 首相が さししめした 方針、 とくに 南 朝鮮に おいて 敵の 野蛮な 弾圧から 革命 勢力を 454 
保存し、 それを たえず 蓄積し 成長させる ことにより、 革命的 大事 変を 主導 的に むかえる ことにつ いて -〇 現段階の 基 
本 方針に したがって、 アメリヵ 帝国主義 とその 手先に 反対す る 闘争の 炎を いっそう 高く 燃え あがらせて いる。 この 
反米 救国 闘争の 力強い 雄叫びは、 やがて 敵の 頭上に、 かれらの 破滅を 告げる 鐘の音と なって ひびきわたる こと ti ろ 
う。  卜 

:南 北朝鮮 人民の 団結した 力に よって、 ヤン キ ー どもと その 手先を うちくだき、 四千 万 朝鮮人 民の 敬愛す る 指導者 
金日成首相のまゎりにかたく団結し、祖国の統一と全民族的な大繁栄を躯歌できる日は遠乂ない。 

また 金 日 成 首相の すぐれた 指導は、 世界 革命、 国際 共産主義 連動と 労働運動にたい する 巨大な 貢献に も あます と 
ころな くしめ されて いる。 

金 日 成 首栢は 朝鮮 革命を りっぱに 指導し 促進させる ことによって、 朝鮮の 共産主義者のに なう 国際主義 的 任務を 
忠実に、 そしても 〇 とも _的に遂行しており、世界革命の発展に大きく寄与してい务。 

さらに 金 日 成 首相は、 朝鮮 革命と 国際 革命運動の 利益から 出発して、 自主的で 原則的な 立場から 左右 両翼の 日和 
見 主義に 断固 反対し、 マルクス •レ—- ーン 主義の 革命的な 旗 じる し、 反帝 反米 闘争の 旗 じる し.、 民族 解放と 社会 主 
義 0 ため 0 闘争の 旗 じる し、 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動の 統一と 団結の 旗 じる しを 高く かかげ、 断固 闘争す 
る ことによ って 国際 革命運動の 発展に 貴重な 貢献を おこなっ たし、 また おこなっ ている。 

\こ んに ち、 社会主義 革命と 反帝 反米 闘争に おける 卓越した 指導者と しての 金 日 成 首相の 国際的 威信は、 なんび と 
もこれ を 傷つける ことができない 確固たる ものと なった。 朝鮮に おける 社会主義 革命と 建設、 反帝 民 _ 放 闘争と 
国際 共産主義 運動にたい する 金 日 成 首相の 数多くの 著書と 演説は、 世界の 広 はんな 地域に おいて 大きな 反響を まき 
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おこして おり、 すべての 人び とに 愛読され 研究され ており、 行動の 指針と なって いる。 

このよぅに 理論と 実践に おいて 巨大な 功績を つみあげた 金 日 成 首相にたい し、 キュ ー パの フィ ー デル •ヵストロ 
首相は つぎのよぅに 語った。 

「金 日 成 同志は、 現代の 世界に おいて もっとも 傑出し、 すぐれた 英雄的な 社会主義 指導者の ひとりで ある。 その 
歴史は、 社会主義の 偉業に 服務す る 革命家が 書きつ づける ことので きる、 もっ とも美し い 歴史の 一つで ある」 

また、 朝鮮を 訪問した ジンバブエの アフリヵ 人民 同盟 民族 副 秘書で ある エド ヮ ー ド .S  •ノ ドロフ 氏は こぅ 語っ 
た。 

「金 日 成 首相は、 われわれの 時代の もっとも 偉大な 人物の ひとりで あり、 近代史の もっとも 偉大な 人物の ひとり 
であり、. 革命の すぐれた 指導者で あり、 正義と 社会主義 建設の ための 闘争に おいて、 あらゆる 希望と 成功の ために 
われわれが 待ち のぞんだ、 まさに そのよぅな 方で ある」 

その 偉大な 人物 こそ、 絶世の 愛国者で あり、 民族的 英雄で あり、 百戦百勝の 鋼鉄の 霊将 であり、 国際 共産主義 
運動と 労働 漣 働の， すぐれた 指導者の ひとりで ある 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 民族の 太陽 —— 金 日 成 首相 その 人な ので 
ある。 

このよぅに 偉大な 金 日 成 首相を 指導者に いただく 朝鮮人 民の 前途には、 まさに 輝かしい 勝利と 幸福の みが 約束 さ 
れ ている。 金 日 成 首相が ながい 歳月に わたって 達成した 偉業は のちの 世まで、 千年 も 万年 も 燦然た る 光を 放ち つづ 
ける であろう。 

金 日 成 首相にたい する 四千 万 朝鮮人 民の 感謝と 敬慕の 情は、 国内 外の すべての 同胞と ともに、 子ども や 老人 もよ 
ろ こんで ぅたぅ 『金 日 成 将軍のぅ た』 となって 朝鮮の 津 々浦々 に ひびきわたって いる。 
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第 十三 聿 民族の 太碭 


長 白の 山な み 血に そめて 
鴨 緑の 流れを 血に そめて 
自由 朝鮮き ずくた め 
戦いき たりし その あとよ 
ああ、 その 名 も 高き 金 日 成 将軍 
ああ、 その 名 も ゆかし 金 日 成 将軍 

満州の 吹雪よ 語れ かし 
密林の 長き 夜よ 告げよ かし 
不滅の パルチザンは そ も誰ぞ 
絶世の 英雄は そ も誰ぞ 
ああ、 その 名 も 高き 金 日 成 将軍 
ああ、 その 名 も ゆかし 金 日 成 将軍 
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余日 成 将軍の 主顰 活動 竿 表 


金 日 成 将軍の 主要 活動 年表 

(一九 一二 年 四月〜 一九 四 五 年 八月) 

一九 一二 年 四月 十五 日  ビ •"ン ヤン 市万景 合 区域 万 景台里 (当時、 平安 南 道 大同 郡 古平 面 南 

里) において、 金亨稷 先生と 康 盤石 女史の 長男と して 誕生。 

一九 一七 年 三月 二十 三日  金亨稷 先生が 反日 地下組織 である 朝鮮 国民 会を 組織。 

一九 一七 年の 秋〜 一九 一八 年の 秋  金亨稷 先生が ピョンヤンの 監獄に おいて 獄中 闘争を 展開。 

一九 I 九 年の 夏 i 九 二 三年 一月  中江鎮 、臨 江を へて 八道 溝の 小学校で 学ぶ。 

金亨稷 先生が 中江鎮 、臨 江、 八道 溝に おいて 反日 闞争を 継続。 
一九二 三年 二月〜 一九二 五 年のは じめ 故郷の 彰徳 学校で 学ぶ。 

一九二 五 年のは じめ (十四 歲)  祖国 解放の 大志を いだき 鴨 緑 江を わたる。 

一九二 六 年 六月 五日  金亨稷 先生 逝去。 

樺 甸県華 成 i に 入学し 非合法 組織 E  •  U  (打倒 帝国主義 同盟) を 
組織。 秋に 華 成 WI を 中退し 撫 松で セナ ル 少年 同盟を 組織。 
吉林铖 文中 学校 入学。 ここで マルクス •レ I  -I ン 主義を 探求。 

吉 林では じめ て 共産主義 同盟を 組織。 反帝 WS- 同盟を 組織。 
朝鮮 , A 留吉 学友会を 指導。 吉林で おこなわれた 安昌 浩〇 民族 改 
良 主義 的 演説を 論駁。 

康 盤石 女史、 撫 松で 婦女 会主 任と して 活動。 

一九二 八 年 十月〜 十一月  吉会線 鉄道 敷設 反対 闘争を 組織 指導。 


九 二 六 年の 夏〜 秋 
九 二 七 年の 春 

九 二 七 年の 春〜 一九二 八 年 
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金 日 成 将軍の 主要 活動 年表 


九 二 九 年の 春  「南満 青 総 大会」 に 参加した が、 柳 河 県 三 源 浦で 民族主義 者の 

分裂 行動を 糾弾す る 弾劾 文 発表。 

九 二 九 年  満州 反動 軍閥に 反対す る 学生の 同盟休校 開 争を 組織 指導。 
九 二 九 年下 半期〜 一九 三〇 年の 春  吉林 監獄で 獄中 闘争。 植民地 民族 解放 問題、 朝鮮 革命 路線な ど 

を 研究。 

九 三 一年のは じめ 朝鮮 革命に かんする 主体的な マルクス. •レ il ン 主義 的 革命 路 

線を 提示 ◊抗日 武装 闘争の ために 共産主義者た ちの 武装 組織で 
ある 朝鮮 革命軍を 組織。 吉東 地区で 共 青 組織を 指導。 卡 倫、 孤 
楡樹 、五家 子、 教化、 安 図 地方の 農民 大衆の なかで 活動。 農村 
青少年の なかで 軍事訓練を 実施。 

武装 闘争の 最初の 試みと して 国内に 武装 グル ー ブを 派遣。 武装 
グル ー ブ 責任者の 叔父 金亨権 先生は、 豊 山、 洪 R などで 活動 
中、 日本 帝国主義 者に 逮捕され 一九 三 五 年、 ソゥル 西 大門 刑務 
所で 獄死。 

九 •一八 「満州 事 のの ちに 開催され た 安 図 地 i 命 組織 貴 
任 者 集会で、 抗日 武装 闘争 路線を 具体化。 

一九 三 一年 十一月  明月 溝 会議に 参加し、 抗日 遊 擊隊の 組織 問題を 討議。 

一九 三 一年の 秋〜 一九 三 二 年の 春  間 島 朝鮮 農民の 秋収 暴動と 春慌 暴動に 農民 大衆を 組織 動員。 

1 九 三 二 年 四月 二十 五 B- 抗日 遊 擊隊を 創建。 

一九 三 二 年の 夏  民族主義 者たち の 武装 力で ある 独立 軍の 司令 梁 世 奉と 談判、 民 

族 団結を ょびかける。 

一九 三 二 年 七月 三十 一 日  康 盤石 女史 逝去。 


九三〇 年の 夏〜 


一九 三〇年 八月 


一九 三 一年の 秋 


金 日 成 将軍の 主要 活動 年表 


一九 三 二 年の 夏〜 一九 三 五 年  東満 各県に 遊撃 根拠地 —— 解放 地区を 創設。 根拠地 内に 人民 革 

命 政府を 樹立。 土地 _を はじめと する 社会経済^* を 指導。 

一九 三 三年 六月  § 日 部墜の 頭目 吳義 成と 談判。 

一九 三 三年 九月  東 寧 県 城 進攻 戦闘を 指揮。 

一九 三 三年 十二月〜 一九 三 四 年 一月  小汪 清遊 搫 根拠地の 防御 戦闕を 指揮。 

1 九 三 2: 年 二月〜 三月  大荒崴 会議、 腰 営 溝 会議で 反 「民生 団 J 闘争の 左翼 偏向 路線な 

どを 批判。 

一九 三 五 年 六月〜 一九 三 六 年 二月  老 黒山 戦闘を 指揮。 北満 遠征 おこなわれる。 各 部隊が 南満 州、 

東 満州、 国内 各地に 進出。 

一九 三 六 年 二月  南 湖 頭 会議を ひらき、 反日 民族 統一戦線、 党 創建 準備のょり 積 

極 的な 推進 おょび 遊 擊隊の 鴨 縁 江 沿岸、 白 頭 山 西南 部 地帯への 
進出 方針を 提示。 

一九 三 六 年 五月  東崗 会議で 南 湖 頭 会議の 方針を 具体化。 

一九 三 六 年 五月 五日  祖国 光復会 創建。 十大 綱領を 発表。 機関誌と し て 『三 i 月 

刊』 の 発刊 決定。 金 日 成 将軍が 祖国 光復会 会長に 推戴 さる。 

一九 三 六 年 八月 十七 日.  撫松県 城 進攻 戦闘を 指揮。 

一九 三 六 年下 半期  白 頭 山 根拠地 創設。 

一九 三 七 年 一月  甲 山 一帯の 祖国 光復会 下部組織の 一つ 朝鮮 民族 解放 同盟 結成。 

一九 三 七 年 六月 四日  普 天堡 戦闘を 指揮。 朝鮮人 民に つげる 布告 文を 発表。 

一九 三 七 年 六月 三十日  間 三 峰 戦闘を 指揮。 

一九 三 七 年 九月  日本 帝国主義の 中日 戦争 挑発  一V 七 ♦七 事変と 関連し 国内 人民 

につげ る アビ ールを 発表。 
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一九 三 七 年 十 I 月〜 一九 三 八 年 三月 

5  一九 三 八 年 十 I 月 

訪 

11 

6 

^  一九 三 八 年 十二月〜 一九 三 九 年 四月 
の  一九 一一 一九 年五爿 一日 
^  一九 三 九 年 五月 十八〜 二十 三日 
^  一九 三 九 年の 秋〜 一九 四〇 年のは じめ 
金  一九 四〇年 八月 

一九 四 一年の 春 


九 四 一年 士一月 
I 九 四 二 年〜 一九 四 五 年 八月 


一九 四 五 年 八月 八日 

一九 四 五 年 八月 九日〜 十五 日 

I 九 四 五 年 八月 十五 日 


馬塘 溝で 軍政 学習を 指導。 

で 極左 冒険 主義 路線で ある 熱 河 遠征を 批判。 三 個の 
方面 軍を 編成。 

南 牌 子から 長 白への 苦難の 行軍。 

長 白 県小徳 水で おこなわれた メ—デ ー 慶祝 大会で 演説。 

茂 山地 区 戦闘を 指揮。 

白 頭 山 東北 部 一帯で 大 旋回 作戦を 指揮。 

第二次世界大戦の勃発と関連し、敦化県小哈爾巴嶺会議を召集、 
会議で 最後の 決戦に 対処す る 方針を 提示。 小 部隊 活動へ 移行 ❶ 
汪清 、延吉 、東 寧な ど 各県と 国内に おける 小 部隊 おょび 武装グ 
ル I ブの 軍事 政治 活動を 指揮。 武装 グル— ブ は羅津 、雄 基 一帯 
で 活動。 

日本 帝国主義の 太平洋戦争 開始に 対応 L た 人民 革命軍の 活動 方 
針を 提示。 

戦争 情勢の 新たな 転換と 関連し、 最後の 決戦に 対処す る 準備 活 
動を 推進。 武装 グル I ブが東 満州と ビョン ヤン、 会 寧、 雄 基、 
清津 、羅津 一帯で 活動を 展開。 

ソ連の 対日 宣戦布告を 契機に、 朝鮮人 民 革命軍に B 本 帝国主義 
にたいする 最後の 攻擊 命令を くだす。 

朝鮮人 民 革命軍が 雄 基 郡 一帯での 戦闘を はじめ、 羅津 、清 律、 

羅 南、 元 山 解放 戦闘な どを 展開。 

朝鮮人 民、 日本 帝国主義の 植民地 支配から 解放され る。 朝鮮人 
民 革命軍の 祖国 凱旋。 
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訳者 あとがき 


訳者 あとがき 


—— 金 日 成 首相の 革命 活動の 歴史は、 朝鮮人 民に とって だけ 耷義が あるので はない。 

全世界の 被 圧迫 人民の 闘争、 —— とくに、 祖国の 統一と 完全 独立の ために 反米 救国 闘争に たちあがった わが 人民 
に とって 大き -^ 音義が ある。  , 

(南 ベトナム 民族 解放 戦線 中央委員会 委員 •南 ベトナム 解放 職業 連盟 中央 執行委員 会 委員 フィン •パン) 

— S 鮮 人民の 偉大な 指導者 金 日 成 同志に みちびかれた 朝鮮 共産主義者たち が 長期 間に わたって 展開した 英雄的 
な 抗日 遊撃 闘争は、 祖国 か、 さもな くば 死 かとい う 決死 的な 闘争であった。 …… まさに このような 闘争が あった が 
ゆえに、 朝鮮人 民は こんにちの ような 栄え ある 祖国を もつ ことができた ので ある。 …… 朝鮮 労働党は、 世界で もっ 
とも 自主的な 党 だ。 朝鮮と キュ ー パは 兄弟 だ。 

(キュ I バ 共産党 中央 委員* 外相  ラオ— ル •ロア) 

——1 金 日 成 首相は、 現代 朝鮮と 被 圧迫 人民を 代弁す る マルクス •レ 1 ーン 主義者 だ。 

かれは、 ■かれの 思想と 教えで もって、 朝鮮人 民 だけでなく、 全世界の 被 圧迫 人民に 実際に 光を 照らして やった 偉 
大な哧 い 太陽 だ。 

(ナ イジ X リア^# および 農場 員 協会 中央 執行 理事会 書記長 イジ* アイエ •オモレ ジエ) 

わたしたちは 手許に ある 新聞 や 雑誌の なかから、 朝鮮人 民の 偉大な 指導者 金 日 成 首相に ついて 語った 外国の 人た 
ちの 声を 二、 三 ひろって みた。 

もちろん、 金 日 成 首相の 導きの 正し さを 語り、 金 日 成 首相が 国際 共産主義 運動と 反帝 反米 民族 解放 闘争の 強化 発 
展に 、どれ だけ 偉大な 貢献を している かにつ いて 書かれた 外国の 人たち の 文章は、 これにと どまらない。 
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訳者 あとがき 


.しかし、 ここに 引用した 英雄的な 南べ トナ ム人 民の 代表 フィン •パンを はじめと する 二、 三の 外国の 友人たち の 
声を とおして みても、 こんにち アジアを SIS り、/ 世界を 論ずる うえで、 朝鮮人 民の 偉大な 指導者 金 日 成 首相を 正しく 
知る ことが、 どれ だげ 大切な ことか わかる であらう。 

わたした •ちは、 多くの 日本国民が、 こんにち 〇- 朝鮮を 正しく 理解す るた めに も、 また 日本 自体が おかれて いる fit. 
置を 考える うえに おいても、 朝鮮人 民の 偉大な 指導者 金 日 成 首相に ついて 正しく 知る ことが 必 nr たと 思う。 

この 本は、 そうした 日本の 読者の ために も、 もっとも 手ごろで 正確な 金 日 成 首相の 伝記と いえよう。 

この 本は、 ビョン ヤンの 人文科学 社が だした 『民族の 太陽 金 日 成 将軍』 の 第一 部を 訳した ものである。 

つまり、 朝鮮人 民の 偉大な 指導者 金 日 成 首相の 生い立ちから 説き おこして、 その 少年 時代と、 祖国を あとに して 
中国 東北 地方に わたり、 早くから 革命の 道には いるく だり をへ て 抗日 遊撃隊を 組織し、 十五 年 もの あいだ 革命的な 
人民の 支援の ほかには なんらの 後方 も、 国家的 支援 もない 困難な 条件の もとで 武器、 弾薬、 食糧、 被服な ど、 必要な 
もの すべてを 敵との たたかいの なかで 解決しながら 数千 倍 もの 強敵を うちやぶった 抗日 武装 闘争を 格調 高く 描き、 
一九 四 五 年 八月、 日本 帝国主義を 打倒して 祖国の 独立と 民族の 解放を かちと 〇. たと ころまでを 書いた ものである。 

わたしたちは、 この 本が 日本国民の なかで、 金 日 成 首相の 偉大な 人となり や 革命 思想を 正しくつ たえ、. 朝 •日両 
国人 民の 友好と 親善に 寄与で きれば さいわい である。 

なお、 この 本のな かの 中国の 地名は 本来なら ば 全部 中国 音で. ルビを ふるべき であるが、 慣用 上、 朝鮮 音、‘ あるい 
は 中国 音と 朝鮮 音を 混用して つかって いる 地名は、 朝鮮 音、 または 朝 ♦中 両国 音 混用の ルビを ふって おいた。 この 
ことを 了承して いただきたい。 

一九 六 九 年 四月 十五 日 

金 日 成 首相 誕生 五十 七 周年 記念日に 

金 日 成 伝 翻訳 委員会 
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白峯 著. 金 日 成 伝 翻訳 委員会 訳 

金 日 成 伝 


昭和 四 四 年 四月 一 五日 初版， 
昭和 四 八 年 七月 一〇日 一 〇 版 

定価 九 八 0円 


発行者 長  坂  一雄 

発行所  雄山閣 出版 株式会社 

東京都 千代 田 区 富 士見二 I 六 I 九 
電話 東京 (一 1 六 一一) 三 二 三 一 (代) 
振替 東京 一六 八 五 

印刷 亜細亜 印刷 株式会社 
新 成 美術 印刷社 
製本 協栄 製本 株式会社 
製函 有限会社 加 藤 紙器 製造所 


• 落丁は 本社に て お 取替え 致します 


抗日 武装 


争 主要 戦跡 図 


鎮東県 \ 


(1  9  3  2-  1  94  5 

I 

レ I 


安広 県 


方正 県 


濱州県 


阿 城 県 ••'•.心 .一. ，〆. 


\  /  i  ••••'•• 扶餘県 

> •ノ 乾 安 県；  \ 

/ 郭爾 ■斯前 旗 . 、 


, 雙 城県濱 く:五 延， 


延寿 県 


輸樹県 


-… ，へ •. 珠河県 


五常 県 


依 蘭 県  S  . 

江 省 /〇 

;  /  勃 利 県  、 

m  い: 畜 

rm}/Ly  ' 〜‘ }^C  ^  蜜 山 県 

f 林 □県：*  芦 _  , 

/•M  •ノ ，参。 \  鶏 寧 県 、、',':，• 

し. し •藏 ^ ^  J 


I 葦 河 県 / 


|^8 


ミ 八面* 

ヨ  パ… ♦ 


•ノ 


農 安 県 


徳恵県 


長嶺県 


牡 船£顺/  “ 穆稜県  \ 

*；  :i:: 樓棱 ，••，絶15  • 

^  ®  J:®36**  (綏陽 県  \ 


\ 雙遼県 f 懐徳県 


長舂県 


九 台 県 

— I—  / 
口  ： 


舒蘭県 


しノ 


a  .  \ 

•••松: 平 房 子 


永吉県 


/ 蛟河県 

键 -.." •’’ 雾忠 , ( 

»559-,°  •.  \ 

V 戀，1 ?!??  資ぬ \ 


寧 安 県 

牡丹 江'  省./  ~^^£j 


，刀 山 子 ど •，ぐ 川 
S|d6  » 子 


上 


石 翻。 


i  / *  \ 梨樹 県' ^ 

♦  .‘  \  \  办雩儀^ •で 


通遼県 


樺 旬 県 


\  —7  1' 

ハ 1 热 ‘6 

省 

/. ， 

:• 典 信 子 


'933.  9 
嫌 瀵 
t 子 川 
痒 子 川 


0 教化 


» 哈 舐 巴窃- 


j 昌図 県....’  ，/S 西 安 県、、 1、 产石 | ’ 

( 四 ••••>’•• ••平 ••'•••'公’  \  '.I.:: 、き 濟5 ぐ, 

\.ゾ \ 西豊県  > .東豊 県., i 

パンへ、 こ） ，••海 龍㈢ Ufllf6 ぼ T 1 


s  \ 1 黑 ％; ノ^ 耀離趣 皆 ■■ 

1  '.' 一  （  ！ 濃® 身 ___ 感ユ )#沙 

^  '，ぐ^^ 崎 号 


牛 心 山 

V オル ギ河 

10^0  r% 


加 羅支崆 


.i 撫順県 j 


興 京 県 


:ハ 


通 If 二 

/  ^  1935,4 


本溪県 


鉱 輯安 県/ 

■■  •  -  ▲▲成  ♦  ^ 


〇 富 寧’  <：r 


V へ、''. -|p^: 

鉄嶺 県’ ヽ ••/ 清 原 県 ••丫 v  •篷 •'… \ 界 知 _  plf 墨 >,4 

气 天,、 •省'  i .一 ...•...'く 難 、’:茲 !ヲ’  fx：2!f?  w 

/ mmm/  ^  L^%  咸㈣ 道# 

，人 興 京 県1 ㈣ノ、 通ィ 匕?：  \/  /  ^feSr 證嗯势 普天堡 i  ベ 

、•齋  '\  r 一 •  \  ノ r  ノ/  ， 奢 ，人  , 1 


> 羅漳 $ 


こ 西水羅 


W 


菊 安 〇, 


寛 旬 県 

寛 旬 ◎ 


•: P:. 
•よ ••  • 

•吉州 


im\ 


鳳 城 県 


/ 


I#1 


咸鏡南 道 


) 安 


平安 北 道 


た 


安東 県 


@ 新義州 


咸興 ••: 齡 

興 


〇 永 興 


平安 南 道 


秦ャン 

零^?.:— 


〉 文, 富 

r  元 山 


%} 主要 会議場 所 
^ 主要 戦闘 地 

m 小 部隊 活動 
Qij| 主要-営 地 
_ 遊撃 根拠地一 解放 地区 
®  区 政府 所在地 

^ 国内 主要 秘密 連絡 場所 


♦  • 

\i 


分類 〇〇 二三— 製品 I 1 I 二 七〇— 出版社 八 六 〇 八 


